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尾張津島藤まつり

■4月の市民課・保険年金課・税務課・収納課窓口延長日は3、10、17、24日です。午後7時まで利用できます。
■神島田連絡所（☎31－0773）では、土・日曜日（祝日・振替休日を除く）に住民票の写しと印鑑登録証明書の交付（印鑑登録証が必要）を行っています。
■イベント等の開催の可否や詳細等は、市ホームページをご覧いただくか、各問い合わせ先へご確認ください。
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公園駐車場（P1:310台/P2:50台）
4月13日㈯～4月29日（月・祝）

駐車場料金/1日1台1回1,000円
午前8時30分～午後8時30分　

4月13日㈯～29日（月・祝）
午前8時30分～午後4時30分

海西公園臨時駐車場（160台）
南小学校臨時駐車場（160台）

4月20日㈯•21日㈰
4月27日㈯・28日㈰・29日（月・祝）

南小学校臨時駐車場/1日1台1回500円
海西公園臨時駐車場/無料

午前9時～午後4時（閉鎖時間午後5時)

※花の開花状況により徴収日時・徴収場所が変更になる場合があります。
※雨天等により使用できない場合があります。

駐車場のご案内
【一般車用】

令和6年
尾張津島藤まつり

一般車用ルート

臨時駐車場
利用可能日

臨時駐車場
整理協力金

生活道路のため
進入ご遠慮ください

イベント等について
・藤棚のライトアップを午後6時30分～9時に行います。雨天でも実施
しますが、藤の開花状況により、実施しない場合があります。
・露店や野点を実施します。
・野外ステージでのステージイベントは実施しません。

駐車場について　
海西公園を臨時駐車場（無料）として開放

します（例年、西小学校を臨時駐車場（有料）
としていましたが、今年から利用できませ
ん）。

交通規制について
・公園駐車場へは東側堤防道路から進入してください。西側堤防道路
から公園駐車場へは進入できません。
・東側堤防道路は歩行者専用道路にはなりません（車両の一方通行
規制あり）。

尾張津島藤まつり
天王川公園開催場所開催期間 4月13日㈯～29日（月・祝）

ID　346479111ID　346479111
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ゴールデンウイークに天王川公園でイベントを開催します。
期間　5月3日(金・祝)～5日（日・祝）
時間　午前9時～午後4時（雨天中止）
場所　天王川公園　芝生広場
イベント　移動動物園やふわふわドーム、バザールを行いま
す。また、ステージでは一般の方々によるダンス・演奏などの
パフォーマンスを行います。
その他　期間中は公園駐車場が有料になります。詳しくは天王
川公園公式ホームページをご覧ください。
問合　天王川公園イベント担当　☎090-6361-7071

その他
・路上駐車は交通に支障をきたしますので、指定駐車場へ駐車してくだ
さい。ただし駐車場には限りがありますので、極力公共交通機関をご利
用ください。
・通路や藤棚下での敷物、ロープによる場所取りは禁止です。
・公園内での火気使用は禁止です。ゴミなどは各自お持ち帰りください。
・藤の開花状況等により、記載内容について変更する場合があります。

期間中は、津島神社周辺等で歴史文化資
源を活かしたさまざまな催事を行います。
詳しくは、（一社）津島市観光協会ホーム
ページをご確認ください。

開催期間　4月12日㈮～5月6日（月・休）
開催場所　津島神社周辺等
問合　（一社）津島市観光協会　☎28-8051

藤まつり期間およびゴールデンウイーク期間中、堀田家住宅を開館しま
す。ぜひこの機会に江戸時代中期の町家建築をご観覧ください。
日時　4月13日㈯～5月6日(月・休)　午前10時～午後3時

※4月21日㈰・28日㈰は午後5時まで。

「津嶋ノ渡リ故乃名は藤浪ノ里なりしが…」神官・真野時綱はかつてこの
ように表現しました。天王川公園にとどまらない、藤の花と津島の関わりを
紹介します。
日時　4月13日㈯～5月6日(月・休)　午前10時～午後3時

※4月21日㈰・28日㈰は午後5時まで。
入場料　無料（堀田家住宅観覧料は必要）

天王川公園　Green　Festa

重要文化財堀田家住宅特別開館

「信長の台所　津島まちあそび」イベント

堀田家住宅企画展「藤なみの里・つしま展」

▲天王川公園
公式ホームページ

▲津島市観光協会
ホームページ

▲ふわふわドーム(イメージ)

移動動物園
(イメージ)▶

藤まつりの後も天王川公園で楽しみ続く！藤まつりの後も天王川公園で楽しみ続く！

ID　268765839
問合

社会教育課生涯学習・文化振興G
☎55-9421

堀田家住宅
観覧料　一般300円、小中学生100円

問合

特別開館中
毎日開催

主催：津島市　
☎55-9663（産業振興課）

企画・運営：天王川公園指定管理者　
☎050-8887-2386

モト フジナミ ま　の  ときつな
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～ 妊娠期から子育て期の一体的な相談支援を行います ～

ご確認ください！

4月に総合保健福祉センター2階に「津島市こども家庭センター」を開設します。児童福祉と母子保健の連携をさらに
強化し、すべての妊産婦、子育て世帯、こどもへの一体的な相談支援を行います。
これに伴い、総合保健福祉センター3階にありました「家庭児童相談室」は、「こども家庭センター」に機能を移転しま
す。
内容　下記①・②に対し、子ども家庭支援員、保健師、心理師等の専門職員が対応します。1人で悩まずご相談ください。
①妊娠期に関する相談支援
サポートプランを作成し、安心して妊娠期を過ごすことができるように支援します。
②子育て期に関する相談支援
こどもの発達や行動、不登校や引きこもり、非行やヤングケアラー等、心配事や困り事についての相談をお受けしま
す。
対象者　妊娠期から子育て期までのこどもがいる家庭
費用　無料
備考
・電話・面接どちらでも結構です。ご家庭に伺うこともで
きます。
・こども本人からの相談も受け付けます。
・相談内容等の秘密は厳守します。
・虐待の通告窓口でもあります。虐待かも…？と思われ
たら、直ちに連絡してください。またこどものいる家庭
のDV相談窓口になっています。

問合　こども家庭センター　☎24-0350

問合　福祉課福祉G　給付金窓口・コールセンター　☎22-5538・5539

ID　323073025
令和5年度の住民税が均等割のみ課税されている世帯

に、10万円の給付金を支給します。
対象
①市が発送した給付金の確認書が届いた世帯
②住民税が均等割のみ課税世帯で、次に該当する世帯
・未申告の方がいる世帯
・令和5年1月2日以降に津島市へ転入した方がいる世帯
※詳しくは市ホームページまたは問い合わせ先へ。
申請期限　6月28日㈮

　

ID　889829531
令和5年度の住民税均等割が非課税または均等割のみ
課税されている世帯を対象に、18歳以下の子ども1人あ
たり5万円の給付金を支給します。
対象
①市が発送した給付金のお知らせ等が届いた世帯
②住民税均等割が非課税の世帯または均等割のみ課税
の世帯で、次に該当する世帯
・未申告の方がいる世帯
・令和5年1月2日以降に津島市へ転入した方がいる世帯
・令和5年12月2日～令和6年4月1日の期間に子どもが生
まれた世帯
※詳しくは市ホームページまたは問い合わせ先へ。
申請期限　6月28日㈮

こども加算

物価高騰支援給付金
住民税均等割のみ課税世帯
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令和6年度予算概要
予算の総額

会計別予算額構成

548億941万円
（前年度比3.5％、18億7,327万8千円の増額）
令和6年度の予算編成に当たっては、「つしま成長戦略　第3弾」の5つの項目の着実な推進に向け、限られた財源を
真に必要な分野に重点的かつ効果的に配分することを基本として予算編成を行いました。

会計名 当初予算額(千円) 前年度比(%)

一般会計

市民病院事業会計

介護保険特別会計

国民健康保険特別会計

上水道事業会計

後期高齢者医療特別会計

下水道事業会計

コミュニティ・プラント事業特別会計

問合　財政課財政G　☎55-9616

25,800,000 

11,893,538 

5,787,482 

5,514,182 

2,158,687 

2,010,528 

1,608,497 

36,496 

106.7

102.4

100.5

98.8

92.6

105.1

105.1

97.2

計

上水道事業
3.9%

後期高齢者医療
3.7%

下水道事業
2.9%

コミュニティ・プラント事業
0.1%

市民病院事業
21.7%

介護保険
10.5%

国民健康保険
10.1%

一般会計
47.1%

予算総額
548億
941万円

103.554,809,410 
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一般会計

一般会計歳入内訳 一般会計歳出内訳

258億円
（前年度比6.7％、16億3,000万円の増額）
●一般会計の歳入
市税は、約1億6,400万円（1.9％）の減となりますが、定額減税による減収を除くと約4,600万円（0.5％）の増となりま
す。
地方交付税は、地方財政計画、基準財政収入額の見込などから、2億8,000万円（9.0％）の増となります。
国・県支出金は、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の増などにより、約3億5,000万円（5.9％）の増となりま
す。
市債は、投資的事業の増などにより、約5億3,200万円（30.8％）の増となります。
※市債残高については、令和6年度末見込みで約172億9,500万円となり、ピーク時（平成11年度末　約219億4,300万
円）の78.8％となります。

●一般会計の歳出
人件費は、退職手当の増などにより、約2億3,600万円（6.4％）の増となります。
扶助費は、児童手当、障がい児通所給付費の増などにより、約2億7,500万円（4.2％）の増となります。
公債費は、市債の元利償還金の増により、約5,500万円（3.3％）の増となります。
投資的経費は、公園整備工事、耐震性貯水槽整備費の増などにより、約7億4,900万円（31.9％）の増となります。
繰出金については、国民健康保険特別会計への繰出金の増などにより、約1億1,900万円（5.0％）の増となります。

人件費
3,938,244
（15.2％）

義務的
経費

12,469,062
（48.3％）

その他
経費

10,234,272
（39.7％）

投資的
経費

3,096,666
（12.0％）

（単位：千円） （単位：千円）

補助費等
3,110,671
（12.1％）

繰出金
2,524,041
（9.8％）

投資･出資･貸付金
280,155
（1.1％）

その他
450,598
（1.7％）

物件費
3,868,807
（15.0％）

扶助費
6,809,059
（26.4％）

公債費
1,721,759
（6.7％）

普通建設事業費（補助）
1,490,819
（5.8％）

普通建設
事業費（単独）
1,605,847
（6.2％）

地方消費税交付金
1,390,000
（5.4％）

県支出金
2,201,289
（8.5％）

その他依存財源
844,264
（3.2％）

繰入金
2,285,303
（8.9％）

諸収入
626,097
（2.4％）

その他自主財源
388,769
（1.5％）

国庫支出金
4,091,166
（15.9％）

地方
交付税
3,380,000
（13.1％）

市債
2,259,400
（8.8％） 依存財源

14,166,119
（54.9%）

市税
8,333,712
（32.3％）

自主財源
11,633,881
（45.1%）

予算総額
258億円

予算総額
258億円

※市民1人当たりの歳出43万14円
（令和6年3月1日現在の人口59,998人より算出）

※市民1人当たりの税負担額13万8,900円
（令和6年3月1日現在の人口59,998人より算出）
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特別会計

企業会計

また主な施策として、

国民健康保険特別会計では、一般被保険者療養給付費の減などにより、約6,800万円（1.2％）の減となります。
介護保険特別会計では、介護給付費負担金の増などにより、約2,700万円（0.5％）の増となります。
後期高齢者医療特別会計では、保険料等負担金の増などにより、約9,800万円（5.1％）の増となります。

事業経営に当たっては、企業性を最大限発揮するとともにサービスの充実に配意し、公共の福祉の増進や地域づく
りに積極的な役割を果たしていきます。
また、経営の健全化と活性化を推進するため、経費の節減等一層の経営努力に取り組み、経営基盤の強化を図って
いきます。

133億4,868万8千円
（4特別会計の総額で、前年度比0.4％、5,535万6千円の増額）

156億6,072万2千円
（3企業会計の総額で前年度比1.2％、1億8,792万2千円の増額）

①マスタープラン推進事業（津島Next Move！事業）・・・・・・・7,746万6千円
正面玄関である津島駅周辺から津島神社、天王川公園周辺エリアのまちづくりを行います。
②津島駅東側駅前広場整備事業・・・・・・・4億3,340万円
③旧わざ・語り・伝承の館および尾張津島観光センター解体工事・・・・・・・8,949万6千円
④道路整備事業（都市計画道路橋詰又吉線の整備）・・・・・・・1億1,030万9千円
⑤天王川公園整備事業・・・・・・・4億5,178万9千円
夜間照明整備（ライトアップ大作戦）、トイレ大規模改修・芝生広場整備等を行います。
⑥市内GDP上昇に向けた「津島NEWS構築」事業・・・・・・・599万5千円

まちづくり再生第2弾！賑わいの核となる新たな拠点整備

①子ども医療費無料化・・・・・・・3億158万1千円
所得制限なく18歳までの子ども全員の医療費を入院・通院ともに完全無料化しています。

②第2子以降の0～2歳児保育料の完全無料化・・・・・・・3,696万2千円
③給食費・副食費に対する支援・・・・・・・2億2,757万円
小中学校給食費の完全無料化、3～5歳児の保育所・幼稚園・認定こども園等の副食費の半額補助を行います。

④0歳児選べる定期便（ご自宅へおむつ等を無料でお届け）・・・・・・・565万5千円
⑤保育所等の使用済み紙おむつの保護者持ち帰りの廃止・・・・・・・157万9千円

全国トップクラス！5つの子育て支援

①定住促進事業補助金・・・・・・・1,070万円
②空家解体促進費補助金・・・・・・・500万円

定住人口の創出・拡大！人を呼び込むまちづくり

『まちづくり、子育て支援、そして定住へ』
つしま未来創造予算
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津島市制77周年記念式典
（表彰式の部）

市制施行記念日の3月1日㈮に文
化会館において、市勢の進展に貢献
された被表彰者に、表彰状が授与さ
れました。授与された皆様は次のと
おりです（敬称略）。

市政功労者
市議会議員  加藤　哲司
市議会議員 森口　達也

特別表彰
市議会議員 西山　良夫
市議会議員 宇藤　久子
市交通安全協会交通委員
 大鹿　善之
消防団員 横江　佳樹
消防団員 冨田　浩司

永年勤続表彰
市ごみ処理市民委員 田中　克典
市ごみ処理市民委員 大石美智子
市ごみ処理市民委員 恒川　一三
市循環システム促進審議会委員
 飯尾　純市
市循環システム促進審議会委員
 長崎　秀典
市赤十字奉仕団員 宇藤　久子
市赤十字奉仕団員 辻川　清子
市赤十字奉仕団員 石井　玲子
市赤十字奉仕団員 後藤　豊子
市赤十字奉仕団員 堀田と　子
市赤十字奉仕団員 野田　和子
市食品安全委員 山田　久子
市文化財保護審議会委員
 黒田　剛司
市バスケットボール連盟役員
 竹内　康浩

市ボウリング連盟役員
 川口　修一
市スポーツ推進委員 湯澤　裕幸
市スポーツ推進委員 溝渕　祥裕
消防団員 鈴木　良典
消防団員 江端　弘隆
消防団員 寺本　浩二
消防団員 平野　典司
消防団員 宇治谷祐司
消防団員 眞野　英司

一般表彰
佐藤　成子
株式会社ウォーターエージェンシー
コーユーレンティア株式会社
株式会社西馬通商
株式会社東日本宇佐美
いちい信用金庫
サカエ理研工業株式会社

 か とう てつ じ

 もり ぐち たつ や

 にし やま よし お

 う とう ひさ こ

 おお しか よし ゆき

 よこ え よし き

 とみ だ こう じ

 た なか かつ のり

 おお いし　み　ち　こ

 つね かわ いち ぞう

 いい お じゅん いち

 なが さき ひで のり

 う とう ひさ こ

 つじ かわ きよ こ

 いし い れい こ

 ご とう とよ こ

 ほっ た

 の だ かず こ

 やま だ ひさ こ

 くろ だ たか し

 たけ うち やす ひろ

と　し　こ  さ とう　　しげ こ

 かわ ぐち しゅう いち

 ゆ ざわ ひろ ゆき

 みぞ ぶち よし ひろ

 すず き よし のり

 え ばた ひろ たか

 てら もと こう じ

 ひら の よし かず

  う　じ　たにゆう　じ

 ま の えい じ

8 「市政のひろば」つしま2024.4



令和6年度固定資産税の価格（評価額）を3月31日に決
定し、固定資産課税台帳に登録しました。
納税通知書発送日　4月5日㈮

納期限（固定資産税・都市計画税）
第1期　4月30日㈫
第2期　7月31日㈬
第3期　12月27日㈮
第4期　令和7年2月28日㈮

※12月の納期限 
固定資産税・都市計画税、国民健康保険税…令和6年12月27日㈮　　 
市営・改良住宅家賃、保育所等利用者負担金、介護保険料、後期高齢者医療保険料…令和7年1月6日㈪ 
下水道事業受益者負担金…令和6年12月25日㈬

Q.令和2年4月に住宅（木造、110㎡）を新築しましたが、令
和6年度分から税額が急に高くなっているのはなぜで
すか？
A.新築の住宅で一定の要件に該当する場合、3年間（3階
建て以上の中高層耐火住宅は5年間）に限り、一戸あた
り120㎡まで税額が2分の1に減額されます。したがっ
て、令和3年～5年度分は税額が減額されています。

Q.私は、令和5年11月に土地を売るために売買契約をし
て、令和6年2月に買主への所有権移転登記を済ませま
した。令和6年度の固定資産税は誰に課税されますか？
A.令和6年度の固定資産税は、売主に課税されます。固定
資産税は、毎年1月1日現在の登記簿上の所有者に対
し、当該年度分の課税をすることになっています。
Q.令和6年2月に古い物置（家屋）を取り壊しましたが、令
和6年度の固定資産税は課税されますか？
A.課税されます。毎年1月1日現在に存在している家屋に
ついて、当該年度分を課税することになっています。

令和6年度 固定資産税の課税

令和6年度
固定資産税についてのQ＆A

問合　税務課固定資産税G　☎55-9264

4月30日
㈫

7月31日
㈬

5月31日
㈮

7月1日
㈪

9月2日
㈪

9月30日
㈪

10月31日
㈭

12月2日
㈪

令和7年
1月31日
㈮

2月28日
㈮

3月31日
㈪

○
第1期

○

○

○
第1期

○
第1期

○

○

○
第3期

○
全期

○

○

○
第2期

下記※

○
第2期

○
第1期

○

○

○
第4期
○
第1期

○
第2期

○
第2期

○

○

○
第5期
○
第2期
○
第1期

○
第3期

○
第6期

○

○

○
第9期
○
第6期
○
第3期

○
第3期

○
第4期

○

○

○
第7期
○
第4期
○
第2期

○
第4期

○
第8期

○

○

○
第11期
○
第8期
○
第4期

○
第4期

○
第7期

○

○

○
第10期
○
第7期

納 期 限
月

税 目 等

固定資産税・都市計画税

市民税・県民税

軽自動車税（種別割）

国民健康保険税

市営・改良住宅家賃

保育所等利用者負担金

介護保険料

後期高齢者医療保険料

下水道事業受益者負担金

5 6 34 9 10 11 12 1 27 8

○

○

○
第12期

○
第3期

○

○

○
第6期
○
第3期

○
第5期

○

○

○
第8期
○
第5期

令和6年度津島市税等納付のこよみ
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実証実験を行っている海津市コミュニティバス海津津島線の土日祝日便を海津市役所からお千代保稲荷経由
で平田支所まで延伸し、延伸に伴いダイヤ改正を実施します。
延伸する「平田支所」「お千代保稲荷」は、海津市コミュニティバス

お千代保稲荷線のバス停で停車します。
なお、平日便に変更はありません。
実施期間　4月1日㈪～令和7年3月31日㈪

普通徴収の方
「仮徴収納入通知書」を4月上旬にお送りします。前年
度の年間保険料額の12分の4を1～4期（4～7月）で納め
ていただきます。
※口座振替のほか、指定金融機関の窓口・コンビニエン
スストア・スマートフォン決済アプリでも納付いただけ
ます。

4月から新たに特別徴収（年金天引き）となる方
4月から特別徴収開始となる方には、「特別徴収開始

通知書」を3月にお送りしました。

6月から新たに特別徴収（年金天引き）となる方
6月から特別徴収となる方は、仮徴収額が前年度の年
間保険料額の2分の1になるように納めていただきま
す。
1期・2期（4月・5月）は12分の1ずつを引き続き普通徴

収で、6月・8月は12分の2ずつを年金から天引きします。
対象の方には4月上旬に通知書をお送りします。
特別徴収（年金天引き）の方
既に年金から天引きされている方は、令和6年2月に
天引きされた金額を引き続き4月・6月・8月の年金から天
引きします。

持ち物
市指定金融機関で手続きする場合
介護保険料の納付書、通帳、通帳印

市役所で手続きする場合
介護保険料の納付書、通帳、通帳印、キャッシュカード
※高齢介護課窓口では、キャッシュカードだけで口座振替が簡単に登録
できます。

介護保険料のご案内
問合　高齢介護課介護保険G　☎24-1117

口座振替をご利用ください

仮徴収の納付方法

普通徴収の方は、口座振替が便利です。

65歳以上の方の津島市の介護保険料額は、所得に応じて17段階に定められています。
4月からは、令和6年度の保険料を算定する基礎となる令和5年中の所得金額が確定していないため、次のとおり仮
徴収額を納めていただきます。
なお、年間介護保険料額決定通知（本徴収）は8月にすべての対象者へ個別でお送りします。

海津市コミュニティバス 海津津島線土日祝日便のダイヤ改正
問合　企画政策課まちづくり戦略G　☎55-9465海津市市民活動推進課　☎0584-53-3194

【土日祝】海津市役所・お千代保稲荷方面
運行ダイヤ

 津島駅 7:45 9:40 11:30 13:30 15:55 17:40 19:35 21:45
 海津市役所 8:15 10:10 12:00 14:00 16:25 18:10 20:05 22:15
 お千代保稲荷 8:25 10:20 12:10 14:10 16:35 18:20 20:15 22:25
 平田支所 8:30 10:25 12:15 14:15 16:40 18:25 20:20 22:30

【土日祝】津島駅方面
 平田支所 6:45 8:40 10:40 12:30 15:10 16:45 18:45
 お千代保稲荷 6:48 8:43 10:43 12:33 15:13 16:48 18:48
 海津市役所 7:00 8:55 10:55 12:45 15:25 17:00 19:00
 津島駅 7:30 9:25 11:25 13:15 15:55 17:30 19:30

▲海津市コミュニティバス
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清掃事務所からのお知らせ
問合　清掃事務所　☎26-4228

市内にお住まいの全ての方のごみを円滑・安全
に収集するため、排出ルールを守ってください。
・ごみは、必ず午前8時30分（時間厳守）までに、分
別ルールや収集日を守って排出してください。
・事業活動に伴って生じたごみは、集積場には排
出しないでください。
・地域外集積場へのごみの持ち込みについて、た
くさんの苦情が寄せられています。必ず地域の
決められた集積場にごみを排出してください。
※粗大ごみは、粗大ごみ受付センター（☎31-3284）
へ電話予約してください。

カラスにより、集積場に排出されたごみ袋を破られ、生ごみ
が付近に散乱する被害が後を絶ちません。
カラスは非常に頭が良く、目が良いので、一度カラスに荒

らされるとそれを覚えていて、近くに巣をつくり何度も同じ場
所を狙うようになります。
そういった被害を防ぐためにも、ごみ袋は必ずカラス除け

ネットで覆う、蓋があれば必ず閉める事を心がけましょう。
市では、ごみの散乱被害を防止するため、希望する町内会

に年間2枚までごみネットの貸し出しを行っています。また、集
積場へのごみ集積容器（折り畳み式・固定式）の設置費に対し
補助をしています。

市民総ぐるみの地域美化活動を行いま
す。ボランティアとして協力いただける方
（地域コミュニティ・町内会・各種団体・個人
等）を募集します。
日時　5月11日㈯

午前8時30分～9時15分
活動実施場所　お住まいの周辺道路や公
園など
募集期間　4月1日㈪～30日㈫（土・日曜日、
祝日は除く）
※募集期間を過ぎての申し込みはできま
せん。また、ボランティア袋は、ごみゼロ
運動および町内美化活動以外には使用
しないでください。
申込　直接、問い合わせ先へ。

各家庭に配布の「家庭ごみ＆資源の分け方
と出し方」を参考に分別し、表のとおり間違い
のないように出してください。
※収集当日は、午前8時30分までに決められた
集積場に出してください。
※家庭ごみ収集予定表は、市ホームページ、資
源・ごみ分別啓発アプリ「さんあ～る」でも確
認できます。

家庭ごみを集積場へ持ち出すことが困難な世帯を対象に、市職員
が訪問し、声を掛けてごみを収集します。
対象世帯
・ひとり暮らし老人登録で、要介護認定を受けている世帯
・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受
けている方だけの世帯
※申込が上限を超えた場合、お受けできないことがあります。あらか
じめご了承ください。
対象ごみ　可燃ごみ、プラスチック製容器包装ごみ、不燃ごみ、資源
ごみ、有害ごみ
申込　介護保険被保険者証および該当する手帳（写し可）を持参の
うえ、高齢介護課または福祉課へ。
申込後、世帯を訪問調査し、収集の可否や収集方法を決定します。

有害ごみ

空きびん・空き缶
古紙・古着

プラスチック製
容器包装

不燃ごみ

ペットボトル

可燃ごみ

5月6日（月・休）5月3日（金・祝）4月29日（月・祝）

収集
ありません

収集
ありません

収集
ありません

収集
ありません

収集
ありません

収集
ありません

収集
ありません
該当町内
のみ収集

収集
ありません

該当町内
のみ収集

収集
ありません

該当町内
のみ収集

該当町内
のみ収集

該当町内
のみ収集

該当町内
のみ収集

該当町内
のみ収集

該当町内
のみ収集

収集
ありません

区分

ごみの排出について
集積場の利用について

カラスによるごみの散乱被害を無くしましょう

ごみゼロ運動 ふれあい収集のお知らせ

ゴールデンウイークの家庭ごみの収集
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3月1日現在、（　）内は前月比

　

1月 　

事故発生件数
うち死亡者
犯罪発生件数

市内の
交通事故・
犯罪
［1月］ 

人口と
世帯
（外国人を含む）

市内の
火災

救急車の
出動回数

津島データファイル津島データファイル
59,998人 -38（ ）
29,589人 -2（ ）

（　）内は令和6年中の累計

（　）内は令和6年中の累計

（　）内は令和6年中の累計

1月

総　数
男

30,409人 -36（ ）

5件 5件（ ）
0人 0人（ ）
28件 28件（ ）

1件 1件（ ）

331件 331件（ ）

女
27,277世帯 +29（ ）世帯数

※相談員の都合により相談を休むことがありますので、当日、電話でご確認ください。翌月7日分まで掲載。
※予約制の相談は、受付件数が限られていますので、ご希望の日時に相談できない場合があります。

問　合場　所日　時相　　談　　名

今月の市税や料金など　

ー
7月5月

ー
全　期

第２期ー

ー ー

第1期
ー

第１期ー

ー
6月

市税の今後の納期

談月4 市 民 相

水道料金をはじめ、市に対するお支払いの多くにご利用いただけます｡
取扱金融機関の窓口にてお申し込みください｡
取扱金融機関
いちい信用金庫､三菱UFJ銀行､大垣共立銀行､十六銀行､三十三銀行､愛知銀行､名古屋銀行､中京
銀行､東海労働金庫､海部東農業協同組合､あいち海部農業協同組合､ゆうちょ銀行（郵便局）

税や料金の納付には便利な口座振替をご利用ください

市 民 税・県 民 税
固定資産税・都市計画税
国 民 健 康 保 険 税
軽自動車税（種別割）

行政相談

創業・経営 個別無料相談会
（要予約）

労働者特別相談・
勤労者金融相談

ファミリー・サポート・
センター移動事務所

消費生活相談

法律相談（要予約）

年金相談（要予約）

家庭児童相談

認知症相談

高齢者の健康相談

高齢者の健康相談

弁護士相談（要予約）

みんなの人権110番

3、4、10、11、17、18、24、25日、
5月1、2日
午前9時～正午、午後1時～4時

21日
午前10時30分～正午

月曜日～金曜日（祝日は除く）
午前9時30分～午後4時30分

11、19日
午前9時～午後5時

月曜日～金曜日（祝日は除く）
午前9時～午後4時30分

9日
午後1時～4時

25日　午前10時～午後3時
予約開始は4月1日午前9時から

月曜日～金曜日（祝日は除く）
午前8時30分～午後5時15分

月曜日～金曜日（祝日は除く）
午前10時～午後4時

3、10、17、24日
午後１時～3時

2、9、23、30日
午後1時～3時

月曜日～金曜日（祝日は除く）
午前8時30分～午後5時15分

2、16日、5月7日
午後1時～3時

5日
午前10時～正午 市役所１階相談室

総合保健福祉センター
2階福祉活動室

法務局・地方法務局および
その支局の窓口

老人福祉センター

神島田祖父母の家

　　―
（電話相談）

　　―
（電話相談）

総合保健福祉センター
2階こども家庭センター

市役所1階相談室

市役所1階相談室

海部総合庁舎1階

津島商工会議所相談室

東地区子育て支援センター

人事秘書課人事秘書Ｇ　
☎24-1123

手話通訳者設置日 市役所福祉課

ファミリー・サポート・センター
☎55-7708

社会福祉協議会　☎25-8411

☎0570-003-110

☎28-7561

☎32-2151

公益社団法人認知症の人と
家族の会愛知県支部
☎0562-31-1911

☎24-0350

保険年金課医療･年金Ｇ
☎24-1114

総務デジタル課庶務Ｇ
☎55-9606

海部地域消費生活センター
☎23-0150

津島商工会議所　☎28-2800

勤労者安心ネットワークセンター
☎0120-81-1505

令和6年4月30日㈫
固定資産税･都市計画税･･･第1期　介護保険料…第1期　
市営・改良住宅家賃､保育所等利用者負担金…4月分

福祉課福祉Ｇ
24-1138　☎24-1115
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ID　955701604
市と契約しているタクシー業者を
利用する場合、その料金の一部を助
成します。
対象　身体障害者手帳1～3級、療育
手帳A・B判定、精神障害者保健福
祉手帳1・2級、戦傷病者手帳特別
項症～第5項症、被爆者健康手帳
をお持ちの方
利用券の交付枚数　年度内24枚ま
で（1枚500円以内）
利用可能枚数　1回の乗車につき2枚
まで
申込　4月1日㈪以降に手帳・印鑑を
持参のうえ、下記へ。
問合　福祉課福祉G　☎24-1115

令和6年3月まで　月額16,520円
令和6年4月から　月額16,980円
学生納付特例制度
国民年金は、20歳以上であれば、

学生も加入しなければなりません。
しかし、本人の所得が一定額以下
の場合、国民年金保険料の納付が猶
予される「学生納付特例制度」があり
ます。
対象　次のすべてを満たす方
①学校教育法に規定する大学（大学
院）、短期大学、高等学校、高等専
門学校、専修学校および各種学校
（修業年限1年以上である課程）に
在学する学生等
②本人の前年所得が128万円＋（扶
養親族等の数×38万円）以下であ
る

学生納付特例の承認期間は4月～
翌年3月の1年間ですが、承認を受け
た次の年度も在学予定の場合は、4月
初めに再申請の用紙が届きます。
引き続き、学生納付特例制度の申
請を希望される場合は、必要事項を
記入のうえ、ご返送いただくか、下記
の窓口へ提出してください。
窓口提出の場合の持ち物
・基礎年金番号がわかるもの
・学生証や在学証明書（原本）等
※前年所得が128万円を超え、就学
前に退職された方は、離職票また
は雇用保険受給資格者証の写し
問合
保険年金課医療・年金G　☎24-1114
中村年金事務所　☎052-453-7200

ID　635576777
令和6年度に行う水質検査につい

て、採水の場所、検査の項目・頻度な
どの計画を定めました。その内容を
上下水道部工務課（市役所4階）およ
び市ホームページで公表していま
す。
問合　工務課工務G　☎55-9748

ID　533117028
計量器（はかり）を取引、証明など

に使用する場合は、2年に1回の定期
検査が義務づけられていますので、
必ず検査を受けてください。
日時　4月23日㈫・24日㈬・26日㈮
午前10時～正午、午後1時～3時
場所　生涯学習センター小ホール
手数料　有料（計量器により異なる）
その他　計量士（有資格者）が定期
検査期日以前1年間以内に行った
検査で、県知事にその旨を届けた
計量器は定期検査が免除されま
す。
問合　産業振興課農政・消費生活G

☎55-9653

行   政
＆

暮らしの情報

（各担当課のGはグループの略です）
ID番号は市ホームページの

ページID検索にご利用いただけます

ファックス ホームページ Eメール電   話
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令和6年度に実施予定の講座・教
室・イベント情報や、市内で活動する
クラブ・同好会、公共施設の利用案内
等の情報を掲載しています。
発刊日　4月下旬
配布場所　市役所、市内公共施設等
問合　社会教育課生涯学習・文化振
興G　☎55-9421

ID　388333294
狂犬病予防法により、生後91日以
上の犬は登録をし、狂犬病予防注射
を受けることが義務付けられていま
す。
登録は生涯に1回、狂犬病予防注

射は毎年度受けてください。
狂犬病予防注射の接種期間
狂犬病予防法施行規則では、狂犬
病予防注射は4月1日から6月30日ま
での間に受けることとされています。
期間内に狂犬病予防注射を接種し

ていただきますようお願いします。
問合　生活環境課環境保全G

☎55-9368

ID　153451233
飼い主のいない猫による生活環境
被害の軽減と不必要な繁殖を防止す
るため、市内で地域猫活動を行う団
体に対し、飼い主のいない猫の不妊
去勢手術に係る補助を行っていま
す。
対象　飼い主のいない猫が生息す
る地域の市民1人以上を含む3人
以上で構成され、愛知県が策定し
た「所有者のいない猫の適正管理
マニュアル」に基づいて活動を行
う団体
補助金額　手術に要した費用の額
（上限あり）
①不妊手術
1匹につき上限10,000円

②去勢手術
1匹につき上限6,000円
※補助金の交付には団体の事前登
録が必要です。他にも各種条件が
ありますので、詳細は下記へお問
い合わせください。
受付　必要書類の整った方から先着
順に行います。手術後の申請はで
きません。
※活動の進め方等詳細や申請に必
要な様式については、市ホーム
ページをご確認ください。
問合　生活環境課環境保全G

☎55-9368

ID　368141716
市では、ペットの火葬受付を行って
います。
火葬は、他の火葬施設で行い、合
同火葬・合同埋葬になります。
直接、ペットを斎場へご持参いただ

き、斎場窓口で利用の申し込みをお
願いします。
利用できる方　津島市民のみ
受付場所　津島市斎場（元寺町2-59）

☎28-2389
受付時間　午前8時30分～

午後5時15分
※1月1日および友引の日は斎場休
業のため受付できません。
料金　1匹あたり　2,200円
問合　生活環境課環境保全G

☎55-9368

ID　179852165
市では、夜間における交通安全と
犯罪防止を図り、「犯罪のない明るい

まちづくり」を推進するため、町内会・
自治会が設置取替する防犯灯の費
用の一部を補助します。
受付期限　令和7年2月28日㈮
補助金の額
設置取替に必要な経費の2分の1
（上限10,000円、100円未満切り捨て）
申請書類
・防犯灯設置事業補助金交付申請書
・見積書の写し
・設置取替場所の位置図
※必ず交付決定後に工事を行ってく
ださい。
問合　市民協働課市民協働G

☎55-9298

ID　868598019
自転車用ヘルメットの着用促進と
交通事故による被害軽減を図るた
め、購入費用の一部を補助します。
受付期間　令和7年3月1日㈯まで
（予算がなくなり次第、終了）
※購入から3カ月以内に申請してくだ
さい。
※3月1日は郵送のみ受付します（3月
1日付けの消印のみ有効）。
対象　7～18歳の方と65歳以上の方

（1人1回まで）
補助金額　購入金額の2分の1
（上限2,000円、10円未満切り捨て）
補助対象のヘルメット
新品のヘルメットで安全認証があ

るもの（SG、JCF、CE、GS、CPSC）
※バイク用ヘルメットは対象外
提出書類
・補助金交付申請書兼実績報告書
兼請求書
・領収書の写し
・通帳等の写し
・ヘルメットの安全認証を確認でき
る書類などの写し（現物提示可）
※申請書は市ホームページからもダ
ウンロードできます。
問合　市民協働課市民協働G

☎55-9298

自転車用ヘルメット購入費補助
ペットの火葬について

防犯灯設置費補助金申請制度

令和6年度版生涯学習ガイド発刊

狂犬病予防注射のご案内

飼い主のいない猫の
不妊去勢手術費の補助制度
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ID　378925154
地球温暖化防止のため、次の設備

を自ら居住する住宅に設置する個人
に対して、その設置費の補助を予算
の範囲内で行います。
対象設備　次の①～④の設備を設
置する方（①、②は③または④と一
体的に設置する必要があります）
①太陽光発電施設
・太陽電池モジュールの公称最大出
力の合計が10kW未満のもの

・発電した電気をその住宅で消費
し、余剰電気を電力会社に売電す
る設備のあるもの
補助金額　太陽電池モジュール1kW
当たり13,200円、上限は4kW52,800円
②エネルギー管理システム（HEMS）
電気使用量などを自動で実測し、

エネルギーの「見える化」を図るとと
もに、機器の電力使用量などを調整
する機能を有するもの
補助金額　1件7,200円
③定置型リチウムイオン蓄電システム
リチウムイオン蓄電池部およびイ
ンバータ等の電力変換装置を備え、
再生可能エネルギーにより発電した
電力を繰り返し蓄え、停電時や電力

需要ピーク時等に活用できるもの
補助金額　設置費に応じて80,000円
以内
④電気自動車等充給電設備
電気自動車またはプラグインハイ

ブリッド自動車への充電および電気
自動車等から分電盤を通じた住宅へ
の電力の供給が可能なもの
補助金額　設置費に応じて40,000円
以内
※その他の要件は、市ホームページ
に掲載しています。
受付　必要書類の整った方から先着
順に行います。設置工事着手後の
申請はできません。
問合　生活環境課環境保全G

☎55-9368

ID　910603856
居住誘導区域内で中古住宅を取
得または賃借し、リフォームする方に
対し、補助金を交付します。
補助対象　令和6年4月1日以降に対
象区域内において、自らが住むた
めの中古の戸建て住宅を取得また
は賃借し、リフォームする方等
補助金額　中古住宅取得者の場合
は最大100万円、中古住宅賃借者

の場合は最大120万円。
※市内業者施工の場合や基準を満
たす空家の場合は金額の加算が
あります。

※制度の詳細は、市ホームページを
確認、または下記へお問い合わせ
ください。
問合　都市計画課都市計画G

☎55-9627

リフォーム補助金

住宅用地球温暖化対策
設備設置費補助金

合併処理浄化槽設置整備費補助金 ID　971278332
問合　生活環境課環境保全G　☎55-9368

生活排水による河川の汚れを防止するため、既存の
単独処理浄化槽または汲み取り便所の便槽から合併処
理浄化槽への転換に対する補助を行っています。
転換をより一層促進するため、昨年度から補助額を
増額しています。
要件
・申請者が居住している住宅であり、公共下水道事業

計画区域以外の区域であること
・10人槽以下の合併処理浄化槽であること
・補助金の交付決定前に転換工事を行わないこと
・令和7年2月末日までに工事を完了すること
※その他の要件は市ホームページに掲載しています。
受付　必要書類の整った方から先着順に行います。転
換工事着手後の申請はできません。

単独処理浄化槽・汲み取り便所の便槽の撤去処分宅内配管工事単独処理浄化槽・汲み取り便所からの転換人槽区分

8～10人槽

6～7人槽

5人槽 332,000円

414,000円

548,000円

+ 300,000円 + 120,000円

補助限度額

Android版iOS版

広報紙がアプリで読める

アプリダウンロードはこちらから

・興味のある分野にしぼってお知らせ
・無料で読める（別途通信料は必要です）
・「オフライン閲覧モード」で、
　いつでもどこでも読める
・防災ハザードマップも読める

問合　シティプロモーション課
広報・プロモーションＧ　☎55-9584
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春は、新たな生活をスタートさせ
る新入学児童を始め、学生や社会人
等による不慣れな交通環境での交通
事故の発生が懸念されます。
また、外出する機会が増え、人や車
の動きが活発化するなど、交通事故
の多発が心配されます。
1人ひとりが交通ルールの遵守と
歩行者や車両に対する「思いやり・ゆ
ずり合い」の気持ちを持って、交通事
故を防止しましょう。
運動の重点
・こどもが安全に通行できる道路交
通環境の確保と安全な横断方法
の実践
・歩行者優先意識の徹底と「思いや
り・ゆずり合い」運転の励行
・自転車・電動キックボード等利用時
のヘルメット着用と交通ルールの
遵守
問合　市民協働課市民協働G

☎55-9298

犯罪にあわない　犯罪を起こさせな
い　犯罪を見逃さない
例年、春から夏にかけて子どもと
女性に対する声かけ・付きまといが増
加する傾向にあります。他人事と思
わず、警戒心を持ちましょう。
運動の重点
・特殊詐欺の被害防止
・侵入盗の防止
・自動車盗の防止
・子どもと女性の犯罪被害防止
問合　市民協働課市民協働G

☎55-9298

4月は進学・就職などに伴い若者の
生活環境が大きく変わり、被害に遭う
リスクが高まる時期です。
AV出演強要、SNSを利用した性
被害など、10代・20代に対する性暴力
の手口が巧妙になっています。
「被害に遭っているかも…」と気に
なることがあったら、ひとりで悩まず
ご相談ください。
また、性暴力に関する情報を共有

し、社会全体で性暴力をなくしていき
ましょう。
相談・問合
・人権推進課人権同和・男女参画G
☎55-9364（市役所閉庁日は除く
午前8時30分～午後5時15分）

・警察相談専用電話
☎＃9110(発信場所を管轄する都
道府県警察の本部の総合窓口に
つながります）

ID　559914215
場所　元寺霊苑（元寺町2丁目地内）
募集区画　35区画
永代使用料　1.84㎡は345,000円、

3.3㎡は619,000円
対象
・津島市に1年以上居住の世帯主
・現在市営墓地の使用許可を受け
ていない方
・次のいずれかの条件を満たす方
①焼骨があり、お墓のない方
②市営墓地へ改葬される方
・墓地使用許可を受けた日から5カ
年以内に何らかの設備を設置でき
る方
・市が指定する納入期日までに永代
使用料を一括で納められる方
申込・問合　生活環境課環境保全G

☎55-9368

日程　4月16日、5月21日、6月18日
（いずれも火曜日）

場所　市役所1階東会議室
時間　午後1時30分～3時30分
対象　認知症の方を介護しているご
家族
参加費　100円（お茶・お菓子代）
申込　電話または直接下記へ。
問合　高齢介護課地域包括ケアG

☎55-9471

ID　910062342
週末に市内のお寺巡りを楽しめる
参加無料のイベントです。お寺巡り
を通して地域の歴史や魅力に触れて
みませんか。今回のテーマ「尾張津
島藤まつり」をモチーフにした絵付御
朱印の授与も行います。
日時　4月20日㈯

午前10時～午後4時
場所　市内の寺社（計15寺社）
内容　御朱印授与、寺宝公開など
※詳細は、市ホームページおよびチ
ラシをご覧ください。
申込　不要
主なチラシ配布箇所　市役所、津島
駅、観光交流センター等
問合　シティプロモーション課広報・
プロモーションG　☎55-9589

津島市認知症介護家族交流会

第19回津島てら・まち御縁結び

市営墓地の使用者

4月は「若年層の性暴力被害
予防月間」です
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春の全国交通安全運動
4月6日㈯～15日㈪

春の安全なまちづくり県民運動
4月15日㈪～24日㈬

募 集

催 し

れいこう

16「市政のひろば」つしま2024.4



予防接種一覧表
令和6年度

■個別予防接種
予防接種の種類

ロタウイルス
感染症

対象者（接種間隔等） 注意事項
●実施場所　指定医療機関 ●実施期間　令和6年4月1日～令和7年3月31日

問合　保健センター　☎0567-23-1551

・原則、同一ワクチンで接種完了してくださ
い。
・どちらのワクチンも標準的には生後2月に
至った日から生後14週6日後までの間に初
回接種を終えること。生後15週0日後以降
の初回接種については安全性の観点から
お勧めしていません。
・生後1カ月の方に郵送で通知します。

B型肝炎
生後1歳に至るまで（標準的には生後2カ月に
至った時から9カ月に至るまで）
27日以上の間隔をおいて2回接種し、1回目の
注射から139日以上の間隔をおいて1回接種

生後2カ月から60カ月（5歳）に至るまで

ワクチンは2種類あります。

Hib（ヒブ）感染症 生後2カ月から60カ月（5歳）に至るまで

・原則、同一ワクチンで接種完了してください。
・生後1カ月の方に郵送で通知します。

生後1カ月の方に郵送で通知します。

生後1カ月の方に郵送で通知します。

11歳以上13歳未満の方

小児の肺炎球菌
感染症

・接種開始年齢により接種回数、接種間隔等
が異なります。
・接種間隔等については通知、市ホームペー
ジでご確認ください。
・生後1カ月の方に郵送で通知します。

BCG（結核） 生後1歳に至るまで（標準的には生後5カ月～
8カ月に達するまで）

水痘

第1期 生後12カ月～24カ月（2歳）に至るまで 生後11カ月の方に郵送で通知します。

第2期

生後11カ月の方に郵送で通知します。
生後12カ月～36カ月（3歳）に至るまで
3カ月以上、標準的には6カ月から12カ月まで
の間隔をおいて2回

5歳以上7歳未満で、小学校就学の始期に達
する日の1年前の日から当該始期に達する日
の前日までの間にある方（幼稚園、保育園の
年長児相当）

平成30年4月2日～31年4月1日生まれの方に
郵送で通知します。

生後2カ月～90カ月（7歳6カ月）に至るまで
第1期初回：20日以上、標準的には20日から56日

までの間隔をおいて3回
第1期追加：第1期初回接種（3回）終了後、6カ月

以上、標準的には12カ月から18カ
月までの間隔をおいて1回

4種混合
（ジフテリア、百日せ
き、破傷風、ポリオ）

5種混合（ジフテリア、
百日せき、破傷風、ポリ
オ、Hib感染症）

2種混合
（ジフテリア、破傷風）

MR混合
（麻しんおよび
風しん）

第1期

第2期

日本脳炎
※1

3歳から生後90カ月（7歳6カ月）に至るまで
初回：6日以上、標準的には6日から28日まで

の間隔をおいて2回
追加：第1期初回(2回)接種終了後、6カ月以

上、標準的にはおおむね1年を経過した
時期に1回

・3歳未満（生後6カ月から接種可能）で接種
希望の方は、保健センターにお問い合わせ
ください。
・第2期は平成18年4月2日～19年4月1日生
まれの方、平成26年4月2日～27年4月1日
生まれの方に郵送で通知します。

9歳以上13歳未満の方

12歳となる日の属する年度の初日～16歳と
なる日の属する年度の末日までの間にある
女子（小学6年生から高校1年生相当の女子）
ワクチンは3種類（サーバリックス、ガーダシ
ル、シルガード9）あります。原則、同一ワクチ
ンで接種完了してください。

・接種間隔等については通知、市ホームペー
ジでご確認ください。
・平成24年4月2日～25年4月1日生まれの女
子の方に郵送で通知します。
・すでに予診票をお持ちの方で、シルガード
9を接種希望の方は保健センターにお問い
合わせください。

HPV(ヒトパピローマ
ウイルス)感染症
※2

保存版

平成24年4月2日～25年4月1日生まれの方に
郵送で通知します。

出生6週0日後から32週0日後までの間にある方
27日以上の間隔をおいて3回経口投与

ロタテック（5価ワクチン）

出生6週0日後から24週0日後までの間にある方
27日以上の間隔をおいて2回経口投与

ロタリックス（1価ワクチン）
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■予防接種の注意
・注射の生ワクチン（BCG、MR混合、水痘等）を接種後に注射の生ワクチン（BCG、MR混合、水痘等）を接種する場合
は、接種した翌日から起算して27日以上の間隔をあけてください。
・母子健康手帳、津島市で交付された予診票を持参し、定められた期間、間隔で接種してください。
・予防接種は健康なときに受け、接種時には必ずお子さんの健康状態をよく知っている保護者が同伴してください。
接種会場で体温測定および医師の診察があります。脱ぎやすい服装でお出かけください。
・特別の事情がある場合を除き、対象年齢外での接種は有料となります。
※お問い合わせや母子健康手帳、予診票をお持ちでない方は、保健センターまでご連絡ください。

※1　平成7年4月2日～19年4月1日生まれの方は、日本脳炎の定期予防接種の期間が20歳の誕生日の前日まで延長されました。
※2　平成9年4月2日～20年4月1日生まれの女子の方は、令和7年3月31日まで、HPV（ヒトパピローマウイルス）ワク

チンのキャッチアップ接種（公費負担での接種）ができます。

※3　ヒトパピローマウイルス感染症ワクチンについて、奥村クリニックは高校1年の年齢相当以上、真野産婦人科は中
学生以上の方に限ります。

■市内予防接種指定医療機関（50音順）

AISANクリニック 江西町1 31-6177           ○
井田医院 西柳原町1 26-2676 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大橋産婦人科クリニック 埋田町2 26-7111           ○
奥村クリニック 申塚町1 22-2600          ○ ○※3
加藤医院 宇治町 24-1515 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
神守診療所 神守町 28-3650 ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
くろかわ内科クリニック 神守町 22-2288 ○ ○   ○ ○  ○ ○ ○
篠田内科 藤浪町5 25-6331 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ジュンクリニック 大和町2 22-2333  ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
すぎの大人こどもクリニック 元寺町2 25-8122 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
杉山クリニック 中地町4 26-2006 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
貴子ウィメンズクリニック 申塚町1 23-5786 ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○  ○
たご耳鼻咽喉科 蛭間町 24-3313 ○ ○  ○ ○ ○  ○ ○ ○
田中こどもクリニック 米町 26-2409 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
つしまこどもアレルギークリニック 新開町2 55-8718 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
つしまセントラルクリニック 今市場町2 55-9111 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
坪内医院 江東町1 28-6300 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
なぎさクリニック 寺前町1 55-7360 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
はせ川外科 神守町 24-3370 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
彦坂外科 東愛宕町3 25-8355      ○  ○  ○
ひだかファミリークリニック 東柳原町4 26-2220 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平井クリニック 高台寺町 33-0888 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平野医院 西愛宕町2 26-7584 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
松永医院 南門前町2 26-2022   ○ ○    ○ ○  ○
真野産婦人科 北新開 26-4556           ○※3

ワシノ医院 又吉町2 26-2851 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

医療機関

・海部地区の指定医療機関でも接種できます。詳しくは保健センターまでお問い合わせください。
・疾患やアレルギー等で指定医療機関での接種ができない方は、保健センターまでご相談ください。
・予約は遅くとも7日前までに、診療時間中、電話もしくは窓口でお願いします。
・予約後、変更・取消をする場合は必ず電話等にて医療機関へ早めに連絡してください。

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

日
本
脳
炎

水
痘

M
R
混
合

B
C
G

2
種
混
合

4
種
・
5
種
混
合

B
型
肝
炎

ロ
タ
ウ
イ
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小
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肺
炎
球
菌

ヒ
ブ

所在地 電話番号

保存版

18「市政のひろば」つしま2024.4



保存版

「ママ・パパ・お子さんのための保健サービス」一覧
妊娠中から育児期まで様々なサポートをしています。
お気軽に保健センターにお問い合わせください。

＊妊娠中から産後のサポート＊

＊育児期のサポート＊

HAPPYマタニティ

産後ケア事業

【妊娠編】赤ちゃんを迎える準備を考えてみましょう
助産師が妊娠中の過ごし方や子育てについて、管理栄養士が妊娠中の食事についてお話しします。

【育児編】赤ちゃんとの生活をイメージしてみましょう
助産師から、赤ちゃんの生活リズムやお風呂の入れ方についてお話しします。赤ちゃん人形を使って、ご夫婦で
一緒にお風呂に入れる練習をしてみましょう。

産前・産後サポート事業

発達相談
臨床心理士が、お子さんの成長発達やしつけ、接し方など個別の相談をお受けします。月1回実施しています。
日程等についてはお問い合わせください。

産後、委託医療機関に宿泊し、身体と心のケアを受けることができます。産婦さんの体調不良や、授乳や子育て
の不安、育児のサポートが得られない時などは、ご相談ください。

離乳食教室
前期（4～7カ月ごろ）と後期（9～12カ月ごろ）の離乳食の進め方についてお話しをしています。また、お子さんの
歯のお手入れ方法やむし歯予防、事故予防についてお話しします。時期に合わせてご参加ください。

令和6年度

訪問
助産師等がご家庭を訪問し、出産に向けて準備物の確認や、産後の授乳等の相談をお受けします。

保健センターでの相談
日程はお問い合わせください。
・個別相談
お子さんの成長や授乳等の相談を個別でゆっくりお受けします。お子さんの身体測定もできます。
・すくすくDAY（月1回、午後1時～3時）
お子さんの身体測定や子育ての相談ができます。
保育士による遊び方等のプチ講座も実施しています。予約なしでご自由にお越しください。
・たまひよ（奇数月に1回、午前中）
妊婦さん、産婦さんの交流や産前産後のメンタルヘルスの話、呼吸法を紹介します。
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種別

教室

HAPPY
マタニティ

離乳食教室

前期 後期
4カ月児 1歳6カ月児 2歳児歯科 3歳児

健康診査

対象

受付時間

開催時間

その他

4月 21（妊娠編） 10  10、24 11、25 18 12

5月  22  15、29 16 9 10、17

6月 16（育児編）  5 12 13、20 6 14

7月  10  3、17 18 4 5、19

8月 18（妊娠編） 28  7、21 8、22 1 9

9月   11 11、25 19 12 13、20

 20（育児編） 9  16、30 17、24 3 25

  27  13、27 7 14 8、15

 15（妊娠編）  11 11、25 5、19 12 20

1月  8  8、29 16 9 10、17

2月 16（育児編） 26  12 13、20 6 14

3月   12 5、19 13 6 7、14

期限

保存版

教室・健康診査日程表 会場はすべて保健センターです

★麻しん（はしか）、風しん（三日ばしか）、水痘（水ぼうそう）、流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）、インフルエンザ、新型コ
ロナウイルス、とびひ等にかかっている方は、医師の許可が出てからお越しください。
★乳幼児健康診査を受けていない方は、保健師がご家庭を訪問します。
★予約制の教室は定員になり次第締め切ります。
★暴風警報等が、愛知県西部地方に発令された場合は実施できないことがありますので、保健センターにお問い合わ
せください。

問合　総合保健福祉センター内　保健センター
〒496-0863　上之町1丁目60番地
☎0567-23-1551　　0567-24-4354

妊婦さんと
そのご家族

午前9時45分～10時

午前10時～
12時

前期：4～7カ月頃
後期：9～12カ月頃
のお子さんの保護者

対象者に個別通知をします

午前10時～
11時30分

午後1時以降の指定された時間
1～2時間程度かかります

予約制
保健センターに申込が必要です 持ち物等は個別通知をご確認ください

2歳に
なる前まで

3歳に
なる前まで

4歳に
なる前まで

1歳に
なる前まで

--

曜日 日曜 水曜 水曜 木曜 木曜 金曜

10月

11月

12月
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無料

無料

有料

小

大

大

篠邉　☎31-3075

斎藤　☎090-8152-0912

花道家元未生流春季花道展

自由演奏会in海部2024

DRAGON　GATE
プロレス　津島大会

日　時名　称 料　金 問　合ホール文化会館
催しガイド

つしま
夢まちづくり
提案事業

（3月1日現在）
※掲載している催し物の
　名称などは予定です。

ID　938235087
市職員が市内の会場に出向き、講
義・質疑応答を行います。
講座開催日時
・4月～令和7年3月の年末年始（12月
29日～1月3日）を除く月～金曜日
と第2土曜日・翌日曜日、祝日
・時間は、次の間の任意の90分間
平日…午前10時～午後8時30分
土･日曜日、祝日…午前10時～

午後5時
場所　市内に限ります。受講希望者
側で会場の管理責任者より使用許
可を受け、確保してください。
対象　市内在住・在勤・在学の方を代
表者とする10人以上のグループ

受付　4月1日㈪～令和7年3月7日㈮
（市役所閉庁日は除く）

その他　講座の内容や申込方法等
詳細は市ホームページをご確認く
ださい。
問合　シティプロモーション課広報・
プロモーションG　☎55-9584

日時　5月10日～令和7年2月28日の毎
週金曜日（ただし、8月16日、12月27
日、令和7年1月3日を除く。全40回）
午後7時～9時

場所　生涯学習センター

内容　市内在住、在勤の方（ただし、
手話奉仕員養成講座をこれまでに
受講したことのない方）
定員　20人（先着）
受講料　無料
テキスト代　3,300円（講座初日に徴
収）
申込　4月26日㈮までに下記へ。
問合　福祉課福祉G　☎24-1115

日時　4月27日㈯
午後1時30分（1時間程度）

場所　児童科学館
内容　「カバのおおあくび」を作りま
す。しっぽをひっぱるとカバがおお
あくびするよ！

対象　小学生以上（保護者同伴）
定員　15人（先着）
参加費　無料
申込　4月12日㈮～26日㈮の午前
9時～午後5時（月曜日は除く）に電
話または直接下記へ。
問合　児童科学館　☎24-8743

日時　5月11日㈯
午後7時15分（1時間程度）

場所　児童科学館

内容　春の星座や惑星を望遠鏡で
観察します（曇天雨天時中止）。
対象　未就学児・小学生（保護者同伴）
定員　60人（先着）
参加費　無料
申込　4月26日㈮～5月10日㈮の午
前9時～午後5時（月曜日は除く）に
電話または直接下記へ。
問合　児童科学館　☎24-8743

ボランティア講師がマンツーマン
で親切・丁寧に指導します。ゆっくりし
たペースで受講できます。
日時（全8回）
火・木コース　5月7日～30日
水・金コース　5月8日～31日
午前9時30分～11時45分

場所　老人福祉センター
内容　スマホ・パソコンの基本操作、
アプリの使い方やインストール方法
対象　市内在住・在勤の方
定員　各コース6人
受講料　1,000円（教材費含む）
※講座の初日に徴収します。
申込　4月1日㈪～5日㈮の午前9時
～正午に電話または直接下記へ。
問合　津島市老人クラブ連合会

☎28-5311

4月14日㈰
午後2時15分

資料代
100円

市立図書館
2階大集会室

津島市観光交流センター
☎25-2701

津島歴史研究講演会
－津島神社と津島の寺院－

日　時名　称 料　金 問　合場　所

4月21日㈰
午前10時～11時30分
午後1時～3時
（まち歩き）

4月14日㈰
午前10時

5月6日（月・休）
午後5時

募
　
集
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し
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教 室・講 座

出前講座「津島市どこでも出張所」

手話奉仕員養成講座

わくわく工作教室 中高年スマホ＆パソコン講座

春の星空教室

DRAGON　GATE（株）
　ticket-info@dg-pro.jp
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問合　南文化センター
☎24-6161

日時　4月～令和7年3月の第1・3火曜日（初回は4月30
日㈫、5月は9日㈭と21日㈫、9月は第1・3㈫と30日㈪、
10月から1月は休み）（全16回）
午後1時30分～3時30分
対象　市内在住の20歳以上の方
定員　20人（抽選）

日時　4月～令和7年3月の第1・3水曜日（初回は4月24
日㈬、10月～2月は休み）（全13回）
午前9時30分～11時30分
対象　市内在住の高齢者等
定員　20人（抽選）

日時　4月～令和7年3月の第2･4火曜日（初回は4月23
日㈫、8月は5日㈪と27日㈫、2月は12日㈬と25日㈫、
3月は5日㈬と25日㈫、10月～1月まで休み）（全15回）
午後1時30分～3時30分

対象　市内在住の20歳以上の方
定員　20人（抽選）

日時　4月～9月の第2日曜日（初回4月は28日㈰、8月は
18日㈰）（全6回）
午前10時～正午

対象　市内在住の高齢者等
定員　16人（抽選）
教材費　4,200円（申込時に徴収）

日時　5月～8月の第2･4火曜日（8月は6日㈫と27日㈫）
（全8回）
午前9時30分～11時30分

対象　市内在住の20歳以上の方
定員　20人（抽選）
教材費　8,800円（申込時に徴収）
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書道教室

前期華道教室

料理教室

ヨガ教室

水墨画教室

将棋教室 リトミック教室

各申込期間中に南文化センターで直接所定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、お申し込みください。

 申込期間 4月10日㈬・11日㈭ 午前9時~午後5時

日時　5月～9月の第1土曜日（初回5月18日㈯）（全5回）
初心者　午前9時～10時
経験者　午前10時～正午

対象　市内在住の小学生以上（大人、高齢者等も含む）
定員　初心者10人、経験者10人（抽選）

日時　4月27日、5月25日、6月15日・29日、7月6日・20日
（全6回・すべて土曜日）
Aコース（年少児・年中児）
午前9時30分～10時20分
Bコース（年長児・小学生低学年）
午前10時30分～11時20分
内容　音楽を聴き、感じ、動き、歌い、楽器を使い楽しく
表現します。
対象　市内在住の年少児～小学校低学年
定員　Aコース　10人（抽選）

Bコース　10人（抽選）

 申込期間 4月10日㈬・11日㈭・13日㈯ 午前9時~午後5時

南文化センター教室受講料無料

22「市政のひろば」つしま2024.4



受付日時・内容　4月21日㈰
午前9時～9時15分　硬筆・毛筆書道教室、いけ花教室
午前10時～10時15分　骨盤ストレッチ＆エクササイズ、子ども将棋教室（小学生対象）

対象　市内在住、在勤、在学の方
申込
・受付開始時間に定員を超えた教室は、即時抽選で受講者を決定します。
・受付当日、定員に達しなかった教室は、受付日以降も公民館で受付します（先着）。
・公民館でお渡しする受講申込書に所定の事項を記入のうえ、受講料を
添えてお申し込みください。

その他
・同時に2人分以上の申し込みはできま
せん。
・一度納められた受講料の払い戻しは
できません。
・講師等の都合により教室の日程等が
変更となる場合があります。

8回
8回
8回
8回

20人
25人
25人
20人

令和6年度 神島田公民館前期教室受講生 ID　722467426
問合　神島田公民館

☎32-1501

※日程等は公民館へお問い合わせください。

養成講座を受講し地域で高齢者を
支えるサポーターとして活動しませ
んか。
この講座は、通常の『つしま家事サ
ポーター養成講座』とは異なり、短時
間で受講が修了する代わりに、活動
内容がゴミ出しの短時間生活援助に
限定されます。日中の活動が難しく、
ゴミ出しの活動のみを行いたい方に
はこちらの受講がおすすめです。
個人で受講希望の方
総合保健福祉センターで講座を行
います。希望する日の1週間前までに
問い合わせ先へ。
団体で受講希望の方
皆さんがいつも集まる会場で出前

講座を行います。希望する日の1カ月
前までに問い合わせ先へ。
対象
・満18歳以上の方
・活動先（市内高齢者宅）から近くの
ゴミ集積所まで、ゴミ出しの代行
ができる方
・健康でささえあいの気持ちのある方
受講料　無料
その他　受講後、サポーターとして活
動すると、手当をお支払いします。

・ゴミ出しの短時間生活援助（10分
程度）　100円

問合　市社会福祉協議会
生活支援コーディネーター
☎23-5295、☎080-4730-6854

子育てやお子さんの発達で心配
なこと、困っている事はありません
か。専門職が子育てや発達、ことばに
関する相談を受け、アドバイスや必要
に応じた支援を無料で行います。

※相談員の都合で変更になることが
あります。

場所　東地区子育て支援センター
（生涯学習センター内）

相談員　臨床心理士・言語聴覚士
対象　市内在住、0～18歳のお子さん
の保護者
定員　子育てや発達全般に関する相
談：金曜日1日1人、水曜日1日2人。
言葉の相談：1日1人
（1人約1時間予約制）
申込　電話または直接下記へ。
問合　東地区子育て支援センター

☎24-1201
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 ことばの相談
4月  2日、 9  日、16日、23日
5月  7日、14 日、21日、28日
6月  4日、11 日、18日、25日
すべて火曜日　　 午後2時～3時
　印 午後4時～5時

子 育 て・健 康

『つしま短時間家事サポーター』
養成講座

個別相談

 5日㈮、12日㈮
 19日㈮、26日㈮
 10日㈮、24日㈮
 29日㈬
 7日㈮、14日㈮
 21日㈮、28日㈮
㈬　午前9時30分～11時30分
㈮　午後1時30分～2時30分

子育てや発達全般に関する相談

4月

5月

6月
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○　開館時間：午前9時30分～午後5時（水曜日午後・木曜日・祝日の休館日を除く）児童館に貴重品は持ってこないようにしましょう。携帯電話のご利用はお控えください。
○　初回に来館の際に登録書の記載をお願いします。登録書に記載のある方は、電話での受付が可能です。
○　定員のあるイベントの受付は、電話または直接児童館まで(定員になり次第受付終了)　※1  生後4カ月ごろ～満1歳ごろ　※2　生後1カ月健診後～満1歳ごろ

26-3540

けん玉教室

ハイハイ広場

なかよし広場

ベビーマッサージ

ドローン教室

ビンゴ大会

4月19日㈮

4月21日㈰

4月27日㈯

4月6日㈯
4月22日㈪
4月27日㈯

4月15日㈪

4月17日㈬
4月26日㈮

午後4時～
4時30分

午前10時30分～
11時15分

午前10時30分～
11時15分

午前10時30分～
11時30分

午前10時30分～
11時

午前10時30分～
11時30分

小・中学生、
高校生

0歳児と
その保護者
※1

満1歳頃から
未就学児と
その保護者
0歳児と
その保護者
※2

小・中学生、
高校生

乳幼児親子
小・中学生、
高校生

当日受付

当日受付

当日受付

4月5日㈮～

4月7日㈰～

当日受付

なし

なし

なし

5組

3人

なし

けん玉の技やもしかめに
チャレンジしよう

身長体重測定、手形を
デコレーションしよう

ふれあい遊びや体を
動かして遊びましょう

親子のリラックス法
ふれあい遊びをします

ドローンで遊んでみよう

ビンゴ大会で盛り上がろう

無料

無料

無料

無料

無料

オイル代、
資料代
500円

上靴・水筒

バスタオル・
水分補給
できるもの

上靴・水筒

バスタオル・
水分補給
できるもの
帽子・
上靴・水筒

上靴・水筒

小中学校における給食費を無償化
とすることで保護者の経済的負担軽
減を図ります。
対象者　市内小中学校に在籍する
児童および生徒
対象施設
・市内小学校
・市内中学校
内容　児童生徒給食費の全額を補助
・小学校1人当たり51,000円程度
・中学校1人当たり54,000円程度
期間　令和6年4月～令和7年3月
問合　神守学校給食共同調理場

☎26-2620

ID　506947036
子育て中の方が気軽に集まって、

おしゃべりができるサロンです。
日時　毎月第2月曜日（午前10時～
午後3時）、毎月第4水曜日（午前10時
～11時30分）
※天候や会場の都合、または緊急の
事態が起こった場合、予告なく中
止する場合があります。
場所　蛭間地区コミュニティセンター
対象　未就学児とその保護者
参加費　無料
持ち物　水筒・バスタオル（ご自身が
使用するスペース確保のため）

申込　不要
問合　子育て支援課子育て支援G

☎24-1121

この制度は、満16歳未満の交通事
故遺児の方が、年齢に応じた金額を
基金に払い込み、加入すると、この資
金に国・民間からの援助金を加えて、
満19歳に達するまで育成給付金が支
給されるものです。詳しくは下記へ。
問合　㈶交通遺児等育成基金

☎0120-16-3611

発達が気になるお子さんの育児や
教育に悩んでいませんか。ご家族や
先生、療育の仕事に携わっている方
で不安や悩みをお持ちの方を対象
に、佐織特別支援学校の職員がお話
を伺います。相談内容は、秘密を厳
守します。

開催日　4月17日～令和7年3月5日
の毎週水曜日
時間　午後3時30分～5時
場所　佐織特別支援学校（愛西市）
参加費　無料
申込　4月10日㈬以降に電話で下記
へ。
問合　佐織特別支援学校教育支援部
はあと相談係　☎37-2061（午前
10時～午後5時（土・日曜日、祝日を
除く））

ID　551295394
公益財団法人日本骨髄バンクが実
施する骨髄バンク事業で、骨髄・末梢
血幹細胞を提供した方や提供者が勤
務する事業所に対し、助成金を交付
します。
対象・助成金額
・提供日に津島市に住民登録があ
り、日本骨髄バンクを介して骨髄等
の提供が完了した方…骨髄提供の
ための通院・入院1日あたり2万円
・上記の提供者（個人事業主を除く）
を雇用している国内事業所…1日
あたり1万円

※各上限7日
申請　骨髄等の提供が完了した日か
ら1年以内に、所定の申請書に必要
書類を添付のうえ、下記へ。
問合　保健センター　☎23-1551
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学校給食費無償化事業

子育てサロン「おたまじゃくし」

交通遺児等育成基金

骨髄提供者助成事業

はあと相談
発達が気になるお子さんの相談室
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地域で
子育て支援の輪を
広げませんか？

ファミリー・サポート・センターからのお知らせ

会員募集・子育て講座
ファミリー・サポート・センターのしくみ
地域みんなで子育てを応援する相互援助活動です

講座内容と時間割
日時

5月1日㈬

5月7日㈫

5月16日㈭

5月20日㈪

5月30日㈭

5月31日㈮

午前10時～正午

午後1時～3時

午前10時～正午

午後1時～3時

午前10時～正午

午後1時～3時

午前10時～正午

午後1時～3時

午前10時～正午

午後1時～3時

午前10時～正午

午後1時～3時

津島市保健師
NPO登録講師

児童サポートセンタ－
のびのび保育士

愛西市小児科医
（谷本医院）

津島市小児科医
（すぎの大人こどもクリニック）

NPO登録講師

津島市保育士

津島市保育士

NPO登録講師

かるがも園園長

津島市栄養士

津島市消防職員

NPO登録講師⑫みんなで子育てについて考えよう（グループワーク）
事業説明と登録

⑪子どもの急変の時、どうしたらいいの？
（ケガ・事故編）

⑤子どもの急変の時、どうしたらいいの？（病気編）
（グループワーク・講義）

①なぜ地域の子育て支援が必要なの？

②子どもの発達に合った遊びと心理

③子どもにとって安全・安心な環境とは？

④愛着形成の大切さ～心の育ちと寄り添い方～

⑥感染予防のために心がけること

⑦リスクマネジメント（グループワーク）

⑧配慮が必要な子どもへの関わり方

⑨今の子どもの食で気をつけること

⑩子どもの身近な病気とその対応の仕方

内容 講師

安心安全な活動をするための講座を受講します（下表
「講座内容と時間割」のとおり）。
一度に全て受講できない場合も大丈夫！講座は年4回
開催します。
規定の講座を修了した時点で、提供会員として登録で

きます（年齢、性別、経験不問）。

利用予定のない方も安心のために事前に登録を。
あらかじめ登録してあれば、緊急時もスムーズにサ

ポートが受けられます。
登録方法　移動事務所・センターに来所、または郵送して
ください。
移動事務所の日程は、毎月市政のひろばに掲載します。
今月は4月19日㈮10時30分～正午に東地区子育て支
援センターで行います。
依頼会員の登録は、母子手帳をお持ちください。

提供会員
子育ての
応援を
したい方

依頼会員
子育てを
手伝って
ほしい方

登録料・会費
無料!!

二次元コード
からも申込可

①援助の申
込み

④連絡

⑤援助活動

⑥報酬の支払い

③承諾

②援助活動の依頼ファミリー・
サポート・
センター

問合

提供会員になるには

依頼会員に登録するには提供会員 大募集!!
有償ボランティアとして地域のために活動してみませんか？

もしもの時の
ために

まずは登録を！

小児科医、保健師など専門家から直接学べます。
子育て、孫育てにも役立ちます（無料託児有・要申込）。
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長寿教室
日時・場所・定員等　下表のとおり
対象　市内在住の65歳以上の方
受講料　無料
申込　4月1日㈪～10日㈬（元気サンサ

ン教室は4月1日㈪～5日㈮）に電話また
は直接下記へ（応募者多数の場合は、初
回の方、要介護認定をお持ちでない方優
先の後、抽選）。
※お1人1教室のみ申込できます。
問合　高齢介護課地域包括ケアG

☎55-9471

4月15日～7月1日
（毎週月曜日）
※4月29日、
5月6日は休み

5月29日～7月17日
（毎週水曜日）

教室名 開催日 開催時間 会場 講師 回数 定員

5月7日～7月30日
（毎週火曜日）
※5月28日、6月25日、
7月23日は休み

午後1時30分
～3時

午前10時
～11時

午後4時20分
～5時

午後3時35分
～4時15分

午後2時50分
～3時30分

午後1時30分
～3時

5月1日～7月3日
（毎週水曜日）

転倒予防教室
【中級】

元気サンサン教室
【初級】

プール教室
【初級】

※流水プールでの
水中運動
泳げなくても
参加可能

ヨガ教室
【初級】

神島田公民館

サンガーデン
スポーツプラザ

第二陽だまりの里
（寺野町字好土）

総合保健
福祉センター

公益社団法人
愛知県柔道整復師会
津島市介護予防事業会

サンガーデン
トレーナー

ヒルズ
陽だまり職員

ヨガ
インストラクター

10回

10回

10回

8回

15人

20人

各
4人

20人

財源確保のため有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主にお問い合わせください。
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日時・テーマ　表のとおり
※内容は前後する場合があります。ご了承ください。
場所　市民病院2階講義室
内容　糖尿病の病態・合併症治療について

対象　どなたでも（当院に通院していない方も参加可能）
※車でお越しの場合は、駐車券を会場へお持ちください。
申込・参加費　不要（初回のみテキスト代500円が必要）

問合　市民病院地域医療センター　☎28-5151　内線3410糖尿病教室

開催日
スケジュール
午後2時～3時
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定員　各20人（先着）
※いずれの教室についても、定員に満たない場合は、開
催が中止となる場合があります。

申込　4月12日㈮から受講料を添えて直接下記へ。
問合　社会教育課スポーツ担当

☎55-9428

スポーツ教室

種目 対象 受講料
小・中学生 高校生以上回数 場所時間

ソフトテニス

ミニバスケット

バドミントン

弓道

空手道

水曜ボウリング

土曜ボウリング

小学1～6年生

小学3～6年生

中学生以上

中学生以上

小学生以上

9

12

6

15

8

4

4

5月～7月
土曜日
5月～7月
土曜日
5月～6月
水曜日
5月～6月
火・木・土曜日
5月～6月
土曜日
5月～6月
水曜日
5月～6月
土曜日

市営庭球場
（一部葉苅スポーツの家）

神島田小学校体育館
（一部北小学校体育館）

3,150円

4,200円

2,100円

5,250円

2,800円

－

－

－

－

3,000円

7,500円

4,000円

2,000円
※靴・ゲーム代
別途500円/回
2,000円
※靴・ゲーム代
別途500円/回

午前9時～11時

午前9時～11時

午後7時～9時

午後7時～9時

午後7時～9時

午前10時～正午

午前10時～正午

東小学校体育館

錬成館近的弓道場

北小学校体育館

期間
曜日

ス ポ ー ツ

対象　次のすべてに該当する方
①骨髄移植手術その他の理由によ
り、接種済みの定期予防接種の予
防効果が期待できないと医師に判
断された方
②再接種日に津島市に住民登録があ
る方
③再接種時の年齢が下記に達するま
での方
・BCG　4歳未満
・小児肺炎球菌　6歳未満
・ヒブ　10歳未満
・4種混合（ジフテリア・百日せき・破
傷風・ポリオ）　15歳未満
・5種混合（ジフテリア・百日せき・破
傷風・ポリオ・ヒブ）　15歳未満
・その他　20歳未満
助成対象　接種済みの定期予防接種
A類（ロタウイルス感染症を除く）

助成金額　再接種費用（上限あり）
その他　再接種前に申請が必要です。
問合　保健センター　☎23-1551

ポールウオーキングは、足腰への
負担を軽減しながら歩くことができ
る運動です。年齢問わず子どもから
高齢者の方まで気軽に楽しめます。
日時　5月3日（金・祝）

午後1時～3時30分
内容　興禅寺（今市場町）を発着点
とし、周辺の町並みを散策します。
今回は1年に1度しか見られない興
禅寺の牛頭天王像の御開帳を見
学します。
指導者　津島市スポーツ推進委員
参加費　無料
定員　25人（先着）
申込　4月8日㈪～24日㈬に電話ま
たは直接下記へ。
問合　社会教育課スポーツ担当

☎55-9428

市内の学校体育施設を開放してい
ます。
対象　市内在住、在勤または在学の
方で構成される10人以上のグルー
プで、全員がスポーツ保険等に加
入している団体
使用料（1団体1回）
・体育館
高校生以上　1,040円
中学生以下　520円

・西小学校グラウンドナイター利用
高校生以上　6,600円
中学生以下　3,290円
申込　所定の申請書に記入のうえ、4月
1日㈪以降に下記へ。開放施設や
利用種目、利用時間等について
は、お問い合わせください。
問合　社会教育課スポーツ担当

☎55-9428
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特別の理由による
任意予防接種費用の助成

ポールで歩く
牛頭天王像拝観ウオーキング

学校体育施設が利用できます

サンガーデン
ボウリング

サンガーデン
ボウリング

一般
(高校生を除く）

一般
(高校生を除く）
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日時　5月5日(日・祝)　午前10時
場所　サンガーデンボウリング
参加資格　市内在住、在勤、在学の
方および連盟会員（中学生以下は
保護者の同意が必要）
参加費　1人1,800円、高校生以下
1,500円（シューズ代別途400円）
申込　4月12日㈮までに下記へ。
主催　津島市ボウリング連盟
後援　市、市教育委員会、市スポー
ツ協会
問合　サンガーデンボウリング

☎25-2211

日時　5月18日㈯
午前10時（受付午前9時）

場所　錬成館
対象　西尾張地域在住の小学生
定員　144人
参加費　無料
申込　二次元コードよりお申し込み

ください。

後援　市、市教育委員会ほか
問合　海部津島青年会議所

☎25-7812　　25-7820

プロランナー神野大地氏がアドバ
イザーを務めるランニング教室で
す。正しい走り方を学び、長く・速く走
れる体づくりに取り組みます（雨天中
止）。
期間　4～9月
日時
マラソンクラス（1講座90分）
毎週火曜日　午前10時～11時30分
毎週水曜日　午後7時30分～9時
ジュニアクラス（1講座80分）
毎週木曜日　午後6時10分～7時30分
場所　天王川公園
講師　ランニングインストラクター

対象
マラソンクラス　小学5年生から一般
ジュニアクラス　小学4年生から中学生
定員　1クラス20人（先着）
参加費　4,400円/月、

体験500円（1回のみ）
※開催日数により変動、クレジット決済
申込　4月1日㈪以降に、下記二次元
コードからお申し込みください（電
話・窓口での申込不可）。
問合　天王川公園イベント担当

☎090-6361-7071

第29回津島市長杯
ふれあいボウリング大会

第20回わんぱく相撲海部津島場所

天王川ランニングスクール

令和6年度津島市スポーツ少年団員募集

種目

剣道 錬成館
半年分
父母会費（半年分）
新規加入金
（保険料含む）

6,000円
1,500円
3,200円

鈴木
☎080-2666-3692
日比
☎090-8956-4893

沖
☎090-7430-7784

桑原
☎080-3138-1654

中川
（サンガーデン
ボウリング）
☎25-2211

山田
☎090-3381-6812

6,000円
12,000円
5,000円

半年分（幼児）
半年分（小学生）
入団金（年間）
（保険料、個人、団各種登録費含む）

2,000円
6,000円

6,000円

月額
年会費
（保険料、個人、団各種登録費含む）
新規加入金
（ユニフォーム代含む）

3,000円
5,000円

1,000円

月額
年会費
（登録費・保険料等含む）
新規加入金

月額
（登録費・保険料等含む）

1,300円～

火・金曜日
午後６時50分～８時

土・日曜日、祝日
※時間は各クラブで
異なる

土・日曜日、祝日
午前中2時間程度

毎週水曜日
午後5時30分～7時
毎週土曜日
午後4時～5時30分

月曜日午後7時～9時
金曜日午後7時～9時
土曜日午前9時～

午後4時（半日可）

小学生の
男女

小学生の男女
（女子だけのチー
ムもあります）
幼児（年中）
から
小学生の
男女

小学生から
高校生の
男女

幼児（3歳
以上）から
小・中学生の
男女

野球

サッカー

ボウリング

バドミントン

市内各小学校

市内小学校、
東公園
グラウンド

サンガーデン
ボウリング

高台寺小学校、
近隣の体育館

対象 場所 練習日時 会費

問合　市スポーツ少年団事務局
（市スポーツ協会事務局　☎58-5667
社会教育課スポーツ担当　☎55-9428）

申込・問合
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全国大会出場全国大会出場

第78回国民スポーツ大会
冬季大会スキー競技会（山形県最上町）

す どう み ち こ

出場種目　ジャイアントスラローム（スキー）
須藤康子さん（名古屋市）

全国高等学校
ダンスドリル選手権大会

Miss Dance Drill Team Japan
Competition 2023
（東京都渋谷区）

たけ うち か の

出場種目　ダンス
竹内楓乃さん（愛宕町）

ALL JAPAN CHEER DANCE CHAMPIONSHIP 2023（東京都渋谷区）
出場種目　チアダンス

たけ うち ゆ の

竹内柚乃さん
（暁中学校2年生・愛宕町）

い かい な お

猪飼菜桜さん
（神尾町）

は せ がわ さ き

長谷川咲季さん
（天王中学校2年生・神明町）

市では市民のスポーツ・文化活動の振興に寄与することを目的として、全国大会以上の大会出場者に奨励金
を交付しています。

全国大会等出場奨励金交付事業

てら もと に ほ こ

寺本日穗子さん
（神守中学校2年生・下切町）

やま した ゆ い

山下結愛さん
（蛭間小学校5年生・蛭間町）

対象
①スポーツの全国大会や国際大会に予選・選考会等を
経て出場する市内在住、在勤、在学の個人または団
体
②文化活動の各部門の全国大会等に予選・選考会等
を経て出場する市内在住、在勤、在学の個人または
団体

申請方法　所定の申請書に必要事項を記入のうえ、
出場する大会の開催要項などの添付が必要です。
詳細は問い合わせ先へご確認ください。
問合　①社会教育課スポーツ担当

☎55-9428
②社会教育課生涯学習・文化振興Ｇ
☎55-9421
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くろ だ こう き
神島田小学校　6年
黒田航暉さん

福祉実践教室を終えて
ぼくは、福祉実践教室でガイドヘルプを体

験しました。アイマスクをつけると周りがまっ
たく見えなくなり、急に怖くなりました。今回、
ぼくは、毎日過ごしている学校の中だからどこ
を歩いているのかだいたい分かったけれど、
視覚障がい者の方で、初めての場所だったら、
とても怖くてどこにいるのか分からないと思
います。アイマスクをつけた世界では、

「ここは、段差があるよ。大丈夫だよ。」
という言葉に、本当に安心しました。ガイドヘ
ルプをしてくれる人の存在が本当に大きいと
感じました。
もし、これから視覚障がい者の方をみかけ

たら、びっくりさせないように優しく
「お手伝いしましょうか。」
と声をかけ、ぼくの腕につかまってもらい、道
案内できたらいいなと思います。

今月のバランス献立

１人分　550kcal　塩分2.7ｇ

春キャベツときのこのペペロンチーノ
あさりとわけぎのスープ

オオキンケイギク

メリケントキンソウ
ID　921211365

ID　996950230

▲メリケントキンソウの種子

春キャベツときのこのペペロンチーノ　材料（2人分）

作り方

※市役所1階市民情報サロン・保健センター2階・ヨシヅヤ情報コーナーにレシピがあります。
また市ホームページにも掲載しています。

キャベツ100g、玉ねぎ100g、にんじん40g、えのき50g、生しいたけ2枚、
赤とうがらし1/2本、スパゲティ150g、オリーブオイル小さじ２、おろしに
んにく小さじ2、塩１ｇ、こしょう少々、とろけるチーズ40ｇ、温泉玉子2個

これらの外来植物は繁殖力が強く、ひとたび大繁殖してしまうと根絶が難しくなります。
庭などで見つけた際は駆除にご協力ください。詳しくは市ホームページをご覧ください。

5～7月ごろにかけて鮮やかな黄色の花を咲かせる多年草
です。高さは40～80㎝程度で、葉は細長い楕円形で両面に毛
があります。繁殖力が強いため、在来の植物との競合や駆逐
が懸念されています。特定外来生物に指定されていますの
で、駆除する際は、その場で枯死させた後、密封されたビ
ニール袋等に入れてごみとして出してください。

4～7月ごろに鋭いトゲのある種子を付ける一年草
です。高さは5㎝程度で日当たりのよい場所で繁殖し
ます。トゲに毒はありませんが、刺さって怪我をした
り、靴底に刺さって運ばれると分布が拡大してしまい
ます。

動画でも公開中①キャベツは1㎝幅のざく切り、玉ねぎは薄くスライス、に
んじんはいちょう切り、えのきは1/2の長さ、生しいたけ
は1㎝幅、赤とうがらしは種を取って輪切りに切る。

②スパゲティを袋の表示どおり茹で、直前にキャベツを加
えてざるにあげる。

③フライパンにオリーブオイルとおろしにんにく、赤とうがらしを入れ中火に
かけ、玉ねぎ、にんじんを炒め、玉ねぎが透き通ったら、えのきと生しいた
けを加え、②のゆで汁を大さじ1加えて炒める

④②を③に入れ、塩とこしょうを振る。火を止めチーズを加えてひと混ぜし、
器に盛り温泉玉子をのせる。

実はこれ外来植物です 問合　生活環境課環境保全Ｇ
☎55-9368

だ えん けい
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よこ い ゆ き こ
横井由希子さん

飯田　千里さん
いい だ ち さと

ご とう か よ こ
後藤佳代子さん
とく だ ゆ み え
德田由美江さん

▲神守上町公園 ▲神守中町公園

消防団員として10年以上勤められた方の配偶者に感謝状を贈呈しました。これは日ご
ろ消防団員の任務遂行を陰から支えられた功績に対するものです。
該当者は次の皆さんです。

大規模震災時の津波浸水からの一時
的な避難場所として整備した、神守上町
公園および神守中町公園が完成し、令和
6年3月19日に供用開始しました。普段は
市民の皆さんの公園として、災害時は一
時避難場所としてご活用いただけます。

消防団員配偶者感謝状贈呈

神守上町公園・神守中町公園が
供用を開始します 問合　都市整備課都市整備G

☎55-9687

問合　消防本部総務課消防団G　☎23-0417

ID　492405847
当市の令和5年１年間の救急出動件数は、令和4年の

過去最高件数3,373件を大幅に上回る3,635件（速報値）
で、１日約10件出動しています。出動の内訳は下図のと
おりで、軽症が42％と半数近くを占めています。

救急車は限られた資源です。市内の救急車が全て出
動中の場合、近隣の消防本部から応援出動することと
なります。現場到着までの時間が長くなり、これにより
救命率の低下を招いてしまうケースもあります。

皆さんは、救急の要請を必要とする時は、どのような
場合を思い浮かべますか？
救急車が必要な傷病者の症状
・胸が激しく痛む
・突然の頭痛
・交通事故（強い衝撃を受けた）
・意識がない
このような場合は緊急性が高いため直ちに救急要請

してください。
救急車の誤った利用例
・手足を擦りむいた
・入院予定のため病院へ行きたい
・救急車だと優先的に診てもらえる
・診察可能な病院が分からない
このような場合はタクシーなどを利用して病院へ行
きましょう。
夜間や祝日等で、どこの病院に行けばいいのかわか

らない場合は、24時間対
応の愛知県救急医療情
報センター（☎26-1133）
にお問い合わせくださ
い。症状に応じた病院の
案内が受けられます。

救急車の適正利用

消防本部救急Ｇ
☎23-0119

こちら消防署119番
第230回

不搬送10%

中等症42%

重症6%

軽症42%

大規模震災に備えて

令和5年救急出動件数3,635件（速報値）
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採用予定職種　看護師
採用予定人員　30人程度
採用予定日
看護師免許所有の方　試験日の翌々月の1日
看護師免許取得見込みの方　令和7年4月1日

応募資格　昭和50年4月2日以降に生まれた方で、看護師
免許所有の方、または令和7年3月取得見込みの方

試験日と受付期限
4月27日㈯(4月19日㈮受付分まで)
5月25日㈯(5月17日㈮受付分まで)
6月15日㈯(6月7日㈮受付分まで)
提出書類
・履歴書(市民病院ホームページから当院指定用紙をダ
ウンロードできます)
・看護師免許証の写し(免許所有の方)
・卒業見込証明書・成績証明書(免許取得見込みの方)

申込　試験日の受付期限までに提出書類を持参(平日の
午前8時30分～午後5時15分)または郵送(消印有効)で
問い合わせ先へ。

初めまして。4月より津島市民病院院長に就任しました
川井覚です。神谷前院長より引き継いでこのコラムを担
当します。よろしくお願いいたします。
今年は元日に能登半島で大きな地震があり、改めて日
本が地震大国であることを認識させられました。この原
稿を書いている今も震災で被災し能登地方から現地で
治療を受けることができない患者さんが続々と愛知県に
医療疎開してきており、当院もその受け入れの一部を
担っています。
1月4日には現地からの要請で当院からも医師、看護

師、薬剤師、臨床工学技士からなるDMAT（災害派遣医
療チーム）が能登に向けて出発し、余震が続くなか現地で

医療活動を行いました。現地での活動報告によりメディ
アの報道でうかがい知るよりも現状が悲惨で、混乱をき
わめていたことがわかり、日ごろの備えがあったとしても
大きな自然災害に対しては人間がいかに無力であるかを
考えさせられました。そんな中で医療の存在が地域住民
にとって不可欠なものであることも再認識させられまし
た。
当院は災害拠点病院であり、いざ災害が起きたときは
地域の皆さんの命を守るために医療を提供できる準備
を日ごろからしています。近い将来起きると予想されて
いる東南海トラフの大地震では、津波被害が起きると、こ
の地域で災害時の救急医療の拠点となるのは津島市民
病院と想定されており、その役割は大きいと言わざるを
得ません。そのためにも非常用設備や備蓄を災害に耐え
うるものとし、日ごろから訓練を十分に行っていくことが
大切だと考えています。皆さんも災害時の備えについて
一度確認、見直しをされてみるのはいかがでしょうか？
今後も病院理念である「地域とつながり安心・信頼の医
療を提供します」に基づき、地域にとって必要で、救急や
災害時においても必要な医療を提供できる、無くてはな
らない病院を目指し、頑張っていきたいと思っています。

健康のこと
医療のこと

一緒に考えましょう

85
市民病院　院長　川井　覚

災害に備えて

市民病院看護師を
募集します

かわ い さとる

〒496-8537　橘町3-73
津島市民病院管理課　☎28-5151　内線2202

申込・問合

◀市民病院ホームページ
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全身麻酔での手術後に発生する悪心・嘔吐のことを

PONV(postoperative nausea and vomiting)と呼

び、手術・麻酔に伴う合併症として、術後痛に次いで頻度

が高く、20～30％の割合で起こるとされています。患者さ

んにとっては非常に不快で苦痛を伴う合併症であるばか

りでなく、早期離床を妨げる原因となるため、麻酔科医と

してはできる限り避けたい合併症の1つです。

全身麻酔で使用する薬剤の中でPONVの原因となる

薬剤としては、鎮静薬（眠らせるための薬）として使用す

る、揮発性吸入麻酔薬（いわゆるガスの麻酔薬）とオピオ

イド（痛み止めのために使用する麻薬）の2種類がありま

す。

PONVを起こす患者さん側の危険因子として、①女

性、②若年（50歳未満）、③非喫煙者、④乗り物酔いをしや

すい、⑤以前にPONVを経験したことがある、というもの

があります。傷口の痛み止めのために、手術後も継続して

オピオイドを使う場合、さらにPONVを起こしやすくなり

ます。また複数の危険因子があるほどPONVを起こすリ

スクが上昇します。例えば、若い女性が大腸癌の手術を受

けるとき、この方がタバコを吸わなくて乗り物酔いしやす

い方だった場合、約80％の確率でPONVが起こるとされ

ています。逆に、ヘビースモーカーの高齢男性が全身麻

酔の手術を受けられる場合には、PONVが起こることは

ほとんどありません（喫煙は肺炎、痰詰まり、心臓の合併

症などの周術期のリスクが増えるため、手術前は必ず禁

煙しましょう。最低8週間以上の禁煙が望ましいです）。

PONVが起きてしまった場合、胃内への血液の垂れ込

み（鼻の手術を行った場合）や腸閉塞（腹部手術の場合）、

頭蓋内圧亢進（頭の手術の場合）、脱水や低血圧、低血

糖、電解質異常など、ほかに吐き気を起こす原因が無いこ

とを確認し、制吐薬で対処していきます。術後にオピオイ

ドを持続投与している場合には、量を減らしたり、中止し

たりします。

PONVを起こさないための対策としては、揮発性吸入

麻酔薬を使用せずに手術中も点滴から投与する麻酔薬

を使用することや、オピオイドの使用量を減らすために硬

膜外麻酔や神経ブロックなどの他の鎮痛法を併用するこ

と、手術中から複数の制吐薬を使用しておくことなどがあ

ります。もし、ご自身が乗り物酔いしやすいなど、PONV

のリスクがありそうな場合には、手術前に麻酔科医や手

術室看護師が診察に伺ったときにそのことを伝えていた

だければ、できる限りの対策をさせていただきます。

津
島
市
民
病
院

麻
酔
科
副
部
長

和
田
な
つ
美

全身麻酔後に起こる吐き気について わ
 
だ
 

み

こう しん
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地域の歴史に親しむ講座
「シリーズ 津島の歴史文化」
津島の歴史を活かした「まちづくり」事業を行う意欲を
持った人々が幅広い基礎知識を学ぶための歴史文化講
座（全10回）を開講します。
日時　5月～令和7年2月の第2土曜日の午前10時～正午
※12月のみ第1土曜日(12月7日)
場所　市立図書館2階大集会室
定員　30人(先着)
※事前申し込み不要
講師　黒田剛司氏（天王文化塾塾頭）
受講料　無料

古文書講座（初級編）
古文書解読の基礎を学びながら身近な地域の古文書

に取り組みます。
古文書を通して何が見えるか、一緒に楽しみましょう。

日時　5月以降、毎月第2日曜日の午後2時～4時
※11月のみ第1日曜日(11月2日)
場所　市立図書館2階小集会室
定員　25人程度(先着)
講師　加賀昭一氏(古文書解読検定師範、生涯学習〔古
文書〕2級インストラクター)
受講料　無料（初回のみテキスト代1,500円徴収）
申込　4月1日㈪の午前9時以降に、電話または直接図書
館2階事務室へ。

4月23日は「子ども読書の日」です。図書館では4月23日
から5月12日までの「こどもの読書週間」にちなみ、様々な
おはなし会や「図書館deビンゴ」を行います。図書館で楽
しいひとときを過ごしませんか。
日時　おはなし会は表のとおり
時間　午後2時（5月2日㈭の乳幼児のためのおはなし会
は、午前10時30分）
※ビンゴは4月22日より随時行います（ビンゴ達成でしお
りや工作キットがもらえます。先着）。
場所　市立図書館
申込　不要

こどもの読書週間

市民講座

図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ

か が しょう  いち

〈こどもの日〉のおはなし会

まろんｍａｍａのおはなし会

乳幼児のためのおはなし会
「おはなしにこにこ」

英語のおはなし会

神守小図書ボランティアのおはなし会

ストーリーテリングのおはなし会
（対象：5歳くらい～）

おはなしBOOONのおはなし会
ぶーん

問合
市立図書館
☎25-2145

日程

4月21日㈰

4月27日㈯
4月28日㈰

5月2日㈭

5月4日(土・祝)
5月12日㈰
5月18日㈯

5月19日㈰

内容

皆さんと本との出会いを求めて、新着の図書をご紹介します。

『世界農業遺産』
農林水産省 農村振興局 農村政策部鳥獣対策・農村環境課　監修　くもん出版

『それって本当？メディアリテラシーはじめよう』
ジョイス・グラント　著　キャスリーン・マルコット　絵　片柳伊佐　訳　岩崎書店

『描かれた中世城郭』
竹井英文・中澤克昭・新谷和之　編　吉川弘文館

『一瞬で数字をつかむ！「概算・暗算」トレーニング』
堀口智之　著　ベレ出版

『はじめての着衣泳教室海水浴、
川遊び、プール、豪雨、津波など
水の事故から命を守る』
岩崎恭子　著
誠文堂新光社

『東京漫才全史』
神保喜利彦　著
筑摩書房

着衣泳とは、服を着た状態であお向け
になって水に浮くことです。この本は海や
川での事故、豪雨や津波といった水害な
ど、水の事故から身を守るための方法が
書かれた内容です。
衣服は水でぬれてしまうと、とても重く
なり、その重さから体力が少しずつ奪わ
れてしまいます。そんな時に対応できる、
水の中での歩き方、ランドセルやペットボ
トルを浮き具として利用する方法など、状
況に応じた行動がよく分かる1冊です。

芸能の世界で人気の高い演芸である漫才。
この本は、漫才の歴史を詳しく紹介した内容で
す。
起源は平安時代の祝福芸「千秋萬歳」といわ
れ、神楽のように祝福することを目的としてい
ました。明治に入ると、笑いや話術を中心とした
芝居的要素のある「萬歳芝居」という舞台芸へ
と移り変わり、嵐伊六（初代・二代目）が完成さ
せたことで有名となりました。また、現在の漫才
ブームの変遷についても書かれており、漫才の
起源と成り立ちがよく分かる1冊です。

※毎月第4火曜日は、館内整理のため、分室（生涯学習センター、神島田公民館）もお休みします。
ご自宅から図書館ホームページで蔵書検索ができますので、ご利用ください。
津島駅構内（切符売場前）に「図書返却ポスト」を設置していますので、ご利用ください。

[　4月の休館日　]

23日㈫

図書館のおはなし会

くろ だ たか し
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「市政のひろば」にご自身の写真が載っている場合、お申し出いただければ差し上げます。

2月3日～3月10日に堀田家住宅で「ひなまつり展」
が開催されました。雛祭りの季節に合わせ、室内には
地域に残る雛人形が展示され、会場は晴れやかな雰
囲気に包まれていました。また、今回のひなまつり展
では、新たに寄贈された「御殿飾り雛」が初公開され、
注目を浴びました。
「桃の節句」とも呼ばれる雛祭り。堀田家住宅には
少しだけ早く、春がやって来ました。

国際的な画家、横井照子氏の作品が市に寄贈され
ました。横井氏は生後間もなく津島市に移住し、進学
先の津島高等女学校にて教師のアドバイスをきっか
けとして、絵を描いて生きていくことを決めたとされ
ています。
今回ご寄贈いただいたのは、ひなげしが描かれた
作品です。本作品は今後、市の美術展等での展示を
予定しています。

一足早い
春の訪れ

よろしくお願いします！

24・2・28㈬
堀田家住宅

津島市ゆかり
横井照子氏の作品寄贈

24・2・14㈬
市役所市長公室

津島市では令和5年7月7日に「こどもまんなか応援
サポーター」を宣言しました。津島市の子育て施策を
積極的にPRするため、子育て応援キャラクターのデ
ザインと名称を募集したところ、市内外から多くのご
応募をいただきました。
最優秀賞には「つしっぴー」が選ばれました。今後は
皆さまに「つしっぴー」へ親しみをもっていただけるよ
うPRを行っていきます。

看護専門学校卒業式が挙行され、26人の卒業生へ
渡邉校長から卒業証書が授与されました。
校長からは「成し得た自分を精一杯褒めてあげて

もらいたい。自分らしさを放つことができる魅力的な
看護師になってください」と式辞が送られ、卒業生か
らは「不安や緊張もあるが、3年間の学びと経験が自
分を奮い立たせてくれる。新たな出会いを大切にしな
がら日々前進していきたい」と答辞を述べました。

3年分の想い掲げて 24・3・4㈪
市立看護専門学校

もっと見たい方は、こちらも要チェック！
市ホームページ インスタグラム

つしっぴーを
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令和6年度は、次へのステップ第2
弾として、「まちづくり再生」につきま
しては、津島神社周辺の新たな賑わ
い拠点、観光交流センター周辺の新
たな交流拠点の供用開始に向け、賑
わいの「核」となる拠点の整備がいよ
いよ動き出します。本市の「価値」を
高め、わくわくするまちづくりを進め
てまいります。
「子育て支援」につきましては、第2
子以降の保育料の完全無料化、3歳
から5歳児までの保育所・幼稚園・認定
こども園等の副食費の半額補助及び
市立小中学校の給食費の完全無償
化、0歳児を対象としてご希望の子育
て用品を無料で自宅にお届けする
「子育てサポート選べる無料定期便」
など、全国トップクラスの子育て支援
を引き続き展開し、安心して出産、子
育てができる環境づくりを進めてま
いります。

そして、この2大プロジェクトを牽
引し、定住を促進させる新規事業を
実施いたします。事業の内容としまし
ては、後ほど詳しくご説明いたします
が、津島駅周辺の旧津島エリア、地区
計画区域の神守、唐臼エリアにおい
て新築住宅を取得した方やリフォー
ムをした方に要件に応じて補助金を
交付するもので、本市への定住を促
進させ、人を呼び込むまちづくりを目
指してまいります。

昨年、ハラスメントや不適切発言

のない働きやすい職場を築いていく
ため、過去10年間にわたる実態調査
として、職場環境改善のためのアン
ケート調査を実施いたしました。第三
者委員会からいただいた最終報告書
の、研修の実施、弁護士による相談窓
口の創設などを含む7つの提言に、専
門家の支援を受けながら、しっかりと
着実に対応し、ハラスメントのない職
場の環境改善に取り組んでまいりま
す。
令和6年度に実施する主な施策に

ついて、「つしま成長戦略　第3弾」と
して掲げている5つの項目ごとにご説
明いたします。
まず、「つしま成長戦略」の1点目、

「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついてご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、本市の
「宝」です。子どもたちの健やかな育
成を図り、「子育てするなら、つしま」
の実現に向けて邁進してまいりま
す。そのため令和5年度より、子ども
が産まれる前から産み育てるまで、
丸ごと支援を行う「子育て支援トータ
ルプラン」として、5つの子育て支援
策を実施しております。
1つ目の支援は、18歳まで所得制

限なしの子ども医療費完全無料化の

継続。2つ目の支援は、第2子以降の
保育料も所得制限なしの完全無料
化。3つ目の支援は、3歳から5歳児ま
での保育所・幼稚園・認定こども園等
の副食費の半額補助及び市立小中
学校の給食費の無償化。4つ目の支
援は、0歳児を対象としてご希望の子
育て用品を無料で自宅にお届けする
「選べる無料定期便」。5つ目の支援
は、保育所・認定こども園等における
使用済み紙おむつの保護者持ち帰り
の廃止です。
3つ目の保育所・幼稚園・認定こども
園等の副食費及び市立小中学校の
給食費につきましては、昨年4月から
6月までは半額を無償化し、7月から
本年3月までは、物価高騰の影響を
受けている子育て家庭を支援するた
め、完全無償化に拡大いたしました。
市立小中学校の給食費につきまして
は、令和6年度につきましても、完全
無償化を継続いたします。
これらの5つの子育て支援のほか、
年齢期に応じた様々な支援を実施し
ております「こんにちは赤ちゃん訪
問」では、子育てを応援するため、「お
めでとう」の気持ちを込めて、生後2
か月を迎える赤ちゃんのいる全ての
ご家庭を訪問しており、大変好評を
いただいております。これらの支援
は、令和6年度も継続してまいりま
す。

また、令和6年度より、「こども家庭
センター」を総合保健福祉センター
の2階に開設し、母子保健と児童福祉
の機能を一体的に運営することで、
両部門が連携・協働を深め、切れ目の
ない支援を行うための相談体制を強
化いたします。さらに相談支援だけ
でなく、支援を必要とされる全ての
子どもたちや妊産婦の皆様等へのサ
ポートプランの作成、多様な家庭環
境への支援体制を充実・強化するた
めの地域資源の開拓なども担ってま

ミュニティバスの津島駅への乗り入
れなど、自治体の枠を超えた連携・協
力を推進してまいります。

市政運営を進める上で、最も重要
なことは、市民の皆様の声を聞くこと
だと考えております。そのため、市民
の皆様の声をお聞きする機会とし
て、令和4年度と令和5年度にタウン
ミーティングを開催いたしました。令
和4年度には、市内8つのコミュニティ
推進協議会それぞれと、令和5年度に
は、市内で定期的に活動する団体を
対象として15回開催いたしました。令
和6年度につきましても私が自ら市
政について市民の皆様にご説明する
機会を設けます。是非ご参加ください。

市民の皆様が安心して暮らすため
には、様々な人権課題が解消され、一
人ひとりの人権が尊重されることが
重要であります。人権啓発や地域住
民の福祉の向上、交流の拠点施設で
ある南文化センターは、建物及び設
備の老朽化に対応するため、大規模
改修工事を実施してまいります。今
後も新たに生まれ変わる南文化セン
ターにおいて、地域交流促進事業や
生活上の相談事業の充実を図ってま
いります。
また、産業廃棄物処理施設等を設
置する際に、事業者と関係住民とのト
ラブルを防ぐための条例を制定して
まいります。

職員の声を聞く場も設けておりま
す。令和4年度からは、若手・中堅職員
との意見交換会を開催し、担当業務
で日頃感じていること、将来の自分
や市政運営に対する考え方などにつ
いて意見交換を行っております。今

後も、職員の声に耳を傾け、風通しの
良い職場環境づくりに取り組んでま
いります。

職員が事務改善や施策等の提案
を行うことができる職員提案制度に
つきましても、自分らしさや新しい視
点を自ら取り入れて働き方を工夫す
る「ジョブ・クラフティング提案制度」
として、令和5年度からリニューアルいた
しました。「Go Beyond Yourself～
昨日の自分を超えろ～」をキャッチフ
レーズとし、電子システムからの提案
を導入したほか、職員投票や若手職
員による審査委員会を設置するな
ど、より一層活用しやすい制度とな
り、令和5年度には、9件の提案があり
ました。職員の「Not Yet（まだできる）」
の精神を育みながら、創造力や研究
心、市政運営への参加意欲の向上を
目指しております。

私たちは、私たちが暮らすこの地
球の環境を守り、急速に進む地球温
暖化に歯止めをかけることを考えな
ければなりません。本市では、これま
でも地球温暖化対策として様々な取
組を実施してまいりました。市役所本
庁舎における省エネ効果の高い空調
設備への改修。市民病院における空

調用熱源の更新やＬＥＤ照明等の導
入。市が管理する全ての道路灯・公園
灯の照明ＬＥＤ化。市内全ての小中学
校の教室や体育館の照明ＬＥＤ化な
どを行ってまいりました。令和5年度
には、本庁舎、生涯学習センターなど
27施設の照明をＬＥＤ化するととも
に、総合保健福祉センターへの太陽
光パネルと蓄電池の設置に向けた取
組を開始いたしました。公用車につ
きましても、これまで保有している電
動車5台に加え、令和5年度には2台
の電気自動車を導入いたしました。
令和6年度にはさらに6台の電気自動
車を導入するなど計画的に更新を進
め、2030年までには全ての公用車を
電動車とすることを目指してまいり
ます。町内会や自治会に対しまして
も、令和5年度より防犯灯の設置・更
新にかかる補助の基数制限を撤廃
し、ＬＥＤ化の促進を図っております。

そのような中、昨年7月に首長が気
候変動・エネルギー政策に取り組むこ
とを誓約し、具体的な取組を積極的
に進めていく国際的な仕組みである
「世界気候エネルギー首長誓約（世
界首長誓約／日本）」の誓約書に、名
古屋大学にて署名いたしました。今
後、具体的な目標達成方策などに関
する「気候エネルギー行動計画」を
策定し、取組を推進してまいります。
なお、本市を始めとする「世界首長誓
約／日本」誓約団体と、「世界首長誓

画の策定を進めております。さらに
今後の東公園一帯の再整備に向け
て、スポーツ施設整備方針の検討も
行います。本年4月には、社会教育課
内に東公園整備推進室を設置すると
ともに、東公園一帯の整備に関する
業務推進のためのアドバイザーを招
聘いたします。

スポーツを行うための環境整備と
して、葉苅スポーツの家及び生涯学
習センターには、夏の暑い時期でも
安心してスポーツを楽しんでいただ
くことができるよう、壁掛けタイプの
スポットエアコンを整備いたします。
さらに生涯学習センターにおいて
は、屋外運動場やオムニコートの全
面的な改修も実施いたします。生涯
を通じて気軽にスポーツに親しむこ
とができるよう、引き続き生涯スポー
ツの推進を図ってまいります。

医療や介護が必要になった場合で
も、できる限り住み慣れた地域や自
宅で暮らし続けたいという願いを実
現するため、市では住まい・予防・生活
支援・医療・介護の5つの要素を一体
的に提供する、地域包括ケアシステ
ムの推進を図っております。海部医
療圏の7市町村が共同し、本市の神
守支所の1階に設置している「海部医
療圏在宅医療・介護連携支援セン
ター」において、在宅医療や介護
サービスなど、関係機関の切れ目な
い連携を行っております。

昨年12月に、本市と名古屋大学医
学部附属病院において、「社会保障
費の抑制を目指す共同研究プロジェ
クト」の開始に伴う締結式を行いまし
た。この事業は、ＮＨＫ、公共メディ
ア、新聞など、マスコミにも全国ネッ
トで取り上げられ、注目の事業となっ
ております。本市の65歳以上の住民
データから重症・重度化要因を特定
し、その要因に対する介入プログラ
ムを実施することで、社会保障費の
抑制にもつなげようというプロジェク
トであります。高齢者人口の増加に
よる介護需要の増大と介護人材の不
足が叫ばれる中、医療・介護のデータ
を分析・解析し、対策を講じていくこ
とは、超高齢社会を迎える上でさら
に重要となってまいります。今後も市
民の皆様の健康が一番！「健康応援
都市」を目指してまいります。

認知症の高齢者への支援といたし
ましては、令和5年度より、万が一他
人に怪我を負わせてしまったり、他人
のものを壊してしまったりしたときに
備えて、認知症の方などを被保険者

とする個人賠償責任保険に市の負担
で加入いたしました。行方不明にな
る恐れのある高齢者に対しては、自
宅に帰れなくなった際に早期発見、
保護できるようＱＲコード付きのラベ
ル・シールを配布いたしました。2025
年には高齢者の5人に1人が認知症に
なるとの予測もあり、認知症となって
も安心して暮らすことができる環境
を引き続き整えてまいります。

高齢者をはじめ、市民の皆様の安
心を守るため、昨年の11月に、株式会
社ottaと西尾張シーエーティーヴィ
株式会社と「見守りサービスの推進
に関する協定」を締結いたしました。
見守りサービスは、無線システムで
ある地域ＢＷＡを活用し、小さな見守
り用端末を持っている児童が、市内
のお店や企業などの見守りスポット
の周辺を通過したり、見守りアプリを
登録したスマートフォンなどとすれ
違ったりすることで、見守り端末の位
置を記録するものです。まずは市内

100万円の補助制度を、大幅に拡充
いたします。令和6年度からは、対象
区域を居住誘導区域と、市内にある
16団地に拡大いたします。対象者に
つきましても、これまでの新築住宅を
取得された方だけでなく、中古住宅
取得後にリフォームする方、中古住宅
を賃貸後リフォームする方も対象と
いたします。市内にある団地では、高
齢化や建物の老朽化が進んでおり、
日光川東エリアの青塚団地、喜多神
団地、葉苅団地、宇治団地、神守団
地、みずほ団地、こがね団地、下切住
宅、江南団地、百島団地、みどり台団
地の11団地と、日光川西エリアの永
宝団地、さかえ団地、上春日台団地、
下春日台団地、東愛宕住宅の5団地
の合計16団地の再生を、新しい居住
誘導施策で積極的に推進してまいり
ます。

補助金の加算要件につきまして
も、若年の子育て世帯が親世帯の近
くに居住することを後押しするため
に、親世帯と同居・近居の場合の加算
を設けるほか、地元事業者の活性化
のために、市内の事業者が施工した
場合にも、さらに加算をいたします。
補助金額は、新築住宅を取得した場
合や中古住宅を取得後リフォームし
た場合、最大150万円。中古住宅を賃
貸後リフォームする場合、最大170万
円となります。空き家対策のための
空家解体促進費補助金に関しても、
20万円から2.5倍の50万円に大幅に
増額いたします。この補助金は新築
住宅を取得した場合、併用ができ、最
大200万円となります。本市に居住す
る大きな後押しとなり、さらなる定住
促進につなげてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」についてご説明申し上げます。

津島市民病院は、この地域になく
てはならない病院として、海部医療
圏の医療を守る要となる中核病院と
しての役割を果たしております。私は
設置者として、市民の皆様から信頼
され続けるために取り組んでまいり
ました。新型コロナウイルスの感染
が拡大した時期は、市民の皆様の健
康な暮らしを守るために、医療従事
者が最前線に立って対応しました。市
民病院が今後も役割を果たしていく
ためには、経営の安定化を図ること
が必要不可欠です。
冒頭にも申し上げました通り、市民
病院の経営改善に取り組んできた結
果、平成29年度から6期連続で経常
収支黒字化を達成することができま
した。平成28年度末には約19億円
あった一時借入金につきましても令
和2年度に解消しております。

令和4年7月には、アフターコロナ
を見据えながら病院全体の課題を組
織横断的にマネジメントするため、経
営戦略部戦略企画室を設置しており
ます。医師や看護師、事務職も一体と
なって、ポストコロナに対応しながら、
積極的に経営強化を図っておりま
す。引き続き質の高い医療を提供し
ていくため、市と病院が一体となっ
て、安定的な運営を行ってまいりま
す。

市民の皆様がいつまでも健康で暮

らしていただくには、まずは一人ひと
りの健康づくりが重要となります。そ
のため、市では「笑顔で健幸大作戦！」
と銘打ち、スマートフォンのアプリを
活用して、毎日の歩数の記録や、自分
で決めた健康目標へのチャレンジな
ど、一人ひとりの健康習慣を応援して
おります。
昨年8月には、誰もが気軽に楽しく
体を動かすアイデアを募集する「こ
れってステップ？！コンテスト」を開催
いたしました。ウォーキングの可能性
を広げてステップを取り入れたアイ
デアなど、入賞アイデアは市内の
様々なところで展開してまいります。
現在、各小学校区別のウォーキング
コース作成に向けて、市民の皆様と
一緒になって検討しております。令和
6年度には、各小学校区で完成した
コースを巡るウォーキングイベント
を実施してまいります。

健康増進には、スポーツも非常に
有効です。市民の皆様が気軽に健康
づくりや体力づくりが行えるよう、ま
た、競技スポーツの技術向上につな
げていくことなど、スポーツ環境の充
実を図るため、現在、スポーツ推進計

令和6年第1回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、当初予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

市民の皆様からの厚いご信任を賜
り、市長3期目の職務に就かせていた
だき、任期の半ばである2年が経過し
ようとしております。市民の皆様から
お寄せいただきました信頼とご期待
にお応えするため、私のマニフェスト
としてお示しさせていただきました
「つしま成長戦略　第3弾」に掲げた
取組を加速させていくことが、私に
課せられた使命であり、決意を持って
「魅力マシマシ津島市」をキーワード
に、津島市のさらなる発展に全力を
尽くして、取り組んでまいる所存であ
ります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

さて、1月1日午後4時10分頃に、石
川県能登地方でマグニチュード7.6、
最大震度7の地震が発生しました。こ
の度の地震で、お亡くなりになられた

皆様に心からお悔やみを申し上げま
すとともに、被害に遭われた皆様に
お見舞いを申し上げます。
本市におきましては、発生日の夜

に消防職員が第1次緊急消防援助隊
として被災地支援に向かい、その後
も随時出動したほか、津島市民病院
の医師・看護師・薬剤師・臨床工学技
士がチームを組み、津島市民病院災
害派遣医療チームＤＭＡＴ隊として、
能登総合病院に向かい、被災者の皆
様に寄り添った活動を行っておりま
す。被災地への支援につきましては、
主に愛知県が被災地のニーズを踏ま
え調整を行っており、本市において
は、被災地への職員の派遣や市営住
宅の提供、ライフラインが途絶えて
いる高齢者施設入所者の受け入れ
など、速やかに対応をしております。

新型コロナウイルス感染症が5類
感染症に移行となり、経済活動の正
常化が進み、以前の活力ある暮らし
が戻りつつあります。市民病院にお
いては、院長を始めとする医師、看護
師などの医療職、事務職も含めて職
員一同が一丸となって新型コロナウ
イルス感染症に対応してまいりまし

た。今後も市民の皆様の命と健康を
守る要としての役割を果たしてまい
ります。

一方、物価高が続いている中、厳し
い状況に置かれている市民の皆様や
事業者の皆様に支援をお届けするた
め、令和2年度から実施してまいりま
した新型コロナウイルス感染症対策
を含めた物価高騰支援のための事
業として、令和5年度に実施いたしま
した小中学校給食費及び保育所・幼
稚園・認定こども園等の副食費無償
化をはじめ、これまでに第1弾から第
16弾まで177事業、総額約129億円の
事業に取り組んでまいりました。これ
らの事業は、市民の皆様や事業者の
皆様に寄り添って、しっかりと支援を
行うものであり、大きな成果があった
と考えております。

本市の財政状況は、私が市政を引
き継いだ10年前、非常に厳しいもの
でした。そのため、財政を健全化させ
るべく、事務事業の徹底的な見直し
などによる歳出の削減、様々な形で
の歳入の確保など、徹底的な行財政

改革を行ってまいりました。その結
果、平成26年度から令和4年度まで
の9年間における行財政改革の効果
額は、約91億3,000万円となり、市の
財務体質は大きく改善いたしました。
市の貯金にあたる財政調整基金
の残高は、平成25年度末時点では15
億9,800万円でしたが、令和4年度末
では約45億円と29億200万円増加、
率にして約2.8倍にすることができま
した。令和4年度末の市民一人あたり
の残高は、約7万4,000円となり、これ
は名古屋市を除く県内37市中7位と、
トップクラスの順位です。
株式会社東洋経済新報社が公表し

ております都市データパック2023年
版によりますと、津島市の財政健全
度ランキングは全国792市区中195
位となり、全国で上位4分の1に入り
ました。

市の実質的な借金にあたる臨時財
政対策債を除いた市債残高につきま
しては、ピーク時の平成11年度末に
は約219億円でしたが、令和4年度末
では、約59億円と約160億円減少、率
にして約27％、約4分の1に減少させ
ることができました。これにより令和
4年度末の市債残高は、名古屋市を
除く県内37市中4番目に少ない額と

なりました。文字通り借金が減り貯金
が増え、財政の健全化が達成されま
した。

市民病院の経営安定化につきまし
ても、市民病院が海部医療圏の医療
を守る要となる中核病院としての役
割を果たすとともに、市民の皆様か
ら信頼され続けられるように、安定的
な地域医療の推進を目指し、経営改
善の取組を進めてまいりました。そ
の結果、平成29年度から6期連続で
経常収支黒字化を達成するととも
に、平成28年度末に19億円あった一
時借入金を解消することができまし
た。借金にあたる企業債残高に関し
ても、ピーク時の平成17年度末には

約161億円でしたが、令和4年度末で
は、約67億円と約94億円減少、率にし
て約42％に減少させることができま
した。

このように財政の健全化と市民病
院の経営安定化を図ってきたことに
より、市の財務体質は大きく改善し、
津島市が次なるステップへ進むため
の準備ができました。そして、令和5
年度は「まちづくり再生と子育て支
援　2大プロジェクト」を進めてまい
りました。
1つ目のまちづくり再生として、正

面玄関である津島駅周辺の暮らしの
質を高める「津島Next　Move！」事
業や、北の玄関口となる青塚駅周辺
の整備計画、天王川公園の野外ス
テージの整備などのまちづくりへの
成長投資を進めております。2つ目の
子育て支援として、子どもが産まれる
前から産み育てるまで、丸ごと応援
する全国トップクラスの「子育て支援
トータルプラン」などの子育て支援
策を実施いたしました。市民の皆様
から「天王川公園がリニューアルさ
れて芝生広場で子どもたちも伸び伸
びと遊べてうれしい」「学校給食費の
無償化はとてもありがたい」など、多
くの喜びの声をいただいております。

いります。
このような子育て家庭に寄り添っ
た手厚い支援は、まさに日本一の支
援であると自負しております。

子育てに関する情報を提供してお
ります子育て情報アプリにつきまし
ても、昨年7月にリニューアルし、子育
ての記録を保存したり、予防接種や
イベントなどの情報がプッシュ通知
で届いたりと、これまで以上に使いや
すくなりました。今後も子育て情報を
充実してまいります。

同じく昨年7月には、こども家庭庁
が推進する、子どもたちが健やかで
幸せに成長できるような社会を実現
する「こどもまんなか宣言」の趣旨に
共感・賛同し、「こどもまんなか応援サ
ポーター」として活動することを宣言
いたしました。そして、市の子育て施
策を積極的にＰＲするために、「子育
て応援キャラクター」を募集いたしま
した。このキャラクターを使用しなが
ら、子どもとともに幸せに暮らすこと
ができるまちの実現を目指してまい
ります。

教育に関しましては、「豊かな人間
性と、よりよく生きる力を身につけた
人（津島っ子）」を育成するため、確か

な学力、健康・体力、豊かな人間性の
バランスのとれた力を育む特色ある
教育を推進しております。

令和4年度には、日本初となる規模
で、プログラミング可能な人型ロボッ
トやブロックを市内全ての小中学校
に導入し、児童・生徒が楽しみながら
役に立つプログラミング学習を実施
しております。「津島・プログラミング・
プロジェクト」の頭文字をとった「ＴＰ
Ｐ」と称して、昨年8月には市内4中学
校対抗で、「ＴＰＰコンテスト　プレ大
会」を開催いたしました。各学校とも
仲間と協力しながら創意工夫を凝ら
したプログラムが構成されておりま
した。令和6年度には、市内全ての小
中学校参加による本大会を開催する
予定をしており、今から大変楽しみに
しております。

全ての小中学校に設置をしており
ますコミュニティ・スクールでは、学
校・家庭・地域が一体となって、地域ぐ
るみで子どもの成長を見守る体制を
推進しております。中学校で実施して
おります学習支援「未来塾」につきま
しては、順次、中学校において実施さ
れており、引き続き、未来に生きる子
どものために、地域総がかりで子ども
たちを育てる環境を築いてまいりま
す。

今後ますますグローバル化が進む
社会の中で、重要となる子どもたち
の国際理解教育につきましては、全
ての小学校において、県内にある8つ
全ての領事館と連携した「領事館交
流プロジェクト」を市独自の施策とし
て実施しております。令和5年度は、
日本との国交150周年を記念して、ペ
ルーの学校と約14時間の時差を超
えてオンラインでの交流を行うなど、
各学校趣向を凝らした様々な取組を
行っております。今後もより一層の国
際理解を図るとともに、国際人として
未来に飛躍する人材育成を目指して
取り組んでまいります。

近年、全国的に増加傾向である不
登校の児童・生徒に対する支援とい
たしましては、拠点となる津島市教育
支援センターを、生涯学習センター
内と児童科学館内の2か所に設置し、
多様な価値観の中で、子どもたちの
様々な学びの場や、安心して過ごす
ことができる居場所となるよう、個別
学習や相談などを行っております。ま
た、校内教育支援センター「ほっと
ルーム」は、令和4年度に神守中学
校、令和5年度に藤浪中学校、令和6
年度には天王中学校と暁中学校で開

津島神社周辺におきましては、「尾
張津島観光センター」と「旧わざ・語
り・伝承の館」の解体を進め、令和7年
度までに官民連携による新たな賑わ
い拠点の整備を進めます。

津島駅と津島神社を結ぶ天王通り
におきましては、無電柱化に向け、愛
知県との調整を継続するほか、観光
交流センターや旧いちい信用金庫
天王通支店などを活用し、シビックプ
ライド醸成拠点や、まちなか交流広
場の整備に向けた準備を進めている
ところです。市が投資主体として、マ
チナカの再生に関する各種事業を着
実に進めることで、民間による宅地
開発の増加や店舗や医療などの都
市機能の開発も促進されるものとな
ります。そのためには、市としても定
住を促進させる新規事業として人口
の増加策も含めて、暮らしの質や賑
わいあるマチナカを実現していきま
す。本年3月には、古民家や空きス
ペースなどを展示会場としたアート
展を開催いたします。様々なアー
ティスト作品の鑑賞のほか、体験型
のワークショップもあり、津島の魅力
を五感で体感することができます。

天王川公園におきましては、昨年4
月よりパークＰＦＩによる民間事業者
の管理・運営が始まりました。昨年7月
には、津島市に本社を置く株式会社
宇佐美鉱油様及びグループ企業様
から多額のご寄附をいただき、野外
ステージやジョギングコースの整備
が完了いたしました。同じく昨年7月
にオープンしたスターバックスコー
ヒーも含め、市民の皆様から「天王川
公園で、家族でのんびり過ごすことが
でき、公園の魅力がアップした」、「若
者が多く訪れるようになり、生まれ変
わった」など、多くの喜びの声をいた
だいております。

令和6年度は、多くの公園利用者に
喜んでいただいている芝生広場を拡
張する整備事業のほか、中央トイレ
や北エリアのトイレの大規模修繕を
行い、さらに快適な公園となるよう整
備を進めてまいります。また、地球温
暖化の影響を受け、夏場では夜間に
ウォーキングなど、健康づくりを行う
公園利用者が増えてきています。春
夏秋冬を含め、公園の魅力を高める
ための「ライトアップ大作戦」を展開
し、引き続き市民の皆様に愛される
公園として整備を進めてまいります。
このほか天王川公園や津島神社への
アクセス向上として、都市計画道路
である橋詰又吉線の整備も推進して
まいります。

東西南北それぞれの玄関におきま
しても、「価値」を高めるための取組
を進めております。北の玄関である
青塚駅周辺では、駅へのメインとな
る県道蜂須賀白浜線の歩道整備の
早期事業化に向けて、愛知県に力強
く要望を進めていくほか、地域住民
の方と対話をしながら、駅前広場の

約／日本」事務局は、気候変動の緩
和及び気候変動への適応に対する取
組が評価され、昨年12月に「気候変
動アクション環境大臣表彰」において
大賞を受賞いたしました。

私たちは地球人です。地球の未来
に責任を持たなければなりません。
今後もこうした取組を着実に実行し、
市民の皆様や事業者の皆様と力を合
わせ、脱炭素型社会の実現に向けて
積極的に取り組んでまいります。そし
て、2050年までに二酸化炭素の排出
量を実質ゼロとすることを目指して
まいります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和6年度当初予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

まず、予算規模でありますが、一般
会計258億円、特別会計133億4,868
万8,000円、企業会計156億6,072万
2,000円で、これら全会計を合せます
と548億941万円となり、前年度の当
初予算と比較しますと、一般会計は
6.7％の増、特別会計は0.4％の増、企
業会計は1.2％の増、全会計では
3.5％の増となっております。一般会
計の予算規模としましては、過去3番
目で、文化会館の建設を行った平成7

年度、8年度を除くと、最大の規模と
なります。

次に、一般会計の歳入であります
が、根幹を成す市税収入は、83億
3,371万2,000円で、物価高対策とし
て個人住民税の定額減税を行うこと
から、前年度比1.9％の減となってお
りますが、定額減税による減収額を
除いた本来の市税収入としては、前
年度比0.5％の増と、コロナ禍からの
回復基調が続いております。また、地
方交付税は、33億8,000万円で、前年
度比9.0％の増、一方、地方交付税の
振替措置である臨時財政対策債は、
9,000万円で、前年度比70％の減で
計上しています。

次に、歳出でありますが、義務的経
費のうち人件費は39億3,824万4,000
円で、退職手当の増などにより、前年
度比6.4％、約2億4,000万円の増、扶
助費は、68億905万9,000円で、子育
てや福祉関係の給付費の増などによ
り、前年度比4.2％、約2億8,000万円
の増、投資的経費は、30億9,666万
6,000円で、31億円にせまる投資額に
なります。具体的には、道路などの基
盤整備の充実に加え、津島駅東側駅
前広場の整備、天王川公園の大規模
改修、南小学校と神守小学校の耐震

性貯水槽の設置、神島田小学校体育
館の改修や南文化センターなど、公
共施設の長寿命化改修などで、前年
度比31.9％、約7億5,000万円の大幅
増となっています。
令和6年度は、「まちづくり再生第2

弾による成長投資」、「子育て支援
トータルプランのさらなる充実」な
ど、未来の津島へ向けて、多くの重要
事業を計上する積極予算を編成いた
しました。

このため、予算編成にあたりまして
は、市の貯金ともいえる財政調整基
金から20億5,000万円を繰り入れて
おりますが、財政調整基金の残高は、
令和5年度末で約47億円まで増加す
る見込みであり、令和6年度当初予算
への繰入後でも、27億円ほどの残高
を維持できます。

津島市の財務体質は大きく改善し
ており、着実に安定してまいりまし
た。今後につきましても、行財政改革
などに不断に取り組み、持続的な行
政運営に努めながら、必要な事業を
効果的に展開することで、つしま成長
戦略を確実に推進してまいります。

結びにあたり、今議会には令和6年
度当初予算をはじめ、条例などの諸
議案を提出しております。いずれも
市政運営に欠くことのできないもの
ばかりであります。十分ご審議の上、
適切なるご議決をいただきますよう
お願い申し上げます。

設置や住宅などが建設できる土地利
用構想を進め、駅に近い立地を活か
したまちづくりを進めていきます。今
後、まちづくりに必要な下水道や道
路等の整備に向けた具体的な検討を
行ってまいります。東の玄関では、
2027年に西尾張中央道まで開通予
定であります名古屋津島線バイパス
の整備に合わせ、生涯学習センター
と東公園一帯を、スポーツと健康を
キーワードに、広域的な玄関にふさ
わしい位置づけをし、魅力向上を目
指してまいります。西の玄関では、検
討されている木曽川・長良川新架橋
の整備促進に向け、国や県に対して
積極的に働きかけを行ってまいりま
す。

本市では、令和2年3月に「津島市
歴史的風致維持向上計画」を策定
し、本市固有の歴史的風致を守り、育
て、継承し、地域の活性化につなげる
ことを目指しております。さらに次の
ステップとして、歴史的風致である景
観を計画的かつ確実性をもって保全
するため、景観計画の策定に着手い
たしました。良好な景観形成により、

調和がとれた町並みを目指してまい
ります。

企業誘致の状況につきましては、
これまで、宇治・白浜・鹿伏兎の3区域
約21万㎡に工場等の立地を誘導す
る区域を指定し、企業誘致を積極的
に推進した結果、区域の約8割に企業
を誘致することに成功しました。引き
続き企業誘致を進めるため、昨年10
月に越津・下切区域約18万㎡、本年1
月に下新田・大縄区域約3万㎡を区域

に追加いたしました。今後、新たな区
域の追加も検討しながら、より一層
精力的に企業誘致を推進してまいり
ます。

令和6年度は、新たな企業誘致推
進区域となる周辺の歩行者の安全環
境を確保していくために、宇治百町
線と神尾金柳線の歩道整備を進めて
いく予算を計上いたしました。

神守中町・神守下町及び唐臼地区
におきましては、建ぺい率と容積率
など建物の規制を緩和し、約68万㎡
をこれまで建築できなかった建物が
建築できるようになることで、土地利
用の促進を図ってまいりました。今議
会には、さらに中地地区約4万㎡にお
いて規制緩和を行うための条例改正
に関する議案を提出しております。今
後は、愛宕地区約7万㎡においても
規制緩和に向けて進めてまいりま
す。

先ほど2大プロジェクトを牽引し、
定住を促進させる事業の内容を申し
上げました。具体的にはこれまで神
守・唐臼地区で実施しておりました居
住用の新築住宅取得に対する最大

室し、4中学校全てにおいて開室して
まいります。これにより、これまで教
育支援センターに通室していた生徒
も、学校に登校するきっかけとなり、
友達などとのコミュニケーションが
取りやすくなるほか、学校行事への
参加なども可能となるものと考えて
おります。

経済的な理由により、お子さんを
小・中学校へ就学させるのにお困り
のご家庭に対しましては、学用品費や
給食費などの費用の一部を援助する
就学援助費の受給要件を拡大し、支
援の充実を図ります。家庭の経済的
な状況によって学習の機会に差が出
ることのないような学習支援も実施
いたします。

学校教育環境につきましては、こ
れまで全ての小中学校の普通教室
などへのエアコン設置、トイレの洋式
化、県内初となる体育館へのスポット
エアコンの整備などを行っており、現
在、学校施設の長寿命化改修に取り
組んでおります。

令和5年度には、神守中学校と蛭
間小学校の体育館の長寿命化改修
を行い、令和6年度には、神島田小学
校体育館の改修と、高台寺小学校体
育館の改修に向けた実施設計を行う
ほか、天王中学校に自転車置き場を
設置します。子どもたちが安全・安心

な学校生活を送ることができるよう、
計画的に整備を行ってまいります。

また、働いているなどの理由によ
り、保護者が昼間不在となる家庭の
子どもたちが放課後や長期の休み中
に、安全で楽しく過ごすための遊びや
生活の場となる学童保育につきまし
て、8つ全ての小学校区にこどもの家
を設置しております。

平成29年度には西小学校、平成30
年度には北小学校の敷地内にこども
の家を新築し、令和4年度には、学校
から遠方の位置にあった神守こども
の家を神守小学校敷地内に新築い
たしました。令和6年度は、私が4か所
目に手がける南こどもの家の新築に
向けての実施設計業務を進めるな
ど、今後も学童保育のさらなる環境
の充実を積極的に推進してまいりま
す。

子どもたちの健康・体力を向上さ
せる取組といたしましては、これまで
実施しておりました「総合的な子ども
の基礎体力向上大作戦」、通称ＳＫＩＰ
（スキップ）を発展させ、令和4年度か
ら小中学校において、縄跳び名人を
講師として招いた縄跳び教室や、

サーキットトレーニング教室を実施し
ております。未来の担い手としてたく
ましく生き抜くために、必要な健康と
体力をつけることを目指します。

健康・体力のもととなる学校給食に
つきましては、平成27年度から、「津
島市給食献立コンクール」を実施し、
児童生徒の考えた献立を給食に取り
入れております。子どもたちに安全・
安心な食を提供するため、有機農産
物を使用したオーガニック給食につ
きましても、段階的に導入を進めて
おり、子どもたちに笑顔で給食を食
べてもらえるよう、栄養バランスに優
れた心のこもった美味しい学校給食
を提供してまいります。

少子化対策として、若者に出会い
の機会を提供するため、尾張津島天
王祭宵祭開催日に、県内在住または
在勤の独身者を対象に、「天王祭de
ご縁結び」を開催する予定をしており
ます。

多くの学生が奨学金を受給し、就
職後、返還している状況の中で、企業
が従業員への奨学金返還支援制度
を導入することは、学生が企業選び
をする際の大きなポイントとなりま
す。このため愛知県では、令和6年度
から中小企業の人材確保を図ること
を目的に、従業員の奨学金返還を支
援する中小企業を対象に補助制度を
創設いたします。対象とする中小企
業等は、県への企業登録が必要であ
りますので、市といたしましても市内
中小企業等に積極的に働きかけてま
いります。

進め、北小学校においては、文化会
館に設置されている100トンの貯水
槽を活用いたします。今後も引き続
き全ての小中学校への設置に向けて
計画的に進めてまいります。

また、災害が発生した際の避難所
での生活のため、避難所用の資機材
を市で備蓄しております。寒い時期
の避難に備え、毛布や新たに簡易寝
袋も備蓄して寒さ対策を強化いたし
ます。大切な家族の一員であるペッ
トも一緒に避難することができるよ
う、公共施設のうち1か所をペットと
の同室避難所とするほか、指定避難
所である8小学校でも、ペットと同行
避難をされることを想定し、ケージや
ワンタッチテントなどの資機材を整
備いたします。

自宅から指定避難所まで離れてい
ることや、普段行き慣れない避難所
へ行くことへの不安を解消するた
め、県内初の取組として、民間施設を
緊急避難場所として活用し、緊急時
に速やかに避難できる体制を強化し
てまいります。

市役所本庁舎につきましては、災
害時には災害対策本部として機能さ
せる必要があることから、耐震化を
実施したほか、非常用の電源設備の
整備を行ってまいりました。災害時の
重要な施設である消防庁舎や、避難
所としても重要な錬成館をはじめ、主
な公共施設についても耐震化を実施

してまいりました。

災害対策本部においては、市民の
皆様の命を守るため、国・県・市が保有
する情報を一元化する必要があるこ
とから、様々な情報を一元的に可視
化できる防災支援システムを令和4
年度に構築いたしました。このシステ
ムを地域の自主防災組織と連携しな
がら活用していくことで、地域の減災
に結び付けてまいりたいと考えてお
ります。また、災害情報を市民の皆様
にお知らせするため、災害時の緊急
情報、避難所の開設状況、道路の冠
水状況の情報などを見ることができ
る防災情報専用サイト「つしま防災
ポータル　まもるくん」を新設いたし
ました。スマートフォンからでも閲覧
できますので、是非ご活用ください。
令和6年度より、75歳以上の高齢
者等、災害弱者の方々のうち、希望さ
れる方に対しては、緊急時に防災情
報が流れる専用ラジオを無償で貸し
出す事業を開始いたします。防災情
報を受信すると自動的に電源が入る
ものであり、情報をいち早く市民の
皆様が受けとっていただくことが可
能となります。

市では、災害時の情報収集にド
ローンの活用も進めております。災
害現場に行くことができない場合で
も、ドローンを飛行させて映像を撮
影し、その映像を災害対策本部で確

認することができることから、ドロー
ン人材20名の育成を目指し、令和4年
度から市職員のドローン操縦資格取
得に取り組んでおります。

災害時に避難場所として利用でき
る場を確保するため、現在、神守地区
において、都市公園の整備を行って
おります。神守小学校北エリアに約
2,500㎡、神守こども園西エリアに約
1,800㎡の広さの2つの公園につきま
しては、マンホールトイレ、東屋を設
置し、まもなく完成いたします。さら
に神守支所東エリアにも、約2,200㎡
の広さの3つ目の公園を整備するた
め、令和6年度から着工いたします。
今後はさらに神守中学校南エリアに
約4,500㎡の広さの4つ目の公園整
備を進めてまいります。

消防本部では、市民の皆様の命を
守るため、防災力の強化を図ってお
ります。本市の消防本部は、市域のほ
ぼ中央に位置しております。日光川
東側の一部の地域においては、救急
車の現場到着までの時間が課題と
なっておりました。そのため、交通量
が多い平日昼間帯に、神守支所に救
急車を待機させる救急ステーション
の実証運用を、昨年8月から本年3月
22日まで行っております。実際に救

配信を行うことで、効果的な情報発
信を行っております。

また、愛知大学や津島東高校と連
携し、「津島の魅力PRデザイン開発
プロジェクト」として、PR用ステッ
カーのデザイン制作を行っているほ
か、副業人材を活用し、PRちらしの
デザイン力を高めるとともに、津島
の魅力を広く動画配信しております。
今後も本市の「価値」をさらに高める
ため、「魅力マシマシ津島市」を積極
的に発信してまいります。

ふるさと納税の返礼品において
も、地場産業の活性化と地元特産品
のＰＲのため、全国に向けて積極的に
発信しております。特に、あらかじめ
蓄電ができ、災害時等の備えとして
役立つポータブル電源は大変好評で
あり、昨年12月に新たな返礼品とし

て加えた結果、12月のみで約5,400万
円のご寄附をいただいております。
今後もより一層の返礼品の充実のた
め、様々な工夫を凝らしながら取り組
んでまいります。

市が実施する地方創生プロジェク
トに対して企業から寄附をいただく
企業版ふるさと納税につきましても、
複数の企業から多額のご寄附をいた
だき、子育てや文化の継承、公園の
整備など、様々な分野で活用してお
ります。さらなる寄附をいただけるよ
う、引き続き企業に対して積極的に
働きかけを行ってまいります。

地域におきましては、交通安全や
防犯、福祉など、様々な課題解決に向
けて取り組んでいただいております
コミュニティ推進協議会等に対する
補助金を増額し、活動を支援いたし
ます。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」についてご説明申し上げま
す。

令和3年12月に策定いたしました
都市計画マスタープランでは、将来
に向けたまちづくり戦略として、津島
駅周辺を正面玄関として位置づける
とともに、市内の東西南北を玄関とし
て位置づけました。

昨年3月には、本市と名古屋鉄道株
式会社、ＵＲ都市機構の三者で、県内
初となる地域の持続的発展を目的
に、鉄道と連携したまちづくりを進め
ていく包括連携協定を締結しまし
た。名古屋鉄道株式会社とは、これま
でも「つしまちあるきキャンペーン」
など、本市の観光面でも協力を頂い
ているほか、ＵＲ都市機構を含めた三
者では、津島駅周辺でのマチナカの
再生に向けた社会実験でも協働の立
場でご参画いただいています。この
三者で同じまちづくりへのベクトル
を共有し、さらに進んだ未来に繋がる
事業を展開してまいります。それに
向け、令和5年度は、まちづくり再生
元年と位置付け、津島玄関まちづく
り構想「ゲートウェイプロジェクト」の
推進のため、津島市の「価値」を高め
る成長投資を行いました。さらに令
和6年度では、次へのステップ「まち
づくり再生」第2弾として、プロジェク
ト推進のための取組を加速してまい
ります。

津島駅周辺の正面玄関におきまし
ては、駅の東側に駅前広場・市民の交
流広場を整備するため、用地買収を
行ってまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いてご説明申し上げます。

 
この地域は、高い確率でマグニ
チュード8～9クラスの巨大地震が発
生することが予測され、地震による甚
大な被害が発生することが予想され
ております。また、近年、全国各地で
大雨による被害も頻発している中、
市民の皆様を誰一人として取り残す
ことのないよう、防災・減災対策を行
う必要があります。

災害時には、自助・共助・公助の3つ
が必要となります。大規模災害時に
は、救援物資が届くまでに時間を要
することから、自分の命は自分で守る
ことができるよう、日頃から7日分程
度の食料や、資機材などの備蓄と
いった「自助」の取組をお願いいたし
ます。能登半島地震では倒壊した家
屋の下敷きになった方が犠牲者の大
半を占めることが判明しました。市で
は地震から身を守るために、住宅の
無料耐震診断や住宅の耐震改修へ
の補助を行っております。令和6年度
は耐震診断に関する予算を5割増し
にするとともに、耐震改修の補助金
を100万円から150万円に大幅に拡
充するなど、耐震改修や除却に関す
る予算を2.7倍にし、市民の皆様の安
全を守ってまいります。また、災害時

に備え、窓ガラスが割れた際の破片
の飛び散りを防ぐための飛散防止
フィルムの貼り付けや、家具の転倒
防止金具の取り付けを無償で行って
おります。ご自身の命を守るため、ま
だ対策がお済みでない場合は、是非
ご利用ください。

市では、毎月第3日曜日を「家庭防
災の日」と定め、防災教室を定期的に
開催し、家庭において防災について
話し合うことを進めています。避難経
路や備蓄品の確認、家庭でできる対
策などについて話し合い、防災意識
を高めるきっかけとしていただきま
すようお願いいたします。
災害が起こった際、ご自身の力だ

けでは避難所へ避難することが困難
な方々につきましては、一人ひとりに
対して個別避難計画を作成し、地域
で活用することで取り残すことなく、
人的被害を最小限にとどめられるよ
う、地域で支援する「共助」の体制の
確立に全力を尽くしてまいります。

災害時にうろたえることなく行動
するためには、平時から訓練をしてお
く必要があります。自主防災組織を
はじめ、様々な主体と協働して防災
訓練を実施いたします。訓練には、
ゲーム形式も取り入れながら、いざと
いう時にきちんと実践できるような
内容としてまいりますので、積極的な
ご参加をお願いいたします。

なお、自主防災組織は、地域の防
災において、大変重要な役割を担っ
ております。近年の物価高騰の状況
等をふまえ、各小学校区の自主防災
組織の体制強化のため、令和6年度
より補助金を増額いたします。さらに
自主防災組織や町内会に所属する防
災関連委員の皆様が、万が一活動中
に怪我をしてしまったときなどに備え
て、市の負担で傷害保険及び損害賠
償保険に加入することで、より安心し
て活動していただくことができます。

「自助」・「共助」に加え、市では「公
助」といたしまして、災害時における
飲料水の確保のため、平成26年度か
ら水道管の耐震化を実施しておりま
す。これまでに災害時に避難所とな
る、東小学校・西小学校・南小学校・北
小学校・神守中学校・神守小学校をは
じめ、災害時の重要施設である市役
所、市民病院などへの水道管の耐震
化に対し、20億円を超える投資を
行ってまいりました。配水場から離れ
た地域である神島田小学校、高台寺
小学校、蛭間小学校には約3億円を
投資して耐震性貯水槽を設置いたし
ました。令和6年度には、南小学校と
神守小学校への設置工事を実施す
ると同時に、令和7年度、東小学校、西
小学校への設置に向け実施設計を

急車の到着時間が短縮するなどの効
果が出ており、地元の方からも好評
いただいておりますので、引き続き
運用を進めてまいります。

他の消防本部との連携・協力も進
めており、海部地域の消防本部とは
合同訓練や勉強会を開催しておりま
す。令和7年度からは津島市ほか名古
屋市を含む7消防本部と指令業務の
共同運用を開始します。これにより、
消防力の強化による住民サービスの
向上が期待できます。また、愛西市と
は、はしご車の共同整備についても
進めており、実現すれば県内初の試
みとなります。

地域防災に欠かすことのできない
消防団につきましては、消防団員の
訓練のための出動報酬を増額し、新
たな団員の確保に向けて充実を図る
とともに、神島田分団車庫の新築移
転に向けての準備を進めてまいりま
す。
このように、市民の皆様一人ひとり
に寄り添った防災対策を行ってまい
ります。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」についてご説明申し上げます。

本市は、津島神社や数多くの寺院、
歴史的な町並み、ユネスコ無形文化

遺産に登録された「尾張津島天王祭
の車楽舟行事」をはじめとする四季
折々の祭りをはじめ、市内各所に伝
承されている祭り、そして市民の皆様
に愛されている天王川公園や津島神
社など、誇るべき数多くの地域資源
が市内全域にあります。これらは他の
自治体にはない本市の大きな強みで
あります。

このような歴史的・文化的な遺産
を、地域総がかりで継承していくた
め、文化財保存活用地域計画の策定
に着手いたします。尾張津島天王祭
などの大規模な祭りだけではなく、市
内各地域の山車や神楽、市民の皆様
の生活の中に息づく文化など、地域
ごとに調査を実施して掘り起こしを行
い、保存・活用に向けて検討してまい
ります。

市の指定文化財である氷室作太夫
家住居につきましても、貴重な文化
財を後世に引き継ぐため、保存と活
用に関する方針を定める保存活用計
画を策定してまいります。

本市において祭りは誇るべきもの
であります。祭りを今後も維持すると
ともに、体制を強化するため、尾張津
島天王祭及び尾張津島秋まつりの関
係団体に対する報償費を増額し、活
動を支援いたします。

本市にゆかりがある世界的な芸術
家である横井照子さんは、本年で生
誕100周年を迎えます。その節目とな
る年に、その偉業を顕彰するととも
に、本市の文化振興に向けた機運を
醸成するため、本年11月に横井照子
展を開催いたします。数多くの素晴ら
しい芸術作品に触れることができま
すので、是非楽しみにしてください。

本市は、東海三県寺密度ナンバー
ワンであることを活かして、平成30年
度より御朱印イベント「津島てら・まち
御縁結び」を開催し、令和6年秋に第
20回目を迎えます。これを記念して、
「第20回津島てら・まち御縁結び記念
事業」を実施し、本市の魅力向上を図
ります。

こういった本市の魅力を、より多く
の方に知っていただくため、プロモー
ションにも力を入れております。ふる
さと津島応援広報大使である津島市
出身の神野大地選手には、本市の魅
力をＳＮＳ等で広く発信していただい
ております。

令和5年度には、市の公式ＬＩＮＥの
機能を拡大し、情報を伝えたいター
ゲットに対して、それぞれのニーズに
マッチした情報を配信するセグメント

令和6年度
施政方針

▲被災地に向かい活動を行った
津島市民病院災害派遣医療チーム

徹底した行財政改革
～市の財務体質は大きく改善～
平成26年度から令和4年度までの

約91億3,000万円

の小学1年生から3年生の児童に見
守り用の端末を無料で配布し、サー
ビスを開始したところであります。市
内全域における地域ＢＷＡの活用は
県内初となります。今後、高齢者の皆
様にも対象を拡大していくとともに、
見守りだけでなく、観光やまちづくり
の分野にも活用の範囲を広げてまい
ります。

ここ数年のコロナ禍においては、
感染防止のために不要不急の外出
自粛が求められ、その結果、地域活動
の縮小や、人との交流の減少といっ
た影響を及ぼしました。外出機会の
減少は、身体機能や認知機能の低下
が見られる「フレイル」の状態となる
方を増加させる恐れがあります。そ
のため、高齢者の皆様が、総合保健
福祉センター、生涯学習センター、神
島田公民館を使用する際の使用料を
半額にいたします。そして外出の機
会を増やしていただくとともに、総合
保健福祉センターにおいて交流する
ことができる拠点整備を行うなど、社
会参加の促進を図ってまいります。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どにマイカーを使うことができない、
あるいは今後使うことができなくな
る75歳以上の高齢者、移動が困難な
障がい者、妊産婦の皆様を対象とし
て、外出時のタクシー料金が半額と
なる、「津島おでかけタクシー事業」
を、昨年1月より開始いたしました。開
始より1年が経過し、これまでの利用
実績の累計は2万5,000件を超え、利
用登録者数も3,200人を超えており、

大変好評をいただいております。

障がいのある方への支援といたし
ましては、身体障がい、知的障がい、
精神障がいに加えて、難病、発達障が
い、強度行動障がい等、障がいのあ
るご本人やその家族の各種ニーズに
対応できる総合的な相談支援や専門
的な相談支援などを行う基幹相談支
援センターを、総合保健福祉セン
ターに設置いたします。
障がいのある児童への支援といた

しましては、障がいのある児童やその
家族への相談、障がい児を預かる施
設への援助・助言などを行う地域の中
核的な療育施設である児童発達支援
センターの設置に向け、未利用となっ
ております旧津島市立津島幼稚園の
民間活用を進めてまいります。

ここまでは、「つしま成長戦略」とし
て掲げた5つの項目に沿って説明し
てまいりました。このように、全ての
市民の皆様が心身ともに満たされた
状態である「ウェルビーイング」とな
ることを目指して取り組んでまいり
ます。

続きまして、この「つしま成長戦
略」の推進と並行して進めていくべ
き内容についてご説明いたします。

まずは、市民サービスの向上につ
ながるデジタル化です。社会が非常
に速いスピードで変化していく中、デ
ジタル技術を活用しながら従来の制
度等を変革し、様々な課題を解決す

るデジタル・トランスフォーメーション
「ＤＸ」を推進することが求められます。
本市では、デジタル技術を活用し

た窓口改革として、役所に「来ない」、
書類を「書かない」、手続きを「待た
せない」行政サービスの実現を目指
しております。令和4年度には、住民
票等のコンビニ交付、タブレット端末
による申請システム、「出生コー
ナー」や「おくやみコーナー」での窓
口ワンストップサービス、窓口の
キャッシュレス化などを導入いたしま
した。「出生コーナー」や「おくやみ
コーナー」は、専用カウンターを設置
して様々な部署で必要な各種手続き
をワンストップで行うことができるた
め、大変好評をいただいております。
令和6年度には、コンビニ交付の対象
サービスに所得課税証明書・納税証
明書を追加し、さらに市民サービス
の充実を図ることにより、「デジタル
化で、しあわせ実感都市、つしま」の
実現を目指してまいります。

このようなデジタル技術の活用
は、市民の皆様の利便性を向上させ
るだけでなく、職員の働き方改革に
もつながります。令和6年度は、ＡＩを
活用した議事録作成支援システムを
導入することで、効率化できる部分
はデジタルに任せ、市民の皆様との
対話や、新たに実施する事業の検討
など、職員は職員にしかできない業
務を担うことで、市民サービスのさら
なる向上を図ってまいります。

他自治体との連携についても進め
ております。藤まつりにおける江南市
や岐阜県羽島市との連携、ひつじサ
ミット尾州における一宮市や岐阜県
羽島市との連携、岐阜県海津市コ

新型コロナウイルス感染症対策・
物価高騰支援のための事業
第１弾～第16弾

177事業、総額約129億円

9年間の効果額
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令和6年度は、次へのステップ第2
弾として、「まちづくり再生」につきま
しては、津島神社周辺の新たな賑わ
い拠点、観光交流センター周辺の新
たな交流拠点の供用開始に向け、賑
わいの「核」となる拠点の整備がいよ
いよ動き出します。本市の「価値」を
高め、わくわくするまちづくりを進め
てまいります。
「子育て支援」につきましては、第2
子以降の保育料の完全無料化、3歳
から5歳児までの保育所・幼稚園・認定
こども園等の副食費の半額補助及び
市立小中学校の給食費の完全無償
化、0歳児を対象としてご希望の子育
て用品を無料で自宅にお届けする
「子育てサポート選べる無料定期便」
など、全国トップクラスの子育て支援
を引き続き展開し、安心して出産、子
育てができる環境づくりを進めてま
いります。

そして、この2大プロジェクトを牽
引し、定住を促進させる新規事業を
実施いたします。事業の内容としまし
ては、後ほど詳しくご説明いたします
が、津島駅周辺の旧津島エリア、地区
計画区域の神守、唐臼エリアにおい
て新築住宅を取得した方やリフォー
ムをした方に要件に応じて補助金を
交付するもので、本市への定住を促
進させ、人を呼び込むまちづくりを目
指してまいります。

昨年、ハラスメントや不適切発言

のない働きやすい職場を築いていく
ため、過去10年間にわたる実態調査
として、職場環境改善のためのアン
ケート調査を実施いたしました。第三
者委員会からいただいた最終報告書
の、研修の実施、弁護士による相談窓
口の創設などを含む7つの提言に、専
門家の支援を受けながら、しっかりと
着実に対応し、ハラスメントのない職
場の環境改善に取り組んでまいりま
す。
令和6年度に実施する主な施策に

ついて、「つしま成長戦略　第3弾」と
して掲げている5つの項目ごとにご説
明いたします。
まず、「つしま成長戦略」の1点目、

「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついてご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、本市の
「宝」です。子どもたちの健やかな育
成を図り、「子育てするなら、つしま」
の実現に向けて邁進してまいりま
す。そのため令和5年度より、子ども
が産まれる前から産み育てるまで、
丸ごと支援を行う「子育て支援トータ
ルプラン」として、5つの子育て支援
策を実施しております。
1つ目の支援は、18歳まで所得制

限なしの子ども医療費完全無料化の

継続。2つ目の支援は、第2子以降の
保育料も所得制限なしの完全無料
化。3つ目の支援は、3歳から5歳児ま
での保育所・幼稚園・認定こども園等
の副食費の半額補助及び市立小中
学校の給食費の無償化。4つ目の支
援は、0歳児を対象としてご希望の子
育て用品を無料で自宅にお届けする
「選べる無料定期便」。5つ目の支援
は、保育所・認定こども園等における
使用済み紙おむつの保護者持ち帰り
の廃止です。
3つ目の保育所・幼稚園・認定こども
園等の副食費及び市立小中学校の
給食費につきましては、昨年4月から
6月までは半額を無償化し、7月から
本年3月までは、物価高騰の影響を
受けている子育て家庭を支援するた
め、完全無償化に拡大いたしました。
市立小中学校の給食費につきまして
は、令和6年度につきましても、完全
無償化を継続いたします。
これらの5つの子育て支援のほか、
年齢期に応じた様々な支援を実施し
ております「こんにちは赤ちゃん訪
問」では、子育てを応援するため、「お
めでとう」の気持ちを込めて、生後2
か月を迎える赤ちゃんのいる全ての
ご家庭を訪問しており、大変好評を
いただいております。これらの支援
は、令和6年度も継続してまいりま
す。

また、令和6年度より、「こども家庭
センター」を総合保健福祉センター
の2階に開設し、母子保健と児童福祉
の機能を一体的に運営することで、
両部門が連携・協働を深め、切れ目の
ない支援を行うための相談体制を強
化いたします。さらに相談支援だけ
でなく、支援を必要とされる全ての
子どもたちや妊産婦の皆様等へのサ
ポートプランの作成、多様な家庭環
境への支援体制を充実・強化するた
めの地域資源の開拓なども担ってま

ミュニティバスの津島駅への乗り入
れなど、自治体の枠を超えた連携・協
力を推進してまいります。

市政運営を進める上で、最も重要
なことは、市民の皆様の声を聞くこと
だと考えております。そのため、市民
の皆様の声をお聞きする機会とし
て、令和4年度と令和5年度にタウン
ミーティングを開催いたしました。令
和4年度には、市内8つのコミュニティ
推進協議会それぞれと、令和5年度に
は、市内で定期的に活動する団体を
対象として15回開催いたしました。令
和6年度につきましても私が自ら市
政について市民の皆様にご説明する
機会を設けます。是非ご参加ください。

市民の皆様が安心して暮らすため
には、様々な人権課題が解消され、一
人ひとりの人権が尊重されることが
重要であります。人権啓発や地域住
民の福祉の向上、交流の拠点施設で
ある南文化センターは、建物及び設
備の老朽化に対応するため、大規模
改修工事を実施してまいります。今
後も新たに生まれ変わる南文化セン
ターにおいて、地域交流促進事業や
生活上の相談事業の充実を図ってま
いります。
また、産業廃棄物処理施設等を設
置する際に、事業者と関係住民とのト
ラブルを防ぐための条例を制定して
まいります。

職員の声を聞く場も設けておりま
す。令和4年度からは、若手・中堅職員
との意見交換会を開催し、担当業務
で日頃感じていること、将来の自分
や市政運営に対する考え方などにつ
いて意見交換を行っております。今

後も、職員の声に耳を傾け、風通しの
良い職場環境づくりに取り組んでま
いります。

職員が事務改善や施策等の提案
を行うことができる職員提案制度に
つきましても、自分らしさや新しい視
点を自ら取り入れて働き方を工夫す
る「ジョブ・クラフティング提案制度」
として、令和5年度からリニューアルいた
しました。「Go Beyond Yourself～
昨日の自分を超えろ～」をキャッチフ
レーズとし、電子システムからの提案
を導入したほか、職員投票や若手職
員による審査委員会を設置するな
ど、より一層活用しやすい制度とな
り、令和5年度には、9件の提案があり
ました。職員の「Not Yet（まだできる）」
の精神を育みながら、創造力や研究
心、市政運営への参加意欲の向上を
目指しております。

私たちは、私たちが暮らすこの地
球の環境を守り、急速に進む地球温
暖化に歯止めをかけることを考えな
ければなりません。本市では、これま
でも地球温暖化対策として様々な取
組を実施してまいりました。市役所本
庁舎における省エネ効果の高い空調
設備への改修。市民病院における空

調用熱源の更新やＬＥＤ照明等の導
入。市が管理する全ての道路灯・公園
灯の照明ＬＥＤ化。市内全ての小中学
校の教室や体育館の照明ＬＥＤ化な
どを行ってまいりました。令和5年度
には、本庁舎、生涯学習センターなど
27施設の照明をＬＥＤ化するととも
に、総合保健福祉センターへの太陽
光パネルと蓄電池の設置に向けた取
組を開始いたしました。公用車につ
きましても、これまで保有している電
動車5台に加え、令和5年度には2台
の電気自動車を導入いたしました。
令和6年度にはさらに6台の電気自動
車を導入するなど計画的に更新を進
め、2030年までには全ての公用車を
電動車とすることを目指してまいり
ます。町内会や自治会に対しまして
も、令和5年度より防犯灯の設置・更
新にかかる補助の基数制限を撤廃
し、ＬＥＤ化の促進を図っております。

そのような中、昨年7月に首長が気
候変動・エネルギー政策に取り組むこ
とを誓約し、具体的な取組を積極的
に進めていく国際的な仕組みである
「世界気候エネルギー首長誓約（世
界首長誓約／日本）」の誓約書に、名
古屋大学にて署名いたしました。今
後、具体的な目標達成方策などに関
する「気候エネルギー行動計画」を
策定し、取組を推進してまいります。
なお、本市を始めとする「世界首長誓
約／日本」誓約団体と、「世界首長誓

画の策定を進めております。さらに
今後の東公園一帯の再整備に向け
て、スポーツ施設整備方針の検討も
行います。本年4月には、社会教育課
内に東公園整備推進室を設置すると
ともに、東公園一帯の整備に関する
業務推進のためのアドバイザーを招
聘いたします。

スポーツを行うための環境整備と
して、葉苅スポーツの家及び生涯学
習センターには、夏の暑い時期でも
安心してスポーツを楽しんでいただ
くことができるよう、壁掛けタイプの
スポットエアコンを整備いたします。
さらに生涯学習センターにおいて
は、屋外運動場やオムニコートの全
面的な改修も実施いたします。生涯
を通じて気軽にスポーツに親しむこ
とができるよう、引き続き生涯スポー
ツの推進を図ってまいります。

医療や介護が必要になった場合で
も、できる限り住み慣れた地域や自
宅で暮らし続けたいという願いを実
現するため、市では住まい・予防・生活
支援・医療・介護の5つの要素を一体
的に提供する、地域包括ケアシステ
ムの推進を図っております。海部医
療圏の7市町村が共同し、本市の神
守支所の1階に設置している「海部医
療圏在宅医療・介護連携支援セン
ター」において、在宅医療や介護
サービスなど、関係機関の切れ目な
い連携を行っております。

昨年12月に、本市と名古屋大学医
学部附属病院において、「社会保障
費の抑制を目指す共同研究プロジェ
クト」の開始に伴う締結式を行いまし
た。この事業は、ＮＨＫ、公共メディ
ア、新聞など、マスコミにも全国ネッ
トで取り上げられ、注目の事業となっ
ております。本市の65歳以上の住民
データから重症・重度化要因を特定
し、その要因に対する介入プログラ
ムを実施することで、社会保障費の
抑制にもつなげようというプロジェク
トであります。高齢者人口の増加に
よる介護需要の増大と介護人材の不
足が叫ばれる中、医療・介護のデータ
を分析・解析し、対策を講じていくこ
とは、超高齢社会を迎える上でさら
に重要となってまいります。今後も市
民の皆様の健康が一番！「健康応援
都市」を目指してまいります。

認知症の高齢者への支援といたし
ましては、令和5年度より、万が一他
人に怪我を負わせてしまったり、他人
のものを壊してしまったりしたときに
備えて、認知症の方などを被保険者

とする個人賠償責任保険に市の負担
で加入いたしました。行方不明にな
る恐れのある高齢者に対しては、自
宅に帰れなくなった際に早期発見、
保護できるようＱＲコード付きのラベ
ル・シールを配布いたしました。2025
年には高齢者の5人に1人が認知症に
なるとの予測もあり、認知症となって
も安心して暮らすことができる環境
を引き続き整えてまいります。

高齢者をはじめ、市民の皆様の安
心を守るため、昨年の11月に、株式会
社ottaと西尾張シーエーティーヴィ
株式会社と「見守りサービスの推進
に関する協定」を締結いたしました。
見守りサービスは、無線システムで
ある地域ＢＷＡを活用し、小さな見守
り用端末を持っている児童が、市内
のお店や企業などの見守りスポット
の周辺を通過したり、見守りアプリを
登録したスマートフォンなどとすれ
違ったりすることで、見守り端末の位
置を記録するものです。まずは市内

100万円の補助制度を、大幅に拡充
いたします。令和6年度からは、対象
区域を居住誘導区域と、市内にある
16団地に拡大いたします。対象者に
つきましても、これまでの新築住宅を
取得された方だけでなく、中古住宅
取得後にリフォームする方、中古住宅
を賃貸後リフォームする方も対象と
いたします。市内にある団地では、高
齢化や建物の老朽化が進んでおり、
日光川東エリアの青塚団地、喜多神
団地、葉苅団地、宇治団地、神守団
地、みずほ団地、こがね団地、下切住
宅、江南団地、百島団地、みどり台団
地の11団地と、日光川西エリアの永
宝団地、さかえ団地、上春日台団地、
下春日台団地、東愛宕住宅の5団地
の合計16団地の再生を、新しい居住
誘導施策で積極的に推進してまいり
ます。

補助金の加算要件につきまして
も、若年の子育て世帯が親世帯の近
くに居住することを後押しするため
に、親世帯と同居・近居の場合の加算
を設けるほか、地元事業者の活性化
のために、市内の事業者が施工した
場合にも、さらに加算をいたします。
補助金額は、新築住宅を取得した場
合や中古住宅を取得後リフォームし
た場合、最大150万円。中古住宅を賃
貸後リフォームする場合、最大170万
円となります。空き家対策のための
空家解体促進費補助金に関しても、
20万円から2.5倍の50万円に大幅に
増額いたします。この補助金は新築
住宅を取得した場合、併用ができ、最
大200万円となります。本市に居住す
る大きな後押しとなり、さらなる定住
促進につなげてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」についてご説明申し上げます。

津島市民病院は、この地域になく
てはならない病院として、海部医療
圏の医療を守る要となる中核病院と
しての役割を果たしております。私は
設置者として、市民の皆様から信頼
され続けるために取り組んでまいり
ました。新型コロナウイルスの感染
が拡大した時期は、市民の皆様の健
康な暮らしを守るために、医療従事
者が最前線に立って対応しました。市
民病院が今後も役割を果たしていく
ためには、経営の安定化を図ること
が必要不可欠です。
冒頭にも申し上げました通り、市民
病院の経営改善に取り組んできた結
果、平成29年度から6期連続で経常
収支黒字化を達成することができま
した。平成28年度末には約19億円
あった一時借入金につきましても令
和2年度に解消しております。

令和4年7月には、アフターコロナ
を見据えながら病院全体の課題を組
織横断的にマネジメントするため、経
営戦略部戦略企画室を設置しており
ます。医師や看護師、事務職も一体と
なって、ポストコロナに対応しながら、
積極的に経営強化を図っておりま
す。引き続き質の高い医療を提供し
ていくため、市と病院が一体となっ
て、安定的な運営を行ってまいりま
す。

市民の皆様がいつまでも健康で暮

らしていただくには、まずは一人ひと
りの健康づくりが重要となります。そ
のため、市では「笑顔で健幸大作戦！」
と銘打ち、スマートフォンのアプリを
活用して、毎日の歩数の記録や、自分
で決めた健康目標へのチャレンジな
ど、一人ひとりの健康習慣を応援して
おります。
昨年8月には、誰もが気軽に楽しく
体を動かすアイデアを募集する「こ
れってステップ？！コンテスト」を開催
いたしました。ウォーキングの可能性
を広げてステップを取り入れたアイ
デアなど、入賞アイデアは市内の
様々なところで展開してまいります。
現在、各小学校区別のウォーキング
コース作成に向けて、市民の皆様と
一緒になって検討しております。令和
6年度には、各小学校区で完成した
コースを巡るウォーキングイベント
を実施してまいります。

健康増進には、スポーツも非常に
有効です。市民の皆様が気軽に健康
づくりや体力づくりが行えるよう、ま
た、競技スポーツの技術向上につな
げていくことなど、スポーツ環境の充
実を図るため、現在、スポーツ推進計

令和6年第1回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、当初予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

市民の皆様からの厚いご信任を賜
り、市長3期目の職務に就かせていた
だき、任期の半ばである2年が経過し
ようとしております。市民の皆様から
お寄せいただきました信頼とご期待
にお応えするため、私のマニフェスト
としてお示しさせていただきました
「つしま成長戦略　第3弾」に掲げた
取組を加速させていくことが、私に
課せられた使命であり、決意を持って
「魅力マシマシ津島市」をキーワード
に、津島市のさらなる発展に全力を
尽くして、取り組んでまいる所存であ
ります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

さて、1月1日午後4時10分頃に、石
川県能登地方でマグニチュード7.6、
最大震度7の地震が発生しました。こ
の度の地震で、お亡くなりになられた

皆様に心からお悔やみを申し上げま
すとともに、被害に遭われた皆様に
お見舞いを申し上げます。
本市におきましては、発生日の夜

に消防職員が第1次緊急消防援助隊
として被災地支援に向かい、その後
も随時出動したほか、津島市民病院
の医師・看護師・薬剤師・臨床工学技
士がチームを組み、津島市民病院災
害派遣医療チームＤＭＡＴ隊として、
能登総合病院に向かい、被災者の皆
様に寄り添った活動を行っておりま
す。被災地への支援につきましては、
主に愛知県が被災地のニーズを踏ま
え調整を行っており、本市において
は、被災地への職員の派遣や市営住
宅の提供、ライフラインが途絶えて
いる高齢者施設入所者の受け入れ
など、速やかに対応をしております。

新型コロナウイルス感染症が5類
感染症に移行となり、経済活動の正
常化が進み、以前の活力ある暮らし
が戻りつつあります。市民病院にお
いては、院長を始めとする医師、看護
師などの医療職、事務職も含めて職
員一同が一丸となって新型コロナウ
イルス感染症に対応してまいりまし

た。今後も市民の皆様の命と健康を
守る要としての役割を果たしてまい
ります。

一方、物価高が続いている中、厳し
い状況に置かれている市民の皆様や
事業者の皆様に支援をお届けするた
め、令和2年度から実施してまいりま
した新型コロナウイルス感染症対策
を含めた物価高騰支援のための事
業として、令和5年度に実施いたしま
した小中学校給食費及び保育所・幼
稚園・認定こども園等の副食費無償
化をはじめ、これまでに第1弾から第
16弾まで177事業、総額約129億円の
事業に取り組んでまいりました。これ
らの事業は、市民の皆様や事業者の
皆様に寄り添って、しっかりと支援を
行うものであり、大きな成果があった
と考えております。

本市の財政状況は、私が市政を引
き継いだ10年前、非常に厳しいもの
でした。そのため、財政を健全化させ
るべく、事務事業の徹底的な見直し
などによる歳出の削減、様々な形で
の歳入の確保など、徹底的な行財政

改革を行ってまいりました。その結
果、平成26年度から令和4年度まで
の9年間における行財政改革の効果
額は、約91億3,000万円となり、市の
財務体質は大きく改善いたしました。
市の貯金にあたる財政調整基金
の残高は、平成25年度末時点では15
億9,800万円でしたが、令和4年度末
では約45億円と29億200万円増加、
率にして約2.8倍にすることができま
した。令和4年度末の市民一人あたり
の残高は、約7万4,000円となり、これ
は名古屋市を除く県内37市中7位と、
トップクラスの順位です。
株式会社東洋経済新報社が公表し

ております都市データパック2023年
版によりますと、津島市の財政健全
度ランキングは全国792市区中195
位となり、全国で上位4分の1に入り
ました。

市の実質的な借金にあたる臨時財
政対策債を除いた市債残高につきま
しては、ピーク時の平成11年度末に
は約219億円でしたが、令和4年度末
では、約59億円と約160億円減少、率
にして約27％、約4分の1に減少させ
ることができました。これにより令和
4年度末の市債残高は、名古屋市を
除く県内37市中4番目に少ない額と

なりました。文字通り借金が減り貯金
が増え、財政の健全化が達成されま
した。

市民病院の経営安定化につきまし
ても、市民病院が海部医療圏の医療
を守る要となる中核病院としての役
割を果たすとともに、市民の皆様か
ら信頼され続けられるように、安定的
な地域医療の推進を目指し、経営改
善の取組を進めてまいりました。そ
の結果、平成29年度から6期連続で
経常収支黒字化を達成するととも
に、平成28年度末に19億円あった一
時借入金を解消することができまし
た。借金にあたる企業債残高に関し
ても、ピーク時の平成17年度末には

約161億円でしたが、令和4年度末で
は、約67億円と約94億円減少、率にし
て約42％に減少させることができま
した。

このように財政の健全化と市民病
院の経営安定化を図ってきたことに
より、市の財務体質は大きく改善し、
津島市が次なるステップへ進むため
の準備ができました。そして、令和5
年度は「まちづくり再生と子育て支
援　2大プロジェクト」を進めてまい
りました。
1つ目のまちづくり再生として、正

面玄関である津島駅周辺の暮らしの
質を高める「津島Next　Move！」事
業や、北の玄関口となる青塚駅周辺
の整備計画、天王川公園の野外ス
テージの整備などのまちづくりへの
成長投資を進めております。2つ目の
子育て支援として、子どもが産まれる
前から産み育てるまで、丸ごと応援
する全国トップクラスの「子育て支援
トータルプラン」などの子育て支援
策を実施いたしました。市民の皆様
から「天王川公園がリニューアルさ
れて芝生広場で子どもたちも伸び伸
びと遊べてうれしい」「学校給食費の
無償化はとてもありがたい」など、多
くの喜びの声をいただいております。

いります。
このような子育て家庭に寄り添っ
た手厚い支援は、まさに日本一の支
援であると自負しております。

子育てに関する情報を提供してお
ります子育て情報アプリにつきまし
ても、昨年7月にリニューアルし、子育
ての記録を保存したり、予防接種や
イベントなどの情報がプッシュ通知
で届いたりと、これまで以上に使いや
すくなりました。今後も子育て情報を
充実してまいります。

同じく昨年7月には、こども家庭庁
が推進する、子どもたちが健やかで
幸せに成長できるような社会を実現
する「こどもまんなか宣言」の趣旨に
共感・賛同し、「こどもまんなか応援サ
ポーター」として活動することを宣言
いたしました。そして、市の子育て施
策を積極的にＰＲするために、「子育
て応援キャラクター」を募集いたしま
した。このキャラクターを使用しなが
ら、子どもとともに幸せに暮らすこと
ができるまちの実現を目指してまい
ります。

教育に関しましては、「豊かな人間
性と、よりよく生きる力を身につけた
人（津島っ子）」を育成するため、確か

な学力、健康・体力、豊かな人間性の
バランスのとれた力を育む特色ある
教育を推進しております。

令和4年度には、日本初となる規模
で、プログラミング可能な人型ロボッ
トやブロックを市内全ての小中学校
に導入し、児童・生徒が楽しみながら
役に立つプログラミング学習を実施
しております。「津島・プログラミング・
プロジェクト」の頭文字をとった「ＴＰ
Ｐ」と称して、昨年8月には市内4中学
校対抗で、「ＴＰＰコンテスト　プレ大
会」を開催いたしました。各学校とも
仲間と協力しながら創意工夫を凝ら
したプログラムが構成されておりま
した。令和6年度には、市内全ての小
中学校参加による本大会を開催する
予定をしており、今から大変楽しみに
しております。

全ての小中学校に設置をしており
ますコミュニティ・スクールでは、学
校・家庭・地域が一体となって、地域ぐ
るみで子どもの成長を見守る体制を
推進しております。中学校で実施して
おります学習支援「未来塾」につきま
しては、順次、中学校において実施さ
れており、引き続き、未来に生きる子
どものために、地域総がかりで子ども
たちを育てる環境を築いてまいりま
す。

今後ますますグローバル化が進む
社会の中で、重要となる子どもたち
の国際理解教育につきましては、全
ての小学校において、県内にある8つ
全ての領事館と連携した「領事館交
流プロジェクト」を市独自の施策とし
て実施しております。令和5年度は、
日本との国交150周年を記念して、ペ
ルーの学校と約14時間の時差を超
えてオンラインでの交流を行うなど、
各学校趣向を凝らした様々な取組を
行っております。今後もより一層の国
際理解を図るとともに、国際人として
未来に飛躍する人材育成を目指して
取り組んでまいります。

近年、全国的に増加傾向である不
登校の児童・生徒に対する支援とい
たしましては、拠点となる津島市教育
支援センターを、生涯学習センター
内と児童科学館内の2か所に設置し、
多様な価値観の中で、子どもたちの
様々な学びの場や、安心して過ごす
ことができる居場所となるよう、個別
学習や相談などを行っております。ま
た、校内教育支援センター「ほっと
ルーム」は、令和4年度に神守中学
校、令和5年度に藤浪中学校、令和6
年度には天王中学校と暁中学校で開

津島神社周辺におきましては、「尾
張津島観光センター」と「旧わざ・語
り・伝承の館」の解体を進め、令和7年
度までに官民連携による新たな賑わ
い拠点の整備を進めます。

津島駅と津島神社を結ぶ天王通り
におきましては、無電柱化に向け、愛
知県との調整を継続するほか、観光
交流センターや旧いちい信用金庫
天王通支店などを活用し、シビックプ
ライド醸成拠点や、まちなか交流広
場の整備に向けた準備を進めている
ところです。市が投資主体として、マ
チナカの再生に関する各種事業を着
実に進めることで、民間による宅地
開発の増加や店舗や医療などの都
市機能の開発も促進されるものとな
ります。そのためには、市としても定
住を促進させる新規事業として人口
の増加策も含めて、暮らしの質や賑
わいあるマチナカを実現していきま
す。本年3月には、古民家や空きス
ペースなどを展示会場としたアート
展を開催いたします。様々なアー
ティスト作品の鑑賞のほか、体験型
のワークショップもあり、津島の魅力
を五感で体感することができます。

天王川公園におきましては、昨年4
月よりパークＰＦＩによる民間事業者
の管理・運営が始まりました。昨年7月
には、津島市に本社を置く株式会社
宇佐美鉱油様及びグループ企業様
から多額のご寄附をいただき、野外
ステージやジョギングコースの整備
が完了いたしました。同じく昨年7月
にオープンしたスターバックスコー
ヒーも含め、市民の皆様から「天王川
公園で、家族でのんびり過ごすことが
でき、公園の魅力がアップした」、「若
者が多く訪れるようになり、生まれ変
わった」など、多くの喜びの声をいた
だいております。

令和6年度は、多くの公園利用者に
喜んでいただいている芝生広場を拡
張する整備事業のほか、中央トイレ
や北エリアのトイレの大規模修繕を
行い、さらに快適な公園となるよう整
備を進めてまいります。また、地球温
暖化の影響を受け、夏場では夜間に
ウォーキングなど、健康づくりを行う
公園利用者が増えてきています。春
夏秋冬を含め、公園の魅力を高める
ための「ライトアップ大作戦」を展開
し、引き続き市民の皆様に愛される
公園として整備を進めてまいります。
このほか天王川公園や津島神社への
アクセス向上として、都市計画道路
である橋詰又吉線の整備も推進して
まいります。

東西南北それぞれの玄関におきま
しても、「価値」を高めるための取組
を進めております。北の玄関である
青塚駅周辺では、駅へのメインとな
る県道蜂須賀白浜線の歩道整備の
早期事業化に向けて、愛知県に力強
く要望を進めていくほか、地域住民
の方と対話をしながら、駅前広場の

約／日本」事務局は、気候変動の緩
和及び気候変動への適応に対する取
組が評価され、昨年12月に「気候変
動アクション環境大臣表彰」において
大賞を受賞いたしました。

私たちは地球人です。地球の未来
に責任を持たなければなりません。
今後もこうした取組を着実に実行し、
市民の皆様や事業者の皆様と力を合
わせ、脱炭素型社会の実現に向けて
積極的に取り組んでまいります。そし
て、2050年までに二酸化炭素の排出
量を実質ゼロとすることを目指して
まいります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和6年度当初予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

まず、予算規模でありますが、一般
会計258億円、特別会計133億4,868
万8,000円、企業会計156億6,072万
2,000円で、これら全会計を合せます
と548億941万円となり、前年度の当
初予算と比較しますと、一般会計は
6.7％の増、特別会計は0.4％の増、企
業会計は1.2％の増、全会計では
3.5％の増となっております。一般会
計の予算規模としましては、過去3番
目で、文化会館の建設を行った平成7

年度、8年度を除くと、最大の規模と
なります。

次に、一般会計の歳入であります
が、根幹を成す市税収入は、83億
3,371万2,000円で、物価高対策とし
て個人住民税の定額減税を行うこと
から、前年度比1.9％の減となってお
りますが、定額減税による減収額を
除いた本来の市税収入としては、前
年度比0.5％の増と、コロナ禍からの
回復基調が続いております。また、地
方交付税は、33億8,000万円で、前年
度比9.0％の増、一方、地方交付税の
振替措置である臨時財政対策債は、
9,000万円で、前年度比70％の減で
計上しています。

次に、歳出でありますが、義務的経
費のうち人件費は39億3,824万4,000
円で、退職手当の増などにより、前年
度比6.4％、約2億4,000万円の増、扶
助費は、68億905万9,000円で、子育
てや福祉関係の給付費の増などによ
り、前年度比4.2％、約2億8,000万円
の増、投資的経費は、30億9,666万
6,000円で、31億円にせまる投資額に
なります。具体的には、道路などの基
盤整備の充実に加え、津島駅東側駅
前広場の整備、天王川公園の大規模
改修、南小学校と神守小学校の耐震

性貯水槽の設置、神島田小学校体育
館の改修や南文化センターなど、公
共施設の長寿命化改修などで、前年
度比31.9％、約7億5,000万円の大幅
増となっています。
令和6年度は、「まちづくり再生第2

弾による成長投資」、「子育て支援
トータルプランのさらなる充実」な
ど、未来の津島へ向けて、多くの重要
事業を計上する積極予算を編成いた
しました。

このため、予算編成にあたりまして
は、市の貯金ともいえる財政調整基
金から20億5,000万円を繰り入れて
おりますが、財政調整基金の残高は、
令和5年度末で約47億円まで増加す
る見込みであり、令和6年度当初予算
への繰入後でも、27億円ほどの残高
を維持できます。

津島市の財務体質は大きく改善し
ており、着実に安定してまいりまし
た。今後につきましても、行財政改革
などに不断に取り組み、持続的な行
政運営に努めながら、必要な事業を
効果的に展開することで、つしま成長
戦略を確実に推進してまいります。

結びにあたり、今議会には令和6年
度当初予算をはじめ、条例などの諸
議案を提出しております。いずれも
市政運営に欠くことのできないもの
ばかりであります。十分ご審議の上、
適切なるご議決をいただきますよう
お願い申し上げます。

設置や住宅などが建設できる土地利
用構想を進め、駅に近い立地を活か
したまちづくりを進めていきます。今
後、まちづくりに必要な下水道や道
路等の整備に向けた具体的な検討を
行ってまいります。東の玄関では、
2027年に西尾張中央道まで開通予
定であります名古屋津島線バイパス
の整備に合わせ、生涯学習センター
と東公園一帯を、スポーツと健康を
キーワードに、広域的な玄関にふさ
わしい位置づけをし、魅力向上を目
指してまいります。西の玄関では、検
討されている木曽川・長良川新架橋
の整備促進に向け、国や県に対して
積極的に働きかけを行ってまいりま
す。

本市では、令和2年3月に「津島市
歴史的風致維持向上計画」を策定
し、本市固有の歴史的風致を守り、育
て、継承し、地域の活性化につなげる
ことを目指しております。さらに次の
ステップとして、歴史的風致である景
観を計画的かつ確実性をもって保全
するため、景観計画の策定に着手い
たしました。良好な景観形成により、

調和がとれた町並みを目指してまい
ります。

企業誘致の状況につきましては、
これまで、宇治・白浜・鹿伏兎の3区域
約21万㎡に工場等の立地を誘導す
る区域を指定し、企業誘致を積極的
に推進した結果、区域の約8割に企業
を誘致することに成功しました。引き
続き企業誘致を進めるため、昨年10
月に越津・下切区域約18万㎡、本年1
月に下新田・大縄区域約3万㎡を区域

に追加いたしました。今後、新たな区
域の追加も検討しながら、より一層
精力的に企業誘致を推進してまいり
ます。

令和6年度は、新たな企業誘致推
進区域となる周辺の歩行者の安全環
境を確保していくために、宇治百町
線と神尾金柳線の歩道整備を進めて
いく予算を計上いたしました。

神守中町・神守下町及び唐臼地区
におきましては、建ぺい率と容積率
など建物の規制を緩和し、約68万㎡
をこれまで建築できなかった建物が
建築できるようになることで、土地利
用の促進を図ってまいりました。今議
会には、さらに中地地区約4万㎡にお
いて規制緩和を行うための条例改正
に関する議案を提出しております。今
後は、愛宕地区約7万㎡においても
規制緩和に向けて進めてまいりま
す。

先ほど2大プロジェクトを牽引し、
定住を促進させる事業の内容を申し
上げました。具体的にはこれまで神
守・唐臼地区で実施しておりました居
住用の新築住宅取得に対する最大

室し、4中学校全てにおいて開室して
まいります。これにより、これまで教
育支援センターに通室していた生徒
も、学校に登校するきっかけとなり、
友達などとのコミュニケーションが
取りやすくなるほか、学校行事への
参加なども可能となるものと考えて
おります。

経済的な理由により、お子さんを
小・中学校へ就学させるのにお困り
のご家庭に対しましては、学用品費や
給食費などの費用の一部を援助する
就学援助費の受給要件を拡大し、支
援の充実を図ります。家庭の経済的
な状況によって学習の機会に差が出
ることのないような学習支援も実施
いたします。

学校教育環境につきましては、こ
れまで全ての小中学校の普通教室
などへのエアコン設置、トイレの洋式
化、県内初となる体育館へのスポット
エアコンの整備などを行っており、現
在、学校施設の長寿命化改修に取り
組んでおります。

令和5年度には、神守中学校と蛭
間小学校の体育館の長寿命化改修
を行い、令和6年度には、神島田小学
校体育館の改修と、高台寺小学校体
育館の改修に向けた実施設計を行う
ほか、天王中学校に自転車置き場を
設置します。子どもたちが安全・安心

な学校生活を送ることができるよう、
計画的に整備を行ってまいります。

また、働いているなどの理由によ
り、保護者が昼間不在となる家庭の
子どもたちが放課後や長期の休み中
に、安全で楽しく過ごすための遊びや
生活の場となる学童保育につきまし
て、8つ全ての小学校区にこどもの家
を設置しております。

平成29年度には西小学校、平成30
年度には北小学校の敷地内にこども
の家を新築し、令和4年度には、学校
から遠方の位置にあった神守こども
の家を神守小学校敷地内に新築い
たしました。令和6年度は、私が4か所
目に手がける南こどもの家の新築に
向けての実施設計業務を進めるな
ど、今後も学童保育のさらなる環境
の充実を積極的に推進してまいりま
す。

子どもたちの健康・体力を向上さ
せる取組といたしましては、これまで
実施しておりました「総合的な子ども
の基礎体力向上大作戦」、通称ＳＫＩＰ
（スキップ）を発展させ、令和4年度か
ら小中学校において、縄跳び名人を
講師として招いた縄跳び教室や、

サーキットトレーニング教室を実施し
ております。未来の担い手としてたく
ましく生き抜くために、必要な健康と
体力をつけることを目指します。

健康・体力のもととなる学校給食に
つきましては、平成27年度から、「津
島市給食献立コンクール」を実施し、
児童生徒の考えた献立を給食に取り
入れております。子どもたちに安全・
安心な食を提供するため、有機農産
物を使用したオーガニック給食につ
きましても、段階的に導入を進めて
おり、子どもたちに笑顔で給食を食
べてもらえるよう、栄養バランスに優
れた心のこもった美味しい学校給食
を提供してまいります。

少子化対策として、若者に出会い
の機会を提供するため、尾張津島天
王祭宵祭開催日に、県内在住または
在勤の独身者を対象に、「天王祭de
ご縁結び」を開催する予定をしており
ます。

多くの学生が奨学金を受給し、就
職後、返還している状況の中で、企業
が従業員への奨学金返還支援制度
を導入することは、学生が企業選び
をする際の大きなポイントとなりま
す。このため愛知県では、令和6年度
から中小企業の人材確保を図ること
を目的に、従業員の奨学金返還を支
援する中小企業を対象に補助制度を
創設いたします。対象とする中小企
業等は、県への企業登録が必要であ
りますので、市といたしましても市内
中小企業等に積極的に働きかけてま
いります。

進め、北小学校においては、文化会
館に設置されている100トンの貯水
槽を活用いたします。今後も引き続
き全ての小中学校への設置に向けて
計画的に進めてまいります。

また、災害が発生した際の避難所
での生活のため、避難所用の資機材
を市で備蓄しております。寒い時期
の避難に備え、毛布や新たに簡易寝
袋も備蓄して寒さ対策を強化いたし
ます。大切な家族の一員であるペッ
トも一緒に避難することができるよ
う、公共施設のうち1か所をペットと
の同室避難所とするほか、指定避難
所である8小学校でも、ペットと同行
避難をされることを想定し、ケージや
ワンタッチテントなどの資機材を整
備いたします。

自宅から指定避難所まで離れてい
ることや、普段行き慣れない避難所
へ行くことへの不安を解消するた
め、県内初の取組として、民間施設を
緊急避難場所として活用し、緊急時
に速やかに避難できる体制を強化し
てまいります。

市役所本庁舎につきましては、災
害時には災害対策本部として機能さ
せる必要があることから、耐震化を
実施したほか、非常用の電源設備の
整備を行ってまいりました。災害時の
重要な施設である消防庁舎や、避難
所としても重要な錬成館をはじめ、主
な公共施設についても耐震化を実施

してまいりました。

災害対策本部においては、市民の
皆様の命を守るため、国・県・市が保有
する情報を一元化する必要があるこ
とから、様々な情報を一元的に可視
化できる防災支援システムを令和4
年度に構築いたしました。このシステ
ムを地域の自主防災組織と連携しな
がら活用していくことで、地域の減災
に結び付けてまいりたいと考えてお
ります。また、災害情報を市民の皆様
にお知らせするため、災害時の緊急
情報、避難所の開設状況、道路の冠
水状況の情報などを見ることができ
る防災情報専用サイト「つしま防災
ポータル　まもるくん」を新設いたし
ました。スマートフォンからでも閲覧
できますので、是非ご活用ください。
令和6年度より、75歳以上の高齢
者等、災害弱者の方々のうち、希望さ
れる方に対しては、緊急時に防災情
報が流れる専用ラジオを無償で貸し
出す事業を開始いたします。防災情
報を受信すると自動的に電源が入る
ものであり、情報をいち早く市民の
皆様が受けとっていただくことが可
能となります。

市では、災害時の情報収集にド
ローンの活用も進めております。災
害現場に行くことができない場合で
も、ドローンを飛行させて映像を撮
影し、その映像を災害対策本部で確

認することができることから、ドロー
ン人材20名の育成を目指し、令和4年
度から市職員のドローン操縦資格取
得に取り組んでおります。

災害時に避難場所として利用でき
る場を確保するため、現在、神守地区
において、都市公園の整備を行って
おります。神守小学校北エリアに約
2,500㎡、神守こども園西エリアに約
1,800㎡の広さの2つの公園につきま
しては、マンホールトイレ、東屋を設
置し、まもなく完成いたします。さら
に神守支所東エリアにも、約2,200㎡
の広さの3つ目の公園を整備するた
め、令和6年度から着工いたします。
今後はさらに神守中学校南エリアに
約4,500㎡の広さの4つ目の公園整
備を進めてまいります。

消防本部では、市民の皆様の命を
守るため、防災力の強化を図ってお
ります。本市の消防本部は、市域のほ
ぼ中央に位置しております。日光川
東側の一部の地域においては、救急
車の現場到着までの時間が課題と
なっておりました。そのため、交通量
が多い平日昼間帯に、神守支所に救
急車を待機させる救急ステーション
の実証運用を、昨年8月から本年3月
22日まで行っております。実際に救

配信を行うことで、効果的な情報発
信を行っております。

また、愛知大学や津島東高校と連
携し、「津島の魅力PRデザイン開発
プロジェクト」として、PR用ステッ
カーのデザイン制作を行っているほ
か、副業人材を活用し、PRちらしの
デザイン力を高めるとともに、津島
の魅力を広く動画配信しております。
今後も本市の「価値」をさらに高める
ため、「魅力マシマシ津島市」を積極
的に発信してまいります。

ふるさと納税の返礼品において
も、地場産業の活性化と地元特産品
のＰＲのため、全国に向けて積極的に
発信しております。特に、あらかじめ
蓄電ができ、災害時等の備えとして
役立つポータブル電源は大変好評で
あり、昨年12月に新たな返礼品とし

て加えた結果、12月のみで約5,400万
円のご寄附をいただいております。
今後もより一層の返礼品の充実のた
め、様々な工夫を凝らしながら取り組
んでまいります。

市が実施する地方創生プロジェク
トに対して企業から寄附をいただく
企業版ふるさと納税につきましても、
複数の企業から多額のご寄附をいた
だき、子育てや文化の継承、公園の
整備など、様々な分野で活用してお
ります。さらなる寄附をいただけるよ
う、引き続き企業に対して積極的に
働きかけを行ってまいります。

地域におきましては、交通安全や
防犯、福祉など、様々な課題解決に向
けて取り組んでいただいております
コミュニティ推進協議会等に対する
補助金を増額し、活動を支援いたし
ます。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」についてご説明申し上げま
す。

令和3年12月に策定いたしました
都市計画マスタープランでは、将来
に向けたまちづくり戦略として、津島
駅周辺を正面玄関として位置づける
とともに、市内の東西南北を玄関とし
て位置づけました。

昨年3月には、本市と名古屋鉄道株
式会社、ＵＲ都市機構の三者で、県内
初となる地域の持続的発展を目的
に、鉄道と連携したまちづくりを進め
ていく包括連携協定を締結しまし
た。名古屋鉄道株式会社とは、これま
でも「つしまちあるきキャンペーン」
など、本市の観光面でも協力を頂い
ているほか、ＵＲ都市機構を含めた三
者では、津島駅周辺でのマチナカの
再生に向けた社会実験でも協働の立
場でご参画いただいています。この
三者で同じまちづくりへのベクトル
を共有し、さらに進んだ未来に繋がる
事業を展開してまいります。それに
向け、令和5年度は、まちづくり再生
元年と位置付け、津島玄関まちづく
り構想「ゲートウェイプロジェクト」の
推進のため、津島市の「価値」を高め
る成長投資を行いました。さらに令
和6年度では、次へのステップ「まち
づくり再生」第2弾として、プロジェク
ト推進のための取組を加速してまい
ります。

津島駅周辺の正面玄関におきまし
ては、駅の東側に駅前広場・市民の交
流広場を整備するため、用地買収を
行ってまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いてご説明申し上げます。

 
この地域は、高い確率でマグニ
チュード8～9クラスの巨大地震が発
生することが予測され、地震による甚
大な被害が発生することが予想され
ております。また、近年、全国各地で
大雨による被害も頻発している中、
市民の皆様を誰一人として取り残す
ことのないよう、防災・減災対策を行
う必要があります。

災害時には、自助・共助・公助の3つ
が必要となります。大規模災害時に
は、救援物資が届くまでに時間を要
することから、自分の命は自分で守る
ことができるよう、日頃から7日分程
度の食料や、資機材などの備蓄と
いった「自助」の取組をお願いいたし
ます。能登半島地震では倒壊した家
屋の下敷きになった方が犠牲者の大
半を占めることが判明しました。市で
は地震から身を守るために、住宅の
無料耐震診断や住宅の耐震改修へ
の補助を行っております。令和6年度
は耐震診断に関する予算を5割増し
にするとともに、耐震改修の補助金
を100万円から150万円に大幅に拡
充するなど、耐震改修や除却に関す
る予算を2.7倍にし、市民の皆様の安
全を守ってまいります。また、災害時

に備え、窓ガラスが割れた際の破片
の飛び散りを防ぐための飛散防止
フィルムの貼り付けや、家具の転倒
防止金具の取り付けを無償で行って
おります。ご自身の命を守るため、ま
だ対策がお済みでない場合は、是非
ご利用ください。

市では、毎月第3日曜日を「家庭防
災の日」と定め、防災教室を定期的に
開催し、家庭において防災について
話し合うことを進めています。避難経
路や備蓄品の確認、家庭でできる対
策などについて話し合い、防災意識
を高めるきっかけとしていただきま
すようお願いいたします。
災害が起こった際、ご自身の力だ

けでは避難所へ避難することが困難
な方々につきましては、一人ひとりに
対して個別避難計画を作成し、地域
で活用することで取り残すことなく、
人的被害を最小限にとどめられるよ
う、地域で支援する「共助」の体制の
確立に全力を尽くしてまいります。

災害時にうろたえることなく行動
するためには、平時から訓練をしてお
く必要があります。自主防災組織を
はじめ、様々な主体と協働して防災
訓練を実施いたします。訓練には、
ゲーム形式も取り入れながら、いざと
いう時にきちんと実践できるような
内容としてまいりますので、積極的な
ご参加をお願いいたします。

なお、自主防災組織は、地域の防
災において、大変重要な役割を担っ
ております。近年の物価高騰の状況
等をふまえ、各小学校区の自主防災
組織の体制強化のため、令和6年度
より補助金を増額いたします。さらに
自主防災組織や町内会に所属する防
災関連委員の皆様が、万が一活動中
に怪我をしてしまったときなどに備え
て、市の負担で傷害保険及び損害賠
償保険に加入することで、より安心し
て活動していただくことができます。

「自助」・「共助」に加え、市では「公
助」といたしまして、災害時における
飲料水の確保のため、平成26年度か
ら水道管の耐震化を実施しておりま
す。これまでに災害時に避難所とな
る、東小学校・西小学校・南小学校・北
小学校・神守中学校・神守小学校をは
じめ、災害時の重要施設である市役
所、市民病院などへの水道管の耐震
化に対し、20億円を超える投資を
行ってまいりました。配水場から離れ
た地域である神島田小学校、高台寺
小学校、蛭間小学校には約3億円を
投資して耐震性貯水槽を設置いたし
ました。令和6年度には、南小学校と
神守小学校への設置工事を実施す
ると同時に、令和7年度、東小学校、西
小学校への設置に向け実施設計を

急車の到着時間が短縮するなどの効
果が出ており、地元の方からも好評
いただいておりますので、引き続き
運用を進めてまいります。

他の消防本部との連携・協力も進
めており、海部地域の消防本部とは
合同訓練や勉強会を開催しておりま
す。令和7年度からは津島市ほか名古
屋市を含む7消防本部と指令業務の
共同運用を開始します。これにより、
消防力の強化による住民サービスの
向上が期待できます。また、愛西市と
は、はしご車の共同整備についても
進めており、実現すれば県内初の試
みとなります。

地域防災に欠かすことのできない
消防団につきましては、消防団員の
訓練のための出動報酬を増額し、新
たな団員の確保に向けて充実を図る
とともに、神島田分団車庫の新築移
転に向けての準備を進めてまいりま
す。
このように、市民の皆様一人ひとり
に寄り添った防災対策を行ってまい
ります。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」についてご説明申し上げます。

本市は、津島神社や数多くの寺院、
歴史的な町並み、ユネスコ無形文化

遺産に登録された「尾張津島天王祭
の車楽舟行事」をはじめとする四季
折々の祭りをはじめ、市内各所に伝
承されている祭り、そして市民の皆様
に愛されている天王川公園や津島神
社など、誇るべき数多くの地域資源
が市内全域にあります。これらは他の
自治体にはない本市の大きな強みで
あります。

このような歴史的・文化的な遺産
を、地域総がかりで継承していくた
め、文化財保存活用地域計画の策定
に着手いたします。尾張津島天王祭
などの大規模な祭りだけではなく、市
内各地域の山車や神楽、市民の皆様
の生活の中に息づく文化など、地域
ごとに調査を実施して掘り起こしを行
い、保存・活用に向けて検討してまい
ります。

市の指定文化財である氷室作太夫
家住居につきましても、貴重な文化
財を後世に引き継ぐため、保存と活
用に関する方針を定める保存活用計
画を策定してまいります。

本市において祭りは誇るべきもの
であります。祭りを今後も維持すると
ともに、体制を強化するため、尾張津
島天王祭及び尾張津島秋まつりの関
係団体に対する報償費を増額し、活
動を支援いたします。

本市にゆかりがある世界的な芸術
家である横井照子さんは、本年で生
誕100周年を迎えます。その節目とな
る年に、その偉業を顕彰するととも
に、本市の文化振興に向けた機運を
醸成するため、本年11月に横井照子
展を開催いたします。数多くの素晴ら
しい芸術作品に触れることができま
すので、是非楽しみにしてください。

本市は、東海三県寺密度ナンバー
ワンであることを活かして、平成30年
度より御朱印イベント「津島てら・まち
御縁結び」を開催し、令和6年秋に第
20回目を迎えます。これを記念して、
「第20回津島てら・まち御縁結び記念
事業」を実施し、本市の魅力向上を図
ります。

こういった本市の魅力を、より多く
の方に知っていただくため、プロモー
ションにも力を入れております。ふる
さと津島応援広報大使である津島市
出身の神野大地選手には、本市の魅
力をＳＮＳ等で広く発信していただい
ております。

令和5年度には、市の公式ＬＩＮＥの
機能を拡大し、情報を伝えたいター
ゲットに対して、それぞれのニーズに
マッチした情報を配信するセグメント

財政調整基金残高

（名古屋市を除く県内37市中7位で
トップクラス）

平成25年度末
15億9,800万円

平成17年度末
約161億円

令和4年度末
約67億円

→ 令和4年度末
約45億円

1人当たり残高　約7万4,000円

約45億円（令和4年度末）
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財政健全度ランキング
津島市は全国で上位4分の1

貯金が増え、借金が減って
財政の健全化が大きく前進

企業債残高（借金）

約94億円減 約42％へ

・県内4番目に少ない額
・ピーク時約219億円から
約160億円減少

市債残高 （名古屋市を除く）

津島市民病院6期連続黒字
（平成29年度～令和4年度）

津島神社周辺エリア民間活力導入委託
整備ゾーニング図

（内容は変更される場合があります）

財務体質は大きく改善
津島市が次なるステップへ
進むための準備が完了

の小学1年生から3年生の児童に見
守り用の端末を無料で配布し、サー
ビスを開始したところであります。市
内全域における地域ＢＷＡの活用は
県内初となります。今後、高齢者の皆
様にも対象を拡大していくとともに、
見守りだけでなく、観光やまちづくり
の分野にも活用の範囲を広げてまい
ります。

ここ数年のコロナ禍においては、
感染防止のために不要不急の外出
自粛が求められ、その結果、地域活動
の縮小や、人との交流の減少といっ
た影響を及ぼしました。外出機会の
減少は、身体機能や認知機能の低下
が見られる「フレイル」の状態となる
方を増加させる恐れがあります。そ
のため、高齢者の皆様が、総合保健
福祉センター、生涯学習センター、神
島田公民館を使用する際の使用料を
半額にいたします。そして外出の機
会を増やしていただくとともに、総合
保健福祉センターにおいて交流する
ことができる拠点整備を行うなど、社
会参加の促進を図ってまいります。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どにマイカーを使うことができない、
あるいは今後使うことができなくな
る75歳以上の高齢者、移動が困難な
障がい者、妊産婦の皆様を対象とし
て、外出時のタクシー料金が半額と
なる、「津島おでかけタクシー事業」
を、昨年1月より開始いたしました。開
始より1年が経過し、これまでの利用
実績の累計は2万5,000件を超え、利
用登録者数も3,200人を超えており、

大変好評をいただいております。

障がいのある方への支援といたし
ましては、身体障がい、知的障がい、
精神障がいに加えて、難病、発達障が
い、強度行動障がい等、障がいのあ
るご本人やその家族の各種ニーズに
対応できる総合的な相談支援や専門
的な相談支援などを行う基幹相談支
援センターを、総合保健福祉セン
ターに設置いたします。
障がいのある児童への支援といた

しましては、障がいのある児童やその
家族への相談、障がい児を預かる施
設への援助・助言などを行う地域の中
核的な療育施設である児童発達支援
センターの設置に向け、未利用となっ
ております旧津島市立津島幼稚園の
民間活用を進めてまいります。

ここまでは、「つしま成長戦略」とし
て掲げた5つの項目に沿って説明し
てまいりました。このように、全ての
市民の皆様が心身ともに満たされた
状態である「ウェルビーイング」とな
ることを目指して取り組んでまいり
ます。

続きまして、この「つしま成長戦
略」の推進と並行して進めていくべ
き内容についてご説明いたします。

まずは、市民サービスの向上につ
ながるデジタル化です。社会が非常
に速いスピードで変化していく中、デ
ジタル技術を活用しながら従来の制
度等を変革し、様々な課題を解決す

るデジタル・トランスフォーメーション
「ＤＸ」を推進することが求められます。
本市では、デジタル技術を活用し

た窓口改革として、役所に「来ない」、
書類を「書かない」、手続きを「待た
せない」行政サービスの実現を目指
しております。令和4年度には、住民
票等のコンビニ交付、タブレット端末
による申請システム、「出生コー
ナー」や「おくやみコーナー」での窓
口ワンストップサービス、窓口の
キャッシュレス化などを導入いたしま
した。「出生コーナー」や「おくやみ
コーナー」は、専用カウンターを設置
して様々な部署で必要な各種手続き
をワンストップで行うことができるた
め、大変好評をいただいております。
令和6年度には、コンビニ交付の対象
サービスに所得課税証明書・納税証
明書を追加し、さらに市民サービス
の充実を図ることにより、「デジタル
化で、しあわせ実感都市、つしま」の
実現を目指してまいります。

このようなデジタル技術の活用
は、市民の皆様の利便性を向上させ
るだけでなく、職員の働き方改革に
もつながります。令和6年度は、ＡＩを
活用した議事録作成支援システムを
導入することで、効率化できる部分
はデジタルに任せ、市民の皆様との
対話や、新たに実施する事業の検討
など、職員は職員にしかできない業
務を担うことで、市民サービスのさら
なる向上を図ってまいります。

他自治体との連携についても進め
ております。藤まつりにおける江南市
や岐阜県羽島市との連携、ひつじサ
ミット尾州における一宮市や岐阜県
羽島市との連携、岐阜県海津市コ

財政調整基金残高

2.8倍

2 令和6年度　施政方針



令和6年度は、次へのステップ第2
弾として、「まちづくり再生」につきま
しては、津島神社周辺の新たな賑わ
い拠点、観光交流センター周辺の新
たな交流拠点の供用開始に向け、賑
わいの「核」となる拠点の整備がいよ
いよ動き出します。本市の「価値」を
高め、わくわくするまちづくりを進め
てまいります。
「子育て支援」につきましては、第2
子以降の保育料の完全無料化、3歳
から5歳児までの保育所・幼稚園・認定
こども園等の副食費の半額補助及び
市立小中学校の給食費の完全無償
化、0歳児を対象としてご希望の子育
て用品を無料で自宅にお届けする
「子育てサポート選べる無料定期便」
など、全国トップクラスの子育て支援
を引き続き展開し、安心して出産、子
育てができる環境づくりを進めてま
いります。

そして、この2大プロジェクトを牽
引し、定住を促進させる新規事業を
実施いたします。事業の内容としまし
ては、後ほど詳しくご説明いたします
が、津島駅周辺の旧津島エリア、地区
計画区域の神守、唐臼エリアにおい
て新築住宅を取得した方やリフォー
ムをした方に要件に応じて補助金を
交付するもので、本市への定住を促
進させ、人を呼び込むまちづくりを目
指してまいります。

昨年、ハラスメントや不適切発言

のない働きやすい職場を築いていく
ため、過去10年間にわたる実態調査
として、職場環境改善のためのアン
ケート調査を実施いたしました。第三
者委員会からいただいた最終報告書
の、研修の実施、弁護士による相談窓
口の創設などを含む7つの提言に、専
門家の支援を受けながら、しっかりと
着実に対応し、ハラスメントのない職
場の環境改善に取り組んでまいりま
す。
令和6年度に実施する主な施策に

ついて、「つしま成長戦略　第3弾」と
して掲げている5つの項目ごとにご説
明いたします。
まず、「つしま成長戦略」の1点目、

「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついてご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、本市の
「宝」です。子どもたちの健やかな育
成を図り、「子育てするなら、つしま」
の実現に向けて邁進してまいりま
す。そのため令和5年度より、子ども
が産まれる前から産み育てるまで、
丸ごと支援を行う「子育て支援トータ
ルプラン」として、5つの子育て支援
策を実施しております。
1つ目の支援は、18歳まで所得制

限なしの子ども医療費完全無料化の

継続。2つ目の支援は、第2子以降の
保育料も所得制限なしの完全無料
化。3つ目の支援は、3歳から5歳児ま
での保育所・幼稚園・認定こども園等
の副食費の半額補助及び市立小中
学校の給食費の無償化。4つ目の支
援は、0歳児を対象としてご希望の子
育て用品を無料で自宅にお届けする
「選べる無料定期便」。5つ目の支援
は、保育所・認定こども園等における
使用済み紙おむつの保護者持ち帰り
の廃止です。
3つ目の保育所・幼稚園・認定こども
園等の副食費及び市立小中学校の
給食費につきましては、昨年4月から
6月までは半額を無償化し、7月から
本年3月までは、物価高騰の影響を
受けている子育て家庭を支援するた
め、完全無償化に拡大いたしました。
市立小中学校の給食費につきまして
は、令和6年度につきましても、完全
無償化を継続いたします。
これらの5つの子育て支援のほか、
年齢期に応じた様々な支援を実施し
ております「こんにちは赤ちゃん訪
問」では、子育てを応援するため、「お
めでとう」の気持ちを込めて、生後2
か月を迎える赤ちゃんのいる全ての
ご家庭を訪問しており、大変好評を
いただいております。これらの支援
は、令和6年度も継続してまいりま
す。

また、令和6年度より、「こども家庭
センター」を総合保健福祉センター
の2階に開設し、母子保健と児童福祉
の機能を一体的に運営することで、
両部門が連携・協働を深め、切れ目の
ない支援を行うための相談体制を強
化いたします。さらに相談支援だけ
でなく、支援を必要とされる全ての
子どもたちや妊産婦の皆様等へのサ
ポートプランの作成、多様な家庭環
境への支援体制を充実・強化するた
めの地域資源の開拓なども担ってま

ミュニティバスの津島駅への乗り入
れなど、自治体の枠を超えた連携・協
力を推進してまいります。

市政運営を進める上で、最も重要
なことは、市民の皆様の声を聞くこと
だと考えております。そのため、市民
の皆様の声をお聞きする機会とし
て、令和4年度と令和5年度にタウン
ミーティングを開催いたしました。令
和4年度には、市内8つのコミュニティ
推進協議会それぞれと、令和5年度に
は、市内で定期的に活動する団体を
対象として15回開催いたしました。令
和6年度につきましても私が自ら市
政について市民の皆様にご説明する
機会を設けます。是非ご参加ください。

市民の皆様が安心して暮らすため
には、様々な人権課題が解消され、一
人ひとりの人権が尊重されることが
重要であります。人権啓発や地域住
民の福祉の向上、交流の拠点施設で
ある南文化センターは、建物及び設
備の老朽化に対応するため、大規模
改修工事を実施してまいります。今
後も新たに生まれ変わる南文化セン
ターにおいて、地域交流促進事業や
生活上の相談事業の充実を図ってま
いります。
また、産業廃棄物処理施設等を設
置する際に、事業者と関係住民とのト
ラブルを防ぐための条例を制定して
まいります。

職員の声を聞く場も設けておりま
す。令和4年度からは、若手・中堅職員
との意見交換会を開催し、担当業務
で日頃感じていること、将来の自分
や市政運営に対する考え方などにつ
いて意見交換を行っております。今

後も、職員の声に耳を傾け、風通しの
良い職場環境づくりに取り組んでま
いります。

職員が事務改善や施策等の提案
を行うことができる職員提案制度に
つきましても、自分らしさや新しい視
点を自ら取り入れて働き方を工夫す
る「ジョブ・クラフティング提案制度」
として、令和5年度からリニューアルいた
しました。「Go Beyond Yourself～
昨日の自分を超えろ～」をキャッチフ
レーズとし、電子システムからの提案
を導入したほか、職員投票や若手職
員による審査委員会を設置するな
ど、より一層活用しやすい制度とな
り、令和5年度には、9件の提案があり
ました。職員の「Not Yet（まだできる）」
の精神を育みながら、創造力や研究
心、市政運営への参加意欲の向上を
目指しております。

私たちは、私たちが暮らすこの地
球の環境を守り、急速に進む地球温
暖化に歯止めをかけることを考えな
ければなりません。本市では、これま
でも地球温暖化対策として様々な取
組を実施してまいりました。市役所本
庁舎における省エネ効果の高い空調
設備への改修。市民病院における空

調用熱源の更新やＬＥＤ照明等の導
入。市が管理する全ての道路灯・公園
灯の照明ＬＥＤ化。市内全ての小中学
校の教室や体育館の照明ＬＥＤ化な
どを行ってまいりました。令和5年度
には、本庁舎、生涯学習センターなど
27施設の照明をＬＥＤ化するととも
に、総合保健福祉センターへの太陽
光パネルと蓄電池の設置に向けた取
組を開始いたしました。公用車につ
きましても、これまで保有している電
動車5台に加え、令和5年度には2台
の電気自動車を導入いたしました。
令和6年度にはさらに6台の電気自動
車を導入するなど計画的に更新を進
め、2030年までには全ての公用車を
電動車とすることを目指してまいり
ます。町内会や自治会に対しまして
も、令和5年度より防犯灯の設置・更
新にかかる補助の基数制限を撤廃
し、ＬＥＤ化の促進を図っております。

そのような中、昨年7月に首長が気
候変動・エネルギー政策に取り組むこ
とを誓約し、具体的な取組を積極的
に進めていく国際的な仕組みである
「世界気候エネルギー首長誓約（世
界首長誓約／日本）」の誓約書に、名
古屋大学にて署名いたしました。今
後、具体的な目標達成方策などに関
する「気候エネルギー行動計画」を
策定し、取組を推進してまいります。
なお、本市を始めとする「世界首長誓
約／日本」誓約団体と、「世界首長誓

画の策定を進めております。さらに
今後の東公園一帯の再整備に向け
て、スポーツ施設整備方針の検討も
行います。本年4月には、社会教育課
内に東公園整備推進室を設置すると
ともに、東公園一帯の整備に関する
業務推進のためのアドバイザーを招
聘いたします。

スポーツを行うための環境整備と
して、葉苅スポーツの家及び生涯学
習センターには、夏の暑い時期でも
安心してスポーツを楽しんでいただ
くことができるよう、壁掛けタイプの
スポットエアコンを整備いたします。
さらに生涯学習センターにおいて
は、屋外運動場やオムニコートの全
面的な改修も実施いたします。生涯
を通じて気軽にスポーツに親しむこ
とができるよう、引き続き生涯スポー
ツの推進を図ってまいります。

医療や介護が必要になった場合で
も、できる限り住み慣れた地域や自
宅で暮らし続けたいという願いを実
現するため、市では住まい・予防・生活
支援・医療・介護の5つの要素を一体
的に提供する、地域包括ケアシステ
ムの推進を図っております。海部医
療圏の7市町村が共同し、本市の神
守支所の1階に設置している「海部医
療圏在宅医療・介護連携支援セン
ター」において、在宅医療や介護
サービスなど、関係機関の切れ目な
い連携を行っております。

昨年12月に、本市と名古屋大学医
学部附属病院において、「社会保障
費の抑制を目指す共同研究プロジェ
クト」の開始に伴う締結式を行いまし
た。この事業は、ＮＨＫ、公共メディ
ア、新聞など、マスコミにも全国ネッ
トで取り上げられ、注目の事業となっ
ております。本市の65歳以上の住民
データから重症・重度化要因を特定
し、その要因に対する介入プログラ
ムを実施することで、社会保障費の
抑制にもつなげようというプロジェク
トであります。高齢者人口の増加に
よる介護需要の増大と介護人材の不
足が叫ばれる中、医療・介護のデータ
を分析・解析し、対策を講じていくこ
とは、超高齢社会を迎える上でさら
に重要となってまいります。今後も市
民の皆様の健康が一番！「健康応援
都市」を目指してまいります。

認知症の高齢者への支援といたし
ましては、令和5年度より、万が一他
人に怪我を負わせてしまったり、他人
のものを壊してしまったりしたときに
備えて、認知症の方などを被保険者

とする個人賠償責任保険に市の負担
で加入いたしました。行方不明にな
る恐れのある高齢者に対しては、自
宅に帰れなくなった際に早期発見、
保護できるようＱＲコード付きのラベ
ル・シールを配布いたしました。2025
年には高齢者の5人に1人が認知症に
なるとの予測もあり、認知症となって
も安心して暮らすことができる環境
を引き続き整えてまいります。

高齢者をはじめ、市民の皆様の安
心を守るため、昨年の11月に、株式会
社ottaと西尾張シーエーティーヴィ
株式会社と「見守りサービスの推進
に関する協定」を締結いたしました。
見守りサービスは、無線システムで
ある地域ＢＷＡを活用し、小さな見守
り用端末を持っている児童が、市内
のお店や企業などの見守りスポット
の周辺を通過したり、見守りアプリを
登録したスマートフォンなどとすれ
違ったりすることで、見守り端末の位
置を記録するものです。まずは市内

100万円の補助制度を、大幅に拡充
いたします。令和6年度からは、対象
区域を居住誘導区域と、市内にある
16団地に拡大いたします。対象者に
つきましても、これまでの新築住宅を
取得された方だけでなく、中古住宅
取得後にリフォームする方、中古住宅
を賃貸後リフォームする方も対象と
いたします。市内にある団地では、高
齢化や建物の老朽化が進んでおり、
日光川東エリアの青塚団地、喜多神
団地、葉苅団地、宇治団地、神守団
地、みずほ団地、こがね団地、下切住
宅、江南団地、百島団地、みどり台団
地の11団地と、日光川西エリアの永
宝団地、さかえ団地、上春日台団地、
下春日台団地、東愛宕住宅の5団地
の合計16団地の再生を、新しい居住
誘導施策で積極的に推進してまいり
ます。

補助金の加算要件につきまして
も、若年の子育て世帯が親世帯の近
くに居住することを後押しするため
に、親世帯と同居・近居の場合の加算
を設けるほか、地元事業者の活性化
のために、市内の事業者が施工した
場合にも、さらに加算をいたします。
補助金額は、新築住宅を取得した場
合や中古住宅を取得後リフォームし
た場合、最大150万円。中古住宅を賃
貸後リフォームする場合、最大170万
円となります。空き家対策のための
空家解体促進費補助金に関しても、
20万円から2.5倍の50万円に大幅に
増額いたします。この補助金は新築
住宅を取得した場合、併用ができ、最
大200万円となります。本市に居住す
る大きな後押しとなり、さらなる定住
促進につなげてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」についてご説明申し上げます。

津島市民病院は、この地域になく
てはならない病院として、海部医療
圏の医療を守る要となる中核病院と
しての役割を果たしております。私は
設置者として、市民の皆様から信頼
され続けるために取り組んでまいり
ました。新型コロナウイルスの感染
が拡大した時期は、市民の皆様の健
康な暮らしを守るために、医療従事
者が最前線に立って対応しました。市
民病院が今後も役割を果たしていく
ためには、経営の安定化を図ること
が必要不可欠です。
冒頭にも申し上げました通り、市民
病院の経営改善に取り組んできた結
果、平成29年度から6期連続で経常
収支黒字化を達成することができま
した。平成28年度末には約19億円
あった一時借入金につきましても令
和2年度に解消しております。

令和4年7月には、アフターコロナ
を見据えながら病院全体の課題を組
織横断的にマネジメントするため、経
営戦略部戦略企画室を設置しており
ます。医師や看護師、事務職も一体と
なって、ポストコロナに対応しながら、
積極的に経営強化を図っておりま
す。引き続き質の高い医療を提供し
ていくため、市と病院が一体となっ
て、安定的な運営を行ってまいりま
す。

市民の皆様がいつまでも健康で暮

らしていただくには、まずは一人ひと
りの健康づくりが重要となります。そ
のため、市では「笑顔で健幸大作戦！」
と銘打ち、スマートフォンのアプリを
活用して、毎日の歩数の記録や、自分
で決めた健康目標へのチャレンジな
ど、一人ひとりの健康習慣を応援して
おります。
昨年8月には、誰もが気軽に楽しく
体を動かすアイデアを募集する「こ
れってステップ？！コンテスト」を開催
いたしました。ウォーキングの可能性
を広げてステップを取り入れたアイ
デアなど、入賞アイデアは市内の
様々なところで展開してまいります。
現在、各小学校区別のウォーキング
コース作成に向けて、市民の皆様と
一緒になって検討しております。令和
6年度には、各小学校区で完成した
コースを巡るウォーキングイベント
を実施してまいります。

健康増進には、スポーツも非常に
有効です。市民の皆様が気軽に健康
づくりや体力づくりが行えるよう、ま
た、競技スポーツの技術向上につな
げていくことなど、スポーツ環境の充
実を図るため、現在、スポーツ推進計

令和6年第1回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、当初予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

市民の皆様からの厚いご信任を賜
り、市長3期目の職務に就かせていた
だき、任期の半ばである2年が経過し
ようとしております。市民の皆様から
お寄せいただきました信頼とご期待
にお応えするため、私のマニフェスト
としてお示しさせていただきました
「つしま成長戦略　第3弾」に掲げた
取組を加速させていくことが、私に
課せられた使命であり、決意を持って
「魅力マシマシ津島市」をキーワード
に、津島市のさらなる発展に全力を
尽くして、取り組んでまいる所存であ
ります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

さて、1月1日午後4時10分頃に、石
川県能登地方でマグニチュード7.6、
最大震度7の地震が発生しました。こ
の度の地震で、お亡くなりになられた

皆様に心からお悔やみを申し上げま
すとともに、被害に遭われた皆様に
お見舞いを申し上げます。
本市におきましては、発生日の夜

に消防職員が第1次緊急消防援助隊
として被災地支援に向かい、その後
も随時出動したほか、津島市民病院
の医師・看護師・薬剤師・臨床工学技
士がチームを組み、津島市民病院災
害派遣医療チームＤＭＡＴ隊として、
能登総合病院に向かい、被災者の皆
様に寄り添った活動を行っておりま
す。被災地への支援につきましては、
主に愛知県が被災地のニーズを踏ま
え調整を行っており、本市において
は、被災地への職員の派遣や市営住
宅の提供、ライフラインが途絶えて
いる高齢者施設入所者の受け入れ
など、速やかに対応をしております。

新型コロナウイルス感染症が5類
感染症に移行となり、経済活動の正
常化が進み、以前の活力ある暮らし
が戻りつつあります。市民病院にお
いては、院長を始めとする医師、看護
師などの医療職、事務職も含めて職
員一同が一丸となって新型コロナウ
イルス感染症に対応してまいりまし

た。今後も市民の皆様の命と健康を
守る要としての役割を果たしてまい
ります。

一方、物価高が続いている中、厳し
い状況に置かれている市民の皆様や
事業者の皆様に支援をお届けするた
め、令和2年度から実施してまいりま
した新型コロナウイルス感染症対策
を含めた物価高騰支援のための事
業として、令和5年度に実施いたしま
した小中学校給食費及び保育所・幼
稚園・認定こども園等の副食費無償
化をはじめ、これまでに第1弾から第
16弾まで177事業、総額約129億円の
事業に取り組んでまいりました。これ
らの事業は、市民の皆様や事業者の
皆様に寄り添って、しっかりと支援を
行うものであり、大きな成果があった
と考えております。

本市の財政状況は、私が市政を引
き継いだ10年前、非常に厳しいもの
でした。そのため、財政を健全化させ
るべく、事務事業の徹底的な見直し
などによる歳出の削減、様々な形で
の歳入の確保など、徹底的な行財政

改革を行ってまいりました。その結
果、平成26年度から令和4年度まで
の9年間における行財政改革の効果
額は、約91億3,000万円となり、市の
財務体質は大きく改善いたしました。
市の貯金にあたる財政調整基金
の残高は、平成25年度末時点では15
億9,800万円でしたが、令和4年度末
では約45億円と29億200万円増加、
率にして約2.8倍にすることができま
した。令和4年度末の市民一人あたり
の残高は、約7万4,000円となり、これ
は名古屋市を除く県内37市中7位と、
トップクラスの順位です。
株式会社東洋経済新報社が公表し

ております都市データパック2023年
版によりますと、津島市の財政健全
度ランキングは全国792市区中195
位となり、全国で上位4分の1に入り
ました。

市の実質的な借金にあたる臨時財
政対策債を除いた市債残高につきま
しては、ピーク時の平成11年度末に
は約219億円でしたが、令和4年度末
では、約59億円と約160億円減少、率
にして約27％、約4分の1に減少させ
ることができました。これにより令和
4年度末の市債残高は、名古屋市を
除く県内37市中4番目に少ない額と

なりました。文字通り借金が減り貯金
が増え、財政の健全化が達成されま
した。

市民病院の経営安定化につきまし
ても、市民病院が海部医療圏の医療
を守る要となる中核病院としての役
割を果たすとともに、市民の皆様か
ら信頼され続けられるように、安定的
な地域医療の推進を目指し、経営改
善の取組を進めてまいりました。そ
の結果、平成29年度から6期連続で
経常収支黒字化を達成するととも
に、平成28年度末に19億円あった一
時借入金を解消することができまし
た。借金にあたる企業債残高に関し
ても、ピーク時の平成17年度末には

約161億円でしたが、令和4年度末で
は、約67億円と約94億円減少、率にし
て約42％に減少させることができま
した。

このように財政の健全化と市民病
院の経営安定化を図ってきたことに
より、市の財務体質は大きく改善し、
津島市が次なるステップへ進むため
の準備ができました。そして、令和5
年度は「まちづくり再生と子育て支
援　2大プロジェクト」を進めてまい
りました。
1つ目のまちづくり再生として、正

面玄関である津島駅周辺の暮らしの
質を高める「津島Next　Move！」事
業や、北の玄関口となる青塚駅周辺
の整備計画、天王川公園の野外ス
テージの整備などのまちづくりへの
成長投資を進めております。2つ目の
子育て支援として、子どもが産まれる
前から産み育てるまで、丸ごと応援
する全国トップクラスの「子育て支援
トータルプラン」などの子育て支援
策を実施いたしました。市民の皆様
から「天王川公園がリニューアルさ
れて芝生広場で子どもたちも伸び伸
びと遊べてうれしい」「学校給食費の
無償化はとてもありがたい」など、多
くの喜びの声をいただいております。

いります。
このような子育て家庭に寄り添っ
た手厚い支援は、まさに日本一の支
援であると自負しております。

子育てに関する情報を提供してお
ります子育て情報アプリにつきまし
ても、昨年7月にリニューアルし、子育
ての記録を保存したり、予防接種や
イベントなどの情報がプッシュ通知
で届いたりと、これまで以上に使いや
すくなりました。今後も子育て情報を
充実してまいります。

同じく昨年7月には、こども家庭庁
が推進する、子どもたちが健やかで
幸せに成長できるような社会を実現
する「こどもまんなか宣言」の趣旨に
共感・賛同し、「こどもまんなか応援サ
ポーター」として活動することを宣言
いたしました。そして、市の子育て施
策を積極的にＰＲするために、「子育
て応援キャラクター」を募集いたしま
した。このキャラクターを使用しなが
ら、子どもとともに幸せに暮らすこと
ができるまちの実現を目指してまい
ります。

教育に関しましては、「豊かな人間
性と、よりよく生きる力を身につけた
人（津島っ子）」を育成するため、確か

な学力、健康・体力、豊かな人間性の
バランスのとれた力を育む特色ある
教育を推進しております。

令和4年度には、日本初となる規模
で、プログラミング可能な人型ロボッ
トやブロックを市内全ての小中学校
に導入し、児童・生徒が楽しみながら
役に立つプログラミング学習を実施
しております。「津島・プログラミング・
プロジェクト」の頭文字をとった「ＴＰ
Ｐ」と称して、昨年8月には市内4中学
校対抗で、「ＴＰＰコンテスト　プレ大
会」を開催いたしました。各学校とも
仲間と協力しながら創意工夫を凝ら
したプログラムが構成されておりま
した。令和6年度には、市内全ての小
中学校参加による本大会を開催する
予定をしており、今から大変楽しみに
しております。

全ての小中学校に設置をしており
ますコミュニティ・スクールでは、学
校・家庭・地域が一体となって、地域ぐ
るみで子どもの成長を見守る体制を
推進しております。中学校で実施して
おります学習支援「未来塾」につきま
しては、順次、中学校において実施さ
れており、引き続き、未来に生きる子
どものために、地域総がかりで子ども
たちを育てる環境を築いてまいりま
す。

今後ますますグローバル化が進む
社会の中で、重要となる子どもたち
の国際理解教育につきましては、全
ての小学校において、県内にある8つ
全ての領事館と連携した「領事館交
流プロジェクト」を市独自の施策とし
て実施しております。令和5年度は、
日本との国交150周年を記念して、ペ
ルーの学校と約14時間の時差を超
えてオンラインでの交流を行うなど、
各学校趣向を凝らした様々な取組を
行っております。今後もより一層の国
際理解を図るとともに、国際人として
未来に飛躍する人材育成を目指して
取り組んでまいります。

近年、全国的に増加傾向である不
登校の児童・生徒に対する支援とい
たしましては、拠点となる津島市教育
支援センターを、生涯学習センター
内と児童科学館内の2か所に設置し、
多様な価値観の中で、子どもたちの
様々な学びの場や、安心して過ごす
ことができる居場所となるよう、個別
学習や相談などを行っております。ま
た、校内教育支援センター「ほっと
ルーム」は、令和4年度に神守中学
校、令和5年度に藤浪中学校、令和6
年度には天王中学校と暁中学校で開

津島神社周辺におきましては、「尾
張津島観光センター」と「旧わざ・語
り・伝承の館」の解体を進め、令和7年
度までに官民連携による新たな賑わ
い拠点の整備を進めます。

津島駅と津島神社を結ぶ天王通り
におきましては、無電柱化に向け、愛
知県との調整を継続するほか、観光
交流センターや旧いちい信用金庫
天王通支店などを活用し、シビックプ
ライド醸成拠点や、まちなか交流広
場の整備に向けた準備を進めている
ところです。市が投資主体として、マ
チナカの再生に関する各種事業を着
実に進めることで、民間による宅地
開発の増加や店舗や医療などの都
市機能の開発も促進されるものとな
ります。そのためには、市としても定
住を促進させる新規事業として人口
の増加策も含めて、暮らしの質や賑
わいあるマチナカを実現していきま
す。本年3月には、古民家や空きス
ペースなどを展示会場としたアート
展を開催いたします。様々なアー
ティスト作品の鑑賞のほか、体験型
のワークショップもあり、津島の魅力
を五感で体感することができます。

天王川公園におきましては、昨年4
月よりパークＰＦＩによる民間事業者
の管理・運営が始まりました。昨年7月
には、津島市に本社を置く株式会社
宇佐美鉱油様及びグループ企業様
から多額のご寄附をいただき、野外
ステージやジョギングコースの整備
が完了いたしました。同じく昨年7月
にオープンしたスターバックスコー
ヒーも含め、市民の皆様から「天王川
公園で、家族でのんびり過ごすことが
でき、公園の魅力がアップした」、「若
者が多く訪れるようになり、生まれ変
わった」など、多くの喜びの声をいた
だいております。

令和6年度は、多くの公園利用者に
喜んでいただいている芝生広場を拡
張する整備事業のほか、中央トイレ
や北エリアのトイレの大規模修繕を
行い、さらに快適な公園となるよう整
備を進めてまいります。また、地球温
暖化の影響を受け、夏場では夜間に
ウォーキングなど、健康づくりを行う
公園利用者が増えてきています。春
夏秋冬を含め、公園の魅力を高める
ための「ライトアップ大作戦」を展開
し、引き続き市民の皆様に愛される
公園として整備を進めてまいります。
このほか天王川公園や津島神社への
アクセス向上として、都市計画道路
である橋詰又吉線の整備も推進して
まいります。

東西南北それぞれの玄関におきま
しても、「価値」を高めるための取組
を進めております。北の玄関である
青塚駅周辺では、駅へのメインとな
る県道蜂須賀白浜線の歩道整備の
早期事業化に向けて、愛知県に力強
く要望を進めていくほか、地域住民
の方と対話をしながら、駅前広場の

約／日本」事務局は、気候変動の緩
和及び気候変動への適応に対する取
組が評価され、昨年12月に「気候変
動アクション環境大臣表彰」において
大賞を受賞いたしました。

私たちは地球人です。地球の未来
に責任を持たなければなりません。
今後もこうした取組を着実に実行し、
市民の皆様や事業者の皆様と力を合
わせ、脱炭素型社会の実現に向けて
積極的に取り組んでまいります。そし
て、2050年までに二酸化炭素の排出
量を実質ゼロとすることを目指して
まいります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和6年度当初予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

まず、予算規模でありますが、一般
会計258億円、特別会計133億4,868
万8,000円、企業会計156億6,072万
2,000円で、これら全会計を合せます
と548億941万円となり、前年度の当
初予算と比較しますと、一般会計は
6.7％の増、特別会計は0.4％の増、企
業会計は1.2％の増、全会計では
3.5％の増となっております。一般会
計の予算規模としましては、過去3番
目で、文化会館の建設を行った平成7

年度、8年度を除くと、最大の規模と
なります。

次に、一般会計の歳入であります
が、根幹を成す市税収入は、83億
3,371万2,000円で、物価高対策とし
て個人住民税の定額減税を行うこと
から、前年度比1.9％の減となってお
りますが、定額減税による減収額を
除いた本来の市税収入としては、前
年度比0.5％の増と、コロナ禍からの
回復基調が続いております。また、地
方交付税は、33億8,000万円で、前年
度比9.0％の増、一方、地方交付税の
振替措置である臨時財政対策債は、
9,000万円で、前年度比70％の減で
計上しています。

次に、歳出でありますが、義務的経
費のうち人件費は39億3,824万4,000
円で、退職手当の増などにより、前年
度比6.4％、約2億4,000万円の増、扶
助費は、68億905万9,000円で、子育
てや福祉関係の給付費の増などによ
り、前年度比4.2％、約2億8,000万円
の増、投資的経費は、30億9,666万
6,000円で、31億円にせまる投資額に
なります。具体的には、道路などの基
盤整備の充実に加え、津島駅東側駅
前広場の整備、天王川公園の大規模
改修、南小学校と神守小学校の耐震

性貯水槽の設置、神島田小学校体育
館の改修や南文化センターなど、公
共施設の長寿命化改修などで、前年
度比31.9％、約7億5,000万円の大幅
増となっています。
令和6年度は、「まちづくり再生第2

弾による成長投資」、「子育て支援
トータルプランのさらなる充実」な
ど、未来の津島へ向けて、多くの重要
事業を計上する積極予算を編成いた
しました。

このため、予算編成にあたりまして
は、市の貯金ともいえる財政調整基
金から20億5,000万円を繰り入れて
おりますが、財政調整基金の残高は、
令和5年度末で約47億円まで増加す
る見込みであり、令和6年度当初予算
への繰入後でも、27億円ほどの残高
を維持できます。

津島市の財務体質は大きく改善し
ており、着実に安定してまいりまし
た。今後につきましても、行財政改革
などに不断に取り組み、持続的な行
政運営に努めながら、必要な事業を
効果的に展開することで、つしま成長
戦略を確実に推進してまいります。

結びにあたり、今議会には令和6年
度当初予算をはじめ、条例などの諸
議案を提出しております。いずれも
市政運営に欠くことのできないもの
ばかりであります。十分ご審議の上、
適切なるご議決をいただきますよう
お願い申し上げます。

設置や住宅などが建設できる土地利
用構想を進め、駅に近い立地を活か
したまちづくりを進めていきます。今
後、まちづくりに必要な下水道や道
路等の整備に向けた具体的な検討を
行ってまいります。東の玄関では、
2027年に西尾張中央道まで開通予
定であります名古屋津島線バイパス
の整備に合わせ、生涯学習センター
と東公園一帯を、スポーツと健康を
キーワードに、広域的な玄関にふさ
わしい位置づけをし、魅力向上を目
指してまいります。西の玄関では、検
討されている木曽川・長良川新架橋
の整備促進に向け、国や県に対して
積極的に働きかけを行ってまいりま
す。

本市では、令和2年3月に「津島市
歴史的風致維持向上計画」を策定
し、本市固有の歴史的風致を守り、育
て、継承し、地域の活性化につなげる
ことを目指しております。さらに次の
ステップとして、歴史的風致である景
観を計画的かつ確実性をもって保全
するため、景観計画の策定に着手い
たしました。良好な景観形成により、

調和がとれた町並みを目指してまい
ります。

企業誘致の状況につきましては、
これまで、宇治・白浜・鹿伏兎の3区域
約21万㎡に工場等の立地を誘導す
る区域を指定し、企業誘致を積極的
に推進した結果、区域の約8割に企業
を誘致することに成功しました。引き
続き企業誘致を進めるため、昨年10
月に越津・下切区域約18万㎡、本年1
月に下新田・大縄区域約3万㎡を区域

に追加いたしました。今後、新たな区
域の追加も検討しながら、より一層
精力的に企業誘致を推進してまいり
ます。

令和6年度は、新たな企業誘致推
進区域となる周辺の歩行者の安全環
境を確保していくために、宇治百町
線と神尾金柳線の歩道整備を進めて
いく予算を計上いたしました。

神守中町・神守下町及び唐臼地区
におきましては、建ぺい率と容積率
など建物の規制を緩和し、約68万㎡
をこれまで建築できなかった建物が
建築できるようになることで、土地利
用の促進を図ってまいりました。今議
会には、さらに中地地区約4万㎡にお
いて規制緩和を行うための条例改正
に関する議案を提出しております。今
後は、愛宕地区約7万㎡においても
規制緩和に向けて進めてまいりま
す。

先ほど2大プロジェクトを牽引し、
定住を促進させる事業の内容を申し
上げました。具体的にはこれまで神
守・唐臼地区で実施しておりました居
住用の新築住宅取得に対する最大

室し、4中学校全てにおいて開室して
まいります。これにより、これまで教
育支援センターに通室していた生徒
も、学校に登校するきっかけとなり、
友達などとのコミュニケーションが
取りやすくなるほか、学校行事への
参加なども可能となるものと考えて
おります。

経済的な理由により、お子さんを
小・中学校へ就学させるのにお困り
のご家庭に対しましては、学用品費や
給食費などの費用の一部を援助する
就学援助費の受給要件を拡大し、支
援の充実を図ります。家庭の経済的
な状況によって学習の機会に差が出
ることのないような学習支援も実施
いたします。

学校教育環境につきましては、こ
れまで全ての小中学校の普通教室
などへのエアコン設置、トイレの洋式
化、県内初となる体育館へのスポット
エアコンの整備などを行っており、現
在、学校施設の長寿命化改修に取り
組んでおります。

令和5年度には、神守中学校と蛭
間小学校の体育館の長寿命化改修
を行い、令和6年度には、神島田小学
校体育館の改修と、高台寺小学校体
育館の改修に向けた実施設計を行う
ほか、天王中学校に自転車置き場を
設置します。子どもたちが安全・安心

な学校生活を送ることができるよう、
計画的に整備を行ってまいります。

また、働いているなどの理由によ
り、保護者が昼間不在となる家庭の
子どもたちが放課後や長期の休み中
に、安全で楽しく過ごすための遊びや
生活の場となる学童保育につきまし
て、8つ全ての小学校区にこどもの家
を設置しております。

平成29年度には西小学校、平成30
年度には北小学校の敷地内にこども
の家を新築し、令和4年度には、学校
から遠方の位置にあった神守こども
の家を神守小学校敷地内に新築い
たしました。令和6年度は、私が4か所
目に手がける南こどもの家の新築に
向けての実施設計業務を進めるな
ど、今後も学童保育のさらなる環境
の充実を積極的に推進してまいりま
す。

子どもたちの健康・体力を向上さ
せる取組といたしましては、これまで
実施しておりました「総合的な子ども
の基礎体力向上大作戦」、通称ＳＫＩＰ
（スキップ）を発展させ、令和4年度か
ら小中学校において、縄跳び名人を
講師として招いた縄跳び教室や、

サーキットトレーニング教室を実施し
ております。未来の担い手としてたく
ましく生き抜くために、必要な健康と
体力をつけることを目指します。

健康・体力のもととなる学校給食に
つきましては、平成27年度から、「津
島市給食献立コンクール」を実施し、
児童生徒の考えた献立を給食に取り
入れております。子どもたちに安全・
安心な食を提供するため、有機農産
物を使用したオーガニック給食につ
きましても、段階的に導入を進めて
おり、子どもたちに笑顔で給食を食
べてもらえるよう、栄養バランスに優
れた心のこもった美味しい学校給食
を提供してまいります。

少子化対策として、若者に出会い
の機会を提供するため、尾張津島天
王祭宵祭開催日に、県内在住または
在勤の独身者を対象に、「天王祭de
ご縁結び」を開催する予定をしており
ます。

多くの学生が奨学金を受給し、就
職後、返還している状況の中で、企業
が従業員への奨学金返還支援制度
を導入することは、学生が企業選び
をする際の大きなポイントとなりま
す。このため愛知県では、令和6年度
から中小企業の人材確保を図ること
を目的に、従業員の奨学金返還を支
援する中小企業を対象に補助制度を
創設いたします。対象とする中小企
業等は、県への企業登録が必要であ
りますので、市といたしましても市内
中小企業等に積極的に働きかけてま
いります。

進め、北小学校においては、文化会
館に設置されている100トンの貯水
槽を活用いたします。今後も引き続
き全ての小中学校への設置に向けて
計画的に進めてまいります。

また、災害が発生した際の避難所
での生活のため、避難所用の資機材
を市で備蓄しております。寒い時期
の避難に備え、毛布や新たに簡易寝
袋も備蓄して寒さ対策を強化いたし
ます。大切な家族の一員であるペッ
トも一緒に避難することができるよ
う、公共施設のうち1か所をペットと
の同室避難所とするほか、指定避難
所である8小学校でも、ペットと同行
避難をされることを想定し、ケージや
ワンタッチテントなどの資機材を整
備いたします。

自宅から指定避難所まで離れてい
ることや、普段行き慣れない避難所
へ行くことへの不安を解消するた
め、県内初の取組として、民間施設を
緊急避難場所として活用し、緊急時
に速やかに避難できる体制を強化し
てまいります。

市役所本庁舎につきましては、災
害時には災害対策本部として機能さ
せる必要があることから、耐震化を
実施したほか、非常用の電源設備の
整備を行ってまいりました。災害時の
重要な施設である消防庁舎や、避難
所としても重要な錬成館をはじめ、主
な公共施設についても耐震化を実施

してまいりました。

災害対策本部においては、市民の
皆様の命を守るため、国・県・市が保有
する情報を一元化する必要があるこ
とから、様々な情報を一元的に可視
化できる防災支援システムを令和4
年度に構築いたしました。このシステ
ムを地域の自主防災組織と連携しな
がら活用していくことで、地域の減災
に結び付けてまいりたいと考えてお
ります。また、災害情報を市民の皆様
にお知らせするため、災害時の緊急
情報、避難所の開設状況、道路の冠
水状況の情報などを見ることができ
る防災情報専用サイト「つしま防災
ポータル　まもるくん」を新設いたし
ました。スマートフォンからでも閲覧
できますので、是非ご活用ください。
令和6年度より、75歳以上の高齢
者等、災害弱者の方々のうち、希望さ
れる方に対しては、緊急時に防災情
報が流れる専用ラジオを無償で貸し
出す事業を開始いたします。防災情
報を受信すると自動的に電源が入る
ものであり、情報をいち早く市民の
皆様が受けとっていただくことが可
能となります。

市では、災害時の情報収集にド
ローンの活用も進めております。災
害現場に行くことができない場合で
も、ドローンを飛行させて映像を撮
影し、その映像を災害対策本部で確

認することができることから、ドロー
ン人材20名の育成を目指し、令和4年
度から市職員のドローン操縦資格取
得に取り組んでおります。

災害時に避難場所として利用でき
る場を確保するため、現在、神守地区
において、都市公園の整備を行って
おります。神守小学校北エリアに約
2,500㎡、神守こども園西エリアに約
1,800㎡の広さの2つの公園につきま
しては、マンホールトイレ、東屋を設
置し、まもなく完成いたします。さら
に神守支所東エリアにも、約2,200㎡
の広さの3つ目の公園を整備するた
め、令和6年度から着工いたします。
今後はさらに神守中学校南エリアに
約4,500㎡の広さの4つ目の公園整
備を進めてまいります。

消防本部では、市民の皆様の命を
守るため、防災力の強化を図ってお
ります。本市の消防本部は、市域のほ
ぼ中央に位置しております。日光川
東側の一部の地域においては、救急
車の現場到着までの時間が課題と
なっておりました。そのため、交通量
が多い平日昼間帯に、神守支所に救
急車を待機させる救急ステーション
の実証運用を、昨年8月から本年3月
22日まで行っております。実際に救

配信を行うことで、効果的な情報発
信を行っております。

また、愛知大学や津島東高校と連
携し、「津島の魅力PRデザイン開発
プロジェクト」として、PR用ステッ
カーのデザイン制作を行っているほ
か、副業人材を活用し、PRちらしの
デザイン力を高めるとともに、津島
の魅力を広く動画配信しております。
今後も本市の「価値」をさらに高める
ため、「魅力マシマシ津島市」を積極
的に発信してまいります。

ふるさと納税の返礼品において
も、地場産業の活性化と地元特産品
のＰＲのため、全国に向けて積極的に
発信しております。特に、あらかじめ
蓄電ができ、災害時等の備えとして
役立つポータブル電源は大変好評で
あり、昨年12月に新たな返礼品とし

て加えた結果、12月のみで約5,400万
円のご寄附をいただいております。
今後もより一層の返礼品の充実のた
め、様々な工夫を凝らしながら取り組
んでまいります。

市が実施する地方創生プロジェク
トに対して企業から寄附をいただく
企業版ふるさと納税につきましても、
複数の企業から多額のご寄附をいた
だき、子育てや文化の継承、公園の
整備など、様々な分野で活用してお
ります。さらなる寄附をいただけるよ
う、引き続き企業に対して積極的に
働きかけを行ってまいります。

地域におきましては、交通安全や
防犯、福祉など、様々な課題解決に向
けて取り組んでいただいております
コミュニティ推進協議会等に対する
補助金を増額し、活動を支援いたし
ます。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」についてご説明申し上げま
す。

令和3年12月に策定いたしました
都市計画マスタープランでは、将来
に向けたまちづくり戦略として、津島
駅周辺を正面玄関として位置づける
とともに、市内の東西南北を玄関とし
て位置づけました。

昨年3月には、本市と名古屋鉄道株
式会社、ＵＲ都市機構の三者で、県内
初となる地域の持続的発展を目的
に、鉄道と連携したまちづくりを進め
ていく包括連携協定を締結しまし
た。名古屋鉄道株式会社とは、これま
でも「つしまちあるきキャンペーン」
など、本市の観光面でも協力を頂い
ているほか、ＵＲ都市機構を含めた三
者では、津島駅周辺でのマチナカの
再生に向けた社会実験でも協働の立
場でご参画いただいています。この
三者で同じまちづくりへのベクトル
を共有し、さらに進んだ未来に繋がる
事業を展開してまいります。それに
向け、令和5年度は、まちづくり再生
元年と位置付け、津島玄関まちづく
り構想「ゲートウェイプロジェクト」の
推進のため、津島市の「価値」を高め
る成長投資を行いました。さらに令
和6年度では、次へのステップ「まち
づくり再生」第2弾として、プロジェク
ト推進のための取組を加速してまい
ります。

津島駅周辺の正面玄関におきまし
ては、駅の東側に駅前広場・市民の交
流広場を整備するため、用地買収を
行ってまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いてご説明申し上げます。

 
この地域は、高い確率でマグニ
チュード8～9クラスの巨大地震が発
生することが予測され、地震による甚
大な被害が発生することが予想され
ております。また、近年、全国各地で
大雨による被害も頻発している中、
市民の皆様を誰一人として取り残す
ことのないよう、防災・減災対策を行
う必要があります。

災害時には、自助・共助・公助の3つ
が必要となります。大規模災害時に
は、救援物資が届くまでに時間を要
することから、自分の命は自分で守る
ことができるよう、日頃から7日分程
度の食料や、資機材などの備蓄と
いった「自助」の取組をお願いいたし
ます。能登半島地震では倒壊した家
屋の下敷きになった方が犠牲者の大
半を占めることが判明しました。市で
は地震から身を守るために、住宅の
無料耐震診断や住宅の耐震改修へ
の補助を行っております。令和6年度
は耐震診断に関する予算を5割増し
にするとともに、耐震改修の補助金
を100万円から150万円に大幅に拡
充するなど、耐震改修や除却に関す
る予算を2.7倍にし、市民の皆様の安
全を守ってまいります。また、災害時

に備え、窓ガラスが割れた際の破片
の飛び散りを防ぐための飛散防止
フィルムの貼り付けや、家具の転倒
防止金具の取り付けを無償で行って
おります。ご自身の命を守るため、ま
だ対策がお済みでない場合は、是非
ご利用ください。

市では、毎月第3日曜日を「家庭防
災の日」と定め、防災教室を定期的に
開催し、家庭において防災について
話し合うことを進めています。避難経
路や備蓄品の確認、家庭でできる対
策などについて話し合い、防災意識
を高めるきっかけとしていただきま
すようお願いいたします。
災害が起こった際、ご自身の力だ

けでは避難所へ避難することが困難
な方々につきましては、一人ひとりに
対して個別避難計画を作成し、地域
で活用することで取り残すことなく、
人的被害を最小限にとどめられるよ
う、地域で支援する「共助」の体制の
確立に全力を尽くしてまいります。

災害時にうろたえることなく行動
するためには、平時から訓練をしてお
く必要があります。自主防災組織を
はじめ、様々な主体と協働して防災
訓練を実施いたします。訓練には、
ゲーム形式も取り入れながら、いざと
いう時にきちんと実践できるような
内容としてまいりますので、積極的な
ご参加をお願いいたします。

なお、自主防災組織は、地域の防
災において、大変重要な役割を担っ
ております。近年の物価高騰の状況
等をふまえ、各小学校区の自主防災
組織の体制強化のため、令和6年度
より補助金を増額いたします。さらに
自主防災組織や町内会に所属する防
災関連委員の皆様が、万が一活動中
に怪我をしてしまったときなどに備え
て、市の負担で傷害保険及び損害賠
償保険に加入することで、より安心し
て活動していただくことができます。

「自助」・「共助」に加え、市では「公
助」といたしまして、災害時における
飲料水の確保のため、平成26年度か
ら水道管の耐震化を実施しておりま
す。これまでに災害時に避難所とな
る、東小学校・西小学校・南小学校・北
小学校・神守中学校・神守小学校をは
じめ、災害時の重要施設である市役
所、市民病院などへの水道管の耐震
化に対し、20億円を超える投資を
行ってまいりました。配水場から離れ
た地域である神島田小学校、高台寺
小学校、蛭間小学校には約3億円を
投資して耐震性貯水槽を設置いたし
ました。令和6年度には、南小学校と
神守小学校への設置工事を実施す
ると同時に、令和7年度、東小学校、西
小学校への設置に向け実施設計を

急車の到着時間が短縮するなどの効
果が出ており、地元の方からも好評
いただいておりますので、引き続き
運用を進めてまいります。

他の消防本部との連携・協力も進
めており、海部地域の消防本部とは
合同訓練や勉強会を開催しておりま
す。令和7年度からは津島市ほか名古
屋市を含む7消防本部と指令業務の
共同運用を開始します。これにより、
消防力の強化による住民サービスの
向上が期待できます。また、愛西市と
は、はしご車の共同整備についても
進めており、実現すれば県内初の試
みとなります。

地域防災に欠かすことのできない
消防団につきましては、消防団員の
訓練のための出動報酬を増額し、新
たな団員の確保に向けて充実を図る
とともに、神島田分団車庫の新築移
転に向けての準備を進めてまいりま
す。
このように、市民の皆様一人ひとり
に寄り添った防災対策を行ってまい
ります。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」についてご説明申し上げます。

本市は、津島神社や数多くの寺院、
歴史的な町並み、ユネスコ無形文化

遺産に登録された「尾張津島天王祭
の車楽舟行事」をはじめとする四季
折々の祭りをはじめ、市内各所に伝
承されている祭り、そして市民の皆様
に愛されている天王川公園や津島神
社など、誇るべき数多くの地域資源
が市内全域にあります。これらは他の
自治体にはない本市の大きな強みで
あります。

このような歴史的・文化的な遺産
を、地域総がかりで継承していくた
め、文化財保存活用地域計画の策定
に着手いたします。尾張津島天王祭
などの大規模な祭りだけではなく、市
内各地域の山車や神楽、市民の皆様
の生活の中に息づく文化など、地域
ごとに調査を実施して掘り起こしを行
い、保存・活用に向けて検討してまい
ります。

市の指定文化財である氷室作太夫
家住居につきましても、貴重な文化
財を後世に引き継ぐため、保存と活
用に関する方針を定める保存活用計
画を策定してまいります。

本市において祭りは誇るべきもの
であります。祭りを今後も維持すると
ともに、体制を強化するため、尾張津
島天王祭及び尾張津島秋まつりの関
係団体に対する報償費を増額し、活
動を支援いたします。

本市にゆかりがある世界的な芸術
家である横井照子さんは、本年で生
誕100周年を迎えます。その節目とな
る年に、その偉業を顕彰するととも
に、本市の文化振興に向けた機運を
醸成するため、本年11月に横井照子
展を開催いたします。数多くの素晴ら
しい芸術作品に触れることができま
すので、是非楽しみにしてください。

本市は、東海三県寺密度ナンバー
ワンであることを活かして、平成30年
度より御朱印イベント「津島てら・まち
御縁結び」を開催し、令和6年秋に第
20回目を迎えます。これを記念して、
「第20回津島てら・まち御縁結び記念
事業」を実施し、本市の魅力向上を図
ります。

こういった本市の魅力を、より多く
の方に知っていただくため、プロモー
ションにも力を入れております。ふる
さと津島応援広報大使である津島市
出身の神野大地選手には、本市の魅
力をＳＮＳ等で広く発信していただい
ております。

令和5年度には、市の公式ＬＩＮＥの
機能を拡大し、情報を伝えたいター
ゲットに対して、それぞれのニーズに
マッチした情報を配信するセグメント

全国トップクラス
５つの子育て支援

こども家庭センターを開設
母子保健と児童福祉の機能を

一体的に運営

の小学1年生から3年生の児童に見
守り用の端末を無料で配布し、サー
ビスを開始したところであります。市
内全域における地域ＢＷＡの活用は
県内初となります。今後、高齢者の皆
様にも対象を拡大していくとともに、
見守りだけでなく、観光やまちづくり
の分野にも活用の範囲を広げてまい
ります。

ここ数年のコロナ禍においては、
感染防止のために不要不急の外出
自粛が求められ、その結果、地域活動
の縮小や、人との交流の減少といっ
た影響を及ぼしました。外出機会の
減少は、身体機能や認知機能の低下
が見られる「フレイル」の状態となる
方を増加させる恐れがあります。そ
のため、高齢者の皆様が、総合保健
福祉センター、生涯学習センター、神
島田公民館を使用する際の使用料を
半額にいたします。そして外出の機
会を増やしていただくとともに、総合
保健福祉センターにおいて交流する
ことができる拠点整備を行うなど、社
会参加の促進を図ってまいります。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どにマイカーを使うことができない、
あるいは今後使うことができなくな
る75歳以上の高齢者、移動が困難な
障がい者、妊産婦の皆様を対象とし
て、外出時のタクシー料金が半額と
なる、「津島おでかけタクシー事業」
を、昨年1月より開始いたしました。開
始より1年が経過し、これまでの利用
実績の累計は2万5,000件を超え、利
用登録者数も3,200人を超えており、

大変好評をいただいております。

障がいのある方への支援といたし
ましては、身体障がい、知的障がい、
精神障がいに加えて、難病、発達障が
い、強度行動障がい等、障がいのあ
るご本人やその家族の各種ニーズに
対応できる総合的な相談支援や専門
的な相談支援などを行う基幹相談支
援センターを、総合保健福祉セン
ターに設置いたします。
障がいのある児童への支援といた

しましては、障がいのある児童やその
家族への相談、障がい児を預かる施
設への援助・助言などを行う地域の中
核的な療育施設である児童発達支援
センターの設置に向け、未利用となっ
ております旧津島市立津島幼稚園の
民間活用を進めてまいります。

ここまでは、「つしま成長戦略」とし
て掲げた5つの項目に沿って説明し
てまいりました。このように、全ての
市民の皆様が心身ともに満たされた
状態である「ウェルビーイング」とな
ることを目指して取り組んでまいり
ます。

続きまして、この「つしま成長戦
略」の推進と並行して進めていくべ
き内容についてご説明いたします。

まずは、市民サービスの向上につ
ながるデジタル化です。社会が非常
に速いスピードで変化していく中、デ
ジタル技術を活用しながら従来の制
度等を変革し、様々な課題を解決す

るデジタル・トランスフォーメーション
「ＤＸ」を推進することが求められます。
本市では、デジタル技術を活用し

た窓口改革として、役所に「来ない」、
書類を「書かない」、手続きを「待た
せない」行政サービスの実現を目指
しております。令和4年度には、住民
票等のコンビニ交付、タブレット端末
による申請システム、「出生コー
ナー」や「おくやみコーナー」での窓
口ワンストップサービス、窓口の
キャッシュレス化などを導入いたしま
した。「出生コーナー」や「おくやみ
コーナー」は、専用カウンターを設置
して様々な部署で必要な各種手続き
をワンストップで行うことができるた
め、大変好評をいただいております。
令和6年度には、コンビニ交付の対象
サービスに所得課税証明書・納税証
明書を追加し、さらに市民サービス
の充実を図ることにより、「デジタル
化で、しあわせ実感都市、つしま」の
実現を目指してまいります。

このようなデジタル技術の活用
は、市民の皆様の利便性を向上させ
るだけでなく、職員の働き方改革に
もつながります。令和6年度は、ＡＩを
活用した議事録作成支援システムを
導入することで、効率化できる部分
はデジタルに任せ、市民の皆様との
対話や、新たに実施する事業の検討
など、職員は職員にしかできない業
務を担うことで、市民サービスのさら
なる向上を図ってまいります。

他自治体との連携についても進め
ております。藤まつりにおける江南市
や岐阜県羽島市との連携、ひつじサ
ミット尾州における一宮市や岐阜県
羽島市との連携、岐阜県海津市コ

子育て支援トータルプラン

子育てするなら、つしま!

①子ども医療費完全無料化
（18歳まで）
②第2子以降の0～2歳児保育料
の完全無料化
③小中学校の給食費完全無償化・
保育所・幼稚園・認定こども園
等の副食費半額補助
④0歳児選べる無料定期便
⑤保育所・認定こども園等での
使用済み紙おむつの保護者
持ち帰りの廃止を推奨

賑わいの「核」となる拠点の整
備が始動！わくわくするまちづく
りを推進

「子育て支援トータルプラン」で
全国トップクラス

5つの子育て支援を継続展開

働きやすい職場づくりのために
弁護士による相談窓口の創設等

ハラスメントのない
職場の環境改善に邁進！

まちづくり再生

子育て支援
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令和6年度は、次へのステップ第2
弾として、「まちづくり再生」につきま
しては、津島神社周辺の新たな賑わ
い拠点、観光交流センター周辺の新
たな交流拠点の供用開始に向け、賑
わいの「核」となる拠点の整備がいよ
いよ動き出します。本市の「価値」を
高め、わくわくするまちづくりを進め
てまいります。
「子育て支援」につきましては、第2
子以降の保育料の完全無料化、3歳
から5歳児までの保育所・幼稚園・認定
こども園等の副食費の半額補助及び
市立小中学校の給食費の完全無償
化、0歳児を対象としてご希望の子育
て用品を無料で自宅にお届けする
「子育てサポート選べる無料定期便」
など、全国トップクラスの子育て支援
を引き続き展開し、安心して出産、子
育てができる環境づくりを進めてま
いります。

そして、この2大プロジェクトを牽
引し、定住を促進させる新規事業を
実施いたします。事業の内容としまし
ては、後ほど詳しくご説明いたします
が、津島駅周辺の旧津島エリア、地区
計画区域の神守、唐臼エリアにおい
て新築住宅を取得した方やリフォー
ムをした方に要件に応じて補助金を
交付するもので、本市への定住を促
進させ、人を呼び込むまちづくりを目
指してまいります。

昨年、ハラスメントや不適切発言

のない働きやすい職場を築いていく
ため、過去10年間にわたる実態調査
として、職場環境改善のためのアン
ケート調査を実施いたしました。第三
者委員会からいただいた最終報告書
の、研修の実施、弁護士による相談窓
口の創設などを含む7つの提言に、専
門家の支援を受けながら、しっかりと
着実に対応し、ハラスメントのない職
場の環境改善に取り組んでまいりま
す。
令和6年度に実施する主な施策に

ついて、「つしま成長戦略　第3弾」と
して掲げている5つの項目ごとにご説
明いたします。
まず、「つしま成長戦略」の1点目、

「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついてご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、本市の
「宝」です。子どもたちの健やかな育
成を図り、「子育てするなら、つしま」
の実現に向けて邁進してまいりま
す。そのため令和5年度より、子ども
が産まれる前から産み育てるまで、
丸ごと支援を行う「子育て支援トータ
ルプラン」として、5つの子育て支援
策を実施しております。
1つ目の支援は、18歳まで所得制

限なしの子ども医療費完全無料化の

継続。2つ目の支援は、第2子以降の
保育料も所得制限なしの完全無料
化。3つ目の支援は、3歳から5歳児ま
での保育所・幼稚園・認定こども園等
の副食費の半額補助及び市立小中
学校の給食費の無償化。4つ目の支
援は、0歳児を対象としてご希望の子
育て用品を無料で自宅にお届けする
「選べる無料定期便」。5つ目の支援
は、保育所・認定こども園等における
使用済み紙おむつの保護者持ち帰り
の廃止です。
3つ目の保育所・幼稚園・認定こども
園等の副食費及び市立小中学校の
給食費につきましては、昨年4月から
6月までは半額を無償化し、7月から
本年3月までは、物価高騰の影響を
受けている子育て家庭を支援するた
め、完全無償化に拡大いたしました。
市立小中学校の給食費につきまして
は、令和6年度につきましても、完全
無償化を継続いたします。
これらの5つの子育て支援のほか、
年齢期に応じた様々な支援を実施し
ております「こんにちは赤ちゃん訪
問」では、子育てを応援するため、「お
めでとう」の気持ちを込めて、生後2
か月を迎える赤ちゃんのいる全ての
ご家庭を訪問しており、大変好評を
いただいております。これらの支援
は、令和6年度も継続してまいりま
す。

また、令和6年度より、「こども家庭
センター」を総合保健福祉センター
の2階に開設し、母子保健と児童福祉
の機能を一体的に運営することで、
両部門が連携・協働を深め、切れ目の
ない支援を行うための相談体制を強
化いたします。さらに相談支援だけ
でなく、支援を必要とされる全ての
子どもたちや妊産婦の皆様等へのサ
ポートプランの作成、多様な家庭環
境への支援体制を充実・強化するた
めの地域資源の開拓なども担ってま

ミュニティバスの津島駅への乗り入
れなど、自治体の枠を超えた連携・協
力を推進してまいります。

市政運営を進める上で、最も重要
なことは、市民の皆様の声を聞くこと
だと考えております。そのため、市民
の皆様の声をお聞きする機会とし
て、令和4年度と令和5年度にタウン
ミーティングを開催いたしました。令
和4年度には、市内8つのコミュニティ
推進協議会それぞれと、令和5年度に
は、市内で定期的に活動する団体を
対象として15回開催いたしました。令
和6年度につきましても私が自ら市
政について市民の皆様にご説明する
機会を設けます。是非ご参加ください。

市民の皆様が安心して暮らすため
には、様々な人権課題が解消され、一
人ひとりの人権が尊重されることが
重要であります。人権啓発や地域住
民の福祉の向上、交流の拠点施設で
ある南文化センターは、建物及び設
備の老朽化に対応するため、大規模
改修工事を実施してまいります。今
後も新たに生まれ変わる南文化セン
ターにおいて、地域交流促進事業や
生活上の相談事業の充実を図ってま
いります。
また、産業廃棄物処理施設等を設
置する際に、事業者と関係住民とのト
ラブルを防ぐための条例を制定して
まいります。

職員の声を聞く場も設けておりま
す。令和4年度からは、若手・中堅職員
との意見交換会を開催し、担当業務
で日頃感じていること、将来の自分
や市政運営に対する考え方などにつ
いて意見交換を行っております。今

後も、職員の声に耳を傾け、風通しの
良い職場環境づくりに取り組んでま
いります。

職員が事務改善や施策等の提案
を行うことができる職員提案制度に
つきましても、自分らしさや新しい視
点を自ら取り入れて働き方を工夫す
る「ジョブ・クラフティング提案制度」
として、令和5年度からリニューアルいた
しました。「Go Beyond Yourself～
昨日の自分を超えろ～」をキャッチフ
レーズとし、電子システムからの提案
を導入したほか、職員投票や若手職
員による審査委員会を設置するな
ど、より一層活用しやすい制度とな
り、令和5年度には、9件の提案があり
ました。職員の「Not Yet（まだできる）」
の精神を育みながら、創造力や研究
心、市政運営への参加意欲の向上を
目指しております。

私たちは、私たちが暮らすこの地
球の環境を守り、急速に進む地球温
暖化に歯止めをかけることを考えな
ければなりません。本市では、これま
でも地球温暖化対策として様々な取
組を実施してまいりました。市役所本
庁舎における省エネ効果の高い空調
設備への改修。市民病院における空

調用熱源の更新やＬＥＤ照明等の導
入。市が管理する全ての道路灯・公園
灯の照明ＬＥＤ化。市内全ての小中学
校の教室や体育館の照明ＬＥＤ化な
どを行ってまいりました。令和5年度
には、本庁舎、生涯学習センターなど
27施設の照明をＬＥＤ化するととも
に、総合保健福祉センターへの太陽
光パネルと蓄電池の設置に向けた取
組を開始いたしました。公用車につ
きましても、これまで保有している電
動車5台に加え、令和5年度には2台
の電気自動車を導入いたしました。
令和6年度にはさらに6台の電気自動
車を導入するなど計画的に更新を進
め、2030年までには全ての公用車を
電動車とすることを目指してまいり
ます。町内会や自治会に対しまして
も、令和5年度より防犯灯の設置・更
新にかかる補助の基数制限を撤廃
し、ＬＥＤ化の促進を図っております。

そのような中、昨年7月に首長が気
候変動・エネルギー政策に取り組むこ
とを誓約し、具体的な取組を積極的
に進めていく国際的な仕組みである
「世界気候エネルギー首長誓約（世
界首長誓約／日本）」の誓約書に、名
古屋大学にて署名いたしました。今
後、具体的な目標達成方策などに関
する「気候エネルギー行動計画」を
策定し、取組を推進してまいります。
なお、本市を始めとする「世界首長誓
約／日本」誓約団体と、「世界首長誓

画の策定を進めております。さらに
今後の東公園一帯の再整備に向け
て、スポーツ施設整備方針の検討も
行います。本年4月には、社会教育課
内に東公園整備推進室を設置すると
ともに、東公園一帯の整備に関する
業務推進のためのアドバイザーを招
聘いたします。

スポーツを行うための環境整備と
して、葉苅スポーツの家及び生涯学
習センターには、夏の暑い時期でも
安心してスポーツを楽しんでいただ
くことができるよう、壁掛けタイプの
スポットエアコンを整備いたします。
さらに生涯学習センターにおいて
は、屋外運動場やオムニコートの全
面的な改修も実施いたします。生涯
を通じて気軽にスポーツに親しむこ
とができるよう、引き続き生涯スポー
ツの推進を図ってまいります。

医療や介護が必要になった場合で
も、できる限り住み慣れた地域や自
宅で暮らし続けたいという願いを実
現するため、市では住まい・予防・生活
支援・医療・介護の5つの要素を一体
的に提供する、地域包括ケアシステ
ムの推進を図っております。海部医
療圏の7市町村が共同し、本市の神
守支所の1階に設置している「海部医
療圏在宅医療・介護連携支援セン
ター」において、在宅医療や介護
サービスなど、関係機関の切れ目な
い連携を行っております。

昨年12月に、本市と名古屋大学医
学部附属病院において、「社会保障
費の抑制を目指す共同研究プロジェ
クト」の開始に伴う締結式を行いまし
た。この事業は、ＮＨＫ、公共メディ
ア、新聞など、マスコミにも全国ネッ
トで取り上げられ、注目の事業となっ
ております。本市の65歳以上の住民
データから重症・重度化要因を特定
し、その要因に対する介入プログラ
ムを実施することで、社会保障費の
抑制にもつなげようというプロジェク
トであります。高齢者人口の増加に
よる介護需要の増大と介護人材の不
足が叫ばれる中、医療・介護のデータ
を分析・解析し、対策を講じていくこ
とは、超高齢社会を迎える上でさら
に重要となってまいります。今後も市
民の皆様の健康が一番！「健康応援
都市」を目指してまいります。

認知症の高齢者への支援といたし
ましては、令和5年度より、万が一他
人に怪我を負わせてしまったり、他人
のものを壊してしまったりしたときに
備えて、認知症の方などを被保険者

とする個人賠償責任保険に市の負担
で加入いたしました。行方不明にな
る恐れのある高齢者に対しては、自
宅に帰れなくなった際に早期発見、
保護できるようＱＲコード付きのラベ
ル・シールを配布いたしました。2025
年には高齢者の5人に1人が認知症に
なるとの予測もあり、認知症となって
も安心して暮らすことができる環境
を引き続き整えてまいります。

高齢者をはじめ、市民の皆様の安
心を守るため、昨年の11月に、株式会
社ottaと西尾張シーエーティーヴィ
株式会社と「見守りサービスの推進
に関する協定」を締結いたしました。
見守りサービスは、無線システムで
ある地域ＢＷＡを活用し、小さな見守
り用端末を持っている児童が、市内
のお店や企業などの見守りスポット
の周辺を通過したり、見守りアプリを
登録したスマートフォンなどとすれ
違ったりすることで、見守り端末の位
置を記録するものです。まずは市内

100万円の補助制度を、大幅に拡充
いたします。令和6年度からは、対象
区域を居住誘導区域と、市内にある
16団地に拡大いたします。対象者に
つきましても、これまでの新築住宅を
取得された方だけでなく、中古住宅
取得後にリフォームする方、中古住宅
を賃貸後リフォームする方も対象と
いたします。市内にある団地では、高
齢化や建物の老朽化が進んでおり、
日光川東エリアの青塚団地、喜多神
団地、葉苅団地、宇治団地、神守団
地、みずほ団地、こがね団地、下切住
宅、江南団地、百島団地、みどり台団
地の11団地と、日光川西エリアの永
宝団地、さかえ団地、上春日台団地、
下春日台団地、東愛宕住宅の5団地
の合計16団地の再生を、新しい居住
誘導施策で積極的に推進してまいり
ます。

補助金の加算要件につきまして
も、若年の子育て世帯が親世帯の近
くに居住することを後押しするため
に、親世帯と同居・近居の場合の加算
を設けるほか、地元事業者の活性化
のために、市内の事業者が施工した
場合にも、さらに加算をいたします。
補助金額は、新築住宅を取得した場
合や中古住宅を取得後リフォームし
た場合、最大150万円。中古住宅を賃
貸後リフォームする場合、最大170万
円となります。空き家対策のための
空家解体促進費補助金に関しても、
20万円から2.5倍の50万円に大幅に
増額いたします。この補助金は新築
住宅を取得した場合、併用ができ、最
大200万円となります。本市に居住す
る大きな後押しとなり、さらなる定住
促進につなげてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」についてご説明申し上げます。

津島市民病院は、この地域になく
てはならない病院として、海部医療
圏の医療を守る要となる中核病院と
しての役割を果たしております。私は
設置者として、市民の皆様から信頼
され続けるために取り組んでまいり
ました。新型コロナウイルスの感染
が拡大した時期は、市民の皆様の健
康な暮らしを守るために、医療従事
者が最前線に立って対応しました。市
民病院が今後も役割を果たしていく
ためには、経営の安定化を図ること
が必要不可欠です。
冒頭にも申し上げました通り、市民
病院の経営改善に取り組んできた結
果、平成29年度から6期連続で経常
収支黒字化を達成することができま
した。平成28年度末には約19億円
あった一時借入金につきましても令
和2年度に解消しております。

令和4年7月には、アフターコロナ
を見据えながら病院全体の課題を組
織横断的にマネジメントするため、経
営戦略部戦略企画室を設置しており
ます。医師や看護師、事務職も一体と
なって、ポストコロナに対応しながら、
積極的に経営強化を図っておりま
す。引き続き質の高い医療を提供し
ていくため、市と病院が一体となっ
て、安定的な運営を行ってまいりま
す。

市民の皆様がいつまでも健康で暮

らしていただくには、まずは一人ひと
りの健康づくりが重要となります。そ
のため、市では「笑顔で健幸大作戦！」
と銘打ち、スマートフォンのアプリを
活用して、毎日の歩数の記録や、自分
で決めた健康目標へのチャレンジな
ど、一人ひとりの健康習慣を応援して
おります。
昨年8月には、誰もが気軽に楽しく
体を動かすアイデアを募集する「こ
れってステップ？！コンテスト」を開催
いたしました。ウォーキングの可能性
を広げてステップを取り入れたアイ
デアなど、入賞アイデアは市内の
様々なところで展開してまいります。
現在、各小学校区別のウォーキング
コース作成に向けて、市民の皆様と
一緒になって検討しております。令和
6年度には、各小学校区で完成した
コースを巡るウォーキングイベント
を実施してまいります。

健康増進には、スポーツも非常に
有効です。市民の皆様が気軽に健康
づくりや体力づくりが行えるよう、ま
た、競技スポーツの技術向上につな
げていくことなど、スポーツ環境の充
実を図るため、現在、スポーツ推進計

令和6年第1回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、当初予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

市民の皆様からの厚いご信任を賜
り、市長3期目の職務に就かせていた
だき、任期の半ばである2年が経過し
ようとしております。市民の皆様から
お寄せいただきました信頼とご期待
にお応えするため、私のマニフェスト
としてお示しさせていただきました
「つしま成長戦略　第3弾」に掲げた
取組を加速させていくことが、私に
課せられた使命であり、決意を持って
「魅力マシマシ津島市」をキーワード
に、津島市のさらなる発展に全力を
尽くして、取り組んでまいる所存であ
ります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

さて、1月1日午後4時10分頃に、石
川県能登地方でマグニチュード7.6、
最大震度7の地震が発生しました。こ
の度の地震で、お亡くなりになられた

皆様に心からお悔やみを申し上げま
すとともに、被害に遭われた皆様に
お見舞いを申し上げます。
本市におきましては、発生日の夜

に消防職員が第1次緊急消防援助隊
として被災地支援に向かい、その後
も随時出動したほか、津島市民病院
の医師・看護師・薬剤師・臨床工学技
士がチームを組み、津島市民病院災
害派遣医療チームＤＭＡＴ隊として、
能登総合病院に向かい、被災者の皆
様に寄り添った活動を行っておりま
す。被災地への支援につきましては、
主に愛知県が被災地のニーズを踏ま
え調整を行っており、本市において
は、被災地への職員の派遣や市営住
宅の提供、ライフラインが途絶えて
いる高齢者施設入所者の受け入れ
など、速やかに対応をしております。

新型コロナウイルス感染症が5類
感染症に移行となり、経済活動の正
常化が進み、以前の活力ある暮らし
が戻りつつあります。市民病院にお
いては、院長を始めとする医師、看護
師などの医療職、事務職も含めて職
員一同が一丸となって新型コロナウ
イルス感染症に対応してまいりまし

た。今後も市民の皆様の命と健康を
守る要としての役割を果たしてまい
ります。

一方、物価高が続いている中、厳し
い状況に置かれている市民の皆様や
事業者の皆様に支援をお届けするた
め、令和2年度から実施してまいりま
した新型コロナウイルス感染症対策
を含めた物価高騰支援のための事
業として、令和5年度に実施いたしま
した小中学校給食費及び保育所・幼
稚園・認定こども園等の副食費無償
化をはじめ、これまでに第1弾から第
16弾まで177事業、総額約129億円の
事業に取り組んでまいりました。これ
らの事業は、市民の皆様や事業者の
皆様に寄り添って、しっかりと支援を
行うものであり、大きな成果があった
と考えております。

本市の財政状況は、私が市政を引
き継いだ10年前、非常に厳しいもの
でした。そのため、財政を健全化させ
るべく、事務事業の徹底的な見直し
などによる歳出の削減、様々な形で
の歳入の確保など、徹底的な行財政

改革を行ってまいりました。その結
果、平成26年度から令和4年度まで
の9年間における行財政改革の効果
額は、約91億3,000万円となり、市の
財務体質は大きく改善いたしました。
市の貯金にあたる財政調整基金
の残高は、平成25年度末時点では15
億9,800万円でしたが、令和4年度末
では約45億円と29億200万円増加、
率にして約2.8倍にすることができま
した。令和4年度末の市民一人あたり
の残高は、約7万4,000円となり、これ
は名古屋市を除く県内37市中7位と、
トップクラスの順位です。
株式会社東洋経済新報社が公表し

ております都市データパック2023年
版によりますと、津島市の財政健全
度ランキングは全国792市区中195
位となり、全国で上位4分の1に入り
ました。

市の実質的な借金にあたる臨時財
政対策債を除いた市債残高につきま
しては、ピーク時の平成11年度末に
は約219億円でしたが、令和4年度末
では、約59億円と約160億円減少、率
にして約27％、約4分の1に減少させ
ることができました。これにより令和
4年度末の市債残高は、名古屋市を
除く県内37市中4番目に少ない額と

なりました。文字通り借金が減り貯金
が増え、財政の健全化が達成されま
した。

市民病院の経営安定化につきまし
ても、市民病院が海部医療圏の医療
を守る要となる中核病院としての役
割を果たすとともに、市民の皆様か
ら信頼され続けられるように、安定的
な地域医療の推進を目指し、経営改
善の取組を進めてまいりました。そ
の結果、平成29年度から6期連続で
経常収支黒字化を達成するととも
に、平成28年度末に19億円あった一
時借入金を解消することができまし
た。借金にあたる企業債残高に関し
ても、ピーク時の平成17年度末には

約161億円でしたが、令和4年度末で
は、約67億円と約94億円減少、率にし
て約42％に減少させることができま
した。

このように財政の健全化と市民病
院の経営安定化を図ってきたことに
より、市の財務体質は大きく改善し、
津島市が次なるステップへ進むため
の準備ができました。そして、令和5
年度は「まちづくり再生と子育て支
援　2大プロジェクト」を進めてまい
りました。
1つ目のまちづくり再生として、正

面玄関である津島駅周辺の暮らしの
質を高める「津島Next　Move！」事
業や、北の玄関口となる青塚駅周辺
の整備計画、天王川公園の野外ス
テージの整備などのまちづくりへの
成長投資を進めております。2つ目の
子育て支援として、子どもが産まれる
前から産み育てるまで、丸ごと応援
する全国トップクラスの「子育て支援
トータルプラン」などの子育て支援
策を実施いたしました。市民の皆様
から「天王川公園がリニューアルさ
れて芝生広場で子どもたちも伸び伸
びと遊べてうれしい」「学校給食費の
無償化はとてもありがたい」など、多
くの喜びの声をいただいております。

いります。
このような子育て家庭に寄り添っ
た手厚い支援は、まさに日本一の支
援であると自負しております。

子育てに関する情報を提供してお
ります子育て情報アプリにつきまし
ても、昨年7月にリニューアルし、子育
ての記録を保存したり、予防接種や
イベントなどの情報がプッシュ通知
で届いたりと、これまで以上に使いや
すくなりました。今後も子育て情報を
充実してまいります。

同じく昨年7月には、こども家庭庁
が推進する、子どもたちが健やかで
幸せに成長できるような社会を実現
する「こどもまんなか宣言」の趣旨に
共感・賛同し、「こどもまんなか応援サ
ポーター」として活動することを宣言
いたしました。そして、市の子育て施
策を積極的にＰＲするために、「子育
て応援キャラクター」を募集いたしま
した。このキャラクターを使用しなが
ら、子どもとともに幸せに暮らすこと
ができるまちの実現を目指してまい
ります。

教育に関しましては、「豊かな人間
性と、よりよく生きる力を身につけた
人（津島っ子）」を育成するため、確か

な学力、健康・体力、豊かな人間性の
バランスのとれた力を育む特色ある
教育を推進しております。

令和4年度には、日本初となる規模
で、プログラミング可能な人型ロボッ
トやブロックを市内全ての小中学校
に導入し、児童・生徒が楽しみながら
役に立つプログラミング学習を実施
しております。「津島・プログラミング・
プロジェクト」の頭文字をとった「ＴＰ
Ｐ」と称して、昨年8月には市内4中学
校対抗で、「ＴＰＰコンテスト　プレ大
会」を開催いたしました。各学校とも
仲間と協力しながら創意工夫を凝ら
したプログラムが構成されておりま
した。令和6年度には、市内全ての小
中学校参加による本大会を開催する
予定をしており、今から大変楽しみに
しております。

全ての小中学校に設置をしており
ますコミュニティ・スクールでは、学
校・家庭・地域が一体となって、地域ぐ
るみで子どもの成長を見守る体制を
推進しております。中学校で実施して
おります学習支援「未来塾」につきま
しては、順次、中学校において実施さ
れており、引き続き、未来に生きる子
どものために、地域総がかりで子ども
たちを育てる環境を築いてまいりま
す。

今後ますますグローバル化が進む
社会の中で、重要となる子どもたち
の国際理解教育につきましては、全
ての小学校において、県内にある8つ
全ての領事館と連携した「領事館交
流プロジェクト」を市独自の施策とし
て実施しております。令和5年度は、
日本との国交150周年を記念して、ペ
ルーの学校と約14時間の時差を超
えてオンラインでの交流を行うなど、
各学校趣向を凝らした様々な取組を
行っております。今後もより一層の国
際理解を図るとともに、国際人として
未来に飛躍する人材育成を目指して
取り組んでまいります。

近年、全国的に増加傾向である不
登校の児童・生徒に対する支援とい
たしましては、拠点となる津島市教育
支援センターを、生涯学習センター
内と児童科学館内の2か所に設置し、
多様な価値観の中で、子どもたちの
様々な学びの場や、安心して過ごす
ことができる居場所となるよう、個別
学習や相談などを行っております。ま
た、校内教育支援センター「ほっと
ルーム」は、令和4年度に神守中学
校、令和5年度に藤浪中学校、令和6
年度には天王中学校と暁中学校で開

津島神社周辺におきましては、「尾
張津島観光センター」と「旧わざ・語
り・伝承の館」の解体を進め、令和7年
度までに官民連携による新たな賑わ
い拠点の整備を進めます。

津島駅と津島神社を結ぶ天王通り
におきましては、無電柱化に向け、愛
知県との調整を継続するほか、観光
交流センターや旧いちい信用金庫
天王通支店などを活用し、シビックプ
ライド醸成拠点や、まちなか交流広
場の整備に向けた準備を進めている
ところです。市が投資主体として、マ
チナカの再生に関する各種事業を着
実に進めることで、民間による宅地
開発の増加や店舗や医療などの都
市機能の開発も促進されるものとな
ります。そのためには、市としても定
住を促進させる新規事業として人口
の増加策も含めて、暮らしの質や賑
わいあるマチナカを実現していきま
す。本年3月には、古民家や空きス
ペースなどを展示会場としたアート
展を開催いたします。様々なアー
ティスト作品の鑑賞のほか、体験型
のワークショップもあり、津島の魅力
を五感で体感することができます。

天王川公園におきましては、昨年4
月よりパークＰＦＩによる民間事業者
の管理・運営が始まりました。昨年7月
には、津島市に本社を置く株式会社
宇佐美鉱油様及びグループ企業様
から多額のご寄附をいただき、野外
ステージやジョギングコースの整備
が完了いたしました。同じく昨年7月
にオープンしたスターバックスコー
ヒーも含め、市民の皆様から「天王川
公園で、家族でのんびり過ごすことが
でき、公園の魅力がアップした」、「若
者が多く訪れるようになり、生まれ変
わった」など、多くの喜びの声をいた
だいております。

令和6年度は、多くの公園利用者に
喜んでいただいている芝生広場を拡
張する整備事業のほか、中央トイレ
や北エリアのトイレの大規模修繕を
行い、さらに快適な公園となるよう整
備を進めてまいります。また、地球温
暖化の影響を受け、夏場では夜間に
ウォーキングなど、健康づくりを行う
公園利用者が増えてきています。春
夏秋冬を含め、公園の魅力を高める
ための「ライトアップ大作戦」を展開
し、引き続き市民の皆様に愛される
公園として整備を進めてまいります。
このほか天王川公園や津島神社への
アクセス向上として、都市計画道路
である橋詰又吉線の整備も推進して
まいります。

東西南北それぞれの玄関におきま
しても、「価値」を高めるための取組
を進めております。北の玄関である
青塚駅周辺では、駅へのメインとな
る県道蜂須賀白浜線の歩道整備の
早期事業化に向けて、愛知県に力強
く要望を進めていくほか、地域住民
の方と対話をしながら、駅前広場の

約／日本」事務局は、気候変動の緩
和及び気候変動への適応に対する取
組が評価され、昨年12月に「気候変
動アクション環境大臣表彰」において
大賞を受賞いたしました。

私たちは地球人です。地球の未来
に責任を持たなければなりません。
今後もこうした取組を着実に実行し、
市民の皆様や事業者の皆様と力を合
わせ、脱炭素型社会の実現に向けて
積極的に取り組んでまいります。そし
て、2050年までに二酸化炭素の排出
量を実質ゼロとすることを目指して
まいります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和6年度当初予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

まず、予算規模でありますが、一般
会計258億円、特別会計133億4,868
万8,000円、企業会計156億6,072万
2,000円で、これら全会計を合せます
と548億941万円となり、前年度の当
初予算と比較しますと、一般会計は
6.7％の増、特別会計は0.4％の増、企
業会計は1.2％の増、全会計では
3.5％の増となっております。一般会
計の予算規模としましては、過去3番
目で、文化会館の建設を行った平成7

年度、8年度を除くと、最大の規模と
なります。

次に、一般会計の歳入であります
が、根幹を成す市税収入は、83億
3,371万2,000円で、物価高対策とし
て個人住民税の定額減税を行うこと
から、前年度比1.9％の減となってお
りますが、定額減税による減収額を
除いた本来の市税収入としては、前
年度比0.5％の増と、コロナ禍からの
回復基調が続いております。また、地
方交付税は、33億8,000万円で、前年
度比9.0％の増、一方、地方交付税の
振替措置である臨時財政対策債は、
9,000万円で、前年度比70％の減で
計上しています。

次に、歳出でありますが、義務的経
費のうち人件費は39億3,824万4,000
円で、退職手当の増などにより、前年
度比6.4％、約2億4,000万円の増、扶
助費は、68億905万9,000円で、子育
てや福祉関係の給付費の増などによ
り、前年度比4.2％、約2億8,000万円
の増、投資的経費は、30億9,666万
6,000円で、31億円にせまる投資額に
なります。具体的には、道路などの基
盤整備の充実に加え、津島駅東側駅
前広場の整備、天王川公園の大規模
改修、南小学校と神守小学校の耐震

性貯水槽の設置、神島田小学校体育
館の改修や南文化センターなど、公
共施設の長寿命化改修などで、前年
度比31.9％、約7億5,000万円の大幅
増となっています。
令和6年度は、「まちづくり再生第2

弾による成長投資」、「子育て支援
トータルプランのさらなる充実」な
ど、未来の津島へ向けて、多くの重要
事業を計上する積極予算を編成いた
しました。

このため、予算編成にあたりまして
は、市の貯金ともいえる財政調整基
金から20億5,000万円を繰り入れて
おりますが、財政調整基金の残高は、
令和5年度末で約47億円まで増加す
る見込みであり、令和6年度当初予算
への繰入後でも、27億円ほどの残高
を維持できます。

津島市の財務体質は大きく改善し
ており、着実に安定してまいりまし
た。今後につきましても、行財政改革
などに不断に取り組み、持続的な行
政運営に努めながら、必要な事業を
効果的に展開することで、つしま成長
戦略を確実に推進してまいります。

結びにあたり、今議会には令和6年
度当初予算をはじめ、条例などの諸
議案を提出しております。いずれも
市政運営に欠くことのできないもの
ばかりであります。十分ご審議の上、
適切なるご議決をいただきますよう
お願い申し上げます。

設置や住宅などが建設できる土地利
用構想を進め、駅に近い立地を活か
したまちづくりを進めていきます。今
後、まちづくりに必要な下水道や道
路等の整備に向けた具体的な検討を
行ってまいります。東の玄関では、
2027年に西尾張中央道まで開通予
定であります名古屋津島線バイパス
の整備に合わせ、生涯学習センター
と東公園一帯を、スポーツと健康を
キーワードに、広域的な玄関にふさ
わしい位置づけをし、魅力向上を目
指してまいります。西の玄関では、検
討されている木曽川・長良川新架橋
の整備促進に向け、国や県に対して
積極的に働きかけを行ってまいりま
す。

本市では、令和2年3月に「津島市
歴史的風致維持向上計画」を策定
し、本市固有の歴史的風致を守り、育
て、継承し、地域の活性化につなげる
ことを目指しております。さらに次の
ステップとして、歴史的風致である景
観を計画的かつ確実性をもって保全
するため、景観計画の策定に着手い
たしました。良好な景観形成により、

調和がとれた町並みを目指してまい
ります。

企業誘致の状況につきましては、
これまで、宇治・白浜・鹿伏兎の3区域
約21万㎡に工場等の立地を誘導す
る区域を指定し、企業誘致を積極的
に推進した結果、区域の約8割に企業
を誘致することに成功しました。引き
続き企業誘致を進めるため、昨年10
月に越津・下切区域約18万㎡、本年1
月に下新田・大縄区域約3万㎡を区域

に追加いたしました。今後、新たな区
域の追加も検討しながら、より一層
精力的に企業誘致を推進してまいり
ます。

令和6年度は、新たな企業誘致推
進区域となる周辺の歩行者の安全環
境を確保していくために、宇治百町
線と神尾金柳線の歩道整備を進めて
いく予算を計上いたしました。

神守中町・神守下町及び唐臼地区
におきましては、建ぺい率と容積率
など建物の規制を緩和し、約68万㎡
をこれまで建築できなかった建物が
建築できるようになることで、土地利
用の促進を図ってまいりました。今議
会には、さらに中地地区約4万㎡にお
いて規制緩和を行うための条例改正
に関する議案を提出しております。今
後は、愛宕地区約7万㎡においても
規制緩和に向けて進めてまいりま
す。

先ほど2大プロジェクトを牽引し、
定住を促進させる事業の内容を申し
上げました。具体的にはこれまで神
守・唐臼地区で実施しておりました居
住用の新築住宅取得に対する最大

室し、4中学校全てにおいて開室して
まいります。これにより、これまで教
育支援センターに通室していた生徒
も、学校に登校するきっかけとなり、
友達などとのコミュニケーションが
取りやすくなるほか、学校行事への
参加なども可能となるものと考えて
おります。

経済的な理由により、お子さんを
小・中学校へ就学させるのにお困り
のご家庭に対しましては、学用品費や
給食費などの費用の一部を援助する
就学援助費の受給要件を拡大し、支
援の充実を図ります。家庭の経済的
な状況によって学習の機会に差が出
ることのないような学習支援も実施
いたします。

学校教育環境につきましては、こ
れまで全ての小中学校の普通教室
などへのエアコン設置、トイレの洋式
化、県内初となる体育館へのスポット
エアコンの整備などを行っており、現
在、学校施設の長寿命化改修に取り
組んでおります。

令和5年度には、神守中学校と蛭
間小学校の体育館の長寿命化改修
を行い、令和6年度には、神島田小学
校体育館の改修と、高台寺小学校体
育館の改修に向けた実施設計を行う
ほか、天王中学校に自転車置き場を
設置します。子どもたちが安全・安心

な学校生活を送ることができるよう、
計画的に整備を行ってまいります。

また、働いているなどの理由によ
り、保護者が昼間不在となる家庭の
子どもたちが放課後や長期の休み中
に、安全で楽しく過ごすための遊びや
生活の場となる学童保育につきまし
て、8つ全ての小学校区にこどもの家
を設置しております。

平成29年度には西小学校、平成30
年度には北小学校の敷地内にこども
の家を新築し、令和4年度には、学校
から遠方の位置にあった神守こども
の家を神守小学校敷地内に新築い
たしました。令和6年度は、私が4か所
目に手がける南こどもの家の新築に
向けての実施設計業務を進めるな
ど、今後も学童保育のさらなる環境
の充実を積極的に推進してまいりま
す。

子どもたちの健康・体力を向上さ
せる取組といたしましては、これまで
実施しておりました「総合的な子ども
の基礎体力向上大作戦」、通称ＳＫＩＰ
（スキップ）を発展させ、令和4年度か
ら小中学校において、縄跳び名人を
講師として招いた縄跳び教室や、

サーキットトレーニング教室を実施し
ております。未来の担い手としてたく
ましく生き抜くために、必要な健康と
体力をつけることを目指します。

健康・体力のもととなる学校給食に
つきましては、平成27年度から、「津
島市給食献立コンクール」を実施し、
児童生徒の考えた献立を給食に取り
入れております。子どもたちに安全・
安心な食を提供するため、有機農産
物を使用したオーガニック給食につ
きましても、段階的に導入を進めて
おり、子どもたちに笑顔で給食を食
べてもらえるよう、栄養バランスに優
れた心のこもった美味しい学校給食
を提供してまいります。

少子化対策として、若者に出会い
の機会を提供するため、尾張津島天
王祭宵祭開催日に、県内在住または
在勤の独身者を対象に、「天王祭de
ご縁結び」を開催する予定をしており
ます。

多くの学生が奨学金を受給し、就
職後、返還している状況の中で、企業
が従業員への奨学金返還支援制度
を導入することは、学生が企業選び
をする際の大きなポイントとなりま
す。このため愛知県では、令和6年度
から中小企業の人材確保を図ること
を目的に、従業員の奨学金返還を支
援する中小企業を対象に補助制度を
創設いたします。対象とする中小企
業等は、県への企業登録が必要であ
りますので、市といたしましても市内
中小企業等に積極的に働きかけてま
いります。

進め、北小学校においては、文化会
館に設置されている100トンの貯水
槽を活用いたします。今後も引き続
き全ての小中学校への設置に向けて
計画的に進めてまいります。

また、災害が発生した際の避難所
での生活のため、避難所用の資機材
を市で備蓄しております。寒い時期
の避難に備え、毛布や新たに簡易寝
袋も備蓄して寒さ対策を強化いたし
ます。大切な家族の一員であるペッ
トも一緒に避難することができるよ
う、公共施設のうち1か所をペットと
の同室避難所とするほか、指定避難
所である8小学校でも、ペットと同行
避難をされることを想定し、ケージや
ワンタッチテントなどの資機材を整
備いたします。

自宅から指定避難所まで離れてい
ることや、普段行き慣れない避難所
へ行くことへの不安を解消するた
め、県内初の取組として、民間施設を
緊急避難場所として活用し、緊急時
に速やかに避難できる体制を強化し
てまいります。

市役所本庁舎につきましては、災
害時には災害対策本部として機能さ
せる必要があることから、耐震化を
実施したほか、非常用の電源設備の
整備を行ってまいりました。災害時の
重要な施設である消防庁舎や、避難
所としても重要な錬成館をはじめ、主
な公共施設についても耐震化を実施

してまいりました。

災害対策本部においては、市民の
皆様の命を守るため、国・県・市が保有
する情報を一元化する必要があるこ
とから、様々な情報を一元的に可視
化できる防災支援システムを令和4
年度に構築いたしました。このシステ
ムを地域の自主防災組織と連携しな
がら活用していくことで、地域の減災
に結び付けてまいりたいと考えてお
ります。また、災害情報を市民の皆様
にお知らせするため、災害時の緊急
情報、避難所の開設状況、道路の冠
水状況の情報などを見ることができ
る防災情報専用サイト「つしま防災
ポータル　まもるくん」を新設いたし
ました。スマートフォンからでも閲覧
できますので、是非ご活用ください。
令和6年度より、75歳以上の高齢
者等、災害弱者の方々のうち、希望さ
れる方に対しては、緊急時に防災情
報が流れる専用ラジオを無償で貸し
出す事業を開始いたします。防災情
報を受信すると自動的に電源が入る
ものであり、情報をいち早く市民の
皆様が受けとっていただくことが可
能となります。

市では、災害時の情報収集にド
ローンの活用も進めております。災
害現場に行くことができない場合で
も、ドローンを飛行させて映像を撮
影し、その映像を災害対策本部で確

認することができることから、ドロー
ン人材20名の育成を目指し、令和4年
度から市職員のドローン操縦資格取
得に取り組んでおります。

災害時に避難場所として利用でき
る場を確保するため、現在、神守地区
において、都市公園の整備を行って
おります。神守小学校北エリアに約
2,500㎡、神守こども園西エリアに約
1,800㎡の広さの2つの公園につきま
しては、マンホールトイレ、東屋を設
置し、まもなく完成いたします。さら
に神守支所東エリアにも、約2,200㎡
の広さの3つ目の公園を整備するた
め、令和6年度から着工いたします。
今後はさらに神守中学校南エリアに
約4,500㎡の広さの4つ目の公園整
備を進めてまいります。

消防本部では、市民の皆様の命を
守るため、防災力の強化を図ってお
ります。本市の消防本部は、市域のほ
ぼ中央に位置しております。日光川
東側の一部の地域においては、救急
車の現場到着までの時間が課題と
なっておりました。そのため、交通量
が多い平日昼間帯に、神守支所に救
急車を待機させる救急ステーション
の実証運用を、昨年8月から本年3月
22日まで行っております。実際に救

配信を行うことで、効果的な情報発
信を行っております。

また、愛知大学や津島東高校と連
携し、「津島の魅力PRデザイン開発
プロジェクト」として、PR用ステッ
カーのデザイン制作を行っているほ
か、副業人材を活用し、PRちらしの
デザイン力を高めるとともに、津島
の魅力を広く動画配信しております。
今後も本市の「価値」をさらに高める
ため、「魅力マシマシ津島市」を積極
的に発信してまいります。

ふるさと納税の返礼品において
も、地場産業の活性化と地元特産品
のＰＲのため、全国に向けて積極的に
発信しております。特に、あらかじめ
蓄電ができ、災害時等の備えとして
役立つポータブル電源は大変好評で
あり、昨年12月に新たな返礼品とし

て加えた結果、12月のみで約5,400万
円のご寄附をいただいております。
今後もより一層の返礼品の充実のた
め、様々な工夫を凝らしながら取り組
んでまいります。

市が実施する地方創生プロジェク
トに対して企業から寄附をいただく
企業版ふるさと納税につきましても、
複数の企業から多額のご寄附をいた
だき、子育てや文化の継承、公園の
整備など、様々な分野で活用してお
ります。さらなる寄附をいただけるよ
う、引き続き企業に対して積極的に
働きかけを行ってまいります。

地域におきましては、交通安全や
防犯、福祉など、様々な課題解決に向
けて取り組んでいただいております
コミュニティ推進協議会等に対する
補助金を増額し、活動を支援いたし
ます。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」についてご説明申し上げま
す。

令和3年12月に策定いたしました
都市計画マスタープランでは、将来
に向けたまちづくり戦略として、津島
駅周辺を正面玄関として位置づける
とともに、市内の東西南北を玄関とし
て位置づけました。

昨年3月には、本市と名古屋鉄道株
式会社、ＵＲ都市機構の三者で、県内
初となる地域の持続的発展を目的
に、鉄道と連携したまちづくりを進め
ていく包括連携協定を締結しまし
た。名古屋鉄道株式会社とは、これま
でも「つしまちあるきキャンペーン」
など、本市の観光面でも協力を頂い
ているほか、ＵＲ都市機構を含めた三
者では、津島駅周辺でのマチナカの
再生に向けた社会実験でも協働の立
場でご参画いただいています。この
三者で同じまちづくりへのベクトル
を共有し、さらに進んだ未来に繋がる
事業を展開してまいります。それに
向け、令和5年度は、まちづくり再生
元年と位置付け、津島玄関まちづく
り構想「ゲートウェイプロジェクト」の
推進のため、津島市の「価値」を高め
る成長投資を行いました。さらに令
和6年度では、次へのステップ「まち
づくり再生」第2弾として、プロジェク
ト推進のための取組を加速してまい
ります。

津島駅周辺の正面玄関におきまし
ては、駅の東側に駅前広場・市民の交
流広場を整備するため、用地買収を
行ってまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いてご説明申し上げます。

 
この地域は、高い確率でマグニ
チュード8～9クラスの巨大地震が発
生することが予測され、地震による甚
大な被害が発生することが予想され
ております。また、近年、全国各地で
大雨による被害も頻発している中、
市民の皆様を誰一人として取り残す
ことのないよう、防災・減災対策を行
う必要があります。

災害時には、自助・共助・公助の3つ
が必要となります。大規模災害時に
は、救援物資が届くまでに時間を要
することから、自分の命は自分で守る
ことができるよう、日頃から7日分程
度の食料や、資機材などの備蓄と
いった「自助」の取組をお願いいたし
ます。能登半島地震では倒壊した家
屋の下敷きになった方が犠牲者の大
半を占めることが判明しました。市で
は地震から身を守るために、住宅の
無料耐震診断や住宅の耐震改修へ
の補助を行っております。令和6年度
は耐震診断に関する予算を5割増し
にするとともに、耐震改修の補助金
を100万円から150万円に大幅に拡
充するなど、耐震改修や除却に関す
る予算を2.7倍にし、市民の皆様の安
全を守ってまいります。また、災害時

に備え、窓ガラスが割れた際の破片
の飛び散りを防ぐための飛散防止
フィルムの貼り付けや、家具の転倒
防止金具の取り付けを無償で行って
おります。ご自身の命を守るため、ま
だ対策がお済みでない場合は、是非
ご利用ください。

市では、毎月第3日曜日を「家庭防
災の日」と定め、防災教室を定期的に
開催し、家庭において防災について
話し合うことを進めています。避難経
路や備蓄品の確認、家庭でできる対
策などについて話し合い、防災意識
を高めるきっかけとしていただきま
すようお願いいたします。
災害が起こった際、ご自身の力だ

けでは避難所へ避難することが困難
な方々につきましては、一人ひとりに
対して個別避難計画を作成し、地域
で活用することで取り残すことなく、
人的被害を最小限にとどめられるよ
う、地域で支援する「共助」の体制の
確立に全力を尽くしてまいります。

災害時にうろたえることなく行動
するためには、平時から訓練をしてお
く必要があります。自主防災組織を
はじめ、様々な主体と協働して防災
訓練を実施いたします。訓練には、
ゲーム形式も取り入れながら、いざと
いう時にきちんと実践できるような
内容としてまいりますので、積極的な
ご参加をお願いいたします。

なお、自主防災組織は、地域の防
災において、大変重要な役割を担っ
ております。近年の物価高騰の状況
等をふまえ、各小学校区の自主防災
組織の体制強化のため、令和6年度
より補助金を増額いたします。さらに
自主防災組織や町内会に所属する防
災関連委員の皆様が、万が一活動中
に怪我をしてしまったときなどに備え
て、市の負担で傷害保険及び損害賠
償保険に加入することで、より安心し
て活動していただくことができます。

「自助」・「共助」に加え、市では「公
助」といたしまして、災害時における
飲料水の確保のため、平成26年度か
ら水道管の耐震化を実施しておりま
す。これまでに災害時に避難所とな
る、東小学校・西小学校・南小学校・北
小学校・神守中学校・神守小学校をは
じめ、災害時の重要施設である市役
所、市民病院などへの水道管の耐震
化に対し、20億円を超える投資を
行ってまいりました。配水場から離れ
た地域である神島田小学校、高台寺
小学校、蛭間小学校には約3億円を
投資して耐震性貯水槽を設置いたし
ました。令和6年度には、南小学校と
神守小学校への設置工事を実施す
ると同時に、令和7年度、東小学校、西
小学校への設置に向け実施設計を

急車の到着時間が短縮するなどの効
果が出ており、地元の方からも好評
いただいておりますので、引き続き
運用を進めてまいります。

他の消防本部との連携・協力も進
めており、海部地域の消防本部とは
合同訓練や勉強会を開催しておりま
す。令和7年度からは津島市ほか名古
屋市を含む7消防本部と指令業務の
共同運用を開始します。これにより、
消防力の強化による住民サービスの
向上が期待できます。また、愛西市と
は、はしご車の共同整備についても
進めており、実現すれば県内初の試
みとなります。

地域防災に欠かすことのできない
消防団につきましては、消防団員の
訓練のための出動報酬を増額し、新
たな団員の確保に向けて充実を図る
とともに、神島田分団車庫の新築移
転に向けての準備を進めてまいりま
す。
このように、市民の皆様一人ひとり
に寄り添った防災対策を行ってまい
ります。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」についてご説明申し上げます。

本市は、津島神社や数多くの寺院、
歴史的な町並み、ユネスコ無形文化

遺産に登録された「尾張津島天王祭
の車楽舟行事」をはじめとする四季
折々の祭りをはじめ、市内各所に伝
承されている祭り、そして市民の皆様
に愛されている天王川公園や津島神
社など、誇るべき数多くの地域資源
が市内全域にあります。これらは他の
自治体にはない本市の大きな強みで
あります。

このような歴史的・文化的な遺産
を、地域総がかりで継承していくた
め、文化財保存活用地域計画の策定
に着手いたします。尾張津島天王祭
などの大規模な祭りだけではなく、市
内各地域の山車や神楽、市民の皆様
の生活の中に息づく文化など、地域
ごとに調査を実施して掘り起こしを行
い、保存・活用に向けて検討してまい
ります。

市の指定文化財である氷室作太夫
家住居につきましても、貴重な文化
財を後世に引き継ぐため、保存と活
用に関する方針を定める保存活用計
画を策定してまいります。

本市において祭りは誇るべきもの
であります。祭りを今後も維持すると
ともに、体制を強化するため、尾張津
島天王祭及び尾張津島秋まつりの関
係団体に対する報償費を増額し、活
動を支援いたします。

本市にゆかりがある世界的な芸術
家である横井照子さんは、本年で生
誕100周年を迎えます。その節目とな
る年に、その偉業を顕彰するととも
に、本市の文化振興に向けた機運を
醸成するため、本年11月に横井照子
展を開催いたします。数多くの素晴ら
しい芸術作品に触れることができま
すので、是非楽しみにしてください。

本市は、東海三県寺密度ナンバー
ワンであることを活かして、平成30年
度より御朱印イベント「津島てら・まち
御縁結び」を開催し、令和6年秋に第
20回目を迎えます。これを記念して、
「第20回津島てら・まち御縁結び記念
事業」を実施し、本市の魅力向上を図
ります。

こういった本市の魅力を、より多く
の方に知っていただくため、プロモー
ションにも力を入れております。ふる
さと津島応援広報大使である津島市
出身の神野大地選手には、本市の魅
力をＳＮＳ等で広く発信していただい
ております。

令和5年度には、市の公式ＬＩＮＥの
機能を拡大し、情報を伝えたいター
ゲットに対して、それぞれのニーズに
マッチした情報を配信するセグメント

「こどもまんなか宣言」の趣旨に
共感・賛同

「こどもまんなか応援サポーター」
としての活動を宣言！

津島の子育て支援は
まさに日本一！

▲応募の中から決定した
津島市の子育て応援キャラクター

「つしっぴー」

▲人型ロボットを用いた
プログラミング学習

▲神守小学校とカナダ領事館との
交流事業(書道体験)

の小学1年生から3年生の児童に見
守り用の端末を無料で配布し、サー
ビスを開始したところであります。市
内全域における地域ＢＷＡの活用は
県内初となります。今後、高齢者の皆
様にも対象を拡大していくとともに、
見守りだけでなく、観光やまちづくり
の分野にも活用の範囲を広げてまい
ります。

ここ数年のコロナ禍においては、
感染防止のために不要不急の外出
自粛が求められ、その結果、地域活動
の縮小や、人との交流の減少といっ
た影響を及ぼしました。外出機会の
減少は、身体機能や認知機能の低下
が見られる「フレイル」の状態となる
方を増加させる恐れがあります。そ
のため、高齢者の皆様が、総合保健
福祉センター、生涯学習センター、神
島田公民館を使用する際の使用料を
半額にいたします。そして外出の機
会を増やしていただくとともに、総合
保健福祉センターにおいて交流する
ことができる拠点整備を行うなど、社
会参加の促進を図ってまいります。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どにマイカーを使うことができない、
あるいは今後使うことができなくな
る75歳以上の高齢者、移動が困難な
障がい者、妊産婦の皆様を対象とし
て、外出時のタクシー料金が半額と
なる、「津島おでかけタクシー事業」
を、昨年1月より開始いたしました。開
始より1年が経過し、これまでの利用
実績の累計は2万5,000件を超え、利
用登録者数も3,200人を超えており、

大変好評をいただいております。

障がいのある方への支援といたし
ましては、身体障がい、知的障がい、
精神障がいに加えて、難病、発達障が
い、強度行動障がい等、障がいのあ
るご本人やその家族の各種ニーズに
対応できる総合的な相談支援や専門
的な相談支援などを行う基幹相談支
援センターを、総合保健福祉セン
ターに設置いたします。
障がいのある児童への支援といた

しましては、障がいのある児童やその
家族への相談、障がい児を預かる施
設への援助・助言などを行う地域の中
核的な療育施設である児童発達支援
センターの設置に向け、未利用となっ
ております旧津島市立津島幼稚園の
民間活用を進めてまいります。

ここまでは、「つしま成長戦略」とし
て掲げた5つの項目に沿って説明し
てまいりました。このように、全ての
市民の皆様が心身ともに満たされた
状態である「ウェルビーイング」とな
ることを目指して取り組んでまいり
ます。

続きまして、この「つしま成長戦
略」の推進と並行して進めていくべ
き内容についてご説明いたします。

まずは、市民サービスの向上につ
ながるデジタル化です。社会が非常
に速いスピードで変化していく中、デ
ジタル技術を活用しながら従来の制
度等を変革し、様々な課題を解決す

るデジタル・トランスフォーメーション
「ＤＸ」を推進することが求められます。
本市では、デジタル技術を活用し

た窓口改革として、役所に「来ない」、
書類を「書かない」、手続きを「待た
せない」行政サービスの実現を目指
しております。令和4年度には、住民
票等のコンビニ交付、タブレット端末
による申請システム、「出生コー
ナー」や「おくやみコーナー」での窓
口ワンストップサービス、窓口の
キャッシュレス化などを導入いたしま
した。「出生コーナー」や「おくやみ
コーナー」は、専用カウンターを設置
して様々な部署で必要な各種手続き
をワンストップで行うことができるた
め、大変好評をいただいております。
令和6年度には、コンビニ交付の対象
サービスに所得課税証明書・納税証
明書を追加し、さらに市民サービス
の充実を図ることにより、「デジタル
化で、しあわせ実感都市、つしま」の
実現を目指してまいります。

このようなデジタル技術の活用
は、市民の皆様の利便性を向上させ
るだけでなく、職員の働き方改革に
もつながります。令和6年度は、ＡＩを
活用した議事録作成支援システムを
導入することで、効率化できる部分
はデジタルに任せ、市民の皆様との
対話や、新たに実施する事業の検討
など、職員は職員にしかできない業
務を担うことで、市民サービスのさら
なる向上を図ってまいります。

他自治体との連携についても進め
ております。藤まつりにおける江南市
や岐阜県羽島市との連携、ひつじサ
ミット尾州における一宮市や岐阜県
羽島市との連携、岐阜県海津市コ

児童・生徒が楽しみながら
役立つプログラミング学習を実施
日本一のプログラミング教育

を目指す！

日本初の規模！

グローバルに活躍する人材育成
県内8つ全ての領事館と連携し、

市内全小学校で
「領事館交流プロジェクト」を実施

校内教育支援センター
「ほっとルーム」を順次開室
令和6年度（天王・暁中学校）
→ 4中学校全てで開室

4 令和6年度　施政方針



令和6年度は、次へのステップ第2
弾として、「まちづくり再生」につきま
しては、津島神社周辺の新たな賑わ
い拠点、観光交流センター周辺の新
たな交流拠点の供用開始に向け、賑
わいの「核」となる拠点の整備がいよ
いよ動き出します。本市の「価値」を
高め、わくわくするまちづくりを進め
てまいります。
「子育て支援」につきましては、第2
子以降の保育料の完全無料化、3歳
から5歳児までの保育所・幼稚園・認定
こども園等の副食費の半額補助及び
市立小中学校の給食費の完全無償
化、0歳児を対象としてご希望の子育
て用品を無料で自宅にお届けする
「子育てサポート選べる無料定期便」
など、全国トップクラスの子育て支援
を引き続き展開し、安心して出産、子
育てができる環境づくりを進めてま
いります。

そして、この2大プロジェクトを牽
引し、定住を促進させる新規事業を
実施いたします。事業の内容としまし
ては、後ほど詳しくご説明いたします
が、津島駅周辺の旧津島エリア、地区
計画区域の神守、唐臼エリアにおい
て新築住宅を取得した方やリフォー
ムをした方に要件に応じて補助金を
交付するもので、本市への定住を促
進させ、人を呼び込むまちづくりを目
指してまいります。

昨年、ハラスメントや不適切発言

のない働きやすい職場を築いていく
ため、過去10年間にわたる実態調査
として、職場環境改善のためのアン
ケート調査を実施いたしました。第三
者委員会からいただいた最終報告書
の、研修の実施、弁護士による相談窓
口の創設などを含む7つの提言に、専
門家の支援を受けながら、しっかりと
着実に対応し、ハラスメントのない職
場の環境改善に取り組んでまいりま
す。
令和6年度に実施する主な施策に

ついて、「つしま成長戦略　第3弾」と
して掲げている5つの項目ごとにご説
明いたします。
まず、「つしま成長戦略」の1点目、

「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついてご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、本市の
「宝」です。子どもたちの健やかな育
成を図り、「子育てするなら、つしま」
の実現に向けて邁進してまいりま
す。そのため令和5年度より、子ども
が産まれる前から産み育てるまで、
丸ごと支援を行う「子育て支援トータ
ルプラン」として、5つの子育て支援
策を実施しております。
1つ目の支援は、18歳まで所得制

限なしの子ども医療費完全無料化の

継続。2つ目の支援は、第2子以降の
保育料も所得制限なしの完全無料
化。3つ目の支援は、3歳から5歳児ま
での保育所・幼稚園・認定こども園等
の副食費の半額補助及び市立小中
学校の給食費の無償化。4つ目の支
援は、0歳児を対象としてご希望の子
育て用品を無料で自宅にお届けする
「選べる無料定期便」。5つ目の支援
は、保育所・認定こども園等における
使用済み紙おむつの保護者持ち帰り
の廃止です。
3つ目の保育所・幼稚園・認定こども
園等の副食費及び市立小中学校の
給食費につきましては、昨年4月から
6月までは半額を無償化し、7月から
本年3月までは、物価高騰の影響を
受けている子育て家庭を支援するた
め、完全無償化に拡大いたしました。
市立小中学校の給食費につきまして
は、令和6年度につきましても、完全
無償化を継続いたします。
これらの5つの子育て支援のほか、
年齢期に応じた様々な支援を実施し
ております「こんにちは赤ちゃん訪
問」では、子育てを応援するため、「お
めでとう」の気持ちを込めて、生後2
か月を迎える赤ちゃんのいる全ての
ご家庭を訪問しており、大変好評を
いただいております。これらの支援
は、令和6年度も継続してまいりま
す。

また、令和6年度より、「こども家庭
センター」を総合保健福祉センター
の2階に開設し、母子保健と児童福祉
の機能を一体的に運営することで、
両部門が連携・協働を深め、切れ目の
ない支援を行うための相談体制を強
化いたします。さらに相談支援だけ
でなく、支援を必要とされる全ての
子どもたちや妊産婦の皆様等へのサ
ポートプランの作成、多様な家庭環
境への支援体制を充実・強化するた
めの地域資源の開拓なども担ってま

ミュニティバスの津島駅への乗り入
れなど、自治体の枠を超えた連携・協
力を推進してまいります。

市政運営を進める上で、最も重要
なことは、市民の皆様の声を聞くこと
だと考えております。そのため、市民
の皆様の声をお聞きする機会とし
て、令和4年度と令和5年度にタウン
ミーティングを開催いたしました。令
和4年度には、市内8つのコミュニティ
推進協議会それぞれと、令和5年度に
は、市内で定期的に活動する団体を
対象として15回開催いたしました。令
和6年度につきましても私が自ら市
政について市民の皆様にご説明する
機会を設けます。是非ご参加ください。

市民の皆様が安心して暮らすため
には、様々な人権課題が解消され、一
人ひとりの人権が尊重されることが
重要であります。人権啓発や地域住
民の福祉の向上、交流の拠点施設で
ある南文化センターは、建物及び設
備の老朽化に対応するため、大規模
改修工事を実施してまいります。今
後も新たに生まれ変わる南文化セン
ターにおいて、地域交流促進事業や
生活上の相談事業の充実を図ってま
いります。
また、産業廃棄物処理施設等を設
置する際に、事業者と関係住民とのト
ラブルを防ぐための条例を制定して
まいります。

職員の声を聞く場も設けておりま
す。令和4年度からは、若手・中堅職員
との意見交換会を開催し、担当業務
で日頃感じていること、将来の自分
や市政運営に対する考え方などにつ
いて意見交換を行っております。今

後も、職員の声に耳を傾け、風通しの
良い職場環境づくりに取り組んでま
いります。

職員が事務改善や施策等の提案
を行うことができる職員提案制度に
つきましても、自分らしさや新しい視
点を自ら取り入れて働き方を工夫す
る「ジョブ・クラフティング提案制度」
として、令和5年度からリニューアルいた
しました。「Go Beyond Yourself～
昨日の自分を超えろ～」をキャッチフ
レーズとし、電子システムからの提案
を導入したほか、職員投票や若手職
員による審査委員会を設置するな
ど、より一層活用しやすい制度とな
り、令和5年度には、9件の提案があり
ました。職員の「Not Yet（まだできる）」
の精神を育みながら、創造力や研究
心、市政運営への参加意欲の向上を
目指しております。

私たちは、私たちが暮らすこの地
球の環境を守り、急速に進む地球温
暖化に歯止めをかけることを考えな
ければなりません。本市では、これま
でも地球温暖化対策として様々な取
組を実施してまいりました。市役所本
庁舎における省エネ効果の高い空調
設備への改修。市民病院における空

調用熱源の更新やＬＥＤ照明等の導
入。市が管理する全ての道路灯・公園
灯の照明ＬＥＤ化。市内全ての小中学
校の教室や体育館の照明ＬＥＤ化な
どを行ってまいりました。令和5年度
には、本庁舎、生涯学習センターなど
27施設の照明をＬＥＤ化するととも
に、総合保健福祉センターへの太陽
光パネルと蓄電池の設置に向けた取
組を開始いたしました。公用車につ
きましても、これまで保有している電
動車5台に加え、令和5年度には2台
の電気自動車を導入いたしました。
令和6年度にはさらに6台の電気自動
車を導入するなど計画的に更新を進
め、2030年までには全ての公用車を
電動車とすることを目指してまいり
ます。町内会や自治会に対しまして
も、令和5年度より防犯灯の設置・更
新にかかる補助の基数制限を撤廃
し、ＬＥＤ化の促進を図っております。

そのような中、昨年7月に首長が気
候変動・エネルギー政策に取り組むこ
とを誓約し、具体的な取組を積極的
に進めていく国際的な仕組みである
「世界気候エネルギー首長誓約（世
界首長誓約／日本）」の誓約書に、名
古屋大学にて署名いたしました。今
後、具体的な目標達成方策などに関
する「気候エネルギー行動計画」を
策定し、取組を推進してまいります。
なお、本市を始めとする「世界首長誓
約／日本」誓約団体と、「世界首長誓

画の策定を進めております。さらに
今後の東公園一帯の再整備に向け
て、スポーツ施設整備方針の検討も
行います。本年4月には、社会教育課
内に東公園整備推進室を設置すると
ともに、東公園一帯の整備に関する
業務推進のためのアドバイザーを招
聘いたします。

スポーツを行うための環境整備と
して、葉苅スポーツの家及び生涯学
習センターには、夏の暑い時期でも
安心してスポーツを楽しんでいただ
くことができるよう、壁掛けタイプの
スポットエアコンを整備いたします。
さらに生涯学習センターにおいて
は、屋外運動場やオムニコートの全
面的な改修も実施いたします。生涯
を通じて気軽にスポーツに親しむこ
とができるよう、引き続き生涯スポー
ツの推進を図ってまいります。

医療や介護が必要になった場合で
も、できる限り住み慣れた地域や自
宅で暮らし続けたいという願いを実
現するため、市では住まい・予防・生活
支援・医療・介護の5つの要素を一体
的に提供する、地域包括ケアシステ
ムの推進を図っております。海部医
療圏の7市町村が共同し、本市の神
守支所の1階に設置している「海部医
療圏在宅医療・介護連携支援セン
ター」において、在宅医療や介護
サービスなど、関係機関の切れ目な
い連携を行っております。

昨年12月に、本市と名古屋大学医
学部附属病院において、「社会保障
費の抑制を目指す共同研究プロジェ
クト」の開始に伴う締結式を行いまし
た。この事業は、ＮＨＫ、公共メディ
ア、新聞など、マスコミにも全国ネッ
トで取り上げられ、注目の事業となっ
ております。本市の65歳以上の住民
データから重症・重度化要因を特定
し、その要因に対する介入プログラ
ムを実施することで、社会保障費の
抑制にもつなげようというプロジェク
トであります。高齢者人口の増加に
よる介護需要の増大と介護人材の不
足が叫ばれる中、医療・介護のデータ
を分析・解析し、対策を講じていくこ
とは、超高齢社会を迎える上でさら
に重要となってまいります。今後も市
民の皆様の健康が一番！「健康応援
都市」を目指してまいります。

認知症の高齢者への支援といたし
ましては、令和5年度より、万が一他
人に怪我を負わせてしまったり、他人
のものを壊してしまったりしたときに
備えて、認知症の方などを被保険者

とする個人賠償責任保険に市の負担
で加入いたしました。行方不明にな
る恐れのある高齢者に対しては、自
宅に帰れなくなった際に早期発見、
保護できるようＱＲコード付きのラベ
ル・シールを配布いたしました。2025
年には高齢者の5人に1人が認知症に
なるとの予測もあり、認知症となって
も安心して暮らすことができる環境
を引き続き整えてまいります。

高齢者をはじめ、市民の皆様の安
心を守るため、昨年の11月に、株式会
社ottaと西尾張シーエーティーヴィ
株式会社と「見守りサービスの推進
に関する協定」を締結いたしました。
見守りサービスは、無線システムで
ある地域ＢＷＡを活用し、小さな見守
り用端末を持っている児童が、市内
のお店や企業などの見守りスポット
の周辺を通過したり、見守りアプリを
登録したスマートフォンなどとすれ
違ったりすることで、見守り端末の位
置を記録するものです。まずは市内

100万円の補助制度を、大幅に拡充
いたします。令和6年度からは、対象
区域を居住誘導区域と、市内にある
16団地に拡大いたします。対象者に
つきましても、これまでの新築住宅を
取得された方だけでなく、中古住宅
取得後にリフォームする方、中古住宅
を賃貸後リフォームする方も対象と
いたします。市内にある団地では、高
齢化や建物の老朽化が進んでおり、
日光川東エリアの青塚団地、喜多神
団地、葉苅団地、宇治団地、神守団
地、みずほ団地、こがね団地、下切住
宅、江南団地、百島団地、みどり台団
地の11団地と、日光川西エリアの永
宝団地、さかえ団地、上春日台団地、
下春日台団地、東愛宕住宅の5団地
の合計16団地の再生を、新しい居住
誘導施策で積極的に推進してまいり
ます。

補助金の加算要件につきまして
も、若年の子育て世帯が親世帯の近
くに居住することを後押しするため
に、親世帯と同居・近居の場合の加算
を設けるほか、地元事業者の活性化
のために、市内の事業者が施工した
場合にも、さらに加算をいたします。
補助金額は、新築住宅を取得した場
合や中古住宅を取得後リフォームし
た場合、最大150万円。中古住宅を賃
貸後リフォームする場合、最大170万
円となります。空き家対策のための
空家解体促進費補助金に関しても、
20万円から2.5倍の50万円に大幅に
増額いたします。この補助金は新築
住宅を取得した場合、併用ができ、最
大200万円となります。本市に居住す
る大きな後押しとなり、さらなる定住
促進につなげてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」についてご説明申し上げます。

津島市民病院は、この地域になく
てはならない病院として、海部医療
圏の医療を守る要となる中核病院と
しての役割を果たしております。私は
設置者として、市民の皆様から信頼
され続けるために取り組んでまいり
ました。新型コロナウイルスの感染
が拡大した時期は、市民の皆様の健
康な暮らしを守るために、医療従事
者が最前線に立って対応しました。市
民病院が今後も役割を果たしていく
ためには、経営の安定化を図ること
が必要不可欠です。
冒頭にも申し上げました通り、市民
病院の経営改善に取り組んできた結
果、平成29年度から6期連続で経常
収支黒字化を達成することができま
した。平成28年度末には約19億円
あった一時借入金につきましても令
和2年度に解消しております。

令和4年7月には、アフターコロナ
を見据えながら病院全体の課題を組
織横断的にマネジメントするため、経
営戦略部戦略企画室を設置しており
ます。医師や看護師、事務職も一体と
なって、ポストコロナに対応しながら、
積極的に経営強化を図っておりま
す。引き続き質の高い医療を提供し
ていくため、市と病院が一体となっ
て、安定的な運営を行ってまいりま
す。

市民の皆様がいつまでも健康で暮

らしていただくには、まずは一人ひと
りの健康づくりが重要となります。そ
のため、市では「笑顔で健幸大作戦！」
と銘打ち、スマートフォンのアプリを
活用して、毎日の歩数の記録や、自分
で決めた健康目標へのチャレンジな
ど、一人ひとりの健康習慣を応援して
おります。
昨年8月には、誰もが気軽に楽しく
体を動かすアイデアを募集する「こ
れってステップ？！コンテスト」を開催
いたしました。ウォーキングの可能性
を広げてステップを取り入れたアイ
デアなど、入賞アイデアは市内の
様々なところで展開してまいります。
現在、各小学校区別のウォーキング
コース作成に向けて、市民の皆様と
一緒になって検討しております。令和
6年度には、各小学校区で完成した
コースを巡るウォーキングイベント
を実施してまいります。

健康増進には、スポーツも非常に
有効です。市民の皆様が気軽に健康
づくりや体力づくりが行えるよう、ま
た、競技スポーツの技術向上につな
げていくことなど、スポーツ環境の充
実を図るため、現在、スポーツ推進計

令和6年第1回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、当初予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

市民の皆様からの厚いご信任を賜
り、市長3期目の職務に就かせていた
だき、任期の半ばである2年が経過し
ようとしております。市民の皆様から
お寄せいただきました信頼とご期待
にお応えするため、私のマニフェスト
としてお示しさせていただきました
「つしま成長戦略　第3弾」に掲げた
取組を加速させていくことが、私に
課せられた使命であり、決意を持って
「魅力マシマシ津島市」をキーワード
に、津島市のさらなる発展に全力を
尽くして、取り組んでまいる所存であ
ります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

さて、1月1日午後4時10分頃に、石
川県能登地方でマグニチュード7.6、
最大震度7の地震が発生しました。こ
の度の地震で、お亡くなりになられた

皆様に心からお悔やみを申し上げま
すとともに、被害に遭われた皆様に
お見舞いを申し上げます。
本市におきましては、発生日の夜

に消防職員が第1次緊急消防援助隊
として被災地支援に向かい、その後
も随時出動したほか、津島市民病院
の医師・看護師・薬剤師・臨床工学技
士がチームを組み、津島市民病院災
害派遣医療チームＤＭＡＴ隊として、
能登総合病院に向かい、被災者の皆
様に寄り添った活動を行っておりま
す。被災地への支援につきましては、
主に愛知県が被災地のニーズを踏ま
え調整を行っており、本市において
は、被災地への職員の派遣や市営住
宅の提供、ライフラインが途絶えて
いる高齢者施設入所者の受け入れ
など、速やかに対応をしております。

新型コロナウイルス感染症が5類
感染症に移行となり、経済活動の正
常化が進み、以前の活力ある暮らし
が戻りつつあります。市民病院にお
いては、院長を始めとする医師、看護
師などの医療職、事務職も含めて職
員一同が一丸となって新型コロナウ
イルス感染症に対応してまいりまし

た。今後も市民の皆様の命と健康を
守る要としての役割を果たしてまい
ります。

一方、物価高が続いている中、厳し
い状況に置かれている市民の皆様や
事業者の皆様に支援をお届けするた
め、令和2年度から実施してまいりま
した新型コロナウイルス感染症対策
を含めた物価高騰支援のための事
業として、令和5年度に実施いたしま
した小中学校給食費及び保育所・幼
稚園・認定こども園等の副食費無償
化をはじめ、これまでに第1弾から第
16弾まで177事業、総額約129億円の
事業に取り組んでまいりました。これ
らの事業は、市民の皆様や事業者の
皆様に寄り添って、しっかりと支援を
行うものであり、大きな成果があった
と考えております。

本市の財政状況は、私が市政を引
き継いだ10年前、非常に厳しいもの
でした。そのため、財政を健全化させ
るべく、事務事業の徹底的な見直し
などによる歳出の削減、様々な形で
の歳入の確保など、徹底的な行財政

改革を行ってまいりました。その結
果、平成26年度から令和4年度まで
の9年間における行財政改革の効果
額は、約91億3,000万円となり、市の
財務体質は大きく改善いたしました。
市の貯金にあたる財政調整基金
の残高は、平成25年度末時点では15
億9,800万円でしたが、令和4年度末
では約45億円と29億200万円増加、
率にして約2.8倍にすることができま
した。令和4年度末の市民一人あたり
の残高は、約7万4,000円となり、これ
は名古屋市を除く県内37市中7位と、
トップクラスの順位です。
株式会社東洋経済新報社が公表し

ております都市データパック2023年
版によりますと、津島市の財政健全
度ランキングは全国792市区中195
位となり、全国で上位4分の1に入り
ました。

市の実質的な借金にあたる臨時財
政対策債を除いた市債残高につきま
しては、ピーク時の平成11年度末に
は約219億円でしたが、令和4年度末
では、約59億円と約160億円減少、率
にして約27％、約4分の1に減少させ
ることができました。これにより令和
4年度末の市債残高は、名古屋市を
除く県内37市中4番目に少ない額と

なりました。文字通り借金が減り貯金
が増え、財政の健全化が達成されま
した。

市民病院の経営安定化につきまし
ても、市民病院が海部医療圏の医療
を守る要となる中核病院としての役
割を果たすとともに、市民の皆様か
ら信頼され続けられるように、安定的
な地域医療の推進を目指し、経営改
善の取組を進めてまいりました。そ
の結果、平成29年度から6期連続で
経常収支黒字化を達成するととも
に、平成28年度末に19億円あった一
時借入金を解消することができまし
た。借金にあたる企業債残高に関し
ても、ピーク時の平成17年度末には

約161億円でしたが、令和4年度末で
は、約67億円と約94億円減少、率にし
て約42％に減少させることができま
した。

このように財政の健全化と市民病
院の経営安定化を図ってきたことに
より、市の財務体質は大きく改善し、
津島市が次なるステップへ進むため
の準備ができました。そして、令和5
年度は「まちづくり再生と子育て支
援　2大プロジェクト」を進めてまい
りました。
1つ目のまちづくり再生として、正

面玄関である津島駅周辺の暮らしの
質を高める「津島Next　Move！」事
業や、北の玄関口となる青塚駅周辺
の整備計画、天王川公園の野外ス
テージの整備などのまちづくりへの
成長投資を進めております。2つ目の
子育て支援として、子どもが産まれる
前から産み育てるまで、丸ごと応援
する全国トップクラスの「子育て支援
トータルプラン」などの子育て支援
策を実施いたしました。市民の皆様
から「天王川公園がリニューアルさ
れて芝生広場で子どもたちも伸び伸
びと遊べてうれしい」「学校給食費の
無償化はとてもありがたい」など、多
くの喜びの声をいただいております。

いります。
このような子育て家庭に寄り添っ
た手厚い支援は、まさに日本一の支
援であると自負しております。

子育てに関する情報を提供してお
ります子育て情報アプリにつきまし
ても、昨年7月にリニューアルし、子育
ての記録を保存したり、予防接種や
イベントなどの情報がプッシュ通知
で届いたりと、これまで以上に使いや
すくなりました。今後も子育て情報を
充実してまいります。

同じく昨年7月には、こども家庭庁
が推進する、子どもたちが健やかで
幸せに成長できるような社会を実現
する「こどもまんなか宣言」の趣旨に
共感・賛同し、「こどもまんなか応援サ
ポーター」として活動することを宣言
いたしました。そして、市の子育て施
策を積極的にＰＲするために、「子育
て応援キャラクター」を募集いたしま
した。このキャラクターを使用しなが
ら、子どもとともに幸せに暮らすこと
ができるまちの実現を目指してまい
ります。

教育に関しましては、「豊かな人間
性と、よりよく生きる力を身につけた
人（津島っ子）」を育成するため、確か

な学力、健康・体力、豊かな人間性の
バランスのとれた力を育む特色ある
教育を推進しております。

令和4年度には、日本初となる規模
で、プログラミング可能な人型ロボッ
トやブロックを市内全ての小中学校
に導入し、児童・生徒が楽しみながら
役に立つプログラミング学習を実施
しております。「津島・プログラミング・
プロジェクト」の頭文字をとった「ＴＰ
Ｐ」と称して、昨年8月には市内4中学
校対抗で、「ＴＰＰコンテスト　プレ大
会」を開催いたしました。各学校とも
仲間と協力しながら創意工夫を凝ら
したプログラムが構成されておりま
した。令和6年度には、市内全ての小
中学校参加による本大会を開催する
予定をしており、今から大変楽しみに
しております。

全ての小中学校に設置をしており
ますコミュニティ・スクールでは、学
校・家庭・地域が一体となって、地域ぐ
るみで子どもの成長を見守る体制を
推進しております。中学校で実施して
おります学習支援「未来塾」につきま
しては、順次、中学校において実施さ
れており、引き続き、未来に生きる子
どものために、地域総がかりで子ども
たちを育てる環境を築いてまいりま
す。

今後ますますグローバル化が進む
社会の中で、重要となる子どもたち
の国際理解教育につきましては、全
ての小学校において、県内にある8つ
全ての領事館と連携した「領事館交
流プロジェクト」を市独自の施策とし
て実施しております。令和5年度は、
日本との国交150周年を記念して、ペ
ルーの学校と約14時間の時差を超
えてオンラインでの交流を行うなど、
各学校趣向を凝らした様々な取組を
行っております。今後もより一層の国
際理解を図るとともに、国際人として
未来に飛躍する人材育成を目指して
取り組んでまいります。

近年、全国的に増加傾向である不
登校の児童・生徒に対する支援とい
たしましては、拠点となる津島市教育
支援センターを、生涯学習センター
内と児童科学館内の2か所に設置し、
多様な価値観の中で、子どもたちの
様々な学びの場や、安心して過ごす
ことができる居場所となるよう、個別
学習や相談などを行っております。ま
た、校内教育支援センター「ほっと
ルーム」は、令和4年度に神守中学
校、令和5年度に藤浪中学校、令和6
年度には天王中学校と暁中学校で開

津島神社周辺におきましては、「尾
張津島観光センター」と「旧わざ・語
り・伝承の館」の解体を進め、令和7年
度までに官民連携による新たな賑わ
い拠点の整備を進めます。

津島駅と津島神社を結ぶ天王通り
におきましては、無電柱化に向け、愛
知県との調整を継続するほか、観光
交流センターや旧いちい信用金庫
天王通支店などを活用し、シビックプ
ライド醸成拠点や、まちなか交流広
場の整備に向けた準備を進めている
ところです。市が投資主体として、マ
チナカの再生に関する各種事業を着
実に進めることで、民間による宅地
開発の増加や店舗や医療などの都
市機能の開発も促進されるものとな
ります。そのためには、市としても定
住を促進させる新規事業として人口
の増加策も含めて、暮らしの質や賑
わいあるマチナカを実現していきま
す。本年3月には、古民家や空きス
ペースなどを展示会場としたアート
展を開催いたします。様々なアー
ティスト作品の鑑賞のほか、体験型
のワークショップもあり、津島の魅力
を五感で体感することができます。

天王川公園におきましては、昨年4
月よりパークＰＦＩによる民間事業者
の管理・運営が始まりました。昨年7月
には、津島市に本社を置く株式会社
宇佐美鉱油様及びグループ企業様
から多額のご寄附をいただき、野外
ステージやジョギングコースの整備
が完了いたしました。同じく昨年7月
にオープンしたスターバックスコー
ヒーも含め、市民の皆様から「天王川
公園で、家族でのんびり過ごすことが
でき、公園の魅力がアップした」、「若
者が多く訪れるようになり、生まれ変
わった」など、多くの喜びの声をいた
だいております。

令和6年度は、多くの公園利用者に
喜んでいただいている芝生広場を拡
張する整備事業のほか、中央トイレ
や北エリアのトイレの大規模修繕を
行い、さらに快適な公園となるよう整
備を進めてまいります。また、地球温
暖化の影響を受け、夏場では夜間に
ウォーキングなど、健康づくりを行う
公園利用者が増えてきています。春
夏秋冬を含め、公園の魅力を高める
ための「ライトアップ大作戦」を展開
し、引き続き市民の皆様に愛される
公園として整備を進めてまいります。
このほか天王川公園や津島神社への
アクセス向上として、都市計画道路
である橋詰又吉線の整備も推進して
まいります。

東西南北それぞれの玄関におきま
しても、「価値」を高めるための取組
を進めております。北の玄関である
青塚駅周辺では、駅へのメインとな
る県道蜂須賀白浜線の歩道整備の
早期事業化に向けて、愛知県に力強
く要望を進めていくほか、地域住民
の方と対話をしながら、駅前広場の

約／日本」事務局は、気候変動の緩
和及び気候変動への適応に対する取
組が評価され、昨年12月に「気候変
動アクション環境大臣表彰」において
大賞を受賞いたしました。

私たちは地球人です。地球の未来
に責任を持たなければなりません。
今後もこうした取組を着実に実行し、
市民の皆様や事業者の皆様と力を合
わせ、脱炭素型社会の実現に向けて
積極的に取り組んでまいります。そし
て、2050年までに二酸化炭素の排出
量を実質ゼロとすることを目指して
まいります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和6年度当初予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

まず、予算規模でありますが、一般
会計258億円、特別会計133億4,868
万8,000円、企業会計156億6,072万
2,000円で、これら全会計を合せます
と548億941万円となり、前年度の当
初予算と比較しますと、一般会計は
6.7％の増、特別会計は0.4％の増、企
業会計は1.2％の増、全会計では
3.5％の増となっております。一般会
計の予算規模としましては、過去3番
目で、文化会館の建設を行った平成7

年度、8年度を除くと、最大の規模と
なります。

次に、一般会計の歳入であります
が、根幹を成す市税収入は、83億
3,371万2,000円で、物価高対策とし
て個人住民税の定額減税を行うこと
から、前年度比1.9％の減となってお
りますが、定額減税による減収額を
除いた本来の市税収入としては、前
年度比0.5％の増と、コロナ禍からの
回復基調が続いております。また、地
方交付税は、33億8,000万円で、前年
度比9.0％の増、一方、地方交付税の
振替措置である臨時財政対策債は、
9,000万円で、前年度比70％の減で
計上しています。

次に、歳出でありますが、義務的経
費のうち人件費は39億3,824万4,000
円で、退職手当の増などにより、前年
度比6.4％、約2億4,000万円の増、扶
助費は、68億905万9,000円で、子育
てや福祉関係の給付費の増などによ
り、前年度比4.2％、約2億8,000万円
の増、投資的経費は、30億9,666万
6,000円で、31億円にせまる投資額に
なります。具体的には、道路などの基
盤整備の充実に加え、津島駅東側駅
前広場の整備、天王川公園の大規模
改修、南小学校と神守小学校の耐震

性貯水槽の設置、神島田小学校体育
館の改修や南文化センターなど、公
共施設の長寿命化改修などで、前年
度比31.9％、約7億5,000万円の大幅
増となっています。
令和6年度は、「まちづくり再生第2

弾による成長投資」、「子育て支援
トータルプランのさらなる充実」な
ど、未来の津島へ向けて、多くの重要
事業を計上する積極予算を編成いた
しました。

このため、予算編成にあたりまして
は、市の貯金ともいえる財政調整基
金から20億5,000万円を繰り入れて
おりますが、財政調整基金の残高は、
令和5年度末で約47億円まで増加す
る見込みであり、令和6年度当初予算
への繰入後でも、27億円ほどの残高
を維持できます。

津島市の財務体質は大きく改善し
ており、着実に安定してまいりまし
た。今後につきましても、行財政改革
などに不断に取り組み、持続的な行
政運営に努めながら、必要な事業を
効果的に展開することで、つしま成長
戦略を確実に推進してまいります。

結びにあたり、今議会には令和6年
度当初予算をはじめ、条例などの諸
議案を提出しております。いずれも
市政運営に欠くことのできないもの
ばかりであります。十分ご審議の上、
適切なるご議決をいただきますよう
お願い申し上げます。

設置や住宅などが建設できる土地利
用構想を進め、駅に近い立地を活か
したまちづくりを進めていきます。今
後、まちづくりに必要な下水道や道
路等の整備に向けた具体的な検討を
行ってまいります。東の玄関では、
2027年に西尾張中央道まで開通予
定であります名古屋津島線バイパス
の整備に合わせ、生涯学習センター
と東公園一帯を、スポーツと健康を
キーワードに、広域的な玄関にふさ
わしい位置づけをし、魅力向上を目
指してまいります。西の玄関では、検
討されている木曽川・長良川新架橋
の整備促進に向け、国や県に対して
積極的に働きかけを行ってまいりま
す。

本市では、令和2年3月に「津島市
歴史的風致維持向上計画」を策定
し、本市固有の歴史的風致を守り、育
て、継承し、地域の活性化につなげる
ことを目指しております。さらに次の
ステップとして、歴史的風致である景
観を計画的かつ確実性をもって保全
するため、景観計画の策定に着手い
たしました。良好な景観形成により、

調和がとれた町並みを目指してまい
ります。

企業誘致の状況につきましては、
これまで、宇治・白浜・鹿伏兎の3区域
約21万㎡に工場等の立地を誘導す
る区域を指定し、企業誘致を積極的
に推進した結果、区域の約8割に企業
を誘致することに成功しました。引き
続き企業誘致を進めるため、昨年10
月に越津・下切区域約18万㎡、本年1
月に下新田・大縄区域約3万㎡を区域

に追加いたしました。今後、新たな区
域の追加も検討しながら、より一層
精力的に企業誘致を推進してまいり
ます。

令和6年度は、新たな企業誘致推
進区域となる周辺の歩行者の安全環
境を確保していくために、宇治百町
線と神尾金柳線の歩道整備を進めて
いく予算を計上いたしました。

神守中町・神守下町及び唐臼地区
におきましては、建ぺい率と容積率
など建物の規制を緩和し、約68万㎡
をこれまで建築できなかった建物が
建築できるようになることで、土地利
用の促進を図ってまいりました。今議
会には、さらに中地地区約4万㎡にお
いて規制緩和を行うための条例改正
に関する議案を提出しております。今
後は、愛宕地区約7万㎡においても
規制緩和に向けて進めてまいりま
す。

先ほど2大プロジェクトを牽引し、
定住を促進させる事業の内容を申し
上げました。具体的にはこれまで神
守・唐臼地区で実施しておりました居
住用の新築住宅取得に対する最大

室し、4中学校全てにおいて開室して
まいります。これにより、これまで教
育支援センターに通室していた生徒
も、学校に登校するきっかけとなり、
友達などとのコミュニケーションが
取りやすくなるほか、学校行事への
参加なども可能となるものと考えて
おります。

経済的な理由により、お子さんを
小・中学校へ就学させるのにお困り
のご家庭に対しましては、学用品費や
給食費などの費用の一部を援助する
就学援助費の受給要件を拡大し、支
援の充実を図ります。家庭の経済的
な状況によって学習の機会に差が出
ることのないような学習支援も実施
いたします。

学校教育環境につきましては、こ
れまで全ての小中学校の普通教室
などへのエアコン設置、トイレの洋式
化、県内初となる体育館へのスポット
エアコンの整備などを行っており、現
在、学校施設の長寿命化改修に取り
組んでおります。

令和5年度には、神守中学校と蛭
間小学校の体育館の長寿命化改修
を行い、令和6年度には、神島田小学
校体育館の改修と、高台寺小学校体
育館の改修に向けた実施設計を行う
ほか、天王中学校に自転車置き場を
設置します。子どもたちが安全・安心

な学校生活を送ることができるよう、
計画的に整備を行ってまいります。

また、働いているなどの理由によ
り、保護者が昼間不在となる家庭の
子どもたちが放課後や長期の休み中
に、安全で楽しく過ごすための遊びや
生活の場となる学童保育につきまし
て、8つ全ての小学校区にこどもの家
を設置しております。

平成29年度には西小学校、平成30
年度には北小学校の敷地内にこども
の家を新築し、令和4年度には、学校
から遠方の位置にあった神守こども
の家を神守小学校敷地内に新築い
たしました。令和6年度は、私が4か所
目に手がける南こどもの家の新築に
向けての実施設計業務を進めるな
ど、今後も学童保育のさらなる環境
の充実を積極的に推進してまいりま
す。

子どもたちの健康・体力を向上さ
せる取組といたしましては、これまで
実施しておりました「総合的な子ども
の基礎体力向上大作戦」、通称ＳＫＩＰ
（スキップ）を発展させ、令和4年度か
ら小中学校において、縄跳び名人を
講師として招いた縄跳び教室や、

サーキットトレーニング教室を実施し
ております。未来の担い手としてたく
ましく生き抜くために、必要な健康と
体力をつけることを目指します。

健康・体力のもととなる学校給食に
つきましては、平成27年度から、「津
島市給食献立コンクール」を実施し、
児童生徒の考えた献立を給食に取り
入れております。子どもたちに安全・
安心な食を提供するため、有機農産
物を使用したオーガニック給食につ
きましても、段階的に導入を進めて
おり、子どもたちに笑顔で給食を食
べてもらえるよう、栄養バランスに優
れた心のこもった美味しい学校給食
を提供してまいります。

少子化対策として、若者に出会い
の機会を提供するため、尾張津島天
王祭宵祭開催日に、県内在住または
在勤の独身者を対象に、「天王祭de
ご縁結び」を開催する予定をしており
ます。

多くの学生が奨学金を受給し、就
職後、返還している状況の中で、企業
が従業員への奨学金返還支援制度
を導入することは、学生が企業選び
をする際の大きなポイントとなりま
す。このため愛知県では、令和6年度
から中小企業の人材確保を図ること
を目的に、従業員の奨学金返還を支
援する中小企業を対象に補助制度を
創設いたします。対象とする中小企
業等は、県への企業登録が必要であ
りますので、市といたしましても市内
中小企業等に積極的に働きかけてま
いります。

進め、北小学校においては、文化会
館に設置されている100トンの貯水
槽を活用いたします。今後も引き続
き全ての小中学校への設置に向けて
計画的に進めてまいります。

また、災害が発生した際の避難所
での生活のため、避難所用の資機材
を市で備蓄しております。寒い時期
の避難に備え、毛布や新たに簡易寝
袋も備蓄して寒さ対策を強化いたし
ます。大切な家族の一員であるペッ
トも一緒に避難することができるよ
う、公共施設のうち1か所をペットと
の同室避難所とするほか、指定避難
所である8小学校でも、ペットと同行
避難をされることを想定し、ケージや
ワンタッチテントなどの資機材を整
備いたします。

自宅から指定避難所まで離れてい
ることや、普段行き慣れない避難所
へ行くことへの不安を解消するた
め、県内初の取組として、民間施設を
緊急避難場所として活用し、緊急時
に速やかに避難できる体制を強化し
てまいります。

市役所本庁舎につきましては、災
害時には災害対策本部として機能さ
せる必要があることから、耐震化を
実施したほか、非常用の電源設備の
整備を行ってまいりました。災害時の
重要な施設である消防庁舎や、避難
所としても重要な錬成館をはじめ、主
な公共施設についても耐震化を実施

してまいりました。

災害対策本部においては、市民の
皆様の命を守るため、国・県・市が保有
する情報を一元化する必要があるこ
とから、様々な情報を一元的に可視
化できる防災支援システムを令和4
年度に構築いたしました。このシステ
ムを地域の自主防災組織と連携しな
がら活用していくことで、地域の減災
に結び付けてまいりたいと考えてお
ります。また、災害情報を市民の皆様
にお知らせするため、災害時の緊急
情報、避難所の開設状況、道路の冠
水状況の情報などを見ることができ
る防災情報専用サイト「つしま防災
ポータル　まもるくん」を新設いたし
ました。スマートフォンからでも閲覧
できますので、是非ご活用ください。
令和6年度より、75歳以上の高齢
者等、災害弱者の方々のうち、希望さ
れる方に対しては、緊急時に防災情
報が流れる専用ラジオを無償で貸し
出す事業を開始いたします。防災情
報を受信すると自動的に電源が入る
ものであり、情報をいち早く市民の
皆様が受けとっていただくことが可
能となります。

市では、災害時の情報収集にド
ローンの活用も進めております。災
害現場に行くことができない場合で
も、ドローンを飛行させて映像を撮
影し、その映像を災害対策本部で確

認することができることから、ドロー
ン人材20名の育成を目指し、令和4年
度から市職員のドローン操縦資格取
得に取り組んでおります。

災害時に避難場所として利用でき
る場を確保するため、現在、神守地区
において、都市公園の整備を行って
おります。神守小学校北エリアに約
2,500㎡、神守こども園西エリアに約
1,800㎡の広さの2つの公園につきま
しては、マンホールトイレ、東屋を設
置し、まもなく完成いたします。さら
に神守支所東エリアにも、約2,200㎡
の広さの3つ目の公園を整備するた
め、令和6年度から着工いたします。
今後はさらに神守中学校南エリアに
約4,500㎡の広さの4つ目の公園整
備を進めてまいります。

消防本部では、市民の皆様の命を
守るため、防災力の強化を図ってお
ります。本市の消防本部は、市域のほ
ぼ中央に位置しております。日光川
東側の一部の地域においては、救急
車の現場到着までの時間が課題と
なっておりました。そのため、交通量
が多い平日昼間帯に、神守支所に救
急車を待機させる救急ステーション
の実証運用を、昨年8月から本年3月
22日まで行っております。実際に救

配信を行うことで、効果的な情報発
信を行っております。

また、愛知大学や津島東高校と連
携し、「津島の魅力PRデザイン開発
プロジェクト」として、PR用ステッ
カーのデザイン制作を行っているほ
か、副業人材を活用し、PRちらしの
デザイン力を高めるとともに、津島
の魅力を広く動画配信しております。
今後も本市の「価値」をさらに高める
ため、「魅力マシマシ津島市」を積極
的に発信してまいります。

ふるさと納税の返礼品において
も、地場産業の活性化と地元特産品
のＰＲのため、全国に向けて積極的に
発信しております。特に、あらかじめ
蓄電ができ、災害時等の備えとして
役立つポータブル電源は大変好評で
あり、昨年12月に新たな返礼品とし

て加えた結果、12月のみで約5,400万
円のご寄附をいただいております。
今後もより一層の返礼品の充実のた
め、様々な工夫を凝らしながら取り組
んでまいります。

市が実施する地方創生プロジェク
トに対して企業から寄附をいただく
企業版ふるさと納税につきましても、
複数の企業から多額のご寄附をいた
だき、子育てや文化の継承、公園の
整備など、様々な分野で活用してお
ります。さらなる寄附をいただけるよ
う、引き続き企業に対して積極的に
働きかけを行ってまいります。

地域におきましては、交通安全や
防犯、福祉など、様々な課題解決に向
けて取り組んでいただいております
コミュニティ推進協議会等に対する
補助金を増額し、活動を支援いたし
ます。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」についてご説明申し上げま
す。

令和3年12月に策定いたしました
都市計画マスタープランでは、将来
に向けたまちづくり戦略として、津島
駅周辺を正面玄関として位置づける
とともに、市内の東西南北を玄関とし
て位置づけました。

昨年3月には、本市と名古屋鉄道株
式会社、ＵＲ都市機構の三者で、県内
初となる地域の持続的発展を目的
に、鉄道と連携したまちづくりを進め
ていく包括連携協定を締結しまし
た。名古屋鉄道株式会社とは、これま
でも「つしまちあるきキャンペーン」
など、本市の観光面でも協力を頂い
ているほか、ＵＲ都市機構を含めた三
者では、津島駅周辺でのマチナカの
再生に向けた社会実験でも協働の立
場でご参画いただいています。この
三者で同じまちづくりへのベクトル
を共有し、さらに進んだ未来に繋がる
事業を展開してまいります。それに
向け、令和5年度は、まちづくり再生
元年と位置付け、津島玄関まちづく
り構想「ゲートウェイプロジェクト」の
推進のため、津島市の「価値」を高め
る成長投資を行いました。さらに令
和6年度では、次へのステップ「まち
づくり再生」第2弾として、プロジェク
ト推進のための取組を加速してまい
ります。

津島駅周辺の正面玄関におきまし
ては、駅の東側に駅前広場・市民の交
流広場を整備するため、用地買収を
行ってまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いてご説明申し上げます。

 
この地域は、高い確率でマグニ
チュード8～9クラスの巨大地震が発
生することが予測され、地震による甚
大な被害が発生することが予想され
ております。また、近年、全国各地で
大雨による被害も頻発している中、
市民の皆様を誰一人として取り残す
ことのないよう、防災・減災対策を行
う必要があります。

災害時には、自助・共助・公助の3つ
が必要となります。大規模災害時に
は、救援物資が届くまでに時間を要
することから、自分の命は自分で守る
ことができるよう、日頃から7日分程
度の食料や、資機材などの備蓄と
いった「自助」の取組をお願いいたし
ます。能登半島地震では倒壊した家
屋の下敷きになった方が犠牲者の大
半を占めることが判明しました。市で
は地震から身を守るために、住宅の
無料耐震診断や住宅の耐震改修へ
の補助を行っております。令和6年度
は耐震診断に関する予算を5割増し
にするとともに、耐震改修の補助金
を100万円から150万円に大幅に拡
充するなど、耐震改修や除却に関す
る予算を2.7倍にし、市民の皆様の安
全を守ってまいります。また、災害時

に備え、窓ガラスが割れた際の破片
の飛び散りを防ぐための飛散防止
フィルムの貼り付けや、家具の転倒
防止金具の取り付けを無償で行って
おります。ご自身の命を守るため、ま
だ対策がお済みでない場合は、是非
ご利用ください。

市では、毎月第3日曜日を「家庭防
災の日」と定め、防災教室を定期的に
開催し、家庭において防災について
話し合うことを進めています。避難経
路や備蓄品の確認、家庭でできる対
策などについて話し合い、防災意識
を高めるきっかけとしていただきま
すようお願いいたします。
災害が起こった際、ご自身の力だ

けでは避難所へ避難することが困難
な方々につきましては、一人ひとりに
対して個別避難計画を作成し、地域
で活用することで取り残すことなく、
人的被害を最小限にとどめられるよ
う、地域で支援する「共助」の体制の
確立に全力を尽くしてまいります。

災害時にうろたえることなく行動
するためには、平時から訓練をしてお
く必要があります。自主防災組織を
はじめ、様々な主体と協働して防災
訓練を実施いたします。訓練には、
ゲーム形式も取り入れながら、いざと
いう時にきちんと実践できるような
内容としてまいりますので、積極的な
ご参加をお願いいたします。

なお、自主防災組織は、地域の防
災において、大変重要な役割を担っ
ております。近年の物価高騰の状況
等をふまえ、各小学校区の自主防災
組織の体制強化のため、令和6年度
より補助金を増額いたします。さらに
自主防災組織や町内会に所属する防
災関連委員の皆様が、万が一活動中
に怪我をしてしまったときなどに備え
て、市の負担で傷害保険及び損害賠
償保険に加入することで、より安心し
て活動していただくことができます。

「自助」・「共助」に加え、市では「公
助」といたしまして、災害時における
飲料水の確保のため、平成26年度か
ら水道管の耐震化を実施しておりま
す。これまでに災害時に避難所とな
る、東小学校・西小学校・南小学校・北
小学校・神守中学校・神守小学校をは
じめ、災害時の重要施設である市役
所、市民病院などへの水道管の耐震
化に対し、20億円を超える投資を
行ってまいりました。配水場から離れ
た地域である神島田小学校、高台寺
小学校、蛭間小学校には約3億円を
投資して耐震性貯水槽を設置いたし
ました。令和6年度には、南小学校と
神守小学校への設置工事を実施す
ると同時に、令和7年度、東小学校、西
小学校への設置に向け実施設計を

急車の到着時間が短縮するなどの効
果が出ており、地元の方からも好評
いただいておりますので、引き続き
運用を進めてまいります。

他の消防本部との連携・協力も進
めており、海部地域の消防本部とは
合同訓練や勉強会を開催しておりま
す。令和7年度からは津島市ほか名古
屋市を含む7消防本部と指令業務の
共同運用を開始します。これにより、
消防力の強化による住民サービスの
向上が期待できます。また、愛西市と
は、はしご車の共同整備についても
進めており、実現すれば県内初の試
みとなります。

地域防災に欠かすことのできない
消防団につきましては、消防団員の
訓練のための出動報酬を増額し、新
たな団員の確保に向けて充実を図る
とともに、神島田分団車庫の新築移
転に向けての準備を進めてまいりま
す。
このように、市民の皆様一人ひとり
に寄り添った防災対策を行ってまい
ります。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」についてご説明申し上げます。

本市は、津島神社や数多くの寺院、
歴史的な町並み、ユネスコ無形文化

遺産に登録された「尾張津島天王祭
の車楽舟行事」をはじめとする四季
折々の祭りをはじめ、市内各所に伝
承されている祭り、そして市民の皆様
に愛されている天王川公園や津島神
社など、誇るべき数多くの地域資源
が市内全域にあります。これらは他の
自治体にはない本市の大きな強みで
あります。

このような歴史的・文化的な遺産
を、地域総がかりで継承していくた
め、文化財保存活用地域計画の策定
に着手いたします。尾張津島天王祭
などの大規模な祭りだけではなく、市
内各地域の山車や神楽、市民の皆様
の生活の中に息づく文化など、地域
ごとに調査を実施して掘り起こしを行
い、保存・活用に向けて検討してまい
ります。

市の指定文化財である氷室作太夫
家住居につきましても、貴重な文化
財を後世に引き継ぐため、保存と活
用に関する方針を定める保存活用計
画を策定してまいります。

本市において祭りは誇るべきもの
であります。祭りを今後も維持すると
ともに、体制を強化するため、尾張津
島天王祭及び尾張津島秋まつりの関
係団体に対する報償費を増額し、活
動を支援いたします。

本市にゆかりがある世界的な芸術
家である横井照子さんは、本年で生
誕100周年を迎えます。その節目とな
る年に、その偉業を顕彰するととも
に、本市の文化振興に向けた機運を
醸成するため、本年11月に横井照子
展を開催いたします。数多くの素晴ら
しい芸術作品に触れることができま
すので、是非楽しみにしてください。

本市は、東海三県寺密度ナンバー
ワンであることを活かして、平成30年
度より御朱印イベント「津島てら・まち
御縁結び」を開催し、令和6年秋に第
20回目を迎えます。これを記念して、
「第20回津島てら・まち御縁結び記念
事業」を実施し、本市の魅力向上を図
ります。

こういった本市の魅力を、より多く
の方に知っていただくため、プロモー
ションにも力を入れております。ふる
さと津島応援広報大使である津島市
出身の神野大地選手には、本市の魅
力をＳＮＳ等で広く発信していただい
ております。

令和5年度には、市の公式ＬＩＮＥの
機能を拡大し、情報を伝えたいター
ゲットに対して、それぞれのニーズに
マッチした情報を配信するセグメント

▲令和5年4月に開所した
神守こどもの家

▲縄跳び教室
必要な健康と体力を身に着ける

の小学1年生から3年生の児童に見
守り用の端末を無料で配布し、サー
ビスを開始したところであります。市
内全域における地域ＢＷＡの活用は
県内初となります。今後、高齢者の皆
様にも対象を拡大していくとともに、
見守りだけでなく、観光やまちづくり
の分野にも活用の範囲を広げてまい
ります。

ここ数年のコロナ禍においては、
感染防止のために不要不急の外出
自粛が求められ、その結果、地域活動
の縮小や、人との交流の減少といっ
た影響を及ぼしました。外出機会の
減少は、身体機能や認知機能の低下
が見られる「フレイル」の状態となる
方を増加させる恐れがあります。そ
のため、高齢者の皆様が、総合保健
福祉センター、生涯学習センター、神
島田公民館を使用する際の使用料を
半額にいたします。そして外出の機
会を増やしていただくとともに、総合
保健福祉センターにおいて交流する
ことができる拠点整備を行うなど、社
会参加の促進を図ってまいります。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どにマイカーを使うことができない、
あるいは今後使うことができなくな
る75歳以上の高齢者、移動が困難な
障がい者、妊産婦の皆様を対象とし
て、外出時のタクシー料金が半額と
なる、「津島おでかけタクシー事業」
を、昨年1月より開始いたしました。開
始より1年が経過し、これまでの利用
実績の累計は2万5,000件を超え、利
用登録者数も3,200人を超えており、

大変好評をいただいております。

障がいのある方への支援といたし
ましては、身体障がい、知的障がい、
精神障がいに加えて、難病、発達障が
い、強度行動障がい等、障がいのあ
るご本人やその家族の各種ニーズに
対応できる総合的な相談支援や専門
的な相談支援などを行う基幹相談支
援センターを、総合保健福祉セン
ターに設置いたします。
障がいのある児童への支援といた

しましては、障がいのある児童やその
家族への相談、障がい児を預かる施
設への援助・助言などを行う地域の中
核的な療育施設である児童発達支援
センターの設置に向け、未利用となっ
ております旧津島市立津島幼稚園の
民間活用を進めてまいります。

ここまでは、「つしま成長戦略」とし
て掲げた5つの項目に沿って説明し
てまいりました。このように、全ての
市民の皆様が心身ともに満たされた
状態である「ウェルビーイング」とな
ることを目指して取り組んでまいり
ます。

続きまして、この「つしま成長戦
略」の推進と並行して進めていくべ
き内容についてご説明いたします。

まずは、市民サービスの向上につ
ながるデジタル化です。社会が非常
に速いスピードで変化していく中、デ
ジタル技術を活用しながら従来の制
度等を変革し、様々な課題を解決す

るデジタル・トランスフォーメーション
「ＤＸ」を推進することが求められます。
本市では、デジタル技術を活用し

た窓口改革として、役所に「来ない」、
書類を「書かない」、手続きを「待た
せない」行政サービスの実現を目指
しております。令和4年度には、住民
票等のコンビニ交付、タブレット端末
による申請システム、「出生コー
ナー」や「おくやみコーナー」での窓
口ワンストップサービス、窓口の
キャッシュレス化などを導入いたしま
した。「出生コーナー」や「おくやみ
コーナー」は、専用カウンターを設置
して様々な部署で必要な各種手続き
をワンストップで行うことができるた
め、大変好評をいただいております。
令和6年度には、コンビニ交付の対象
サービスに所得課税証明書・納税証
明書を追加し、さらに市民サービス
の充実を図ることにより、「デジタル
化で、しあわせ実感都市、つしま」の
実現を目指してまいります。

このようなデジタル技術の活用
は、市民の皆様の利便性を向上させ
るだけでなく、職員の働き方改革に
もつながります。令和6年度は、ＡＩを
活用した議事録作成支援システムを
導入することで、効率化できる部分
はデジタルに任せ、市民の皆様との
対話や、新たに実施する事業の検討
など、職員は職員にしかできない業
務を担うことで、市民サービスのさら
なる向上を図ってまいります。

他自治体との連携についても進め
ております。藤まつりにおける江南市
や岐阜県羽島市との連携、ひつじサ
ミット尾州における一宮市や岐阜県
羽島市との連携、岐阜県海津市コ

市内各小中学校で
学校施設の長寿命化改修を実施

・神守中学校・蛭間小学校の
体育館の長寿命化改修

・神島田小学校体育館の改修
・高台寺小学校体育館の実施設計
・天王中学校に自転車置き場を設置

令和6年度

令和5年度

こどもの家を各小学校に新築中

平成29年度　西小学校

平成30年度　北小学校

令和4年度　神守小学校

令和6年度　南小学校(実施設計)

第2弾

第3弾

第4弾

第1弾

市内全小中学校へ
・普通教室へのエアコン設置
・トイレの洋式化
・体育館へのスポットエアコン設置

5令和6年度　施政方針



令和6年度は、次へのステップ第2
弾として、「まちづくり再生」につきま
しては、津島神社周辺の新たな賑わ
い拠点、観光交流センター周辺の新
たな交流拠点の供用開始に向け、賑
わいの「核」となる拠点の整備がいよ
いよ動き出します。本市の「価値」を
高め、わくわくするまちづくりを進め
てまいります。
「子育て支援」につきましては、第2
子以降の保育料の完全無料化、3歳
から5歳児までの保育所・幼稚園・認定
こども園等の副食費の半額補助及び
市立小中学校の給食費の完全無償
化、0歳児を対象としてご希望の子育
て用品を無料で自宅にお届けする
「子育てサポート選べる無料定期便」
など、全国トップクラスの子育て支援
を引き続き展開し、安心して出産、子
育てができる環境づくりを進めてま
いります。

そして、この2大プロジェクトを牽
引し、定住を促進させる新規事業を
実施いたします。事業の内容としまし
ては、後ほど詳しくご説明いたします
が、津島駅周辺の旧津島エリア、地区
計画区域の神守、唐臼エリアにおい
て新築住宅を取得した方やリフォー
ムをした方に要件に応じて補助金を
交付するもので、本市への定住を促
進させ、人を呼び込むまちづくりを目
指してまいります。

昨年、ハラスメントや不適切発言

のない働きやすい職場を築いていく
ため、過去10年間にわたる実態調査
として、職場環境改善のためのアン
ケート調査を実施いたしました。第三
者委員会からいただいた最終報告書
の、研修の実施、弁護士による相談窓
口の創設などを含む7つの提言に、専
門家の支援を受けながら、しっかりと
着実に対応し、ハラスメントのない職
場の環境改善に取り組んでまいりま
す。
令和6年度に実施する主な施策に

ついて、「つしま成長戦略　第3弾」と
して掲げている5つの項目ごとにご説
明いたします。
まず、「つしま成長戦略」の1点目、

「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついてご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、本市の
「宝」です。子どもたちの健やかな育
成を図り、「子育てするなら、つしま」
の実現に向けて邁進してまいりま
す。そのため令和5年度より、子ども
が産まれる前から産み育てるまで、
丸ごと支援を行う「子育て支援トータ
ルプラン」として、5つの子育て支援
策を実施しております。
1つ目の支援は、18歳まで所得制

限なしの子ども医療費完全無料化の

継続。2つ目の支援は、第2子以降の
保育料も所得制限なしの完全無料
化。3つ目の支援は、3歳から5歳児ま
での保育所・幼稚園・認定こども園等
の副食費の半額補助及び市立小中
学校の給食費の無償化。4つ目の支
援は、0歳児を対象としてご希望の子
育て用品を無料で自宅にお届けする
「選べる無料定期便」。5つ目の支援
は、保育所・認定こども園等における
使用済み紙おむつの保護者持ち帰り
の廃止です。
3つ目の保育所・幼稚園・認定こども
園等の副食費及び市立小中学校の
給食費につきましては、昨年4月から
6月までは半額を無償化し、7月から
本年3月までは、物価高騰の影響を
受けている子育て家庭を支援するた
め、完全無償化に拡大いたしました。
市立小中学校の給食費につきまして
は、令和6年度につきましても、完全
無償化を継続いたします。
これらの5つの子育て支援のほか、
年齢期に応じた様々な支援を実施し
ております「こんにちは赤ちゃん訪
問」では、子育てを応援するため、「お
めでとう」の気持ちを込めて、生後2
か月を迎える赤ちゃんのいる全ての
ご家庭を訪問しており、大変好評を
いただいております。これらの支援
は、令和6年度も継続してまいりま
す。

また、令和6年度より、「こども家庭
センター」を総合保健福祉センター
の2階に開設し、母子保健と児童福祉
の機能を一体的に運営することで、
両部門が連携・協働を深め、切れ目の
ない支援を行うための相談体制を強
化いたします。さらに相談支援だけ
でなく、支援を必要とされる全ての
子どもたちや妊産婦の皆様等へのサ
ポートプランの作成、多様な家庭環
境への支援体制を充実・強化するた
めの地域資源の開拓なども担ってま

ミュニティバスの津島駅への乗り入
れなど、自治体の枠を超えた連携・協
力を推進してまいります。

市政運営を進める上で、最も重要
なことは、市民の皆様の声を聞くこと
だと考えております。そのため、市民
の皆様の声をお聞きする機会とし
て、令和4年度と令和5年度にタウン
ミーティングを開催いたしました。令
和4年度には、市内8つのコミュニティ
推進協議会それぞれと、令和5年度に
は、市内で定期的に活動する団体を
対象として15回開催いたしました。令
和6年度につきましても私が自ら市
政について市民の皆様にご説明する
機会を設けます。是非ご参加ください。

市民の皆様が安心して暮らすため
には、様々な人権課題が解消され、一
人ひとりの人権が尊重されることが
重要であります。人権啓発や地域住
民の福祉の向上、交流の拠点施設で
ある南文化センターは、建物及び設
備の老朽化に対応するため、大規模
改修工事を実施してまいります。今
後も新たに生まれ変わる南文化セン
ターにおいて、地域交流促進事業や
生活上の相談事業の充実を図ってま
いります。
また、産業廃棄物処理施設等を設
置する際に、事業者と関係住民とのト
ラブルを防ぐための条例を制定して
まいります。

職員の声を聞く場も設けておりま
す。令和4年度からは、若手・中堅職員
との意見交換会を開催し、担当業務
で日頃感じていること、将来の自分
や市政運営に対する考え方などにつ
いて意見交換を行っております。今

後も、職員の声に耳を傾け、風通しの
良い職場環境づくりに取り組んでま
いります。

職員が事務改善や施策等の提案
を行うことができる職員提案制度に
つきましても、自分らしさや新しい視
点を自ら取り入れて働き方を工夫す
る「ジョブ・クラフティング提案制度」
として、令和5年度からリニューアルいた
しました。「Go Beyond Yourself～
昨日の自分を超えろ～」をキャッチフ
レーズとし、電子システムからの提案
を導入したほか、職員投票や若手職
員による審査委員会を設置するな
ど、より一層活用しやすい制度とな
り、令和5年度には、9件の提案があり
ました。職員の「Not Yet（まだできる）」
の精神を育みながら、創造力や研究
心、市政運営への参加意欲の向上を
目指しております。

私たちは、私たちが暮らすこの地
球の環境を守り、急速に進む地球温
暖化に歯止めをかけることを考えな
ければなりません。本市では、これま
でも地球温暖化対策として様々な取
組を実施してまいりました。市役所本
庁舎における省エネ効果の高い空調
設備への改修。市民病院における空

調用熱源の更新やＬＥＤ照明等の導
入。市が管理する全ての道路灯・公園
灯の照明ＬＥＤ化。市内全ての小中学
校の教室や体育館の照明ＬＥＤ化な
どを行ってまいりました。令和5年度
には、本庁舎、生涯学習センターなど
27施設の照明をＬＥＤ化するととも
に、総合保健福祉センターへの太陽
光パネルと蓄電池の設置に向けた取
組を開始いたしました。公用車につ
きましても、これまで保有している電
動車5台に加え、令和5年度には2台
の電気自動車を導入いたしました。
令和6年度にはさらに6台の電気自動
車を導入するなど計画的に更新を進
め、2030年までには全ての公用車を
電動車とすることを目指してまいり
ます。町内会や自治会に対しまして
も、令和5年度より防犯灯の設置・更
新にかかる補助の基数制限を撤廃
し、ＬＥＤ化の促進を図っております。

そのような中、昨年7月に首長が気
候変動・エネルギー政策に取り組むこ
とを誓約し、具体的な取組を積極的
に進めていく国際的な仕組みである
「世界気候エネルギー首長誓約（世
界首長誓約／日本）」の誓約書に、名
古屋大学にて署名いたしました。今
後、具体的な目標達成方策などに関
する「気候エネルギー行動計画」を
策定し、取組を推進してまいります。
なお、本市を始めとする「世界首長誓
約／日本」誓約団体と、「世界首長誓

画の策定を進めております。さらに
今後の東公園一帯の再整備に向け
て、スポーツ施設整備方針の検討も
行います。本年4月には、社会教育課
内に東公園整備推進室を設置すると
ともに、東公園一帯の整備に関する
業務推進のためのアドバイザーを招
聘いたします。

スポーツを行うための環境整備と
して、葉苅スポーツの家及び生涯学
習センターには、夏の暑い時期でも
安心してスポーツを楽しんでいただ
くことができるよう、壁掛けタイプの
スポットエアコンを整備いたします。
さらに生涯学習センターにおいて
は、屋外運動場やオムニコートの全
面的な改修も実施いたします。生涯
を通じて気軽にスポーツに親しむこ
とができるよう、引き続き生涯スポー
ツの推進を図ってまいります。

医療や介護が必要になった場合で
も、できる限り住み慣れた地域や自
宅で暮らし続けたいという願いを実
現するため、市では住まい・予防・生活
支援・医療・介護の5つの要素を一体
的に提供する、地域包括ケアシステ
ムの推進を図っております。海部医
療圏の7市町村が共同し、本市の神
守支所の1階に設置している「海部医
療圏在宅医療・介護連携支援セン
ター」において、在宅医療や介護
サービスなど、関係機関の切れ目な
い連携を行っております。

昨年12月に、本市と名古屋大学医
学部附属病院において、「社会保障
費の抑制を目指す共同研究プロジェ
クト」の開始に伴う締結式を行いまし
た。この事業は、ＮＨＫ、公共メディ
ア、新聞など、マスコミにも全国ネッ
トで取り上げられ、注目の事業となっ
ております。本市の65歳以上の住民
データから重症・重度化要因を特定
し、その要因に対する介入プログラ
ムを実施することで、社会保障費の
抑制にもつなげようというプロジェク
トであります。高齢者人口の増加に
よる介護需要の増大と介護人材の不
足が叫ばれる中、医療・介護のデータ
を分析・解析し、対策を講じていくこ
とは、超高齢社会を迎える上でさら
に重要となってまいります。今後も市
民の皆様の健康が一番！「健康応援
都市」を目指してまいります。

認知症の高齢者への支援といたし
ましては、令和5年度より、万が一他
人に怪我を負わせてしまったり、他人
のものを壊してしまったりしたときに
備えて、認知症の方などを被保険者

とする個人賠償責任保険に市の負担
で加入いたしました。行方不明にな
る恐れのある高齢者に対しては、自
宅に帰れなくなった際に早期発見、
保護できるようＱＲコード付きのラベ
ル・シールを配布いたしました。2025
年には高齢者の5人に1人が認知症に
なるとの予測もあり、認知症となって
も安心して暮らすことができる環境
を引き続き整えてまいります。

高齢者をはじめ、市民の皆様の安
心を守るため、昨年の11月に、株式会
社ottaと西尾張シーエーティーヴィ
株式会社と「見守りサービスの推進
に関する協定」を締結いたしました。
見守りサービスは、無線システムで
ある地域ＢＷＡを活用し、小さな見守
り用端末を持っている児童が、市内
のお店や企業などの見守りスポット
の周辺を通過したり、見守りアプリを
登録したスマートフォンなどとすれ
違ったりすることで、見守り端末の位
置を記録するものです。まずは市内

100万円の補助制度を、大幅に拡充
いたします。令和6年度からは、対象
区域を居住誘導区域と、市内にある
16団地に拡大いたします。対象者に
つきましても、これまでの新築住宅を
取得された方だけでなく、中古住宅
取得後にリフォームする方、中古住宅
を賃貸後リフォームする方も対象と
いたします。市内にある団地では、高
齢化や建物の老朽化が進んでおり、
日光川東エリアの青塚団地、喜多神
団地、葉苅団地、宇治団地、神守団
地、みずほ団地、こがね団地、下切住
宅、江南団地、百島団地、みどり台団
地の11団地と、日光川西エリアの永
宝団地、さかえ団地、上春日台団地、
下春日台団地、東愛宕住宅の5団地
の合計16団地の再生を、新しい居住
誘導施策で積極的に推進してまいり
ます。

補助金の加算要件につきまして
も、若年の子育て世帯が親世帯の近
くに居住することを後押しするため
に、親世帯と同居・近居の場合の加算
を設けるほか、地元事業者の活性化
のために、市内の事業者が施工した
場合にも、さらに加算をいたします。
補助金額は、新築住宅を取得した場
合や中古住宅を取得後リフォームし
た場合、最大150万円。中古住宅を賃
貸後リフォームする場合、最大170万
円となります。空き家対策のための
空家解体促進費補助金に関しても、
20万円から2.5倍の50万円に大幅に
増額いたします。この補助金は新築
住宅を取得した場合、併用ができ、最
大200万円となります。本市に居住す
る大きな後押しとなり、さらなる定住
促進につなげてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」についてご説明申し上げます。

津島市民病院は、この地域になく
てはならない病院として、海部医療
圏の医療を守る要となる中核病院と
しての役割を果たしております。私は
設置者として、市民の皆様から信頼
され続けるために取り組んでまいり
ました。新型コロナウイルスの感染
が拡大した時期は、市民の皆様の健
康な暮らしを守るために、医療従事
者が最前線に立って対応しました。市
民病院が今後も役割を果たしていく
ためには、経営の安定化を図ること
が必要不可欠です。
冒頭にも申し上げました通り、市民
病院の経営改善に取り組んできた結
果、平成29年度から6期連続で経常
収支黒字化を達成することができま
した。平成28年度末には約19億円
あった一時借入金につきましても令
和2年度に解消しております。

令和4年7月には、アフターコロナ
を見据えながら病院全体の課題を組
織横断的にマネジメントするため、経
営戦略部戦略企画室を設置しており
ます。医師や看護師、事務職も一体と
なって、ポストコロナに対応しながら、
積極的に経営強化を図っておりま
す。引き続き質の高い医療を提供し
ていくため、市と病院が一体となっ
て、安定的な運営を行ってまいりま
す。

市民の皆様がいつまでも健康で暮

らしていただくには、まずは一人ひと
りの健康づくりが重要となります。そ
のため、市では「笑顔で健幸大作戦！」
と銘打ち、スマートフォンのアプリを
活用して、毎日の歩数の記録や、自分
で決めた健康目標へのチャレンジな
ど、一人ひとりの健康習慣を応援して
おります。
昨年8月には、誰もが気軽に楽しく
体を動かすアイデアを募集する「こ
れってステップ？！コンテスト」を開催
いたしました。ウォーキングの可能性
を広げてステップを取り入れたアイ
デアなど、入賞アイデアは市内の
様々なところで展開してまいります。
現在、各小学校区別のウォーキング
コース作成に向けて、市民の皆様と
一緒になって検討しております。令和
6年度には、各小学校区で完成した
コースを巡るウォーキングイベント
を実施してまいります。

健康増進には、スポーツも非常に
有効です。市民の皆様が気軽に健康
づくりや体力づくりが行えるよう、ま
た、競技スポーツの技術向上につな
げていくことなど、スポーツ環境の充
実を図るため、現在、スポーツ推進計

令和6年第1回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、当初予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

市民の皆様からの厚いご信任を賜
り、市長3期目の職務に就かせていた
だき、任期の半ばである2年が経過し
ようとしております。市民の皆様から
お寄せいただきました信頼とご期待
にお応えするため、私のマニフェスト
としてお示しさせていただきました
「つしま成長戦略　第3弾」に掲げた
取組を加速させていくことが、私に
課せられた使命であり、決意を持って
「魅力マシマシ津島市」をキーワード
に、津島市のさらなる発展に全力を
尽くして、取り組んでまいる所存であ
ります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

さて、1月1日午後4時10分頃に、石
川県能登地方でマグニチュード7.6、
最大震度7の地震が発生しました。こ
の度の地震で、お亡くなりになられた

皆様に心からお悔やみを申し上げま
すとともに、被害に遭われた皆様に
お見舞いを申し上げます。
本市におきましては、発生日の夜

に消防職員が第1次緊急消防援助隊
として被災地支援に向かい、その後
も随時出動したほか、津島市民病院
の医師・看護師・薬剤師・臨床工学技
士がチームを組み、津島市民病院災
害派遣医療チームＤＭＡＴ隊として、
能登総合病院に向かい、被災者の皆
様に寄り添った活動を行っておりま
す。被災地への支援につきましては、
主に愛知県が被災地のニーズを踏ま
え調整を行っており、本市において
は、被災地への職員の派遣や市営住
宅の提供、ライフラインが途絶えて
いる高齢者施設入所者の受け入れ
など、速やかに対応をしております。

新型コロナウイルス感染症が5類
感染症に移行となり、経済活動の正
常化が進み、以前の活力ある暮らし
が戻りつつあります。市民病院にお
いては、院長を始めとする医師、看護
師などの医療職、事務職も含めて職
員一同が一丸となって新型コロナウ
イルス感染症に対応してまいりまし

た。今後も市民の皆様の命と健康を
守る要としての役割を果たしてまい
ります。

一方、物価高が続いている中、厳し
い状況に置かれている市民の皆様や
事業者の皆様に支援をお届けするた
め、令和2年度から実施してまいりま
した新型コロナウイルス感染症対策
を含めた物価高騰支援のための事
業として、令和5年度に実施いたしま
した小中学校給食費及び保育所・幼
稚園・認定こども園等の副食費無償
化をはじめ、これまでに第1弾から第
16弾まで177事業、総額約129億円の
事業に取り組んでまいりました。これ
らの事業は、市民の皆様や事業者の
皆様に寄り添って、しっかりと支援を
行うものであり、大きな成果があった
と考えております。

本市の財政状況は、私が市政を引
き継いだ10年前、非常に厳しいもの
でした。そのため、財政を健全化させ
るべく、事務事業の徹底的な見直し
などによる歳出の削減、様々な形で
の歳入の確保など、徹底的な行財政

改革を行ってまいりました。その結
果、平成26年度から令和4年度まで
の9年間における行財政改革の効果
額は、約91億3,000万円となり、市の
財務体質は大きく改善いたしました。
市の貯金にあたる財政調整基金
の残高は、平成25年度末時点では15
億9,800万円でしたが、令和4年度末
では約45億円と29億200万円増加、
率にして約2.8倍にすることができま
した。令和4年度末の市民一人あたり
の残高は、約7万4,000円となり、これ
は名古屋市を除く県内37市中7位と、
トップクラスの順位です。
株式会社東洋経済新報社が公表し

ております都市データパック2023年
版によりますと、津島市の財政健全
度ランキングは全国792市区中195
位となり、全国で上位4分の1に入り
ました。

市の実質的な借金にあたる臨時財
政対策債を除いた市債残高につきま
しては、ピーク時の平成11年度末に
は約219億円でしたが、令和4年度末
では、約59億円と約160億円減少、率
にして約27％、約4分の1に減少させ
ることができました。これにより令和
4年度末の市債残高は、名古屋市を
除く県内37市中4番目に少ない額と

なりました。文字通り借金が減り貯金
が増え、財政の健全化が達成されま
した。

市民病院の経営安定化につきまし
ても、市民病院が海部医療圏の医療
を守る要となる中核病院としての役
割を果たすとともに、市民の皆様か
ら信頼され続けられるように、安定的
な地域医療の推進を目指し、経営改
善の取組を進めてまいりました。そ
の結果、平成29年度から6期連続で
経常収支黒字化を達成するととも
に、平成28年度末に19億円あった一
時借入金を解消することができまし
た。借金にあたる企業債残高に関し
ても、ピーク時の平成17年度末には

約161億円でしたが、令和4年度末で
は、約67億円と約94億円減少、率にし
て約42％に減少させることができま
した。

このように財政の健全化と市民病
院の経営安定化を図ってきたことに
より、市の財務体質は大きく改善し、
津島市が次なるステップへ進むため
の準備ができました。そして、令和5
年度は「まちづくり再生と子育て支
援　2大プロジェクト」を進めてまい
りました。
1つ目のまちづくり再生として、正

面玄関である津島駅周辺の暮らしの
質を高める「津島Next　Move！」事
業や、北の玄関口となる青塚駅周辺
の整備計画、天王川公園の野外ス
テージの整備などのまちづくりへの
成長投資を進めております。2つ目の
子育て支援として、子どもが産まれる
前から産み育てるまで、丸ごと応援
する全国トップクラスの「子育て支援
トータルプラン」などの子育て支援
策を実施いたしました。市民の皆様
から「天王川公園がリニューアルさ
れて芝生広場で子どもたちも伸び伸
びと遊べてうれしい」「学校給食費の
無償化はとてもありがたい」など、多
くの喜びの声をいただいております。

いります。
このような子育て家庭に寄り添っ
た手厚い支援は、まさに日本一の支
援であると自負しております。

子育てに関する情報を提供してお
ります子育て情報アプリにつきまし
ても、昨年7月にリニューアルし、子育
ての記録を保存したり、予防接種や
イベントなどの情報がプッシュ通知
で届いたりと、これまで以上に使いや
すくなりました。今後も子育て情報を
充実してまいります。

同じく昨年7月には、こども家庭庁
が推進する、子どもたちが健やかで
幸せに成長できるような社会を実現
する「こどもまんなか宣言」の趣旨に
共感・賛同し、「こどもまんなか応援サ
ポーター」として活動することを宣言
いたしました。そして、市の子育て施
策を積極的にＰＲするために、「子育
て応援キャラクター」を募集いたしま
した。このキャラクターを使用しなが
ら、子どもとともに幸せに暮らすこと
ができるまちの実現を目指してまい
ります。

教育に関しましては、「豊かな人間
性と、よりよく生きる力を身につけた
人（津島っ子）」を育成するため、確か

な学力、健康・体力、豊かな人間性の
バランスのとれた力を育む特色ある
教育を推進しております。

令和4年度には、日本初となる規模
で、プログラミング可能な人型ロボッ
トやブロックを市内全ての小中学校
に導入し、児童・生徒が楽しみながら
役に立つプログラミング学習を実施
しております。「津島・プログラミング・
プロジェクト」の頭文字をとった「ＴＰ
Ｐ」と称して、昨年8月には市内4中学
校対抗で、「ＴＰＰコンテスト　プレ大
会」を開催いたしました。各学校とも
仲間と協力しながら創意工夫を凝ら
したプログラムが構成されておりま
した。令和6年度には、市内全ての小
中学校参加による本大会を開催する
予定をしており、今から大変楽しみに
しております。

全ての小中学校に設置をしており
ますコミュニティ・スクールでは、学
校・家庭・地域が一体となって、地域ぐ
るみで子どもの成長を見守る体制を
推進しております。中学校で実施して
おります学習支援「未来塾」につきま
しては、順次、中学校において実施さ
れており、引き続き、未来に生きる子
どものために、地域総がかりで子ども
たちを育てる環境を築いてまいりま
す。

今後ますますグローバル化が進む
社会の中で、重要となる子どもたち
の国際理解教育につきましては、全
ての小学校において、県内にある8つ
全ての領事館と連携した「領事館交
流プロジェクト」を市独自の施策とし
て実施しております。令和5年度は、
日本との国交150周年を記念して、ペ
ルーの学校と約14時間の時差を超
えてオンラインでの交流を行うなど、
各学校趣向を凝らした様々な取組を
行っております。今後もより一層の国
際理解を図るとともに、国際人として
未来に飛躍する人材育成を目指して
取り組んでまいります。

近年、全国的に増加傾向である不
登校の児童・生徒に対する支援とい
たしましては、拠点となる津島市教育
支援センターを、生涯学習センター
内と児童科学館内の2か所に設置し、
多様な価値観の中で、子どもたちの
様々な学びの場や、安心して過ごす
ことができる居場所となるよう、個別
学習や相談などを行っております。ま
た、校内教育支援センター「ほっと
ルーム」は、令和4年度に神守中学
校、令和5年度に藤浪中学校、令和6
年度には天王中学校と暁中学校で開

津島神社周辺におきましては、「尾
張津島観光センター」と「旧わざ・語
り・伝承の館」の解体を進め、令和7年
度までに官民連携による新たな賑わ
い拠点の整備を進めます。

津島駅と津島神社を結ぶ天王通り
におきましては、無電柱化に向け、愛
知県との調整を継続するほか、観光
交流センターや旧いちい信用金庫
天王通支店などを活用し、シビックプ
ライド醸成拠点や、まちなか交流広
場の整備に向けた準備を進めている
ところです。市が投資主体として、マ
チナカの再生に関する各種事業を着
実に進めることで、民間による宅地
開発の増加や店舗や医療などの都
市機能の開発も促進されるものとな
ります。そのためには、市としても定
住を促進させる新規事業として人口
の増加策も含めて、暮らしの質や賑
わいあるマチナカを実現していきま
す。本年3月には、古民家や空きス
ペースなどを展示会場としたアート
展を開催いたします。様々なアー
ティスト作品の鑑賞のほか、体験型
のワークショップもあり、津島の魅力
を五感で体感することができます。

天王川公園におきましては、昨年4
月よりパークＰＦＩによる民間事業者
の管理・運営が始まりました。昨年7月
には、津島市に本社を置く株式会社
宇佐美鉱油様及びグループ企業様
から多額のご寄附をいただき、野外
ステージやジョギングコースの整備
が完了いたしました。同じく昨年7月
にオープンしたスターバックスコー
ヒーも含め、市民の皆様から「天王川
公園で、家族でのんびり過ごすことが
でき、公園の魅力がアップした」、「若
者が多く訪れるようになり、生まれ変
わった」など、多くの喜びの声をいた
だいております。

令和6年度は、多くの公園利用者に
喜んでいただいている芝生広場を拡
張する整備事業のほか、中央トイレ
や北エリアのトイレの大規模修繕を
行い、さらに快適な公園となるよう整
備を進めてまいります。また、地球温
暖化の影響を受け、夏場では夜間に
ウォーキングなど、健康づくりを行う
公園利用者が増えてきています。春
夏秋冬を含め、公園の魅力を高める
ための「ライトアップ大作戦」を展開
し、引き続き市民の皆様に愛される
公園として整備を進めてまいります。
このほか天王川公園や津島神社への
アクセス向上として、都市計画道路
である橋詰又吉線の整備も推進して
まいります。

東西南北それぞれの玄関におきま
しても、「価値」を高めるための取組
を進めております。北の玄関である
青塚駅周辺では、駅へのメインとな
る県道蜂須賀白浜線の歩道整備の
早期事業化に向けて、愛知県に力強
く要望を進めていくほか、地域住民
の方と対話をしながら、駅前広場の

約／日本」事務局は、気候変動の緩
和及び気候変動への適応に対する取
組が評価され、昨年12月に「気候変
動アクション環境大臣表彰」において
大賞を受賞いたしました。

私たちは地球人です。地球の未来
に責任を持たなければなりません。
今後もこうした取組を着実に実行し、
市民の皆様や事業者の皆様と力を合
わせ、脱炭素型社会の実現に向けて
積極的に取り組んでまいります。そし
て、2050年までに二酸化炭素の排出
量を実質ゼロとすることを目指して
まいります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和6年度当初予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

まず、予算規模でありますが、一般
会計258億円、特別会計133億4,868
万8,000円、企業会計156億6,072万
2,000円で、これら全会計を合せます
と548億941万円となり、前年度の当
初予算と比較しますと、一般会計は
6.7％の増、特別会計は0.4％の増、企
業会計は1.2％の増、全会計では
3.5％の増となっております。一般会
計の予算規模としましては、過去3番
目で、文化会館の建設を行った平成7

年度、8年度を除くと、最大の規模と
なります。

次に、一般会計の歳入であります
が、根幹を成す市税収入は、83億
3,371万2,000円で、物価高対策とし
て個人住民税の定額減税を行うこと
から、前年度比1.9％の減となってお
りますが、定額減税による減収額を
除いた本来の市税収入としては、前
年度比0.5％の増と、コロナ禍からの
回復基調が続いております。また、地
方交付税は、33億8,000万円で、前年
度比9.0％の増、一方、地方交付税の
振替措置である臨時財政対策債は、
9,000万円で、前年度比70％の減で
計上しています。

次に、歳出でありますが、義務的経
費のうち人件費は39億3,824万4,000
円で、退職手当の増などにより、前年
度比6.4％、約2億4,000万円の増、扶
助費は、68億905万9,000円で、子育
てや福祉関係の給付費の増などによ
り、前年度比4.2％、約2億8,000万円
の増、投資的経費は、30億9,666万
6,000円で、31億円にせまる投資額に
なります。具体的には、道路などの基
盤整備の充実に加え、津島駅東側駅
前広場の整備、天王川公園の大規模
改修、南小学校と神守小学校の耐震

性貯水槽の設置、神島田小学校体育
館の改修や南文化センターなど、公
共施設の長寿命化改修などで、前年
度比31.9％、約7億5,000万円の大幅
増となっています。
令和6年度は、「まちづくり再生第2

弾による成長投資」、「子育て支援
トータルプランのさらなる充実」な
ど、未来の津島へ向けて、多くの重要
事業を計上する積極予算を編成いた
しました。

このため、予算編成にあたりまして
は、市の貯金ともいえる財政調整基
金から20億5,000万円を繰り入れて
おりますが、財政調整基金の残高は、
令和5年度末で約47億円まで増加す
る見込みであり、令和6年度当初予算
への繰入後でも、27億円ほどの残高
を維持できます。

津島市の財務体質は大きく改善し
ており、着実に安定してまいりまし
た。今後につきましても、行財政改革
などに不断に取り組み、持続的な行
政運営に努めながら、必要な事業を
効果的に展開することで、つしま成長
戦略を確実に推進してまいります。

結びにあたり、今議会には令和6年
度当初予算をはじめ、条例などの諸
議案を提出しております。いずれも
市政運営に欠くことのできないもの
ばかりであります。十分ご審議の上、
適切なるご議決をいただきますよう
お願い申し上げます。

設置や住宅などが建設できる土地利
用構想を進め、駅に近い立地を活か
したまちづくりを進めていきます。今
後、まちづくりに必要な下水道や道
路等の整備に向けた具体的な検討を
行ってまいります。東の玄関では、
2027年に西尾張中央道まで開通予
定であります名古屋津島線バイパス
の整備に合わせ、生涯学習センター
と東公園一帯を、スポーツと健康を
キーワードに、広域的な玄関にふさ
わしい位置づけをし、魅力向上を目
指してまいります。西の玄関では、検
討されている木曽川・長良川新架橋
の整備促進に向け、国や県に対して
積極的に働きかけを行ってまいりま
す。

本市では、令和2年3月に「津島市
歴史的風致維持向上計画」を策定
し、本市固有の歴史的風致を守り、育
て、継承し、地域の活性化につなげる
ことを目指しております。さらに次の
ステップとして、歴史的風致である景
観を計画的かつ確実性をもって保全
するため、景観計画の策定に着手い
たしました。良好な景観形成により、

調和がとれた町並みを目指してまい
ります。

企業誘致の状況につきましては、
これまで、宇治・白浜・鹿伏兎の3区域
約21万㎡に工場等の立地を誘導す
る区域を指定し、企業誘致を積極的
に推進した結果、区域の約8割に企業
を誘致することに成功しました。引き
続き企業誘致を進めるため、昨年10
月に越津・下切区域約18万㎡、本年1
月に下新田・大縄区域約3万㎡を区域

に追加いたしました。今後、新たな区
域の追加も検討しながら、より一層
精力的に企業誘致を推進してまいり
ます。

令和6年度は、新たな企業誘致推
進区域となる周辺の歩行者の安全環
境を確保していくために、宇治百町
線と神尾金柳線の歩道整備を進めて
いく予算を計上いたしました。

神守中町・神守下町及び唐臼地区
におきましては、建ぺい率と容積率
など建物の規制を緩和し、約68万㎡
をこれまで建築できなかった建物が
建築できるようになることで、土地利
用の促進を図ってまいりました。今議
会には、さらに中地地区約4万㎡にお
いて規制緩和を行うための条例改正
に関する議案を提出しております。今
後は、愛宕地区約7万㎡においても
規制緩和に向けて進めてまいりま
す。

先ほど2大プロジェクトを牽引し、
定住を促進させる事業の内容を申し
上げました。具体的にはこれまで神
守・唐臼地区で実施しておりました居
住用の新築住宅取得に対する最大

室し、4中学校全てにおいて開室して
まいります。これにより、これまで教
育支援センターに通室していた生徒
も、学校に登校するきっかけとなり、
友達などとのコミュニケーションが
取りやすくなるほか、学校行事への
参加なども可能となるものと考えて
おります。

経済的な理由により、お子さんを
小・中学校へ就学させるのにお困り
のご家庭に対しましては、学用品費や
給食費などの費用の一部を援助する
就学援助費の受給要件を拡大し、支
援の充実を図ります。家庭の経済的
な状況によって学習の機会に差が出
ることのないような学習支援も実施
いたします。

学校教育環境につきましては、こ
れまで全ての小中学校の普通教室
などへのエアコン設置、トイレの洋式
化、県内初となる体育館へのスポット
エアコンの整備などを行っており、現
在、学校施設の長寿命化改修に取り
組んでおります。

令和5年度には、神守中学校と蛭
間小学校の体育館の長寿命化改修
を行い、令和6年度には、神島田小学
校体育館の改修と、高台寺小学校体
育館の改修に向けた実施設計を行う
ほか、天王中学校に自転車置き場を
設置します。子どもたちが安全・安心

な学校生活を送ることができるよう、
計画的に整備を行ってまいります。

また、働いているなどの理由によ
り、保護者が昼間不在となる家庭の
子どもたちが放課後や長期の休み中
に、安全で楽しく過ごすための遊びや
生活の場となる学童保育につきまし
て、8つ全ての小学校区にこどもの家
を設置しております。

平成29年度には西小学校、平成30
年度には北小学校の敷地内にこども
の家を新築し、令和4年度には、学校
から遠方の位置にあった神守こども
の家を神守小学校敷地内に新築い
たしました。令和6年度は、私が4か所
目に手がける南こどもの家の新築に
向けての実施設計業務を進めるな
ど、今後も学童保育のさらなる環境
の充実を積極的に推進してまいりま
す。

子どもたちの健康・体力を向上さ
せる取組といたしましては、これまで
実施しておりました「総合的な子ども
の基礎体力向上大作戦」、通称ＳＫＩＰ
（スキップ）を発展させ、令和4年度か
ら小中学校において、縄跳び名人を
講師として招いた縄跳び教室や、

サーキットトレーニング教室を実施し
ております。未来の担い手としてたく
ましく生き抜くために、必要な健康と
体力をつけることを目指します。

健康・体力のもととなる学校給食に
つきましては、平成27年度から、「津
島市給食献立コンクール」を実施し、
児童生徒の考えた献立を給食に取り
入れております。子どもたちに安全・
安心な食を提供するため、有機農産
物を使用したオーガニック給食につ
きましても、段階的に導入を進めて
おり、子どもたちに笑顔で給食を食
べてもらえるよう、栄養バランスに優
れた心のこもった美味しい学校給食
を提供してまいります。

少子化対策として、若者に出会い
の機会を提供するため、尾張津島天
王祭宵祭開催日に、県内在住または
在勤の独身者を対象に、「天王祭de
ご縁結び」を開催する予定をしており
ます。

多くの学生が奨学金を受給し、就
職後、返還している状況の中で、企業
が従業員への奨学金返還支援制度
を導入することは、学生が企業選び
をする際の大きなポイントとなりま
す。このため愛知県では、令和6年度
から中小企業の人材確保を図ること
を目的に、従業員の奨学金返還を支
援する中小企業を対象に補助制度を
創設いたします。対象とする中小企
業等は、県への企業登録が必要であ
りますので、市といたしましても市内
中小企業等に積極的に働きかけてま
いります。

進め、北小学校においては、文化会
館に設置されている100トンの貯水
槽を活用いたします。今後も引き続
き全ての小中学校への設置に向けて
計画的に進めてまいります。

また、災害が発生した際の避難所
での生活のため、避難所用の資機材
を市で備蓄しております。寒い時期
の避難に備え、毛布や新たに簡易寝
袋も備蓄して寒さ対策を強化いたし
ます。大切な家族の一員であるペッ
トも一緒に避難することができるよ
う、公共施設のうち1か所をペットと
の同室避難所とするほか、指定避難
所である8小学校でも、ペットと同行
避難をされることを想定し、ケージや
ワンタッチテントなどの資機材を整
備いたします。

自宅から指定避難所まで離れてい
ることや、普段行き慣れない避難所
へ行くことへの不安を解消するた
め、県内初の取組として、民間施設を
緊急避難場所として活用し、緊急時
に速やかに避難できる体制を強化し
てまいります。

市役所本庁舎につきましては、災
害時には災害対策本部として機能さ
せる必要があることから、耐震化を
実施したほか、非常用の電源設備の
整備を行ってまいりました。災害時の
重要な施設である消防庁舎や、避難
所としても重要な錬成館をはじめ、主
な公共施設についても耐震化を実施

してまいりました。

災害対策本部においては、市民の
皆様の命を守るため、国・県・市が保有
する情報を一元化する必要があるこ
とから、様々な情報を一元的に可視
化できる防災支援システムを令和4
年度に構築いたしました。このシステ
ムを地域の自主防災組織と連携しな
がら活用していくことで、地域の減災
に結び付けてまいりたいと考えてお
ります。また、災害情報を市民の皆様
にお知らせするため、災害時の緊急
情報、避難所の開設状況、道路の冠
水状況の情報などを見ることができ
る防災情報専用サイト「つしま防災
ポータル　まもるくん」を新設いたし
ました。スマートフォンからでも閲覧
できますので、是非ご活用ください。
令和6年度より、75歳以上の高齢
者等、災害弱者の方々のうち、希望さ
れる方に対しては、緊急時に防災情
報が流れる専用ラジオを無償で貸し
出す事業を開始いたします。防災情
報を受信すると自動的に電源が入る
ものであり、情報をいち早く市民の
皆様が受けとっていただくことが可
能となります。

市では、災害時の情報収集にド
ローンの活用も進めております。災
害現場に行くことができない場合で
も、ドローンを飛行させて映像を撮
影し、その映像を災害対策本部で確

認することができることから、ドロー
ン人材20名の育成を目指し、令和4年
度から市職員のドローン操縦資格取
得に取り組んでおります。

災害時に避難場所として利用でき
る場を確保するため、現在、神守地区
において、都市公園の整備を行って
おります。神守小学校北エリアに約
2,500㎡、神守こども園西エリアに約
1,800㎡の広さの2つの公園につきま
しては、マンホールトイレ、東屋を設
置し、まもなく完成いたします。さら
に神守支所東エリアにも、約2,200㎡
の広さの3つ目の公園を整備するた
め、令和6年度から着工いたします。
今後はさらに神守中学校南エリアに
約4,500㎡の広さの4つ目の公園整
備を進めてまいります。

消防本部では、市民の皆様の命を
守るため、防災力の強化を図ってお
ります。本市の消防本部は、市域のほ
ぼ中央に位置しております。日光川
東側の一部の地域においては、救急
車の現場到着までの時間が課題と
なっておりました。そのため、交通量
が多い平日昼間帯に、神守支所に救
急車を待機させる救急ステーション
の実証運用を、昨年8月から本年3月
22日まで行っております。実際に救

配信を行うことで、効果的な情報発
信を行っております。

また、愛知大学や津島東高校と連
携し、「津島の魅力PRデザイン開発
プロジェクト」として、PR用ステッ
カーのデザイン制作を行っているほ
か、副業人材を活用し、PRちらしの
デザイン力を高めるとともに、津島
の魅力を広く動画配信しております。
今後も本市の「価値」をさらに高める
ため、「魅力マシマシ津島市」を積極
的に発信してまいります。

ふるさと納税の返礼品において
も、地場産業の活性化と地元特産品
のＰＲのため、全国に向けて積極的に
発信しております。特に、あらかじめ
蓄電ができ、災害時等の備えとして
役立つポータブル電源は大変好評で
あり、昨年12月に新たな返礼品とし

て加えた結果、12月のみで約5,400万
円のご寄附をいただいております。
今後もより一層の返礼品の充実のた
め、様々な工夫を凝らしながら取り組
んでまいります。

市が実施する地方創生プロジェク
トに対して企業から寄附をいただく
企業版ふるさと納税につきましても、
複数の企業から多額のご寄附をいた
だき、子育てや文化の継承、公園の
整備など、様々な分野で活用してお
ります。さらなる寄附をいただけるよ
う、引き続き企業に対して積極的に
働きかけを行ってまいります。

地域におきましては、交通安全や
防犯、福祉など、様々な課題解決に向
けて取り組んでいただいております
コミュニティ推進協議会等に対する
補助金を増額し、活動を支援いたし
ます。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」についてご説明申し上げま
す。

令和3年12月に策定いたしました
都市計画マスタープランでは、将来
に向けたまちづくり戦略として、津島
駅周辺を正面玄関として位置づける
とともに、市内の東西南北を玄関とし
て位置づけました。

昨年3月には、本市と名古屋鉄道株
式会社、ＵＲ都市機構の三者で、県内
初となる地域の持続的発展を目的
に、鉄道と連携したまちづくりを進め
ていく包括連携協定を締結しまし
た。名古屋鉄道株式会社とは、これま
でも「つしまちあるきキャンペーン」
など、本市の観光面でも協力を頂い
ているほか、ＵＲ都市機構を含めた三
者では、津島駅周辺でのマチナカの
再生に向けた社会実験でも協働の立
場でご参画いただいています。この
三者で同じまちづくりへのベクトル
を共有し、さらに進んだ未来に繋がる
事業を展開してまいります。それに
向け、令和5年度は、まちづくり再生
元年と位置付け、津島玄関まちづく
り構想「ゲートウェイプロジェクト」の
推進のため、津島市の「価値」を高め
る成長投資を行いました。さらに令
和6年度では、次へのステップ「まち
づくり再生」第2弾として、プロジェク
ト推進のための取組を加速してまい
ります。

津島駅周辺の正面玄関におきまし
ては、駅の東側に駅前広場・市民の交
流広場を整備するため、用地買収を
行ってまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いてご説明申し上げます。

 
この地域は、高い確率でマグニ
チュード8～9クラスの巨大地震が発
生することが予測され、地震による甚
大な被害が発生することが予想され
ております。また、近年、全国各地で
大雨による被害も頻発している中、
市民の皆様を誰一人として取り残す
ことのないよう、防災・減災対策を行
う必要があります。

災害時には、自助・共助・公助の3つ
が必要となります。大規模災害時に
は、救援物資が届くまでに時間を要
することから、自分の命は自分で守る
ことができるよう、日頃から7日分程
度の食料や、資機材などの備蓄と
いった「自助」の取組をお願いいたし
ます。能登半島地震では倒壊した家
屋の下敷きになった方が犠牲者の大
半を占めることが判明しました。市で
は地震から身を守るために、住宅の
無料耐震診断や住宅の耐震改修へ
の補助を行っております。令和6年度
は耐震診断に関する予算を5割増し
にするとともに、耐震改修の補助金
を100万円から150万円に大幅に拡
充するなど、耐震改修や除却に関す
る予算を2.7倍にし、市民の皆様の安
全を守ってまいります。また、災害時

に備え、窓ガラスが割れた際の破片
の飛び散りを防ぐための飛散防止
フィルムの貼り付けや、家具の転倒
防止金具の取り付けを無償で行って
おります。ご自身の命を守るため、ま
だ対策がお済みでない場合は、是非
ご利用ください。

市では、毎月第3日曜日を「家庭防
災の日」と定め、防災教室を定期的に
開催し、家庭において防災について
話し合うことを進めています。避難経
路や備蓄品の確認、家庭でできる対
策などについて話し合い、防災意識
を高めるきっかけとしていただきま
すようお願いいたします。
災害が起こった際、ご自身の力だ

けでは避難所へ避難することが困難
な方々につきましては、一人ひとりに
対して個別避難計画を作成し、地域
で活用することで取り残すことなく、
人的被害を最小限にとどめられるよ
う、地域で支援する「共助」の体制の
確立に全力を尽くしてまいります。

災害時にうろたえることなく行動
するためには、平時から訓練をしてお
く必要があります。自主防災組織を
はじめ、様々な主体と協働して防災
訓練を実施いたします。訓練には、
ゲーム形式も取り入れながら、いざと
いう時にきちんと実践できるような
内容としてまいりますので、積極的な
ご参加をお願いいたします。

なお、自主防災組織は、地域の防
災において、大変重要な役割を担っ
ております。近年の物価高騰の状況
等をふまえ、各小学校区の自主防災
組織の体制強化のため、令和6年度
より補助金を増額いたします。さらに
自主防災組織や町内会に所属する防
災関連委員の皆様が、万が一活動中
に怪我をしてしまったときなどに備え
て、市の負担で傷害保険及び損害賠
償保険に加入することで、より安心し
て活動していただくことができます。

「自助」・「共助」に加え、市では「公
助」といたしまして、災害時における
飲料水の確保のため、平成26年度か
ら水道管の耐震化を実施しておりま
す。これまでに災害時に避難所とな
る、東小学校・西小学校・南小学校・北
小学校・神守中学校・神守小学校をは
じめ、災害時の重要施設である市役
所、市民病院などへの水道管の耐震
化に対し、20億円を超える投資を
行ってまいりました。配水場から離れ
た地域である神島田小学校、高台寺
小学校、蛭間小学校には約3億円を
投資して耐震性貯水槽を設置いたし
ました。令和6年度には、南小学校と
神守小学校への設置工事を実施す
ると同時に、令和7年度、東小学校、西
小学校への設置に向け実施設計を

急車の到着時間が短縮するなどの効
果が出ており、地元の方からも好評
いただいておりますので、引き続き
運用を進めてまいります。

他の消防本部との連携・協力も進
めており、海部地域の消防本部とは
合同訓練や勉強会を開催しておりま
す。令和7年度からは津島市ほか名古
屋市を含む7消防本部と指令業務の
共同運用を開始します。これにより、
消防力の強化による住民サービスの
向上が期待できます。また、愛西市と
は、はしご車の共同整備についても
進めており、実現すれば県内初の試
みとなります。

地域防災に欠かすことのできない
消防団につきましては、消防団員の
訓練のための出動報酬を増額し、新
たな団員の確保に向けて充実を図る
とともに、神島田分団車庫の新築移
転に向けての準備を進めてまいりま
す。
このように、市民の皆様一人ひとり
に寄り添った防災対策を行ってまい
ります。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」についてご説明申し上げます。

本市は、津島神社や数多くの寺院、
歴史的な町並み、ユネスコ無形文化

遺産に登録された「尾張津島天王祭
の車楽舟行事」をはじめとする四季
折々の祭りをはじめ、市内各所に伝
承されている祭り、そして市民の皆様
に愛されている天王川公園や津島神
社など、誇るべき数多くの地域資源
が市内全域にあります。これらは他の
自治体にはない本市の大きな強みで
あります。

このような歴史的・文化的な遺産
を、地域総がかりで継承していくた
め、文化財保存活用地域計画の策定
に着手いたします。尾張津島天王祭
などの大規模な祭りだけではなく、市
内各地域の山車や神楽、市民の皆様
の生活の中に息づく文化など、地域
ごとに調査を実施して掘り起こしを行
い、保存・活用に向けて検討してまい
ります。

市の指定文化財である氷室作太夫
家住居につきましても、貴重な文化
財を後世に引き継ぐため、保存と活
用に関する方針を定める保存活用計
画を策定してまいります。

本市において祭りは誇るべきもの
であります。祭りを今後も維持すると
ともに、体制を強化するため、尾張津
島天王祭及び尾張津島秋まつりの関
係団体に対する報償費を増額し、活
動を支援いたします。

本市にゆかりがある世界的な芸術
家である横井照子さんは、本年で生
誕100周年を迎えます。その節目とな
る年に、その偉業を顕彰するととも
に、本市の文化振興に向けた機運を
醸成するため、本年11月に横井照子
展を開催いたします。数多くの素晴ら
しい芸術作品に触れることができま
すので、是非楽しみにしてください。

本市は、東海三県寺密度ナンバー
ワンであることを活かして、平成30年
度より御朱印イベント「津島てら・まち
御縁結び」を開催し、令和6年秋に第
20回目を迎えます。これを記念して、
「第20回津島てら・まち御縁結び記念
事業」を実施し、本市の魅力向上を図
ります。

こういった本市の魅力を、より多く
の方に知っていただくため、プロモー
ションにも力を入れております。ふる
さと津島応援広報大使である津島市
出身の神野大地選手には、本市の魅
力をＳＮＳ等で広く発信していただい
ております。

令和5年度には、市の公式ＬＩＮＥの
機能を拡大し、情報を伝えたいター
ゲットに対して、それぞれのニーズに
マッチした情報を配信するセグメント

巨大地震の発生に備えて
津島市では、市民を誰一人として

取り残すことのない
防災・減災対策を行います！

各小学校区の自主防災組織の
体制強化のため、

令和6年度より補助金を増額

毎月第3日曜日は「家庭防災の日」

自主防災組織などと協働して
防災訓練を実施
ぜひご参加ください！

令和6年度
耐震診断予算を5割増し

耐震改修の補助金を大幅拡充
100万円 → 150万円

水道管の耐震化　20億円超
（東・西・南・北・神守小学校、
神守中学校、市役所、市民病院等)
耐震性貯水槽の設置　約3億円
（神島田・高台寺・蛭間小学校)
耐震性貯水槽の設置工事
（令和6年度　南・神守小学校)
耐震性貯水槽の実施設計
（令和6年度　東・西小学校)
文化会館の耐震性貯水槽活用
（北小学校)

災害時の飲料水の確保

の小学1年生から3年生の児童に見
守り用の端末を無料で配布し、サー
ビスを開始したところであります。市
内全域における地域ＢＷＡの活用は
県内初となります。今後、高齢者の皆
様にも対象を拡大していくとともに、
見守りだけでなく、観光やまちづくり
の分野にも活用の範囲を広げてまい
ります。

ここ数年のコロナ禍においては、
感染防止のために不要不急の外出
自粛が求められ、その結果、地域活動
の縮小や、人との交流の減少といっ
た影響を及ぼしました。外出機会の
減少は、身体機能や認知機能の低下
が見られる「フレイル」の状態となる
方を増加させる恐れがあります。そ
のため、高齢者の皆様が、総合保健
福祉センター、生涯学習センター、神
島田公民館を使用する際の使用料を
半額にいたします。そして外出の機
会を増やしていただくとともに、総合
保健福祉センターにおいて交流する
ことができる拠点整備を行うなど、社
会参加の促進を図ってまいります。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どにマイカーを使うことができない、
あるいは今後使うことができなくな
る75歳以上の高齢者、移動が困難な
障がい者、妊産婦の皆様を対象とし
て、外出時のタクシー料金が半額と
なる、「津島おでかけタクシー事業」
を、昨年1月より開始いたしました。開
始より1年が経過し、これまでの利用
実績の累計は2万5,000件を超え、利
用登録者数も3,200人を超えており、

大変好評をいただいております。

障がいのある方への支援といたし
ましては、身体障がい、知的障がい、
精神障がいに加えて、難病、発達障が
い、強度行動障がい等、障がいのあ
るご本人やその家族の各種ニーズに
対応できる総合的な相談支援や専門
的な相談支援などを行う基幹相談支
援センターを、総合保健福祉セン
ターに設置いたします。
障がいのある児童への支援といた

しましては、障がいのある児童やその
家族への相談、障がい児を預かる施
設への援助・助言などを行う地域の中
核的な療育施設である児童発達支援
センターの設置に向け、未利用となっ
ております旧津島市立津島幼稚園の
民間活用を進めてまいります。

ここまでは、「つしま成長戦略」とし
て掲げた5つの項目に沿って説明し
てまいりました。このように、全ての
市民の皆様が心身ともに満たされた
状態である「ウェルビーイング」とな
ることを目指して取り組んでまいり
ます。

続きまして、この「つしま成長戦
略」の推進と並行して進めていくべ
き内容についてご説明いたします。

まずは、市民サービスの向上につ
ながるデジタル化です。社会が非常
に速いスピードで変化していく中、デ
ジタル技術を活用しながら従来の制
度等を変革し、様々な課題を解決す

るデジタル・トランスフォーメーション
「ＤＸ」を推進することが求められます。
本市では、デジタル技術を活用し

た窓口改革として、役所に「来ない」、
書類を「書かない」、手続きを「待た
せない」行政サービスの実現を目指
しております。令和4年度には、住民
票等のコンビニ交付、タブレット端末
による申請システム、「出生コー
ナー」や「おくやみコーナー」での窓
口ワンストップサービス、窓口の
キャッシュレス化などを導入いたしま
した。「出生コーナー」や「おくやみ
コーナー」は、専用カウンターを設置
して様々な部署で必要な各種手続き
をワンストップで行うことができるた
め、大変好評をいただいております。
令和6年度には、コンビニ交付の対象
サービスに所得課税証明書・納税証
明書を追加し、さらに市民サービス
の充実を図ることにより、「デジタル
化で、しあわせ実感都市、つしま」の
実現を目指してまいります。

このようなデジタル技術の活用
は、市民の皆様の利便性を向上させ
るだけでなく、職員の働き方改革に
もつながります。令和6年度は、ＡＩを
活用した議事録作成支援システムを
導入することで、効率化できる部分
はデジタルに任せ、市民の皆様との
対話や、新たに実施する事業の検討
など、職員は職員にしかできない業
務を担うことで、市民サービスのさら
なる向上を図ってまいります。

他自治体との連携についても進め
ております。藤まつりにおける江南市
や岐阜県羽島市との連携、ひつじサ
ミット尾州における一宮市や岐阜県
羽島市との連携、岐阜県海津市コ

①食料や資機材などの備蓄
②耐震改修の補助金
③飛散防止フィルムの貼付
④家具の転倒防止金具の取り付け

①避難経路や備蓄品の確認
②防災意識の高揚

6 令和6年度　施政方針



令和6年度は、次へのステップ第2
弾として、「まちづくり再生」につきま
しては、津島神社周辺の新たな賑わ
い拠点、観光交流センター周辺の新
たな交流拠点の供用開始に向け、賑
わいの「核」となる拠点の整備がいよ
いよ動き出します。本市の「価値」を
高め、わくわくするまちづくりを進め
てまいります。
「子育て支援」につきましては、第2
子以降の保育料の完全無料化、3歳
から5歳児までの保育所・幼稚園・認定
こども園等の副食費の半額補助及び
市立小中学校の給食費の完全無償
化、0歳児を対象としてご希望の子育
て用品を無料で自宅にお届けする
「子育てサポート選べる無料定期便」
など、全国トップクラスの子育て支援
を引き続き展開し、安心して出産、子
育てができる環境づくりを進めてま
いります。

そして、この2大プロジェクトを牽
引し、定住を促進させる新規事業を
実施いたします。事業の内容としまし
ては、後ほど詳しくご説明いたします
が、津島駅周辺の旧津島エリア、地区
計画区域の神守、唐臼エリアにおい
て新築住宅を取得した方やリフォー
ムをした方に要件に応じて補助金を
交付するもので、本市への定住を促
進させ、人を呼び込むまちづくりを目
指してまいります。

昨年、ハラスメントや不適切発言

のない働きやすい職場を築いていく
ため、過去10年間にわたる実態調査
として、職場環境改善のためのアン
ケート調査を実施いたしました。第三
者委員会からいただいた最終報告書
の、研修の実施、弁護士による相談窓
口の創設などを含む7つの提言に、専
門家の支援を受けながら、しっかりと
着実に対応し、ハラスメントのない職
場の環境改善に取り組んでまいりま
す。
令和6年度に実施する主な施策に

ついて、「つしま成長戦略　第3弾」と
して掲げている5つの項目ごとにご説
明いたします。
まず、「つしま成長戦略」の1点目、

「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついてご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、本市の
「宝」です。子どもたちの健やかな育
成を図り、「子育てするなら、つしま」
の実現に向けて邁進してまいりま
す。そのため令和5年度より、子ども
が産まれる前から産み育てるまで、
丸ごと支援を行う「子育て支援トータ
ルプラン」として、5つの子育て支援
策を実施しております。
1つ目の支援は、18歳まで所得制

限なしの子ども医療費完全無料化の

継続。2つ目の支援は、第2子以降の
保育料も所得制限なしの完全無料
化。3つ目の支援は、3歳から5歳児ま
での保育所・幼稚園・認定こども園等
の副食費の半額補助及び市立小中
学校の給食費の無償化。4つ目の支
援は、0歳児を対象としてご希望の子
育て用品を無料で自宅にお届けする
「選べる無料定期便」。5つ目の支援
は、保育所・認定こども園等における
使用済み紙おむつの保護者持ち帰り
の廃止です。
3つ目の保育所・幼稚園・認定こども
園等の副食費及び市立小中学校の
給食費につきましては、昨年4月から
6月までは半額を無償化し、7月から
本年3月までは、物価高騰の影響を
受けている子育て家庭を支援するた
め、完全無償化に拡大いたしました。
市立小中学校の給食費につきまして
は、令和6年度につきましても、完全
無償化を継続いたします。
これらの5つの子育て支援のほか、
年齢期に応じた様々な支援を実施し
ております「こんにちは赤ちゃん訪
問」では、子育てを応援するため、「お
めでとう」の気持ちを込めて、生後2
か月を迎える赤ちゃんのいる全ての
ご家庭を訪問しており、大変好評を
いただいております。これらの支援
は、令和6年度も継続してまいりま
す。

また、令和6年度より、「こども家庭
センター」を総合保健福祉センター
の2階に開設し、母子保健と児童福祉
の機能を一体的に運営することで、
両部門が連携・協働を深め、切れ目の
ない支援を行うための相談体制を強
化いたします。さらに相談支援だけ
でなく、支援を必要とされる全ての
子どもたちや妊産婦の皆様等へのサ
ポートプランの作成、多様な家庭環
境への支援体制を充実・強化するた
めの地域資源の開拓なども担ってま

ミュニティバスの津島駅への乗り入
れなど、自治体の枠を超えた連携・協
力を推進してまいります。

市政運営を進める上で、最も重要
なことは、市民の皆様の声を聞くこと
だと考えております。そのため、市民
の皆様の声をお聞きする機会とし
て、令和4年度と令和5年度にタウン
ミーティングを開催いたしました。令
和4年度には、市内8つのコミュニティ
推進協議会それぞれと、令和5年度に
は、市内で定期的に活動する団体を
対象として15回開催いたしました。令
和6年度につきましても私が自ら市
政について市民の皆様にご説明する
機会を設けます。是非ご参加ください。

市民の皆様が安心して暮らすため
には、様々な人権課題が解消され、一
人ひとりの人権が尊重されることが
重要であります。人権啓発や地域住
民の福祉の向上、交流の拠点施設で
ある南文化センターは、建物及び設
備の老朽化に対応するため、大規模
改修工事を実施してまいります。今
後も新たに生まれ変わる南文化セン
ターにおいて、地域交流促進事業や
生活上の相談事業の充実を図ってま
いります。
また、産業廃棄物処理施設等を設
置する際に、事業者と関係住民とのト
ラブルを防ぐための条例を制定して
まいります。

職員の声を聞く場も設けておりま
す。令和4年度からは、若手・中堅職員
との意見交換会を開催し、担当業務
で日頃感じていること、将来の自分
や市政運営に対する考え方などにつ
いて意見交換を行っております。今

後も、職員の声に耳を傾け、風通しの
良い職場環境づくりに取り組んでま
いります。

職員が事務改善や施策等の提案
を行うことができる職員提案制度に
つきましても、自分らしさや新しい視
点を自ら取り入れて働き方を工夫す
る「ジョブ・クラフティング提案制度」
として、令和5年度からリニューアルいた
しました。「Go Beyond Yourself～
昨日の自分を超えろ～」をキャッチフ
レーズとし、電子システムからの提案
を導入したほか、職員投票や若手職
員による審査委員会を設置するな
ど、より一層活用しやすい制度とな
り、令和5年度には、9件の提案があり
ました。職員の「Not Yet（まだできる）」
の精神を育みながら、創造力や研究
心、市政運営への参加意欲の向上を
目指しております。

私たちは、私たちが暮らすこの地
球の環境を守り、急速に進む地球温
暖化に歯止めをかけることを考えな
ければなりません。本市では、これま
でも地球温暖化対策として様々な取
組を実施してまいりました。市役所本
庁舎における省エネ効果の高い空調
設備への改修。市民病院における空

調用熱源の更新やＬＥＤ照明等の導
入。市が管理する全ての道路灯・公園
灯の照明ＬＥＤ化。市内全ての小中学
校の教室や体育館の照明ＬＥＤ化な
どを行ってまいりました。令和5年度
には、本庁舎、生涯学習センターなど
27施設の照明をＬＥＤ化するととも
に、総合保健福祉センターへの太陽
光パネルと蓄電池の設置に向けた取
組を開始いたしました。公用車につ
きましても、これまで保有している電
動車5台に加え、令和5年度には2台
の電気自動車を導入いたしました。
令和6年度にはさらに6台の電気自動
車を導入するなど計画的に更新を進
め、2030年までには全ての公用車を
電動車とすることを目指してまいり
ます。町内会や自治会に対しまして
も、令和5年度より防犯灯の設置・更
新にかかる補助の基数制限を撤廃
し、ＬＥＤ化の促進を図っております。

そのような中、昨年7月に首長が気
候変動・エネルギー政策に取り組むこ
とを誓約し、具体的な取組を積極的
に進めていく国際的な仕組みである
「世界気候エネルギー首長誓約（世
界首長誓約／日本）」の誓約書に、名
古屋大学にて署名いたしました。今
後、具体的な目標達成方策などに関
する「気候エネルギー行動計画」を
策定し、取組を推進してまいります。
なお、本市を始めとする「世界首長誓
約／日本」誓約団体と、「世界首長誓

画の策定を進めております。さらに
今後の東公園一帯の再整備に向け
て、スポーツ施設整備方針の検討も
行います。本年4月には、社会教育課
内に東公園整備推進室を設置すると
ともに、東公園一帯の整備に関する
業務推進のためのアドバイザーを招
聘いたします。

スポーツを行うための環境整備と
して、葉苅スポーツの家及び生涯学
習センターには、夏の暑い時期でも
安心してスポーツを楽しんでいただ
くことができるよう、壁掛けタイプの
スポットエアコンを整備いたします。
さらに生涯学習センターにおいて
は、屋外運動場やオムニコートの全
面的な改修も実施いたします。生涯
を通じて気軽にスポーツに親しむこ
とができるよう、引き続き生涯スポー
ツの推進を図ってまいります。

医療や介護が必要になった場合で
も、できる限り住み慣れた地域や自
宅で暮らし続けたいという願いを実
現するため、市では住まい・予防・生活
支援・医療・介護の5つの要素を一体
的に提供する、地域包括ケアシステ
ムの推進を図っております。海部医
療圏の7市町村が共同し、本市の神
守支所の1階に設置している「海部医
療圏在宅医療・介護連携支援セン
ター」において、在宅医療や介護
サービスなど、関係機関の切れ目な
い連携を行っております。

昨年12月に、本市と名古屋大学医
学部附属病院において、「社会保障
費の抑制を目指す共同研究プロジェ
クト」の開始に伴う締結式を行いまし
た。この事業は、ＮＨＫ、公共メディ
ア、新聞など、マスコミにも全国ネッ
トで取り上げられ、注目の事業となっ
ております。本市の65歳以上の住民
データから重症・重度化要因を特定
し、その要因に対する介入プログラ
ムを実施することで、社会保障費の
抑制にもつなげようというプロジェク
トであります。高齢者人口の増加に
よる介護需要の増大と介護人材の不
足が叫ばれる中、医療・介護のデータ
を分析・解析し、対策を講じていくこ
とは、超高齢社会を迎える上でさら
に重要となってまいります。今後も市
民の皆様の健康が一番！「健康応援
都市」を目指してまいります。

認知症の高齢者への支援といたし
ましては、令和5年度より、万が一他
人に怪我を負わせてしまったり、他人
のものを壊してしまったりしたときに
備えて、認知症の方などを被保険者

とする個人賠償責任保険に市の負担
で加入いたしました。行方不明にな
る恐れのある高齢者に対しては、自
宅に帰れなくなった際に早期発見、
保護できるようＱＲコード付きのラベ
ル・シールを配布いたしました。2025
年には高齢者の5人に1人が認知症に
なるとの予測もあり、認知症となって
も安心して暮らすことができる環境
を引き続き整えてまいります。

高齢者をはじめ、市民の皆様の安
心を守るため、昨年の11月に、株式会
社ottaと西尾張シーエーティーヴィ
株式会社と「見守りサービスの推進
に関する協定」を締結いたしました。
見守りサービスは、無線システムで
ある地域ＢＷＡを活用し、小さな見守
り用端末を持っている児童が、市内
のお店や企業などの見守りスポット
の周辺を通過したり、見守りアプリを
登録したスマートフォンなどとすれ
違ったりすることで、見守り端末の位
置を記録するものです。まずは市内

100万円の補助制度を、大幅に拡充
いたします。令和6年度からは、対象
区域を居住誘導区域と、市内にある
16団地に拡大いたします。対象者に
つきましても、これまでの新築住宅を
取得された方だけでなく、中古住宅
取得後にリフォームする方、中古住宅
を賃貸後リフォームする方も対象と
いたします。市内にある団地では、高
齢化や建物の老朽化が進んでおり、
日光川東エリアの青塚団地、喜多神
団地、葉苅団地、宇治団地、神守団
地、みずほ団地、こがね団地、下切住
宅、江南団地、百島団地、みどり台団
地の11団地と、日光川西エリアの永
宝団地、さかえ団地、上春日台団地、
下春日台団地、東愛宕住宅の5団地
の合計16団地の再生を、新しい居住
誘導施策で積極的に推進してまいり
ます。

補助金の加算要件につきまして
も、若年の子育て世帯が親世帯の近
くに居住することを後押しするため
に、親世帯と同居・近居の場合の加算
を設けるほか、地元事業者の活性化
のために、市内の事業者が施工した
場合にも、さらに加算をいたします。
補助金額は、新築住宅を取得した場
合や中古住宅を取得後リフォームし
た場合、最大150万円。中古住宅を賃
貸後リフォームする場合、最大170万
円となります。空き家対策のための
空家解体促進費補助金に関しても、
20万円から2.5倍の50万円に大幅に
増額いたします。この補助金は新築
住宅を取得した場合、併用ができ、最
大200万円となります。本市に居住す
る大きな後押しとなり、さらなる定住
促進につなげてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」についてご説明申し上げます。

津島市民病院は、この地域になく
てはならない病院として、海部医療
圏の医療を守る要となる中核病院と
しての役割を果たしております。私は
設置者として、市民の皆様から信頼
され続けるために取り組んでまいり
ました。新型コロナウイルスの感染
が拡大した時期は、市民の皆様の健
康な暮らしを守るために、医療従事
者が最前線に立って対応しました。市
民病院が今後も役割を果たしていく
ためには、経営の安定化を図ること
が必要不可欠です。
冒頭にも申し上げました通り、市民
病院の経営改善に取り組んできた結
果、平成29年度から6期連続で経常
収支黒字化を達成することができま
した。平成28年度末には約19億円
あった一時借入金につきましても令
和2年度に解消しております。

令和4年7月には、アフターコロナ
を見据えながら病院全体の課題を組
織横断的にマネジメントするため、経
営戦略部戦略企画室を設置しており
ます。医師や看護師、事務職も一体と
なって、ポストコロナに対応しながら、
積極的に経営強化を図っておりま
す。引き続き質の高い医療を提供し
ていくため、市と病院が一体となっ
て、安定的な運営を行ってまいりま
す。

市民の皆様がいつまでも健康で暮

らしていただくには、まずは一人ひと
りの健康づくりが重要となります。そ
のため、市では「笑顔で健幸大作戦！」
と銘打ち、スマートフォンのアプリを
活用して、毎日の歩数の記録や、自分
で決めた健康目標へのチャレンジな
ど、一人ひとりの健康習慣を応援して
おります。
昨年8月には、誰もが気軽に楽しく
体を動かすアイデアを募集する「こ
れってステップ？！コンテスト」を開催
いたしました。ウォーキングの可能性
を広げてステップを取り入れたアイ
デアなど、入賞アイデアは市内の
様々なところで展開してまいります。
現在、各小学校区別のウォーキング
コース作成に向けて、市民の皆様と
一緒になって検討しております。令和
6年度には、各小学校区で完成した
コースを巡るウォーキングイベント
を実施してまいります。

健康増進には、スポーツも非常に
有効です。市民の皆様が気軽に健康
づくりや体力づくりが行えるよう、ま
た、競技スポーツの技術向上につな
げていくことなど、スポーツ環境の充
実を図るため、現在、スポーツ推進計

令和6年第1回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、当初予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

市民の皆様からの厚いご信任を賜
り、市長3期目の職務に就かせていた
だき、任期の半ばである2年が経過し
ようとしております。市民の皆様から
お寄せいただきました信頼とご期待
にお応えするため、私のマニフェスト
としてお示しさせていただきました
「つしま成長戦略　第3弾」に掲げた
取組を加速させていくことが、私に
課せられた使命であり、決意を持って
「魅力マシマシ津島市」をキーワード
に、津島市のさらなる発展に全力を
尽くして、取り組んでまいる所存であ
ります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

さて、1月1日午後4時10分頃に、石
川県能登地方でマグニチュード7.6、
最大震度7の地震が発生しました。こ
の度の地震で、お亡くなりになられた

皆様に心からお悔やみを申し上げま
すとともに、被害に遭われた皆様に
お見舞いを申し上げます。
本市におきましては、発生日の夜

に消防職員が第1次緊急消防援助隊
として被災地支援に向かい、その後
も随時出動したほか、津島市民病院
の医師・看護師・薬剤師・臨床工学技
士がチームを組み、津島市民病院災
害派遣医療チームＤＭＡＴ隊として、
能登総合病院に向かい、被災者の皆
様に寄り添った活動を行っておりま
す。被災地への支援につきましては、
主に愛知県が被災地のニーズを踏ま
え調整を行っており、本市において
は、被災地への職員の派遣や市営住
宅の提供、ライフラインが途絶えて
いる高齢者施設入所者の受け入れ
など、速やかに対応をしております。

新型コロナウイルス感染症が5類
感染症に移行となり、経済活動の正
常化が進み、以前の活力ある暮らし
が戻りつつあります。市民病院にお
いては、院長を始めとする医師、看護
師などの医療職、事務職も含めて職
員一同が一丸となって新型コロナウ
イルス感染症に対応してまいりまし

た。今後も市民の皆様の命と健康を
守る要としての役割を果たしてまい
ります。

一方、物価高が続いている中、厳し
い状況に置かれている市民の皆様や
事業者の皆様に支援をお届けするた
め、令和2年度から実施してまいりま
した新型コロナウイルス感染症対策
を含めた物価高騰支援のための事
業として、令和5年度に実施いたしま
した小中学校給食費及び保育所・幼
稚園・認定こども園等の副食費無償
化をはじめ、これまでに第1弾から第
16弾まで177事業、総額約129億円の
事業に取り組んでまいりました。これ
らの事業は、市民の皆様や事業者の
皆様に寄り添って、しっかりと支援を
行うものであり、大きな成果があった
と考えております。

本市の財政状況は、私が市政を引
き継いだ10年前、非常に厳しいもの
でした。そのため、財政を健全化させ
るべく、事務事業の徹底的な見直し
などによる歳出の削減、様々な形で
の歳入の確保など、徹底的な行財政

改革を行ってまいりました。その結
果、平成26年度から令和4年度まで
の9年間における行財政改革の効果
額は、約91億3,000万円となり、市の
財務体質は大きく改善いたしました。
市の貯金にあたる財政調整基金
の残高は、平成25年度末時点では15
億9,800万円でしたが、令和4年度末
では約45億円と29億200万円増加、
率にして約2.8倍にすることができま
した。令和4年度末の市民一人あたり
の残高は、約7万4,000円となり、これ
は名古屋市を除く県内37市中7位と、
トップクラスの順位です。
株式会社東洋経済新報社が公表し

ております都市データパック2023年
版によりますと、津島市の財政健全
度ランキングは全国792市区中195
位となり、全国で上位4分の1に入り
ました。

市の実質的な借金にあたる臨時財
政対策債を除いた市債残高につきま
しては、ピーク時の平成11年度末に
は約219億円でしたが、令和4年度末
では、約59億円と約160億円減少、率
にして約27％、約4分の1に減少させ
ることができました。これにより令和
4年度末の市債残高は、名古屋市を
除く県内37市中4番目に少ない額と

なりました。文字通り借金が減り貯金
が増え、財政の健全化が達成されま
した。

市民病院の経営安定化につきまし
ても、市民病院が海部医療圏の医療
を守る要となる中核病院としての役
割を果たすとともに、市民の皆様か
ら信頼され続けられるように、安定的
な地域医療の推進を目指し、経営改
善の取組を進めてまいりました。そ
の結果、平成29年度から6期連続で
経常収支黒字化を達成するととも
に、平成28年度末に19億円あった一
時借入金を解消することができまし
た。借金にあたる企業債残高に関し
ても、ピーク時の平成17年度末には

約161億円でしたが、令和4年度末で
は、約67億円と約94億円減少、率にし
て約42％に減少させることができま
した。

このように財政の健全化と市民病
院の経営安定化を図ってきたことに
より、市の財務体質は大きく改善し、
津島市が次なるステップへ進むため
の準備ができました。そして、令和5
年度は「まちづくり再生と子育て支
援　2大プロジェクト」を進めてまい
りました。
1つ目のまちづくり再生として、正

面玄関である津島駅周辺の暮らしの
質を高める「津島Next　Move！」事
業や、北の玄関口となる青塚駅周辺
の整備計画、天王川公園の野外ス
テージの整備などのまちづくりへの
成長投資を進めております。2つ目の
子育て支援として、子どもが産まれる
前から産み育てるまで、丸ごと応援
する全国トップクラスの「子育て支援
トータルプラン」などの子育て支援
策を実施いたしました。市民の皆様
から「天王川公園がリニューアルさ
れて芝生広場で子どもたちも伸び伸
びと遊べてうれしい」「学校給食費の
無償化はとてもありがたい」など、多
くの喜びの声をいただいております。

いります。
このような子育て家庭に寄り添っ
た手厚い支援は、まさに日本一の支
援であると自負しております。

子育てに関する情報を提供してお
ります子育て情報アプリにつきまし
ても、昨年7月にリニューアルし、子育
ての記録を保存したり、予防接種や
イベントなどの情報がプッシュ通知
で届いたりと、これまで以上に使いや
すくなりました。今後も子育て情報を
充実してまいります。

同じく昨年7月には、こども家庭庁
が推進する、子どもたちが健やかで
幸せに成長できるような社会を実現
する「こどもまんなか宣言」の趣旨に
共感・賛同し、「こどもまんなか応援サ
ポーター」として活動することを宣言
いたしました。そして、市の子育て施
策を積極的にＰＲするために、「子育
て応援キャラクター」を募集いたしま
した。このキャラクターを使用しなが
ら、子どもとともに幸せに暮らすこと
ができるまちの実現を目指してまい
ります。

教育に関しましては、「豊かな人間
性と、よりよく生きる力を身につけた
人（津島っ子）」を育成するため、確か

な学力、健康・体力、豊かな人間性の
バランスのとれた力を育む特色ある
教育を推進しております。

令和4年度には、日本初となる規模
で、プログラミング可能な人型ロボッ
トやブロックを市内全ての小中学校
に導入し、児童・生徒が楽しみながら
役に立つプログラミング学習を実施
しております。「津島・プログラミング・
プロジェクト」の頭文字をとった「ＴＰ
Ｐ」と称して、昨年8月には市内4中学
校対抗で、「ＴＰＰコンテスト　プレ大
会」を開催いたしました。各学校とも
仲間と協力しながら創意工夫を凝ら
したプログラムが構成されておりま
した。令和6年度には、市内全ての小
中学校参加による本大会を開催する
予定をしており、今から大変楽しみに
しております。

全ての小中学校に設置をしており
ますコミュニティ・スクールでは、学
校・家庭・地域が一体となって、地域ぐ
るみで子どもの成長を見守る体制を
推進しております。中学校で実施して
おります学習支援「未来塾」につきま
しては、順次、中学校において実施さ
れており、引き続き、未来に生きる子
どものために、地域総がかりで子ども
たちを育てる環境を築いてまいりま
す。

今後ますますグローバル化が進む
社会の中で、重要となる子どもたち
の国際理解教育につきましては、全
ての小学校において、県内にある8つ
全ての領事館と連携した「領事館交
流プロジェクト」を市独自の施策とし
て実施しております。令和5年度は、
日本との国交150周年を記念して、ペ
ルーの学校と約14時間の時差を超
えてオンラインでの交流を行うなど、
各学校趣向を凝らした様々な取組を
行っております。今後もより一層の国
際理解を図るとともに、国際人として
未来に飛躍する人材育成を目指して
取り組んでまいります。

近年、全国的に増加傾向である不
登校の児童・生徒に対する支援とい
たしましては、拠点となる津島市教育
支援センターを、生涯学習センター
内と児童科学館内の2か所に設置し、
多様な価値観の中で、子どもたちの
様々な学びの場や、安心して過ごす
ことができる居場所となるよう、個別
学習や相談などを行っております。ま
た、校内教育支援センター「ほっと
ルーム」は、令和4年度に神守中学
校、令和5年度に藤浪中学校、令和6
年度には天王中学校と暁中学校で開

津島神社周辺におきましては、「尾
張津島観光センター」と「旧わざ・語
り・伝承の館」の解体を進め、令和7年
度までに官民連携による新たな賑わ
い拠点の整備を進めます。

津島駅と津島神社を結ぶ天王通り
におきましては、無電柱化に向け、愛
知県との調整を継続するほか、観光
交流センターや旧いちい信用金庫
天王通支店などを活用し、シビックプ
ライド醸成拠点や、まちなか交流広
場の整備に向けた準備を進めている
ところです。市が投資主体として、マ
チナカの再生に関する各種事業を着
実に進めることで、民間による宅地
開発の増加や店舗や医療などの都
市機能の開発も促進されるものとな
ります。そのためには、市としても定
住を促進させる新規事業として人口
の増加策も含めて、暮らしの質や賑
わいあるマチナカを実現していきま
す。本年3月には、古民家や空きス
ペースなどを展示会場としたアート
展を開催いたします。様々なアー
ティスト作品の鑑賞のほか、体験型
のワークショップもあり、津島の魅力
を五感で体感することができます。

天王川公園におきましては、昨年4
月よりパークＰＦＩによる民間事業者
の管理・運営が始まりました。昨年7月
には、津島市に本社を置く株式会社
宇佐美鉱油様及びグループ企業様
から多額のご寄附をいただき、野外
ステージやジョギングコースの整備
が完了いたしました。同じく昨年7月
にオープンしたスターバックスコー
ヒーも含め、市民の皆様から「天王川
公園で、家族でのんびり過ごすことが
でき、公園の魅力がアップした」、「若
者が多く訪れるようになり、生まれ変
わった」など、多くの喜びの声をいた
だいております。

令和6年度は、多くの公園利用者に
喜んでいただいている芝生広場を拡
張する整備事業のほか、中央トイレ
や北エリアのトイレの大規模修繕を
行い、さらに快適な公園となるよう整
備を進めてまいります。また、地球温
暖化の影響を受け、夏場では夜間に
ウォーキングなど、健康づくりを行う
公園利用者が増えてきています。春
夏秋冬を含め、公園の魅力を高める
ための「ライトアップ大作戦」を展開
し、引き続き市民の皆様に愛される
公園として整備を進めてまいります。
このほか天王川公園や津島神社への
アクセス向上として、都市計画道路
である橋詰又吉線の整備も推進して
まいります。

東西南北それぞれの玄関におきま
しても、「価値」を高めるための取組
を進めております。北の玄関である
青塚駅周辺では、駅へのメインとな
る県道蜂須賀白浜線の歩道整備の
早期事業化に向けて、愛知県に力強
く要望を進めていくほか、地域住民
の方と対話をしながら、駅前広場の

約／日本」事務局は、気候変動の緩
和及び気候変動への適応に対する取
組が評価され、昨年12月に「気候変
動アクション環境大臣表彰」において
大賞を受賞いたしました。

私たちは地球人です。地球の未来
に責任を持たなければなりません。
今後もこうした取組を着実に実行し、
市民の皆様や事業者の皆様と力を合
わせ、脱炭素型社会の実現に向けて
積極的に取り組んでまいります。そし
て、2050年までに二酸化炭素の排出
量を実質ゼロとすることを目指して
まいります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和6年度当初予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

まず、予算規模でありますが、一般
会計258億円、特別会計133億4,868
万8,000円、企業会計156億6,072万
2,000円で、これら全会計を合せます
と548億941万円となり、前年度の当
初予算と比較しますと、一般会計は
6.7％の増、特別会計は0.4％の増、企
業会計は1.2％の増、全会計では
3.5％の増となっております。一般会
計の予算規模としましては、過去3番
目で、文化会館の建設を行った平成7

年度、8年度を除くと、最大の規模と
なります。

次に、一般会計の歳入であります
が、根幹を成す市税収入は、83億
3,371万2,000円で、物価高対策とし
て個人住民税の定額減税を行うこと
から、前年度比1.9％の減となってお
りますが、定額減税による減収額を
除いた本来の市税収入としては、前
年度比0.5％の増と、コロナ禍からの
回復基調が続いております。また、地
方交付税は、33億8,000万円で、前年
度比9.0％の増、一方、地方交付税の
振替措置である臨時財政対策債は、
9,000万円で、前年度比70％の減で
計上しています。

次に、歳出でありますが、義務的経
費のうち人件費は39億3,824万4,000
円で、退職手当の増などにより、前年
度比6.4％、約2億4,000万円の増、扶
助費は、68億905万9,000円で、子育
てや福祉関係の給付費の増などによ
り、前年度比4.2％、約2億8,000万円
の増、投資的経費は、30億9,666万
6,000円で、31億円にせまる投資額に
なります。具体的には、道路などの基
盤整備の充実に加え、津島駅東側駅
前広場の整備、天王川公園の大規模
改修、南小学校と神守小学校の耐震

性貯水槽の設置、神島田小学校体育
館の改修や南文化センターなど、公
共施設の長寿命化改修などで、前年
度比31.9％、約7億5,000万円の大幅
増となっています。
令和6年度は、「まちづくり再生第2

弾による成長投資」、「子育て支援
トータルプランのさらなる充実」な
ど、未来の津島へ向けて、多くの重要
事業を計上する積極予算を編成いた
しました。

このため、予算編成にあたりまして
は、市の貯金ともいえる財政調整基
金から20億5,000万円を繰り入れて
おりますが、財政調整基金の残高は、
令和5年度末で約47億円まで増加す
る見込みであり、令和6年度当初予算
への繰入後でも、27億円ほどの残高
を維持できます。

津島市の財務体質は大きく改善し
ており、着実に安定してまいりまし
た。今後につきましても、行財政改革
などに不断に取り組み、持続的な行
政運営に努めながら、必要な事業を
効果的に展開することで、つしま成長
戦略を確実に推進してまいります。

結びにあたり、今議会には令和6年
度当初予算をはじめ、条例などの諸
議案を提出しております。いずれも
市政運営に欠くことのできないもの
ばかりであります。十分ご審議の上、
適切なるご議決をいただきますよう
お願い申し上げます。

設置や住宅などが建設できる土地利
用構想を進め、駅に近い立地を活か
したまちづくりを進めていきます。今
後、まちづくりに必要な下水道や道
路等の整備に向けた具体的な検討を
行ってまいります。東の玄関では、
2027年に西尾張中央道まで開通予
定であります名古屋津島線バイパス
の整備に合わせ、生涯学習センター
と東公園一帯を、スポーツと健康を
キーワードに、広域的な玄関にふさ
わしい位置づけをし、魅力向上を目
指してまいります。西の玄関では、検
討されている木曽川・長良川新架橋
の整備促進に向け、国や県に対して
積極的に働きかけを行ってまいりま
す。

本市では、令和2年3月に「津島市
歴史的風致維持向上計画」を策定
し、本市固有の歴史的風致を守り、育
て、継承し、地域の活性化につなげる
ことを目指しております。さらに次の
ステップとして、歴史的風致である景
観を計画的かつ確実性をもって保全
するため、景観計画の策定に着手い
たしました。良好な景観形成により、

調和がとれた町並みを目指してまい
ります。

企業誘致の状況につきましては、
これまで、宇治・白浜・鹿伏兎の3区域
約21万㎡に工場等の立地を誘導す
る区域を指定し、企業誘致を積極的
に推進した結果、区域の約8割に企業
を誘致することに成功しました。引き
続き企業誘致を進めるため、昨年10
月に越津・下切区域約18万㎡、本年1
月に下新田・大縄区域約3万㎡を区域

に追加いたしました。今後、新たな区
域の追加も検討しながら、より一層
精力的に企業誘致を推進してまいり
ます。

令和6年度は、新たな企業誘致推
進区域となる周辺の歩行者の安全環
境を確保していくために、宇治百町
線と神尾金柳線の歩道整備を進めて
いく予算を計上いたしました。

神守中町・神守下町及び唐臼地区
におきましては、建ぺい率と容積率
など建物の規制を緩和し、約68万㎡
をこれまで建築できなかった建物が
建築できるようになることで、土地利
用の促進を図ってまいりました。今議
会には、さらに中地地区約4万㎡にお
いて規制緩和を行うための条例改正
に関する議案を提出しております。今
後は、愛宕地区約7万㎡においても
規制緩和に向けて進めてまいりま
す。

先ほど2大プロジェクトを牽引し、
定住を促進させる事業の内容を申し
上げました。具体的にはこれまで神
守・唐臼地区で実施しておりました居
住用の新築住宅取得に対する最大

室し、4中学校全てにおいて開室して
まいります。これにより、これまで教
育支援センターに通室していた生徒
も、学校に登校するきっかけとなり、
友達などとのコミュニケーションが
取りやすくなるほか、学校行事への
参加なども可能となるものと考えて
おります。

経済的な理由により、お子さんを
小・中学校へ就学させるのにお困り
のご家庭に対しましては、学用品費や
給食費などの費用の一部を援助する
就学援助費の受給要件を拡大し、支
援の充実を図ります。家庭の経済的
な状況によって学習の機会に差が出
ることのないような学習支援も実施
いたします。

学校教育環境につきましては、こ
れまで全ての小中学校の普通教室
などへのエアコン設置、トイレの洋式
化、県内初となる体育館へのスポット
エアコンの整備などを行っており、現
在、学校施設の長寿命化改修に取り
組んでおります。

令和5年度には、神守中学校と蛭
間小学校の体育館の長寿命化改修
を行い、令和6年度には、神島田小学
校体育館の改修と、高台寺小学校体
育館の改修に向けた実施設計を行う
ほか、天王中学校に自転車置き場を
設置します。子どもたちが安全・安心

な学校生活を送ることができるよう、
計画的に整備を行ってまいります。

また、働いているなどの理由によ
り、保護者が昼間不在となる家庭の
子どもたちが放課後や長期の休み中
に、安全で楽しく過ごすための遊びや
生活の場となる学童保育につきまし
て、8つ全ての小学校区にこどもの家
を設置しております。

平成29年度には西小学校、平成30
年度には北小学校の敷地内にこども
の家を新築し、令和4年度には、学校
から遠方の位置にあった神守こども
の家を神守小学校敷地内に新築い
たしました。令和6年度は、私が4か所
目に手がける南こどもの家の新築に
向けての実施設計業務を進めるな
ど、今後も学童保育のさらなる環境
の充実を積極的に推進してまいりま
す。

子どもたちの健康・体力を向上さ
せる取組といたしましては、これまで
実施しておりました「総合的な子ども
の基礎体力向上大作戦」、通称ＳＫＩＰ
（スキップ）を発展させ、令和4年度か
ら小中学校において、縄跳び名人を
講師として招いた縄跳び教室や、

サーキットトレーニング教室を実施し
ております。未来の担い手としてたく
ましく生き抜くために、必要な健康と
体力をつけることを目指します。

健康・体力のもととなる学校給食に
つきましては、平成27年度から、「津
島市給食献立コンクール」を実施し、
児童生徒の考えた献立を給食に取り
入れております。子どもたちに安全・
安心な食を提供するため、有機農産
物を使用したオーガニック給食につ
きましても、段階的に導入を進めて
おり、子どもたちに笑顔で給食を食
べてもらえるよう、栄養バランスに優
れた心のこもった美味しい学校給食
を提供してまいります。

少子化対策として、若者に出会い
の機会を提供するため、尾張津島天
王祭宵祭開催日に、県内在住または
在勤の独身者を対象に、「天王祭de
ご縁結び」を開催する予定をしており
ます。

多くの学生が奨学金を受給し、就
職後、返還している状況の中で、企業
が従業員への奨学金返還支援制度
を導入することは、学生が企業選び
をする際の大きなポイントとなりま
す。このため愛知県では、令和6年度
から中小企業の人材確保を図ること
を目的に、従業員の奨学金返還を支
援する中小企業を対象に補助制度を
創設いたします。対象とする中小企
業等は、県への企業登録が必要であ
りますので、市といたしましても市内
中小企業等に積極的に働きかけてま
いります。

進め、北小学校においては、文化会
館に設置されている100トンの貯水
槽を活用いたします。今後も引き続
き全ての小中学校への設置に向けて
計画的に進めてまいります。

また、災害が発生した際の避難所
での生活のため、避難所用の資機材
を市で備蓄しております。寒い時期
の避難に備え、毛布や新たに簡易寝
袋も備蓄して寒さ対策を強化いたし
ます。大切な家族の一員であるペッ
トも一緒に避難することができるよ
う、公共施設のうち1か所をペットと
の同室避難所とするほか、指定避難
所である8小学校でも、ペットと同行
避難をされることを想定し、ケージや
ワンタッチテントなどの資機材を整
備いたします。

自宅から指定避難所まで離れてい
ることや、普段行き慣れない避難所
へ行くことへの不安を解消するた
め、県内初の取組として、民間施設を
緊急避難場所として活用し、緊急時
に速やかに避難できる体制を強化し
てまいります。

市役所本庁舎につきましては、災
害時には災害対策本部として機能さ
せる必要があることから、耐震化を
実施したほか、非常用の電源設備の
整備を行ってまいりました。災害時の
重要な施設である消防庁舎や、避難
所としても重要な錬成館をはじめ、主
な公共施設についても耐震化を実施

してまいりました。

災害対策本部においては、市民の
皆様の命を守るため、国・県・市が保有
する情報を一元化する必要があるこ
とから、様々な情報を一元的に可視
化できる防災支援システムを令和4
年度に構築いたしました。このシステ
ムを地域の自主防災組織と連携しな
がら活用していくことで、地域の減災
に結び付けてまいりたいと考えてお
ります。また、災害情報を市民の皆様
にお知らせするため、災害時の緊急
情報、避難所の開設状況、道路の冠
水状況の情報などを見ることができ
る防災情報専用サイト「つしま防災
ポータル　まもるくん」を新設いたし
ました。スマートフォンからでも閲覧
できますので、是非ご活用ください。
令和6年度より、75歳以上の高齢
者等、災害弱者の方々のうち、希望さ
れる方に対しては、緊急時に防災情
報が流れる専用ラジオを無償で貸し
出す事業を開始いたします。防災情
報を受信すると自動的に電源が入る
ものであり、情報をいち早く市民の
皆様が受けとっていただくことが可
能となります。

市では、災害時の情報収集にド
ローンの活用も進めております。災
害現場に行くことができない場合で
も、ドローンを飛行させて映像を撮
影し、その映像を災害対策本部で確

認することができることから、ドロー
ン人材20名の育成を目指し、令和4年
度から市職員のドローン操縦資格取
得に取り組んでおります。

災害時に避難場所として利用でき
る場を確保するため、現在、神守地区
において、都市公園の整備を行って
おります。神守小学校北エリアに約
2,500㎡、神守こども園西エリアに約
1,800㎡の広さの2つの公園につきま
しては、マンホールトイレ、東屋を設
置し、まもなく完成いたします。さら
に神守支所東エリアにも、約2,200㎡
の広さの3つ目の公園を整備するた
め、令和6年度から着工いたします。
今後はさらに神守中学校南エリアに
約4,500㎡の広さの4つ目の公園整
備を進めてまいります。

消防本部では、市民の皆様の命を
守るため、防災力の強化を図ってお
ります。本市の消防本部は、市域のほ
ぼ中央に位置しております。日光川
東側の一部の地域においては、救急
車の現場到着までの時間が課題と
なっておりました。そのため、交通量
が多い平日昼間帯に、神守支所に救
急車を待機させる救急ステーション
の実証運用を、昨年8月から本年3月
22日まで行っております。実際に救

配信を行うことで、効果的な情報発
信を行っております。

また、愛知大学や津島東高校と連
携し、「津島の魅力PRデザイン開発
プロジェクト」として、PR用ステッ
カーのデザイン制作を行っているほ
か、副業人材を活用し、PRちらしの
デザイン力を高めるとともに、津島
の魅力を広く動画配信しております。
今後も本市の「価値」をさらに高める
ため、「魅力マシマシ津島市」を積極
的に発信してまいります。

ふるさと納税の返礼品において
も、地場産業の活性化と地元特産品
のＰＲのため、全国に向けて積極的に
発信しております。特に、あらかじめ
蓄電ができ、災害時等の備えとして
役立つポータブル電源は大変好評で
あり、昨年12月に新たな返礼品とし

て加えた結果、12月のみで約5,400万
円のご寄附をいただいております。
今後もより一層の返礼品の充実のた
め、様々な工夫を凝らしながら取り組
んでまいります。

市が実施する地方創生プロジェク
トに対して企業から寄附をいただく
企業版ふるさと納税につきましても、
複数の企業から多額のご寄附をいた
だき、子育てや文化の継承、公園の
整備など、様々な分野で活用してお
ります。さらなる寄附をいただけるよ
う、引き続き企業に対して積極的に
働きかけを行ってまいります。

地域におきましては、交通安全や
防犯、福祉など、様々な課題解決に向
けて取り組んでいただいております
コミュニティ推進協議会等に対する
補助金を増額し、活動を支援いたし
ます。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」についてご説明申し上げま
す。

令和3年12月に策定いたしました
都市計画マスタープランでは、将来
に向けたまちづくり戦略として、津島
駅周辺を正面玄関として位置づける
とともに、市内の東西南北を玄関とし
て位置づけました。

昨年3月には、本市と名古屋鉄道株
式会社、ＵＲ都市機構の三者で、県内
初となる地域の持続的発展を目的
に、鉄道と連携したまちづくりを進め
ていく包括連携協定を締結しまし
た。名古屋鉄道株式会社とは、これま
でも「つしまちあるきキャンペーン」
など、本市の観光面でも協力を頂い
ているほか、ＵＲ都市機構を含めた三
者では、津島駅周辺でのマチナカの
再生に向けた社会実験でも協働の立
場でご参画いただいています。この
三者で同じまちづくりへのベクトル
を共有し、さらに進んだ未来に繋がる
事業を展開してまいります。それに
向け、令和5年度は、まちづくり再生
元年と位置付け、津島玄関まちづく
り構想「ゲートウェイプロジェクト」の
推進のため、津島市の「価値」を高め
る成長投資を行いました。さらに令
和6年度では、次へのステップ「まち
づくり再生」第2弾として、プロジェク
ト推進のための取組を加速してまい
ります。

津島駅周辺の正面玄関におきまし
ては、駅の東側に駅前広場・市民の交
流広場を整備するため、用地買収を
行ってまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いてご説明申し上げます。

 
この地域は、高い確率でマグニ
チュード8～9クラスの巨大地震が発
生することが予測され、地震による甚
大な被害が発生することが予想され
ております。また、近年、全国各地で
大雨による被害も頻発している中、
市民の皆様を誰一人として取り残す
ことのないよう、防災・減災対策を行
う必要があります。

災害時には、自助・共助・公助の3つ
が必要となります。大規模災害時に
は、救援物資が届くまでに時間を要
することから、自分の命は自分で守る
ことができるよう、日頃から7日分程
度の食料や、資機材などの備蓄と
いった「自助」の取組をお願いいたし
ます。能登半島地震では倒壊した家
屋の下敷きになった方が犠牲者の大
半を占めることが判明しました。市で
は地震から身を守るために、住宅の
無料耐震診断や住宅の耐震改修へ
の補助を行っております。令和6年度
は耐震診断に関する予算を5割増し
にするとともに、耐震改修の補助金
を100万円から150万円に大幅に拡
充するなど、耐震改修や除却に関す
る予算を2.7倍にし、市民の皆様の安
全を守ってまいります。また、災害時

に備え、窓ガラスが割れた際の破片
の飛び散りを防ぐための飛散防止
フィルムの貼り付けや、家具の転倒
防止金具の取り付けを無償で行って
おります。ご自身の命を守るため、ま
だ対策がお済みでない場合は、是非
ご利用ください。

市では、毎月第3日曜日を「家庭防
災の日」と定め、防災教室を定期的に
開催し、家庭において防災について
話し合うことを進めています。避難経
路や備蓄品の確認、家庭でできる対
策などについて話し合い、防災意識
を高めるきっかけとしていただきま
すようお願いいたします。
災害が起こった際、ご自身の力だ

けでは避難所へ避難することが困難
な方々につきましては、一人ひとりに
対して個別避難計画を作成し、地域
で活用することで取り残すことなく、
人的被害を最小限にとどめられるよ
う、地域で支援する「共助」の体制の
確立に全力を尽くしてまいります。

災害時にうろたえることなく行動
するためには、平時から訓練をしてお
く必要があります。自主防災組織を
はじめ、様々な主体と協働して防災
訓練を実施いたします。訓練には、
ゲーム形式も取り入れながら、いざと
いう時にきちんと実践できるような
内容としてまいりますので、積極的な
ご参加をお願いいたします。

なお、自主防災組織は、地域の防
災において、大変重要な役割を担っ
ております。近年の物価高騰の状況
等をふまえ、各小学校区の自主防災
組織の体制強化のため、令和6年度
より補助金を増額いたします。さらに
自主防災組織や町内会に所属する防
災関連委員の皆様が、万が一活動中
に怪我をしてしまったときなどに備え
て、市の負担で傷害保険及び損害賠
償保険に加入することで、より安心し
て活動していただくことができます。

「自助」・「共助」に加え、市では「公
助」といたしまして、災害時における
飲料水の確保のため、平成26年度か
ら水道管の耐震化を実施しておりま
す。これまでに災害時に避難所とな
る、東小学校・西小学校・南小学校・北
小学校・神守中学校・神守小学校をは
じめ、災害時の重要施設である市役
所、市民病院などへの水道管の耐震
化に対し、20億円を超える投資を
行ってまいりました。配水場から離れ
た地域である神島田小学校、高台寺
小学校、蛭間小学校には約3億円を
投資して耐震性貯水槽を設置いたし
ました。令和6年度には、南小学校と
神守小学校への設置工事を実施す
ると同時に、令和7年度、東小学校、西
小学校への設置に向け実施設計を

急車の到着時間が短縮するなどの効
果が出ており、地元の方からも好評
いただいておりますので、引き続き
運用を進めてまいります。

他の消防本部との連携・協力も進
めており、海部地域の消防本部とは
合同訓練や勉強会を開催しておりま
す。令和7年度からは津島市ほか名古
屋市を含む7消防本部と指令業務の
共同運用を開始します。これにより、
消防力の強化による住民サービスの
向上が期待できます。また、愛西市と
は、はしご車の共同整備についても
進めており、実現すれば県内初の試
みとなります。

地域防災に欠かすことのできない
消防団につきましては、消防団員の
訓練のための出動報酬を増額し、新
たな団員の確保に向けて充実を図る
とともに、神島田分団車庫の新築移
転に向けての準備を進めてまいりま
す。
このように、市民の皆様一人ひとり
に寄り添った防災対策を行ってまい
ります。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」についてご説明申し上げます。

本市は、津島神社や数多くの寺院、
歴史的な町並み、ユネスコ無形文化

遺産に登録された「尾張津島天王祭
の車楽舟行事」をはじめとする四季
折々の祭りをはじめ、市内各所に伝
承されている祭り、そして市民の皆様
に愛されている天王川公園や津島神
社など、誇るべき数多くの地域資源
が市内全域にあります。これらは他の
自治体にはない本市の大きな強みで
あります。

このような歴史的・文化的な遺産
を、地域総がかりで継承していくた
め、文化財保存活用地域計画の策定
に着手いたします。尾張津島天王祭
などの大規模な祭りだけではなく、市
内各地域の山車や神楽、市民の皆様
の生活の中に息づく文化など、地域
ごとに調査を実施して掘り起こしを行
い、保存・活用に向けて検討してまい
ります。

市の指定文化財である氷室作太夫
家住居につきましても、貴重な文化
財を後世に引き継ぐため、保存と活
用に関する方針を定める保存活用計
画を策定してまいります。

本市において祭りは誇るべきもの
であります。祭りを今後も維持すると
ともに、体制を強化するため、尾張津
島天王祭及び尾張津島秋まつりの関
係団体に対する報償費を増額し、活
動を支援いたします。

本市にゆかりがある世界的な芸術
家である横井照子さんは、本年で生
誕100周年を迎えます。その節目とな
る年に、その偉業を顕彰するととも
に、本市の文化振興に向けた機運を
醸成するため、本年11月に横井照子
展を開催いたします。数多くの素晴ら
しい芸術作品に触れることができま
すので、是非楽しみにしてください。

本市は、東海三県寺密度ナンバー
ワンであることを活かして、平成30年
度より御朱印イベント「津島てら・まち
御縁結び」を開催し、令和6年秋に第
20回目を迎えます。これを記念して、
「第20回津島てら・まち御縁結び記念
事業」を実施し、本市の魅力向上を図
ります。

こういった本市の魅力を、より多く
の方に知っていただくため、プロモー
ションにも力を入れております。ふる
さと津島応援広報大使である津島市
出身の神野大地選手には、本市の魅
力をＳＮＳ等で広く発信していただい
ております。

令和5年度には、市の公式ＬＩＮＥの
機能を拡大し、情報を伝えたいター
ゲットに対して、それぞれのニーズに
マッチした情報を配信するセグメント

▲耐震性貯水槽(40トン)

の小学1年生から3年生の児童に見
守り用の端末を無料で配布し、サー
ビスを開始したところであります。市
内全域における地域ＢＷＡの活用は
県内初となります。今後、高齢者の皆
様にも対象を拡大していくとともに、
見守りだけでなく、観光やまちづくり
の分野にも活用の範囲を広げてまい
ります。

ここ数年のコロナ禍においては、
感染防止のために不要不急の外出
自粛が求められ、その結果、地域活動
の縮小や、人との交流の減少といっ
た影響を及ぼしました。外出機会の
減少は、身体機能や認知機能の低下
が見られる「フレイル」の状態となる
方を増加させる恐れがあります。そ
のため、高齢者の皆様が、総合保健
福祉センター、生涯学習センター、神
島田公民館を使用する際の使用料を
半額にいたします。そして外出の機
会を増やしていただくとともに、総合
保健福祉センターにおいて交流する
ことができる拠点整備を行うなど、社
会参加の促進を図ってまいります。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どにマイカーを使うことができない、
あるいは今後使うことができなくな
る75歳以上の高齢者、移動が困難な
障がい者、妊産婦の皆様を対象とし
て、外出時のタクシー料金が半額と
なる、「津島おでかけタクシー事業」
を、昨年1月より開始いたしました。開
始より1年が経過し、これまでの利用
実績の累計は2万5,000件を超え、利
用登録者数も3,200人を超えており、

大変好評をいただいております。

障がいのある方への支援といたし
ましては、身体障がい、知的障がい、
精神障がいに加えて、難病、発達障が
い、強度行動障がい等、障がいのあ
るご本人やその家族の各種ニーズに
対応できる総合的な相談支援や専門
的な相談支援などを行う基幹相談支
援センターを、総合保健福祉セン
ターに設置いたします。
障がいのある児童への支援といた

しましては、障がいのある児童やその
家族への相談、障がい児を預かる施
設への援助・助言などを行う地域の中
核的な療育施設である児童発達支援
センターの設置に向け、未利用となっ
ております旧津島市立津島幼稚園の
民間活用を進めてまいります。

ここまでは、「つしま成長戦略」とし
て掲げた5つの項目に沿って説明し
てまいりました。このように、全ての
市民の皆様が心身ともに満たされた
状態である「ウェルビーイング」とな
ることを目指して取り組んでまいり
ます。

続きまして、この「つしま成長戦
略」の推進と並行して進めていくべ
き内容についてご説明いたします。

まずは、市民サービスの向上につ
ながるデジタル化です。社会が非常
に速いスピードで変化していく中、デ
ジタル技術を活用しながら従来の制
度等を変革し、様々な課題を解決す

るデジタル・トランスフォーメーション
「ＤＸ」を推進することが求められます。
本市では、デジタル技術を活用し

た窓口改革として、役所に「来ない」、
書類を「書かない」、手続きを「待た
せない」行政サービスの実現を目指
しております。令和4年度には、住民
票等のコンビニ交付、タブレット端末
による申請システム、「出生コー
ナー」や「おくやみコーナー」での窓
口ワンストップサービス、窓口の
キャッシュレス化などを導入いたしま
した。「出生コーナー」や「おくやみ
コーナー」は、専用カウンターを設置
して様々な部署で必要な各種手続き
をワンストップで行うことができるた
め、大変好評をいただいております。
令和6年度には、コンビニ交付の対象
サービスに所得課税証明書・納税証
明書を追加し、さらに市民サービス
の充実を図ることにより、「デジタル
化で、しあわせ実感都市、つしま」の
実現を目指してまいります。

このようなデジタル技術の活用
は、市民の皆様の利便性を向上させ
るだけでなく、職員の働き方改革に
もつながります。令和6年度は、ＡＩを
活用した議事録作成支援システムを
導入することで、効率化できる部分
はデジタルに任せ、市民の皆様との
対話や、新たに実施する事業の検討
など、職員は職員にしかできない業
務を担うことで、市民サービスのさら
なる向上を図ってまいります。

他自治体との連携についても進め
ております。藤まつりにおける江南市
や岐阜県羽島市との連携、ひつじサ
ミット尾州における一宮市や岐阜県
羽島市との連携、岐阜県海津市コ

●神守支所に救急ステーションを
実証運用（昨年8月～本年3月）

今後も運用継続
●県下初　はしご車の共同整備を進め
救急・消防の広域連携強化

災害に備えて
ドローン人材を20名育成

防災情報専用サイト
「つしま防災ポータル　まもるくん」

を新設
緊急時に使用できるラジオを

無償で貸し出し

県下初！
民間施設を緊急避難場所として活用

ペット同行避難も想定

神守地区で防災公園の整備を推進

神守小学校北エリア(令和5年度)

神守こども園西エリア(令和5年度)

神守支所東エリアの整備に向けて
着工(令和6年度)

神守中学校南エリア整備予定

第2弾

第3弾

第4弾

第1弾
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令和6年度は、次へのステップ第2
弾として、「まちづくり再生」につきま
しては、津島神社周辺の新たな賑わ
い拠点、観光交流センター周辺の新
たな交流拠点の供用開始に向け、賑
わいの「核」となる拠点の整備がいよ
いよ動き出します。本市の「価値」を
高め、わくわくするまちづくりを進め
てまいります。
「子育て支援」につきましては、第2
子以降の保育料の完全無料化、3歳
から5歳児までの保育所・幼稚園・認定
こども園等の副食費の半額補助及び
市立小中学校の給食費の完全無償
化、0歳児を対象としてご希望の子育
て用品を無料で自宅にお届けする
「子育てサポート選べる無料定期便」
など、全国トップクラスの子育て支援
を引き続き展開し、安心して出産、子
育てができる環境づくりを進めてま
いります。

そして、この2大プロジェクトを牽
引し、定住を促進させる新規事業を
実施いたします。事業の内容としまし
ては、後ほど詳しくご説明いたします
が、津島駅周辺の旧津島エリア、地区
計画区域の神守、唐臼エリアにおい
て新築住宅を取得した方やリフォー
ムをした方に要件に応じて補助金を
交付するもので、本市への定住を促
進させ、人を呼び込むまちづくりを目
指してまいります。

昨年、ハラスメントや不適切発言

のない働きやすい職場を築いていく
ため、過去10年間にわたる実態調査
として、職場環境改善のためのアン
ケート調査を実施いたしました。第三
者委員会からいただいた最終報告書
の、研修の実施、弁護士による相談窓
口の創設などを含む7つの提言に、専
門家の支援を受けながら、しっかりと
着実に対応し、ハラスメントのない職
場の環境改善に取り組んでまいりま
す。
令和6年度に実施する主な施策に

ついて、「つしま成長戦略　第3弾」と
して掲げている5つの項目ごとにご説
明いたします。
まず、「つしま成長戦略」の1点目、

「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついてご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、本市の
「宝」です。子どもたちの健やかな育
成を図り、「子育てするなら、つしま」
の実現に向けて邁進してまいりま
す。そのため令和5年度より、子ども
が産まれる前から産み育てるまで、
丸ごと支援を行う「子育て支援トータ
ルプラン」として、5つの子育て支援
策を実施しております。
1つ目の支援は、18歳まで所得制

限なしの子ども医療費完全無料化の

継続。2つ目の支援は、第2子以降の
保育料も所得制限なしの完全無料
化。3つ目の支援は、3歳から5歳児ま
での保育所・幼稚園・認定こども園等
の副食費の半額補助及び市立小中
学校の給食費の無償化。4つ目の支
援は、0歳児を対象としてご希望の子
育て用品を無料で自宅にお届けする
「選べる無料定期便」。5つ目の支援
は、保育所・認定こども園等における
使用済み紙おむつの保護者持ち帰り
の廃止です。
3つ目の保育所・幼稚園・認定こども
園等の副食費及び市立小中学校の
給食費につきましては、昨年4月から
6月までは半額を無償化し、7月から
本年3月までは、物価高騰の影響を
受けている子育て家庭を支援するた
め、完全無償化に拡大いたしました。
市立小中学校の給食費につきまして
は、令和6年度につきましても、完全
無償化を継続いたします。
これらの5つの子育て支援のほか、
年齢期に応じた様々な支援を実施し
ております「こんにちは赤ちゃん訪
問」では、子育てを応援するため、「お
めでとう」の気持ちを込めて、生後2
か月を迎える赤ちゃんのいる全ての
ご家庭を訪問しており、大変好評を
いただいております。これらの支援
は、令和6年度も継続してまいりま
す。

また、令和6年度より、「こども家庭
センター」を総合保健福祉センター
の2階に開設し、母子保健と児童福祉
の機能を一体的に運営することで、
両部門が連携・協働を深め、切れ目の
ない支援を行うための相談体制を強
化いたします。さらに相談支援だけ
でなく、支援を必要とされる全ての
子どもたちや妊産婦の皆様等へのサ
ポートプランの作成、多様な家庭環
境への支援体制を充実・強化するた
めの地域資源の開拓なども担ってま

ミュニティバスの津島駅への乗り入
れなど、自治体の枠を超えた連携・協
力を推進してまいります。

市政運営を進める上で、最も重要
なことは、市民の皆様の声を聞くこと
だと考えております。そのため、市民
の皆様の声をお聞きする機会とし
て、令和4年度と令和5年度にタウン
ミーティングを開催いたしました。令
和4年度には、市内8つのコミュニティ
推進協議会それぞれと、令和5年度に
は、市内で定期的に活動する団体を
対象として15回開催いたしました。令
和6年度につきましても私が自ら市
政について市民の皆様にご説明する
機会を設けます。是非ご参加ください。

市民の皆様が安心して暮らすため
には、様々な人権課題が解消され、一
人ひとりの人権が尊重されることが
重要であります。人権啓発や地域住
民の福祉の向上、交流の拠点施設で
ある南文化センターは、建物及び設
備の老朽化に対応するため、大規模
改修工事を実施してまいります。今
後も新たに生まれ変わる南文化セン
ターにおいて、地域交流促進事業や
生活上の相談事業の充実を図ってま
いります。
また、産業廃棄物処理施設等を設
置する際に、事業者と関係住民とのト
ラブルを防ぐための条例を制定して
まいります。

職員の声を聞く場も設けておりま
す。令和4年度からは、若手・中堅職員
との意見交換会を開催し、担当業務
で日頃感じていること、将来の自分
や市政運営に対する考え方などにつ
いて意見交換を行っております。今

後も、職員の声に耳を傾け、風通しの
良い職場環境づくりに取り組んでま
いります。

職員が事務改善や施策等の提案
を行うことができる職員提案制度に
つきましても、自分らしさや新しい視
点を自ら取り入れて働き方を工夫す
る「ジョブ・クラフティング提案制度」
として、令和5年度からリニューアルいた
しました。「Go Beyond Yourself～
昨日の自分を超えろ～」をキャッチフ
レーズとし、電子システムからの提案
を導入したほか、職員投票や若手職
員による審査委員会を設置するな
ど、より一層活用しやすい制度とな
り、令和5年度には、9件の提案があり
ました。職員の「Not Yet（まだできる）」
の精神を育みながら、創造力や研究
心、市政運営への参加意欲の向上を
目指しております。

私たちは、私たちが暮らすこの地
球の環境を守り、急速に進む地球温
暖化に歯止めをかけることを考えな
ければなりません。本市では、これま
でも地球温暖化対策として様々な取
組を実施してまいりました。市役所本
庁舎における省エネ効果の高い空調
設備への改修。市民病院における空

調用熱源の更新やＬＥＤ照明等の導
入。市が管理する全ての道路灯・公園
灯の照明ＬＥＤ化。市内全ての小中学
校の教室や体育館の照明ＬＥＤ化な
どを行ってまいりました。令和5年度
には、本庁舎、生涯学習センターなど
27施設の照明をＬＥＤ化するととも
に、総合保健福祉センターへの太陽
光パネルと蓄電池の設置に向けた取
組を開始いたしました。公用車につ
きましても、これまで保有している電
動車5台に加え、令和5年度には2台
の電気自動車を導入いたしました。
令和6年度にはさらに6台の電気自動
車を導入するなど計画的に更新を進
め、2030年までには全ての公用車を
電動車とすることを目指してまいり
ます。町内会や自治会に対しまして
も、令和5年度より防犯灯の設置・更
新にかかる補助の基数制限を撤廃
し、ＬＥＤ化の促進を図っております。

そのような中、昨年7月に首長が気
候変動・エネルギー政策に取り組むこ
とを誓約し、具体的な取組を積極的
に進めていく国際的な仕組みである
「世界気候エネルギー首長誓約（世
界首長誓約／日本）」の誓約書に、名
古屋大学にて署名いたしました。今
後、具体的な目標達成方策などに関
する「気候エネルギー行動計画」を
策定し、取組を推進してまいります。
なお、本市を始めとする「世界首長誓
約／日本」誓約団体と、「世界首長誓

画の策定を進めております。さらに
今後の東公園一帯の再整備に向け
て、スポーツ施設整備方針の検討も
行います。本年4月には、社会教育課
内に東公園整備推進室を設置すると
ともに、東公園一帯の整備に関する
業務推進のためのアドバイザーを招
聘いたします。

スポーツを行うための環境整備と
して、葉苅スポーツの家及び生涯学
習センターには、夏の暑い時期でも
安心してスポーツを楽しんでいただ
くことができるよう、壁掛けタイプの
スポットエアコンを整備いたします。
さらに生涯学習センターにおいて
は、屋外運動場やオムニコートの全
面的な改修も実施いたします。生涯
を通じて気軽にスポーツに親しむこ
とができるよう、引き続き生涯スポー
ツの推進を図ってまいります。

医療や介護が必要になった場合で
も、できる限り住み慣れた地域や自
宅で暮らし続けたいという願いを実
現するため、市では住まい・予防・生活
支援・医療・介護の5つの要素を一体
的に提供する、地域包括ケアシステ
ムの推進を図っております。海部医
療圏の7市町村が共同し、本市の神
守支所の1階に設置している「海部医
療圏在宅医療・介護連携支援セン
ター」において、在宅医療や介護
サービスなど、関係機関の切れ目な
い連携を行っております。

昨年12月に、本市と名古屋大学医
学部附属病院において、「社会保障
費の抑制を目指す共同研究プロジェ
クト」の開始に伴う締結式を行いまし
た。この事業は、ＮＨＫ、公共メディ
ア、新聞など、マスコミにも全国ネッ
トで取り上げられ、注目の事業となっ
ております。本市の65歳以上の住民
データから重症・重度化要因を特定
し、その要因に対する介入プログラ
ムを実施することで、社会保障費の
抑制にもつなげようというプロジェク
トであります。高齢者人口の増加に
よる介護需要の増大と介護人材の不
足が叫ばれる中、医療・介護のデータ
を分析・解析し、対策を講じていくこ
とは、超高齢社会を迎える上でさら
に重要となってまいります。今後も市
民の皆様の健康が一番！「健康応援
都市」を目指してまいります。

認知症の高齢者への支援といたし
ましては、令和5年度より、万が一他
人に怪我を負わせてしまったり、他人
のものを壊してしまったりしたときに
備えて、認知症の方などを被保険者

とする個人賠償責任保険に市の負担
で加入いたしました。行方不明にな
る恐れのある高齢者に対しては、自
宅に帰れなくなった際に早期発見、
保護できるようＱＲコード付きのラベ
ル・シールを配布いたしました。2025
年には高齢者の5人に1人が認知症に
なるとの予測もあり、認知症となって
も安心して暮らすことができる環境
を引き続き整えてまいります。

高齢者をはじめ、市民の皆様の安
心を守るため、昨年の11月に、株式会
社ottaと西尾張シーエーティーヴィ
株式会社と「見守りサービスの推進
に関する協定」を締結いたしました。
見守りサービスは、無線システムで
ある地域ＢＷＡを活用し、小さな見守
り用端末を持っている児童が、市内
のお店や企業などの見守りスポット
の周辺を通過したり、見守りアプリを
登録したスマートフォンなどとすれ
違ったりすることで、見守り端末の位
置を記録するものです。まずは市内

100万円の補助制度を、大幅に拡充
いたします。令和6年度からは、対象
区域を居住誘導区域と、市内にある
16団地に拡大いたします。対象者に
つきましても、これまでの新築住宅を
取得された方だけでなく、中古住宅
取得後にリフォームする方、中古住宅
を賃貸後リフォームする方も対象と
いたします。市内にある団地では、高
齢化や建物の老朽化が進んでおり、
日光川東エリアの青塚団地、喜多神
団地、葉苅団地、宇治団地、神守団
地、みずほ団地、こがね団地、下切住
宅、江南団地、百島団地、みどり台団
地の11団地と、日光川西エリアの永
宝団地、さかえ団地、上春日台団地、
下春日台団地、東愛宕住宅の5団地
の合計16団地の再生を、新しい居住
誘導施策で積極的に推進してまいり
ます。

補助金の加算要件につきまして
も、若年の子育て世帯が親世帯の近
くに居住することを後押しするため
に、親世帯と同居・近居の場合の加算
を設けるほか、地元事業者の活性化
のために、市内の事業者が施工した
場合にも、さらに加算をいたします。
補助金額は、新築住宅を取得した場
合や中古住宅を取得後リフォームし
た場合、最大150万円。中古住宅を賃
貸後リフォームする場合、最大170万
円となります。空き家対策のための
空家解体促進費補助金に関しても、
20万円から2.5倍の50万円に大幅に
増額いたします。この補助金は新築
住宅を取得した場合、併用ができ、最
大200万円となります。本市に居住す
る大きな後押しとなり、さらなる定住
促進につなげてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」についてご説明申し上げます。

津島市民病院は、この地域になく
てはならない病院として、海部医療
圏の医療を守る要となる中核病院と
しての役割を果たしております。私は
設置者として、市民の皆様から信頼
され続けるために取り組んでまいり
ました。新型コロナウイルスの感染
が拡大した時期は、市民の皆様の健
康な暮らしを守るために、医療従事
者が最前線に立って対応しました。市
民病院が今後も役割を果たしていく
ためには、経営の安定化を図ること
が必要不可欠です。
冒頭にも申し上げました通り、市民
病院の経営改善に取り組んできた結
果、平成29年度から6期連続で経常
収支黒字化を達成することができま
した。平成28年度末には約19億円
あった一時借入金につきましても令
和2年度に解消しております。

令和4年7月には、アフターコロナ
を見据えながら病院全体の課題を組
織横断的にマネジメントするため、経
営戦略部戦略企画室を設置しており
ます。医師や看護師、事務職も一体と
なって、ポストコロナに対応しながら、
積極的に経営強化を図っておりま
す。引き続き質の高い医療を提供し
ていくため、市と病院が一体となっ
て、安定的な運営を行ってまいりま
す。

市民の皆様がいつまでも健康で暮

らしていただくには、まずは一人ひと
りの健康づくりが重要となります。そ
のため、市では「笑顔で健幸大作戦！」
と銘打ち、スマートフォンのアプリを
活用して、毎日の歩数の記録や、自分
で決めた健康目標へのチャレンジな
ど、一人ひとりの健康習慣を応援して
おります。
昨年8月には、誰もが気軽に楽しく
体を動かすアイデアを募集する「こ
れってステップ？！コンテスト」を開催
いたしました。ウォーキングの可能性
を広げてステップを取り入れたアイ
デアなど、入賞アイデアは市内の
様々なところで展開してまいります。
現在、各小学校区別のウォーキング
コース作成に向けて、市民の皆様と
一緒になって検討しております。令和
6年度には、各小学校区で完成した
コースを巡るウォーキングイベント
を実施してまいります。

健康増進には、スポーツも非常に
有効です。市民の皆様が気軽に健康
づくりや体力づくりが行えるよう、ま
た、競技スポーツの技術向上につな
げていくことなど、スポーツ環境の充
実を図るため、現在、スポーツ推進計

令和6年第1回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、当初予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

市民の皆様からの厚いご信任を賜
り、市長3期目の職務に就かせていた
だき、任期の半ばである2年が経過し
ようとしております。市民の皆様から
お寄せいただきました信頼とご期待
にお応えするため、私のマニフェスト
としてお示しさせていただきました
「つしま成長戦略　第3弾」に掲げた
取組を加速させていくことが、私に
課せられた使命であり、決意を持って
「魅力マシマシ津島市」をキーワード
に、津島市のさらなる発展に全力を
尽くして、取り組んでまいる所存であ
ります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

さて、1月1日午後4時10分頃に、石
川県能登地方でマグニチュード7.6、
最大震度7の地震が発生しました。こ
の度の地震で、お亡くなりになられた

皆様に心からお悔やみを申し上げま
すとともに、被害に遭われた皆様に
お見舞いを申し上げます。
本市におきましては、発生日の夜

に消防職員が第1次緊急消防援助隊
として被災地支援に向かい、その後
も随時出動したほか、津島市民病院
の医師・看護師・薬剤師・臨床工学技
士がチームを組み、津島市民病院災
害派遣医療チームＤＭＡＴ隊として、
能登総合病院に向かい、被災者の皆
様に寄り添った活動を行っておりま
す。被災地への支援につきましては、
主に愛知県が被災地のニーズを踏ま
え調整を行っており、本市において
は、被災地への職員の派遣や市営住
宅の提供、ライフラインが途絶えて
いる高齢者施設入所者の受け入れ
など、速やかに対応をしております。

新型コロナウイルス感染症が5類
感染症に移行となり、経済活動の正
常化が進み、以前の活力ある暮らし
が戻りつつあります。市民病院にお
いては、院長を始めとする医師、看護
師などの医療職、事務職も含めて職
員一同が一丸となって新型コロナウ
イルス感染症に対応してまいりまし

た。今後も市民の皆様の命と健康を
守る要としての役割を果たしてまい
ります。

一方、物価高が続いている中、厳し
い状況に置かれている市民の皆様や
事業者の皆様に支援をお届けするた
め、令和2年度から実施してまいりま
した新型コロナウイルス感染症対策
を含めた物価高騰支援のための事
業として、令和5年度に実施いたしま
した小中学校給食費及び保育所・幼
稚園・認定こども園等の副食費無償
化をはじめ、これまでに第1弾から第
16弾まで177事業、総額約129億円の
事業に取り組んでまいりました。これ
らの事業は、市民の皆様や事業者の
皆様に寄り添って、しっかりと支援を
行うものであり、大きな成果があった
と考えております。

本市の財政状況は、私が市政を引
き継いだ10年前、非常に厳しいもの
でした。そのため、財政を健全化させ
るべく、事務事業の徹底的な見直し
などによる歳出の削減、様々な形で
の歳入の確保など、徹底的な行財政

改革を行ってまいりました。その結
果、平成26年度から令和4年度まで
の9年間における行財政改革の効果
額は、約91億3,000万円となり、市の
財務体質は大きく改善いたしました。
市の貯金にあたる財政調整基金
の残高は、平成25年度末時点では15
億9,800万円でしたが、令和4年度末
では約45億円と29億200万円増加、
率にして約2.8倍にすることができま
した。令和4年度末の市民一人あたり
の残高は、約7万4,000円となり、これ
は名古屋市を除く県内37市中7位と、
トップクラスの順位です。
株式会社東洋経済新報社が公表し

ております都市データパック2023年
版によりますと、津島市の財政健全
度ランキングは全国792市区中195
位となり、全国で上位4分の1に入り
ました。

市の実質的な借金にあたる臨時財
政対策債を除いた市債残高につきま
しては、ピーク時の平成11年度末に
は約219億円でしたが、令和4年度末
では、約59億円と約160億円減少、率
にして約27％、約4分の1に減少させ
ることができました。これにより令和
4年度末の市債残高は、名古屋市を
除く県内37市中4番目に少ない額と

なりました。文字通り借金が減り貯金
が増え、財政の健全化が達成されま
した。

市民病院の経営安定化につきまし
ても、市民病院が海部医療圏の医療
を守る要となる中核病院としての役
割を果たすとともに、市民の皆様か
ら信頼され続けられるように、安定的
な地域医療の推進を目指し、経営改
善の取組を進めてまいりました。そ
の結果、平成29年度から6期連続で
経常収支黒字化を達成するととも
に、平成28年度末に19億円あった一
時借入金を解消することができまし
た。借金にあたる企業債残高に関し
ても、ピーク時の平成17年度末には

約161億円でしたが、令和4年度末で
は、約67億円と約94億円減少、率にし
て約42％に減少させることができま
した。

このように財政の健全化と市民病
院の経営安定化を図ってきたことに
より、市の財務体質は大きく改善し、
津島市が次なるステップへ進むため
の準備ができました。そして、令和5
年度は「まちづくり再生と子育て支
援　2大プロジェクト」を進めてまい
りました。
1つ目のまちづくり再生として、正

面玄関である津島駅周辺の暮らしの
質を高める「津島Next　Move！」事
業や、北の玄関口となる青塚駅周辺
の整備計画、天王川公園の野外ス
テージの整備などのまちづくりへの
成長投資を進めております。2つ目の
子育て支援として、子どもが産まれる
前から産み育てるまで、丸ごと応援
する全国トップクラスの「子育て支援
トータルプラン」などの子育て支援
策を実施いたしました。市民の皆様
から「天王川公園がリニューアルさ
れて芝生広場で子どもたちも伸び伸
びと遊べてうれしい」「学校給食費の
無償化はとてもありがたい」など、多
くの喜びの声をいただいております。

いります。
このような子育て家庭に寄り添っ
た手厚い支援は、まさに日本一の支
援であると自負しております。

子育てに関する情報を提供してお
ります子育て情報アプリにつきまし
ても、昨年7月にリニューアルし、子育
ての記録を保存したり、予防接種や
イベントなどの情報がプッシュ通知
で届いたりと、これまで以上に使いや
すくなりました。今後も子育て情報を
充実してまいります。

同じく昨年7月には、こども家庭庁
が推進する、子どもたちが健やかで
幸せに成長できるような社会を実現
する「こどもまんなか宣言」の趣旨に
共感・賛同し、「こどもまんなか応援サ
ポーター」として活動することを宣言
いたしました。そして、市の子育て施
策を積極的にＰＲするために、「子育
て応援キャラクター」を募集いたしま
した。このキャラクターを使用しなが
ら、子どもとともに幸せに暮らすこと
ができるまちの実現を目指してまい
ります。

教育に関しましては、「豊かな人間
性と、よりよく生きる力を身につけた
人（津島っ子）」を育成するため、確か

な学力、健康・体力、豊かな人間性の
バランスのとれた力を育む特色ある
教育を推進しております。

令和4年度には、日本初となる規模
で、プログラミング可能な人型ロボッ
トやブロックを市内全ての小中学校
に導入し、児童・生徒が楽しみながら
役に立つプログラミング学習を実施
しております。「津島・プログラミング・
プロジェクト」の頭文字をとった「ＴＰ
Ｐ」と称して、昨年8月には市内4中学
校対抗で、「ＴＰＰコンテスト　プレ大
会」を開催いたしました。各学校とも
仲間と協力しながら創意工夫を凝ら
したプログラムが構成されておりま
した。令和6年度には、市内全ての小
中学校参加による本大会を開催する
予定をしており、今から大変楽しみに
しております。

全ての小中学校に設置をしており
ますコミュニティ・スクールでは、学
校・家庭・地域が一体となって、地域ぐ
るみで子どもの成長を見守る体制を
推進しております。中学校で実施して
おります学習支援「未来塾」につきま
しては、順次、中学校において実施さ
れており、引き続き、未来に生きる子
どものために、地域総がかりで子ども
たちを育てる環境を築いてまいりま
す。

今後ますますグローバル化が進む
社会の中で、重要となる子どもたち
の国際理解教育につきましては、全
ての小学校において、県内にある8つ
全ての領事館と連携した「領事館交
流プロジェクト」を市独自の施策とし
て実施しております。令和5年度は、
日本との国交150周年を記念して、ペ
ルーの学校と約14時間の時差を超
えてオンラインでの交流を行うなど、
各学校趣向を凝らした様々な取組を
行っております。今後もより一層の国
際理解を図るとともに、国際人として
未来に飛躍する人材育成を目指して
取り組んでまいります。

近年、全国的に増加傾向である不
登校の児童・生徒に対する支援とい
たしましては、拠点となる津島市教育
支援センターを、生涯学習センター
内と児童科学館内の2か所に設置し、
多様な価値観の中で、子どもたちの
様々な学びの場や、安心して過ごす
ことができる居場所となるよう、個別
学習や相談などを行っております。ま
た、校内教育支援センター「ほっと
ルーム」は、令和4年度に神守中学
校、令和5年度に藤浪中学校、令和6
年度には天王中学校と暁中学校で開

津島神社周辺におきましては、「尾
張津島観光センター」と「旧わざ・語
り・伝承の館」の解体を進め、令和7年
度までに官民連携による新たな賑わ
い拠点の整備を進めます。

津島駅と津島神社を結ぶ天王通り
におきましては、無電柱化に向け、愛
知県との調整を継続するほか、観光
交流センターや旧いちい信用金庫
天王通支店などを活用し、シビックプ
ライド醸成拠点や、まちなか交流広
場の整備に向けた準備を進めている
ところです。市が投資主体として、マ
チナカの再生に関する各種事業を着
実に進めることで、民間による宅地
開発の増加や店舗や医療などの都
市機能の開発も促進されるものとな
ります。そのためには、市としても定
住を促進させる新規事業として人口
の増加策も含めて、暮らしの質や賑
わいあるマチナカを実現していきま
す。本年3月には、古民家や空きス
ペースなどを展示会場としたアート
展を開催いたします。様々なアー
ティスト作品の鑑賞のほか、体験型
のワークショップもあり、津島の魅力
を五感で体感することができます。

天王川公園におきましては、昨年4
月よりパークＰＦＩによる民間事業者
の管理・運営が始まりました。昨年7月
には、津島市に本社を置く株式会社
宇佐美鉱油様及びグループ企業様
から多額のご寄附をいただき、野外
ステージやジョギングコースの整備
が完了いたしました。同じく昨年7月
にオープンしたスターバックスコー
ヒーも含め、市民の皆様から「天王川
公園で、家族でのんびり過ごすことが
でき、公園の魅力がアップした」、「若
者が多く訪れるようになり、生まれ変
わった」など、多くの喜びの声をいた
だいております。

令和6年度は、多くの公園利用者に
喜んでいただいている芝生広場を拡
張する整備事業のほか、中央トイレ
や北エリアのトイレの大規模修繕を
行い、さらに快適な公園となるよう整
備を進めてまいります。また、地球温
暖化の影響を受け、夏場では夜間に
ウォーキングなど、健康づくりを行う
公園利用者が増えてきています。春
夏秋冬を含め、公園の魅力を高める
ための「ライトアップ大作戦」を展開
し、引き続き市民の皆様に愛される
公園として整備を進めてまいります。
このほか天王川公園や津島神社への
アクセス向上として、都市計画道路
である橋詰又吉線の整備も推進して
まいります。

東西南北それぞれの玄関におきま
しても、「価値」を高めるための取組
を進めております。北の玄関である
青塚駅周辺では、駅へのメインとな
る県道蜂須賀白浜線の歩道整備の
早期事業化に向けて、愛知県に力強
く要望を進めていくほか、地域住民
の方と対話をしながら、駅前広場の

約／日本」事務局は、気候変動の緩
和及び気候変動への適応に対する取
組が評価され、昨年12月に「気候変
動アクション環境大臣表彰」において
大賞を受賞いたしました。

私たちは地球人です。地球の未来
に責任を持たなければなりません。
今後もこうした取組を着実に実行し、
市民の皆様や事業者の皆様と力を合
わせ、脱炭素型社会の実現に向けて
積極的に取り組んでまいります。そし
て、2050年までに二酸化炭素の排出
量を実質ゼロとすることを目指して
まいります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和6年度当初予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

まず、予算規模でありますが、一般
会計258億円、特別会計133億4,868
万8,000円、企業会計156億6,072万
2,000円で、これら全会計を合せます
と548億941万円となり、前年度の当
初予算と比較しますと、一般会計は
6.7％の増、特別会計は0.4％の増、企
業会計は1.2％の増、全会計では
3.5％の増となっております。一般会
計の予算規模としましては、過去3番
目で、文化会館の建設を行った平成7

年度、8年度を除くと、最大の規模と
なります。

次に、一般会計の歳入であります
が、根幹を成す市税収入は、83億
3,371万2,000円で、物価高対策とし
て個人住民税の定額減税を行うこと
から、前年度比1.9％の減となってお
りますが、定額減税による減収額を
除いた本来の市税収入としては、前
年度比0.5％の増と、コロナ禍からの
回復基調が続いております。また、地
方交付税は、33億8,000万円で、前年
度比9.0％の増、一方、地方交付税の
振替措置である臨時財政対策債は、
9,000万円で、前年度比70％の減で
計上しています。

次に、歳出でありますが、義務的経
費のうち人件費は39億3,824万4,000
円で、退職手当の増などにより、前年
度比6.4％、約2億4,000万円の増、扶
助費は、68億905万9,000円で、子育
てや福祉関係の給付費の増などによ
り、前年度比4.2％、約2億8,000万円
の増、投資的経費は、30億9,666万
6,000円で、31億円にせまる投資額に
なります。具体的には、道路などの基
盤整備の充実に加え、津島駅東側駅
前広場の整備、天王川公園の大規模
改修、南小学校と神守小学校の耐震

性貯水槽の設置、神島田小学校体育
館の改修や南文化センターなど、公
共施設の長寿命化改修などで、前年
度比31.9％、約7億5,000万円の大幅
増となっています。
令和6年度は、「まちづくり再生第2

弾による成長投資」、「子育て支援
トータルプランのさらなる充実」な
ど、未来の津島へ向けて、多くの重要
事業を計上する積極予算を編成いた
しました。

このため、予算編成にあたりまして
は、市の貯金ともいえる財政調整基
金から20億5,000万円を繰り入れて
おりますが、財政調整基金の残高は、
令和5年度末で約47億円まで増加す
る見込みであり、令和6年度当初予算
への繰入後でも、27億円ほどの残高
を維持できます。

津島市の財務体質は大きく改善し
ており、着実に安定してまいりまし
た。今後につきましても、行財政改革
などに不断に取り組み、持続的な行
政運営に努めながら、必要な事業を
効果的に展開することで、つしま成長
戦略を確実に推進してまいります。

結びにあたり、今議会には令和6年
度当初予算をはじめ、条例などの諸
議案を提出しております。いずれも
市政運営に欠くことのできないもの
ばかりであります。十分ご審議の上、
適切なるご議決をいただきますよう
お願い申し上げます。

設置や住宅などが建設できる土地利
用構想を進め、駅に近い立地を活か
したまちづくりを進めていきます。今
後、まちづくりに必要な下水道や道
路等の整備に向けた具体的な検討を
行ってまいります。東の玄関では、
2027年に西尾張中央道まで開通予
定であります名古屋津島線バイパス
の整備に合わせ、生涯学習センター
と東公園一帯を、スポーツと健康を
キーワードに、広域的な玄関にふさ
わしい位置づけをし、魅力向上を目
指してまいります。西の玄関では、検
討されている木曽川・長良川新架橋
の整備促進に向け、国や県に対して
積極的に働きかけを行ってまいりま
す。

本市では、令和2年3月に「津島市
歴史的風致維持向上計画」を策定
し、本市固有の歴史的風致を守り、育
て、継承し、地域の活性化につなげる
ことを目指しております。さらに次の
ステップとして、歴史的風致である景
観を計画的かつ確実性をもって保全
するため、景観計画の策定に着手い
たしました。良好な景観形成により、

調和がとれた町並みを目指してまい
ります。

企業誘致の状況につきましては、
これまで、宇治・白浜・鹿伏兎の3区域
約21万㎡に工場等の立地を誘導す
る区域を指定し、企業誘致を積極的
に推進した結果、区域の約8割に企業
を誘致することに成功しました。引き
続き企業誘致を進めるため、昨年10
月に越津・下切区域約18万㎡、本年1
月に下新田・大縄区域約3万㎡を区域

に追加いたしました。今後、新たな区
域の追加も検討しながら、より一層
精力的に企業誘致を推進してまいり
ます。

令和6年度は、新たな企業誘致推
進区域となる周辺の歩行者の安全環
境を確保していくために、宇治百町
線と神尾金柳線の歩道整備を進めて
いく予算を計上いたしました。

神守中町・神守下町及び唐臼地区
におきましては、建ぺい率と容積率
など建物の規制を緩和し、約68万㎡
をこれまで建築できなかった建物が
建築できるようになることで、土地利
用の促進を図ってまいりました。今議
会には、さらに中地地区約4万㎡にお
いて規制緩和を行うための条例改正
に関する議案を提出しております。今
後は、愛宕地区約7万㎡においても
規制緩和に向けて進めてまいりま
す。

先ほど2大プロジェクトを牽引し、
定住を促進させる事業の内容を申し
上げました。具体的にはこれまで神
守・唐臼地区で実施しておりました居
住用の新築住宅取得に対する最大

室し、4中学校全てにおいて開室して
まいります。これにより、これまで教
育支援センターに通室していた生徒
も、学校に登校するきっかけとなり、
友達などとのコミュニケーションが
取りやすくなるほか、学校行事への
参加なども可能となるものと考えて
おります。

経済的な理由により、お子さんを
小・中学校へ就学させるのにお困り
のご家庭に対しましては、学用品費や
給食費などの費用の一部を援助する
就学援助費の受給要件を拡大し、支
援の充実を図ります。家庭の経済的
な状況によって学習の機会に差が出
ることのないような学習支援も実施
いたします。

学校教育環境につきましては、こ
れまで全ての小中学校の普通教室
などへのエアコン設置、トイレの洋式
化、県内初となる体育館へのスポット
エアコンの整備などを行っており、現
在、学校施設の長寿命化改修に取り
組んでおります。

令和5年度には、神守中学校と蛭
間小学校の体育館の長寿命化改修
を行い、令和6年度には、神島田小学
校体育館の改修と、高台寺小学校体
育館の改修に向けた実施設計を行う
ほか、天王中学校に自転車置き場を
設置します。子どもたちが安全・安心

な学校生活を送ることができるよう、
計画的に整備を行ってまいります。

また、働いているなどの理由によ
り、保護者が昼間不在となる家庭の
子どもたちが放課後や長期の休み中
に、安全で楽しく過ごすための遊びや
生活の場となる学童保育につきまし
て、8つ全ての小学校区にこどもの家
を設置しております。

平成29年度には西小学校、平成30
年度には北小学校の敷地内にこども
の家を新築し、令和4年度には、学校
から遠方の位置にあった神守こども
の家を神守小学校敷地内に新築い
たしました。令和6年度は、私が4か所
目に手がける南こどもの家の新築に
向けての実施設計業務を進めるな
ど、今後も学童保育のさらなる環境
の充実を積極的に推進してまいりま
す。

子どもたちの健康・体力を向上さ
せる取組といたしましては、これまで
実施しておりました「総合的な子ども
の基礎体力向上大作戦」、通称ＳＫＩＰ
（スキップ）を発展させ、令和4年度か
ら小中学校において、縄跳び名人を
講師として招いた縄跳び教室や、

サーキットトレーニング教室を実施し
ております。未来の担い手としてたく
ましく生き抜くために、必要な健康と
体力をつけることを目指します。

健康・体力のもととなる学校給食に
つきましては、平成27年度から、「津
島市給食献立コンクール」を実施し、
児童生徒の考えた献立を給食に取り
入れております。子どもたちに安全・
安心な食を提供するため、有機農産
物を使用したオーガニック給食につ
きましても、段階的に導入を進めて
おり、子どもたちに笑顔で給食を食
べてもらえるよう、栄養バランスに優
れた心のこもった美味しい学校給食
を提供してまいります。

少子化対策として、若者に出会い
の機会を提供するため、尾張津島天
王祭宵祭開催日に、県内在住または
在勤の独身者を対象に、「天王祭de
ご縁結び」を開催する予定をしており
ます。

多くの学生が奨学金を受給し、就
職後、返還している状況の中で、企業
が従業員への奨学金返還支援制度
を導入することは、学生が企業選び
をする際の大きなポイントとなりま
す。このため愛知県では、令和6年度
から中小企業の人材確保を図ること
を目的に、従業員の奨学金返還を支
援する中小企業を対象に補助制度を
創設いたします。対象とする中小企
業等は、県への企業登録が必要であ
りますので、市といたしましても市内
中小企業等に積極的に働きかけてま
いります。

進め、北小学校においては、文化会
館に設置されている100トンの貯水
槽を活用いたします。今後も引き続
き全ての小中学校への設置に向けて
計画的に進めてまいります。

また、災害が発生した際の避難所
での生活のため、避難所用の資機材
を市で備蓄しております。寒い時期
の避難に備え、毛布や新たに簡易寝
袋も備蓄して寒さ対策を強化いたし
ます。大切な家族の一員であるペッ
トも一緒に避難することができるよ
う、公共施設のうち1か所をペットと
の同室避難所とするほか、指定避難
所である8小学校でも、ペットと同行
避難をされることを想定し、ケージや
ワンタッチテントなどの資機材を整
備いたします。

自宅から指定避難所まで離れてい
ることや、普段行き慣れない避難所
へ行くことへの不安を解消するた
め、県内初の取組として、民間施設を
緊急避難場所として活用し、緊急時
に速やかに避難できる体制を強化し
てまいります。

市役所本庁舎につきましては、災
害時には災害対策本部として機能さ
せる必要があることから、耐震化を
実施したほか、非常用の電源設備の
整備を行ってまいりました。災害時の
重要な施設である消防庁舎や、避難
所としても重要な錬成館をはじめ、主
な公共施設についても耐震化を実施

してまいりました。

災害対策本部においては、市民の
皆様の命を守るため、国・県・市が保有
する情報を一元化する必要があるこ
とから、様々な情報を一元的に可視
化できる防災支援システムを令和4
年度に構築いたしました。このシステ
ムを地域の自主防災組織と連携しな
がら活用していくことで、地域の減災
に結び付けてまいりたいと考えてお
ります。また、災害情報を市民の皆様
にお知らせするため、災害時の緊急
情報、避難所の開設状況、道路の冠
水状況の情報などを見ることができ
る防災情報専用サイト「つしま防災
ポータル　まもるくん」を新設いたし
ました。スマートフォンからでも閲覧
できますので、是非ご活用ください。
令和6年度より、75歳以上の高齢
者等、災害弱者の方々のうち、希望さ
れる方に対しては、緊急時に防災情
報が流れる専用ラジオを無償で貸し
出す事業を開始いたします。防災情
報を受信すると自動的に電源が入る
ものであり、情報をいち早く市民の
皆様が受けとっていただくことが可
能となります。

市では、災害時の情報収集にド
ローンの活用も進めております。災
害現場に行くことができない場合で
も、ドローンを飛行させて映像を撮
影し、その映像を災害対策本部で確

認することができることから、ドロー
ン人材20名の育成を目指し、令和4年
度から市職員のドローン操縦資格取
得に取り組んでおります。

災害時に避難場所として利用でき
る場を確保するため、現在、神守地区
において、都市公園の整備を行って
おります。神守小学校北エリアに約
2,500㎡、神守こども園西エリアに約
1,800㎡の広さの2つの公園につきま
しては、マンホールトイレ、東屋を設
置し、まもなく完成いたします。さら
に神守支所東エリアにも、約2,200㎡
の広さの3つ目の公園を整備するた
め、令和6年度から着工いたします。
今後はさらに神守中学校南エリアに
約4,500㎡の広さの4つ目の公園整
備を進めてまいります。

消防本部では、市民の皆様の命を
守るため、防災力の強化を図ってお
ります。本市の消防本部は、市域のほ
ぼ中央に位置しております。日光川
東側の一部の地域においては、救急
車の現場到着までの時間が課題と
なっておりました。そのため、交通量
が多い平日昼間帯に、神守支所に救
急車を待機させる救急ステーション
の実証運用を、昨年8月から本年3月
22日まで行っております。実際に救

配信を行うことで、効果的な情報発
信を行っております。

また、愛知大学や津島東高校と連
携し、「津島の魅力PRデザイン開発
プロジェクト」として、PR用ステッ
カーのデザイン制作を行っているほ
か、副業人材を活用し、PRちらしの
デザイン力を高めるとともに、津島
の魅力を広く動画配信しております。
今後も本市の「価値」をさらに高める
ため、「魅力マシマシ津島市」を積極
的に発信してまいります。

ふるさと納税の返礼品において
も、地場産業の活性化と地元特産品
のＰＲのため、全国に向けて積極的に
発信しております。特に、あらかじめ
蓄電ができ、災害時等の備えとして
役立つポータブル電源は大変好評で
あり、昨年12月に新たな返礼品とし

て加えた結果、12月のみで約5,400万
円のご寄附をいただいております。
今後もより一層の返礼品の充実のた
め、様々な工夫を凝らしながら取り組
んでまいります。

市が実施する地方創生プロジェク
トに対して企業から寄附をいただく
企業版ふるさと納税につきましても、
複数の企業から多額のご寄附をいた
だき、子育てや文化の継承、公園の
整備など、様々な分野で活用してお
ります。さらなる寄附をいただけるよ
う、引き続き企業に対して積極的に
働きかけを行ってまいります。

地域におきましては、交通安全や
防犯、福祉など、様々な課題解決に向
けて取り組んでいただいております
コミュニティ推進協議会等に対する
補助金を増額し、活動を支援いたし
ます。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」についてご説明申し上げま
す。

令和3年12月に策定いたしました
都市計画マスタープランでは、将来
に向けたまちづくり戦略として、津島
駅周辺を正面玄関として位置づける
とともに、市内の東西南北を玄関とし
て位置づけました。

昨年3月には、本市と名古屋鉄道株
式会社、ＵＲ都市機構の三者で、県内
初となる地域の持続的発展を目的
に、鉄道と連携したまちづくりを進め
ていく包括連携協定を締結しまし
た。名古屋鉄道株式会社とは、これま
でも「つしまちあるきキャンペーン」
など、本市の観光面でも協力を頂い
ているほか、ＵＲ都市機構を含めた三
者では、津島駅周辺でのマチナカの
再生に向けた社会実験でも協働の立
場でご参画いただいています。この
三者で同じまちづくりへのベクトル
を共有し、さらに進んだ未来に繋がる
事業を展開してまいります。それに
向け、令和5年度は、まちづくり再生
元年と位置付け、津島玄関まちづく
り構想「ゲートウェイプロジェクト」の
推進のため、津島市の「価値」を高め
る成長投資を行いました。さらに令
和6年度では、次へのステップ「まち
づくり再生」第2弾として、プロジェク
ト推進のための取組を加速してまい
ります。

津島駅周辺の正面玄関におきまし
ては、駅の東側に駅前広場・市民の交
流広場を整備するため、用地買収を
行ってまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いてご説明申し上げます。

 
この地域は、高い確率でマグニ
チュード8～9クラスの巨大地震が発
生することが予測され、地震による甚
大な被害が発生することが予想され
ております。また、近年、全国各地で
大雨による被害も頻発している中、
市民の皆様を誰一人として取り残す
ことのないよう、防災・減災対策を行
う必要があります。

災害時には、自助・共助・公助の3つ
が必要となります。大規模災害時に
は、救援物資が届くまでに時間を要
することから、自分の命は自分で守る
ことができるよう、日頃から7日分程
度の食料や、資機材などの備蓄と
いった「自助」の取組をお願いいたし
ます。能登半島地震では倒壊した家
屋の下敷きになった方が犠牲者の大
半を占めることが判明しました。市で
は地震から身を守るために、住宅の
無料耐震診断や住宅の耐震改修へ
の補助を行っております。令和6年度
は耐震診断に関する予算を5割増し
にするとともに、耐震改修の補助金
を100万円から150万円に大幅に拡
充するなど、耐震改修や除却に関す
る予算を2.7倍にし、市民の皆様の安
全を守ってまいります。また、災害時

に備え、窓ガラスが割れた際の破片
の飛び散りを防ぐための飛散防止
フィルムの貼り付けや、家具の転倒
防止金具の取り付けを無償で行って
おります。ご自身の命を守るため、ま
だ対策がお済みでない場合は、是非
ご利用ください。

市では、毎月第3日曜日を「家庭防
災の日」と定め、防災教室を定期的に
開催し、家庭において防災について
話し合うことを進めています。避難経
路や備蓄品の確認、家庭でできる対
策などについて話し合い、防災意識
を高めるきっかけとしていただきま
すようお願いいたします。
災害が起こった際、ご自身の力だ

けでは避難所へ避難することが困難
な方々につきましては、一人ひとりに
対して個別避難計画を作成し、地域
で活用することで取り残すことなく、
人的被害を最小限にとどめられるよ
う、地域で支援する「共助」の体制の
確立に全力を尽くしてまいります。

災害時にうろたえることなく行動
するためには、平時から訓練をしてお
く必要があります。自主防災組織を
はじめ、様々な主体と協働して防災
訓練を実施いたします。訓練には、
ゲーム形式も取り入れながら、いざと
いう時にきちんと実践できるような
内容としてまいりますので、積極的な
ご参加をお願いいたします。

なお、自主防災組織は、地域の防
災において、大変重要な役割を担っ
ております。近年の物価高騰の状況
等をふまえ、各小学校区の自主防災
組織の体制強化のため、令和6年度
より補助金を増額いたします。さらに
自主防災組織や町内会に所属する防
災関連委員の皆様が、万が一活動中
に怪我をしてしまったときなどに備え
て、市の負担で傷害保険及び損害賠
償保険に加入することで、より安心し
て活動していただくことができます。

「自助」・「共助」に加え、市では「公
助」といたしまして、災害時における
飲料水の確保のため、平成26年度か
ら水道管の耐震化を実施しておりま
す。これまでに災害時に避難所とな
る、東小学校・西小学校・南小学校・北
小学校・神守中学校・神守小学校をは
じめ、災害時の重要施設である市役
所、市民病院などへの水道管の耐震
化に対し、20億円を超える投資を
行ってまいりました。配水場から離れ
た地域である神島田小学校、高台寺
小学校、蛭間小学校には約3億円を
投資して耐震性貯水槽を設置いたし
ました。令和6年度には、南小学校と
神守小学校への設置工事を実施す
ると同時に、令和7年度、東小学校、西
小学校への設置に向け実施設計を

急車の到着時間が短縮するなどの効
果が出ており、地元の方からも好評
いただいておりますので、引き続き
運用を進めてまいります。

他の消防本部との連携・協力も進
めており、海部地域の消防本部とは
合同訓練や勉強会を開催しておりま
す。令和7年度からは津島市ほか名古
屋市を含む7消防本部と指令業務の
共同運用を開始します。これにより、
消防力の強化による住民サービスの
向上が期待できます。また、愛西市と
は、はしご車の共同整備についても
進めており、実現すれば県内初の試
みとなります。

地域防災に欠かすことのできない
消防団につきましては、消防団員の
訓練のための出動報酬を増額し、新
たな団員の確保に向けて充実を図る
とともに、神島田分団車庫の新築移
転に向けての準備を進めてまいりま
す。
このように、市民の皆様一人ひとり
に寄り添った防災対策を行ってまい
ります。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」についてご説明申し上げます。

本市は、津島神社や数多くの寺院、
歴史的な町並み、ユネスコ無形文化

遺産に登録された「尾張津島天王祭
の車楽舟行事」をはじめとする四季
折々の祭りをはじめ、市内各所に伝
承されている祭り、そして市民の皆様
に愛されている天王川公園や津島神
社など、誇るべき数多くの地域資源
が市内全域にあります。これらは他の
自治体にはない本市の大きな強みで
あります。

このような歴史的・文化的な遺産
を、地域総がかりで継承していくた
め、文化財保存活用地域計画の策定
に着手いたします。尾張津島天王祭
などの大規模な祭りだけではなく、市
内各地域の山車や神楽、市民の皆様
の生活の中に息づく文化など、地域
ごとに調査を実施して掘り起こしを行
い、保存・活用に向けて検討してまい
ります。

市の指定文化財である氷室作太夫
家住居につきましても、貴重な文化
財を後世に引き継ぐため、保存と活
用に関する方針を定める保存活用計
画を策定してまいります。

本市において祭りは誇るべきもの
であります。祭りを今後も維持すると
ともに、体制を強化するため、尾張津
島天王祭及び尾張津島秋まつりの関
係団体に対する報償費を増額し、活
動を支援いたします。

本市にゆかりがある世界的な芸術
家である横井照子さんは、本年で生
誕100周年を迎えます。その節目とな
る年に、その偉業を顕彰するととも
に、本市の文化振興に向けた機運を
醸成するため、本年11月に横井照子
展を開催いたします。数多くの素晴ら
しい芸術作品に触れることができま
すので、是非楽しみにしてください。

本市は、東海三県寺密度ナンバー
ワンであることを活かして、平成30年
度より御朱印イベント「津島てら・まち
御縁結び」を開催し、令和6年秋に第
20回目を迎えます。これを記念して、
「第20回津島てら・まち御縁結び記念
事業」を実施し、本市の魅力向上を図
ります。

こういった本市の魅力を、より多く
の方に知っていただくため、プロモー
ションにも力を入れております。ふる
さと津島応援広報大使である津島市
出身の神野大地選手には、本市の魅
力をＳＮＳ等で広く発信していただい
ております。

令和5年度には、市の公式ＬＩＮＥの
機能を拡大し、情報を伝えたいター
ゲットに対して、それぞれのニーズに
マッチした情報を配信するセグメント

▲令和6年2月に横井照子氏の
作品を寄贈していただきました

▲ふるさと津島応援広報大使
神野大地選手

▲神守支所の救急ステーション

の小学1年生から3年生の児童に見
守り用の端末を無料で配布し、サー
ビスを開始したところであります。市
内全域における地域ＢＷＡの活用は
県内初となります。今後、高齢者の皆
様にも対象を拡大していくとともに、
見守りだけでなく、観光やまちづくり
の分野にも活用の範囲を広げてまい
ります。

ここ数年のコロナ禍においては、
感染防止のために不要不急の外出
自粛が求められ、その結果、地域活動
の縮小や、人との交流の減少といっ
た影響を及ぼしました。外出機会の
減少は、身体機能や認知機能の低下
が見られる「フレイル」の状態となる
方を増加させる恐れがあります。そ
のため、高齢者の皆様が、総合保健
福祉センター、生涯学習センター、神
島田公民館を使用する際の使用料を
半額にいたします。そして外出の機
会を増やしていただくとともに、総合
保健福祉センターにおいて交流する
ことができる拠点整備を行うなど、社
会参加の促進を図ってまいります。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どにマイカーを使うことができない、
あるいは今後使うことができなくな
る75歳以上の高齢者、移動が困難な
障がい者、妊産婦の皆様を対象とし
て、外出時のタクシー料金が半額と
なる、「津島おでかけタクシー事業」
を、昨年1月より開始いたしました。開
始より1年が経過し、これまでの利用
実績の累計は2万5,000件を超え、利
用登録者数も3,200人を超えており、

大変好評をいただいております。

障がいのある方への支援といたし
ましては、身体障がい、知的障がい、
精神障がいに加えて、難病、発達障が
い、強度行動障がい等、障がいのあ
るご本人やその家族の各種ニーズに
対応できる総合的な相談支援や専門
的な相談支援などを行う基幹相談支
援センターを、総合保健福祉セン
ターに設置いたします。
障がいのある児童への支援といた

しましては、障がいのある児童やその
家族への相談、障がい児を預かる施
設への援助・助言などを行う地域の中
核的な療育施設である児童発達支援
センターの設置に向け、未利用となっ
ております旧津島市立津島幼稚園の
民間活用を進めてまいります。

ここまでは、「つしま成長戦略」とし
て掲げた5つの項目に沿って説明し
てまいりました。このように、全ての
市民の皆様が心身ともに満たされた
状態である「ウェルビーイング」とな
ることを目指して取り組んでまいり
ます。

続きまして、この「つしま成長戦
略」の推進と並行して進めていくべ
き内容についてご説明いたします。

まずは、市民サービスの向上につ
ながるデジタル化です。社会が非常
に速いスピードで変化していく中、デ
ジタル技術を活用しながら従来の制
度等を変革し、様々な課題を解決す

るデジタル・トランスフォーメーション
「ＤＸ」を推進することが求められます。
本市では、デジタル技術を活用し

た窓口改革として、役所に「来ない」、
書類を「書かない」、手続きを「待た
せない」行政サービスの実現を目指
しております。令和4年度には、住民
票等のコンビニ交付、タブレット端末
による申請システム、「出生コー
ナー」や「おくやみコーナー」での窓
口ワンストップサービス、窓口の
キャッシュレス化などを導入いたしま
した。「出生コーナー」や「おくやみ
コーナー」は、専用カウンターを設置
して様々な部署で必要な各種手続き
をワンストップで行うことができるた
め、大変好評をいただいております。
令和6年度には、コンビニ交付の対象
サービスに所得課税証明書・納税証
明書を追加し、さらに市民サービス
の充実を図ることにより、「デジタル
化で、しあわせ実感都市、つしま」の
実現を目指してまいります。

このようなデジタル技術の活用
は、市民の皆様の利便性を向上させ
るだけでなく、職員の働き方改革に
もつながります。令和6年度は、ＡＩを
活用した議事録作成支援システムを
導入することで、効率化できる部分
はデジタルに任せ、市民の皆様との
対話や、新たに実施する事業の検討
など、職員は職員にしかできない業
務を担うことで、市民サービスのさら
なる向上を図ってまいります。

他自治体との連携についても進め
ております。藤まつりにおける江南市
や岐阜県羽島市との連携、ひつじサ
ミット尾州における一宮市や岐阜県
羽島市との連携、岐阜県海津市コ

文化財保存活用地域計画を策定
生活の中に息づく文化など、
地域ごとに調査を実施

市公式LINEの機能を拡大！
その他、市の「価値」をさらに
高めるために情報発信中！

津島てら・まち御縁結び
東海三県で寺密度がナンバーワン
であることを活かした催し

横井照子氏　生誕100周年
本年11月に横井照子展を開催

消防団の活動を支援
・消防団員の訓練のための出動
報酬を増額し、新たな団員を確保
・神島田分団車庫の新築移転準備
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令和6年度は、次へのステップ第2
弾として、「まちづくり再生」につきま
しては、津島神社周辺の新たな賑わ
い拠点、観光交流センター周辺の新
たな交流拠点の供用開始に向け、賑
わいの「核」となる拠点の整備がいよ
いよ動き出します。本市の「価値」を
高め、わくわくするまちづくりを進め
てまいります。
「子育て支援」につきましては、第2
子以降の保育料の完全無料化、3歳
から5歳児までの保育所・幼稚園・認定
こども園等の副食費の半額補助及び
市立小中学校の給食費の完全無償
化、0歳児を対象としてご希望の子育
て用品を無料で自宅にお届けする
「子育てサポート選べる無料定期便」
など、全国トップクラスの子育て支援
を引き続き展開し、安心して出産、子
育てができる環境づくりを進めてま
いります。

そして、この2大プロジェクトを牽
引し、定住を促進させる新規事業を
実施いたします。事業の内容としまし
ては、後ほど詳しくご説明いたします
が、津島駅周辺の旧津島エリア、地区
計画区域の神守、唐臼エリアにおい
て新築住宅を取得した方やリフォー
ムをした方に要件に応じて補助金を
交付するもので、本市への定住を促
進させ、人を呼び込むまちづくりを目
指してまいります。

昨年、ハラスメントや不適切発言

のない働きやすい職場を築いていく
ため、過去10年間にわたる実態調査
として、職場環境改善のためのアン
ケート調査を実施いたしました。第三
者委員会からいただいた最終報告書
の、研修の実施、弁護士による相談窓
口の創設などを含む7つの提言に、専
門家の支援を受けながら、しっかりと
着実に対応し、ハラスメントのない職
場の環境改善に取り組んでまいりま
す。
令和6年度に実施する主な施策に

ついて、「つしま成長戦略　第3弾」と
して掲げている5つの項目ごとにご説
明いたします。
まず、「つしま成長戦略」の1点目、

「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついてご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、本市の
「宝」です。子どもたちの健やかな育
成を図り、「子育てするなら、つしま」
の実現に向けて邁進してまいりま
す。そのため令和5年度より、子ども
が産まれる前から産み育てるまで、
丸ごと支援を行う「子育て支援トータ
ルプラン」として、5つの子育て支援
策を実施しております。
1つ目の支援は、18歳まで所得制

限なしの子ども医療費完全無料化の

継続。2つ目の支援は、第2子以降の
保育料も所得制限なしの完全無料
化。3つ目の支援は、3歳から5歳児ま
での保育所・幼稚園・認定こども園等
の副食費の半額補助及び市立小中
学校の給食費の無償化。4つ目の支
援は、0歳児を対象としてご希望の子
育て用品を無料で自宅にお届けする
「選べる無料定期便」。5つ目の支援
は、保育所・認定こども園等における
使用済み紙おむつの保護者持ち帰り
の廃止です。
3つ目の保育所・幼稚園・認定こども
園等の副食費及び市立小中学校の
給食費につきましては、昨年4月から
6月までは半額を無償化し、7月から
本年3月までは、物価高騰の影響を
受けている子育て家庭を支援するた
め、完全無償化に拡大いたしました。
市立小中学校の給食費につきまして
は、令和6年度につきましても、完全
無償化を継続いたします。
これらの5つの子育て支援のほか、
年齢期に応じた様々な支援を実施し
ております「こんにちは赤ちゃん訪
問」では、子育てを応援するため、「お
めでとう」の気持ちを込めて、生後2
か月を迎える赤ちゃんのいる全ての
ご家庭を訪問しており、大変好評を
いただいております。これらの支援
は、令和6年度も継続してまいりま
す。

また、令和6年度より、「こども家庭
センター」を総合保健福祉センター
の2階に開設し、母子保健と児童福祉
の機能を一体的に運営することで、
両部門が連携・協働を深め、切れ目の
ない支援を行うための相談体制を強
化いたします。さらに相談支援だけ
でなく、支援を必要とされる全ての
子どもたちや妊産婦の皆様等へのサ
ポートプランの作成、多様な家庭環
境への支援体制を充実・強化するた
めの地域資源の開拓なども担ってま

ミュニティバスの津島駅への乗り入
れなど、自治体の枠を超えた連携・協
力を推進してまいります。

市政運営を進める上で、最も重要
なことは、市民の皆様の声を聞くこと
だと考えております。そのため、市民
の皆様の声をお聞きする機会とし
て、令和4年度と令和5年度にタウン
ミーティングを開催いたしました。令
和4年度には、市内8つのコミュニティ
推進協議会それぞれと、令和5年度に
は、市内で定期的に活動する団体を
対象として15回開催いたしました。令
和6年度につきましても私が自ら市
政について市民の皆様にご説明する
機会を設けます。是非ご参加ください。

市民の皆様が安心して暮らすため
には、様々な人権課題が解消され、一
人ひとりの人権が尊重されることが
重要であります。人権啓発や地域住
民の福祉の向上、交流の拠点施設で
ある南文化センターは、建物及び設
備の老朽化に対応するため、大規模
改修工事を実施してまいります。今
後も新たに生まれ変わる南文化セン
ターにおいて、地域交流促進事業や
生活上の相談事業の充実を図ってま
いります。
また、産業廃棄物処理施設等を設
置する際に、事業者と関係住民とのト
ラブルを防ぐための条例を制定して
まいります。

職員の声を聞く場も設けておりま
す。令和4年度からは、若手・中堅職員
との意見交換会を開催し、担当業務
で日頃感じていること、将来の自分
や市政運営に対する考え方などにつ
いて意見交換を行っております。今

後も、職員の声に耳を傾け、風通しの
良い職場環境づくりに取り組んでま
いります。

職員が事務改善や施策等の提案
を行うことができる職員提案制度に
つきましても、自分らしさや新しい視
点を自ら取り入れて働き方を工夫す
る「ジョブ・クラフティング提案制度」
として、令和5年度からリニューアルいた
しました。「Go Beyond Yourself～
昨日の自分を超えろ～」をキャッチフ
レーズとし、電子システムからの提案
を導入したほか、職員投票や若手職
員による審査委員会を設置するな
ど、より一層活用しやすい制度とな
り、令和5年度には、9件の提案があり
ました。職員の「Not Yet（まだできる）」
の精神を育みながら、創造力や研究
心、市政運営への参加意欲の向上を
目指しております。

私たちは、私たちが暮らすこの地
球の環境を守り、急速に進む地球温
暖化に歯止めをかけることを考えな
ければなりません。本市では、これま
でも地球温暖化対策として様々な取
組を実施してまいりました。市役所本
庁舎における省エネ効果の高い空調
設備への改修。市民病院における空

調用熱源の更新やＬＥＤ照明等の導
入。市が管理する全ての道路灯・公園
灯の照明ＬＥＤ化。市内全ての小中学
校の教室や体育館の照明ＬＥＤ化な
どを行ってまいりました。令和5年度
には、本庁舎、生涯学習センターなど
27施設の照明をＬＥＤ化するととも
に、総合保健福祉センターへの太陽
光パネルと蓄電池の設置に向けた取
組を開始いたしました。公用車につ
きましても、これまで保有している電
動車5台に加え、令和5年度には2台
の電気自動車を導入いたしました。
令和6年度にはさらに6台の電気自動
車を導入するなど計画的に更新を進
め、2030年までには全ての公用車を
電動車とすることを目指してまいり
ます。町内会や自治会に対しまして
も、令和5年度より防犯灯の設置・更
新にかかる補助の基数制限を撤廃
し、ＬＥＤ化の促進を図っております。

そのような中、昨年7月に首長が気
候変動・エネルギー政策に取り組むこ
とを誓約し、具体的な取組を積極的
に進めていく国際的な仕組みである
「世界気候エネルギー首長誓約（世
界首長誓約／日本）」の誓約書に、名
古屋大学にて署名いたしました。今
後、具体的な目標達成方策などに関
する「気候エネルギー行動計画」を
策定し、取組を推進してまいります。
なお、本市を始めとする「世界首長誓
約／日本」誓約団体と、「世界首長誓

画の策定を進めております。さらに
今後の東公園一帯の再整備に向け
て、スポーツ施設整備方針の検討も
行います。本年4月には、社会教育課
内に東公園整備推進室を設置すると
ともに、東公園一帯の整備に関する
業務推進のためのアドバイザーを招
聘いたします。

スポーツを行うための環境整備と
して、葉苅スポーツの家及び生涯学
習センターには、夏の暑い時期でも
安心してスポーツを楽しんでいただ
くことができるよう、壁掛けタイプの
スポットエアコンを整備いたします。
さらに生涯学習センターにおいて
は、屋外運動場やオムニコートの全
面的な改修も実施いたします。生涯
を通じて気軽にスポーツに親しむこ
とができるよう、引き続き生涯スポー
ツの推進を図ってまいります。

医療や介護が必要になった場合で
も、できる限り住み慣れた地域や自
宅で暮らし続けたいという願いを実
現するため、市では住まい・予防・生活
支援・医療・介護の5つの要素を一体
的に提供する、地域包括ケアシステ
ムの推進を図っております。海部医
療圏の7市町村が共同し、本市の神
守支所の1階に設置している「海部医
療圏在宅医療・介護連携支援セン
ター」において、在宅医療や介護
サービスなど、関係機関の切れ目な
い連携を行っております。

昨年12月に、本市と名古屋大学医
学部附属病院において、「社会保障
費の抑制を目指す共同研究プロジェ
クト」の開始に伴う締結式を行いまし
た。この事業は、ＮＨＫ、公共メディ
ア、新聞など、マスコミにも全国ネッ
トで取り上げられ、注目の事業となっ
ております。本市の65歳以上の住民
データから重症・重度化要因を特定
し、その要因に対する介入プログラ
ムを実施することで、社会保障費の
抑制にもつなげようというプロジェク
トであります。高齢者人口の増加に
よる介護需要の増大と介護人材の不
足が叫ばれる中、医療・介護のデータ
を分析・解析し、対策を講じていくこ
とは、超高齢社会を迎える上でさら
に重要となってまいります。今後も市
民の皆様の健康が一番！「健康応援
都市」を目指してまいります。

認知症の高齢者への支援といたし
ましては、令和5年度より、万が一他
人に怪我を負わせてしまったり、他人
のものを壊してしまったりしたときに
備えて、認知症の方などを被保険者

とする個人賠償責任保険に市の負担
で加入いたしました。行方不明にな
る恐れのある高齢者に対しては、自
宅に帰れなくなった際に早期発見、
保護できるようＱＲコード付きのラベ
ル・シールを配布いたしました。2025
年には高齢者の5人に1人が認知症に
なるとの予測もあり、認知症となって
も安心して暮らすことができる環境
を引き続き整えてまいります。

高齢者をはじめ、市民の皆様の安
心を守るため、昨年の11月に、株式会
社ottaと西尾張シーエーティーヴィ
株式会社と「見守りサービスの推進
に関する協定」を締結いたしました。
見守りサービスは、無線システムで
ある地域ＢＷＡを活用し、小さな見守
り用端末を持っている児童が、市内
のお店や企業などの見守りスポット
の周辺を通過したり、見守りアプリを
登録したスマートフォンなどとすれ
違ったりすることで、見守り端末の位
置を記録するものです。まずは市内

100万円の補助制度を、大幅に拡充
いたします。令和6年度からは、対象
区域を居住誘導区域と、市内にある
16団地に拡大いたします。対象者に
つきましても、これまでの新築住宅を
取得された方だけでなく、中古住宅
取得後にリフォームする方、中古住宅
を賃貸後リフォームする方も対象と
いたします。市内にある団地では、高
齢化や建物の老朽化が進んでおり、
日光川東エリアの青塚団地、喜多神
団地、葉苅団地、宇治団地、神守団
地、みずほ団地、こがね団地、下切住
宅、江南団地、百島団地、みどり台団
地の11団地と、日光川西エリアの永
宝団地、さかえ団地、上春日台団地、
下春日台団地、東愛宕住宅の5団地
の合計16団地の再生を、新しい居住
誘導施策で積極的に推進してまいり
ます。

補助金の加算要件につきまして
も、若年の子育て世帯が親世帯の近
くに居住することを後押しするため
に、親世帯と同居・近居の場合の加算
を設けるほか、地元事業者の活性化
のために、市内の事業者が施工した
場合にも、さらに加算をいたします。
補助金額は、新築住宅を取得した場
合や中古住宅を取得後リフォームし
た場合、最大150万円。中古住宅を賃
貸後リフォームする場合、最大170万
円となります。空き家対策のための
空家解体促進費補助金に関しても、
20万円から2.5倍の50万円に大幅に
増額いたします。この補助金は新築
住宅を取得した場合、併用ができ、最
大200万円となります。本市に居住す
る大きな後押しとなり、さらなる定住
促進につなげてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」についてご説明申し上げます。

津島市民病院は、この地域になく
てはならない病院として、海部医療
圏の医療を守る要となる中核病院と
しての役割を果たしております。私は
設置者として、市民の皆様から信頼
され続けるために取り組んでまいり
ました。新型コロナウイルスの感染
が拡大した時期は、市民の皆様の健
康な暮らしを守るために、医療従事
者が最前線に立って対応しました。市
民病院が今後も役割を果たしていく
ためには、経営の安定化を図ること
が必要不可欠です。
冒頭にも申し上げました通り、市民
病院の経営改善に取り組んできた結
果、平成29年度から6期連続で経常
収支黒字化を達成することができま
した。平成28年度末には約19億円
あった一時借入金につきましても令
和2年度に解消しております。

令和4年7月には、アフターコロナ
を見据えながら病院全体の課題を組
織横断的にマネジメントするため、経
営戦略部戦略企画室を設置しており
ます。医師や看護師、事務職も一体と
なって、ポストコロナに対応しながら、
積極的に経営強化を図っておりま
す。引き続き質の高い医療を提供し
ていくため、市と病院が一体となっ
て、安定的な運営を行ってまいりま
す。

市民の皆様がいつまでも健康で暮

らしていただくには、まずは一人ひと
りの健康づくりが重要となります。そ
のため、市では「笑顔で健幸大作戦！」
と銘打ち、スマートフォンのアプリを
活用して、毎日の歩数の記録や、自分
で決めた健康目標へのチャレンジな
ど、一人ひとりの健康習慣を応援して
おります。
昨年8月には、誰もが気軽に楽しく
体を動かすアイデアを募集する「こ
れってステップ？！コンテスト」を開催
いたしました。ウォーキングの可能性
を広げてステップを取り入れたアイ
デアなど、入賞アイデアは市内の
様々なところで展開してまいります。
現在、各小学校区別のウォーキング
コース作成に向けて、市民の皆様と
一緒になって検討しております。令和
6年度には、各小学校区で完成した
コースを巡るウォーキングイベント
を実施してまいります。

健康増進には、スポーツも非常に
有効です。市民の皆様が気軽に健康
づくりや体力づくりが行えるよう、ま
た、競技スポーツの技術向上につな
げていくことなど、スポーツ環境の充
実を図るため、現在、スポーツ推進計

令和6年第1回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、当初予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

市民の皆様からの厚いご信任を賜
り、市長3期目の職務に就かせていた
だき、任期の半ばである2年が経過し
ようとしております。市民の皆様から
お寄せいただきました信頼とご期待
にお応えするため、私のマニフェスト
としてお示しさせていただきました
「つしま成長戦略　第3弾」に掲げた
取組を加速させていくことが、私に
課せられた使命であり、決意を持って
「魅力マシマシ津島市」をキーワード
に、津島市のさらなる発展に全力を
尽くして、取り組んでまいる所存であ
ります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

さて、1月1日午後4時10分頃に、石
川県能登地方でマグニチュード7.6、
最大震度7の地震が発生しました。こ
の度の地震で、お亡くなりになられた

皆様に心からお悔やみを申し上げま
すとともに、被害に遭われた皆様に
お見舞いを申し上げます。
本市におきましては、発生日の夜

に消防職員が第1次緊急消防援助隊
として被災地支援に向かい、その後
も随時出動したほか、津島市民病院
の医師・看護師・薬剤師・臨床工学技
士がチームを組み、津島市民病院災
害派遣医療チームＤＭＡＴ隊として、
能登総合病院に向かい、被災者の皆
様に寄り添った活動を行っておりま
す。被災地への支援につきましては、
主に愛知県が被災地のニーズを踏ま
え調整を行っており、本市において
は、被災地への職員の派遣や市営住
宅の提供、ライフラインが途絶えて
いる高齢者施設入所者の受け入れ
など、速やかに対応をしております。

新型コロナウイルス感染症が5類
感染症に移行となり、経済活動の正
常化が進み、以前の活力ある暮らし
が戻りつつあります。市民病院にお
いては、院長を始めとする医師、看護
師などの医療職、事務職も含めて職
員一同が一丸となって新型コロナウ
イルス感染症に対応してまいりまし

た。今後も市民の皆様の命と健康を
守る要としての役割を果たしてまい
ります。

一方、物価高が続いている中、厳し
い状況に置かれている市民の皆様や
事業者の皆様に支援をお届けするた
め、令和2年度から実施してまいりま
した新型コロナウイルス感染症対策
を含めた物価高騰支援のための事
業として、令和5年度に実施いたしま
した小中学校給食費及び保育所・幼
稚園・認定こども園等の副食費無償
化をはじめ、これまでに第1弾から第
16弾まで177事業、総額約129億円の
事業に取り組んでまいりました。これ
らの事業は、市民の皆様や事業者の
皆様に寄り添って、しっかりと支援を
行うものであり、大きな成果があった
と考えております。

本市の財政状況は、私が市政を引
き継いだ10年前、非常に厳しいもの
でした。そのため、財政を健全化させ
るべく、事務事業の徹底的な見直し
などによる歳出の削減、様々な形で
の歳入の確保など、徹底的な行財政

改革を行ってまいりました。その結
果、平成26年度から令和4年度まで
の9年間における行財政改革の効果
額は、約91億3,000万円となり、市の
財務体質は大きく改善いたしました。
市の貯金にあたる財政調整基金
の残高は、平成25年度末時点では15
億9,800万円でしたが、令和4年度末
では約45億円と29億200万円増加、
率にして約2.8倍にすることができま
した。令和4年度末の市民一人あたり
の残高は、約7万4,000円となり、これ
は名古屋市を除く県内37市中7位と、
トップクラスの順位です。
株式会社東洋経済新報社が公表し

ております都市データパック2023年
版によりますと、津島市の財政健全
度ランキングは全国792市区中195
位となり、全国で上位4分の1に入り
ました。

市の実質的な借金にあたる臨時財
政対策債を除いた市債残高につきま
しては、ピーク時の平成11年度末に
は約219億円でしたが、令和4年度末
では、約59億円と約160億円減少、率
にして約27％、約4分の1に減少させ
ることができました。これにより令和
4年度末の市債残高は、名古屋市を
除く県内37市中4番目に少ない額と

なりました。文字通り借金が減り貯金
が増え、財政の健全化が達成されま
した。

市民病院の経営安定化につきまし
ても、市民病院が海部医療圏の医療
を守る要となる中核病院としての役
割を果たすとともに、市民の皆様か
ら信頼され続けられるように、安定的
な地域医療の推進を目指し、経営改
善の取組を進めてまいりました。そ
の結果、平成29年度から6期連続で
経常収支黒字化を達成するととも
に、平成28年度末に19億円あった一
時借入金を解消することができまし
た。借金にあたる企業債残高に関し
ても、ピーク時の平成17年度末には

約161億円でしたが、令和4年度末で
は、約67億円と約94億円減少、率にし
て約42％に減少させることができま
した。

このように財政の健全化と市民病
院の経営安定化を図ってきたことに
より、市の財務体質は大きく改善し、
津島市が次なるステップへ進むため
の準備ができました。そして、令和5
年度は「まちづくり再生と子育て支
援　2大プロジェクト」を進めてまい
りました。
1つ目のまちづくり再生として、正

面玄関である津島駅周辺の暮らしの
質を高める「津島Next　Move！」事
業や、北の玄関口となる青塚駅周辺
の整備計画、天王川公園の野外ス
テージの整備などのまちづくりへの
成長投資を進めております。2つ目の
子育て支援として、子どもが産まれる
前から産み育てるまで、丸ごと応援
する全国トップクラスの「子育て支援
トータルプラン」などの子育て支援
策を実施いたしました。市民の皆様
から「天王川公園がリニューアルさ
れて芝生広場で子どもたちも伸び伸
びと遊べてうれしい」「学校給食費の
無償化はとてもありがたい」など、多
くの喜びの声をいただいております。

いります。
このような子育て家庭に寄り添っ
た手厚い支援は、まさに日本一の支
援であると自負しております。

子育てに関する情報を提供してお
ります子育て情報アプリにつきまし
ても、昨年7月にリニューアルし、子育
ての記録を保存したり、予防接種や
イベントなどの情報がプッシュ通知
で届いたりと、これまで以上に使いや
すくなりました。今後も子育て情報を
充実してまいります。

同じく昨年7月には、こども家庭庁
が推進する、子どもたちが健やかで
幸せに成長できるような社会を実現
する「こどもまんなか宣言」の趣旨に
共感・賛同し、「こどもまんなか応援サ
ポーター」として活動することを宣言
いたしました。そして、市の子育て施
策を積極的にＰＲするために、「子育
て応援キャラクター」を募集いたしま
した。このキャラクターを使用しなが
ら、子どもとともに幸せに暮らすこと
ができるまちの実現を目指してまい
ります。

教育に関しましては、「豊かな人間
性と、よりよく生きる力を身につけた
人（津島っ子）」を育成するため、確か

な学力、健康・体力、豊かな人間性の
バランスのとれた力を育む特色ある
教育を推進しております。

令和4年度には、日本初となる規模
で、プログラミング可能な人型ロボッ
トやブロックを市内全ての小中学校
に導入し、児童・生徒が楽しみながら
役に立つプログラミング学習を実施
しております。「津島・プログラミング・
プロジェクト」の頭文字をとった「ＴＰ
Ｐ」と称して、昨年8月には市内4中学
校対抗で、「ＴＰＰコンテスト　プレ大
会」を開催いたしました。各学校とも
仲間と協力しながら創意工夫を凝ら
したプログラムが構成されておりま
した。令和6年度には、市内全ての小
中学校参加による本大会を開催する
予定をしており、今から大変楽しみに
しております。

全ての小中学校に設置をしており
ますコミュニティ・スクールでは、学
校・家庭・地域が一体となって、地域ぐ
るみで子どもの成長を見守る体制を
推進しております。中学校で実施して
おります学習支援「未来塾」につきま
しては、順次、中学校において実施さ
れており、引き続き、未来に生きる子
どものために、地域総がかりで子ども
たちを育てる環境を築いてまいりま
す。

今後ますますグローバル化が進む
社会の中で、重要となる子どもたち
の国際理解教育につきましては、全
ての小学校において、県内にある8つ
全ての領事館と連携した「領事館交
流プロジェクト」を市独自の施策とし
て実施しております。令和5年度は、
日本との国交150周年を記念して、ペ
ルーの学校と約14時間の時差を超
えてオンラインでの交流を行うなど、
各学校趣向を凝らした様々な取組を
行っております。今後もより一層の国
際理解を図るとともに、国際人として
未来に飛躍する人材育成を目指して
取り組んでまいります。

近年、全国的に増加傾向である不
登校の児童・生徒に対する支援とい
たしましては、拠点となる津島市教育
支援センターを、生涯学習センター
内と児童科学館内の2か所に設置し、
多様な価値観の中で、子どもたちの
様々な学びの場や、安心して過ごす
ことができる居場所となるよう、個別
学習や相談などを行っております。ま
た、校内教育支援センター「ほっと
ルーム」は、令和4年度に神守中学
校、令和5年度に藤浪中学校、令和6
年度には天王中学校と暁中学校で開

津島神社周辺におきましては、「尾
張津島観光センター」と「旧わざ・語
り・伝承の館」の解体を進め、令和7年
度までに官民連携による新たな賑わ
い拠点の整備を進めます。

津島駅と津島神社を結ぶ天王通り
におきましては、無電柱化に向け、愛
知県との調整を継続するほか、観光
交流センターや旧いちい信用金庫
天王通支店などを活用し、シビックプ
ライド醸成拠点や、まちなか交流広
場の整備に向けた準備を進めている
ところです。市が投資主体として、マ
チナカの再生に関する各種事業を着
実に進めることで、民間による宅地
開発の増加や店舗や医療などの都
市機能の開発も促進されるものとな
ります。そのためには、市としても定
住を促進させる新規事業として人口
の増加策も含めて、暮らしの質や賑
わいあるマチナカを実現していきま
す。本年3月には、古民家や空きス
ペースなどを展示会場としたアート
展を開催いたします。様々なアー
ティスト作品の鑑賞のほか、体験型
のワークショップもあり、津島の魅力
を五感で体感することができます。

天王川公園におきましては、昨年4
月よりパークＰＦＩによる民間事業者
の管理・運営が始まりました。昨年7月
には、津島市に本社を置く株式会社
宇佐美鉱油様及びグループ企業様
から多額のご寄附をいただき、野外
ステージやジョギングコースの整備
が完了いたしました。同じく昨年7月
にオープンしたスターバックスコー
ヒーも含め、市民の皆様から「天王川
公園で、家族でのんびり過ごすことが
でき、公園の魅力がアップした」、「若
者が多く訪れるようになり、生まれ変
わった」など、多くの喜びの声をいた
だいております。

令和6年度は、多くの公園利用者に
喜んでいただいている芝生広場を拡
張する整備事業のほか、中央トイレ
や北エリアのトイレの大規模修繕を
行い、さらに快適な公園となるよう整
備を進めてまいります。また、地球温
暖化の影響を受け、夏場では夜間に
ウォーキングなど、健康づくりを行う
公園利用者が増えてきています。春
夏秋冬を含め、公園の魅力を高める
ための「ライトアップ大作戦」を展開
し、引き続き市民の皆様に愛される
公園として整備を進めてまいります。
このほか天王川公園や津島神社への
アクセス向上として、都市計画道路
である橋詰又吉線の整備も推進して
まいります。

東西南北それぞれの玄関におきま
しても、「価値」を高めるための取組
を進めております。北の玄関である
青塚駅周辺では、駅へのメインとな
る県道蜂須賀白浜線の歩道整備の
早期事業化に向けて、愛知県に力強
く要望を進めていくほか、地域住民
の方と対話をしながら、駅前広場の

約／日本」事務局は、気候変動の緩
和及び気候変動への適応に対する取
組が評価され、昨年12月に「気候変
動アクション環境大臣表彰」において
大賞を受賞いたしました。

私たちは地球人です。地球の未来
に責任を持たなければなりません。
今後もこうした取組を着実に実行し、
市民の皆様や事業者の皆様と力を合
わせ、脱炭素型社会の実現に向けて
積極的に取り組んでまいります。そし
て、2050年までに二酸化炭素の排出
量を実質ゼロとすることを目指して
まいります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和6年度当初予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

まず、予算規模でありますが、一般
会計258億円、特別会計133億4,868
万8,000円、企業会計156億6,072万
2,000円で、これら全会計を合せます
と548億941万円となり、前年度の当
初予算と比較しますと、一般会計は
6.7％の増、特別会計は0.4％の増、企
業会計は1.2％の増、全会計では
3.5％の増となっております。一般会
計の予算規模としましては、過去3番
目で、文化会館の建設を行った平成7

年度、8年度を除くと、最大の規模と
なります。

次に、一般会計の歳入であります
が、根幹を成す市税収入は、83億
3,371万2,000円で、物価高対策とし
て個人住民税の定額減税を行うこと
から、前年度比1.9％の減となってお
りますが、定額減税による減収額を
除いた本来の市税収入としては、前
年度比0.5％の増と、コロナ禍からの
回復基調が続いております。また、地
方交付税は、33億8,000万円で、前年
度比9.0％の増、一方、地方交付税の
振替措置である臨時財政対策債は、
9,000万円で、前年度比70％の減で
計上しています。

次に、歳出でありますが、義務的経
費のうち人件費は39億3,824万4,000
円で、退職手当の増などにより、前年
度比6.4％、約2億4,000万円の増、扶
助費は、68億905万9,000円で、子育
てや福祉関係の給付費の増などによ
り、前年度比4.2％、約2億8,000万円
の増、投資的経費は、30億9,666万
6,000円で、31億円にせまる投資額に
なります。具体的には、道路などの基
盤整備の充実に加え、津島駅東側駅
前広場の整備、天王川公園の大規模
改修、南小学校と神守小学校の耐震

性貯水槽の設置、神島田小学校体育
館の改修や南文化センターなど、公
共施設の長寿命化改修などで、前年
度比31.9％、約7億5,000万円の大幅
増となっています。
令和6年度は、「まちづくり再生第2

弾による成長投資」、「子育て支援
トータルプランのさらなる充実」な
ど、未来の津島へ向けて、多くの重要
事業を計上する積極予算を編成いた
しました。

このため、予算編成にあたりまして
は、市の貯金ともいえる財政調整基
金から20億5,000万円を繰り入れて
おりますが、財政調整基金の残高は、
令和5年度末で約47億円まで増加す
る見込みであり、令和6年度当初予算
への繰入後でも、27億円ほどの残高
を維持できます。

津島市の財務体質は大きく改善し
ており、着実に安定してまいりまし
た。今後につきましても、行財政改革
などに不断に取り組み、持続的な行
政運営に努めながら、必要な事業を
効果的に展開することで、つしま成長
戦略を確実に推進してまいります。

結びにあたり、今議会には令和6年
度当初予算をはじめ、条例などの諸
議案を提出しております。いずれも
市政運営に欠くことのできないもの
ばかりであります。十分ご審議の上、
適切なるご議決をいただきますよう
お願い申し上げます。

設置や住宅などが建設できる土地利
用構想を進め、駅に近い立地を活か
したまちづくりを進めていきます。今
後、まちづくりに必要な下水道や道
路等の整備に向けた具体的な検討を
行ってまいります。東の玄関では、
2027年に西尾張中央道まで開通予
定であります名古屋津島線バイパス
の整備に合わせ、生涯学習センター
と東公園一帯を、スポーツと健康を
キーワードに、広域的な玄関にふさ
わしい位置づけをし、魅力向上を目
指してまいります。西の玄関では、検
討されている木曽川・長良川新架橋
の整備促進に向け、国や県に対して
積極的に働きかけを行ってまいりま
す。

本市では、令和2年3月に「津島市
歴史的風致維持向上計画」を策定
し、本市固有の歴史的風致を守り、育
て、継承し、地域の活性化につなげる
ことを目指しております。さらに次の
ステップとして、歴史的風致である景
観を計画的かつ確実性をもって保全
するため、景観計画の策定に着手い
たしました。良好な景観形成により、

調和がとれた町並みを目指してまい
ります。

企業誘致の状況につきましては、
これまで、宇治・白浜・鹿伏兎の3区域
約21万㎡に工場等の立地を誘導す
る区域を指定し、企業誘致を積極的
に推進した結果、区域の約8割に企業
を誘致することに成功しました。引き
続き企業誘致を進めるため、昨年10
月に越津・下切区域約18万㎡、本年1
月に下新田・大縄区域約3万㎡を区域

に追加いたしました。今後、新たな区
域の追加も検討しながら、より一層
精力的に企業誘致を推進してまいり
ます。

令和6年度は、新たな企業誘致推
進区域となる周辺の歩行者の安全環
境を確保していくために、宇治百町
線と神尾金柳線の歩道整備を進めて
いく予算を計上いたしました。

神守中町・神守下町及び唐臼地区
におきましては、建ぺい率と容積率
など建物の規制を緩和し、約68万㎡
をこれまで建築できなかった建物が
建築できるようになることで、土地利
用の促進を図ってまいりました。今議
会には、さらに中地地区約4万㎡にお
いて規制緩和を行うための条例改正
に関する議案を提出しております。今
後は、愛宕地区約7万㎡においても
規制緩和に向けて進めてまいりま
す。

先ほど2大プロジェクトを牽引し、
定住を促進させる事業の内容を申し
上げました。具体的にはこれまで神
守・唐臼地区で実施しておりました居
住用の新築住宅取得に対する最大

室し、4中学校全てにおいて開室して
まいります。これにより、これまで教
育支援センターに通室していた生徒
も、学校に登校するきっかけとなり、
友達などとのコミュニケーションが
取りやすくなるほか、学校行事への
参加なども可能となるものと考えて
おります。

経済的な理由により、お子さんを
小・中学校へ就学させるのにお困り
のご家庭に対しましては、学用品費や
給食費などの費用の一部を援助する
就学援助費の受給要件を拡大し、支
援の充実を図ります。家庭の経済的
な状況によって学習の機会に差が出
ることのないような学習支援も実施
いたします。

学校教育環境につきましては、こ
れまで全ての小中学校の普通教室
などへのエアコン設置、トイレの洋式
化、県内初となる体育館へのスポット
エアコンの整備などを行っており、現
在、学校施設の長寿命化改修に取り
組んでおります。

令和5年度には、神守中学校と蛭
間小学校の体育館の長寿命化改修
を行い、令和6年度には、神島田小学
校体育館の改修と、高台寺小学校体
育館の改修に向けた実施設計を行う
ほか、天王中学校に自転車置き場を
設置します。子どもたちが安全・安心

な学校生活を送ることができるよう、
計画的に整備を行ってまいります。

また、働いているなどの理由によ
り、保護者が昼間不在となる家庭の
子どもたちが放課後や長期の休み中
に、安全で楽しく過ごすための遊びや
生活の場となる学童保育につきまし
て、8つ全ての小学校区にこどもの家
を設置しております。

平成29年度には西小学校、平成30
年度には北小学校の敷地内にこども
の家を新築し、令和4年度には、学校
から遠方の位置にあった神守こども
の家を神守小学校敷地内に新築い
たしました。令和6年度は、私が4か所
目に手がける南こどもの家の新築に
向けての実施設計業務を進めるな
ど、今後も学童保育のさらなる環境
の充実を積極的に推進してまいりま
す。

子どもたちの健康・体力を向上さ
せる取組といたしましては、これまで
実施しておりました「総合的な子ども
の基礎体力向上大作戦」、通称ＳＫＩＰ
（スキップ）を発展させ、令和4年度か
ら小中学校において、縄跳び名人を
講師として招いた縄跳び教室や、

サーキットトレーニング教室を実施し
ております。未来の担い手としてたく
ましく生き抜くために、必要な健康と
体力をつけることを目指します。

健康・体力のもととなる学校給食に
つきましては、平成27年度から、「津
島市給食献立コンクール」を実施し、
児童生徒の考えた献立を給食に取り
入れております。子どもたちに安全・
安心な食を提供するため、有機農産
物を使用したオーガニック給食につ
きましても、段階的に導入を進めて
おり、子どもたちに笑顔で給食を食
べてもらえるよう、栄養バランスに優
れた心のこもった美味しい学校給食
を提供してまいります。

少子化対策として、若者に出会い
の機会を提供するため、尾張津島天
王祭宵祭開催日に、県内在住または
在勤の独身者を対象に、「天王祭de
ご縁結び」を開催する予定をしており
ます。

多くの学生が奨学金を受給し、就
職後、返還している状況の中で、企業
が従業員への奨学金返還支援制度
を導入することは、学生が企業選び
をする際の大きなポイントとなりま
す。このため愛知県では、令和6年度
から中小企業の人材確保を図ること
を目的に、従業員の奨学金返還を支
援する中小企業を対象に補助制度を
創設いたします。対象とする中小企
業等は、県への企業登録が必要であ
りますので、市といたしましても市内
中小企業等に積極的に働きかけてま
いります。

進め、北小学校においては、文化会
館に設置されている100トンの貯水
槽を活用いたします。今後も引き続
き全ての小中学校への設置に向けて
計画的に進めてまいります。

また、災害が発生した際の避難所
での生活のため、避難所用の資機材
を市で備蓄しております。寒い時期
の避難に備え、毛布や新たに簡易寝
袋も備蓄して寒さ対策を強化いたし
ます。大切な家族の一員であるペッ
トも一緒に避難することができるよ
う、公共施設のうち1か所をペットと
の同室避難所とするほか、指定避難
所である8小学校でも、ペットと同行
避難をされることを想定し、ケージや
ワンタッチテントなどの資機材を整
備いたします。

自宅から指定避難所まで離れてい
ることや、普段行き慣れない避難所
へ行くことへの不安を解消するた
め、県内初の取組として、民間施設を
緊急避難場所として活用し、緊急時
に速やかに避難できる体制を強化し
てまいります。

市役所本庁舎につきましては、災
害時には災害対策本部として機能さ
せる必要があることから、耐震化を
実施したほか、非常用の電源設備の
整備を行ってまいりました。災害時の
重要な施設である消防庁舎や、避難
所としても重要な錬成館をはじめ、主
な公共施設についても耐震化を実施

してまいりました。

災害対策本部においては、市民の
皆様の命を守るため、国・県・市が保有
する情報を一元化する必要があるこ
とから、様々な情報を一元的に可視
化できる防災支援システムを令和4
年度に構築いたしました。このシステ
ムを地域の自主防災組織と連携しな
がら活用していくことで、地域の減災
に結び付けてまいりたいと考えてお
ります。また、災害情報を市民の皆様
にお知らせするため、災害時の緊急
情報、避難所の開設状況、道路の冠
水状況の情報などを見ることができ
る防災情報専用サイト「つしま防災
ポータル　まもるくん」を新設いたし
ました。スマートフォンからでも閲覧
できますので、是非ご活用ください。
令和6年度より、75歳以上の高齢
者等、災害弱者の方々のうち、希望さ
れる方に対しては、緊急時に防災情
報が流れる専用ラジオを無償で貸し
出す事業を開始いたします。防災情
報を受信すると自動的に電源が入る
ものであり、情報をいち早く市民の
皆様が受けとっていただくことが可
能となります。

市では、災害時の情報収集にド
ローンの活用も進めております。災
害現場に行くことができない場合で
も、ドローンを飛行させて映像を撮
影し、その映像を災害対策本部で確

認することができることから、ドロー
ン人材20名の育成を目指し、令和4年
度から市職員のドローン操縦資格取
得に取り組んでおります。

災害時に避難場所として利用でき
る場を確保するため、現在、神守地区
において、都市公園の整備を行って
おります。神守小学校北エリアに約
2,500㎡、神守こども園西エリアに約
1,800㎡の広さの2つの公園につきま
しては、マンホールトイレ、東屋を設
置し、まもなく完成いたします。さら
に神守支所東エリアにも、約2,200㎡
の広さの3つ目の公園を整備するた
め、令和6年度から着工いたします。
今後はさらに神守中学校南エリアに
約4,500㎡の広さの4つ目の公園整
備を進めてまいります。

消防本部では、市民の皆様の命を
守るため、防災力の強化を図ってお
ります。本市の消防本部は、市域のほ
ぼ中央に位置しております。日光川
東側の一部の地域においては、救急
車の現場到着までの時間が課題と
なっておりました。そのため、交通量
が多い平日昼間帯に、神守支所に救
急車を待機させる救急ステーション
の実証運用を、昨年8月から本年3月
22日まで行っております。実際に救

配信を行うことで、効果的な情報発
信を行っております。

また、愛知大学や津島東高校と連
携し、「津島の魅力PRデザイン開発
プロジェクト」として、PR用ステッ
カーのデザイン制作を行っているほ
か、副業人材を活用し、PRちらしの
デザイン力を高めるとともに、津島
の魅力を広く動画配信しております。
今後も本市の「価値」をさらに高める
ため、「魅力マシマシ津島市」を積極
的に発信してまいります。

ふるさと納税の返礼品において
も、地場産業の活性化と地元特産品
のＰＲのため、全国に向けて積極的に
発信しております。特に、あらかじめ
蓄電ができ、災害時等の備えとして
役立つポータブル電源は大変好評で
あり、昨年12月に新たな返礼品とし

て加えた結果、12月のみで約5,400万
円のご寄附をいただいております。
今後もより一層の返礼品の充実のた
め、様々な工夫を凝らしながら取り組
んでまいります。

市が実施する地方創生プロジェク
トに対して企業から寄附をいただく
企業版ふるさと納税につきましても、
複数の企業から多額のご寄附をいた
だき、子育てや文化の継承、公園の
整備など、様々な分野で活用してお
ります。さらなる寄附をいただけるよ
う、引き続き企業に対して積極的に
働きかけを行ってまいります。

地域におきましては、交通安全や
防犯、福祉など、様々な課題解決に向
けて取り組んでいただいております
コミュニティ推進協議会等に対する
補助金を増額し、活動を支援いたし
ます。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」についてご説明申し上げま
す。

令和3年12月に策定いたしました
都市計画マスタープランでは、将来
に向けたまちづくり戦略として、津島
駅周辺を正面玄関として位置づける
とともに、市内の東西南北を玄関とし
て位置づけました。

昨年3月には、本市と名古屋鉄道株
式会社、ＵＲ都市機構の三者で、県内
初となる地域の持続的発展を目的
に、鉄道と連携したまちづくりを進め
ていく包括連携協定を締結しまし
た。名古屋鉄道株式会社とは、これま
でも「つしまちあるきキャンペーン」
など、本市の観光面でも協力を頂い
ているほか、ＵＲ都市機構を含めた三
者では、津島駅周辺でのマチナカの
再生に向けた社会実験でも協働の立
場でご参画いただいています。この
三者で同じまちづくりへのベクトル
を共有し、さらに進んだ未来に繋がる
事業を展開してまいります。それに
向け、令和5年度は、まちづくり再生
元年と位置付け、津島玄関まちづく
り構想「ゲートウェイプロジェクト」の
推進のため、津島市の「価値」を高め
る成長投資を行いました。さらに令
和6年度では、次へのステップ「まち
づくり再生」第2弾として、プロジェク
ト推進のための取組を加速してまい
ります。

津島駅周辺の正面玄関におきまし
ては、駅の東側に駅前広場・市民の交
流広場を整備するため、用地買収を
行ってまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いてご説明申し上げます。

 
この地域は、高い確率でマグニ
チュード8～9クラスの巨大地震が発
生することが予測され、地震による甚
大な被害が発生することが予想され
ております。また、近年、全国各地で
大雨による被害も頻発している中、
市民の皆様を誰一人として取り残す
ことのないよう、防災・減災対策を行
う必要があります。

災害時には、自助・共助・公助の3つ
が必要となります。大規模災害時に
は、救援物資が届くまでに時間を要
することから、自分の命は自分で守る
ことができるよう、日頃から7日分程
度の食料や、資機材などの備蓄と
いった「自助」の取組をお願いいたし
ます。能登半島地震では倒壊した家
屋の下敷きになった方が犠牲者の大
半を占めることが判明しました。市で
は地震から身を守るために、住宅の
無料耐震診断や住宅の耐震改修へ
の補助を行っております。令和6年度
は耐震診断に関する予算を5割増し
にするとともに、耐震改修の補助金
を100万円から150万円に大幅に拡
充するなど、耐震改修や除却に関す
る予算を2.7倍にし、市民の皆様の安
全を守ってまいります。また、災害時

に備え、窓ガラスが割れた際の破片
の飛び散りを防ぐための飛散防止
フィルムの貼り付けや、家具の転倒
防止金具の取り付けを無償で行って
おります。ご自身の命を守るため、ま
だ対策がお済みでない場合は、是非
ご利用ください。

市では、毎月第3日曜日を「家庭防
災の日」と定め、防災教室を定期的に
開催し、家庭において防災について
話し合うことを進めています。避難経
路や備蓄品の確認、家庭でできる対
策などについて話し合い、防災意識
を高めるきっかけとしていただきま
すようお願いいたします。
災害が起こった際、ご自身の力だ

けでは避難所へ避難することが困難
な方々につきましては、一人ひとりに
対して個別避難計画を作成し、地域
で活用することで取り残すことなく、
人的被害を最小限にとどめられるよ
う、地域で支援する「共助」の体制の
確立に全力を尽くしてまいります。

災害時にうろたえることなく行動
するためには、平時から訓練をしてお
く必要があります。自主防災組織を
はじめ、様々な主体と協働して防災
訓練を実施いたします。訓練には、
ゲーム形式も取り入れながら、いざと
いう時にきちんと実践できるような
内容としてまいりますので、積極的な
ご参加をお願いいたします。

なお、自主防災組織は、地域の防
災において、大変重要な役割を担っ
ております。近年の物価高騰の状況
等をふまえ、各小学校区の自主防災
組織の体制強化のため、令和6年度
より補助金を増額いたします。さらに
自主防災組織や町内会に所属する防
災関連委員の皆様が、万が一活動中
に怪我をしてしまったときなどに備え
て、市の負担で傷害保険及び損害賠
償保険に加入することで、より安心し
て活動していただくことができます。

「自助」・「共助」に加え、市では「公
助」といたしまして、災害時における
飲料水の確保のため、平成26年度か
ら水道管の耐震化を実施しておりま
す。これまでに災害時に避難所とな
る、東小学校・西小学校・南小学校・北
小学校・神守中学校・神守小学校をは
じめ、災害時の重要施設である市役
所、市民病院などへの水道管の耐震
化に対し、20億円を超える投資を
行ってまいりました。配水場から離れ
た地域である神島田小学校、高台寺
小学校、蛭間小学校には約3億円を
投資して耐震性貯水槽を設置いたし
ました。令和6年度には、南小学校と
神守小学校への設置工事を実施す
ると同時に、令和7年度、東小学校、西
小学校への設置に向け実施設計を

急車の到着時間が短縮するなどの効
果が出ており、地元の方からも好評
いただいておりますので、引き続き
運用を進めてまいります。

他の消防本部との連携・協力も進
めており、海部地域の消防本部とは
合同訓練や勉強会を開催しておりま
す。令和7年度からは津島市ほか名古
屋市を含む7消防本部と指令業務の
共同運用を開始します。これにより、
消防力の強化による住民サービスの
向上が期待できます。また、愛西市と
は、はしご車の共同整備についても
進めており、実現すれば県内初の試
みとなります。

地域防災に欠かすことのできない
消防団につきましては、消防団員の
訓練のための出動報酬を増額し、新
たな団員の確保に向けて充実を図る
とともに、神島田分団車庫の新築移
転に向けての準備を進めてまいりま
す。
このように、市民の皆様一人ひとり
に寄り添った防災対策を行ってまい
ります。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」についてご説明申し上げます。

本市は、津島神社や数多くの寺院、
歴史的な町並み、ユネスコ無形文化

遺産に登録された「尾張津島天王祭
の車楽舟行事」をはじめとする四季
折々の祭りをはじめ、市内各所に伝
承されている祭り、そして市民の皆様
に愛されている天王川公園や津島神
社など、誇るべき数多くの地域資源
が市内全域にあります。これらは他の
自治体にはない本市の大きな強みで
あります。

このような歴史的・文化的な遺産
を、地域総がかりで継承していくた
め、文化財保存活用地域計画の策定
に着手いたします。尾張津島天王祭
などの大規模な祭りだけではなく、市
内各地域の山車や神楽、市民の皆様
の生活の中に息づく文化など、地域
ごとに調査を実施して掘り起こしを行
い、保存・活用に向けて検討してまい
ります。

市の指定文化財である氷室作太夫
家住居につきましても、貴重な文化
財を後世に引き継ぐため、保存と活
用に関する方針を定める保存活用計
画を策定してまいります。

本市において祭りは誇るべきもの
であります。祭りを今後も維持すると
ともに、体制を強化するため、尾張津
島天王祭及び尾張津島秋まつりの関
係団体に対する報償費を増額し、活
動を支援いたします。

本市にゆかりがある世界的な芸術
家である横井照子さんは、本年で生
誕100周年を迎えます。その節目とな
る年に、その偉業を顕彰するととも
に、本市の文化振興に向けた機運を
醸成するため、本年11月に横井照子
展を開催いたします。数多くの素晴ら
しい芸術作品に触れることができま
すので、是非楽しみにしてください。

本市は、東海三県寺密度ナンバー
ワンであることを活かして、平成30年
度より御朱印イベント「津島てら・まち
御縁結び」を開催し、令和6年秋に第
20回目を迎えます。これを記念して、
「第20回津島てら・まち御縁結び記念
事業」を実施し、本市の魅力向上を図
ります。

こういった本市の魅力を、より多く
の方に知っていただくため、プロモー
ションにも力を入れております。ふる
さと津島応援広報大使である津島市
出身の神野大地選手には、本市の魅
力をＳＮＳ等で広く発信していただい
ております。

令和5年度には、市の公式ＬＩＮＥの
機能を拡大し、情報を伝えたいター
ゲットに対して、それぞれのニーズに
マッチした情報を配信するセグメント

コミュニティ推進協議会等に
対する補助金を増額
活動を支援！

津島市・名古屋鉄道株式会社・
ＵＲ都市機構の三者で、
包括連携協定を締結

→ 未来に繋がる事業を展開

▲ショート動画の視聴はこちらから

▲愛知大学・津島東高校と連携して
作成したＰＲ用ステッカー

▲ふるさと納税の返礼品
ポータブル電源

▲令和5年度に発行した
魅力マシマシ津島市ガイド

の小学1年生から3年生の児童に見
守り用の端末を無料で配布し、サー
ビスを開始したところであります。市
内全域における地域ＢＷＡの活用は
県内初となります。今後、高齢者の皆
様にも対象を拡大していくとともに、
見守りだけでなく、観光やまちづくり
の分野にも活用の範囲を広げてまい
ります。

ここ数年のコロナ禍においては、
感染防止のために不要不急の外出
自粛が求められ、その結果、地域活動
の縮小や、人との交流の減少といっ
た影響を及ぼしました。外出機会の
減少は、身体機能や認知機能の低下
が見られる「フレイル」の状態となる
方を増加させる恐れがあります。そ
のため、高齢者の皆様が、総合保健
福祉センター、生涯学習センター、神
島田公民館を使用する際の使用料を
半額にいたします。そして外出の機
会を増やしていただくとともに、総合
保健福祉センターにおいて交流する
ことができる拠点整備を行うなど、社
会参加の促進を図ってまいります。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どにマイカーを使うことができない、
あるいは今後使うことができなくな
る75歳以上の高齢者、移動が困難な
障がい者、妊産婦の皆様を対象とし
て、外出時のタクシー料金が半額と
なる、「津島おでかけタクシー事業」
を、昨年1月より開始いたしました。開
始より1年が経過し、これまでの利用
実績の累計は2万5,000件を超え、利
用登録者数も3,200人を超えており、

大変好評をいただいております。

障がいのある方への支援といたし
ましては、身体障がい、知的障がい、
精神障がいに加えて、難病、発達障が
い、強度行動障がい等、障がいのあ
るご本人やその家族の各種ニーズに
対応できる総合的な相談支援や専門
的な相談支援などを行う基幹相談支
援センターを、総合保健福祉セン
ターに設置いたします。
障がいのある児童への支援といた

しましては、障がいのある児童やその
家族への相談、障がい児を預かる施
設への援助・助言などを行う地域の中
核的な療育施設である児童発達支援
センターの設置に向け、未利用となっ
ております旧津島市立津島幼稚園の
民間活用を進めてまいります。

ここまでは、「つしま成長戦略」とし
て掲げた5つの項目に沿って説明し
てまいりました。このように、全ての
市民の皆様が心身ともに満たされた
状態である「ウェルビーイング」とな
ることを目指して取り組んでまいり
ます。

続きまして、この「つしま成長戦
略」の推進と並行して進めていくべ
き内容についてご説明いたします。

まずは、市民サービスの向上につ
ながるデジタル化です。社会が非常
に速いスピードで変化していく中、デ
ジタル技術を活用しながら従来の制
度等を変革し、様々な課題を解決す

るデジタル・トランスフォーメーション
「ＤＸ」を推進することが求められます。
本市では、デジタル技術を活用し

た窓口改革として、役所に「来ない」、
書類を「書かない」、手続きを「待た
せない」行政サービスの実現を目指
しております。令和4年度には、住民
票等のコンビニ交付、タブレット端末
による申請システム、「出生コー
ナー」や「おくやみコーナー」での窓
口ワンストップサービス、窓口の
キャッシュレス化などを導入いたしま
した。「出生コーナー」や「おくやみ
コーナー」は、専用カウンターを設置
して様々な部署で必要な各種手続き
をワンストップで行うことができるた
め、大変好評をいただいております。
令和6年度には、コンビニ交付の対象
サービスに所得課税証明書・納税証
明書を追加し、さらに市民サービス
の充実を図ることにより、「デジタル
化で、しあわせ実感都市、つしま」の
実現を目指してまいります。

このようなデジタル技術の活用
は、市民の皆様の利便性を向上させ
るだけでなく、職員の働き方改革に
もつながります。令和6年度は、ＡＩを
活用した議事録作成支援システムを
導入することで、効率化できる部分
はデジタルに任せ、市民の皆様との
対話や、新たに実施する事業の検討
など、職員は職員にしかできない業
務を担うことで、市民サービスのさら
なる向上を図ってまいります。

他自治体との連携についても進め
ております。藤まつりにおける江南市
や岐阜県羽島市との連携、ひつじサ
ミット尾州における一宮市や岐阜県
羽島市との連携、岐阜県海津市コ

プロジェクト推進のための取組
「まちづくり再生」第2弾

駅前広場・市民の交流広場を
整備するための用地買収

津島駅周辺の正面玄関

「尾張津島観光センター」と
「旧わざ・語り・伝承の館」の解体
→ 新たな賑わい拠点の整備

津島神社周辺

・無電柱化に向けた県との調整
・シビックプライド醸成拠点や、
まちなか交流広場の整備に
向けた準備を推進

天王通り

9令和6年度　施政方針



令和6年度は、次へのステップ第2
弾として、「まちづくり再生」につきま
しては、津島神社周辺の新たな賑わ
い拠点、観光交流センター周辺の新
たな交流拠点の供用開始に向け、賑
わいの「核」となる拠点の整備がいよ
いよ動き出します。本市の「価値」を
高め、わくわくするまちづくりを進め
てまいります。
「子育て支援」につきましては、第2
子以降の保育料の完全無料化、3歳
から5歳児までの保育所・幼稚園・認定
こども園等の副食費の半額補助及び
市立小中学校の給食費の完全無償
化、0歳児を対象としてご希望の子育
て用品を無料で自宅にお届けする
「子育てサポート選べる無料定期便」
など、全国トップクラスの子育て支援
を引き続き展開し、安心して出産、子
育てができる環境づくりを進めてま
いります。

そして、この2大プロジェクトを牽
引し、定住を促進させる新規事業を
実施いたします。事業の内容としまし
ては、後ほど詳しくご説明いたします
が、津島駅周辺の旧津島エリア、地区
計画区域の神守、唐臼エリアにおい
て新築住宅を取得した方やリフォー
ムをした方に要件に応じて補助金を
交付するもので、本市への定住を促
進させ、人を呼び込むまちづくりを目
指してまいります。

昨年、ハラスメントや不適切発言

のない働きやすい職場を築いていく
ため、過去10年間にわたる実態調査
として、職場環境改善のためのアン
ケート調査を実施いたしました。第三
者委員会からいただいた最終報告書
の、研修の実施、弁護士による相談窓
口の創設などを含む7つの提言に、専
門家の支援を受けながら、しっかりと
着実に対応し、ハラスメントのない職
場の環境改善に取り組んでまいりま
す。
令和6年度に実施する主な施策に

ついて、「つしま成長戦略　第3弾」と
して掲げている5つの項目ごとにご説
明いたします。
まず、「つしま成長戦略」の1点目、

「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついてご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、本市の
「宝」です。子どもたちの健やかな育
成を図り、「子育てするなら、つしま」
の実現に向けて邁進してまいりま
す。そのため令和5年度より、子ども
が産まれる前から産み育てるまで、
丸ごと支援を行う「子育て支援トータ
ルプラン」として、5つの子育て支援
策を実施しております。
1つ目の支援は、18歳まで所得制

限なしの子ども医療費完全無料化の

継続。2つ目の支援は、第2子以降の
保育料も所得制限なしの完全無料
化。3つ目の支援は、3歳から5歳児ま
での保育所・幼稚園・認定こども園等
の副食費の半額補助及び市立小中
学校の給食費の無償化。4つ目の支
援は、0歳児を対象としてご希望の子
育て用品を無料で自宅にお届けする
「選べる無料定期便」。5つ目の支援
は、保育所・認定こども園等における
使用済み紙おむつの保護者持ち帰り
の廃止です。
3つ目の保育所・幼稚園・認定こども
園等の副食費及び市立小中学校の
給食費につきましては、昨年4月から
6月までは半額を無償化し、7月から
本年3月までは、物価高騰の影響を
受けている子育て家庭を支援するた
め、完全無償化に拡大いたしました。
市立小中学校の給食費につきまして
は、令和6年度につきましても、完全
無償化を継続いたします。
これらの5つの子育て支援のほか、
年齢期に応じた様々な支援を実施し
ております「こんにちは赤ちゃん訪
問」では、子育てを応援するため、「お
めでとう」の気持ちを込めて、生後2
か月を迎える赤ちゃんのいる全ての
ご家庭を訪問しており、大変好評を
いただいております。これらの支援
は、令和6年度も継続してまいりま
す。

また、令和6年度より、「こども家庭
センター」を総合保健福祉センター
の2階に開設し、母子保健と児童福祉
の機能を一体的に運営することで、
両部門が連携・協働を深め、切れ目の
ない支援を行うための相談体制を強
化いたします。さらに相談支援だけ
でなく、支援を必要とされる全ての
子どもたちや妊産婦の皆様等へのサ
ポートプランの作成、多様な家庭環
境への支援体制を充実・強化するた
めの地域資源の開拓なども担ってま

ミュニティバスの津島駅への乗り入
れなど、自治体の枠を超えた連携・協
力を推進してまいります。

市政運営を進める上で、最も重要
なことは、市民の皆様の声を聞くこと
だと考えております。そのため、市民
の皆様の声をお聞きする機会とし
て、令和4年度と令和5年度にタウン
ミーティングを開催いたしました。令
和4年度には、市内8つのコミュニティ
推進協議会それぞれと、令和5年度に
は、市内で定期的に活動する団体を
対象として15回開催いたしました。令
和6年度につきましても私が自ら市
政について市民の皆様にご説明する
機会を設けます。是非ご参加ください。

市民の皆様が安心して暮らすため
には、様々な人権課題が解消され、一
人ひとりの人権が尊重されることが
重要であります。人権啓発や地域住
民の福祉の向上、交流の拠点施設で
ある南文化センターは、建物及び設
備の老朽化に対応するため、大規模
改修工事を実施してまいります。今
後も新たに生まれ変わる南文化セン
ターにおいて、地域交流促進事業や
生活上の相談事業の充実を図ってま
いります。
また、産業廃棄物処理施設等を設
置する際に、事業者と関係住民とのト
ラブルを防ぐための条例を制定して
まいります。

職員の声を聞く場も設けておりま
す。令和4年度からは、若手・中堅職員
との意見交換会を開催し、担当業務
で日頃感じていること、将来の自分
や市政運営に対する考え方などにつ
いて意見交換を行っております。今

後も、職員の声に耳を傾け、風通しの
良い職場環境づくりに取り組んでま
いります。

職員が事務改善や施策等の提案
を行うことができる職員提案制度に
つきましても、自分らしさや新しい視
点を自ら取り入れて働き方を工夫す
る「ジョブ・クラフティング提案制度」
として、令和5年度からリニューアルいた
しました。「Go Beyond Yourself～
昨日の自分を超えろ～」をキャッチフ
レーズとし、電子システムからの提案
を導入したほか、職員投票や若手職
員による審査委員会を設置するな
ど、より一層活用しやすい制度とな
り、令和5年度には、9件の提案があり
ました。職員の「Not Yet（まだできる）」
の精神を育みながら、創造力や研究
心、市政運営への参加意欲の向上を
目指しております。

私たちは、私たちが暮らすこの地
球の環境を守り、急速に進む地球温
暖化に歯止めをかけることを考えな
ければなりません。本市では、これま
でも地球温暖化対策として様々な取
組を実施してまいりました。市役所本
庁舎における省エネ効果の高い空調
設備への改修。市民病院における空

調用熱源の更新やＬＥＤ照明等の導
入。市が管理する全ての道路灯・公園
灯の照明ＬＥＤ化。市内全ての小中学
校の教室や体育館の照明ＬＥＤ化な
どを行ってまいりました。令和5年度
には、本庁舎、生涯学習センターなど
27施設の照明をＬＥＤ化するととも
に、総合保健福祉センターへの太陽
光パネルと蓄電池の設置に向けた取
組を開始いたしました。公用車につ
きましても、これまで保有している電
動車5台に加え、令和5年度には2台
の電気自動車を導入いたしました。
令和6年度にはさらに6台の電気自動
車を導入するなど計画的に更新を進
め、2030年までには全ての公用車を
電動車とすることを目指してまいり
ます。町内会や自治会に対しまして
も、令和5年度より防犯灯の設置・更
新にかかる補助の基数制限を撤廃
し、ＬＥＤ化の促進を図っております。

そのような中、昨年7月に首長が気
候変動・エネルギー政策に取り組むこ
とを誓約し、具体的な取組を積極的
に進めていく国際的な仕組みである
「世界気候エネルギー首長誓約（世
界首長誓約／日本）」の誓約書に、名
古屋大学にて署名いたしました。今
後、具体的な目標達成方策などに関
する「気候エネルギー行動計画」を
策定し、取組を推進してまいります。
なお、本市を始めとする「世界首長誓
約／日本」誓約団体と、「世界首長誓

画の策定を進めております。さらに
今後の東公園一帯の再整備に向け
て、スポーツ施設整備方針の検討も
行います。本年4月には、社会教育課
内に東公園整備推進室を設置すると
ともに、東公園一帯の整備に関する
業務推進のためのアドバイザーを招
聘いたします。

スポーツを行うための環境整備と
して、葉苅スポーツの家及び生涯学
習センターには、夏の暑い時期でも
安心してスポーツを楽しんでいただ
くことができるよう、壁掛けタイプの
スポットエアコンを整備いたします。
さらに生涯学習センターにおいて
は、屋外運動場やオムニコートの全
面的な改修も実施いたします。生涯
を通じて気軽にスポーツに親しむこ
とができるよう、引き続き生涯スポー
ツの推進を図ってまいります。

医療や介護が必要になった場合で
も、できる限り住み慣れた地域や自
宅で暮らし続けたいという願いを実
現するため、市では住まい・予防・生活
支援・医療・介護の5つの要素を一体
的に提供する、地域包括ケアシステ
ムの推進を図っております。海部医
療圏の7市町村が共同し、本市の神
守支所の1階に設置している「海部医
療圏在宅医療・介護連携支援セン
ター」において、在宅医療や介護
サービスなど、関係機関の切れ目な
い連携を行っております。

昨年12月に、本市と名古屋大学医
学部附属病院において、「社会保障
費の抑制を目指す共同研究プロジェ
クト」の開始に伴う締結式を行いまし
た。この事業は、ＮＨＫ、公共メディ
ア、新聞など、マスコミにも全国ネッ
トで取り上げられ、注目の事業となっ
ております。本市の65歳以上の住民
データから重症・重度化要因を特定
し、その要因に対する介入プログラ
ムを実施することで、社会保障費の
抑制にもつなげようというプロジェク
トであります。高齢者人口の増加に
よる介護需要の増大と介護人材の不
足が叫ばれる中、医療・介護のデータ
を分析・解析し、対策を講じていくこ
とは、超高齢社会を迎える上でさら
に重要となってまいります。今後も市
民の皆様の健康が一番！「健康応援
都市」を目指してまいります。

認知症の高齢者への支援といたし
ましては、令和5年度より、万が一他
人に怪我を負わせてしまったり、他人
のものを壊してしまったりしたときに
備えて、認知症の方などを被保険者

とする個人賠償責任保険に市の負担
で加入いたしました。行方不明にな
る恐れのある高齢者に対しては、自
宅に帰れなくなった際に早期発見、
保護できるようＱＲコード付きのラベ
ル・シールを配布いたしました。2025
年には高齢者の5人に1人が認知症に
なるとの予測もあり、認知症となって
も安心して暮らすことができる環境
を引き続き整えてまいります。

高齢者をはじめ、市民の皆様の安
心を守るため、昨年の11月に、株式会
社ottaと西尾張シーエーティーヴィ
株式会社と「見守りサービスの推進
に関する協定」を締結いたしました。
見守りサービスは、無線システムで
ある地域ＢＷＡを活用し、小さな見守
り用端末を持っている児童が、市内
のお店や企業などの見守りスポット
の周辺を通過したり、見守りアプリを
登録したスマートフォンなどとすれ
違ったりすることで、見守り端末の位
置を記録するものです。まずは市内

100万円の補助制度を、大幅に拡充
いたします。令和6年度からは、対象
区域を居住誘導区域と、市内にある
16団地に拡大いたします。対象者に
つきましても、これまでの新築住宅を
取得された方だけでなく、中古住宅
取得後にリフォームする方、中古住宅
を賃貸後リフォームする方も対象と
いたします。市内にある団地では、高
齢化や建物の老朽化が進んでおり、
日光川東エリアの青塚団地、喜多神
団地、葉苅団地、宇治団地、神守団
地、みずほ団地、こがね団地、下切住
宅、江南団地、百島団地、みどり台団
地の11団地と、日光川西エリアの永
宝団地、さかえ団地、上春日台団地、
下春日台団地、東愛宕住宅の5団地
の合計16団地の再生を、新しい居住
誘導施策で積極的に推進してまいり
ます。

補助金の加算要件につきまして
も、若年の子育て世帯が親世帯の近
くに居住することを後押しするため
に、親世帯と同居・近居の場合の加算
を設けるほか、地元事業者の活性化
のために、市内の事業者が施工した
場合にも、さらに加算をいたします。
補助金額は、新築住宅を取得した場
合や中古住宅を取得後リフォームし
た場合、最大150万円。中古住宅を賃
貸後リフォームする場合、最大170万
円となります。空き家対策のための
空家解体促進費補助金に関しても、
20万円から2.5倍の50万円に大幅に
増額いたします。この補助金は新築
住宅を取得した場合、併用ができ、最
大200万円となります。本市に居住す
る大きな後押しとなり、さらなる定住
促進につなげてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」についてご説明申し上げます。

津島市民病院は、この地域になく
てはならない病院として、海部医療
圏の医療を守る要となる中核病院と
しての役割を果たしております。私は
設置者として、市民の皆様から信頼
され続けるために取り組んでまいり
ました。新型コロナウイルスの感染
が拡大した時期は、市民の皆様の健
康な暮らしを守るために、医療従事
者が最前線に立って対応しました。市
民病院が今後も役割を果たしていく
ためには、経営の安定化を図ること
が必要不可欠です。
冒頭にも申し上げました通り、市民
病院の経営改善に取り組んできた結
果、平成29年度から6期連続で経常
収支黒字化を達成することができま
した。平成28年度末には約19億円
あった一時借入金につきましても令
和2年度に解消しております。

令和4年7月には、アフターコロナ
を見据えながら病院全体の課題を組
織横断的にマネジメントするため、経
営戦略部戦略企画室を設置しており
ます。医師や看護師、事務職も一体と
なって、ポストコロナに対応しながら、
積極的に経営強化を図っておりま
す。引き続き質の高い医療を提供し
ていくため、市と病院が一体となっ
て、安定的な運営を行ってまいりま
す。

市民の皆様がいつまでも健康で暮

らしていただくには、まずは一人ひと
りの健康づくりが重要となります。そ
のため、市では「笑顔で健幸大作戦！」
と銘打ち、スマートフォンのアプリを
活用して、毎日の歩数の記録や、自分
で決めた健康目標へのチャレンジな
ど、一人ひとりの健康習慣を応援して
おります。
昨年8月には、誰もが気軽に楽しく
体を動かすアイデアを募集する「こ
れってステップ？！コンテスト」を開催
いたしました。ウォーキングの可能性
を広げてステップを取り入れたアイ
デアなど、入賞アイデアは市内の
様々なところで展開してまいります。
現在、各小学校区別のウォーキング
コース作成に向けて、市民の皆様と
一緒になって検討しております。令和
6年度には、各小学校区で完成した
コースを巡るウォーキングイベント
を実施してまいります。

健康増進には、スポーツも非常に
有効です。市民の皆様が気軽に健康
づくりや体力づくりが行えるよう、ま
た、競技スポーツの技術向上につな
げていくことなど、スポーツ環境の充
実を図るため、現在、スポーツ推進計

令和6年第1回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、当初予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

市民の皆様からの厚いご信任を賜
り、市長3期目の職務に就かせていた
だき、任期の半ばである2年が経過し
ようとしております。市民の皆様から
お寄せいただきました信頼とご期待
にお応えするため、私のマニフェスト
としてお示しさせていただきました
「つしま成長戦略　第3弾」に掲げた
取組を加速させていくことが、私に
課せられた使命であり、決意を持って
「魅力マシマシ津島市」をキーワード
に、津島市のさらなる発展に全力を
尽くして、取り組んでまいる所存であ
ります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

さて、1月1日午後4時10分頃に、石
川県能登地方でマグニチュード7.6、
最大震度7の地震が発生しました。こ
の度の地震で、お亡くなりになられた

皆様に心からお悔やみを申し上げま
すとともに、被害に遭われた皆様に
お見舞いを申し上げます。
本市におきましては、発生日の夜

に消防職員が第1次緊急消防援助隊
として被災地支援に向かい、その後
も随時出動したほか、津島市民病院
の医師・看護師・薬剤師・臨床工学技
士がチームを組み、津島市民病院災
害派遣医療チームＤＭＡＴ隊として、
能登総合病院に向かい、被災者の皆
様に寄り添った活動を行っておりま
す。被災地への支援につきましては、
主に愛知県が被災地のニーズを踏ま
え調整を行っており、本市において
は、被災地への職員の派遣や市営住
宅の提供、ライフラインが途絶えて
いる高齢者施設入所者の受け入れ
など、速やかに対応をしております。

新型コロナウイルス感染症が5類
感染症に移行となり、経済活動の正
常化が進み、以前の活力ある暮らし
が戻りつつあります。市民病院にお
いては、院長を始めとする医師、看護
師などの医療職、事務職も含めて職
員一同が一丸となって新型コロナウ
イルス感染症に対応してまいりまし

た。今後も市民の皆様の命と健康を
守る要としての役割を果たしてまい
ります。

一方、物価高が続いている中、厳し
い状況に置かれている市民の皆様や
事業者の皆様に支援をお届けするた
め、令和2年度から実施してまいりま
した新型コロナウイルス感染症対策
を含めた物価高騰支援のための事
業として、令和5年度に実施いたしま
した小中学校給食費及び保育所・幼
稚園・認定こども園等の副食費無償
化をはじめ、これまでに第1弾から第
16弾まで177事業、総額約129億円の
事業に取り組んでまいりました。これ
らの事業は、市民の皆様や事業者の
皆様に寄り添って、しっかりと支援を
行うものであり、大きな成果があった
と考えております。

本市の財政状況は、私が市政を引
き継いだ10年前、非常に厳しいもの
でした。そのため、財政を健全化させ
るべく、事務事業の徹底的な見直し
などによる歳出の削減、様々な形で
の歳入の確保など、徹底的な行財政

改革を行ってまいりました。その結
果、平成26年度から令和4年度まで
の9年間における行財政改革の効果
額は、約91億3,000万円となり、市の
財務体質は大きく改善いたしました。
市の貯金にあたる財政調整基金
の残高は、平成25年度末時点では15
億9,800万円でしたが、令和4年度末
では約45億円と29億200万円増加、
率にして約2.8倍にすることができま
した。令和4年度末の市民一人あたり
の残高は、約7万4,000円となり、これ
は名古屋市を除く県内37市中7位と、
トップクラスの順位です。
株式会社東洋経済新報社が公表し

ております都市データパック2023年
版によりますと、津島市の財政健全
度ランキングは全国792市区中195
位となり、全国で上位4分の1に入り
ました。

市の実質的な借金にあたる臨時財
政対策債を除いた市債残高につきま
しては、ピーク時の平成11年度末に
は約219億円でしたが、令和4年度末
では、約59億円と約160億円減少、率
にして約27％、約4分の1に減少させ
ることができました。これにより令和
4年度末の市債残高は、名古屋市を
除く県内37市中4番目に少ない額と

なりました。文字通り借金が減り貯金
が増え、財政の健全化が達成されま
した。

市民病院の経営安定化につきまし
ても、市民病院が海部医療圏の医療
を守る要となる中核病院としての役
割を果たすとともに、市民の皆様か
ら信頼され続けられるように、安定的
な地域医療の推進を目指し、経営改
善の取組を進めてまいりました。そ
の結果、平成29年度から6期連続で
経常収支黒字化を達成するととも
に、平成28年度末に19億円あった一
時借入金を解消することができまし
た。借金にあたる企業債残高に関し
ても、ピーク時の平成17年度末には

約161億円でしたが、令和4年度末で
は、約67億円と約94億円減少、率にし
て約42％に減少させることができま
した。

このように財政の健全化と市民病
院の経営安定化を図ってきたことに
より、市の財務体質は大きく改善し、
津島市が次なるステップへ進むため
の準備ができました。そして、令和5
年度は「まちづくり再生と子育て支
援　2大プロジェクト」を進めてまい
りました。
1つ目のまちづくり再生として、正

面玄関である津島駅周辺の暮らしの
質を高める「津島Next　Move！」事
業や、北の玄関口となる青塚駅周辺
の整備計画、天王川公園の野外ス
テージの整備などのまちづくりへの
成長投資を進めております。2つ目の
子育て支援として、子どもが産まれる
前から産み育てるまで、丸ごと応援
する全国トップクラスの「子育て支援
トータルプラン」などの子育て支援
策を実施いたしました。市民の皆様
から「天王川公園がリニューアルさ
れて芝生広場で子どもたちも伸び伸
びと遊べてうれしい」「学校給食費の
無償化はとてもありがたい」など、多
くの喜びの声をいただいております。

いります。
このような子育て家庭に寄り添っ
た手厚い支援は、まさに日本一の支
援であると自負しております。

子育てに関する情報を提供してお
ります子育て情報アプリにつきまし
ても、昨年7月にリニューアルし、子育
ての記録を保存したり、予防接種や
イベントなどの情報がプッシュ通知
で届いたりと、これまで以上に使いや
すくなりました。今後も子育て情報を
充実してまいります。

同じく昨年7月には、こども家庭庁
が推進する、子どもたちが健やかで
幸せに成長できるような社会を実現
する「こどもまんなか宣言」の趣旨に
共感・賛同し、「こどもまんなか応援サ
ポーター」として活動することを宣言
いたしました。そして、市の子育て施
策を積極的にＰＲするために、「子育
て応援キャラクター」を募集いたしま
した。このキャラクターを使用しなが
ら、子どもとともに幸せに暮らすこと
ができるまちの実現を目指してまい
ります。

教育に関しましては、「豊かな人間
性と、よりよく生きる力を身につけた
人（津島っ子）」を育成するため、確か

な学力、健康・体力、豊かな人間性の
バランスのとれた力を育む特色ある
教育を推進しております。

令和4年度には、日本初となる規模
で、プログラミング可能な人型ロボッ
トやブロックを市内全ての小中学校
に導入し、児童・生徒が楽しみながら
役に立つプログラミング学習を実施
しております。「津島・プログラミング・
プロジェクト」の頭文字をとった「ＴＰ
Ｐ」と称して、昨年8月には市内4中学
校対抗で、「ＴＰＰコンテスト　プレ大
会」を開催いたしました。各学校とも
仲間と協力しながら創意工夫を凝ら
したプログラムが構成されておりま
した。令和6年度には、市内全ての小
中学校参加による本大会を開催する
予定をしており、今から大変楽しみに
しております。

全ての小中学校に設置をしており
ますコミュニティ・スクールでは、学
校・家庭・地域が一体となって、地域ぐ
るみで子どもの成長を見守る体制を
推進しております。中学校で実施して
おります学習支援「未来塾」につきま
しては、順次、中学校において実施さ
れており、引き続き、未来に生きる子
どものために、地域総がかりで子ども
たちを育てる環境を築いてまいりま
す。

今後ますますグローバル化が進む
社会の中で、重要となる子どもたち
の国際理解教育につきましては、全
ての小学校において、県内にある8つ
全ての領事館と連携した「領事館交
流プロジェクト」を市独自の施策とし
て実施しております。令和5年度は、
日本との国交150周年を記念して、ペ
ルーの学校と約14時間の時差を超
えてオンラインでの交流を行うなど、
各学校趣向を凝らした様々な取組を
行っております。今後もより一層の国
際理解を図るとともに、国際人として
未来に飛躍する人材育成を目指して
取り組んでまいります。

近年、全国的に増加傾向である不
登校の児童・生徒に対する支援とい
たしましては、拠点となる津島市教育
支援センターを、生涯学習センター
内と児童科学館内の2か所に設置し、
多様な価値観の中で、子どもたちの
様々な学びの場や、安心して過ごす
ことができる居場所となるよう、個別
学習や相談などを行っております。ま
た、校内教育支援センター「ほっと
ルーム」は、令和4年度に神守中学
校、令和5年度に藤浪中学校、令和6
年度には天王中学校と暁中学校で開

津島神社周辺におきましては、「尾
張津島観光センター」と「旧わざ・語
り・伝承の館」の解体を進め、令和7年
度までに官民連携による新たな賑わ
い拠点の整備を進めます。

津島駅と津島神社を結ぶ天王通り
におきましては、無電柱化に向け、愛
知県との調整を継続するほか、観光
交流センターや旧いちい信用金庫
天王通支店などを活用し、シビックプ
ライド醸成拠点や、まちなか交流広
場の整備に向けた準備を進めている
ところです。市が投資主体として、マ
チナカの再生に関する各種事業を着
実に進めることで、民間による宅地
開発の増加や店舗や医療などの都
市機能の開発も促進されるものとな
ります。そのためには、市としても定
住を促進させる新規事業として人口
の増加策も含めて、暮らしの質や賑
わいあるマチナカを実現していきま
す。本年3月には、古民家や空きス
ペースなどを展示会場としたアート
展を開催いたします。様々なアー
ティスト作品の鑑賞のほか、体験型
のワークショップもあり、津島の魅力
を五感で体感することができます。

天王川公園におきましては、昨年4
月よりパークＰＦＩによる民間事業者
の管理・運営が始まりました。昨年7月
には、津島市に本社を置く株式会社
宇佐美鉱油様及びグループ企業様
から多額のご寄附をいただき、野外
ステージやジョギングコースの整備
が完了いたしました。同じく昨年7月
にオープンしたスターバックスコー
ヒーも含め、市民の皆様から「天王川
公園で、家族でのんびり過ごすことが
でき、公園の魅力がアップした」、「若
者が多く訪れるようになり、生まれ変
わった」など、多くの喜びの声をいた
だいております。

令和6年度は、多くの公園利用者に
喜んでいただいている芝生広場を拡
張する整備事業のほか、中央トイレ
や北エリアのトイレの大規模修繕を
行い、さらに快適な公園となるよう整
備を進めてまいります。また、地球温
暖化の影響を受け、夏場では夜間に
ウォーキングなど、健康づくりを行う
公園利用者が増えてきています。春
夏秋冬を含め、公園の魅力を高める
ための「ライトアップ大作戦」を展開
し、引き続き市民の皆様に愛される
公園として整備を進めてまいります。
このほか天王川公園や津島神社への
アクセス向上として、都市計画道路
である橋詰又吉線の整備も推進して
まいります。

東西南北それぞれの玄関におきま
しても、「価値」を高めるための取組
を進めております。北の玄関である
青塚駅周辺では、駅へのメインとな
る県道蜂須賀白浜線の歩道整備の
早期事業化に向けて、愛知県に力強
く要望を進めていくほか、地域住民
の方と対話をしながら、駅前広場の

約／日本」事務局は、気候変動の緩
和及び気候変動への適応に対する取
組が評価され、昨年12月に「気候変
動アクション環境大臣表彰」において
大賞を受賞いたしました。

私たちは地球人です。地球の未来
に責任を持たなければなりません。
今後もこうした取組を着実に実行し、
市民の皆様や事業者の皆様と力を合
わせ、脱炭素型社会の実現に向けて
積極的に取り組んでまいります。そし
て、2050年までに二酸化炭素の排出
量を実質ゼロとすることを目指して
まいります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和6年度当初予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

まず、予算規模でありますが、一般
会計258億円、特別会計133億4,868
万8,000円、企業会計156億6,072万
2,000円で、これら全会計を合せます
と548億941万円となり、前年度の当
初予算と比較しますと、一般会計は
6.7％の増、特別会計は0.4％の増、企
業会計は1.2％の増、全会計では
3.5％の増となっております。一般会
計の予算規模としましては、過去3番
目で、文化会館の建設を行った平成7

年度、8年度を除くと、最大の規模と
なります。

次に、一般会計の歳入であります
が、根幹を成す市税収入は、83億
3,371万2,000円で、物価高対策とし
て個人住民税の定額減税を行うこと
から、前年度比1.9％の減となってお
りますが、定額減税による減収額を
除いた本来の市税収入としては、前
年度比0.5％の増と、コロナ禍からの
回復基調が続いております。また、地
方交付税は、33億8,000万円で、前年
度比9.0％の増、一方、地方交付税の
振替措置である臨時財政対策債は、
9,000万円で、前年度比70％の減で
計上しています。

次に、歳出でありますが、義務的経
費のうち人件費は39億3,824万4,000
円で、退職手当の増などにより、前年
度比6.4％、約2億4,000万円の増、扶
助費は、68億905万9,000円で、子育
てや福祉関係の給付費の増などによ
り、前年度比4.2％、約2億8,000万円
の増、投資的経費は、30億9,666万
6,000円で、31億円にせまる投資額に
なります。具体的には、道路などの基
盤整備の充実に加え、津島駅東側駅
前広場の整備、天王川公園の大規模
改修、南小学校と神守小学校の耐震

性貯水槽の設置、神島田小学校体育
館の改修や南文化センターなど、公
共施設の長寿命化改修などで、前年
度比31.9％、約7億5,000万円の大幅
増となっています。
令和6年度は、「まちづくり再生第2

弾による成長投資」、「子育て支援
トータルプランのさらなる充実」な
ど、未来の津島へ向けて、多くの重要
事業を計上する積極予算を編成いた
しました。

このため、予算編成にあたりまして
は、市の貯金ともいえる財政調整基
金から20億5,000万円を繰り入れて
おりますが、財政調整基金の残高は、
令和5年度末で約47億円まで増加す
る見込みであり、令和6年度当初予算
への繰入後でも、27億円ほどの残高
を維持できます。

津島市の財務体質は大きく改善し
ており、着実に安定してまいりまし
た。今後につきましても、行財政改革
などに不断に取り組み、持続的な行
政運営に努めながら、必要な事業を
効果的に展開することで、つしま成長
戦略を確実に推進してまいります。

結びにあたり、今議会には令和6年
度当初予算をはじめ、条例などの諸
議案を提出しております。いずれも
市政運営に欠くことのできないもの
ばかりであります。十分ご審議の上、
適切なるご議決をいただきますよう
お願い申し上げます。

設置や住宅などが建設できる土地利
用構想を進め、駅に近い立地を活か
したまちづくりを進めていきます。今
後、まちづくりに必要な下水道や道
路等の整備に向けた具体的な検討を
行ってまいります。東の玄関では、
2027年に西尾張中央道まで開通予
定であります名古屋津島線バイパス
の整備に合わせ、生涯学習センター
と東公園一帯を、スポーツと健康を
キーワードに、広域的な玄関にふさ
わしい位置づけをし、魅力向上を目
指してまいります。西の玄関では、検
討されている木曽川・長良川新架橋
の整備促進に向け、国や県に対して
積極的に働きかけを行ってまいりま
す。

本市では、令和2年3月に「津島市
歴史的風致維持向上計画」を策定
し、本市固有の歴史的風致を守り、育
て、継承し、地域の活性化につなげる
ことを目指しております。さらに次の
ステップとして、歴史的風致である景
観を計画的かつ確実性をもって保全
するため、景観計画の策定に着手い
たしました。良好な景観形成により、

調和がとれた町並みを目指してまい
ります。

企業誘致の状況につきましては、
これまで、宇治・白浜・鹿伏兎の3区域
約21万㎡に工場等の立地を誘導す
る区域を指定し、企業誘致を積極的
に推進した結果、区域の約8割に企業
を誘致することに成功しました。引き
続き企業誘致を進めるため、昨年10
月に越津・下切区域約18万㎡、本年1
月に下新田・大縄区域約3万㎡を区域

に追加いたしました。今後、新たな区
域の追加も検討しながら、より一層
精力的に企業誘致を推進してまいり
ます。

令和6年度は、新たな企業誘致推
進区域となる周辺の歩行者の安全環
境を確保していくために、宇治百町
線と神尾金柳線の歩道整備を進めて
いく予算を計上いたしました。

神守中町・神守下町及び唐臼地区
におきましては、建ぺい率と容積率
など建物の規制を緩和し、約68万㎡
をこれまで建築できなかった建物が
建築できるようになることで、土地利
用の促進を図ってまいりました。今議
会には、さらに中地地区約4万㎡にお
いて規制緩和を行うための条例改正
に関する議案を提出しております。今
後は、愛宕地区約7万㎡においても
規制緩和に向けて進めてまいりま
す。

先ほど2大プロジェクトを牽引し、
定住を促進させる事業の内容を申し
上げました。具体的にはこれまで神
守・唐臼地区で実施しておりました居
住用の新築住宅取得に対する最大

室し、4中学校全てにおいて開室して
まいります。これにより、これまで教
育支援センターに通室していた生徒
も、学校に登校するきっかけとなり、
友達などとのコミュニケーションが
取りやすくなるほか、学校行事への
参加なども可能となるものと考えて
おります。

経済的な理由により、お子さんを
小・中学校へ就学させるのにお困り
のご家庭に対しましては、学用品費や
給食費などの費用の一部を援助する
就学援助費の受給要件を拡大し、支
援の充実を図ります。家庭の経済的
な状況によって学習の機会に差が出
ることのないような学習支援も実施
いたします。

学校教育環境につきましては、こ
れまで全ての小中学校の普通教室
などへのエアコン設置、トイレの洋式
化、県内初となる体育館へのスポット
エアコンの整備などを行っており、現
在、学校施設の長寿命化改修に取り
組んでおります。

令和5年度には、神守中学校と蛭
間小学校の体育館の長寿命化改修
を行い、令和6年度には、神島田小学
校体育館の改修と、高台寺小学校体
育館の改修に向けた実施設計を行う
ほか、天王中学校に自転車置き場を
設置します。子どもたちが安全・安心

な学校生活を送ることができるよう、
計画的に整備を行ってまいります。

また、働いているなどの理由によ
り、保護者が昼間不在となる家庭の
子どもたちが放課後や長期の休み中
に、安全で楽しく過ごすための遊びや
生活の場となる学童保育につきまし
て、8つ全ての小学校区にこどもの家
を設置しております。

平成29年度には西小学校、平成30
年度には北小学校の敷地内にこども
の家を新築し、令和4年度には、学校
から遠方の位置にあった神守こども
の家を神守小学校敷地内に新築い
たしました。令和6年度は、私が4か所
目に手がける南こどもの家の新築に
向けての実施設計業務を進めるな
ど、今後も学童保育のさらなる環境
の充実を積極的に推進してまいりま
す。

子どもたちの健康・体力を向上さ
せる取組といたしましては、これまで
実施しておりました「総合的な子ども
の基礎体力向上大作戦」、通称ＳＫＩＰ
（スキップ）を発展させ、令和4年度か
ら小中学校において、縄跳び名人を
講師として招いた縄跳び教室や、

サーキットトレーニング教室を実施し
ております。未来の担い手としてたく
ましく生き抜くために、必要な健康と
体力をつけることを目指します。

健康・体力のもととなる学校給食に
つきましては、平成27年度から、「津
島市給食献立コンクール」を実施し、
児童生徒の考えた献立を給食に取り
入れております。子どもたちに安全・
安心な食を提供するため、有機農産
物を使用したオーガニック給食につ
きましても、段階的に導入を進めて
おり、子どもたちに笑顔で給食を食
べてもらえるよう、栄養バランスに優
れた心のこもった美味しい学校給食
を提供してまいります。

少子化対策として、若者に出会い
の機会を提供するため、尾張津島天
王祭宵祭開催日に、県内在住または
在勤の独身者を対象に、「天王祭de
ご縁結び」を開催する予定をしており
ます。

多くの学生が奨学金を受給し、就
職後、返還している状況の中で、企業
が従業員への奨学金返還支援制度
を導入することは、学生が企業選び
をする際の大きなポイントとなりま
す。このため愛知県では、令和6年度
から中小企業の人材確保を図ること
を目的に、従業員の奨学金返還を支
援する中小企業を対象に補助制度を
創設いたします。対象とする中小企
業等は、県への企業登録が必要であ
りますので、市といたしましても市内
中小企業等に積極的に働きかけてま
いります。

進め、北小学校においては、文化会
館に設置されている100トンの貯水
槽を活用いたします。今後も引き続
き全ての小中学校への設置に向けて
計画的に進めてまいります。

また、災害が発生した際の避難所
での生活のため、避難所用の資機材
を市で備蓄しております。寒い時期
の避難に備え、毛布や新たに簡易寝
袋も備蓄して寒さ対策を強化いたし
ます。大切な家族の一員であるペッ
トも一緒に避難することができるよ
う、公共施設のうち1か所をペットと
の同室避難所とするほか、指定避難
所である8小学校でも、ペットと同行
避難をされることを想定し、ケージや
ワンタッチテントなどの資機材を整
備いたします。

自宅から指定避難所まで離れてい
ることや、普段行き慣れない避難所
へ行くことへの不安を解消するた
め、県内初の取組として、民間施設を
緊急避難場所として活用し、緊急時
に速やかに避難できる体制を強化し
てまいります。

市役所本庁舎につきましては、災
害時には災害対策本部として機能さ
せる必要があることから、耐震化を
実施したほか、非常用の電源設備の
整備を行ってまいりました。災害時の
重要な施設である消防庁舎や、避難
所としても重要な錬成館をはじめ、主
な公共施設についても耐震化を実施

してまいりました。

災害対策本部においては、市民の
皆様の命を守るため、国・県・市が保有
する情報を一元化する必要があるこ
とから、様々な情報を一元的に可視
化できる防災支援システムを令和4
年度に構築いたしました。このシステ
ムを地域の自主防災組織と連携しな
がら活用していくことで、地域の減災
に結び付けてまいりたいと考えてお
ります。また、災害情報を市民の皆様
にお知らせするため、災害時の緊急
情報、避難所の開設状況、道路の冠
水状況の情報などを見ることができ
る防災情報専用サイト「つしま防災
ポータル　まもるくん」を新設いたし
ました。スマートフォンからでも閲覧
できますので、是非ご活用ください。
令和6年度より、75歳以上の高齢
者等、災害弱者の方々のうち、希望さ
れる方に対しては、緊急時に防災情
報が流れる専用ラジオを無償で貸し
出す事業を開始いたします。防災情
報を受信すると自動的に電源が入る
ものであり、情報をいち早く市民の
皆様が受けとっていただくことが可
能となります。

市では、災害時の情報収集にド
ローンの活用も進めております。災
害現場に行くことができない場合で
も、ドローンを飛行させて映像を撮
影し、その映像を災害対策本部で確

認することができることから、ドロー
ン人材20名の育成を目指し、令和4年
度から市職員のドローン操縦資格取
得に取り組んでおります。

災害時に避難場所として利用でき
る場を確保するため、現在、神守地区
において、都市公園の整備を行って
おります。神守小学校北エリアに約
2,500㎡、神守こども園西エリアに約
1,800㎡の広さの2つの公園につきま
しては、マンホールトイレ、東屋を設
置し、まもなく完成いたします。さら
に神守支所東エリアにも、約2,200㎡
の広さの3つ目の公園を整備するた
め、令和6年度から着工いたします。
今後はさらに神守中学校南エリアに
約4,500㎡の広さの4つ目の公園整
備を進めてまいります。

消防本部では、市民の皆様の命を
守るため、防災力の強化を図ってお
ります。本市の消防本部は、市域のほ
ぼ中央に位置しております。日光川
東側の一部の地域においては、救急
車の現場到着までの時間が課題と
なっておりました。そのため、交通量
が多い平日昼間帯に、神守支所に救
急車を待機させる救急ステーション
の実証運用を、昨年8月から本年3月
22日まで行っております。実際に救

配信を行うことで、効果的な情報発
信を行っております。

また、愛知大学や津島東高校と連
携し、「津島の魅力PRデザイン開発
プロジェクト」として、PR用ステッ
カーのデザイン制作を行っているほ
か、副業人材を活用し、PRちらしの
デザイン力を高めるとともに、津島
の魅力を広く動画配信しております。
今後も本市の「価値」をさらに高める
ため、「魅力マシマシ津島市」を積極
的に発信してまいります。

ふるさと納税の返礼品において
も、地場産業の活性化と地元特産品
のＰＲのため、全国に向けて積極的に
発信しております。特に、あらかじめ
蓄電ができ、災害時等の備えとして
役立つポータブル電源は大変好評で
あり、昨年12月に新たな返礼品とし

て加えた結果、12月のみで約5,400万
円のご寄附をいただいております。
今後もより一層の返礼品の充実のた
め、様々な工夫を凝らしながら取り組
んでまいります。

市が実施する地方創生プロジェク
トに対して企業から寄附をいただく
企業版ふるさと納税につきましても、
複数の企業から多額のご寄附をいた
だき、子育てや文化の継承、公園の
整備など、様々な分野で活用してお
ります。さらなる寄附をいただけるよ
う、引き続き企業に対して積極的に
働きかけを行ってまいります。

地域におきましては、交通安全や
防犯、福祉など、様々な課題解決に向
けて取り組んでいただいております
コミュニティ推進協議会等に対する
補助金を増額し、活動を支援いたし
ます。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」についてご説明申し上げま
す。

令和3年12月に策定いたしました
都市計画マスタープランでは、将来
に向けたまちづくり戦略として、津島
駅周辺を正面玄関として位置づける
とともに、市内の東西南北を玄関とし
て位置づけました。

昨年3月には、本市と名古屋鉄道株
式会社、ＵＲ都市機構の三者で、県内
初となる地域の持続的発展を目的
に、鉄道と連携したまちづくりを進め
ていく包括連携協定を締結しまし
た。名古屋鉄道株式会社とは、これま
でも「つしまちあるきキャンペーン」
など、本市の観光面でも協力を頂い
ているほか、ＵＲ都市機構を含めた三
者では、津島駅周辺でのマチナカの
再生に向けた社会実験でも協働の立
場でご参画いただいています。この
三者で同じまちづくりへのベクトル
を共有し、さらに進んだ未来に繋がる
事業を展開してまいります。それに
向け、令和5年度は、まちづくり再生
元年と位置付け、津島玄関まちづく
り構想「ゲートウェイプロジェクト」の
推進のため、津島市の「価値」を高め
る成長投資を行いました。さらに令
和6年度では、次へのステップ「まち
づくり再生」第2弾として、プロジェク
ト推進のための取組を加速してまい
ります。

津島駅周辺の正面玄関におきまし
ては、駅の東側に駅前広場・市民の交
流広場を整備するため、用地買収を
行ってまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いてご説明申し上げます。

 
この地域は、高い確率でマグニ
チュード8～9クラスの巨大地震が発
生することが予測され、地震による甚
大な被害が発生することが予想され
ております。また、近年、全国各地で
大雨による被害も頻発している中、
市民の皆様を誰一人として取り残す
ことのないよう、防災・減災対策を行
う必要があります。

災害時には、自助・共助・公助の3つ
が必要となります。大規模災害時に
は、救援物資が届くまでに時間を要
することから、自分の命は自分で守る
ことができるよう、日頃から7日分程
度の食料や、資機材などの備蓄と
いった「自助」の取組をお願いいたし
ます。能登半島地震では倒壊した家
屋の下敷きになった方が犠牲者の大
半を占めることが判明しました。市で
は地震から身を守るために、住宅の
無料耐震診断や住宅の耐震改修へ
の補助を行っております。令和6年度
は耐震診断に関する予算を5割増し
にするとともに、耐震改修の補助金
を100万円から150万円に大幅に拡
充するなど、耐震改修や除却に関す
る予算を2.7倍にし、市民の皆様の安
全を守ってまいります。また、災害時

に備え、窓ガラスが割れた際の破片
の飛び散りを防ぐための飛散防止
フィルムの貼り付けや、家具の転倒
防止金具の取り付けを無償で行って
おります。ご自身の命を守るため、ま
だ対策がお済みでない場合は、是非
ご利用ください。

市では、毎月第3日曜日を「家庭防
災の日」と定め、防災教室を定期的に
開催し、家庭において防災について
話し合うことを進めています。避難経
路や備蓄品の確認、家庭でできる対
策などについて話し合い、防災意識
を高めるきっかけとしていただきま
すようお願いいたします。
災害が起こった際、ご自身の力だ

けでは避難所へ避難することが困難
な方々につきましては、一人ひとりに
対して個別避難計画を作成し、地域
で活用することで取り残すことなく、
人的被害を最小限にとどめられるよ
う、地域で支援する「共助」の体制の
確立に全力を尽くしてまいります。

災害時にうろたえることなく行動
するためには、平時から訓練をしてお
く必要があります。自主防災組織を
はじめ、様々な主体と協働して防災
訓練を実施いたします。訓練には、
ゲーム形式も取り入れながら、いざと
いう時にきちんと実践できるような
内容としてまいりますので、積極的な
ご参加をお願いいたします。

なお、自主防災組織は、地域の防
災において、大変重要な役割を担っ
ております。近年の物価高騰の状況
等をふまえ、各小学校区の自主防災
組織の体制強化のため、令和6年度
より補助金を増額いたします。さらに
自主防災組織や町内会に所属する防
災関連委員の皆様が、万が一活動中
に怪我をしてしまったときなどに備え
て、市の負担で傷害保険及び損害賠
償保険に加入することで、より安心し
て活動していただくことができます。

「自助」・「共助」に加え、市では「公
助」といたしまして、災害時における
飲料水の確保のため、平成26年度か
ら水道管の耐震化を実施しておりま
す。これまでに災害時に避難所とな
る、東小学校・西小学校・南小学校・北
小学校・神守中学校・神守小学校をは
じめ、災害時の重要施設である市役
所、市民病院などへの水道管の耐震
化に対し、20億円を超える投資を
行ってまいりました。配水場から離れ
た地域である神島田小学校、高台寺
小学校、蛭間小学校には約3億円を
投資して耐震性貯水槽を設置いたし
ました。令和6年度には、南小学校と
神守小学校への設置工事を実施す
ると同時に、令和7年度、東小学校、西
小学校への設置に向け実施設計を

急車の到着時間が短縮するなどの効
果が出ており、地元の方からも好評
いただいておりますので、引き続き
運用を進めてまいります。

他の消防本部との連携・協力も進
めており、海部地域の消防本部とは
合同訓練や勉強会を開催しておりま
す。令和7年度からは津島市ほか名古
屋市を含む7消防本部と指令業務の
共同運用を開始します。これにより、
消防力の強化による住民サービスの
向上が期待できます。また、愛西市と
は、はしご車の共同整備についても
進めており、実現すれば県内初の試
みとなります。

地域防災に欠かすことのできない
消防団につきましては、消防団員の
訓練のための出動報酬を増額し、新
たな団員の確保に向けて充実を図る
とともに、神島田分団車庫の新築移
転に向けての準備を進めてまいりま
す。
このように、市民の皆様一人ひとり
に寄り添った防災対策を行ってまい
ります。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」についてご説明申し上げます。

本市は、津島神社や数多くの寺院、
歴史的な町並み、ユネスコ無形文化

遺産に登録された「尾張津島天王祭
の車楽舟行事」をはじめとする四季
折々の祭りをはじめ、市内各所に伝
承されている祭り、そして市民の皆様
に愛されている天王川公園や津島神
社など、誇るべき数多くの地域資源
が市内全域にあります。これらは他の
自治体にはない本市の大きな強みで
あります。

このような歴史的・文化的な遺産
を、地域総がかりで継承していくた
め、文化財保存活用地域計画の策定
に着手いたします。尾張津島天王祭
などの大規模な祭りだけではなく、市
内各地域の山車や神楽、市民の皆様
の生活の中に息づく文化など、地域
ごとに調査を実施して掘り起こしを行
い、保存・活用に向けて検討してまい
ります。

市の指定文化財である氷室作太夫
家住居につきましても、貴重な文化
財を後世に引き継ぐため、保存と活
用に関する方針を定める保存活用計
画を策定してまいります。

本市において祭りは誇るべきもの
であります。祭りを今後も維持すると
ともに、体制を強化するため、尾張津
島天王祭及び尾張津島秋まつりの関
係団体に対する報償費を増額し、活
動を支援いたします。

本市にゆかりがある世界的な芸術
家である横井照子さんは、本年で生
誕100周年を迎えます。その節目とな
る年に、その偉業を顕彰するととも
に、本市の文化振興に向けた機運を
醸成するため、本年11月に横井照子
展を開催いたします。数多くの素晴ら
しい芸術作品に触れることができま
すので、是非楽しみにしてください。

本市は、東海三県寺密度ナンバー
ワンであることを活かして、平成30年
度より御朱印イベント「津島てら・まち
御縁結び」を開催し、令和6年秋に第
20回目を迎えます。これを記念して、
「第20回津島てら・まち御縁結び記念
事業」を実施し、本市の魅力向上を図
ります。

こういった本市の魅力を、より多く
の方に知っていただくため、プロモー
ションにも力を入れております。ふる
さと津島応援広報大使である津島市
出身の神野大地選手には、本市の魅
力をＳＮＳ等で広く発信していただい
ております。

令和5年度には、市の公式ＬＩＮＥの
機能を拡大し、情報を伝えたいター
ゲットに対して、それぞれのニーズに
マッチした情報を配信するセグメント

▲シビックプライド醸成拠点　整備イメージ図

▲天王川公園の
「ライトアップ大作戦」(イメージ)

の小学1年生から3年生の児童に見
守り用の端末を無料で配布し、サー
ビスを開始したところであります。市
内全域における地域ＢＷＡの活用は
県内初となります。今後、高齢者の皆
様にも対象を拡大していくとともに、
見守りだけでなく、観光やまちづくり
の分野にも活用の範囲を広げてまい
ります。

ここ数年のコロナ禍においては、
感染防止のために不要不急の外出
自粛が求められ、その結果、地域活動
の縮小や、人との交流の減少といっ
た影響を及ぼしました。外出機会の
減少は、身体機能や認知機能の低下
が見られる「フレイル」の状態となる
方を増加させる恐れがあります。そ
のため、高齢者の皆様が、総合保健
福祉センター、生涯学習センター、神
島田公民館を使用する際の使用料を
半額にいたします。そして外出の機
会を増やしていただくとともに、総合
保健福祉センターにおいて交流する
ことができる拠点整備を行うなど、社
会参加の促進を図ってまいります。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どにマイカーを使うことができない、
あるいは今後使うことができなくな
る75歳以上の高齢者、移動が困難な
障がい者、妊産婦の皆様を対象とし
て、外出時のタクシー料金が半額と
なる、「津島おでかけタクシー事業」
を、昨年1月より開始いたしました。開
始より1年が経過し、これまでの利用
実績の累計は2万5,000件を超え、利
用登録者数も3,200人を超えており、

大変好評をいただいております。

障がいのある方への支援といたし
ましては、身体障がい、知的障がい、
精神障がいに加えて、難病、発達障が
い、強度行動障がい等、障がいのあ
るご本人やその家族の各種ニーズに
対応できる総合的な相談支援や専門
的な相談支援などを行う基幹相談支
援センターを、総合保健福祉セン
ターに設置いたします。
障がいのある児童への支援といた

しましては、障がいのある児童やその
家族への相談、障がい児を預かる施
設への援助・助言などを行う地域の中
核的な療育施設である児童発達支援
センターの設置に向け、未利用となっ
ております旧津島市立津島幼稚園の
民間活用を進めてまいります。

ここまでは、「つしま成長戦略」とし
て掲げた5つの項目に沿って説明し
てまいりました。このように、全ての
市民の皆様が心身ともに満たされた
状態である「ウェルビーイング」とな
ることを目指して取り組んでまいり
ます。

続きまして、この「つしま成長戦
略」の推進と並行して進めていくべ
き内容についてご説明いたします。

まずは、市民サービスの向上につ
ながるデジタル化です。社会が非常
に速いスピードで変化していく中、デ
ジタル技術を活用しながら従来の制
度等を変革し、様々な課題を解決す

るデジタル・トランスフォーメーション
「ＤＸ」を推進することが求められます。
本市では、デジタル技術を活用し

た窓口改革として、役所に「来ない」、
書類を「書かない」、手続きを「待た
せない」行政サービスの実現を目指
しております。令和4年度には、住民
票等のコンビニ交付、タブレット端末
による申請システム、「出生コー
ナー」や「おくやみコーナー」での窓
口ワンストップサービス、窓口の
キャッシュレス化などを導入いたしま
した。「出生コーナー」や「おくやみ
コーナー」は、専用カウンターを設置
して様々な部署で必要な各種手続き
をワンストップで行うことができるた
め、大変好評をいただいております。
令和6年度には、コンビニ交付の対象
サービスに所得課税証明書・納税証
明書を追加し、さらに市民サービス
の充実を図ることにより、「デジタル
化で、しあわせ実感都市、つしま」の
実現を目指してまいります。

このようなデジタル技術の活用
は、市民の皆様の利便性を向上させ
るだけでなく、職員の働き方改革に
もつながります。令和6年度は、ＡＩを
活用した議事録作成支援システムを
導入することで、効率化できる部分
はデジタルに任せ、市民の皆様との
対話や、新たに実施する事業の検討
など、職員は職員にしかできない業
務を担うことで、市民サービスのさら
なる向上を図ってまいります。

他自治体との連携についても進め
ております。藤まつりにおける江南市
や岐阜県羽島市との連携、ひつじサ
ミット尾州における一宮市や岐阜県
羽島市との連携、岐阜県海津市コ

アートでまちづくり
体験型のワークショップで
津島の魅力を五感で体感 天王川公園がリニューアル！

令和5年4月より
パークＰＦＩによる民間事業者の

管理・運営が開始

天王川公園整備 第2弾
・芝生広場の拡張整備
・トイレの大規模修繕
・ライトアップ大作戦の展開

津島市の各玄関において
まちづくりを推進中！

県道蜂須賀白浜線の歩道整備の
早期事業化に向け、県に要望

生涯学習センター・東公園一帯を
広域的な玄関にふさわしい位置づ
けをし、魅力向上を目指す

木曽川・長良川新架橋の整備促進
に向け、国や県に働きかけ

東の玄関

西の玄関

青塚駅周辺北の玄関
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令和6年度は、次へのステップ第2
弾として、「まちづくり再生」につきま
しては、津島神社周辺の新たな賑わ
い拠点、観光交流センター周辺の新
たな交流拠点の供用開始に向け、賑
わいの「核」となる拠点の整備がいよ
いよ動き出します。本市の「価値」を
高め、わくわくするまちづくりを進め
てまいります。
「子育て支援」につきましては、第2
子以降の保育料の完全無料化、3歳
から5歳児までの保育所・幼稚園・認定
こども園等の副食費の半額補助及び
市立小中学校の給食費の完全無償
化、0歳児を対象としてご希望の子育
て用品を無料で自宅にお届けする
「子育てサポート選べる無料定期便」
など、全国トップクラスの子育て支援
を引き続き展開し、安心して出産、子
育てができる環境づくりを進めてま
いります。

そして、この2大プロジェクトを牽
引し、定住を促進させる新規事業を
実施いたします。事業の内容としまし
ては、後ほど詳しくご説明いたします
が、津島駅周辺の旧津島エリア、地区
計画区域の神守、唐臼エリアにおい
て新築住宅を取得した方やリフォー
ムをした方に要件に応じて補助金を
交付するもので、本市への定住を促
進させ、人を呼び込むまちづくりを目
指してまいります。

昨年、ハラスメントや不適切発言

のない働きやすい職場を築いていく
ため、過去10年間にわたる実態調査
として、職場環境改善のためのアン
ケート調査を実施いたしました。第三
者委員会からいただいた最終報告書
の、研修の実施、弁護士による相談窓
口の創設などを含む7つの提言に、専
門家の支援を受けながら、しっかりと
着実に対応し、ハラスメントのない職
場の環境改善に取り組んでまいりま
す。
令和6年度に実施する主な施策に

ついて、「つしま成長戦略　第3弾」と
して掲げている5つの項目ごとにご説
明いたします。
まず、「つしま成長戦略」の1点目、

「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついてご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、本市の
「宝」です。子どもたちの健やかな育
成を図り、「子育てするなら、つしま」
の実現に向けて邁進してまいりま
す。そのため令和5年度より、子ども
が産まれる前から産み育てるまで、
丸ごと支援を行う「子育て支援トータ
ルプラン」として、5つの子育て支援
策を実施しております。
1つ目の支援は、18歳まで所得制

限なしの子ども医療費完全無料化の

継続。2つ目の支援は、第2子以降の
保育料も所得制限なしの完全無料
化。3つ目の支援は、3歳から5歳児ま
での保育所・幼稚園・認定こども園等
の副食費の半額補助及び市立小中
学校の給食費の無償化。4つ目の支
援は、0歳児を対象としてご希望の子
育て用品を無料で自宅にお届けする
「選べる無料定期便」。5つ目の支援
は、保育所・認定こども園等における
使用済み紙おむつの保護者持ち帰り
の廃止です。
3つ目の保育所・幼稚園・認定こども
園等の副食費及び市立小中学校の
給食費につきましては、昨年4月から
6月までは半額を無償化し、7月から
本年3月までは、物価高騰の影響を
受けている子育て家庭を支援するた
め、完全無償化に拡大いたしました。
市立小中学校の給食費につきまして
は、令和6年度につきましても、完全
無償化を継続いたします。
これらの5つの子育て支援のほか、
年齢期に応じた様々な支援を実施し
ております「こんにちは赤ちゃん訪
問」では、子育てを応援するため、「お
めでとう」の気持ちを込めて、生後2
か月を迎える赤ちゃんのいる全ての
ご家庭を訪問しており、大変好評を
いただいております。これらの支援
は、令和6年度も継続してまいりま
す。

また、令和6年度より、「こども家庭
センター」を総合保健福祉センター
の2階に開設し、母子保健と児童福祉
の機能を一体的に運営することで、
両部門が連携・協働を深め、切れ目の
ない支援を行うための相談体制を強
化いたします。さらに相談支援だけ
でなく、支援を必要とされる全ての
子どもたちや妊産婦の皆様等へのサ
ポートプランの作成、多様な家庭環
境への支援体制を充実・強化するた
めの地域資源の開拓なども担ってま

ミュニティバスの津島駅への乗り入
れなど、自治体の枠を超えた連携・協
力を推進してまいります。

市政運営を進める上で、最も重要
なことは、市民の皆様の声を聞くこと
だと考えております。そのため、市民
の皆様の声をお聞きする機会とし
て、令和4年度と令和5年度にタウン
ミーティングを開催いたしました。令
和4年度には、市内8つのコミュニティ
推進協議会それぞれと、令和5年度に
は、市内で定期的に活動する団体を
対象として15回開催いたしました。令
和6年度につきましても私が自ら市
政について市民の皆様にご説明する
機会を設けます。是非ご参加ください。

市民の皆様が安心して暮らすため
には、様々な人権課題が解消され、一
人ひとりの人権が尊重されることが
重要であります。人権啓発や地域住
民の福祉の向上、交流の拠点施設で
ある南文化センターは、建物及び設
備の老朽化に対応するため、大規模
改修工事を実施してまいります。今
後も新たに生まれ変わる南文化セン
ターにおいて、地域交流促進事業や
生活上の相談事業の充実を図ってま
いります。
また、産業廃棄物処理施設等を設
置する際に、事業者と関係住民とのト
ラブルを防ぐための条例を制定して
まいります。

職員の声を聞く場も設けておりま
す。令和4年度からは、若手・中堅職員
との意見交換会を開催し、担当業務
で日頃感じていること、将来の自分
や市政運営に対する考え方などにつ
いて意見交換を行っております。今

後も、職員の声に耳を傾け、風通しの
良い職場環境づくりに取り組んでま
いります。

職員が事務改善や施策等の提案
を行うことができる職員提案制度に
つきましても、自分らしさや新しい視
点を自ら取り入れて働き方を工夫す
る「ジョブ・クラフティング提案制度」
として、令和5年度からリニューアルいた
しました。「Go Beyond Yourself～
昨日の自分を超えろ～」をキャッチフ
レーズとし、電子システムからの提案
を導入したほか、職員投票や若手職
員による審査委員会を設置するな
ど、より一層活用しやすい制度とな
り、令和5年度には、9件の提案があり
ました。職員の「Not Yet（まだできる）」
の精神を育みながら、創造力や研究
心、市政運営への参加意欲の向上を
目指しております。

私たちは、私たちが暮らすこの地
球の環境を守り、急速に進む地球温
暖化に歯止めをかけることを考えな
ければなりません。本市では、これま
でも地球温暖化対策として様々な取
組を実施してまいりました。市役所本
庁舎における省エネ効果の高い空調
設備への改修。市民病院における空

調用熱源の更新やＬＥＤ照明等の導
入。市が管理する全ての道路灯・公園
灯の照明ＬＥＤ化。市内全ての小中学
校の教室や体育館の照明ＬＥＤ化な
どを行ってまいりました。令和5年度
には、本庁舎、生涯学習センターなど
27施設の照明をＬＥＤ化するととも
に、総合保健福祉センターへの太陽
光パネルと蓄電池の設置に向けた取
組を開始いたしました。公用車につ
きましても、これまで保有している電
動車5台に加え、令和5年度には2台
の電気自動車を導入いたしました。
令和6年度にはさらに6台の電気自動
車を導入するなど計画的に更新を進
め、2030年までには全ての公用車を
電動車とすることを目指してまいり
ます。町内会や自治会に対しまして
も、令和5年度より防犯灯の設置・更
新にかかる補助の基数制限を撤廃
し、ＬＥＤ化の促進を図っております。

そのような中、昨年7月に首長が気
候変動・エネルギー政策に取り組むこ
とを誓約し、具体的な取組を積極的
に進めていく国際的な仕組みである
「世界気候エネルギー首長誓約（世
界首長誓約／日本）」の誓約書に、名
古屋大学にて署名いたしました。今
後、具体的な目標達成方策などに関
する「気候エネルギー行動計画」を
策定し、取組を推進してまいります。
なお、本市を始めとする「世界首長誓
約／日本」誓約団体と、「世界首長誓

画の策定を進めております。さらに
今後の東公園一帯の再整備に向け
て、スポーツ施設整備方針の検討も
行います。本年4月には、社会教育課
内に東公園整備推進室を設置すると
ともに、東公園一帯の整備に関する
業務推進のためのアドバイザーを招
聘いたします。

スポーツを行うための環境整備と
して、葉苅スポーツの家及び生涯学
習センターには、夏の暑い時期でも
安心してスポーツを楽しんでいただ
くことができるよう、壁掛けタイプの
スポットエアコンを整備いたします。
さらに生涯学習センターにおいて
は、屋外運動場やオムニコートの全
面的な改修も実施いたします。生涯
を通じて気軽にスポーツに親しむこ
とができるよう、引き続き生涯スポー
ツの推進を図ってまいります。

医療や介護が必要になった場合で
も、できる限り住み慣れた地域や自
宅で暮らし続けたいという願いを実
現するため、市では住まい・予防・生活
支援・医療・介護の5つの要素を一体
的に提供する、地域包括ケアシステ
ムの推進を図っております。海部医
療圏の7市町村が共同し、本市の神
守支所の1階に設置している「海部医
療圏在宅医療・介護連携支援セン
ター」において、在宅医療や介護
サービスなど、関係機関の切れ目な
い連携を行っております。

昨年12月に、本市と名古屋大学医
学部附属病院において、「社会保障
費の抑制を目指す共同研究プロジェ
クト」の開始に伴う締結式を行いまし
た。この事業は、ＮＨＫ、公共メディ
ア、新聞など、マスコミにも全国ネッ
トで取り上げられ、注目の事業となっ
ております。本市の65歳以上の住民
データから重症・重度化要因を特定
し、その要因に対する介入プログラ
ムを実施することで、社会保障費の
抑制にもつなげようというプロジェク
トであります。高齢者人口の増加に
よる介護需要の増大と介護人材の不
足が叫ばれる中、医療・介護のデータ
を分析・解析し、対策を講じていくこ
とは、超高齢社会を迎える上でさら
に重要となってまいります。今後も市
民の皆様の健康が一番！「健康応援
都市」を目指してまいります。

認知症の高齢者への支援といたし
ましては、令和5年度より、万が一他
人に怪我を負わせてしまったり、他人
のものを壊してしまったりしたときに
備えて、認知症の方などを被保険者

とする個人賠償責任保険に市の負担
で加入いたしました。行方不明にな
る恐れのある高齢者に対しては、自
宅に帰れなくなった際に早期発見、
保護できるようＱＲコード付きのラベ
ル・シールを配布いたしました。2025
年には高齢者の5人に1人が認知症に
なるとの予測もあり、認知症となって
も安心して暮らすことができる環境
を引き続き整えてまいります。

高齢者をはじめ、市民の皆様の安
心を守るため、昨年の11月に、株式会
社ottaと西尾張シーエーティーヴィ
株式会社と「見守りサービスの推進
に関する協定」を締結いたしました。
見守りサービスは、無線システムで
ある地域ＢＷＡを活用し、小さな見守
り用端末を持っている児童が、市内
のお店や企業などの見守りスポット
の周辺を通過したり、見守りアプリを
登録したスマートフォンなどとすれ
違ったりすることで、見守り端末の位
置を記録するものです。まずは市内

100万円の補助制度を、大幅に拡充
いたします。令和6年度からは、対象
区域を居住誘導区域と、市内にある
16団地に拡大いたします。対象者に
つきましても、これまでの新築住宅を
取得された方だけでなく、中古住宅
取得後にリフォームする方、中古住宅
を賃貸後リフォームする方も対象と
いたします。市内にある団地では、高
齢化や建物の老朽化が進んでおり、
日光川東エリアの青塚団地、喜多神
団地、葉苅団地、宇治団地、神守団
地、みずほ団地、こがね団地、下切住
宅、江南団地、百島団地、みどり台団
地の11団地と、日光川西エリアの永
宝団地、さかえ団地、上春日台団地、
下春日台団地、東愛宕住宅の5団地
の合計16団地の再生を、新しい居住
誘導施策で積極的に推進してまいり
ます。

補助金の加算要件につきまして
も、若年の子育て世帯が親世帯の近
くに居住することを後押しするため
に、親世帯と同居・近居の場合の加算
を設けるほか、地元事業者の活性化
のために、市内の事業者が施工した
場合にも、さらに加算をいたします。
補助金額は、新築住宅を取得した場
合や中古住宅を取得後リフォームし
た場合、最大150万円。中古住宅を賃
貸後リフォームする場合、最大170万
円となります。空き家対策のための
空家解体促進費補助金に関しても、
20万円から2.5倍の50万円に大幅に
増額いたします。この補助金は新築
住宅を取得した場合、併用ができ、最
大200万円となります。本市に居住す
る大きな後押しとなり、さらなる定住
促進につなげてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」についてご説明申し上げます。

津島市民病院は、この地域になく
てはならない病院として、海部医療
圏の医療を守る要となる中核病院と
しての役割を果たしております。私は
設置者として、市民の皆様から信頼
され続けるために取り組んでまいり
ました。新型コロナウイルスの感染
が拡大した時期は、市民の皆様の健
康な暮らしを守るために、医療従事
者が最前線に立って対応しました。市
民病院が今後も役割を果たしていく
ためには、経営の安定化を図ること
が必要不可欠です。
冒頭にも申し上げました通り、市民
病院の経営改善に取り組んできた結
果、平成29年度から6期連続で経常
収支黒字化を達成することができま
した。平成28年度末には約19億円
あった一時借入金につきましても令
和2年度に解消しております。

令和4年7月には、アフターコロナ
を見据えながら病院全体の課題を組
織横断的にマネジメントするため、経
営戦略部戦略企画室を設置しており
ます。医師や看護師、事務職も一体と
なって、ポストコロナに対応しながら、
積極的に経営強化を図っておりま
す。引き続き質の高い医療を提供し
ていくため、市と病院が一体となっ
て、安定的な運営を行ってまいりま
す。

市民の皆様がいつまでも健康で暮

らしていただくには、まずは一人ひと
りの健康づくりが重要となります。そ
のため、市では「笑顔で健幸大作戦！」
と銘打ち、スマートフォンのアプリを
活用して、毎日の歩数の記録や、自分
で決めた健康目標へのチャレンジな
ど、一人ひとりの健康習慣を応援して
おります。
昨年8月には、誰もが気軽に楽しく
体を動かすアイデアを募集する「こ
れってステップ？！コンテスト」を開催
いたしました。ウォーキングの可能性
を広げてステップを取り入れたアイ
デアなど、入賞アイデアは市内の
様々なところで展開してまいります。
現在、各小学校区別のウォーキング
コース作成に向けて、市民の皆様と
一緒になって検討しております。令和
6年度には、各小学校区で完成した
コースを巡るウォーキングイベント
を実施してまいります。

健康増進には、スポーツも非常に
有効です。市民の皆様が気軽に健康
づくりや体力づくりが行えるよう、ま
た、競技スポーツの技術向上につな
げていくことなど、スポーツ環境の充
実を図るため、現在、スポーツ推進計

令和6年第1回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、当初予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

市民の皆様からの厚いご信任を賜
り、市長3期目の職務に就かせていた
だき、任期の半ばである2年が経過し
ようとしております。市民の皆様から
お寄せいただきました信頼とご期待
にお応えするため、私のマニフェスト
としてお示しさせていただきました
「つしま成長戦略　第3弾」に掲げた
取組を加速させていくことが、私に
課せられた使命であり、決意を持って
「魅力マシマシ津島市」をキーワード
に、津島市のさらなる発展に全力を
尽くして、取り組んでまいる所存であ
ります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

さて、1月1日午後4時10分頃に、石
川県能登地方でマグニチュード7.6、
最大震度7の地震が発生しました。こ
の度の地震で、お亡くなりになられた

皆様に心からお悔やみを申し上げま
すとともに、被害に遭われた皆様に
お見舞いを申し上げます。
本市におきましては、発生日の夜

に消防職員が第1次緊急消防援助隊
として被災地支援に向かい、その後
も随時出動したほか、津島市民病院
の医師・看護師・薬剤師・臨床工学技
士がチームを組み、津島市民病院災
害派遣医療チームＤＭＡＴ隊として、
能登総合病院に向かい、被災者の皆
様に寄り添った活動を行っておりま
す。被災地への支援につきましては、
主に愛知県が被災地のニーズを踏ま
え調整を行っており、本市において
は、被災地への職員の派遣や市営住
宅の提供、ライフラインが途絶えて
いる高齢者施設入所者の受け入れ
など、速やかに対応をしております。

新型コロナウイルス感染症が5類
感染症に移行となり、経済活動の正
常化が進み、以前の活力ある暮らし
が戻りつつあります。市民病院にお
いては、院長を始めとする医師、看護
師などの医療職、事務職も含めて職
員一同が一丸となって新型コロナウ
イルス感染症に対応してまいりまし

た。今後も市民の皆様の命と健康を
守る要としての役割を果たしてまい
ります。

一方、物価高が続いている中、厳し
い状況に置かれている市民の皆様や
事業者の皆様に支援をお届けするた
め、令和2年度から実施してまいりま
した新型コロナウイルス感染症対策
を含めた物価高騰支援のための事
業として、令和5年度に実施いたしま
した小中学校給食費及び保育所・幼
稚園・認定こども園等の副食費無償
化をはじめ、これまでに第1弾から第
16弾まで177事業、総額約129億円の
事業に取り組んでまいりました。これ
らの事業は、市民の皆様や事業者の
皆様に寄り添って、しっかりと支援を
行うものであり、大きな成果があった
と考えております。

本市の財政状況は、私が市政を引
き継いだ10年前、非常に厳しいもの
でした。そのため、財政を健全化させ
るべく、事務事業の徹底的な見直し
などによる歳出の削減、様々な形で
の歳入の確保など、徹底的な行財政

改革を行ってまいりました。その結
果、平成26年度から令和4年度まで
の9年間における行財政改革の効果
額は、約91億3,000万円となり、市の
財務体質は大きく改善いたしました。
市の貯金にあたる財政調整基金
の残高は、平成25年度末時点では15
億9,800万円でしたが、令和4年度末
では約45億円と29億200万円増加、
率にして約2.8倍にすることができま
した。令和4年度末の市民一人あたり
の残高は、約7万4,000円となり、これ
は名古屋市を除く県内37市中7位と、
トップクラスの順位です。
株式会社東洋経済新報社が公表し

ております都市データパック2023年
版によりますと、津島市の財政健全
度ランキングは全国792市区中195
位となり、全国で上位4分の1に入り
ました。

市の実質的な借金にあたる臨時財
政対策債を除いた市債残高につきま
しては、ピーク時の平成11年度末に
は約219億円でしたが、令和4年度末
では、約59億円と約160億円減少、率
にして約27％、約4分の1に減少させ
ることができました。これにより令和
4年度末の市債残高は、名古屋市を
除く県内37市中4番目に少ない額と

なりました。文字通り借金が減り貯金
が増え、財政の健全化が達成されま
した。

市民病院の経営安定化につきまし
ても、市民病院が海部医療圏の医療
を守る要となる中核病院としての役
割を果たすとともに、市民の皆様か
ら信頼され続けられるように、安定的
な地域医療の推進を目指し、経営改
善の取組を進めてまいりました。そ
の結果、平成29年度から6期連続で
経常収支黒字化を達成するととも
に、平成28年度末に19億円あった一
時借入金を解消することができまし
た。借金にあたる企業債残高に関し
ても、ピーク時の平成17年度末には

約161億円でしたが、令和4年度末で
は、約67億円と約94億円減少、率にし
て約42％に減少させることができま
した。

このように財政の健全化と市民病
院の経営安定化を図ってきたことに
より、市の財務体質は大きく改善し、
津島市が次なるステップへ進むため
の準備ができました。そして、令和5
年度は「まちづくり再生と子育て支
援　2大プロジェクト」を進めてまい
りました。
1つ目のまちづくり再生として、正

面玄関である津島駅周辺の暮らしの
質を高める「津島Next　Move！」事
業や、北の玄関口となる青塚駅周辺
の整備計画、天王川公園の野外ス
テージの整備などのまちづくりへの
成長投資を進めております。2つ目の
子育て支援として、子どもが産まれる
前から産み育てるまで、丸ごと応援
する全国トップクラスの「子育て支援
トータルプラン」などの子育て支援
策を実施いたしました。市民の皆様
から「天王川公園がリニューアルさ
れて芝生広場で子どもたちも伸び伸
びと遊べてうれしい」「学校給食費の
無償化はとてもありがたい」など、多
くの喜びの声をいただいております。

いります。
このような子育て家庭に寄り添っ
た手厚い支援は、まさに日本一の支
援であると自負しております。

子育てに関する情報を提供してお
ります子育て情報アプリにつきまし
ても、昨年7月にリニューアルし、子育
ての記録を保存したり、予防接種や
イベントなどの情報がプッシュ通知
で届いたりと、これまで以上に使いや
すくなりました。今後も子育て情報を
充実してまいります。

同じく昨年7月には、こども家庭庁
が推進する、子どもたちが健やかで
幸せに成長できるような社会を実現
する「こどもまんなか宣言」の趣旨に
共感・賛同し、「こどもまんなか応援サ
ポーター」として活動することを宣言
いたしました。そして、市の子育て施
策を積極的にＰＲするために、「子育
て応援キャラクター」を募集いたしま
した。このキャラクターを使用しなが
ら、子どもとともに幸せに暮らすこと
ができるまちの実現を目指してまい
ります。

教育に関しましては、「豊かな人間
性と、よりよく生きる力を身につけた
人（津島っ子）」を育成するため、確か

な学力、健康・体力、豊かな人間性の
バランスのとれた力を育む特色ある
教育を推進しております。

令和4年度には、日本初となる規模
で、プログラミング可能な人型ロボッ
トやブロックを市内全ての小中学校
に導入し、児童・生徒が楽しみながら
役に立つプログラミング学習を実施
しております。「津島・プログラミング・
プロジェクト」の頭文字をとった「ＴＰ
Ｐ」と称して、昨年8月には市内4中学
校対抗で、「ＴＰＰコンテスト　プレ大
会」を開催いたしました。各学校とも
仲間と協力しながら創意工夫を凝ら
したプログラムが構成されておりま
した。令和6年度には、市内全ての小
中学校参加による本大会を開催する
予定をしており、今から大変楽しみに
しております。

全ての小中学校に設置をしており
ますコミュニティ・スクールでは、学
校・家庭・地域が一体となって、地域ぐ
るみで子どもの成長を見守る体制を
推進しております。中学校で実施して
おります学習支援「未来塾」につきま
しては、順次、中学校において実施さ
れており、引き続き、未来に生きる子
どものために、地域総がかりで子ども
たちを育てる環境を築いてまいりま
す。

今後ますますグローバル化が進む
社会の中で、重要となる子どもたち
の国際理解教育につきましては、全
ての小学校において、県内にある8つ
全ての領事館と連携した「領事館交
流プロジェクト」を市独自の施策とし
て実施しております。令和5年度は、
日本との国交150周年を記念して、ペ
ルーの学校と約14時間の時差を超
えてオンラインでの交流を行うなど、
各学校趣向を凝らした様々な取組を
行っております。今後もより一層の国
際理解を図るとともに、国際人として
未来に飛躍する人材育成を目指して
取り組んでまいります。

近年、全国的に増加傾向である不
登校の児童・生徒に対する支援とい
たしましては、拠点となる津島市教育
支援センターを、生涯学習センター
内と児童科学館内の2か所に設置し、
多様な価値観の中で、子どもたちの
様々な学びの場や、安心して過ごす
ことができる居場所となるよう、個別
学習や相談などを行っております。ま
た、校内教育支援センター「ほっと
ルーム」は、令和4年度に神守中学
校、令和5年度に藤浪中学校、令和6
年度には天王中学校と暁中学校で開

津島神社周辺におきましては、「尾
張津島観光センター」と「旧わざ・語
り・伝承の館」の解体を進め、令和7年
度までに官民連携による新たな賑わ
い拠点の整備を進めます。

津島駅と津島神社を結ぶ天王通り
におきましては、無電柱化に向け、愛
知県との調整を継続するほか、観光
交流センターや旧いちい信用金庫
天王通支店などを活用し、シビックプ
ライド醸成拠点や、まちなか交流広
場の整備に向けた準備を進めている
ところです。市が投資主体として、マ
チナカの再生に関する各種事業を着
実に進めることで、民間による宅地
開発の増加や店舗や医療などの都
市機能の開発も促進されるものとな
ります。そのためには、市としても定
住を促進させる新規事業として人口
の増加策も含めて、暮らしの質や賑
わいあるマチナカを実現していきま
す。本年3月には、古民家や空きス
ペースなどを展示会場としたアート
展を開催いたします。様々なアー
ティスト作品の鑑賞のほか、体験型
のワークショップもあり、津島の魅力
を五感で体感することができます。

天王川公園におきましては、昨年4
月よりパークＰＦＩによる民間事業者
の管理・運営が始まりました。昨年7月
には、津島市に本社を置く株式会社
宇佐美鉱油様及びグループ企業様
から多額のご寄附をいただき、野外
ステージやジョギングコースの整備
が完了いたしました。同じく昨年7月
にオープンしたスターバックスコー
ヒーも含め、市民の皆様から「天王川
公園で、家族でのんびり過ごすことが
でき、公園の魅力がアップした」、「若
者が多く訪れるようになり、生まれ変
わった」など、多くの喜びの声をいた
だいております。

令和6年度は、多くの公園利用者に
喜んでいただいている芝生広場を拡
張する整備事業のほか、中央トイレ
や北エリアのトイレの大規模修繕を
行い、さらに快適な公園となるよう整
備を進めてまいります。また、地球温
暖化の影響を受け、夏場では夜間に
ウォーキングなど、健康づくりを行う
公園利用者が増えてきています。春
夏秋冬を含め、公園の魅力を高める
ための「ライトアップ大作戦」を展開
し、引き続き市民の皆様に愛される
公園として整備を進めてまいります。
このほか天王川公園や津島神社への
アクセス向上として、都市計画道路
である橋詰又吉線の整備も推進して
まいります。

東西南北それぞれの玄関におきま
しても、「価値」を高めるための取組
を進めております。北の玄関である
青塚駅周辺では、駅へのメインとな
る県道蜂須賀白浜線の歩道整備の
早期事業化に向けて、愛知県に力強
く要望を進めていくほか、地域住民
の方と対話をしながら、駅前広場の

約／日本」事務局は、気候変動の緩
和及び気候変動への適応に対する取
組が評価され、昨年12月に「気候変
動アクション環境大臣表彰」において
大賞を受賞いたしました。

私たちは地球人です。地球の未来
に責任を持たなければなりません。
今後もこうした取組を着実に実行し、
市民の皆様や事業者の皆様と力を合
わせ、脱炭素型社会の実現に向けて
積極的に取り組んでまいります。そし
て、2050年までに二酸化炭素の排出
量を実質ゼロとすることを目指して
まいります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和6年度当初予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

まず、予算規模でありますが、一般
会計258億円、特別会計133億4,868
万8,000円、企業会計156億6,072万
2,000円で、これら全会計を合せます
と548億941万円となり、前年度の当
初予算と比較しますと、一般会計は
6.7％の増、特別会計は0.4％の増、企
業会計は1.2％の増、全会計では
3.5％の増となっております。一般会
計の予算規模としましては、過去3番
目で、文化会館の建設を行った平成7

年度、8年度を除くと、最大の規模と
なります。

次に、一般会計の歳入であります
が、根幹を成す市税収入は、83億
3,371万2,000円で、物価高対策とし
て個人住民税の定額減税を行うこと
から、前年度比1.9％の減となってお
りますが、定額減税による減収額を
除いた本来の市税収入としては、前
年度比0.5％の増と、コロナ禍からの
回復基調が続いております。また、地
方交付税は、33億8,000万円で、前年
度比9.0％の増、一方、地方交付税の
振替措置である臨時財政対策債は、
9,000万円で、前年度比70％の減で
計上しています。

次に、歳出でありますが、義務的経
費のうち人件費は39億3,824万4,000
円で、退職手当の増などにより、前年
度比6.4％、約2億4,000万円の増、扶
助費は、68億905万9,000円で、子育
てや福祉関係の給付費の増などによ
り、前年度比4.2％、約2億8,000万円
の増、投資的経費は、30億9,666万
6,000円で、31億円にせまる投資額に
なります。具体的には、道路などの基
盤整備の充実に加え、津島駅東側駅
前広場の整備、天王川公園の大規模
改修、南小学校と神守小学校の耐震

性貯水槽の設置、神島田小学校体育
館の改修や南文化センターなど、公
共施設の長寿命化改修などで、前年
度比31.9％、約7億5,000万円の大幅
増となっています。
令和6年度は、「まちづくり再生第2

弾による成長投資」、「子育て支援
トータルプランのさらなる充実」な
ど、未来の津島へ向けて、多くの重要
事業を計上する積極予算を編成いた
しました。

このため、予算編成にあたりまして
は、市の貯金ともいえる財政調整基
金から20億5,000万円を繰り入れて
おりますが、財政調整基金の残高は、
令和5年度末で約47億円まで増加す
る見込みであり、令和6年度当初予算
への繰入後でも、27億円ほどの残高
を維持できます。

津島市の財務体質は大きく改善し
ており、着実に安定してまいりまし
た。今後につきましても、行財政改革
などに不断に取り組み、持続的な行
政運営に努めながら、必要な事業を
効果的に展開することで、つしま成長
戦略を確実に推進してまいります。

結びにあたり、今議会には令和6年
度当初予算をはじめ、条例などの諸
議案を提出しております。いずれも
市政運営に欠くことのできないもの
ばかりであります。十分ご審議の上、
適切なるご議決をいただきますよう
お願い申し上げます。

設置や住宅などが建設できる土地利
用構想を進め、駅に近い立地を活か
したまちづくりを進めていきます。今
後、まちづくりに必要な下水道や道
路等の整備に向けた具体的な検討を
行ってまいります。東の玄関では、
2027年に西尾張中央道まで開通予
定であります名古屋津島線バイパス
の整備に合わせ、生涯学習センター
と東公園一帯を、スポーツと健康を
キーワードに、広域的な玄関にふさ
わしい位置づけをし、魅力向上を目
指してまいります。西の玄関では、検
討されている木曽川・長良川新架橋
の整備促進に向け、国や県に対して
積極的に働きかけを行ってまいりま
す。

本市では、令和2年3月に「津島市
歴史的風致維持向上計画」を策定
し、本市固有の歴史的風致を守り、育
て、継承し、地域の活性化につなげる
ことを目指しております。さらに次の
ステップとして、歴史的風致である景
観を計画的かつ確実性をもって保全
するため、景観計画の策定に着手い
たしました。良好な景観形成により、

調和がとれた町並みを目指してまい
ります。

企業誘致の状況につきましては、
これまで、宇治・白浜・鹿伏兎の3区域
約21万㎡に工場等の立地を誘導す
る区域を指定し、企業誘致を積極的
に推進した結果、区域の約8割に企業
を誘致することに成功しました。引き
続き企業誘致を進めるため、昨年10
月に越津・下切区域約18万㎡、本年1
月に下新田・大縄区域約3万㎡を区域

に追加いたしました。今後、新たな区
域の追加も検討しながら、より一層
精力的に企業誘致を推進してまいり
ます。

令和6年度は、新たな企業誘致推
進区域となる周辺の歩行者の安全環
境を確保していくために、宇治百町
線と神尾金柳線の歩道整備を進めて
いく予算を計上いたしました。

神守中町・神守下町及び唐臼地区
におきましては、建ぺい率と容積率
など建物の規制を緩和し、約68万㎡
をこれまで建築できなかった建物が
建築できるようになることで、土地利
用の促進を図ってまいりました。今議
会には、さらに中地地区約4万㎡にお
いて規制緩和を行うための条例改正
に関する議案を提出しております。今
後は、愛宕地区約7万㎡においても
規制緩和に向けて進めてまいりま
す。

先ほど2大プロジェクトを牽引し、
定住を促進させる事業の内容を申し
上げました。具体的にはこれまで神
守・唐臼地区で実施しておりました居
住用の新築住宅取得に対する最大

室し、4中学校全てにおいて開室して
まいります。これにより、これまで教
育支援センターに通室していた生徒
も、学校に登校するきっかけとなり、
友達などとのコミュニケーションが
取りやすくなるほか、学校行事への
参加なども可能となるものと考えて
おります。

経済的な理由により、お子さんを
小・中学校へ就学させるのにお困り
のご家庭に対しましては、学用品費や
給食費などの費用の一部を援助する
就学援助費の受給要件を拡大し、支
援の充実を図ります。家庭の経済的
な状況によって学習の機会に差が出
ることのないような学習支援も実施
いたします。

学校教育環境につきましては、こ
れまで全ての小中学校の普通教室
などへのエアコン設置、トイレの洋式
化、県内初となる体育館へのスポット
エアコンの整備などを行っており、現
在、学校施設の長寿命化改修に取り
組んでおります。

令和5年度には、神守中学校と蛭
間小学校の体育館の長寿命化改修
を行い、令和6年度には、神島田小学
校体育館の改修と、高台寺小学校体
育館の改修に向けた実施設計を行う
ほか、天王中学校に自転車置き場を
設置します。子どもたちが安全・安心

な学校生活を送ることができるよう、
計画的に整備を行ってまいります。

また、働いているなどの理由によ
り、保護者が昼間不在となる家庭の
子どもたちが放課後や長期の休み中
に、安全で楽しく過ごすための遊びや
生活の場となる学童保育につきまし
て、8つ全ての小学校区にこどもの家
を設置しております。

平成29年度には西小学校、平成30
年度には北小学校の敷地内にこども
の家を新築し、令和4年度には、学校
から遠方の位置にあった神守こども
の家を神守小学校敷地内に新築い
たしました。令和6年度は、私が4か所
目に手がける南こどもの家の新築に
向けての実施設計業務を進めるな
ど、今後も学童保育のさらなる環境
の充実を積極的に推進してまいりま
す。

子どもたちの健康・体力を向上さ
せる取組といたしましては、これまで
実施しておりました「総合的な子ども
の基礎体力向上大作戦」、通称ＳＫＩＰ
（スキップ）を発展させ、令和4年度か
ら小中学校において、縄跳び名人を
講師として招いた縄跳び教室や、

サーキットトレーニング教室を実施し
ております。未来の担い手としてたく
ましく生き抜くために、必要な健康と
体力をつけることを目指します。

健康・体力のもととなる学校給食に
つきましては、平成27年度から、「津
島市給食献立コンクール」を実施し、
児童生徒の考えた献立を給食に取り
入れております。子どもたちに安全・
安心な食を提供するため、有機農産
物を使用したオーガニック給食につ
きましても、段階的に導入を進めて
おり、子どもたちに笑顔で給食を食
べてもらえるよう、栄養バランスに優
れた心のこもった美味しい学校給食
を提供してまいります。

少子化対策として、若者に出会い
の機会を提供するため、尾張津島天
王祭宵祭開催日に、県内在住または
在勤の独身者を対象に、「天王祭de
ご縁結び」を開催する予定をしており
ます。

多くの学生が奨学金を受給し、就
職後、返還している状況の中で、企業
が従業員への奨学金返還支援制度
を導入することは、学生が企業選び
をする際の大きなポイントとなりま
す。このため愛知県では、令和6年度
から中小企業の人材確保を図ること
を目的に、従業員の奨学金返還を支
援する中小企業を対象に補助制度を
創設いたします。対象とする中小企
業等は、県への企業登録が必要であ
りますので、市といたしましても市内
中小企業等に積極的に働きかけてま
いります。

進め、北小学校においては、文化会
館に設置されている100トンの貯水
槽を活用いたします。今後も引き続
き全ての小中学校への設置に向けて
計画的に進めてまいります。

また、災害が発生した際の避難所
での生活のため、避難所用の資機材
を市で備蓄しております。寒い時期
の避難に備え、毛布や新たに簡易寝
袋も備蓄して寒さ対策を強化いたし
ます。大切な家族の一員であるペッ
トも一緒に避難することができるよ
う、公共施設のうち1か所をペットと
の同室避難所とするほか、指定避難
所である8小学校でも、ペットと同行
避難をされることを想定し、ケージや
ワンタッチテントなどの資機材を整
備いたします。

自宅から指定避難所まで離れてい
ることや、普段行き慣れない避難所
へ行くことへの不安を解消するた
め、県内初の取組として、民間施設を
緊急避難場所として活用し、緊急時
に速やかに避難できる体制を強化し
てまいります。

市役所本庁舎につきましては、災
害時には災害対策本部として機能さ
せる必要があることから、耐震化を
実施したほか、非常用の電源設備の
整備を行ってまいりました。災害時の
重要な施設である消防庁舎や、避難
所としても重要な錬成館をはじめ、主
な公共施設についても耐震化を実施

してまいりました。

災害対策本部においては、市民の
皆様の命を守るため、国・県・市が保有
する情報を一元化する必要があるこ
とから、様々な情報を一元的に可視
化できる防災支援システムを令和4
年度に構築いたしました。このシステ
ムを地域の自主防災組織と連携しな
がら活用していくことで、地域の減災
に結び付けてまいりたいと考えてお
ります。また、災害情報を市民の皆様
にお知らせするため、災害時の緊急
情報、避難所の開設状況、道路の冠
水状況の情報などを見ることができ
る防災情報専用サイト「つしま防災
ポータル　まもるくん」を新設いたし
ました。スマートフォンからでも閲覧
できますので、是非ご活用ください。
令和6年度より、75歳以上の高齢
者等、災害弱者の方々のうち、希望さ
れる方に対しては、緊急時に防災情
報が流れる専用ラジオを無償で貸し
出す事業を開始いたします。防災情
報を受信すると自動的に電源が入る
ものであり、情報をいち早く市民の
皆様が受けとっていただくことが可
能となります。

市では、災害時の情報収集にド
ローンの活用も進めております。災
害現場に行くことができない場合で
も、ドローンを飛行させて映像を撮
影し、その映像を災害対策本部で確

認することができることから、ドロー
ン人材20名の育成を目指し、令和4年
度から市職員のドローン操縦資格取
得に取り組んでおります。

災害時に避難場所として利用でき
る場を確保するため、現在、神守地区
において、都市公園の整備を行って
おります。神守小学校北エリアに約
2,500㎡、神守こども園西エリアに約
1,800㎡の広さの2つの公園につきま
しては、マンホールトイレ、東屋を設
置し、まもなく完成いたします。さら
に神守支所東エリアにも、約2,200㎡
の広さの3つ目の公園を整備するた
め、令和6年度から着工いたします。
今後はさらに神守中学校南エリアに
約4,500㎡の広さの4つ目の公園整
備を進めてまいります。

消防本部では、市民の皆様の命を
守るため、防災力の強化を図ってお
ります。本市の消防本部は、市域のほ
ぼ中央に位置しております。日光川
東側の一部の地域においては、救急
車の現場到着までの時間が課題と
なっておりました。そのため、交通量
が多い平日昼間帯に、神守支所に救
急車を待機させる救急ステーション
の実証運用を、昨年8月から本年3月
22日まで行っております。実際に救

配信を行うことで、効果的な情報発
信を行っております。

また、愛知大学や津島東高校と連
携し、「津島の魅力PRデザイン開発
プロジェクト」として、PR用ステッ
カーのデザイン制作を行っているほ
か、副業人材を活用し、PRちらしの
デザイン力を高めるとともに、津島
の魅力を広く動画配信しております。
今後も本市の「価値」をさらに高める
ため、「魅力マシマシ津島市」を積極
的に発信してまいります。

ふるさと納税の返礼品において
も、地場産業の活性化と地元特産品
のＰＲのため、全国に向けて積極的に
発信しております。特に、あらかじめ
蓄電ができ、災害時等の備えとして
役立つポータブル電源は大変好評で
あり、昨年12月に新たな返礼品とし

て加えた結果、12月のみで約5,400万
円のご寄附をいただいております。
今後もより一層の返礼品の充実のた
め、様々な工夫を凝らしながら取り組
んでまいります。

市が実施する地方創生プロジェク
トに対して企業から寄附をいただく
企業版ふるさと納税につきましても、
複数の企業から多額のご寄附をいた
だき、子育てや文化の継承、公園の
整備など、様々な分野で活用してお
ります。さらなる寄附をいただけるよ
う、引き続き企業に対して積極的に
働きかけを行ってまいります。

地域におきましては、交通安全や
防犯、福祉など、様々な課題解決に向
けて取り組んでいただいております
コミュニティ推進協議会等に対する
補助金を増額し、活動を支援いたし
ます。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」についてご説明申し上げま
す。

令和3年12月に策定いたしました
都市計画マスタープランでは、将来
に向けたまちづくり戦略として、津島
駅周辺を正面玄関として位置づける
とともに、市内の東西南北を玄関とし
て位置づけました。

昨年3月には、本市と名古屋鉄道株
式会社、ＵＲ都市機構の三者で、県内
初となる地域の持続的発展を目的
に、鉄道と連携したまちづくりを進め
ていく包括連携協定を締結しまし
た。名古屋鉄道株式会社とは、これま
でも「つしまちあるきキャンペーン」
など、本市の観光面でも協力を頂い
ているほか、ＵＲ都市機構を含めた三
者では、津島駅周辺でのマチナカの
再生に向けた社会実験でも協働の立
場でご参画いただいています。この
三者で同じまちづくりへのベクトル
を共有し、さらに進んだ未来に繋がる
事業を展開してまいります。それに
向け、令和5年度は、まちづくり再生
元年と位置付け、津島玄関まちづく
り構想「ゲートウェイプロジェクト」の
推進のため、津島市の「価値」を高め
る成長投資を行いました。さらに令
和6年度では、次へのステップ「まち
づくり再生」第2弾として、プロジェク
ト推進のための取組を加速してまい
ります。

津島駅周辺の正面玄関におきまし
ては、駅の東側に駅前広場・市民の交
流広場を整備するため、用地買収を
行ってまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いてご説明申し上げます。

 
この地域は、高い確率でマグニ
チュード8～9クラスの巨大地震が発
生することが予測され、地震による甚
大な被害が発生することが予想され
ております。また、近年、全国各地で
大雨による被害も頻発している中、
市民の皆様を誰一人として取り残す
ことのないよう、防災・減災対策を行
う必要があります。

災害時には、自助・共助・公助の3つ
が必要となります。大規模災害時に
は、救援物資が届くまでに時間を要
することから、自分の命は自分で守る
ことができるよう、日頃から7日分程
度の食料や、資機材などの備蓄と
いった「自助」の取組をお願いいたし
ます。能登半島地震では倒壊した家
屋の下敷きになった方が犠牲者の大
半を占めることが判明しました。市で
は地震から身を守るために、住宅の
無料耐震診断や住宅の耐震改修へ
の補助を行っております。令和6年度
は耐震診断に関する予算を5割増し
にするとともに、耐震改修の補助金
を100万円から150万円に大幅に拡
充するなど、耐震改修や除却に関す
る予算を2.7倍にし、市民の皆様の安
全を守ってまいります。また、災害時

に備え、窓ガラスが割れた際の破片
の飛び散りを防ぐための飛散防止
フィルムの貼り付けや、家具の転倒
防止金具の取り付けを無償で行って
おります。ご自身の命を守るため、ま
だ対策がお済みでない場合は、是非
ご利用ください。

市では、毎月第3日曜日を「家庭防
災の日」と定め、防災教室を定期的に
開催し、家庭において防災について
話し合うことを進めています。避難経
路や備蓄品の確認、家庭でできる対
策などについて話し合い、防災意識
を高めるきっかけとしていただきま
すようお願いいたします。
災害が起こった際、ご自身の力だ

けでは避難所へ避難することが困難
な方々につきましては、一人ひとりに
対して個別避難計画を作成し、地域
で活用することで取り残すことなく、
人的被害を最小限にとどめられるよ
う、地域で支援する「共助」の体制の
確立に全力を尽くしてまいります。

災害時にうろたえることなく行動
するためには、平時から訓練をしてお
く必要があります。自主防災組織を
はじめ、様々な主体と協働して防災
訓練を実施いたします。訓練には、
ゲーム形式も取り入れながら、いざと
いう時にきちんと実践できるような
内容としてまいりますので、積極的な
ご参加をお願いいたします。

なお、自主防災組織は、地域の防
災において、大変重要な役割を担っ
ております。近年の物価高騰の状況
等をふまえ、各小学校区の自主防災
組織の体制強化のため、令和6年度
より補助金を増額いたします。さらに
自主防災組織や町内会に所属する防
災関連委員の皆様が、万が一活動中
に怪我をしてしまったときなどに備え
て、市の負担で傷害保険及び損害賠
償保険に加入することで、より安心し
て活動していただくことができます。

「自助」・「共助」に加え、市では「公
助」といたしまして、災害時における
飲料水の確保のため、平成26年度か
ら水道管の耐震化を実施しておりま
す。これまでに災害時に避難所とな
る、東小学校・西小学校・南小学校・北
小学校・神守中学校・神守小学校をは
じめ、災害時の重要施設である市役
所、市民病院などへの水道管の耐震
化に対し、20億円を超える投資を
行ってまいりました。配水場から離れ
た地域である神島田小学校、高台寺
小学校、蛭間小学校には約3億円を
投資して耐震性貯水槽を設置いたし
ました。令和6年度には、南小学校と
神守小学校への設置工事を実施す
ると同時に、令和7年度、東小学校、西
小学校への設置に向け実施設計を

急車の到着時間が短縮するなどの効
果が出ており、地元の方からも好評
いただいておりますので、引き続き
運用を進めてまいります。

他の消防本部との連携・協力も進
めており、海部地域の消防本部とは
合同訓練や勉強会を開催しておりま
す。令和7年度からは津島市ほか名古
屋市を含む7消防本部と指令業務の
共同運用を開始します。これにより、
消防力の強化による住民サービスの
向上が期待できます。また、愛西市と
は、はしご車の共同整備についても
進めており、実現すれば県内初の試
みとなります。

地域防災に欠かすことのできない
消防団につきましては、消防団員の
訓練のための出動報酬を増額し、新
たな団員の確保に向けて充実を図る
とともに、神島田分団車庫の新築移
転に向けての準備を進めてまいりま
す。
このように、市民の皆様一人ひとり
に寄り添った防災対策を行ってまい
ります。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」についてご説明申し上げます。

本市は、津島神社や数多くの寺院、
歴史的な町並み、ユネスコ無形文化

遺産に登録された「尾張津島天王祭
の車楽舟行事」をはじめとする四季
折々の祭りをはじめ、市内各所に伝
承されている祭り、そして市民の皆様
に愛されている天王川公園や津島神
社など、誇るべき数多くの地域資源
が市内全域にあります。これらは他の
自治体にはない本市の大きな強みで
あります。

このような歴史的・文化的な遺産
を、地域総がかりで継承していくた
め、文化財保存活用地域計画の策定
に着手いたします。尾張津島天王祭
などの大規模な祭りだけではなく、市
内各地域の山車や神楽、市民の皆様
の生活の中に息づく文化など、地域
ごとに調査を実施して掘り起こしを行
い、保存・活用に向けて検討してまい
ります。

市の指定文化財である氷室作太夫
家住居につきましても、貴重な文化
財を後世に引き継ぐため、保存と活
用に関する方針を定める保存活用計
画を策定してまいります。

本市において祭りは誇るべきもの
であります。祭りを今後も維持すると
ともに、体制を強化するため、尾張津
島天王祭及び尾張津島秋まつりの関
係団体に対する報償費を増額し、活
動を支援いたします。

本市にゆかりがある世界的な芸術
家である横井照子さんは、本年で生
誕100周年を迎えます。その節目とな
る年に、その偉業を顕彰するととも
に、本市の文化振興に向けた機運を
醸成するため、本年11月に横井照子
展を開催いたします。数多くの素晴ら
しい芸術作品に触れることができま
すので、是非楽しみにしてください。

本市は、東海三県寺密度ナンバー
ワンであることを活かして、平成30年
度より御朱印イベント「津島てら・まち
御縁結び」を開催し、令和6年秋に第
20回目を迎えます。これを記念して、
「第20回津島てら・まち御縁結び記念
事業」を実施し、本市の魅力向上を図
ります。

こういった本市の魅力を、より多く
の方に知っていただくため、プロモー
ションにも力を入れております。ふる
さと津島応援広報大使である津島市
出身の神野大地選手には、本市の魅
力をＳＮＳ等で広く発信していただい
ております。

令和5年度には、市の公式ＬＩＮＥの
機能を拡大し、情報を伝えたいター
ゲットに対して、それぞれのニーズに
マッチした情報を配信するセグメント

▲北の玄関の形成イメージ

青塚駅
南の交通広場南の交通広場

北の交通広場北の交通広場

県道
  蜂須

賀白
浜線

県道
  蜂須

賀白
浜線

▲令和6年1月に開催された
中部歴まちサミットの様子

津島市固有の歴史的風致を
守り、育て、継承してゆくため
県下4番目歴史的風致維持
向上計画を活用した
まちづくりの推進

歩行者の安全環境確保の
ための歩道整備
・宇治百町線
・神尾金柳線

新築住宅取得に対する
最大100万円の
補助制度を大幅拡充！
日光川東エリア　11団地
日光川西エリア　 5団地

の小学1年生から3年生の児童に見
守り用の端末を無料で配布し、サー
ビスを開始したところであります。市
内全域における地域ＢＷＡの活用は
県内初となります。今後、高齢者の皆
様にも対象を拡大していくとともに、
見守りだけでなく、観光やまちづくり
の分野にも活用の範囲を広げてまい
ります。

ここ数年のコロナ禍においては、
感染防止のために不要不急の外出
自粛が求められ、その結果、地域活動
の縮小や、人との交流の減少といっ
た影響を及ぼしました。外出機会の
減少は、身体機能や認知機能の低下
が見られる「フレイル」の状態となる
方を増加させる恐れがあります。そ
のため、高齢者の皆様が、総合保健
福祉センター、生涯学習センター、神
島田公民館を使用する際の使用料を
半額にいたします。そして外出の機
会を増やしていただくとともに、総合
保健福祉センターにおいて交流する
ことができる拠点整備を行うなど、社
会参加の促進を図ってまいります。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どにマイカーを使うことができない、
あるいは今後使うことができなくな
る75歳以上の高齢者、移動が困難な
障がい者、妊産婦の皆様を対象とし
て、外出時のタクシー料金が半額と
なる、「津島おでかけタクシー事業」
を、昨年1月より開始いたしました。開
始より1年が経過し、これまでの利用
実績の累計は2万5,000件を超え、利
用登録者数も3,200人を超えており、

大変好評をいただいております。

障がいのある方への支援といたし
ましては、身体障がい、知的障がい、
精神障がいに加えて、難病、発達障が
い、強度行動障がい等、障がいのあ
るご本人やその家族の各種ニーズに
対応できる総合的な相談支援や専門
的な相談支援などを行う基幹相談支
援センターを、総合保健福祉セン
ターに設置いたします。
障がいのある児童への支援といた

しましては、障がいのある児童やその
家族への相談、障がい児を預かる施
設への援助・助言などを行う地域の中
核的な療育施設である児童発達支援
センターの設置に向け、未利用となっ
ております旧津島市立津島幼稚園の
民間活用を進めてまいります。

ここまでは、「つしま成長戦略」とし
て掲げた5つの項目に沿って説明し
てまいりました。このように、全ての
市民の皆様が心身ともに満たされた
状態である「ウェルビーイング」とな
ることを目指して取り組んでまいり
ます。

続きまして、この「つしま成長戦
略」の推進と並行して進めていくべ
き内容についてご説明いたします。

まずは、市民サービスの向上につ
ながるデジタル化です。社会が非常
に速いスピードで変化していく中、デ
ジタル技術を活用しながら従来の制
度等を変革し、様々な課題を解決す

るデジタル・トランスフォーメーション
「ＤＸ」を推進することが求められます。
本市では、デジタル技術を活用し

た窓口改革として、役所に「来ない」、
書類を「書かない」、手続きを「待た
せない」行政サービスの実現を目指
しております。令和4年度には、住民
票等のコンビニ交付、タブレット端末
による申請システム、「出生コー
ナー」や「おくやみコーナー」での窓
口ワンストップサービス、窓口の
キャッシュレス化などを導入いたしま
した。「出生コーナー」や「おくやみ
コーナー」は、専用カウンターを設置
して様々な部署で必要な各種手続き
をワンストップで行うことができるた
め、大変好評をいただいております。
令和6年度には、コンビニ交付の対象
サービスに所得課税証明書・納税証
明書を追加し、さらに市民サービス
の充実を図ることにより、「デジタル
化で、しあわせ実感都市、つしま」の
実現を目指してまいります。

このようなデジタル技術の活用
は、市民の皆様の利便性を向上させ
るだけでなく、職員の働き方改革に
もつながります。令和6年度は、ＡＩを
活用した議事録作成支援システムを
導入することで、効率化できる部分
はデジタルに任せ、市民の皆様との
対話や、新たに実施する事業の検討
など、職員は職員にしかできない業
務を担うことで、市民サービスのさら
なる向上を図ってまいります。

他自治体との連携についても進め
ております。藤まつりにおける江南市
や岐阜県羽島市との連携、ひつじサ
ミット尾州における一宮市や岐阜県
羽島市との連携、岐阜県海津市コ

神守・唐臼地区で土地利用を推進
建ぺい率と容積率など建物の

規制を緩和

神守中町地区
神守下町地区
唐臼地区
中地地区
愛宕地区

第2弾
第3弾
第4弾
第5弾

第1弾

企業誘致

新区域を追加して更なる
企業誘致を推進中！

越津・下切区域約18万㎡
下新田・大縄区域約3万㎡

宇治・白浜・鹿伏兎区域約21万㎡
企業誘致区域の8割に

企業が進出！
第2弾

第1弾

11令和6年度　施政方針



令和6年度は、次へのステップ第2
弾として、「まちづくり再生」につきま
しては、津島神社周辺の新たな賑わ
い拠点、観光交流センター周辺の新
たな交流拠点の供用開始に向け、賑
わいの「核」となる拠点の整備がいよ
いよ動き出します。本市の「価値」を
高め、わくわくするまちづくりを進め
てまいります。
「子育て支援」につきましては、第2
子以降の保育料の完全無料化、3歳
から5歳児までの保育所・幼稚園・認定
こども園等の副食費の半額補助及び
市立小中学校の給食費の完全無償
化、0歳児を対象としてご希望の子育
て用品を無料で自宅にお届けする
「子育てサポート選べる無料定期便」
など、全国トップクラスの子育て支援
を引き続き展開し、安心して出産、子
育てができる環境づくりを進めてま
いります。

そして、この2大プロジェクトを牽
引し、定住を促進させる新規事業を
実施いたします。事業の内容としまし
ては、後ほど詳しくご説明いたします
が、津島駅周辺の旧津島エリア、地区
計画区域の神守、唐臼エリアにおい
て新築住宅を取得した方やリフォー
ムをした方に要件に応じて補助金を
交付するもので、本市への定住を促
進させ、人を呼び込むまちづくりを目
指してまいります。

昨年、ハラスメントや不適切発言

のない働きやすい職場を築いていく
ため、過去10年間にわたる実態調査
として、職場環境改善のためのアン
ケート調査を実施いたしました。第三
者委員会からいただいた最終報告書
の、研修の実施、弁護士による相談窓
口の創設などを含む7つの提言に、専
門家の支援を受けながら、しっかりと
着実に対応し、ハラスメントのない職
場の環境改善に取り組んでまいりま
す。
令和6年度に実施する主な施策に

ついて、「つしま成長戦略　第3弾」と
して掲げている5つの項目ごとにご説
明いたします。
まず、「つしま成長戦略」の1点目、

「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついてご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、本市の
「宝」です。子どもたちの健やかな育
成を図り、「子育てするなら、つしま」
の実現に向けて邁進してまいりま
す。そのため令和5年度より、子ども
が産まれる前から産み育てるまで、
丸ごと支援を行う「子育て支援トータ
ルプラン」として、5つの子育て支援
策を実施しております。
1つ目の支援は、18歳まで所得制

限なしの子ども医療費完全無料化の

継続。2つ目の支援は、第2子以降の
保育料も所得制限なしの完全無料
化。3つ目の支援は、3歳から5歳児ま
での保育所・幼稚園・認定こども園等
の副食費の半額補助及び市立小中
学校の給食費の無償化。4つ目の支
援は、0歳児を対象としてご希望の子
育て用品を無料で自宅にお届けする
「選べる無料定期便」。5つ目の支援
は、保育所・認定こども園等における
使用済み紙おむつの保護者持ち帰り
の廃止です。
3つ目の保育所・幼稚園・認定こども
園等の副食費及び市立小中学校の
給食費につきましては、昨年4月から
6月までは半額を無償化し、7月から
本年3月までは、物価高騰の影響を
受けている子育て家庭を支援するた
め、完全無償化に拡大いたしました。
市立小中学校の給食費につきまして
は、令和6年度につきましても、完全
無償化を継続いたします。
これらの5つの子育て支援のほか、
年齢期に応じた様々な支援を実施し
ております「こんにちは赤ちゃん訪
問」では、子育てを応援するため、「お
めでとう」の気持ちを込めて、生後2
か月を迎える赤ちゃんのいる全ての
ご家庭を訪問しており、大変好評を
いただいております。これらの支援
は、令和6年度も継続してまいりま
す。

また、令和6年度より、「こども家庭
センター」を総合保健福祉センター
の2階に開設し、母子保健と児童福祉
の機能を一体的に運営することで、
両部門が連携・協働を深め、切れ目の
ない支援を行うための相談体制を強
化いたします。さらに相談支援だけ
でなく、支援を必要とされる全ての
子どもたちや妊産婦の皆様等へのサ
ポートプランの作成、多様な家庭環
境への支援体制を充実・強化するた
めの地域資源の開拓なども担ってま

ミュニティバスの津島駅への乗り入
れなど、自治体の枠を超えた連携・協
力を推進してまいります。

市政運営を進める上で、最も重要
なことは、市民の皆様の声を聞くこと
だと考えております。そのため、市民
の皆様の声をお聞きする機会とし
て、令和4年度と令和5年度にタウン
ミーティングを開催いたしました。令
和4年度には、市内8つのコミュニティ
推進協議会それぞれと、令和5年度に
は、市内で定期的に活動する団体を
対象として15回開催いたしました。令
和6年度につきましても私が自ら市
政について市民の皆様にご説明する
機会を設けます。是非ご参加ください。

市民の皆様が安心して暮らすため
には、様々な人権課題が解消され、一
人ひとりの人権が尊重されることが
重要であります。人権啓発や地域住
民の福祉の向上、交流の拠点施設で
ある南文化センターは、建物及び設
備の老朽化に対応するため、大規模
改修工事を実施してまいります。今
後も新たに生まれ変わる南文化セン
ターにおいて、地域交流促進事業や
生活上の相談事業の充実を図ってま
いります。
また、産業廃棄物処理施設等を設
置する際に、事業者と関係住民とのト
ラブルを防ぐための条例を制定して
まいります。

職員の声を聞く場も設けておりま
す。令和4年度からは、若手・中堅職員
との意見交換会を開催し、担当業務
で日頃感じていること、将来の自分
や市政運営に対する考え方などにつ
いて意見交換を行っております。今

後も、職員の声に耳を傾け、風通しの
良い職場環境づくりに取り組んでま
いります。

職員が事務改善や施策等の提案
を行うことができる職員提案制度に
つきましても、自分らしさや新しい視
点を自ら取り入れて働き方を工夫す
る「ジョブ・クラフティング提案制度」
として、令和5年度からリニューアルいた
しました。「Go Beyond Yourself～
昨日の自分を超えろ～」をキャッチフ
レーズとし、電子システムからの提案
を導入したほか、職員投票や若手職
員による審査委員会を設置するな
ど、より一層活用しやすい制度とな
り、令和5年度には、9件の提案があり
ました。職員の「Not Yet（まだできる）」
の精神を育みながら、創造力や研究
心、市政運営への参加意欲の向上を
目指しております。

私たちは、私たちが暮らすこの地
球の環境を守り、急速に進む地球温
暖化に歯止めをかけることを考えな
ければなりません。本市では、これま
でも地球温暖化対策として様々な取
組を実施してまいりました。市役所本
庁舎における省エネ効果の高い空調
設備への改修。市民病院における空

調用熱源の更新やＬＥＤ照明等の導
入。市が管理する全ての道路灯・公園
灯の照明ＬＥＤ化。市内全ての小中学
校の教室や体育館の照明ＬＥＤ化な
どを行ってまいりました。令和5年度
には、本庁舎、生涯学習センターなど
27施設の照明をＬＥＤ化するととも
に、総合保健福祉センターへの太陽
光パネルと蓄電池の設置に向けた取
組を開始いたしました。公用車につ
きましても、これまで保有している電
動車5台に加え、令和5年度には2台
の電気自動車を導入いたしました。
令和6年度にはさらに6台の電気自動
車を導入するなど計画的に更新を進
め、2030年までには全ての公用車を
電動車とすることを目指してまいり
ます。町内会や自治会に対しまして
も、令和5年度より防犯灯の設置・更
新にかかる補助の基数制限を撤廃
し、ＬＥＤ化の促進を図っております。

そのような中、昨年7月に首長が気
候変動・エネルギー政策に取り組むこ
とを誓約し、具体的な取組を積極的
に進めていく国際的な仕組みである
「世界気候エネルギー首長誓約（世
界首長誓約／日本）」の誓約書に、名
古屋大学にて署名いたしました。今
後、具体的な目標達成方策などに関
する「気候エネルギー行動計画」を
策定し、取組を推進してまいります。
なお、本市を始めとする「世界首長誓
約／日本」誓約団体と、「世界首長誓

画の策定を進めております。さらに
今後の東公園一帯の再整備に向け
て、スポーツ施設整備方針の検討も
行います。本年4月には、社会教育課
内に東公園整備推進室を設置すると
ともに、東公園一帯の整備に関する
業務推進のためのアドバイザーを招
聘いたします。

スポーツを行うための環境整備と
して、葉苅スポーツの家及び生涯学
習センターには、夏の暑い時期でも
安心してスポーツを楽しんでいただ
くことができるよう、壁掛けタイプの
スポットエアコンを整備いたします。
さらに生涯学習センターにおいて
は、屋外運動場やオムニコートの全
面的な改修も実施いたします。生涯
を通じて気軽にスポーツに親しむこ
とができるよう、引き続き生涯スポー
ツの推進を図ってまいります。

医療や介護が必要になった場合で
も、できる限り住み慣れた地域や自
宅で暮らし続けたいという願いを実
現するため、市では住まい・予防・生活
支援・医療・介護の5つの要素を一体
的に提供する、地域包括ケアシステ
ムの推進を図っております。海部医
療圏の7市町村が共同し、本市の神
守支所の1階に設置している「海部医
療圏在宅医療・介護連携支援セン
ター」において、在宅医療や介護
サービスなど、関係機関の切れ目な
い連携を行っております。

昨年12月に、本市と名古屋大学医
学部附属病院において、「社会保障
費の抑制を目指す共同研究プロジェ
クト」の開始に伴う締結式を行いまし
た。この事業は、ＮＨＫ、公共メディ
ア、新聞など、マスコミにも全国ネッ
トで取り上げられ、注目の事業となっ
ております。本市の65歳以上の住民
データから重症・重度化要因を特定
し、その要因に対する介入プログラ
ムを実施することで、社会保障費の
抑制にもつなげようというプロジェク
トであります。高齢者人口の増加に
よる介護需要の増大と介護人材の不
足が叫ばれる中、医療・介護のデータ
を分析・解析し、対策を講じていくこ
とは、超高齢社会を迎える上でさら
に重要となってまいります。今後も市
民の皆様の健康が一番！「健康応援
都市」を目指してまいります。

認知症の高齢者への支援といたし
ましては、令和5年度より、万が一他
人に怪我を負わせてしまったり、他人
のものを壊してしまったりしたときに
備えて、認知症の方などを被保険者

とする個人賠償責任保険に市の負担
で加入いたしました。行方不明にな
る恐れのある高齢者に対しては、自
宅に帰れなくなった際に早期発見、
保護できるようＱＲコード付きのラベ
ル・シールを配布いたしました。2025
年には高齢者の5人に1人が認知症に
なるとの予測もあり、認知症となって
も安心して暮らすことができる環境
を引き続き整えてまいります。

高齢者をはじめ、市民の皆様の安
心を守るため、昨年の11月に、株式会
社ottaと西尾張シーエーティーヴィ
株式会社と「見守りサービスの推進
に関する協定」を締結いたしました。
見守りサービスは、無線システムで
ある地域ＢＷＡを活用し、小さな見守
り用端末を持っている児童が、市内
のお店や企業などの見守りスポット
の周辺を通過したり、見守りアプリを
登録したスマートフォンなどとすれ
違ったりすることで、見守り端末の位
置を記録するものです。まずは市内

100万円の補助制度を、大幅に拡充
いたします。令和6年度からは、対象
区域を居住誘導区域と、市内にある
16団地に拡大いたします。対象者に
つきましても、これまでの新築住宅を
取得された方だけでなく、中古住宅
取得後にリフォームする方、中古住宅
を賃貸後リフォームする方も対象と
いたします。市内にある団地では、高
齢化や建物の老朽化が進んでおり、
日光川東エリアの青塚団地、喜多神
団地、葉苅団地、宇治団地、神守団
地、みずほ団地、こがね団地、下切住
宅、江南団地、百島団地、みどり台団
地の11団地と、日光川西エリアの永
宝団地、さかえ団地、上春日台団地、
下春日台団地、東愛宕住宅の5団地
の合計16団地の再生を、新しい居住
誘導施策で積極的に推進してまいり
ます。

補助金の加算要件につきまして
も、若年の子育て世帯が親世帯の近
くに居住することを後押しするため
に、親世帯と同居・近居の場合の加算
を設けるほか、地元事業者の活性化
のために、市内の事業者が施工した
場合にも、さらに加算をいたします。
補助金額は、新築住宅を取得した場
合や中古住宅を取得後リフォームし
た場合、最大150万円。中古住宅を賃
貸後リフォームする場合、最大170万
円となります。空き家対策のための
空家解体促進費補助金に関しても、
20万円から2.5倍の50万円に大幅に
増額いたします。この補助金は新築
住宅を取得した場合、併用ができ、最
大200万円となります。本市に居住す
る大きな後押しとなり、さらなる定住
促進につなげてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」についてご説明申し上げます。

津島市民病院は、この地域になく
てはならない病院として、海部医療
圏の医療を守る要となる中核病院と
しての役割を果たしております。私は
設置者として、市民の皆様から信頼
され続けるために取り組んでまいり
ました。新型コロナウイルスの感染
が拡大した時期は、市民の皆様の健
康な暮らしを守るために、医療従事
者が最前線に立って対応しました。市
民病院が今後も役割を果たしていく
ためには、経営の安定化を図ること
が必要不可欠です。
冒頭にも申し上げました通り、市民
病院の経営改善に取り組んできた結
果、平成29年度から6期連続で経常
収支黒字化を達成することができま
した。平成28年度末には約19億円
あった一時借入金につきましても令
和2年度に解消しております。

令和4年7月には、アフターコロナ
を見据えながら病院全体の課題を組
織横断的にマネジメントするため、経
営戦略部戦略企画室を設置しており
ます。医師や看護師、事務職も一体と
なって、ポストコロナに対応しながら、
積極的に経営強化を図っておりま
す。引き続き質の高い医療を提供し
ていくため、市と病院が一体となっ
て、安定的な運営を行ってまいりま
す。

市民の皆様がいつまでも健康で暮

らしていただくには、まずは一人ひと
りの健康づくりが重要となります。そ
のため、市では「笑顔で健幸大作戦！」
と銘打ち、スマートフォンのアプリを
活用して、毎日の歩数の記録や、自分
で決めた健康目標へのチャレンジな
ど、一人ひとりの健康習慣を応援して
おります。
昨年8月には、誰もが気軽に楽しく
体を動かすアイデアを募集する「こ
れってステップ？！コンテスト」を開催
いたしました。ウォーキングの可能性
を広げてステップを取り入れたアイ
デアなど、入賞アイデアは市内の
様々なところで展開してまいります。
現在、各小学校区別のウォーキング
コース作成に向けて、市民の皆様と
一緒になって検討しております。令和
6年度には、各小学校区で完成した
コースを巡るウォーキングイベント
を実施してまいります。

健康増進には、スポーツも非常に
有効です。市民の皆様が気軽に健康
づくりや体力づくりが行えるよう、ま
た、競技スポーツの技術向上につな
げていくことなど、スポーツ環境の充
実を図るため、現在、スポーツ推進計

令和6年第1回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、当初予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

市民の皆様からの厚いご信任を賜
り、市長3期目の職務に就かせていた
だき、任期の半ばである2年が経過し
ようとしております。市民の皆様から
お寄せいただきました信頼とご期待
にお応えするため、私のマニフェスト
としてお示しさせていただきました
「つしま成長戦略　第3弾」に掲げた
取組を加速させていくことが、私に
課せられた使命であり、決意を持って
「魅力マシマシ津島市」をキーワード
に、津島市のさらなる発展に全力を
尽くして、取り組んでまいる所存であ
ります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

さて、1月1日午後4時10分頃に、石
川県能登地方でマグニチュード7.6、
最大震度7の地震が発生しました。こ
の度の地震で、お亡くなりになられた

皆様に心からお悔やみを申し上げま
すとともに、被害に遭われた皆様に
お見舞いを申し上げます。
本市におきましては、発生日の夜

に消防職員が第1次緊急消防援助隊
として被災地支援に向かい、その後
も随時出動したほか、津島市民病院
の医師・看護師・薬剤師・臨床工学技
士がチームを組み、津島市民病院災
害派遣医療チームＤＭＡＴ隊として、
能登総合病院に向かい、被災者の皆
様に寄り添った活動を行っておりま
す。被災地への支援につきましては、
主に愛知県が被災地のニーズを踏ま
え調整を行っており、本市において
は、被災地への職員の派遣や市営住
宅の提供、ライフラインが途絶えて
いる高齢者施設入所者の受け入れ
など、速やかに対応をしております。

新型コロナウイルス感染症が5類
感染症に移行となり、経済活動の正
常化が進み、以前の活力ある暮らし
が戻りつつあります。市民病院にお
いては、院長を始めとする医師、看護
師などの医療職、事務職も含めて職
員一同が一丸となって新型コロナウ
イルス感染症に対応してまいりまし

た。今後も市民の皆様の命と健康を
守る要としての役割を果たしてまい
ります。

一方、物価高が続いている中、厳し
い状況に置かれている市民の皆様や
事業者の皆様に支援をお届けするた
め、令和2年度から実施してまいりま
した新型コロナウイルス感染症対策
を含めた物価高騰支援のための事
業として、令和5年度に実施いたしま
した小中学校給食費及び保育所・幼
稚園・認定こども園等の副食費無償
化をはじめ、これまでに第1弾から第
16弾まで177事業、総額約129億円の
事業に取り組んでまいりました。これ
らの事業は、市民の皆様や事業者の
皆様に寄り添って、しっかりと支援を
行うものであり、大きな成果があった
と考えております。

本市の財政状況は、私が市政を引
き継いだ10年前、非常に厳しいもの
でした。そのため、財政を健全化させ
るべく、事務事業の徹底的な見直し
などによる歳出の削減、様々な形で
の歳入の確保など、徹底的な行財政

改革を行ってまいりました。その結
果、平成26年度から令和4年度まで
の9年間における行財政改革の効果
額は、約91億3,000万円となり、市の
財務体質は大きく改善いたしました。
市の貯金にあたる財政調整基金
の残高は、平成25年度末時点では15
億9,800万円でしたが、令和4年度末
では約45億円と29億200万円増加、
率にして約2.8倍にすることができま
した。令和4年度末の市民一人あたり
の残高は、約7万4,000円となり、これ
は名古屋市を除く県内37市中7位と、
トップクラスの順位です。
株式会社東洋経済新報社が公表し

ております都市データパック2023年
版によりますと、津島市の財政健全
度ランキングは全国792市区中195
位となり、全国で上位4分の1に入り
ました。

市の実質的な借金にあたる臨時財
政対策債を除いた市債残高につきま
しては、ピーク時の平成11年度末に
は約219億円でしたが、令和4年度末
では、約59億円と約160億円減少、率
にして約27％、約4分の1に減少させ
ることができました。これにより令和
4年度末の市債残高は、名古屋市を
除く県内37市中4番目に少ない額と

なりました。文字通り借金が減り貯金
が増え、財政の健全化が達成されま
した。

市民病院の経営安定化につきまし
ても、市民病院が海部医療圏の医療
を守る要となる中核病院としての役
割を果たすとともに、市民の皆様か
ら信頼され続けられるように、安定的
な地域医療の推進を目指し、経営改
善の取組を進めてまいりました。そ
の結果、平成29年度から6期連続で
経常収支黒字化を達成するととも
に、平成28年度末に19億円あった一
時借入金を解消することができまし
た。借金にあたる企業債残高に関し
ても、ピーク時の平成17年度末には

約161億円でしたが、令和4年度末で
は、約67億円と約94億円減少、率にし
て約42％に減少させることができま
した。

このように財政の健全化と市民病
院の経営安定化を図ってきたことに
より、市の財務体質は大きく改善し、
津島市が次なるステップへ進むため
の準備ができました。そして、令和5
年度は「まちづくり再生と子育て支
援　2大プロジェクト」を進めてまい
りました。
1つ目のまちづくり再生として、正

面玄関である津島駅周辺の暮らしの
質を高める「津島Next　Move！」事
業や、北の玄関口となる青塚駅周辺
の整備計画、天王川公園の野外ス
テージの整備などのまちづくりへの
成長投資を進めております。2つ目の
子育て支援として、子どもが産まれる
前から産み育てるまで、丸ごと応援
する全国トップクラスの「子育て支援
トータルプラン」などの子育て支援
策を実施いたしました。市民の皆様
から「天王川公園がリニューアルさ
れて芝生広場で子どもたちも伸び伸
びと遊べてうれしい」「学校給食費の
無償化はとてもありがたい」など、多
くの喜びの声をいただいております。

いります。
このような子育て家庭に寄り添っ
た手厚い支援は、まさに日本一の支
援であると自負しております。

子育てに関する情報を提供してお
ります子育て情報アプリにつきまし
ても、昨年7月にリニューアルし、子育
ての記録を保存したり、予防接種や
イベントなどの情報がプッシュ通知
で届いたりと、これまで以上に使いや
すくなりました。今後も子育て情報を
充実してまいります。

同じく昨年7月には、こども家庭庁
が推進する、子どもたちが健やかで
幸せに成長できるような社会を実現
する「こどもまんなか宣言」の趣旨に
共感・賛同し、「こどもまんなか応援サ
ポーター」として活動することを宣言
いたしました。そして、市の子育て施
策を積極的にＰＲするために、「子育
て応援キャラクター」を募集いたしま
した。このキャラクターを使用しなが
ら、子どもとともに幸せに暮らすこと
ができるまちの実現を目指してまい
ります。

教育に関しましては、「豊かな人間
性と、よりよく生きる力を身につけた
人（津島っ子）」を育成するため、確か

な学力、健康・体力、豊かな人間性の
バランスのとれた力を育む特色ある
教育を推進しております。

令和4年度には、日本初となる規模
で、プログラミング可能な人型ロボッ
トやブロックを市内全ての小中学校
に導入し、児童・生徒が楽しみながら
役に立つプログラミング学習を実施
しております。「津島・プログラミング・
プロジェクト」の頭文字をとった「ＴＰ
Ｐ」と称して、昨年8月には市内4中学
校対抗で、「ＴＰＰコンテスト　プレ大
会」を開催いたしました。各学校とも
仲間と協力しながら創意工夫を凝ら
したプログラムが構成されておりま
した。令和6年度には、市内全ての小
中学校参加による本大会を開催する
予定をしており、今から大変楽しみに
しております。

全ての小中学校に設置をしており
ますコミュニティ・スクールでは、学
校・家庭・地域が一体となって、地域ぐ
るみで子どもの成長を見守る体制を
推進しております。中学校で実施して
おります学習支援「未来塾」につきま
しては、順次、中学校において実施さ
れており、引き続き、未来に生きる子
どものために、地域総がかりで子ども
たちを育てる環境を築いてまいりま
す。

今後ますますグローバル化が進む
社会の中で、重要となる子どもたち
の国際理解教育につきましては、全
ての小学校において、県内にある8つ
全ての領事館と連携した「領事館交
流プロジェクト」を市独自の施策とし
て実施しております。令和5年度は、
日本との国交150周年を記念して、ペ
ルーの学校と約14時間の時差を超
えてオンラインでの交流を行うなど、
各学校趣向を凝らした様々な取組を
行っております。今後もより一層の国
際理解を図るとともに、国際人として
未来に飛躍する人材育成を目指して
取り組んでまいります。

近年、全国的に増加傾向である不
登校の児童・生徒に対する支援とい
たしましては、拠点となる津島市教育
支援センターを、生涯学習センター
内と児童科学館内の2か所に設置し、
多様な価値観の中で、子どもたちの
様々な学びの場や、安心して過ごす
ことができる居場所となるよう、個別
学習や相談などを行っております。ま
た、校内教育支援センター「ほっと
ルーム」は、令和4年度に神守中学
校、令和5年度に藤浪中学校、令和6
年度には天王中学校と暁中学校で開

津島神社周辺におきましては、「尾
張津島観光センター」と「旧わざ・語
り・伝承の館」の解体を進め、令和7年
度までに官民連携による新たな賑わ
い拠点の整備を進めます。

津島駅と津島神社を結ぶ天王通り
におきましては、無電柱化に向け、愛
知県との調整を継続するほか、観光
交流センターや旧いちい信用金庫
天王通支店などを活用し、シビックプ
ライド醸成拠点や、まちなか交流広
場の整備に向けた準備を進めている
ところです。市が投資主体として、マ
チナカの再生に関する各種事業を着
実に進めることで、民間による宅地
開発の増加や店舗や医療などの都
市機能の開発も促進されるものとな
ります。そのためには、市としても定
住を促進させる新規事業として人口
の増加策も含めて、暮らしの質や賑
わいあるマチナカを実現していきま
す。本年3月には、古民家や空きス
ペースなどを展示会場としたアート
展を開催いたします。様々なアー
ティスト作品の鑑賞のほか、体験型
のワークショップもあり、津島の魅力
を五感で体感することができます。

天王川公園におきましては、昨年4
月よりパークＰＦＩによる民間事業者
の管理・運営が始まりました。昨年7月
には、津島市に本社を置く株式会社
宇佐美鉱油様及びグループ企業様
から多額のご寄附をいただき、野外
ステージやジョギングコースの整備
が完了いたしました。同じく昨年7月
にオープンしたスターバックスコー
ヒーも含め、市民の皆様から「天王川
公園で、家族でのんびり過ごすことが
でき、公園の魅力がアップした」、「若
者が多く訪れるようになり、生まれ変
わった」など、多くの喜びの声をいた
だいております。

令和6年度は、多くの公園利用者に
喜んでいただいている芝生広場を拡
張する整備事業のほか、中央トイレ
や北エリアのトイレの大規模修繕を
行い、さらに快適な公園となるよう整
備を進めてまいります。また、地球温
暖化の影響を受け、夏場では夜間に
ウォーキングなど、健康づくりを行う
公園利用者が増えてきています。春
夏秋冬を含め、公園の魅力を高める
ための「ライトアップ大作戦」を展開
し、引き続き市民の皆様に愛される
公園として整備を進めてまいります。
このほか天王川公園や津島神社への
アクセス向上として、都市計画道路
である橋詰又吉線の整備も推進して
まいります。

東西南北それぞれの玄関におきま
しても、「価値」を高めるための取組
を進めております。北の玄関である
青塚駅周辺では、駅へのメインとな
る県道蜂須賀白浜線の歩道整備の
早期事業化に向けて、愛知県に力強
く要望を進めていくほか、地域住民
の方と対話をしながら、駅前広場の

約／日本」事務局は、気候変動の緩
和及び気候変動への適応に対する取
組が評価され、昨年12月に「気候変
動アクション環境大臣表彰」において
大賞を受賞いたしました。

私たちは地球人です。地球の未来
に責任を持たなければなりません。
今後もこうした取組を着実に実行し、
市民の皆様や事業者の皆様と力を合
わせ、脱炭素型社会の実現に向けて
積極的に取り組んでまいります。そし
て、2050年までに二酸化炭素の排出
量を実質ゼロとすることを目指して
まいります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和6年度当初予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

まず、予算規模でありますが、一般
会計258億円、特別会計133億4,868
万8,000円、企業会計156億6,072万
2,000円で、これら全会計を合せます
と548億941万円となり、前年度の当
初予算と比較しますと、一般会計は
6.7％の増、特別会計は0.4％の増、企
業会計は1.2％の増、全会計では
3.5％の増となっております。一般会
計の予算規模としましては、過去3番
目で、文化会館の建設を行った平成7

年度、8年度を除くと、最大の規模と
なります。

次に、一般会計の歳入であります
が、根幹を成す市税収入は、83億
3,371万2,000円で、物価高対策とし
て個人住民税の定額減税を行うこと
から、前年度比1.9％の減となってお
りますが、定額減税による減収額を
除いた本来の市税収入としては、前
年度比0.5％の増と、コロナ禍からの
回復基調が続いております。また、地
方交付税は、33億8,000万円で、前年
度比9.0％の増、一方、地方交付税の
振替措置である臨時財政対策債は、
9,000万円で、前年度比70％の減で
計上しています。

次に、歳出でありますが、義務的経
費のうち人件費は39億3,824万4,000
円で、退職手当の増などにより、前年
度比6.4％、約2億4,000万円の増、扶
助費は、68億905万9,000円で、子育
てや福祉関係の給付費の増などによ
り、前年度比4.2％、約2億8,000万円
の増、投資的経費は、30億9,666万
6,000円で、31億円にせまる投資額に
なります。具体的には、道路などの基
盤整備の充実に加え、津島駅東側駅
前広場の整備、天王川公園の大規模
改修、南小学校と神守小学校の耐震

性貯水槽の設置、神島田小学校体育
館の改修や南文化センターなど、公
共施設の長寿命化改修などで、前年
度比31.9％、約7億5,000万円の大幅
増となっています。
令和6年度は、「まちづくり再生第2

弾による成長投資」、「子育て支援
トータルプランのさらなる充実」な
ど、未来の津島へ向けて、多くの重要
事業を計上する積極予算を編成いた
しました。

このため、予算編成にあたりまして
は、市の貯金ともいえる財政調整基
金から20億5,000万円を繰り入れて
おりますが、財政調整基金の残高は、
令和5年度末で約47億円まで増加す
る見込みであり、令和6年度当初予算
への繰入後でも、27億円ほどの残高
を維持できます。

津島市の財務体質は大きく改善し
ており、着実に安定してまいりまし
た。今後につきましても、行財政改革
などに不断に取り組み、持続的な行
政運営に努めながら、必要な事業を
効果的に展開することで、つしま成長
戦略を確実に推進してまいります。

結びにあたり、今議会には令和6年
度当初予算をはじめ、条例などの諸
議案を提出しております。いずれも
市政運営に欠くことのできないもの
ばかりであります。十分ご審議の上、
適切なるご議決をいただきますよう
お願い申し上げます。

設置や住宅などが建設できる土地利
用構想を進め、駅に近い立地を活か
したまちづくりを進めていきます。今
後、まちづくりに必要な下水道や道
路等の整備に向けた具体的な検討を
行ってまいります。東の玄関では、
2027年に西尾張中央道まで開通予
定であります名古屋津島線バイパス
の整備に合わせ、生涯学習センター
と東公園一帯を、スポーツと健康を
キーワードに、広域的な玄関にふさ
わしい位置づけをし、魅力向上を目
指してまいります。西の玄関では、検
討されている木曽川・長良川新架橋
の整備促進に向け、国や県に対して
積極的に働きかけを行ってまいりま
す。

本市では、令和2年3月に「津島市
歴史的風致維持向上計画」を策定
し、本市固有の歴史的風致を守り、育
て、継承し、地域の活性化につなげる
ことを目指しております。さらに次の
ステップとして、歴史的風致である景
観を計画的かつ確実性をもって保全
するため、景観計画の策定に着手い
たしました。良好な景観形成により、

調和がとれた町並みを目指してまい
ります。

企業誘致の状況につきましては、
これまで、宇治・白浜・鹿伏兎の3区域
約21万㎡に工場等の立地を誘導す
る区域を指定し、企業誘致を積極的
に推進した結果、区域の約8割に企業
を誘致することに成功しました。引き
続き企業誘致を進めるため、昨年10
月に越津・下切区域約18万㎡、本年1
月に下新田・大縄区域約3万㎡を区域

に追加いたしました。今後、新たな区
域の追加も検討しながら、より一層
精力的に企業誘致を推進してまいり
ます。

令和6年度は、新たな企業誘致推
進区域となる周辺の歩行者の安全環
境を確保していくために、宇治百町
線と神尾金柳線の歩道整備を進めて
いく予算を計上いたしました。

神守中町・神守下町及び唐臼地区
におきましては、建ぺい率と容積率
など建物の規制を緩和し、約68万㎡
をこれまで建築できなかった建物が
建築できるようになることで、土地利
用の促進を図ってまいりました。今議
会には、さらに中地地区約4万㎡にお
いて規制緩和を行うための条例改正
に関する議案を提出しております。今
後は、愛宕地区約7万㎡においても
規制緩和に向けて進めてまいりま
す。

先ほど2大プロジェクトを牽引し、
定住を促進させる事業の内容を申し
上げました。具体的にはこれまで神
守・唐臼地区で実施しておりました居
住用の新築住宅取得に対する最大

室し、4中学校全てにおいて開室して
まいります。これにより、これまで教
育支援センターに通室していた生徒
も、学校に登校するきっかけとなり、
友達などとのコミュニケーションが
取りやすくなるほか、学校行事への
参加なども可能となるものと考えて
おります。

経済的な理由により、お子さんを
小・中学校へ就学させるのにお困り
のご家庭に対しましては、学用品費や
給食費などの費用の一部を援助する
就学援助費の受給要件を拡大し、支
援の充実を図ります。家庭の経済的
な状況によって学習の機会に差が出
ることのないような学習支援も実施
いたします。

学校教育環境につきましては、こ
れまで全ての小中学校の普通教室
などへのエアコン設置、トイレの洋式
化、県内初となる体育館へのスポット
エアコンの整備などを行っており、現
在、学校施設の長寿命化改修に取り
組んでおります。

令和5年度には、神守中学校と蛭
間小学校の体育館の長寿命化改修
を行い、令和6年度には、神島田小学
校体育館の改修と、高台寺小学校体
育館の改修に向けた実施設計を行う
ほか、天王中学校に自転車置き場を
設置します。子どもたちが安全・安心

な学校生活を送ることができるよう、
計画的に整備を行ってまいります。

また、働いているなどの理由によ
り、保護者が昼間不在となる家庭の
子どもたちが放課後や長期の休み中
に、安全で楽しく過ごすための遊びや
生活の場となる学童保育につきまし
て、8つ全ての小学校区にこどもの家
を設置しております。

平成29年度には西小学校、平成30
年度には北小学校の敷地内にこども
の家を新築し、令和4年度には、学校
から遠方の位置にあった神守こども
の家を神守小学校敷地内に新築い
たしました。令和6年度は、私が4か所
目に手がける南こどもの家の新築に
向けての実施設計業務を進めるな
ど、今後も学童保育のさらなる環境
の充実を積極的に推進してまいりま
す。

子どもたちの健康・体力を向上さ
せる取組といたしましては、これまで
実施しておりました「総合的な子ども
の基礎体力向上大作戦」、通称ＳＫＩＰ
（スキップ）を発展させ、令和4年度か
ら小中学校において、縄跳び名人を
講師として招いた縄跳び教室や、

サーキットトレーニング教室を実施し
ております。未来の担い手としてたく
ましく生き抜くために、必要な健康と
体力をつけることを目指します。

健康・体力のもととなる学校給食に
つきましては、平成27年度から、「津
島市給食献立コンクール」を実施し、
児童生徒の考えた献立を給食に取り
入れております。子どもたちに安全・
安心な食を提供するため、有機農産
物を使用したオーガニック給食につ
きましても、段階的に導入を進めて
おり、子どもたちに笑顔で給食を食
べてもらえるよう、栄養バランスに優
れた心のこもった美味しい学校給食
を提供してまいります。

少子化対策として、若者に出会い
の機会を提供するため、尾張津島天
王祭宵祭開催日に、県内在住または
在勤の独身者を対象に、「天王祭de
ご縁結び」を開催する予定をしており
ます。

多くの学生が奨学金を受給し、就
職後、返還している状況の中で、企業
が従業員への奨学金返還支援制度
を導入することは、学生が企業選び
をする際の大きなポイントとなりま
す。このため愛知県では、令和6年度
から中小企業の人材確保を図ること
を目的に、従業員の奨学金返還を支
援する中小企業を対象に補助制度を
創設いたします。対象とする中小企
業等は、県への企業登録が必要であ
りますので、市といたしましても市内
中小企業等に積極的に働きかけてま
いります。

進め、北小学校においては、文化会
館に設置されている100トンの貯水
槽を活用いたします。今後も引き続
き全ての小中学校への設置に向けて
計画的に進めてまいります。

また、災害が発生した際の避難所
での生活のため、避難所用の資機材
を市で備蓄しております。寒い時期
の避難に備え、毛布や新たに簡易寝
袋も備蓄して寒さ対策を強化いたし
ます。大切な家族の一員であるペッ
トも一緒に避難することができるよ
う、公共施設のうち1か所をペットと
の同室避難所とするほか、指定避難
所である8小学校でも、ペットと同行
避難をされることを想定し、ケージや
ワンタッチテントなどの資機材を整
備いたします。

自宅から指定避難所まで離れてい
ることや、普段行き慣れない避難所
へ行くことへの不安を解消するた
め、県内初の取組として、民間施設を
緊急避難場所として活用し、緊急時
に速やかに避難できる体制を強化し
てまいります。

市役所本庁舎につきましては、災
害時には災害対策本部として機能さ
せる必要があることから、耐震化を
実施したほか、非常用の電源設備の
整備を行ってまいりました。災害時の
重要な施設である消防庁舎や、避難
所としても重要な錬成館をはじめ、主
な公共施設についても耐震化を実施

してまいりました。

災害対策本部においては、市民の
皆様の命を守るため、国・県・市が保有
する情報を一元化する必要があるこ
とから、様々な情報を一元的に可視
化できる防災支援システムを令和4
年度に構築いたしました。このシステ
ムを地域の自主防災組織と連携しな
がら活用していくことで、地域の減災
に結び付けてまいりたいと考えてお
ります。また、災害情報を市民の皆様
にお知らせするため、災害時の緊急
情報、避難所の開設状況、道路の冠
水状況の情報などを見ることができ
る防災情報専用サイト「つしま防災
ポータル　まもるくん」を新設いたし
ました。スマートフォンからでも閲覧
できますので、是非ご活用ください。
令和6年度より、75歳以上の高齢
者等、災害弱者の方々のうち、希望さ
れる方に対しては、緊急時に防災情
報が流れる専用ラジオを無償で貸し
出す事業を開始いたします。防災情
報を受信すると自動的に電源が入る
ものであり、情報をいち早く市民の
皆様が受けとっていただくことが可
能となります。

市では、災害時の情報収集にド
ローンの活用も進めております。災
害現場に行くことができない場合で
も、ドローンを飛行させて映像を撮
影し、その映像を災害対策本部で確

認することができることから、ドロー
ン人材20名の育成を目指し、令和4年
度から市職員のドローン操縦資格取
得に取り組んでおります。

災害時に避難場所として利用でき
る場を確保するため、現在、神守地区
において、都市公園の整備を行って
おります。神守小学校北エリアに約
2,500㎡、神守こども園西エリアに約
1,800㎡の広さの2つの公園につきま
しては、マンホールトイレ、東屋を設
置し、まもなく完成いたします。さら
に神守支所東エリアにも、約2,200㎡
の広さの3つ目の公園を整備するた
め、令和6年度から着工いたします。
今後はさらに神守中学校南エリアに
約4,500㎡の広さの4つ目の公園整
備を進めてまいります。

消防本部では、市民の皆様の命を
守るため、防災力の強化を図ってお
ります。本市の消防本部は、市域のほ
ぼ中央に位置しております。日光川
東側の一部の地域においては、救急
車の現場到着までの時間が課題と
なっておりました。そのため、交通量
が多い平日昼間帯に、神守支所に救
急車を待機させる救急ステーション
の実証運用を、昨年8月から本年3月
22日まで行っております。実際に救

配信を行うことで、効果的な情報発
信を行っております。

また、愛知大学や津島東高校と連
携し、「津島の魅力PRデザイン開発
プロジェクト」として、PR用ステッ
カーのデザイン制作を行っているほ
か、副業人材を活用し、PRちらしの
デザイン力を高めるとともに、津島
の魅力を広く動画配信しております。
今後も本市の「価値」をさらに高める
ため、「魅力マシマシ津島市」を積極
的に発信してまいります。

ふるさと納税の返礼品において
も、地場産業の活性化と地元特産品
のＰＲのため、全国に向けて積極的に
発信しております。特に、あらかじめ
蓄電ができ、災害時等の備えとして
役立つポータブル電源は大変好評で
あり、昨年12月に新たな返礼品とし

て加えた結果、12月のみで約5,400万
円のご寄附をいただいております。
今後もより一層の返礼品の充実のた
め、様々な工夫を凝らしながら取り組
んでまいります。

市が実施する地方創生プロジェク
トに対して企業から寄附をいただく
企業版ふるさと納税につきましても、
複数の企業から多額のご寄附をいた
だき、子育てや文化の継承、公園の
整備など、様々な分野で活用してお
ります。さらなる寄附をいただけるよ
う、引き続き企業に対して積極的に
働きかけを行ってまいります。

地域におきましては、交通安全や
防犯、福祉など、様々な課題解決に向
けて取り組んでいただいております
コミュニティ推進協議会等に対する
補助金を増額し、活動を支援いたし
ます。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」についてご説明申し上げま
す。

令和3年12月に策定いたしました
都市計画マスタープランでは、将来
に向けたまちづくり戦略として、津島
駅周辺を正面玄関として位置づける
とともに、市内の東西南北を玄関とし
て位置づけました。

昨年3月には、本市と名古屋鉄道株
式会社、ＵＲ都市機構の三者で、県内
初となる地域の持続的発展を目的
に、鉄道と連携したまちづくりを進め
ていく包括連携協定を締結しまし
た。名古屋鉄道株式会社とは、これま
でも「つしまちあるきキャンペーン」
など、本市の観光面でも協力を頂い
ているほか、ＵＲ都市機構を含めた三
者では、津島駅周辺でのマチナカの
再生に向けた社会実験でも協働の立
場でご参画いただいています。この
三者で同じまちづくりへのベクトル
を共有し、さらに進んだ未来に繋がる
事業を展開してまいります。それに
向け、令和5年度は、まちづくり再生
元年と位置付け、津島玄関まちづく
り構想「ゲートウェイプロジェクト」の
推進のため、津島市の「価値」を高め
る成長投資を行いました。さらに令
和6年度では、次へのステップ「まち
づくり再生」第2弾として、プロジェク
ト推進のための取組を加速してまい
ります。

津島駅周辺の正面玄関におきまし
ては、駅の東側に駅前広場・市民の交
流広場を整備するため、用地買収を
行ってまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いてご説明申し上げます。

 
この地域は、高い確率でマグニ
チュード8～9クラスの巨大地震が発
生することが予測され、地震による甚
大な被害が発生することが予想され
ております。また、近年、全国各地で
大雨による被害も頻発している中、
市民の皆様を誰一人として取り残す
ことのないよう、防災・減災対策を行
う必要があります。

災害時には、自助・共助・公助の3つ
が必要となります。大規模災害時に
は、救援物資が届くまでに時間を要
することから、自分の命は自分で守る
ことができるよう、日頃から7日分程
度の食料や、資機材などの備蓄と
いった「自助」の取組をお願いいたし
ます。能登半島地震では倒壊した家
屋の下敷きになった方が犠牲者の大
半を占めることが判明しました。市で
は地震から身を守るために、住宅の
無料耐震診断や住宅の耐震改修へ
の補助を行っております。令和6年度
は耐震診断に関する予算を5割増し
にするとともに、耐震改修の補助金
を100万円から150万円に大幅に拡
充するなど、耐震改修や除却に関す
る予算を2.7倍にし、市民の皆様の安
全を守ってまいります。また、災害時

に備え、窓ガラスが割れた際の破片
の飛び散りを防ぐための飛散防止
フィルムの貼り付けや、家具の転倒
防止金具の取り付けを無償で行って
おります。ご自身の命を守るため、ま
だ対策がお済みでない場合は、是非
ご利用ください。

市では、毎月第3日曜日を「家庭防
災の日」と定め、防災教室を定期的に
開催し、家庭において防災について
話し合うことを進めています。避難経
路や備蓄品の確認、家庭でできる対
策などについて話し合い、防災意識
を高めるきっかけとしていただきま
すようお願いいたします。
災害が起こった際、ご自身の力だ

けでは避難所へ避難することが困難
な方々につきましては、一人ひとりに
対して個別避難計画を作成し、地域
で活用することで取り残すことなく、
人的被害を最小限にとどめられるよ
う、地域で支援する「共助」の体制の
確立に全力を尽くしてまいります。

災害時にうろたえることなく行動
するためには、平時から訓練をしてお
く必要があります。自主防災組織を
はじめ、様々な主体と協働して防災
訓練を実施いたします。訓練には、
ゲーム形式も取り入れながら、いざと
いう時にきちんと実践できるような
内容としてまいりますので、積極的な
ご参加をお願いいたします。

なお、自主防災組織は、地域の防
災において、大変重要な役割を担っ
ております。近年の物価高騰の状況
等をふまえ、各小学校区の自主防災
組織の体制強化のため、令和6年度
より補助金を増額いたします。さらに
自主防災組織や町内会に所属する防
災関連委員の皆様が、万が一活動中
に怪我をしてしまったときなどに備え
て、市の負担で傷害保険及び損害賠
償保険に加入することで、より安心し
て活動していただくことができます。

「自助」・「共助」に加え、市では「公
助」といたしまして、災害時における
飲料水の確保のため、平成26年度か
ら水道管の耐震化を実施しておりま
す。これまでに災害時に避難所とな
る、東小学校・西小学校・南小学校・北
小学校・神守中学校・神守小学校をは
じめ、災害時の重要施設である市役
所、市民病院などへの水道管の耐震
化に対し、20億円を超える投資を
行ってまいりました。配水場から離れ
た地域である神島田小学校、高台寺
小学校、蛭間小学校には約3億円を
投資して耐震性貯水槽を設置いたし
ました。令和6年度には、南小学校と
神守小学校への設置工事を実施す
ると同時に、令和7年度、東小学校、西
小学校への設置に向け実施設計を

急車の到着時間が短縮するなどの効
果が出ており、地元の方からも好評
いただいておりますので、引き続き
運用を進めてまいります。

他の消防本部との連携・協力も進
めており、海部地域の消防本部とは
合同訓練や勉強会を開催しておりま
す。令和7年度からは津島市ほか名古
屋市を含む7消防本部と指令業務の
共同運用を開始します。これにより、
消防力の強化による住民サービスの
向上が期待できます。また、愛西市と
は、はしご車の共同整備についても
進めており、実現すれば県内初の試
みとなります。

地域防災に欠かすことのできない
消防団につきましては、消防団員の
訓練のための出動報酬を増額し、新
たな団員の確保に向けて充実を図る
とともに、神島田分団車庫の新築移
転に向けての準備を進めてまいりま
す。
このように、市民の皆様一人ひとり
に寄り添った防災対策を行ってまい
ります。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」についてご説明申し上げます。

本市は、津島神社や数多くの寺院、
歴史的な町並み、ユネスコ無形文化

遺産に登録された「尾張津島天王祭
の車楽舟行事」をはじめとする四季
折々の祭りをはじめ、市内各所に伝
承されている祭り、そして市民の皆様
に愛されている天王川公園や津島神
社など、誇るべき数多くの地域資源
が市内全域にあります。これらは他の
自治体にはない本市の大きな強みで
あります。

このような歴史的・文化的な遺産
を、地域総がかりで継承していくた
め、文化財保存活用地域計画の策定
に着手いたします。尾張津島天王祭
などの大規模な祭りだけではなく、市
内各地域の山車や神楽、市民の皆様
の生活の中に息づく文化など、地域
ごとに調査を実施して掘り起こしを行
い、保存・活用に向けて検討してまい
ります。

市の指定文化財である氷室作太夫
家住居につきましても、貴重な文化
財を後世に引き継ぐため、保存と活
用に関する方針を定める保存活用計
画を策定してまいります。

本市において祭りは誇るべきもの
であります。祭りを今後も維持すると
ともに、体制を強化するため、尾張津
島天王祭及び尾張津島秋まつりの関
係団体に対する報償費を増額し、活
動を支援いたします。

本市にゆかりがある世界的な芸術
家である横井照子さんは、本年で生
誕100周年を迎えます。その節目とな
る年に、その偉業を顕彰するととも
に、本市の文化振興に向けた機運を
醸成するため、本年11月に横井照子
展を開催いたします。数多くの素晴ら
しい芸術作品に触れることができま
すので、是非楽しみにしてください。

本市は、東海三県寺密度ナンバー
ワンであることを活かして、平成30年
度より御朱印イベント「津島てら・まち
御縁結び」を開催し、令和6年秋に第
20回目を迎えます。これを記念して、
「第20回津島てら・まち御縁結び記念
事業」を実施し、本市の魅力向上を図
ります。

こういった本市の魅力を、より多く
の方に知っていただくため、プロモー
ションにも力を入れております。ふる
さと津島応援広報大使である津島市
出身の神野大地選手には、本市の魅
力をＳＮＳ等で広く発信していただい
ております。

令和5年度には、市の公式ＬＩＮＥの
機能を拡大し、情報を伝えたいター
ゲットに対して、それぞれのニーズに
マッチした情報を配信するセグメント

▲令和5年8月に開催した
これってステップ？！コンテスト

新築住宅取得の場合の補助金
最大200万円

本市に居住する後押しとし、
さらなる定住促進につなげる

①スポーツ環境の充実を図るため
「スポーツ推進計画」を策定
②東公園一帯の再整備に向けて
・東公園整備推進室を設置
・アドバイザーを招へい

笑顔で健幸大作戦！
いつまでも健康で暮らすため
一人ひとりの健康習慣を応援

チーム医療で頑張っています！
津島市民病院

海部医療圏の医療を
守る要となる中核病院

の小学1年生から3年生の児童に見
守り用の端末を無料で配布し、サー
ビスを開始したところであります。市
内全域における地域ＢＷＡの活用は
県内初となります。今後、高齢者の皆
様にも対象を拡大していくとともに、
見守りだけでなく、観光やまちづくり
の分野にも活用の範囲を広げてまい
ります。

ここ数年のコロナ禍においては、
感染防止のために不要不急の外出
自粛が求められ、その結果、地域活動
の縮小や、人との交流の減少といっ
た影響を及ぼしました。外出機会の
減少は、身体機能や認知機能の低下
が見られる「フレイル」の状態となる
方を増加させる恐れがあります。そ
のため、高齢者の皆様が、総合保健
福祉センター、生涯学習センター、神
島田公民館を使用する際の使用料を
半額にいたします。そして外出の機
会を増やしていただくとともに、総合
保健福祉センターにおいて交流する
ことができる拠点整備を行うなど、社
会参加の促進を図ってまいります。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どにマイカーを使うことができない、
あるいは今後使うことができなくな
る75歳以上の高齢者、移動が困難な
障がい者、妊産婦の皆様を対象とし
て、外出時のタクシー料金が半額と
なる、「津島おでかけタクシー事業」
を、昨年1月より開始いたしました。開
始より1年が経過し、これまでの利用
実績の累計は2万5,000件を超え、利
用登録者数も3,200人を超えており、

大変好評をいただいております。

障がいのある方への支援といたし
ましては、身体障がい、知的障がい、
精神障がいに加えて、難病、発達障が
い、強度行動障がい等、障がいのあ
るご本人やその家族の各種ニーズに
対応できる総合的な相談支援や専門
的な相談支援などを行う基幹相談支
援センターを、総合保健福祉セン
ターに設置いたします。
障がいのある児童への支援といた

しましては、障がいのある児童やその
家族への相談、障がい児を預かる施
設への援助・助言などを行う地域の中
核的な療育施設である児童発達支援
センターの設置に向け、未利用となっ
ております旧津島市立津島幼稚園の
民間活用を進めてまいります。

ここまでは、「つしま成長戦略」とし
て掲げた5つの項目に沿って説明し
てまいりました。このように、全ての
市民の皆様が心身ともに満たされた
状態である「ウェルビーイング」とな
ることを目指して取り組んでまいり
ます。

続きまして、この「つしま成長戦
略」の推進と並行して進めていくべ
き内容についてご説明いたします。

まずは、市民サービスの向上につ
ながるデジタル化です。社会が非常
に速いスピードで変化していく中、デ
ジタル技術を活用しながら従来の制
度等を変革し、様々な課題を解決す

るデジタル・トランスフォーメーション
「ＤＸ」を推進することが求められます。
本市では、デジタル技術を活用し

た窓口改革として、役所に「来ない」、
書類を「書かない」、手続きを「待た
せない」行政サービスの実現を目指
しております。令和4年度には、住民
票等のコンビニ交付、タブレット端末
による申請システム、「出生コー
ナー」や「おくやみコーナー」での窓
口ワンストップサービス、窓口の
キャッシュレス化などを導入いたしま
した。「出生コーナー」や「おくやみ
コーナー」は、専用カウンターを設置
して様々な部署で必要な各種手続き
をワンストップで行うことができるた
め、大変好評をいただいております。
令和6年度には、コンビニ交付の対象
サービスに所得課税証明書・納税証
明書を追加し、さらに市民サービス
の充実を図ることにより、「デジタル
化で、しあわせ実感都市、つしま」の
実現を目指してまいります。

このようなデジタル技術の活用
は、市民の皆様の利便性を向上させ
るだけでなく、職員の働き方改革に
もつながります。令和6年度は、ＡＩを
活用した議事録作成支援システムを
導入することで、効率化できる部分
はデジタルに任せ、市民の皆様との
対話や、新たに実施する事業の検討
など、職員は職員にしかできない業
務を担うことで、市民サービスのさら
なる向上を図ってまいります。

他自治体との連携についても進め
ております。藤まつりにおける江南市
や岐阜県羽島市との連携、ひつじサ
ミット尾州における一宮市や岐阜県
羽島市との連携、岐阜県海津市コ

健康増進には、スポーツも有効
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令和6年度は、次へのステップ第2
弾として、「まちづくり再生」につきま
しては、津島神社周辺の新たな賑わ
い拠点、観光交流センター周辺の新
たな交流拠点の供用開始に向け、賑
わいの「核」となる拠点の整備がいよ
いよ動き出します。本市の「価値」を
高め、わくわくするまちづくりを進め
てまいります。
「子育て支援」につきましては、第2
子以降の保育料の完全無料化、3歳
から5歳児までの保育所・幼稚園・認定
こども園等の副食費の半額補助及び
市立小中学校の給食費の完全無償
化、0歳児を対象としてご希望の子育
て用品を無料で自宅にお届けする
「子育てサポート選べる無料定期便」
など、全国トップクラスの子育て支援
を引き続き展開し、安心して出産、子
育てができる環境づくりを進めてま
いります。

そして、この2大プロジェクトを牽
引し、定住を促進させる新規事業を
実施いたします。事業の内容としまし
ては、後ほど詳しくご説明いたします
が、津島駅周辺の旧津島エリア、地区
計画区域の神守、唐臼エリアにおい
て新築住宅を取得した方やリフォー
ムをした方に要件に応じて補助金を
交付するもので、本市への定住を促
進させ、人を呼び込むまちづくりを目
指してまいります。

昨年、ハラスメントや不適切発言

のない働きやすい職場を築いていく
ため、過去10年間にわたる実態調査
として、職場環境改善のためのアン
ケート調査を実施いたしました。第三
者委員会からいただいた最終報告書
の、研修の実施、弁護士による相談窓
口の創設などを含む7つの提言に、専
門家の支援を受けながら、しっかりと
着実に対応し、ハラスメントのない職
場の環境改善に取り組んでまいりま
す。
令和6年度に実施する主な施策に

ついて、「つしま成長戦略　第3弾」と
して掲げている5つの項目ごとにご説
明いたします。
まず、「つしま成長戦略」の1点目、

「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついてご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、本市の
「宝」です。子どもたちの健やかな育
成を図り、「子育てするなら、つしま」
の実現に向けて邁進してまいりま
す。そのため令和5年度より、子ども
が産まれる前から産み育てるまで、
丸ごと支援を行う「子育て支援トータ
ルプラン」として、5つの子育て支援
策を実施しております。
1つ目の支援は、18歳まで所得制

限なしの子ども医療費完全無料化の

継続。2つ目の支援は、第2子以降の
保育料も所得制限なしの完全無料
化。3つ目の支援は、3歳から5歳児ま
での保育所・幼稚園・認定こども園等
の副食費の半額補助及び市立小中
学校の給食費の無償化。4つ目の支
援は、0歳児を対象としてご希望の子
育て用品を無料で自宅にお届けする
「選べる無料定期便」。5つ目の支援
は、保育所・認定こども園等における
使用済み紙おむつの保護者持ち帰り
の廃止です。
3つ目の保育所・幼稚園・認定こども
園等の副食費及び市立小中学校の
給食費につきましては、昨年4月から
6月までは半額を無償化し、7月から
本年3月までは、物価高騰の影響を
受けている子育て家庭を支援するた
め、完全無償化に拡大いたしました。
市立小中学校の給食費につきまして
は、令和6年度につきましても、完全
無償化を継続いたします。
これらの5つの子育て支援のほか、
年齢期に応じた様々な支援を実施し
ております「こんにちは赤ちゃん訪
問」では、子育てを応援するため、「お
めでとう」の気持ちを込めて、生後2
か月を迎える赤ちゃんのいる全ての
ご家庭を訪問しており、大変好評を
いただいております。これらの支援
は、令和6年度も継続してまいりま
す。

また、令和6年度より、「こども家庭
センター」を総合保健福祉センター
の2階に開設し、母子保健と児童福祉
の機能を一体的に運営することで、
両部門が連携・協働を深め、切れ目の
ない支援を行うための相談体制を強
化いたします。さらに相談支援だけ
でなく、支援を必要とされる全ての
子どもたちや妊産婦の皆様等へのサ
ポートプランの作成、多様な家庭環
境への支援体制を充実・強化するた
めの地域資源の開拓なども担ってま

ミュニティバスの津島駅への乗り入
れなど、自治体の枠を超えた連携・協
力を推進してまいります。

市政運営を進める上で、最も重要
なことは、市民の皆様の声を聞くこと
だと考えております。そのため、市民
の皆様の声をお聞きする機会とし
て、令和4年度と令和5年度にタウン
ミーティングを開催いたしました。令
和4年度には、市内8つのコミュニティ
推進協議会それぞれと、令和5年度に
は、市内で定期的に活動する団体を
対象として15回開催いたしました。令
和6年度につきましても私が自ら市
政について市民の皆様にご説明する
機会を設けます。是非ご参加ください。

市民の皆様が安心して暮らすため
には、様々な人権課題が解消され、一
人ひとりの人権が尊重されることが
重要であります。人権啓発や地域住
民の福祉の向上、交流の拠点施設で
ある南文化センターは、建物及び設
備の老朽化に対応するため、大規模
改修工事を実施してまいります。今
後も新たに生まれ変わる南文化セン
ターにおいて、地域交流促進事業や
生活上の相談事業の充実を図ってま
いります。
また、産業廃棄物処理施設等を設
置する際に、事業者と関係住民とのト
ラブルを防ぐための条例を制定して
まいります。

職員の声を聞く場も設けておりま
す。令和4年度からは、若手・中堅職員
との意見交換会を開催し、担当業務
で日頃感じていること、将来の自分
や市政運営に対する考え方などにつ
いて意見交換を行っております。今

後も、職員の声に耳を傾け、風通しの
良い職場環境づくりに取り組んでま
いります。

職員が事務改善や施策等の提案
を行うことができる職員提案制度に
つきましても、自分らしさや新しい視
点を自ら取り入れて働き方を工夫す
る「ジョブ・クラフティング提案制度」
として、令和5年度からリニューアルいた
しました。「Go Beyond Yourself～
昨日の自分を超えろ～」をキャッチフ
レーズとし、電子システムからの提案
を導入したほか、職員投票や若手職
員による審査委員会を設置するな
ど、より一層活用しやすい制度とな
り、令和5年度には、9件の提案があり
ました。職員の「Not Yet（まだできる）」
の精神を育みながら、創造力や研究
心、市政運営への参加意欲の向上を
目指しております。

私たちは、私たちが暮らすこの地
球の環境を守り、急速に進む地球温
暖化に歯止めをかけることを考えな
ければなりません。本市では、これま
でも地球温暖化対策として様々な取
組を実施してまいりました。市役所本
庁舎における省エネ効果の高い空調
設備への改修。市民病院における空

調用熱源の更新やＬＥＤ照明等の導
入。市が管理する全ての道路灯・公園
灯の照明ＬＥＤ化。市内全ての小中学
校の教室や体育館の照明ＬＥＤ化な
どを行ってまいりました。令和5年度
には、本庁舎、生涯学習センターなど
27施設の照明をＬＥＤ化するととも
に、総合保健福祉センターへの太陽
光パネルと蓄電池の設置に向けた取
組を開始いたしました。公用車につ
きましても、これまで保有している電
動車5台に加え、令和5年度には2台
の電気自動車を導入いたしました。
令和6年度にはさらに6台の電気自動
車を導入するなど計画的に更新を進
め、2030年までには全ての公用車を
電動車とすることを目指してまいり
ます。町内会や自治会に対しまして
も、令和5年度より防犯灯の設置・更
新にかかる補助の基数制限を撤廃
し、ＬＥＤ化の促進を図っております。

そのような中、昨年7月に首長が気
候変動・エネルギー政策に取り組むこ
とを誓約し、具体的な取組を積極的
に進めていく国際的な仕組みである
「世界気候エネルギー首長誓約（世
界首長誓約／日本）」の誓約書に、名
古屋大学にて署名いたしました。今
後、具体的な目標達成方策などに関
する「気候エネルギー行動計画」を
策定し、取組を推進してまいります。
なお、本市を始めとする「世界首長誓
約／日本」誓約団体と、「世界首長誓

画の策定を進めております。さらに
今後の東公園一帯の再整備に向け
て、スポーツ施設整備方針の検討も
行います。本年4月には、社会教育課
内に東公園整備推進室を設置すると
ともに、東公園一帯の整備に関する
業務推進のためのアドバイザーを招
聘いたします。

スポーツを行うための環境整備と
して、葉苅スポーツの家及び生涯学
習センターには、夏の暑い時期でも
安心してスポーツを楽しんでいただ
くことができるよう、壁掛けタイプの
スポットエアコンを整備いたします。
さらに生涯学習センターにおいて
は、屋外運動場やオムニコートの全
面的な改修も実施いたします。生涯
を通じて気軽にスポーツに親しむこ
とができるよう、引き続き生涯スポー
ツの推進を図ってまいります。

医療や介護が必要になった場合で
も、できる限り住み慣れた地域や自
宅で暮らし続けたいという願いを実
現するため、市では住まい・予防・生活
支援・医療・介護の5つの要素を一体
的に提供する、地域包括ケアシステ
ムの推進を図っております。海部医
療圏の7市町村が共同し、本市の神
守支所の1階に設置している「海部医
療圏在宅医療・介護連携支援セン
ター」において、在宅医療や介護
サービスなど、関係機関の切れ目な
い連携を行っております。

昨年12月に、本市と名古屋大学医
学部附属病院において、「社会保障
費の抑制を目指す共同研究プロジェ
クト」の開始に伴う締結式を行いまし
た。この事業は、ＮＨＫ、公共メディ
ア、新聞など、マスコミにも全国ネッ
トで取り上げられ、注目の事業となっ
ております。本市の65歳以上の住民
データから重症・重度化要因を特定
し、その要因に対する介入プログラ
ムを実施することで、社会保障費の
抑制にもつなげようというプロジェク
トであります。高齢者人口の増加に
よる介護需要の増大と介護人材の不
足が叫ばれる中、医療・介護のデータ
を分析・解析し、対策を講じていくこ
とは、超高齢社会を迎える上でさら
に重要となってまいります。今後も市
民の皆様の健康が一番！「健康応援
都市」を目指してまいります。

認知症の高齢者への支援といたし
ましては、令和5年度より、万が一他
人に怪我を負わせてしまったり、他人
のものを壊してしまったりしたときに
備えて、認知症の方などを被保険者

とする個人賠償責任保険に市の負担
で加入いたしました。行方不明にな
る恐れのある高齢者に対しては、自
宅に帰れなくなった際に早期発見、
保護できるようＱＲコード付きのラベ
ル・シールを配布いたしました。2025
年には高齢者の5人に1人が認知症に
なるとの予測もあり、認知症となって
も安心して暮らすことができる環境
を引き続き整えてまいります。

高齢者をはじめ、市民の皆様の安
心を守るため、昨年の11月に、株式会
社ottaと西尾張シーエーティーヴィ
株式会社と「見守りサービスの推進
に関する協定」を締結いたしました。
見守りサービスは、無線システムで
ある地域ＢＷＡを活用し、小さな見守
り用端末を持っている児童が、市内
のお店や企業などの見守りスポット
の周辺を通過したり、見守りアプリを
登録したスマートフォンなどとすれ
違ったりすることで、見守り端末の位
置を記録するものです。まずは市内

100万円の補助制度を、大幅に拡充
いたします。令和6年度からは、対象
区域を居住誘導区域と、市内にある
16団地に拡大いたします。対象者に
つきましても、これまでの新築住宅を
取得された方だけでなく、中古住宅
取得後にリフォームする方、中古住宅
を賃貸後リフォームする方も対象と
いたします。市内にある団地では、高
齢化や建物の老朽化が進んでおり、
日光川東エリアの青塚団地、喜多神
団地、葉苅団地、宇治団地、神守団
地、みずほ団地、こがね団地、下切住
宅、江南団地、百島団地、みどり台団
地の11団地と、日光川西エリアの永
宝団地、さかえ団地、上春日台団地、
下春日台団地、東愛宕住宅の5団地
の合計16団地の再生を、新しい居住
誘導施策で積極的に推進してまいり
ます。

補助金の加算要件につきまして
も、若年の子育て世帯が親世帯の近
くに居住することを後押しするため
に、親世帯と同居・近居の場合の加算
を設けるほか、地元事業者の活性化
のために、市内の事業者が施工した
場合にも、さらに加算をいたします。
補助金額は、新築住宅を取得した場
合や中古住宅を取得後リフォームし
た場合、最大150万円。中古住宅を賃
貸後リフォームする場合、最大170万
円となります。空き家対策のための
空家解体促進費補助金に関しても、
20万円から2.5倍の50万円に大幅に
増額いたします。この補助金は新築
住宅を取得した場合、併用ができ、最
大200万円となります。本市に居住す
る大きな後押しとなり、さらなる定住
促進につなげてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」についてご説明申し上げます。

津島市民病院は、この地域になく
てはならない病院として、海部医療
圏の医療を守る要となる中核病院と
しての役割を果たしております。私は
設置者として、市民の皆様から信頼
され続けるために取り組んでまいり
ました。新型コロナウイルスの感染
が拡大した時期は、市民の皆様の健
康な暮らしを守るために、医療従事
者が最前線に立って対応しました。市
民病院が今後も役割を果たしていく
ためには、経営の安定化を図ること
が必要不可欠です。
冒頭にも申し上げました通り、市民
病院の経営改善に取り組んできた結
果、平成29年度から6期連続で経常
収支黒字化を達成することができま
した。平成28年度末には約19億円
あった一時借入金につきましても令
和2年度に解消しております。

令和4年7月には、アフターコロナ
を見据えながら病院全体の課題を組
織横断的にマネジメントするため、経
営戦略部戦略企画室を設置しており
ます。医師や看護師、事務職も一体と
なって、ポストコロナに対応しながら、
積極的に経営強化を図っておりま
す。引き続き質の高い医療を提供し
ていくため、市と病院が一体となっ
て、安定的な運営を行ってまいりま
す。

市民の皆様がいつまでも健康で暮

らしていただくには、まずは一人ひと
りの健康づくりが重要となります。そ
のため、市では「笑顔で健幸大作戦！」
と銘打ち、スマートフォンのアプリを
活用して、毎日の歩数の記録や、自分
で決めた健康目標へのチャレンジな
ど、一人ひとりの健康習慣を応援して
おります。
昨年8月には、誰もが気軽に楽しく
体を動かすアイデアを募集する「こ
れってステップ？！コンテスト」を開催
いたしました。ウォーキングの可能性
を広げてステップを取り入れたアイ
デアなど、入賞アイデアは市内の
様々なところで展開してまいります。
現在、各小学校区別のウォーキング
コース作成に向けて、市民の皆様と
一緒になって検討しております。令和
6年度には、各小学校区で完成した
コースを巡るウォーキングイベント
を実施してまいります。

健康増進には、スポーツも非常に
有効です。市民の皆様が気軽に健康
づくりや体力づくりが行えるよう、ま
た、競技スポーツの技術向上につな
げていくことなど、スポーツ環境の充
実を図るため、現在、スポーツ推進計

令和6年第1回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、当初予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

市民の皆様からの厚いご信任を賜
り、市長3期目の職務に就かせていた
だき、任期の半ばである2年が経過し
ようとしております。市民の皆様から
お寄せいただきました信頼とご期待
にお応えするため、私のマニフェスト
としてお示しさせていただきました
「つしま成長戦略　第3弾」に掲げた
取組を加速させていくことが、私に
課せられた使命であり、決意を持って
「魅力マシマシ津島市」をキーワード
に、津島市のさらなる発展に全力を
尽くして、取り組んでまいる所存であ
ります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

さて、1月1日午後4時10分頃に、石
川県能登地方でマグニチュード7.6、
最大震度7の地震が発生しました。こ
の度の地震で、お亡くなりになられた

皆様に心からお悔やみを申し上げま
すとともに、被害に遭われた皆様に
お見舞いを申し上げます。
本市におきましては、発生日の夜

に消防職員が第1次緊急消防援助隊
として被災地支援に向かい、その後
も随時出動したほか、津島市民病院
の医師・看護師・薬剤師・臨床工学技
士がチームを組み、津島市民病院災
害派遣医療チームＤＭＡＴ隊として、
能登総合病院に向かい、被災者の皆
様に寄り添った活動を行っておりま
す。被災地への支援につきましては、
主に愛知県が被災地のニーズを踏ま
え調整を行っており、本市において
は、被災地への職員の派遣や市営住
宅の提供、ライフラインが途絶えて
いる高齢者施設入所者の受け入れ
など、速やかに対応をしております。

新型コロナウイルス感染症が5類
感染症に移行となり、経済活動の正
常化が進み、以前の活力ある暮らし
が戻りつつあります。市民病院にお
いては、院長を始めとする医師、看護
師などの医療職、事務職も含めて職
員一同が一丸となって新型コロナウ
イルス感染症に対応してまいりまし

た。今後も市民の皆様の命と健康を
守る要としての役割を果たしてまい
ります。

一方、物価高が続いている中、厳し
い状況に置かれている市民の皆様や
事業者の皆様に支援をお届けするた
め、令和2年度から実施してまいりま
した新型コロナウイルス感染症対策
を含めた物価高騰支援のための事
業として、令和5年度に実施いたしま
した小中学校給食費及び保育所・幼
稚園・認定こども園等の副食費無償
化をはじめ、これまでに第1弾から第
16弾まで177事業、総額約129億円の
事業に取り組んでまいりました。これ
らの事業は、市民の皆様や事業者の
皆様に寄り添って、しっかりと支援を
行うものであり、大きな成果があった
と考えております。

本市の財政状況は、私が市政を引
き継いだ10年前、非常に厳しいもの
でした。そのため、財政を健全化させ
るべく、事務事業の徹底的な見直し
などによる歳出の削減、様々な形で
の歳入の確保など、徹底的な行財政

改革を行ってまいりました。その結
果、平成26年度から令和4年度まで
の9年間における行財政改革の効果
額は、約91億3,000万円となり、市の
財務体質は大きく改善いたしました。
市の貯金にあたる財政調整基金
の残高は、平成25年度末時点では15
億9,800万円でしたが、令和4年度末
では約45億円と29億200万円増加、
率にして約2.8倍にすることができま
した。令和4年度末の市民一人あたり
の残高は、約7万4,000円となり、これ
は名古屋市を除く県内37市中7位と、
トップクラスの順位です。
株式会社東洋経済新報社が公表し

ております都市データパック2023年
版によりますと、津島市の財政健全
度ランキングは全国792市区中195
位となり、全国で上位4分の1に入り
ました。

市の実質的な借金にあたる臨時財
政対策債を除いた市債残高につきま
しては、ピーク時の平成11年度末に
は約219億円でしたが、令和4年度末
では、約59億円と約160億円減少、率
にして約27％、約4分の1に減少させ
ることができました。これにより令和
4年度末の市債残高は、名古屋市を
除く県内37市中4番目に少ない額と

なりました。文字通り借金が減り貯金
が増え、財政の健全化が達成されま
した。

市民病院の経営安定化につきまし
ても、市民病院が海部医療圏の医療
を守る要となる中核病院としての役
割を果たすとともに、市民の皆様か
ら信頼され続けられるように、安定的
な地域医療の推進を目指し、経営改
善の取組を進めてまいりました。そ
の結果、平成29年度から6期連続で
経常収支黒字化を達成するととも
に、平成28年度末に19億円あった一
時借入金を解消することができまし
た。借金にあたる企業債残高に関し
ても、ピーク時の平成17年度末には

約161億円でしたが、令和4年度末で
は、約67億円と約94億円減少、率にし
て約42％に減少させることができま
した。

このように財政の健全化と市民病
院の経営安定化を図ってきたことに
より、市の財務体質は大きく改善し、
津島市が次なるステップへ進むため
の準備ができました。そして、令和5
年度は「まちづくり再生と子育て支
援　2大プロジェクト」を進めてまい
りました。
1つ目のまちづくり再生として、正

面玄関である津島駅周辺の暮らしの
質を高める「津島Next　Move！」事
業や、北の玄関口となる青塚駅周辺
の整備計画、天王川公園の野外ス
テージの整備などのまちづくりへの
成長投資を進めております。2つ目の
子育て支援として、子どもが産まれる
前から産み育てるまで、丸ごと応援
する全国トップクラスの「子育て支援
トータルプラン」などの子育て支援
策を実施いたしました。市民の皆様
から「天王川公園がリニューアルさ
れて芝生広場で子どもたちも伸び伸
びと遊べてうれしい」「学校給食費の
無償化はとてもありがたい」など、多
くの喜びの声をいただいております。

いります。
このような子育て家庭に寄り添っ
た手厚い支援は、まさに日本一の支
援であると自負しております。

子育てに関する情報を提供してお
ります子育て情報アプリにつきまし
ても、昨年7月にリニューアルし、子育
ての記録を保存したり、予防接種や
イベントなどの情報がプッシュ通知
で届いたりと、これまで以上に使いや
すくなりました。今後も子育て情報を
充実してまいります。

同じく昨年7月には、こども家庭庁
が推進する、子どもたちが健やかで
幸せに成長できるような社会を実現
する「こどもまんなか宣言」の趣旨に
共感・賛同し、「こどもまんなか応援サ
ポーター」として活動することを宣言
いたしました。そして、市の子育て施
策を積極的にＰＲするために、「子育
て応援キャラクター」を募集いたしま
した。このキャラクターを使用しなが
ら、子どもとともに幸せに暮らすこと
ができるまちの実現を目指してまい
ります。

教育に関しましては、「豊かな人間
性と、よりよく生きる力を身につけた
人（津島っ子）」を育成するため、確か

な学力、健康・体力、豊かな人間性の
バランスのとれた力を育む特色ある
教育を推進しております。

令和4年度には、日本初となる規模
で、プログラミング可能な人型ロボッ
トやブロックを市内全ての小中学校
に導入し、児童・生徒が楽しみながら
役に立つプログラミング学習を実施
しております。「津島・プログラミング・
プロジェクト」の頭文字をとった「ＴＰ
Ｐ」と称して、昨年8月には市内4中学
校対抗で、「ＴＰＰコンテスト　プレ大
会」を開催いたしました。各学校とも
仲間と協力しながら創意工夫を凝ら
したプログラムが構成されておりま
した。令和6年度には、市内全ての小
中学校参加による本大会を開催する
予定をしており、今から大変楽しみに
しております。

全ての小中学校に設置をしており
ますコミュニティ・スクールでは、学
校・家庭・地域が一体となって、地域ぐ
るみで子どもの成長を見守る体制を
推進しております。中学校で実施して
おります学習支援「未来塾」につきま
しては、順次、中学校において実施さ
れており、引き続き、未来に生きる子
どものために、地域総がかりで子ども
たちを育てる環境を築いてまいりま
す。

今後ますますグローバル化が進む
社会の中で、重要となる子どもたち
の国際理解教育につきましては、全
ての小学校において、県内にある8つ
全ての領事館と連携した「領事館交
流プロジェクト」を市独自の施策とし
て実施しております。令和5年度は、
日本との国交150周年を記念して、ペ
ルーの学校と約14時間の時差を超
えてオンラインでの交流を行うなど、
各学校趣向を凝らした様々な取組を
行っております。今後もより一層の国
際理解を図るとともに、国際人として
未来に飛躍する人材育成を目指して
取り組んでまいります。

近年、全国的に増加傾向である不
登校の児童・生徒に対する支援とい
たしましては、拠点となる津島市教育
支援センターを、生涯学習センター
内と児童科学館内の2か所に設置し、
多様な価値観の中で、子どもたちの
様々な学びの場や、安心して過ごす
ことができる居場所となるよう、個別
学習や相談などを行っております。ま
た、校内教育支援センター「ほっと
ルーム」は、令和4年度に神守中学
校、令和5年度に藤浪中学校、令和6
年度には天王中学校と暁中学校で開

津島神社周辺におきましては、「尾
張津島観光センター」と「旧わざ・語
り・伝承の館」の解体を進め、令和7年
度までに官民連携による新たな賑わ
い拠点の整備を進めます。

津島駅と津島神社を結ぶ天王通り
におきましては、無電柱化に向け、愛
知県との調整を継続するほか、観光
交流センターや旧いちい信用金庫
天王通支店などを活用し、シビックプ
ライド醸成拠点や、まちなか交流広
場の整備に向けた準備を進めている
ところです。市が投資主体として、マ
チナカの再生に関する各種事業を着
実に進めることで、民間による宅地
開発の増加や店舗や医療などの都
市機能の開発も促進されるものとな
ります。そのためには、市としても定
住を促進させる新規事業として人口
の増加策も含めて、暮らしの質や賑
わいあるマチナカを実現していきま
す。本年3月には、古民家や空きス
ペースなどを展示会場としたアート
展を開催いたします。様々なアー
ティスト作品の鑑賞のほか、体験型
のワークショップもあり、津島の魅力
を五感で体感することができます。

天王川公園におきましては、昨年4
月よりパークＰＦＩによる民間事業者
の管理・運営が始まりました。昨年7月
には、津島市に本社を置く株式会社
宇佐美鉱油様及びグループ企業様
から多額のご寄附をいただき、野外
ステージやジョギングコースの整備
が完了いたしました。同じく昨年7月
にオープンしたスターバックスコー
ヒーも含め、市民の皆様から「天王川
公園で、家族でのんびり過ごすことが
でき、公園の魅力がアップした」、「若
者が多く訪れるようになり、生まれ変
わった」など、多くの喜びの声をいた
だいております。

令和6年度は、多くの公園利用者に
喜んでいただいている芝生広場を拡
張する整備事業のほか、中央トイレ
や北エリアのトイレの大規模修繕を
行い、さらに快適な公園となるよう整
備を進めてまいります。また、地球温
暖化の影響を受け、夏場では夜間に
ウォーキングなど、健康づくりを行う
公園利用者が増えてきています。春
夏秋冬を含め、公園の魅力を高める
ための「ライトアップ大作戦」を展開
し、引き続き市民の皆様に愛される
公園として整備を進めてまいります。
このほか天王川公園や津島神社への
アクセス向上として、都市計画道路
である橋詰又吉線の整備も推進して
まいります。

東西南北それぞれの玄関におきま
しても、「価値」を高めるための取組
を進めております。北の玄関である
青塚駅周辺では、駅へのメインとな
る県道蜂須賀白浜線の歩道整備の
早期事業化に向けて、愛知県に力強
く要望を進めていくほか、地域住民
の方と対話をしながら、駅前広場の

約／日本」事務局は、気候変動の緩
和及び気候変動への適応に対する取
組が評価され、昨年12月に「気候変
動アクション環境大臣表彰」において
大賞を受賞いたしました。

私たちは地球人です。地球の未来
に責任を持たなければなりません。
今後もこうした取組を着実に実行し、
市民の皆様や事業者の皆様と力を合
わせ、脱炭素型社会の実現に向けて
積極的に取り組んでまいります。そし
て、2050年までに二酸化炭素の排出
量を実質ゼロとすることを目指して
まいります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和6年度当初予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

まず、予算規模でありますが、一般
会計258億円、特別会計133億4,868
万8,000円、企業会計156億6,072万
2,000円で、これら全会計を合せます
と548億941万円となり、前年度の当
初予算と比較しますと、一般会計は
6.7％の増、特別会計は0.4％の増、企
業会計は1.2％の増、全会計では
3.5％の増となっております。一般会
計の予算規模としましては、過去3番
目で、文化会館の建設を行った平成7

年度、8年度を除くと、最大の規模と
なります。

次に、一般会計の歳入であります
が、根幹を成す市税収入は、83億
3,371万2,000円で、物価高対策とし
て個人住民税の定額減税を行うこと
から、前年度比1.9％の減となってお
りますが、定額減税による減収額を
除いた本来の市税収入としては、前
年度比0.5％の増と、コロナ禍からの
回復基調が続いております。また、地
方交付税は、33億8,000万円で、前年
度比9.0％の増、一方、地方交付税の
振替措置である臨時財政対策債は、
9,000万円で、前年度比70％の減で
計上しています。

次に、歳出でありますが、義務的経
費のうち人件費は39億3,824万4,000
円で、退職手当の増などにより、前年
度比6.4％、約2億4,000万円の増、扶
助費は、68億905万9,000円で、子育
てや福祉関係の給付費の増などによ
り、前年度比4.2％、約2億8,000万円
の増、投資的経費は、30億9,666万
6,000円で、31億円にせまる投資額に
なります。具体的には、道路などの基
盤整備の充実に加え、津島駅東側駅
前広場の整備、天王川公園の大規模
改修、南小学校と神守小学校の耐震

性貯水槽の設置、神島田小学校体育
館の改修や南文化センターなど、公
共施設の長寿命化改修などで、前年
度比31.9％、約7億5,000万円の大幅
増となっています。
令和6年度は、「まちづくり再生第2

弾による成長投資」、「子育て支援
トータルプランのさらなる充実」な
ど、未来の津島へ向けて、多くの重要
事業を計上する積極予算を編成いた
しました。

このため、予算編成にあたりまして
は、市の貯金ともいえる財政調整基
金から20億5,000万円を繰り入れて
おりますが、財政調整基金の残高は、
令和5年度末で約47億円まで増加す
る見込みであり、令和6年度当初予算
への繰入後でも、27億円ほどの残高
を維持できます。

津島市の財務体質は大きく改善し
ており、着実に安定してまいりまし
た。今後につきましても、行財政改革
などに不断に取り組み、持続的な行
政運営に努めながら、必要な事業を
効果的に展開することで、つしま成長
戦略を確実に推進してまいります。

結びにあたり、今議会には令和6年
度当初予算をはじめ、条例などの諸
議案を提出しております。いずれも
市政運営に欠くことのできないもの
ばかりであります。十分ご審議の上、
適切なるご議決をいただきますよう
お願い申し上げます。

設置や住宅などが建設できる土地利
用構想を進め、駅に近い立地を活か
したまちづくりを進めていきます。今
後、まちづくりに必要な下水道や道
路等の整備に向けた具体的な検討を
行ってまいります。東の玄関では、
2027年に西尾張中央道まで開通予
定であります名古屋津島線バイパス
の整備に合わせ、生涯学習センター
と東公園一帯を、スポーツと健康を
キーワードに、広域的な玄関にふさ
わしい位置づけをし、魅力向上を目
指してまいります。西の玄関では、検
討されている木曽川・長良川新架橋
の整備促進に向け、国や県に対して
積極的に働きかけを行ってまいりま
す。

本市では、令和2年3月に「津島市
歴史的風致維持向上計画」を策定
し、本市固有の歴史的風致を守り、育
て、継承し、地域の活性化につなげる
ことを目指しております。さらに次の
ステップとして、歴史的風致である景
観を計画的かつ確実性をもって保全
するため、景観計画の策定に着手い
たしました。良好な景観形成により、

調和がとれた町並みを目指してまい
ります。

企業誘致の状況につきましては、
これまで、宇治・白浜・鹿伏兎の3区域
約21万㎡に工場等の立地を誘導す
る区域を指定し、企業誘致を積極的
に推進した結果、区域の約8割に企業
を誘致することに成功しました。引き
続き企業誘致を進めるため、昨年10
月に越津・下切区域約18万㎡、本年1
月に下新田・大縄区域約3万㎡を区域

に追加いたしました。今後、新たな区
域の追加も検討しながら、より一層
精力的に企業誘致を推進してまいり
ます。

令和6年度は、新たな企業誘致推
進区域となる周辺の歩行者の安全環
境を確保していくために、宇治百町
線と神尾金柳線の歩道整備を進めて
いく予算を計上いたしました。

神守中町・神守下町及び唐臼地区
におきましては、建ぺい率と容積率
など建物の規制を緩和し、約68万㎡
をこれまで建築できなかった建物が
建築できるようになることで、土地利
用の促進を図ってまいりました。今議
会には、さらに中地地区約4万㎡にお
いて規制緩和を行うための条例改正
に関する議案を提出しております。今
後は、愛宕地区約7万㎡においても
規制緩和に向けて進めてまいりま
す。

先ほど2大プロジェクトを牽引し、
定住を促進させる事業の内容を申し
上げました。具体的にはこれまで神
守・唐臼地区で実施しておりました居
住用の新築住宅取得に対する最大

室し、4中学校全てにおいて開室して
まいります。これにより、これまで教
育支援センターに通室していた生徒
も、学校に登校するきっかけとなり、
友達などとのコミュニケーションが
取りやすくなるほか、学校行事への
参加なども可能となるものと考えて
おります。

経済的な理由により、お子さんを
小・中学校へ就学させるのにお困り
のご家庭に対しましては、学用品費や
給食費などの費用の一部を援助する
就学援助費の受給要件を拡大し、支
援の充実を図ります。家庭の経済的
な状況によって学習の機会に差が出
ることのないような学習支援も実施
いたします。

学校教育環境につきましては、こ
れまで全ての小中学校の普通教室
などへのエアコン設置、トイレの洋式
化、県内初となる体育館へのスポット
エアコンの整備などを行っており、現
在、学校施設の長寿命化改修に取り
組んでおります。

令和5年度には、神守中学校と蛭
間小学校の体育館の長寿命化改修
を行い、令和6年度には、神島田小学
校体育館の改修と、高台寺小学校体
育館の改修に向けた実施設計を行う
ほか、天王中学校に自転車置き場を
設置します。子どもたちが安全・安心

な学校生活を送ることができるよう、
計画的に整備を行ってまいります。

また、働いているなどの理由によ
り、保護者が昼間不在となる家庭の
子どもたちが放課後や長期の休み中
に、安全で楽しく過ごすための遊びや
生活の場となる学童保育につきまし
て、8つ全ての小学校区にこどもの家
を設置しております。

平成29年度には西小学校、平成30
年度には北小学校の敷地内にこども
の家を新築し、令和4年度には、学校
から遠方の位置にあった神守こども
の家を神守小学校敷地内に新築い
たしました。令和6年度は、私が4か所
目に手がける南こどもの家の新築に
向けての実施設計業務を進めるな
ど、今後も学童保育のさらなる環境
の充実を積極的に推進してまいりま
す。

子どもたちの健康・体力を向上さ
せる取組といたしましては、これまで
実施しておりました「総合的な子ども
の基礎体力向上大作戦」、通称ＳＫＩＰ
（スキップ）を発展させ、令和4年度か
ら小中学校において、縄跳び名人を
講師として招いた縄跳び教室や、

サーキットトレーニング教室を実施し
ております。未来の担い手としてたく
ましく生き抜くために、必要な健康と
体力をつけることを目指します。

健康・体力のもととなる学校給食に
つきましては、平成27年度から、「津
島市給食献立コンクール」を実施し、
児童生徒の考えた献立を給食に取り
入れております。子どもたちに安全・
安心な食を提供するため、有機農産
物を使用したオーガニック給食につ
きましても、段階的に導入を進めて
おり、子どもたちに笑顔で給食を食
べてもらえるよう、栄養バランスに優
れた心のこもった美味しい学校給食
を提供してまいります。

少子化対策として、若者に出会い
の機会を提供するため、尾張津島天
王祭宵祭開催日に、県内在住または
在勤の独身者を対象に、「天王祭de
ご縁結び」を開催する予定をしており
ます。

多くの学生が奨学金を受給し、就
職後、返還している状況の中で、企業
が従業員への奨学金返還支援制度
を導入することは、学生が企業選び
をする際の大きなポイントとなりま
す。このため愛知県では、令和6年度
から中小企業の人材確保を図ること
を目的に、従業員の奨学金返還を支
援する中小企業を対象に補助制度を
創設いたします。対象とする中小企
業等は、県への企業登録が必要であ
りますので、市といたしましても市内
中小企業等に積極的に働きかけてま
いります。

進め、北小学校においては、文化会
館に設置されている100トンの貯水
槽を活用いたします。今後も引き続
き全ての小中学校への設置に向けて
計画的に進めてまいります。

また、災害が発生した際の避難所
での生活のため、避難所用の資機材
を市で備蓄しております。寒い時期
の避難に備え、毛布や新たに簡易寝
袋も備蓄して寒さ対策を強化いたし
ます。大切な家族の一員であるペッ
トも一緒に避難することができるよ
う、公共施設のうち1か所をペットと
の同室避難所とするほか、指定避難
所である8小学校でも、ペットと同行
避難をされることを想定し、ケージや
ワンタッチテントなどの資機材を整
備いたします。

自宅から指定避難所まで離れてい
ることや、普段行き慣れない避難所
へ行くことへの不安を解消するた
め、県内初の取組として、民間施設を
緊急避難場所として活用し、緊急時
に速やかに避難できる体制を強化し
てまいります。

市役所本庁舎につきましては、災
害時には災害対策本部として機能さ
せる必要があることから、耐震化を
実施したほか、非常用の電源設備の
整備を行ってまいりました。災害時の
重要な施設である消防庁舎や、避難
所としても重要な錬成館をはじめ、主
な公共施設についても耐震化を実施

してまいりました。

災害対策本部においては、市民の
皆様の命を守るため、国・県・市が保有
する情報を一元化する必要があるこ
とから、様々な情報を一元的に可視
化できる防災支援システムを令和4
年度に構築いたしました。このシステ
ムを地域の自主防災組織と連携しな
がら活用していくことで、地域の減災
に結び付けてまいりたいと考えてお
ります。また、災害情報を市民の皆様
にお知らせするため、災害時の緊急
情報、避難所の開設状況、道路の冠
水状況の情報などを見ることができ
る防災情報専用サイト「つしま防災
ポータル　まもるくん」を新設いたし
ました。スマートフォンからでも閲覧
できますので、是非ご活用ください。
令和6年度より、75歳以上の高齢
者等、災害弱者の方々のうち、希望さ
れる方に対しては、緊急時に防災情
報が流れる専用ラジオを無償で貸し
出す事業を開始いたします。防災情
報を受信すると自動的に電源が入る
ものであり、情報をいち早く市民の
皆様が受けとっていただくことが可
能となります。

市では、災害時の情報収集にド
ローンの活用も進めております。災
害現場に行くことができない場合で
も、ドローンを飛行させて映像を撮
影し、その映像を災害対策本部で確

認することができることから、ドロー
ン人材20名の育成を目指し、令和4年
度から市職員のドローン操縦資格取
得に取り組んでおります。

災害時に避難場所として利用でき
る場を確保するため、現在、神守地区
において、都市公園の整備を行って
おります。神守小学校北エリアに約
2,500㎡、神守こども園西エリアに約
1,800㎡の広さの2つの公園につきま
しては、マンホールトイレ、東屋を設
置し、まもなく完成いたします。さら
に神守支所東エリアにも、約2,200㎡
の広さの3つ目の公園を整備するた
め、令和6年度から着工いたします。
今後はさらに神守中学校南エリアに
約4,500㎡の広さの4つ目の公園整
備を進めてまいります。

消防本部では、市民の皆様の命を
守るため、防災力の強化を図ってお
ります。本市の消防本部は、市域のほ
ぼ中央に位置しております。日光川
東側の一部の地域においては、救急
車の現場到着までの時間が課題と
なっておりました。そのため、交通量
が多い平日昼間帯に、神守支所に救
急車を待機させる救急ステーション
の実証運用を、昨年8月から本年3月
22日まで行っております。実際に救

配信を行うことで、効果的な情報発
信を行っております。

また、愛知大学や津島東高校と連
携し、「津島の魅力PRデザイン開発
プロジェクト」として、PR用ステッ
カーのデザイン制作を行っているほ
か、副業人材を活用し、PRちらしの
デザイン力を高めるとともに、津島
の魅力を広く動画配信しております。
今後も本市の「価値」をさらに高める
ため、「魅力マシマシ津島市」を積極
的に発信してまいります。

ふるさと納税の返礼品において
も、地場産業の活性化と地元特産品
のＰＲのため、全国に向けて積極的に
発信しております。特に、あらかじめ
蓄電ができ、災害時等の備えとして
役立つポータブル電源は大変好評で
あり、昨年12月に新たな返礼品とし

て加えた結果、12月のみで約5,400万
円のご寄附をいただいております。
今後もより一層の返礼品の充実のた
め、様々な工夫を凝らしながら取り組
んでまいります。

市が実施する地方創生プロジェク
トに対して企業から寄附をいただく
企業版ふるさと納税につきましても、
複数の企業から多額のご寄附をいた
だき、子育てや文化の継承、公園の
整備など、様々な分野で活用してお
ります。さらなる寄附をいただけるよ
う、引き続き企業に対して積極的に
働きかけを行ってまいります。

地域におきましては、交通安全や
防犯、福祉など、様々な課題解決に向
けて取り組んでいただいております
コミュニティ推進協議会等に対する
補助金を増額し、活動を支援いたし
ます。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」についてご説明申し上げま
す。

令和3年12月に策定いたしました
都市計画マスタープランでは、将来
に向けたまちづくり戦略として、津島
駅周辺を正面玄関として位置づける
とともに、市内の東西南北を玄関とし
て位置づけました。

昨年3月には、本市と名古屋鉄道株
式会社、ＵＲ都市機構の三者で、県内
初となる地域の持続的発展を目的
に、鉄道と連携したまちづくりを進め
ていく包括連携協定を締結しまし
た。名古屋鉄道株式会社とは、これま
でも「つしまちあるきキャンペーン」
など、本市の観光面でも協力を頂い
ているほか、ＵＲ都市機構を含めた三
者では、津島駅周辺でのマチナカの
再生に向けた社会実験でも協働の立
場でご参画いただいています。この
三者で同じまちづくりへのベクトル
を共有し、さらに進んだ未来に繋がる
事業を展開してまいります。それに
向け、令和5年度は、まちづくり再生
元年と位置付け、津島玄関まちづく
り構想「ゲートウェイプロジェクト」の
推進のため、津島市の「価値」を高め
る成長投資を行いました。さらに令
和6年度では、次へのステップ「まち
づくり再生」第2弾として、プロジェク
ト推進のための取組を加速してまい
ります。

津島駅周辺の正面玄関におきまし
ては、駅の東側に駅前広場・市民の交
流広場を整備するため、用地買収を
行ってまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いてご説明申し上げます。

 
この地域は、高い確率でマグニ
チュード8～9クラスの巨大地震が発
生することが予測され、地震による甚
大な被害が発生することが予想され
ております。また、近年、全国各地で
大雨による被害も頻発している中、
市民の皆様を誰一人として取り残す
ことのないよう、防災・減災対策を行
う必要があります。

災害時には、自助・共助・公助の3つ
が必要となります。大規模災害時に
は、救援物資が届くまでに時間を要
することから、自分の命は自分で守る
ことができるよう、日頃から7日分程
度の食料や、資機材などの備蓄と
いった「自助」の取組をお願いいたし
ます。能登半島地震では倒壊した家
屋の下敷きになった方が犠牲者の大
半を占めることが判明しました。市で
は地震から身を守るために、住宅の
無料耐震診断や住宅の耐震改修へ
の補助を行っております。令和6年度
は耐震診断に関する予算を5割増し
にするとともに、耐震改修の補助金
を100万円から150万円に大幅に拡
充するなど、耐震改修や除却に関す
る予算を2.7倍にし、市民の皆様の安
全を守ってまいります。また、災害時

に備え、窓ガラスが割れた際の破片
の飛び散りを防ぐための飛散防止
フィルムの貼り付けや、家具の転倒
防止金具の取り付けを無償で行って
おります。ご自身の命を守るため、ま
だ対策がお済みでない場合は、是非
ご利用ください。

市では、毎月第3日曜日を「家庭防
災の日」と定め、防災教室を定期的に
開催し、家庭において防災について
話し合うことを進めています。避難経
路や備蓄品の確認、家庭でできる対
策などについて話し合い、防災意識
を高めるきっかけとしていただきま
すようお願いいたします。
災害が起こった際、ご自身の力だ

けでは避難所へ避難することが困難
な方々につきましては、一人ひとりに
対して個別避難計画を作成し、地域
で活用することで取り残すことなく、
人的被害を最小限にとどめられるよ
う、地域で支援する「共助」の体制の
確立に全力を尽くしてまいります。

災害時にうろたえることなく行動
するためには、平時から訓練をしてお
く必要があります。自主防災組織を
はじめ、様々な主体と協働して防災
訓練を実施いたします。訓練には、
ゲーム形式も取り入れながら、いざと
いう時にきちんと実践できるような
内容としてまいりますので、積極的な
ご参加をお願いいたします。

なお、自主防災組織は、地域の防
災において、大変重要な役割を担っ
ております。近年の物価高騰の状況
等をふまえ、各小学校区の自主防災
組織の体制強化のため、令和6年度
より補助金を増額いたします。さらに
自主防災組織や町内会に所属する防
災関連委員の皆様が、万が一活動中
に怪我をしてしまったときなどに備え
て、市の負担で傷害保険及び損害賠
償保険に加入することで、より安心し
て活動していただくことができます。

「自助」・「共助」に加え、市では「公
助」といたしまして、災害時における
飲料水の確保のため、平成26年度か
ら水道管の耐震化を実施しておりま
す。これまでに災害時に避難所とな
る、東小学校・西小学校・南小学校・北
小学校・神守中学校・神守小学校をは
じめ、災害時の重要施設である市役
所、市民病院などへの水道管の耐震
化に対し、20億円を超える投資を
行ってまいりました。配水場から離れ
た地域である神島田小学校、高台寺
小学校、蛭間小学校には約3億円を
投資して耐震性貯水槽を設置いたし
ました。令和6年度には、南小学校と
神守小学校への設置工事を実施す
ると同時に、令和7年度、東小学校、西
小学校への設置に向け実施設計を

急車の到着時間が短縮するなどの効
果が出ており、地元の方からも好評
いただいておりますので、引き続き
運用を進めてまいります。

他の消防本部との連携・協力も進
めており、海部地域の消防本部とは
合同訓練や勉強会を開催しておりま
す。令和7年度からは津島市ほか名古
屋市を含む7消防本部と指令業務の
共同運用を開始します。これにより、
消防力の強化による住民サービスの
向上が期待できます。また、愛西市と
は、はしご車の共同整備についても
進めており、実現すれば県内初の試
みとなります。

地域防災に欠かすことのできない
消防団につきましては、消防団員の
訓練のための出動報酬を増額し、新
たな団員の確保に向けて充実を図る
とともに、神島田分団車庫の新築移
転に向けての準備を進めてまいりま
す。
このように、市民の皆様一人ひとり
に寄り添った防災対策を行ってまい
ります。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」についてご説明申し上げます。

本市は、津島神社や数多くの寺院、
歴史的な町並み、ユネスコ無形文化

遺産に登録された「尾張津島天王祭
の車楽舟行事」をはじめとする四季
折々の祭りをはじめ、市内各所に伝
承されている祭り、そして市民の皆様
に愛されている天王川公園や津島神
社など、誇るべき数多くの地域資源
が市内全域にあります。これらは他の
自治体にはない本市の大きな強みで
あります。

このような歴史的・文化的な遺産
を、地域総がかりで継承していくた
め、文化財保存活用地域計画の策定
に着手いたします。尾張津島天王祭
などの大規模な祭りだけではなく、市
内各地域の山車や神楽、市民の皆様
の生活の中に息づく文化など、地域
ごとに調査を実施して掘り起こしを行
い、保存・活用に向けて検討してまい
ります。

市の指定文化財である氷室作太夫
家住居につきましても、貴重な文化
財を後世に引き継ぐため、保存と活
用に関する方針を定める保存活用計
画を策定してまいります。

本市において祭りは誇るべきもの
であります。祭りを今後も維持すると
ともに、体制を強化するため、尾張津
島天王祭及び尾張津島秋まつりの関
係団体に対する報償費を増額し、活
動を支援いたします。

本市にゆかりがある世界的な芸術
家である横井照子さんは、本年で生
誕100周年を迎えます。その節目とな
る年に、その偉業を顕彰するととも
に、本市の文化振興に向けた機運を
醸成するため、本年11月に横井照子
展を開催いたします。数多くの素晴ら
しい芸術作品に触れることができま
すので、是非楽しみにしてください。

本市は、東海三県寺密度ナンバー
ワンであることを活かして、平成30年
度より御朱印イベント「津島てら・まち
御縁結び」を開催し、令和6年秋に第
20回目を迎えます。これを記念して、
「第20回津島てら・まち御縁結び記念
事業」を実施し、本市の魅力向上を図
ります。

こういった本市の魅力を、より多く
の方に知っていただくため、プロモー
ションにも力を入れております。ふる
さと津島応援広報大使である津島市
出身の神野大地選手には、本市の魅
力をＳＮＳ等で広く発信していただい
ております。

令和5年度には、市の公式ＬＩＮＥの
機能を拡大し、情報を伝えたいター
ゲットに対して、それぞれのニーズに
マッチした情報を配信するセグメント

▲令和5年12月に行った名古屋
大学医学部附属病院との締結式

▲令和5年11月に行った
西尾張シーエーティーヴィ株式会社・

株式会社ottaとの締結式

▲QRコード付きラベル・シール
※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

①認知症の方などを被保険者と
する個人賠償責任保険に市の
負担で加入
②ＱＲコード付きのラベル・シール
を配布
③無線システムである地域ＢＷＡ
を活用した見守りサービス導入

認知症の方などへの支援

の小学1年生から3年生の児童に見
守り用の端末を無料で配布し、サー
ビスを開始したところであります。市
内全域における地域ＢＷＡの活用は
県内初となります。今後、高齢者の皆
様にも対象を拡大していくとともに、
見守りだけでなく、観光やまちづくり
の分野にも活用の範囲を広げてまい
ります。

ここ数年のコロナ禍においては、
感染防止のために不要不急の外出
自粛が求められ、その結果、地域活動
の縮小や、人との交流の減少といっ
た影響を及ぼしました。外出機会の
減少は、身体機能や認知機能の低下
が見られる「フレイル」の状態となる
方を増加させる恐れがあります。そ
のため、高齢者の皆様が、総合保健
福祉センター、生涯学習センター、神
島田公民館を使用する際の使用料を
半額にいたします。そして外出の機
会を増やしていただくとともに、総合
保健福祉センターにおいて交流する
ことができる拠点整備を行うなど、社
会参加の促進を図ってまいります。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どにマイカーを使うことができない、
あるいは今後使うことができなくな
る75歳以上の高齢者、移動が困難な
障がい者、妊産婦の皆様を対象とし
て、外出時のタクシー料金が半額と
なる、「津島おでかけタクシー事業」
を、昨年1月より開始いたしました。開
始より1年が経過し、これまでの利用
実績の累計は2万5,000件を超え、利
用登録者数も3,200人を超えており、

大変好評をいただいております。

障がいのある方への支援といたし
ましては、身体障がい、知的障がい、
精神障がいに加えて、難病、発達障が
い、強度行動障がい等、障がいのあ
るご本人やその家族の各種ニーズに
対応できる総合的な相談支援や専門
的な相談支援などを行う基幹相談支
援センターを、総合保健福祉セン
ターに設置いたします。
障がいのある児童への支援といた

しましては、障がいのある児童やその
家族への相談、障がい児を預かる施
設への援助・助言などを行う地域の中
核的な療育施設である児童発達支援
センターの設置に向け、未利用となっ
ております旧津島市立津島幼稚園の
民間活用を進めてまいります。

ここまでは、「つしま成長戦略」とし
て掲げた5つの項目に沿って説明し
てまいりました。このように、全ての
市民の皆様が心身ともに満たされた
状態である「ウェルビーイング」とな
ることを目指して取り組んでまいり
ます。

続きまして、この「つしま成長戦
略」の推進と並行して進めていくべ
き内容についてご説明いたします。

まずは、市民サービスの向上につ
ながるデジタル化です。社会が非常
に速いスピードで変化していく中、デ
ジタル技術を活用しながら従来の制
度等を変革し、様々な課題を解決す

るデジタル・トランスフォーメーション
「ＤＸ」を推進することが求められます。
本市では、デジタル技術を活用し

た窓口改革として、役所に「来ない」、
書類を「書かない」、手続きを「待た
せない」行政サービスの実現を目指
しております。令和4年度には、住民
票等のコンビニ交付、タブレット端末
による申請システム、「出生コー
ナー」や「おくやみコーナー」での窓
口ワンストップサービス、窓口の
キャッシュレス化などを導入いたしま
した。「出生コーナー」や「おくやみ
コーナー」は、専用カウンターを設置
して様々な部署で必要な各種手続き
をワンストップで行うことができるた
め、大変好評をいただいております。
令和6年度には、コンビニ交付の対象
サービスに所得課税証明書・納税証
明書を追加し、さらに市民サービス
の充実を図ることにより、「デジタル
化で、しあわせ実感都市、つしま」の
実現を目指してまいります。

このようなデジタル技術の活用
は、市民の皆様の利便性を向上させ
るだけでなく、職員の働き方改革に
もつながります。令和6年度は、ＡＩを
活用した議事録作成支援システムを
導入することで、効率化できる部分
はデジタルに任せ、市民の皆様との
対話や、新たに実施する事業の検討
など、職員は職員にしかできない業
務を担うことで、市民サービスのさら
なる向上を図ってまいります。

他自治体との連携についても進め
ております。藤まつりにおける江南市
や岐阜県羽島市との連携、ひつじサ
ミット尾州における一宮市や岐阜県
羽島市との連携、岐阜県海津市コ

健康応援都市
市民の皆様の健康が一番！

県下初！
無線システム地域ＢＷＡを活用し
市民の皆様の安心を守る

市内の小学1～3年生の児童に
見守り用の端末を無料で配布

●壁掛けスポットエアコンを整備
葉苅スポーツの家
生涯学習センター

●屋外運動場やオムニコートの
全面的な改修
生涯学習センター

スポーツを行うための環境整備
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令和6年度は、次へのステップ第2
弾として、「まちづくり再生」につきま
しては、津島神社周辺の新たな賑わ
い拠点、観光交流センター周辺の新
たな交流拠点の供用開始に向け、賑
わいの「核」となる拠点の整備がいよ
いよ動き出します。本市の「価値」を
高め、わくわくするまちづくりを進め
てまいります。
「子育て支援」につきましては、第2
子以降の保育料の完全無料化、3歳
から5歳児までの保育所・幼稚園・認定
こども園等の副食費の半額補助及び
市立小中学校の給食費の完全無償
化、0歳児を対象としてご希望の子育
て用品を無料で自宅にお届けする
「子育てサポート選べる無料定期便」
など、全国トップクラスの子育て支援
を引き続き展開し、安心して出産、子
育てができる環境づくりを進めてま
いります。

そして、この2大プロジェクトを牽
引し、定住を促進させる新規事業を
実施いたします。事業の内容としまし
ては、後ほど詳しくご説明いたします
が、津島駅周辺の旧津島エリア、地区
計画区域の神守、唐臼エリアにおい
て新築住宅を取得した方やリフォー
ムをした方に要件に応じて補助金を
交付するもので、本市への定住を促
進させ、人を呼び込むまちづくりを目
指してまいります。

昨年、ハラスメントや不適切発言

のない働きやすい職場を築いていく
ため、過去10年間にわたる実態調査
として、職場環境改善のためのアン
ケート調査を実施いたしました。第三
者委員会からいただいた最終報告書
の、研修の実施、弁護士による相談窓
口の創設などを含む7つの提言に、専
門家の支援を受けながら、しっかりと
着実に対応し、ハラスメントのない職
場の環境改善に取り組んでまいりま
す。
令和6年度に実施する主な施策に

ついて、「つしま成長戦略　第3弾」と
して掲げている5つの項目ごとにご説
明いたします。
まず、「つしま成長戦略」の1点目、

「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついてご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、本市の
「宝」です。子どもたちの健やかな育
成を図り、「子育てするなら、つしま」
の実現に向けて邁進してまいりま
す。そのため令和5年度より、子ども
が産まれる前から産み育てるまで、
丸ごと支援を行う「子育て支援トータ
ルプラン」として、5つの子育て支援
策を実施しております。
1つ目の支援は、18歳まで所得制

限なしの子ども医療費完全無料化の

継続。2つ目の支援は、第2子以降の
保育料も所得制限なしの完全無料
化。3つ目の支援は、3歳から5歳児ま
での保育所・幼稚園・認定こども園等
の副食費の半額補助及び市立小中
学校の給食費の無償化。4つ目の支
援は、0歳児を対象としてご希望の子
育て用品を無料で自宅にお届けする
「選べる無料定期便」。5つ目の支援
は、保育所・認定こども園等における
使用済み紙おむつの保護者持ち帰り
の廃止です。
3つ目の保育所・幼稚園・認定こども
園等の副食費及び市立小中学校の
給食費につきましては、昨年4月から
6月までは半額を無償化し、7月から
本年3月までは、物価高騰の影響を
受けている子育て家庭を支援するた
め、完全無償化に拡大いたしました。
市立小中学校の給食費につきまして
は、令和6年度につきましても、完全
無償化を継続いたします。
これらの5つの子育て支援のほか、
年齢期に応じた様々な支援を実施し
ております「こんにちは赤ちゃん訪
問」では、子育てを応援するため、「お
めでとう」の気持ちを込めて、生後2
か月を迎える赤ちゃんのいる全ての
ご家庭を訪問しており、大変好評を
いただいております。これらの支援
は、令和6年度も継続してまいりま
す。

また、令和6年度より、「こども家庭
センター」を総合保健福祉センター
の2階に開設し、母子保健と児童福祉
の機能を一体的に運営することで、
両部門が連携・協働を深め、切れ目の
ない支援を行うための相談体制を強
化いたします。さらに相談支援だけ
でなく、支援を必要とされる全ての
子どもたちや妊産婦の皆様等へのサ
ポートプランの作成、多様な家庭環
境への支援体制を充実・強化するた
めの地域資源の開拓なども担ってま

ミュニティバスの津島駅への乗り入
れなど、自治体の枠を超えた連携・協
力を推進してまいります。

市政運営を進める上で、最も重要
なことは、市民の皆様の声を聞くこと
だと考えております。そのため、市民
の皆様の声をお聞きする機会とし
て、令和4年度と令和5年度にタウン
ミーティングを開催いたしました。令
和4年度には、市内8つのコミュニティ
推進協議会それぞれと、令和5年度に
は、市内で定期的に活動する団体を
対象として15回開催いたしました。令
和6年度につきましても私が自ら市
政について市民の皆様にご説明する
機会を設けます。是非ご参加ください。

市民の皆様が安心して暮らすため
には、様々な人権課題が解消され、一
人ひとりの人権が尊重されることが
重要であります。人権啓発や地域住
民の福祉の向上、交流の拠点施設で
ある南文化センターは、建物及び設
備の老朽化に対応するため、大規模
改修工事を実施してまいります。今
後も新たに生まれ変わる南文化セン
ターにおいて、地域交流促進事業や
生活上の相談事業の充実を図ってま
いります。
また、産業廃棄物処理施設等を設
置する際に、事業者と関係住民とのト
ラブルを防ぐための条例を制定して
まいります。

職員の声を聞く場も設けておりま
す。令和4年度からは、若手・中堅職員
との意見交換会を開催し、担当業務
で日頃感じていること、将来の自分
や市政運営に対する考え方などにつ
いて意見交換を行っております。今

後も、職員の声に耳を傾け、風通しの
良い職場環境づくりに取り組んでま
いります。

職員が事務改善や施策等の提案
を行うことができる職員提案制度に
つきましても、自分らしさや新しい視
点を自ら取り入れて働き方を工夫す
る「ジョブ・クラフティング提案制度」
として、令和5年度からリニューアルいた
しました。「Go Beyond Yourself～
昨日の自分を超えろ～」をキャッチフ
レーズとし、電子システムからの提案
を導入したほか、職員投票や若手職
員による審査委員会を設置するな
ど、より一層活用しやすい制度とな
り、令和5年度には、9件の提案があり
ました。職員の「Not Yet（まだできる）」
の精神を育みながら、創造力や研究
心、市政運営への参加意欲の向上を
目指しております。

私たちは、私たちが暮らすこの地
球の環境を守り、急速に進む地球温
暖化に歯止めをかけることを考えな
ければなりません。本市では、これま
でも地球温暖化対策として様々な取
組を実施してまいりました。市役所本
庁舎における省エネ効果の高い空調
設備への改修。市民病院における空

調用熱源の更新やＬＥＤ照明等の導
入。市が管理する全ての道路灯・公園
灯の照明ＬＥＤ化。市内全ての小中学
校の教室や体育館の照明ＬＥＤ化な
どを行ってまいりました。令和5年度
には、本庁舎、生涯学習センターなど
27施設の照明をＬＥＤ化するととも
に、総合保健福祉センターへの太陽
光パネルと蓄電池の設置に向けた取
組を開始いたしました。公用車につ
きましても、これまで保有している電
動車5台に加え、令和5年度には2台
の電気自動車を導入いたしました。
令和6年度にはさらに6台の電気自動
車を導入するなど計画的に更新を進
め、2030年までには全ての公用車を
電動車とすることを目指してまいり
ます。町内会や自治会に対しまして
も、令和5年度より防犯灯の設置・更
新にかかる補助の基数制限を撤廃
し、ＬＥＤ化の促進を図っております。

そのような中、昨年7月に首長が気
候変動・エネルギー政策に取り組むこ
とを誓約し、具体的な取組を積極的
に進めていく国際的な仕組みである
「世界気候エネルギー首長誓約（世
界首長誓約／日本）」の誓約書に、名
古屋大学にて署名いたしました。今
後、具体的な目標達成方策などに関
する「気候エネルギー行動計画」を
策定し、取組を推進してまいります。
なお、本市を始めとする「世界首長誓
約／日本」誓約団体と、「世界首長誓

画の策定を進めております。さらに
今後の東公園一帯の再整備に向け
て、スポーツ施設整備方針の検討も
行います。本年4月には、社会教育課
内に東公園整備推進室を設置すると
ともに、東公園一帯の整備に関する
業務推進のためのアドバイザーを招
聘いたします。

スポーツを行うための環境整備と
して、葉苅スポーツの家及び生涯学
習センターには、夏の暑い時期でも
安心してスポーツを楽しんでいただ
くことができるよう、壁掛けタイプの
スポットエアコンを整備いたします。
さらに生涯学習センターにおいて
は、屋外運動場やオムニコートの全
面的な改修も実施いたします。生涯
を通じて気軽にスポーツに親しむこ
とができるよう、引き続き生涯スポー
ツの推進を図ってまいります。

医療や介護が必要になった場合で
も、できる限り住み慣れた地域や自
宅で暮らし続けたいという願いを実
現するため、市では住まい・予防・生活
支援・医療・介護の5つの要素を一体
的に提供する、地域包括ケアシステ
ムの推進を図っております。海部医
療圏の7市町村が共同し、本市の神
守支所の1階に設置している「海部医
療圏在宅医療・介護連携支援セン
ター」において、在宅医療や介護
サービスなど、関係機関の切れ目な
い連携を行っております。

昨年12月に、本市と名古屋大学医
学部附属病院において、「社会保障
費の抑制を目指す共同研究プロジェ
クト」の開始に伴う締結式を行いまし
た。この事業は、ＮＨＫ、公共メディ
ア、新聞など、マスコミにも全国ネッ
トで取り上げられ、注目の事業となっ
ております。本市の65歳以上の住民
データから重症・重度化要因を特定
し、その要因に対する介入プログラ
ムを実施することで、社会保障費の
抑制にもつなげようというプロジェク
トであります。高齢者人口の増加に
よる介護需要の増大と介護人材の不
足が叫ばれる中、医療・介護のデータ
を分析・解析し、対策を講じていくこ
とは、超高齢社会を迎える上でさら
に重要となってまいります。今後も市
民の皆様の健康が一番！「健康応援
都市」を目指してまいります。

認知症の高齢者への支援といたし
ましては、令和5年度より、万が一他
人に怪我を負わせてしまったり、他人
のものを壊してしまったりしたときに
備えて、認知症の方などを被保険者

とする個人賠償責任保険に市の負担
で加入いたしました。行方不明にな
る恐れのある高齢者に対しては、自
宅に帰れなくなった際に早期発見、
保護できるようＱＲコード付きのラベ
ル・シールを配布いたしました。2025
年には高齢者の5人に1人が認知症に
なるとの予測もあり、認知症となって
も安心して暮らすことができる環境
を引き続き整えてまいります。

高齢者をはじめ、市民の皆様の安
心を守るため、昨年の11月に、株式会
社ottaと西尾張シーエーティーヴィ
株式会社と「見守りサービスの推進
に関する協定」を締結いたしました。
見守りサービスは、無線システムで
ある地域ＢＷＡを活用し、小さな見守
り用端末を持っている児童が、市内
のお店や企業などの見守りスポット
の周辺を通過したり、見守りアプリを
登録したスマートフォンなどとすれ
違ったりすることで、見守り端末の位
置を記録するものです。まずは市内

100万円の補助制度を、大幅に拡充
いたします。令和6年度からは、対象
区域を居住誘導区域と、市内にある
16団地に拡大いたします。対象者に
つきましても、これまでの新築住宅を
取得された方だけでなく、中古住宅
取得後にリフォームする方、中古住宅
を賃貸後リフォームする方も対象と
いたします。市内にある団地では、高
齢化や建物の老朽化が進んでおり、
日光川東エリアの青塚団地、喜多神
団地、葉苅団地、宇治団地、神守団
地、みずほ団地、こがね団地、下切住
宅、江南団地、百島団地、みどり台団
地の11団地と、日光川西エリアの永
宝団地、さかえ団地、上春日台団地、
下春日台団地、東愛宕住宅の5団地
の合計16団地の再生を、新しい居住
誘導施策で積極的に推進してまいり
ます。

補助金の加算要件につきまして
も、若年の子育て世帯が親世帯の近
くに居住することを後押しするため
に、親世帯と同居・近居の場合の加算
を設けるほか、地元事業者の活性化
のために、市内の事業者が施工した
場合にも、さらに加算をいたします。
補助金額は、新築住宅を取得した場
合や中古住宅を取得後リフォームし
た場合、最大150万円。中古住宅を賃
貸後リフォームする場合、最大170万
円となります。空き家対策のための
空家解体促進費補助金に関しても、
20万円から2.5倍の50万円に大幅に
増額いたします。この補助金は新築
住宅を取得した場合、併用ができ、最
大200万円となります。本市に居住す
る大きな後押しとなり、さらなる定住
促進につなげてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」についてご説明申し上げます。

津島市民病院は、この地域になく
てはならない病院として、海部医療
圏の医療を守る要となる中核病院と
しての役割を果たしております。私は
設置者として、市民の皆様から信頼
され続けるために取り組んでまいり
ました。新型コロナウイルスの感染
が拡大した時期は、市民の皆様の健
康な暮らしを守るために、医療従事
者が最前線に立って対応しました。市
民病院が今後も役割を果たしていく
ためには、経営の安定化を図ること
が必要不可欠です。
冒頭にも申し上げました通り、市民
病院の経営改善に取り組んできた結
果、平成29年度から6期連続で経常
収支黒字化を達成することができま
した。平成28年度末には約19億円
あった一時借入金につきましても令
和2年度に解消しております。

令和4年7月には、アフターコロナ
を見据えながら病院全体の課題を組
織横断的にマネジメントするため、経
営戦略部戦略企画室を設置しており
ます。医師や看護師、事務職も一体と
なって、ポストコロナに対応しながら、
積極的に経営強化を図っておりま
す。引き続き質の高い医療を提供し
ていくため、市と病院が一体となっ
て、安定的な運営を行ってまいりま
す。

市民の皆様がいつまでも健康で暮

らしていただくには、まずは一人ひと
りの健康づくりが重要となります。そ
のため、市では「笑顔で健幸大作戦！」
と銘打ち、スマートフォンのアプリを
活用して、毎日の歩数の記録や、自分
で決めた健康目標へのチャレンジな
ど、一人ひとりの健康習慣を応援して
おります。
昨年8月には、誰もが気軽に楽しく
体を動かすアイデアを募集する「こ
れってステップ？！コンテスト」を開催
いたしました。ウォーキングの可能性
を広げてステップを取り入れたアイ
デアなど、入賞アイデアは市内の
様々なところで展開してまいります。
現在、各小学校区別のウォーキング
コース作成に向けて、市民の皆様と
一緒になって検討しております。令和
6年度には、各小学校区で完成した
コースを巡るウォーキングイベント
を実施してまいります。

健康増進には、スポーツも非常に
有効です。市民の皆様が気軽に健康
づくりや体力づくりが行えるよう、ま
た、競技スポーツの技術向上につな
げていくことなど、スポーツ環境の充
実を図るため、現在、スポーツ推進計

令和6年第1回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、当初予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

市民の皆様からの厚いご信任を賜
り、市長3期目の職務に就かせていた
だき、任期の半ばである2年が経過し
ようとしております。市民の皆様から
お寄せいただきました信頼とご期待
にお応えするため、私のマニフェスト
としてお示しさせていただきました
「つしま成長戦略　第3弾」に掲げた
取組を加速させていくことが、私に
課せられた使命であり、決意を持って
「魅力マシマシ津島市」をキーワード
に、津島市のさらなる発展に全力を
尽くして、取り組んでまいる所存であ
ります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

さて、1月1日午後4時10分頃に、石
川県能登地方でマグニチュード7.6、
最大震度7の地震が発生しました。こ
の度の地震で、お亡くなりになられた

皆様に心からお悔やみを申し上げま
すとともに、被害に遭われた皆様に
お見舞いを申し上げます。
本市におきましては、発生日の夜

に消防職員が第1次緊急消防援助隊
として被災地支援に向かい、その後
も随時出動したほか、津島市民病院
の医師・看護師・薬剤師・臨床工学技
士がチームを組み、津島市民病院災
害派遣医療チームＤＭＡＴ隊として、
能登総合病院に向かい、被災者の皆
様に寄り添った活動を行っておりま
す。被災地への支援につきましては、
主に愛知県が被災地のニーズを踏ま
え調整を行っており、本市において
は、被災地への職員の派遣や市営住
宅の提供、ライフラインが途絶えて
いる高齢者施設入所者の受け入れ
など、速やかに対応をしております。

新型コロナウイルス感染症が5類
感染症に移行となり、経済活動の正
常化が進み、以前の活力ある暮らし
が戻りつつあります。市民病院にお
いては、院長を始めとする医師、看護
師などの医療職、事務職も含めて職
員一同が一丸となって新型コロナウ
イルス感染症に対応してまいりまし

た。今後も市民の皆様の命と健康を
守る要としての役割を果たしてまい
ります。

一方、物価高が続いている中、厳し
い状況に置かれている市民の皆様や
事業者の皆様に支援をお届けするた
め、令和2年度から実施してまいりま
した新型コロナウイルス感染症対策
を含めた物価高騰支援のための事
業として、令和5年度に実施いたしま
した小中学校給食費及び保育所・幼
稚園・認定こども園等の副食費無償
化をはじめ、これまでに第1弾から第
16弾まで177事業、総額約129億円の
事業に取り組んでまいりました。これ
らの事業は、市民の皆様や事業者の
皆様に寄り添って、しっかりと支援を
行うものであり、大きな成果があった
と考えております。

本市の財政状況は、私が市政を引
き継いだ10年前、非常に厳しいもの
でした。そのため、財政を健全化させ
るべく、事務事業の徹底的な見直し
などによる歳出の削減、様々な形で
の歳入の確保など、徹底的な行財政

改革を行ってまいりました。その結
果、平成26年度から令和4年度まで
の9年間における行財政改革の効果
額は、約91億3,000万円となり、市の
財務体質は大きく改善いたしました。
市の貯金にあたる財政調整基金
の残高は、平成25年度末時点では15
億9,800万円でしたが、令和4年度末
では約45億円と29億200万円増加、
率にして約2.8倍にすることができま
した。令和4年度末の市民一人あたり
の残高は、約7万4,000円となり、これ
は名古屋市を除く県内37市中7位と、
トップクラスの順位です。
株式会社東洋経済新報社が公表し

ております都市データパック2023年
版によりますと、津島市の財政健全
度ランキングは全国792市区中195
位となり、全国で上位4分の1に入り
ました。

市の実質的な借金にあたる臨時財
政対策債を除いた市債残高につきま
しては、ピーク時の平成11年度末に
は約219億円でしたが、令和4年度末
では、約59億円と約160億円減少、率
にして約27％、約4分の1に減少させ
ることができました。これにより令和
4年度末の市債残高は、名古屋市を
除く県内37市中4番目に少ない額と

なりました。文字通り借金が減り貯金
が増え、財政の健全化が達成されま
した。

市民病院の経営安定化につきまし
ても、市民病院が海部医療圏の医療
を守る要となる中核病院としての役
割を果たすとともに、市民の皆様か
ら信頼され続けられるように、安定的
な地域医療の推進を目指し、経営改
善の取組を進めてまいりました。そ
の結果、平成29年度から6期連続で
経常収支黒字化を達成するととも
に、平成28年度末に19億円あった一
時借入金を解消することができまし
た。借金にあたる企業債残高に関し
ても、ピーク時の平成17年度末には

約161億円でしたが、令和4年度末で
は、約67億円と約94億円減少、率にし
て約42％に減少させることができま
した。

このように財政の健全化と市民病
院の経営安定化を図ってきたことに
より、市の財務体質は大きく改善し、
津島市が次なるステップへ進むため
の準備ができました。そして、令和5
年度は「まちづくり再生と子育て支
援　2大プロジェクト」を進めてまい
りました。
1つ目のまちづくり再生として、正

面玄関である津島駅周辺の暮らしの
質を高める「津島Next　Move！」事
業や、北の玄関口となる青塚駅周辺
の整備計画、天王川公園の野外ス
テージの整備などのまちづくりへの
成長投資を進めております。2つ目の
子育て支援として、子どもが産まれる
前から産み育てるまで、丸ごと応援
する全国トップクラスの「子育て支援
トータルプラン」などの子育て支援
策を実施いたしました。市民の皆様
から「天王川公園がリニューアルさ
れて芝生広場で子どもたちも伸び伸
びと遊べてうれしい」「学校給食費の
無償化はとてもありがたい」など、多
くの喜びの声をいただいております。

いります。
このような子育て家庭に寄り添っ
た手厚い支援は、まさに日本一の支
援であると自負しております。

子育てに関する情報を提供してお
ります子育て情報アプリにつきまし
ても、昨年7月にリニューアルし、子育
ての記録を保存したり、予防接種や
イベントなどの情報がプッシュ通知
で届いたりと、これまで以上に使いや
すくなりました。今後も子育て情報を
充実してまいります。

同じく昨年7月には、こども家庭庁
が推進する、子どもたちが健やかで
幸せに成長できるような社会を実現
する「こどもまんなか宣言」の趣旨に
共感・賛同し、「こどもまんなか応援サ
ポーター」として活動することを宣言
いたしました。そして、市の子育て施
策を積極的にＰＲするために、「子育
て応援キャラクター」を募集いたしま
した。このキャラクターを使用しなが
ら、子どもとともに幸せに暮らすこと
ができるまちの実現を目指してまい
ります。

教育に関しましては、「豊かな人間
性と、よりよく生きる力を身につけた
人（津島っ子）」を育成するため、確か

な学力、健康・体力、豊かな人間性の
バランスのとれた力を育む特色ある
教育を推進しております。

令和4年度には、日本初となる規模
で、プログラミング可能な人型ロボッ
トやブロックを市内全ての小中学校
に導入し、児童・生徒が楽しみながら
役に立つプログラミング学習を実施
しております。「津島・プログラミング・
プロジェクト」の頭文字をとった「ＴＰ
Ｐ」と称して、昨年8月には市内4中学
校対抗で、「ＴＰＰコンテスト　プレ大
会」を開催いたしました。各学校とも
仲間と協力しながら創意工夫を凝ら
したプログラムが構成されておりま
した。令和6年度には、市内全ての小
中学校参加による本大会を開催する
予定をしており、今から大変楽しみに
しております。

全ての小中学校に設置をしており
ますコミュニティ・スクールでは、学
校・家庭・地域が一体となって、地域ぐ
るみで子どもの成長を見守る体制を
推進しております。中学校で実施して
おります学習支援「未来塾」につきま
しては、順次、中学校において実施さ
れており、引き続き、未来に生きる子
どものために、地域総がかりで子ども
たちを育てる環境を築いてまいりま
す。

今後ますますグローバル化が進む
社会の中で、重要となる子どもたち
の国際理解教育につきましては、全
ての小学校において、県内にある8つ
全ての領事館と連携した「領事館交
流プロジェクト」を市独自の施策とし
て実施しております。令和5年度は、
日本との国交150周年を記念して、ペ
ルーの学校と約14時間の時差を超
えてオンラインでの交流を行うなど、
各学校趣向を凝らした様々な取組を
行っております。今後もより一層の国
際理解を図るとともに、国際人として
未来に飛躍する人材育成を目指して
取り組んでまいります。

近年、全国的に増加傾向である不
登校の児童・生徒に対する支援とい
たしましては、拠点となる津島市教育
支援センターを、生涯学習センター
内と児童科学館内の2か所に設置し、
多様な価値観の中で、子どもたちの
様々な学びの場や、安心して過ごす
ことができる居場所となるよう、個別
学習や相談などを行っております。ま
た、校内教育支援センター「ほっと
ルーム」は、令和4年度に神守中学
校、令和5年度に藤浪中学校、令和6
年度には天王中学校と暁中学校で開

津島神社周辺におきましては、「尾
張津島観光センター」と「旧わざ・語
り・伝承の館」の解体を進め、令和7年
度までに官民連携による新たな賑わ
い拠点の整備を進めます。

津島駅と津島神社を結ぶ天王通り
におきましては、無電柱化に向け、愛
知県との調整を継続するほか、観光
交流センターや旧いちい信用金庫
天王通支店などを活用し、シビックプ
ライド醸成拠点や、まちなか交流広
場の整備に向けた準備を進めている
ところです。市が投資主体として、マ
チナカの再生に関する各種事業を着
実に進めることで、民間による宅地
開発の増加や店舗や医療などの都
市機能の開発も促進されるものとな
ります。そのためには、市としても定
住を促進させる新規事業として人口
の増加策も含めて、暮らしの質や賑
わいあるマチナカを実現していきま
す。本年3月には、古民家や空きス
ペースなどを展示会場としたアート
展を開催いたします。様々なアー
ティスト作品の鑑賞のほか、体験型
のワークショップもあり、津島の魅力
を五感で体感することができます。

天王川公園におきましては、昨年4
月よりパークＰＦＩによる民間事業者
の管理・運営が始まりました。昨年7月
には、津島市に本社を置く株式会社
宇佐美鉱油様及びグループ企業様
から多額のご寄附をいただき、野外
ステージやジョギングコースの整備
が完了いたしました。同じく昨年7月
にオープンしたスターバックスコー
ヒーも含め、市民の皆様から「天王川
公園で、家族でのんびり過ごすことが
でき、公園の魅力がアップした」、「若
者が多く訪れるようになり、生まれ変
わった」など、多くの喜びの声をいた
だいております。

令和6年度は、多くの公園利用者に
喜んでいただいている芝生広場を拡
張する整備事業のほか、中央トイレ
や北エリアのトイレの大規模修繕を
行い、さらに快適な公園となるよう整
備を進めてまいります。また、地球温
暖化の影響を受け、夏場では夜間に
ウォーキングなど、健康づくりを行う
公園利用者が増えてきています。春
夏秋冬を含め、公園の魅力を高める
ための「ライトアップ大作戦」を展開
し、引き続き市民の皆様に愛される
公園として整備を進めてまいります。
このほか天王川公園や津島神社への
アクセス向上として、都市計画道路
である橋詰又吉線の整備も推進して
まいります。

東西南北それぞれの玄関におきま
しても、「価値」を高めるための取組
を進めております。北の玄関である
青塚駅周辺では、駅へのメインとな
る県道蜂須賀白浜線の歩道整備の
早期事業化に向けて、愛知県に力強
く要望を進めていくほか、地域住民
の方と対話をしながら、駅前広場の

約／日本」事務局は、気候変動の緩
和及び気候変動への適応に対する取
組が評価され、昨年12月に「気候変
動アクション環境大臣表彰」において
大賞を受賞いたしました。

私たちは地球人です。地球の未来
に責任を持たなければなりません。
今後もこうした取組を着実に実行し、
市民の皆様や事業者の皆様と力を合
わせ、脱炭素型社会の実現に向けて
積極的に取り組んでまいります。そし
て、2050年までに二酸化炭素の排出
量を実質ゼロとすることを目指して
まいります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和6年度当初予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

まず、予算規模でありますが、一般
会計258億円、特別会計133億4,868
万8,000円、企業会計156億6,072万
2,000円で、これら全会計を合せます
と548億941万円となり、前年度の当
初予算と比較しますと、一般会計は
6.7％の増、特別会計は0.4％の増、企
業会計は1.2％の増、全会計では
3.5％の増となっております。一般会
計の予算規模としましては、過去3番
目で、文化会館の建設を行った平成7

年度、8年度を除くと、最大の規模と
なります。

次に、一般会計の歳入であります
が、根幹を成す市税収入は、83億
3,371万2,000円で、物価高対策とし
て個人住民税の定額減税を行うこと
から、前年度比1.9％の減となってお
りますが、定額減税による減収額を
除いた本来の市税収入としては、前
年度比0.5％の増と、コロナ禍からの
回復基調が続いております。また、地
方交付税は、33億8,000万円で、前年
度比9.0％の増、一方、地方交付税の
振替措置である臨時財政対策債は、
9,000万円で、前年度比70％の減で
計上しています。

次に、歳出でありますが、義務的経
費のうち人件費は39億3,824万4,000
円で、退職手当の増などにより、前年
度比6.4％、約2億4,000万円の増、扶
助費は、68億905万9,000円で、子育
てや福祉関係の給付費の増などによ
り、前年度比4.2％、約2億8,000万円
の増、投資的経費は、30億9,666万
6,000円で、31億円にせまる投資額に
なります。具体的には、道路などの基
盤整備の充実に加え、津島駅東側駅
前広場の整備、天王川公園の大規模
改修、南小学校と神守小学校の耐震

性貯水槽の設置、神島田小学校体育
館の改修や南文化センターなど、公
共施設の長寿命化改修などで、前年
度比31.9％、約7億5,000万円の大幅
増となっています。
令和6年度は、「まちづくり再生第2

弾による成長投資」、「子育て支援
トータルプランのさらなる充実」な
ど、未来の津島へ向けて、多くの重要
事業を計上する積極予算を編成いた
しました。

このため、予算編成にあたりまして
は、市の貯金ともいえる財政調整基
金から20億5,000万円を繰り入れて
おりますが、財政調整基金の残高は、
令和5年度末で約47億円まで増加す
る見込みであり、令和6年度当初予算
への繰入後でも、27億円ほどの残高
を維持できます。

津島市の財務体質は大きく改善し
ており、着実に安定してまいりまし
た。今後につきましても、行財政改革
などに不断に取り組み、持続的な行
政運営に努めながら、必要な事業を
効果的に展開することで、つしま成長
戦略を確実に推進してまいります。

結びにあたり、今議会には令和6年
度当初予算をはじめ、条例などの諸
議案を提出しております。いずれも
市政運営に欠くことのできないもの
ばかりであります。十分ご審議の上、
適切なるご議決をいただきますよう
お願い申し上げます。

設置や住宅などが建設できる土地利
用構想を進め、駅に近い立地を活か
したまちづくりを進めていきます。今
後、まちづくりに必要な下水道や道
路等の整備に向けた具体的な検討を
行ってまいります。東の玄関では、
2027年に西尾張中央道まで開通予
定であります名古屋津島線バイパス
の整備に合わせ、生涯学習センター
と東公園一帯を、スポーツと健康を
キーワードに、広域的な玄関にふさ
わしい位置づけをし、魅力向上を目
指してまいります。西の玄関では、検
討されている木曽川・長良川新架橋
の整備促進に向け、国や県に対して
積極的に働きかけを行ってまいりま
す。

本市では、令和2年3月に「津島市
歴史的風致維持向上計画」を策定
し、本市固有の歴史的風致を守り、育
て、継承し、地域の活性化につなげる
ことを目指しております。さらに次の
ステップとして、歴史的風致である景
観を計画的かつ確実性をもって保全
するため、景観計画の策定に着手い
たしました。良好な景観形成により、

調和がとれた町並みを目指してまい
ります。

企業誘致の状況につきましては、
これまで、宇治・白浜・鹿伏兎の3区域
約21万㎡に工場等の立地を誘導す
る区域を指定し、企業誘致を積極的
に推進した結果、区域の約8割に企業
を誘致することに成功しました。引き
続き企業誘致を進めるため、昨年10
月に越津・下切区域約18万㎡、本年1
月に下新田・大縄区域約3万㎡を区域

に追加いたしました。今後、新たな区
域の追加も検討しながら、より一層
精力的に企業誘致を推進してまいり
ます。

令和6年度は、新たな企業誘致推
進区域となる周辺の歩行者の安全環
境を確保していくために、宇治百町
線と神尾金柳線の歩道整備を進めて
いく予算を計上いたしました。

神守中町・神守下町及び唐臼地区
におきましては、建ぺい率と容積率
など建物の規制を緩和し、約68万㎡
をこれまで建築できなかった建物が
建築できるようになることで、土地利
用の促進を図ってまいりました。今議
会には、さらに中地地区約4万㎡にお
いて規制緩和を行うための条例改正
に関する議案を提出しております。今
後は、愛宕地区約7万㎡においても
規制緩和に向けて進めてまいりま
す。

先ほど2大プロジェクトを牽引し、
定住を促進させる事業の内容を申し
上げました。具体的にはこれまで神
守・唐臼地区で実施しておりました居
住用の新築住宅取得に対する最大

室し、4中学校全てにおいて開室して
まいります。これにより、これまで教
育支援センターに通室していた生徒
も、学校に登校するきっかけとなり、
友達などとのコミュニケーションが
取りやすくなるほか、学校行事への
参加なども可能となるものと考えて
おります。

経済的な理由により、お子さんを
小・中学校へ就学させるのにお困り
のご家庭に対しましては、学用品費や
給食費などの費用の一部を援助する
就学援助費の受給要件を拡大し、支
援の充実を図ります。家庭の経済的
な状況によって学習の機会に差が出
ることのないような学習支援も実施
いたします。

学校教育環境につきましては、こ
れまで全ての小中学校の普通教室
などへのエアコン設置、トイレの洋式
化、県内初となる体育館へのスポット
エアコンの整備などを行っており、現
在、学校施設の長寿命化改修に取り
組んでおります。

令和5年度には、神守中学校と蛭
間小学校の体育館の長寿命化改修
を行い、令和6年度には、神島田小学
校体育館の改修と、高台寺小学校体
育館の改修に向けた実施設計を行う
ほか、天王中学校に自転車置き場を
設置します。子どもたちが安全・安心

な学校生活を送ることができるよう、
計画的に整備を行ってまいります。

また、働いているなどの理由によ
り、保護者が昼間不在となる家庭の
子どもたちが放課後や長期の休み中
に、安全で楽しく過ごすための遊びや
生活の場となる学童保育につきまし
て、8つ全ての小学校区にこどもの家
を設置しております。

平成29年度には西小学校、平成30
年度には北小学校の敷地内にこども
の家を新築し、令和4年度には、学校
から遠方の位置にあった神守こども
の家を神守小学校敷地内に新築い
たしました。令和6年度は、私が4か所
目に手がける南こどもの家の新築に
向けての実施設計業務を進めるな
ど、今後も学童保育のさらなる環境
の充実を積極的に推進してまいりま
す。

子どもたちの健康・体力を向上さ
せる取組といたしましては、これまで
実施しておりました「総合的な子ども
の基礎体力向上大作戦」、通称ＳＫＩＰ
（スキップ）を発展させ、令和4年度か
ら小中学校において、縄跳び名人を
講師として招いた縄跳び教室や、

サーキットトレーニング教室を実施し
ております。未来の担い手としてたく
ましく生き抜くために、必要な健康と
体力をつけることを目指します。

健康・体力のもととなる学校給食に
つきましては、平成27年度から、「津
島市給食献立コンクール」を実施し、
児童生徒の考えた献立を給食に取り
入れております。子どもたちに安全・
安心な食を提供するため、有機農産
物を使用したオーガニック給食につ
きましても、段階的に導入を進めて
おり、子どもたちに笑顔で給食を食
べてもらえるよう、栄養バランスに優
れた心のこもった美味しい学校給食
を提供してまいります。

少子化対策として、若者に出会い
の機会を提供するため、尾張津島天
王祭宵祭開催日に、県内在住または
在勤の独身者を対象に、「天王祭de
ご縁結び」を開催する予定をしており
ます。

多くの学生が奨学金を受給し、就
職後、返還している状況の中で、企業
が従業員への奨学金返還支援制度
を導入することは、学生が企業選び
をする際の大きなポイントとなりま
す。このため愛知県では、令和6年度
から中小企業の人材確保を図ること
を目的に、従業員の奨学金返還を支
援する中小企業を対象に補助制度を
創設いたします。対象とする中小企
業等は、県への企業登録が必要であ
りますので、市といたしましても市内
中小企業等に積極的に働きかけてま
いります。

進め、北小学校においては、文化会
館に設置されている100トンの貯水
槽を活用いたします。今後も引き続
き全ての小中学校への設置に向けて
計画的に進めてまいります。

また、災害が発生した際の避難所
での生活のため、避難所用の資機材
を市で備蓄しております。寒い時期
の避難に備え、毛布や新たに簡易寝
袋も備蓄して寒さ対策を強化いたし
ます。大切な家族の一員であるペッ
トも一緒に避難することができるよ
う、公共施設のうち1か所をペットと
の同室避難所とするほか、指定避難
所である8小学校でも、ペットと同行
避難をされることを想定し、ケージや
ワンタッチテントなどの資機材を整
備いたします。

自宅から指定避難所まで離れてい
ることや、普段行き慣れない避難所
へ行くことへの不安を解消するた
め、県内初の取組として、民間施設を
緊急避難場所として活用し、緊急時
に速やかに避難できる体制を強化し
てまいります。

市役所本庁舎につきましては、災
害時には災害対策本部として機能さ
せる必要があることから、耐震化を
実施したほか、非常用の電源設備の
整備を行ってまいりました。災害時の
重要な施設である消防庁舎や、避難
所としても重要な錬成館をはじめ、主
な公共施設についても耐震化を実施

してまいりました。

災害対策本部においては、市民の
皆様の命を守るため、国・県・市が保有
する情報を一元化する必要があるこ
とから、様々な情報を一元的に可視
化できる防災支援システムを令和4
年度に構築いたしました。このシステ
ムを地域の自主防災組織と連携しな
がら活用していくことで、地域の減災
に結び付けてまいりたいと考えてお
ります。また、災害情報を市民の皆様
にお知らせするため、災害時の緊急
情報、避難所の開設状況、道路の冠
水状況の情報などを見ることができ
る防災情報専用サイト「つしま防災
ポータル　まもるくん」を新設いたし
ました。スマートフォンからでも閲覧
できますので、是非ご活用ください。
令和6年度より、75歳以上の高齢
者等、災害弱者の方々のうち、希望さ
れる方に対しては、緊急時に防災情
報が流れる専用ラジオを無償で貸し
出す事業を開始いたします。防災情
報を受信すると自動的に電源が入る
ものであり、情報をいち早く市民の
皆様が受けとっていただくことが可
能となります。

市では、災害時の情報収集にド
ローンの活用も進めております。災
害現場に行くことができない場合で
も、ドローンを飛行させて映像を撮
影し、その映像を災害対策本部で確

認することができることから、ドロー
ン人材20名の育成を目指し、令和4年
度から市職員のドローン操縦資格取
得に取り組んでおります。

災害時に避難場所として利用でき
る場を確保するため、現在、神守地区
において、都市公園の整備を行って
おります。神守小学校北エリアに約
2,500㎡、神守こども園西エリアに約
1,800㎡の広さの2つの公園につきま
しては、マンホールトイレ、東屋を設
置し、まもなく完成いたします。さら
に神守支所東エリアにも、約2,200㎡
の広さの3つ目の公園を整備するた
め、令和6年度から着工いたします。
今後はさらに神守中学校南エリアに
約4,500㎡の広さの4つ目の公園整
備を進めてまいります。

消防本部では、市民の皆様の命を
守るため、防災力の強化を図ってお
ります。本市の消防本部は、市域のほ
ぼ中央に位置しております。日光川
東側の一部の地域においては、救急
車の現場到着までの時間が課題と
なっておりました。そのため、交通量
が多い平日昼間帯に、神守支所に救
急車を待機させる救急ステーション
の実証運用を、昨年8月から本年3月
22日まで行っております。実際に救

配信を行うことで、効果的な情報発
信を行っております。

また、愛知大学や津島東高校と連
携し、「津島の魅力PRデザイン開発
プロジェクト」として、PR用ステッ
カーのデザイン制作を行っているほ
か、副業人材を活用し、PRちらしの
デザイン力を高めるとともに、津島
の魅力を広く動画配信しております。
今後も本市の「価値」をさらに高める
ため、「魅力マシマシ津島市」を積極
的に発信してまいります。

ふるさと納税の返礼品において
も、地場産業の活性化と地元特産品
のＰＲのため、全国に向けて積極的に
発信しております。特に、あらかじめ
蓄電ができ、災害時等の備えとして
役立つポータブル電源は大変好評で
あり、昨年12月に新たな返礼品とし

て加えた結果、12月のみで約5,400万
円のご寄附をいただいております。
今後もより一層の返礼品の充実のた
め、様々な工夫を凝らしながら取り組
んでまいります。

市が実施する地方創生プロジェク
トに対して企業から寄附をいただく
企業版ふるさと納税につきましても、
複数の企業から多額のご寄附をいた
だき、子育てや文化の継承、公園の
整備など、様々な分野で活用してお
ります。さらなる寄附をいただけるよ
う、引き続き企業に対して積極的に
働きかけを行ってまいります。

地域におきましては、交通安全や
防犯、福祉など、様々な課題解決に向
けて取り組んでいただいております
コミュニティ推進協議会等に対する
補助金を増額し、活動を支援いたし
ます。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」についてご説明申し上げま
す。

令和3年12月に策定いたしました
都市計画マスタープランでは、将来
に向けたまちづくり戦略として、津島
駅周辺を正面玄関として位置づける
とともに、市内の東西南北を玄関とし
て位置づけました。

昨年3月には、本市と名古屋鉄道株
式会社、ＵＲ都市機構の三者で、県内
初となる地域の持続的発展を目的
に、鉄道と連携したまちづくりを進め
ていく包括連携協定を締結しまし
た。名古屋鉄道株式会社とは、これま
でも「つしまちあるきキャンペーン」
など、本市の観光面でも協力を頂い
ているほか、ＵＲ都市機構を含めた三
者では、津島駅周辺でのマチナカの
再生に向けた社会実験でも協働の立
場でご参画いただいています。この
三者で同じまちづくりへのベクトル
を共有し、さらに進んだ未来に繋がる
事業を展開してまいります。それに
向け、令和5年度は、まちづくり再生
元年と位置付け、津島玄関まちづく
り構想「ゲートウェイプロジェクト」の
推進のため、津島市の「価値」を高め
る成長投資を行いました。さらに令
和6年度では、次へのステップ「まち
づくり再生」第2弾として、プロジェク
ト推進のための取組を加速してまい
ります。

津島駅周辺の正面玄関におきまし
ては、駅の東側に駅前広場・市民の交
流広場を整備するため、用地買収を
行ってまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いてご説明申し上げます。

 
この地域は、高い確率でマグニ
チュード8～9クラスの巨大地震が発
生することが予測され、地震による甚
大な被害が発生することが予想され
ております。また、近年、全国各地で
大雨による被害も頻発している中、
市民の皆様を誰一人として取り残す
ことのないよう、防災・減災対策を行
う必要があります。

災害時には、自助・共助・公助の3つ
が必要となります。大規模災害時に
は、救援物資が届くまでに時間を要
することから、自分の命は自分で守る
ことができるよう、日頃から7日分程
度の食料や、資機材などの備蓄と
いった「自助」の取組をお願いいたし
ます。能登半島地震では倒壊した家
屋の下敷きになった方が犠牲者の大
半を占めることが判明しました。市で
は地震から身を守るために、住宅の
無料耐震診断や住宅の耐震改修へ
の補助を行っております。令和6年度
は耐震診断に関する予算を5割増し
にするとともに、耐震改修の補助金
を100万円から150万円に大幅に拡
充するなど、耐震改修や除却に関す
る予算を2.7倍にし、市民の皆様の安
全を守ってまいります。また、災害時

に備え、窓ガラスが割れた際の破片
の飛び散りを防ぐための飛散防止
フィルムの貼り付けや、家具の転倒
防止金具の取り付けを無償で行って
おります。ご自身の命を守るため、ま
だ対策がお済みでない場合は、是非
ご利用ください。

市では、毎月第3日曜日を「家庭防
災の日」と定め、防災教室を定期的に
開催し、家庭において防災について
話し合うことを進めています。避難経
路や備蓄品の確認、家庭でできる対
策などについて話し合い、防災意識
を高めるきっかけとしていただきま
すようお願いいたします。
災害が起こった際、ご自身の力だ

けでは避難所へ避難することが困難
な方々につきましては、一人ひとりに
対して個別避難計画を作成し、地域
で活用することで取り残すことなく、
人的被害を最小限にとどめられるよ
う、地域で支援する「共助」の体制の
確立に全力を尽くしてまいります。

災害時にうろたえることなく行動
するためには、平時から訓練をしてお
く必要があります。自主防災組織を
はじめ、様々な主体と協働して防災
訓練を実施いたします。訓練には、
ゲーム形式も取り入れながら、いざと
いう時にきちんと実践できるような
内容としてまいりますので、積極的な
ご参加をお願いいたします。

なお、自主防災組織は、地域の防
災において、大変重要な役割を担っ
ております。近年の物価高騰の状況
等をふまえ、各小学校区の自主防災
組織の体制強化のため、令和6年度
より補助金を増額いたします。さらに
自主防災組織や町内会に所属する防
災関連委員の皆様が、万が一活動中
に怪我をしてしまったときなどに備え
て、市の負担で傷害保険及び損害賠
償保険に加入することで、より安心し
て活動していただくことができます。

「自助」・「共助」に加え、市では「公
助」といたしまして、災害時における
飲料水の確保のため、平成26年度か
ら水道管の耐震化を実施しておりま
す。これまでに災害時に避難所とな
る、東小学校・西小学校・南小学校・北
小学校・神守中学校・神守小学校をは
じめ、災害時の重要施設である市役
所、市民病院などへの水道管の耐震
化に対し、20億円を超える投資を
行ってまいりました。配水場から離れ
た地域である神島田小学校、高台寺
小学校、蛭間小学校には約3億円を
投資して耐震性貯水槽を設置いたし
ました。令和6年度には、南小学校と
神守小学校への設置工事を実施す
ると同時に、令和7年度、東小学校、西
小学校への設置に向け実施設計を

急車の到着時間が短縮するなどの効
果が出ており、地元の方からも好評
いただいておりますので、引き続き
運用を進めてまいります。

他の消防本部との連携・協力も進
めており、海部地域の消防本部とは
合同訓練や勉強会を開催しておりま
す。令和7年度からは津島市ほか名古
屋市を含む7消防本部と指令業務の
共同運用を開始します。これにより、
消防力の強化による住民サービスの
向上が期待できます。また、愛西市と
は、はしご車の共同整備についても
進めており、実現すれば県内初の試
みとなります。

地域防災に欠かすことのできない
消防団につきましては、消防団員の
訓練のための出動報酬を増額し、新
たな団員の確保に向けて充実を図る
とともに、神島田分団車庫の新築移
転に向けての準備を進めてまいりま
す。
このように、市民の皆様一人ひとり
に寄り添った防災対策を行ってまい
ります。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」についてご説明申し上げます。

本市は、津島神社や数多くの寺院、
歴史的な町並み、ユネスコ無形文化

遺産に登録された「尾張津島天王祭
の車楽舟行事」をはじめとする四季
折々の祭りをはじめ、市内各所に伝
承されている祭り、そして市民の皆様
に愛されている天王川公園や津島神
社など、誇るべき数多くの地域資源
が市内全域にあります。これらは他の
自治体にはない本市の大きな強みで
あります。

このような歴史的・文化的な遺産
を、地域総がかりで継承していくた
め、文化財保存活用地域計画の策定
に着手いたします。尾張津島天王祭
などの大規模な祭りだけではなく、市
内各地域の山車や神楽、市民の皆様
の生活の中に息づく文化など、地域
ごとに調査を実施して掘り起こしを行
い、保存・活用に向けて検討してまい
ります。

市の指定文化財である氷室作太夫
家住居につきましても、貴重な文化
財を後世に引き継ぐため、保存と活
用に関する方針を定める保存活用計
画を策定してまいります。

本市において祭りは誇るべきもの
であります。祭りを今後も維持すると
ともに、体制を強化するため、尾張津
島天王祭及び尾張津島秋まつりの関
係団体に対する報償費を増額し、活
動を支援いたします。

本市にゆかりがある世界的な芸術
家である横井照子さんは、本年で生
誕100周年を迎えます。その節目とな
る年に、その偉業を顕彰するととも
に、本市の文化振興に向けた機運を
醸成するため、本年11月に横井照子
展を開催いたします。数多くの素晴ら
しい芸術作品に触れることができま
すので、是非楽しみにしてください。

本市は、東海三県寺密度ナンバー
ワンであることを活かして、平成30年
度より御朱印イベント「津島てら・まち
御縁結び」を開催し、令和6年秋に第
20回目を迎えます。これを記念して、
「第20回津島てら・まち御縁結び記念
事業」を実施し、本市の魅力向上を図
ります。

こういった本市の魅力を、より多く
の方に知っていただくため、プロモー
ションにも力を入れております。ふる
さと津島応援広報大使である津島市
出身の神野大地選手には、本市の魅
力をＳＮＳ等で広く発信していただい
ております。

令和5年度には、市の公式ＬＩＮＥの
機能を拡大し、情報を伝えたいター
ゲットに対して、それぞれのニーズに
マッチした情報を配信するセグメント

の小学1年生から3年生の児童に見
守り用の端末を無料で配布し、サー
ビスを開始したところであります。市
内全域における地域ＢＷＡの活用は
県内初となります。今後、高齢者の皆
様にも対象を拡大していくとともに、
見守りだけでなく、観光やまちづくり
の分野にも活用の範囲を広げてまい
ります。

ここ数年のコロナ禍においては、
感染防止のために不要不急の外出
自粛が求められ、その結果、地域活動
の縮小や、人との交流の減少といっ
た影響を及ぼしました。外出機会の
減少は、身体機能や認知機能の低下
が見られる「フレイル」の状態となる
方を増加させる恐れがあります。そ
のため、高齢者の皆様が、総合保健
福祉センター、生涯学習センター、神
島田公民館を使用する際の使用料を
半額にいたします。そして外出の機
会を増やしていただくとともに、総合
保健福祉センターにおいて交流する
ことができる拠点整備を行うなど、社
会参加の促進を図ってまいります。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どにマイカーを使うことができない、
あるいは今後使うことができなくな
る75歳以上の高齢者、移動が困難な
障がい者、妊産婦の皆様を対象とし
て、外出時のタクシー料金が半額と
なる、「津島おでかけタクシー事業」
を、昨年1月より開始いたしました。開
始より1年が経過し、これまでの利用
実績の累計は2万5,000件を超え、利
用登録者数も3,200人を超えており、

大変好評をいただいております。

障がいのある方への支援といたし
ましては、身体障がい、知的障がい、
精神障がいに加えて、難病、発達障が
い、強度行動障がい等、障がいのあ
るご本人やその家族の各種ニーズに
対応できる総合的な相談支援や専門
的な相談支援などを行う基幹相談支
援センターを、総合保健福祉セン
ターに設置いたします。
障がいのある児童への支援といた

しましては、障がいのある児童やその
家族への相談、障がい児を預かる施
設への援助・助言などを行う地域の中
核的な療育施設である児童発達支援
センターの設置に向け、未利用となっ
ております旧津島市立津島幼稚園の
民間活用を進めてまいります。

ここまでは、「つしま成長戦略」とし
て掲げた5つの項目に沿って説明し
てまいりました。このように、全ての
市民の皆様が心身ともに満たされた
状態である「ウェルビーイング」とな
ることを目指して取り組んでまいり
ます。

続きまして、この「つしま成長戦
略」の推進と並行して進めていくべ
き内容についてご説明いたします。

まずは、市民サービスの向上につ
ながるデジタル化です。社会が非常
に速いスピードで変化していく中、デ
ジタル技術を活用しながら従来の制
度等を変革し、様々な課題を解決す

るデジタル・トランスフォーメーション
「ＤＸ」を推進することが求められます。
本市では、デジタル技術を活用し

た窓口改革として、役所に「来ない」、
書類を「書かない」、手続きを「待た
せない」行政サービスの実現を目指
しております。令和4年度には、住民
票等のコンビニ交付、タブレット端末
による申請システム、「出生コー
ナー」や「おくやみコーナー」での窓
口ワンストップサービス、窓口の
キャッシュレス化などを導入いたしま
した。「出生コーナー」や「おくやみ
コーナー」は、専用カウンターを設置
して様々な部署で必要な各種手続き
をワンストップで行うことができるた
め、大変好評をいただいております。
令和6年度には、コンビニ交付の対象
サービスに所得課税証明書・納税証
明書を追加し、さらに市民サービス
の充実を図ることにより、「デジタル
化で、しあわせ実感都市、つしま」の
実現を目指してまいります。

このようなデジタル技術の活用
は、市民の皆様の利便性を向上させ
るだけでなく、職員の働き方改革に
もつながります。令和6年度は、ＡＩを
活用した議事録作成支援システムを
導入することで、効率化できる部分
はデジタルに任せ、市民の皆様との
対話や、新たに実施する事業の検討
など、職員は職員にしかできない業
務を担うことで、市民サービスのさら
なる向上を図ってまいります。

他自治体との連携についても進め
ております。藤まつりにおける江南市
や岐阜県羽島市との連携、ひつじサ
ミット尾州における一宮市や岐阜県
羽島市との連携、岐阜県海津市コ

大好評！タクシー半額
「津島おでかけタクシー」
利用実績2万5,000件超
利用登録者数3,200人超

広域連携
自治体の枠を超えた
連携・協力を推進

津島市が目指す
デジタル化で、市民も職員も幸せ

①窓口ワンストップサービス・
窓口のキャッシュレス化(一部)
②役所に「来ない」、書類を「書か
ない」、手続きを「待たせない」
行政サービスの実現
③コンビニ交付の対象サービス
に所得課税証明書・納税証明
書を追加

3つのデジタル化で
市民サービスをさらに充実
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令和6年度は、次へのステップ第2
弾として、「まちづくり再生」につきま
しては、津島神社周辺の新たな賑わ
い拠点、観光交流センター周辺の新
たな交流拠点の供用開始に向け、賑
わいの「核」となる拠点の整備がいよ
いよ動き出します。本市の「価値」を
高め、わくわくするまちづくりを進め
てまいります。
「子育て支援」につきましては、第2
子以降の保育料の完全無料化、3歳
から5歳児までの保育所・幼稚園・認定
こども園等の副食費の半額補助及び
市立小中学校の給食費の完全無償
化、0歳児を対象としてご希望の子育
て用品を無料で自宅にお届けする
「子育てサポート選べる無料定期便」
など、全国トップクラスの子育て支援
を引き続き展開し、安心して出産、子
育てができる環境づくりを進めてま
いります。

そして、この2大プロジェクトを牽
引し、定住を促進させる新規事業を
実施いたします。事業の内容としまし
ては、後ほど詳しくご説明いたします
が、津島駅周辺の旧津島エリア、地区
計画区域の神守、唐臼エリアにおい
て新築住宅を取得した方やリフォー
ムをした方に要件に応じて補助金を
交付するもので、本市への定住を促
進させ、人を呼び込むまちづくりを目
指してまいります。

昨年、ハラスメントや不適切発言

のない働きやすい職場を築いていく
ため、過去10年間にわたる実態調査
として、職場環境改善のためのアン
ケート調査を実施いたしました。第三
者委員会からいただいた最終報告書
の、研修の実施、弁護士による相談窓
口の創設などを含む7つの提言に、専
門家の支援を受けながら、しっかりと
着実に対応し、ハラスメントのない職
場の環境改善に取り組んでまいりま
す。
令和6年度に実施する主な施策に

ついて、「つしま成長戦略　第3弾」と
して掲げている5つの項目ごとにご説
明いたします。
まず、「つしま成長戦略」の1点目、

「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついてご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、本市の
「宝」です。子どもたちの健やかな育
成を図り、「子育てするなら、つしま」
の実現に向けて邁進してまいりま
す。そのため令和5年度より、子ども
が産まれる前から産み育てるまで、
丸ごと支援を行う「子育て支援トータ
ルプラン」として、5つの子育て支援
策を実施しております。
1つ目の支援は、18歳まで所得制

限なしの子ども医療費完全無料化の

継続。2つ目の支援は、第2子以降の
保育料も所得制限なしの完全無料
化。3つ目の支援は、3歳から5歳児ま
での保育所・幼稚園・認定こども園等
の副食費の半額補助及び市立小中
学校の給食費の無償化。4つ目の支
援は、0歳児を対象としてご希望の子
育て用品を無料で自宅にお届けする
「選べる無料定期便」。5つ目の支援
は、保育所・認定こども園等における
使用済み紙おむつの保護者持ち帰り
の廃止です。
3つ目の保育所・幼稚園・認定こども
園等の副食費及び市立小中学校の
給食費につきましては、昨年4月から
6月までは半額を無償化し、7月から
本年3月までは、物価高騰の影響を
受けている子育て家庭を支援するた
め、完全無償化に拡大いたしました。
市立小中学校の給食費につきまして
は、令和6年度につきましても、完全
無償化を継続いたします。
これらの5つの子育て支援のほか、
年齢期に応じた様々な支援を実施し
ております「こんにちは赤ちゃん訪
問」では、子育てを応援するため、「お
めでとう」の気持ちを込めて、生後2
か月を迎える赤ちゃんのいる全ての
ご家庭を訪問しており、大変好評を
いただいております。これらの支援
は、令和6年度も継続してまいりま
す。

また、令和6年度より、「こども家庭
センター」を総合保健福祉センター
の2階に開設し、母子保健と児童福祉
の機能を一体的に運営することで、
両部門が連携・協働を深め、切れ目の
ない支援を行うための相談体制を強
化いたします。さらに相談支援だけ
でなく、支援を必要とされる全ての
子どもたちや妊産婦の皆様等へのサ
ポートプランの作成、多様な家庭環
境への支援体制を充実・強化するた
めの地域資源の開拓なども担ってま

ミュニティバスの津島駅への乗り入
れなど、自治体の枠を超えた連携・協
力を推進してまいります。

市政運営を進める上で、最も重要
なことは、市民の皆様の声を聞くこと
だと考えております。そのため、市民
の皆様の声をお聞きする機会とし
て、令和4年度と令和5年度にタウン
ミーティングを開催いたしました。令
和4年度には、市内8つのコミュニティ
推進協議会それぞれと、令和5年度に
は、市内で定期的に活動する団体を
対象として15回開催いたしました。令
和6年度につきましても私が自ら市
政について市民の皆様にご説明する
機会を設けます。是非ご参加ください。

市民の皆様が安心して暮らすため
には、様々な人権課題が解消され、一
人ひとりの人権が尊重されることが
重要であります。人権啓発や地域住
民の福祉の向上、交流の拠点施設で
ある南文化センターは、建物及び設
備の老朽化に対応するため、大規模
改修工事を実施してまいります。今
後も新たに生まれ変わる南文化セン
ターにおいて、地域交流促進事業や
生活上の相談事業の充実を図ってま
いります。
また、産業廃棄物処理施設等を設
置する際に、事業者と関係住民とのト
ラブルを防ぐための条例を制定して
まいります。

職員の声を聞く場も設けておりま
す。令和4年度からは、若手・中堅職員
との意見交換会を開催し、担当業務
で日頃感じていること、将来の自分
や市政運営に対する考え方などにつ
いて意見交換を行っております。今

後も、職員の声に耳を傾け、風通しの
良い職場環境づくりに取り組んでま
いります。

職員が事務改善や施策等の提案
を行うことができる職員提案制度に
つきましても、自分らしさや新しい視
点を自ら取り入れて働き方を工夫す
る「ジョブ・クラフティング提案制度」
として、令和5年度からリニューアルいた
しました。「Go Beyond Yourself～
昨日の自分を超えろ～」をキャッチフ
レーズとし、電子システムからの提案
を導入したほか、職員投票や若手職
員による審査委員会を設置するな
ど、より一層活用しやすい制度とな
り、令和5年度には、9件の提案があり
ました。職員の「Not Yet（まだできる）」
の精神を育みながら、創造力や研究
心、市政運営への参加意欲の向上を
目指しております。

私たちは、私たちが暮らすこの地
球の環境を守り、急速に進む地球温
暖化に歯止めをかけることを考えな
ければなりません。本市では、これま
でも地球温暖化対策として様々な取
組を実施してまいりました。市役所本
庁舎における省エネ効果の高い空調
設備への改修。市民病院における空

調用熱源の更新やＬＥＤ照明等の導
入。市が管理する全ての道路灯・公園
灯の照明ＬＥＤ化。市内全ての小中学
校の教室や体育館の照明ＬＥＤ化な
どを行ってまいりました。令和5年度
には、本庁舎、生涯学習センターなど
27施設の照明をＬＥＤ化するととも
に、総合保健福祉センターへの太陽
光パネルと蓄電池の設置に向けた取
組を開始いたしました。公用車につ
きましても、これまで保有している電
動車5台に加え、令和5年度には2台
の電気自動車を導入いたしました。
令和6年度にはさらに6台の電気自動
車を導入するなど計画的に更新を進
め、2030年までには全ての公用車を
電動車とすることを目指してまいり
ます。町内会や自治会に対しまして
も、令和5年度より防犯灯の設置・更
新にかかる補助の基数制限を撤廃
し、ＬＥＤ化の促進を図っております。

そのような中、昨年7月に首長が気
候変動・エネルギー政策に取り組むこ
とを誓約し、具体的な取組を積極的
に進めていく国際的な仕組みである
「世界気候エネルギー首長誓約（世
界首長誓約／日本）」の誓約書に、名
古屋大学にて署名いたしました。今
後、具体的な目標達成方策などに関
する「気候エネルギー行動計画」を
策定し、取組を推進してまいります。
なお、本市を始めとする「世界首長誓
約／日本」誓約団体と、「世界首長誓

画の策定を進めております。さらに
今後の東公園一帯の再整備に向け
て、スポーツ施設整備方針の検討も
行います。本年4月には、社会教育課
内に東公園整備推進室を設置すると
ともに、東公園一帯の整備に関する
業務推進のためのアドバイザーを招
聘いたします。

スポーツを行うための環境整備と
して、葉苅スポーツの家及び生涯学
習センターには、夏の暑い時期でも
安心してスポーツを楽しんでいただ
くことができるよう、壁掛けタイプの
スポットエアコンを整備いたします。
さらに生涯学習センターにおいて
は、屋外運動場やオムニコートの全
面的な改修も実施いたします。生涯
を通じて気軽にスポーツに親しむこ
とができるよう、引き続き生涯スポー
ツの推進を図ってまいります。

医療や介護が必要になった場合で
も、できる限り住み慣れた地域や自
宅で暮らし続けたいという願いを実
現するため、市では住まい・予防・生活
支援・医療・介護の5つの要素を一体
的に提供する、地域包括ケアシステ
ムの推進を図っております。海部医
療圏の7市町村が共同し、本市の神
守支所の1階に設置している「海部医
療圏在宅医療・介護連携支援セン
ター」において、在宅医療や介護
サービスなど、関係機関の切れ目な
い連携を行っております。

昨年12月に、本市と名古屋大学医
学部附属病院において、「社会保障
費の抑制を目指す共同研究プロジェ
クト」の開始に伴う締結式を行いまし
た。この事業は、ＮＨＫ、公共メディ
ア、新聞など、マスコミにも全国ネッ
トで取り上げられ、注目の事業となっ
ております。本市の65歳以上の住民
データから重症・重度化要因を特定
し、その要因に対する介入プログラ
ムを実施することで、社会保障費の
抑制にもつなげようというプロジェク
トであります。高齢者人口の増加に
よる介護需要の増大と介護人材の不
足が叫ばれる中、医療・介護のデータ
を分析・解析し、対策を講じていくこ
とは、超高齢社会を迎える上でさら
に重要となってまいります。今後も市
民の皆様の健康が一番！「健康応援
都市」を目指してまいります。

認知症の高齢者への支援といたし
ましては、令和5年度より、万が一他
人に怪我を負わせてしまったり、他人
のものを壊してしまったりしたときに
備えて、認知症の方などを被保険者

とする個人賠償責任保険に市の負担
で加入いたしました。行方不明にな
る恐れのある高齢者に対しては、自
宅に帰れなくなった際に早期発見、
保護できるようＱＲコード付きのラベ
ル・シールを配布いたしました。2025
年には高齢者の5人に1人が認知症に
なるとの予測もあり、認知症となって
も安心して暮らすことができる環境
を引き続き整えてまいります。

高齢者をはじめ、市民の皆様の安
心を守るため、昨年の11月に、株式会
社ottaと西尾張シーエーティーヴィ
株式会社と「見守りサービスの推進
に関する協定」を締結いたしました。
見守りサービスは、無線システムで
ある地域ＢＷＡを活用し、小さな見守
り用端末を持っている児童が、市内
のお店や企業などの見守りスポット
の周辺を通過したり、見守りアプリを
登録したスマートフォンなどとすれ
違ったりすることで、見守り端末の位
置を記録するものです。まずは市内

100万円の補助制度を、大幅に拡充
いたします。令和6年度からは、対象
区域を居住誘導区域と、市内にある
16団地に拡大いたします。対象者に
つきましても、これまでの新築住宅を
取得された方だけでなく、中古住宅
取得後にリフォームする方、中古住宅
を賃貸後リフォームする方も対象と
いたします。市内にある団地では、高
齢化や建物の老朽化が進んでおり、
日光川東エリアの青塚団地、喜多神
団地、葉苅団地、宇治団地、神守団
地、みずほ団地、こがね団地、下切住
宅、江南団地、百島団地、みどり台団
地の11団地と、日光川西エリアの永
宝団地、さかえ団地、上春日台団地、
下春日台団地、東愛宕住宅の5団地
の合計16団地の再生を、新しい居住
誘導施策で積極的に推進してまいり
ます。

補助金の加算要件につきまして
も、若年の子育て世帯が親世帯の近
くに居住することを後押しするため
に、親世帯と同居・近居の場合の加算
を設けるほか、地元事業者の活性化
のために、市内の事業者が施工した
場合にも、さらに加算をいたします。
補助金額は、新築住宅を取得した場
合や中古住宅を取得後リフォームし
た場合、最大150万円。中古住宅を賃
貸後リフォームする場合、最大170万
円となります。空き家対策のための
空家解体促進費補助金に関しても、
20万円から2.5倍の50万円に大幅に
増額いたします。この補助金は新築
住宅を取得した場合、併用ができ、最
大200万円となります。本市に居住す
る大きな後押しとなり、さらなる定住
促進につなげてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」についてご説明申し上げます。

津島市民病院は、この地域になく
てはならない病院として、海部医療
圏の医療を守る要となる中核病院と
しての役割を果たしております。私は
設置者として、市民の皆様から信頼
され続けるために取り組んでまいり
ました。新型コロナウイルスの感染
が拡大した時期は、市民の皆様の健
康な暮らしを守るために、医療従事
者が最前線に立って対応しました。市
民病院が今後も役割を果たしていく
ためには、経営の安定化を図ること
が必要不可欠です。
冒頭にも申し上げました通り、市民
病院の経営改善に取り組んできた結
果、平成29年度から6期連続で経常
収支黒字化を達成することができま
した。平成28年度末には約19億円
あった一時借入金につきましても令
和2年度に解消しております。

令和4年7月には、アフターコロナ
を見据えながら病院全体の課題を組
織横断的にマネジメントするため、経
営戦略部戦略企画室を設置しており
ます。医師や看護師、事務職も一体と
なって、ポストコロナに対応しながら、
積極的に経営強化を図っておりま
す。引き続き質の高い医療を提供し
ていくため、市と病院が一体となっ
て、安定的な運営を行ってまいりま
す。

市民の皆様がいつまでも健康で暮

らしていただくには、まずは一人ひと
りの健康づくりが重要となります。そ
のため、市では「笑顔で健幸大作戦！」
と銘打ち、スマートフォンのアプリを
活用して、毎日の歩数の記録や、自分
で決めた健康目標へのチャレンジな
ど、一人ひとりの健康習慣を応援して
おります。
昨年8月には、誰もが気軽に楽しく
体を動かすアイデアを募集する「こ
れってステップ？！コンテスト」を開催
いたしました。ウォーキングの可能性
を広げてステップを取り入れたアイ
デアなど、入賞アイデアは市内の
様々なところで展開してまいります。
現在、各小学校区別のウォーキング
コース作成に向けて、市民の皆様と
一緒になって検討しております。令和
6年度には、各小学校区で完成した
コースを巡るウォーキングイベント
を実施してまいります。

健康増進には、スポーツも非常に
有効です。市民の皆様が気軽に健康
づくりや体力づくりが行えるよう、ま
た、競技スポーツの技術向上につな
げていくことなど、スポーツ環境の充
実を図るため、現在、スポーツ推進計

令和6年第1回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、当初予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

市民の皆様からの厚いご信任を賜
り、市長3期目の職務に就かせていた
だき、任期の半ばである2年が経過し
ようとしております。市民の皆様から
お寄せいただきました信頼とご期待
にお応えするため、私のマニフェスト
としてお示しさせていただきました
「つしま成長戦略　第3弾」に掲げた
取組を加速させていくことが、私に
課せられた使命であり、決意を持って
「魅力マシマシ津島市」をキーワード
に、津島市のさらなる発展に全力を
尽くして、取り組んでまいる所存であ
ります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

さて、1月1日午後4時10分頃に、石
川県能登地方でマグニチュード7.6、
最大震度7の地震が発生しました。こ
の度の地震で、お亡くなりになられた

皆様に心からお悔やみを申し上げま
すとともに、被害に遭われた皆様に
お見舞いを申し上げます。
本市におきましては、発生日の夜

に消防職員が第1次緊急消防援助隊
として被災地支援に向かい、その後
も随時出動したほか、津島市民病院
の医師・看護師・薬剤師・臨床工学技
士がチームを組み、津島市民病院災
害派遣医療チームＤＭＡＴ隊として、
能登総合病院に向かい、被災者の皆
様に寄り添った活動を行っておりま
す。被災地への支援につきましては、
主に愛知県が被災地のニーズを踏ま
え調整を行っており、本市において
は、被災地への職員の派遣や市営住
宅の提供、ライフラインが途絶えて
いる高齢者施設入所者の受け入れ
など、速やかに対応をしております。

新型コロナウイルス感染症が5類
感染症に移行となり、経済活動の正
常化が進み、以前の活力ある暮らし
が戻りつつあります。市民病院にお
いては、院長を始めとする医師、看護
師などの医療職、事務職も含めて職
員一同が一丸となって新型コロナウ
イルス感染症に対応してまいりまし

た。今後も市民の皆様の命と健康を
守る要としての役割を果たしてまい
ります。

一方、物価高が続いている中、厳し
い状況に置かれている市民の皆様や
事業者の皆様に支援をお届けするた
め、令和2年度から実施してまいりま
した新型コロナウイルス感染症対策
を含めた物価高騰支援のための事
業として、令和5年度に実施いたしま
した小中学校給食費及び保育所・幼
稚園・認定こども園等の副食費無償
化をはじめ、これまでに第1弾から第
16弾まで177事業、総額約129億円の
事業に取り組んでまいりました。これ
らの事業は、市民の皆様や事業者の
皆様に寄り添って、しっかりと支援を
行うものであり、大きな成果があった
と考えております。

本市の財政状況は、私が市政を引
き継いだ10年前、非常に厳しいもの
でした。そのため、財政を健全化させ
るべく、事務事業の徹底的な見直し
などによる歳出の削減、様々な形で
の歳入の確保など、徹底的な行財政

改革を行ってまいりました。その結
果、平成26年度から令和4年度まで
の9年間における行財政改革の効果
額は、約91億3,000万円となり、市の
財務体質は大きく改善いたしました。
市の貯金にあたる財政調整基金
の残高は、平成25年度末時点では15
億9,800万円でしたが、令和4年度末
では約45億円と29億200万円増加、
率にして約2.8倍にすることができま
した。令和4年度末の市民一人あたり
の残高は、約7万4,000円となり、これ
は名古屋市を除く県内37市中7位と、
トップクラスの順位です。
株式会社東洋経済新報社が公表し

ております都市データパック2023年
版によりますと、津島市の財政健全
度ランキングは全国792市区中195
位となり、全国で上位4分の1に入り
ました。

市の実質的な借金にあたる臨時財
政対策債を除いた市債残高につきま
しては、ピーク時の平成11年度末に
は約219億円でしたが、令和4年度末
では、約59億円と約160億円減少、率
にして約27％、約4分の1に減少させ
ることができました。これにより令和
4年度末の市債残高は、名古屋市を
除く県内37市中4番目に少ない額と

なりました。文字通り借金が減り貯金
が増え、財政の健全化が達成されま
した。

市民病院の経営安定化につきまし
ても、市民病院が海部医療圏の医療
を守る要となる中核病院としての役
割を果たすとともに、市民の皆様か
ら信頼され続けられるように、安定的
な地域医療の推進を目指し、経営改
善の取組を進めてまいりました。そ
の結果、平成29年度から6期連続で
経常収支黒字化を達成するととも
に、平成28年度末に19億円あった一
時借入金を解消することができまし
た。借金にあたる企業債残高に関し
ても、ピーク時の平成17年度末には

約161億円でしたが、令和4年度末で
は、約67億円と約94億円減少、率にし
て約42％に減少させることができま
した。

このように財政の健全化と市民病
院の経営安定化を図ってきたことに
より、市の財務体質は大きく改善し、
津島市が次なるステップへ進むため
の準備ができました。そして、令和5
年度は「まちづくり再生と子育て支
援　2大プロジェクト」を進めてまい
りました。
1つ目のまちづくり再生として、正

面玄関である津島駅周辺の暮らしの
質を高める「津島Next　Move！」事
業や、北の玄関口となる青塚駅周辺
の整備計画、天王川公園の野外ス
テージの整備などのまちづくりへの
成長投資を進めております。2つ目の
子育て支援として、子どもが産まれる
前から産み育てるまで、丸ごと応援
する全国トップクラスの「子育て支援
トータルプラン」などの子育て支援
策を実施いたしました。市民の皆様
から「天王川公園がリニューアルさ
れて芝生広場で子どもたちも伸び伸
びと遊べてうれしい」「学校給食費の
無償化はとてもありがたい」など、多
くの喜びの声をいただいております。

いります。
このような子育て家庭に寄り添っ
た手厚い支援は、まさに日本一の支
援であると自負しております。

子育てに関する情報を提供してお
ります子育て情報アプリにつきまし
ても、昨年7月にリニューアルし、子育
ての記録を保存したり、予防接種や
イベントなどの情報がプッシュ通知
で届いたりと、これまで以上に使いや
すくなりました。今後も子育て情報を
充実してまいります。

同じく昨年7月には、こども家庭庁
が推進する、子どもたちが健やかで
幸せに成長できるような社会を実現
する「こどもまんなか宣言」の趣旨に
共感・賛同し、「こどもまんなか応援サ
ポーター」として活動することを宣言
いたしました。そして、市の子育て施
策を積極的にＰＲするために、「子育
て応援キャラクター」を募集いたしま
した。このキャラクターを使用しなが
ら、子どもとともに幸せに暮らすこと
ができるまちの実現を目指してまい
ります。

教育に関しましては、「豊かな人間
性と、よりよく生きる力を身につけた
人（津島っ子）」を育成するため、確か

な学力、健康・体力、豊かな人間性の
バランスのとれた力を育む特色ある
教育を推進しております。

令和4年度には、日本初となる規模
で、プログラミング可能な人型ロボッ
トやブロックを市内全ての小中学校
に導入し、児童・生徒が楽しみながら
役に立つプログラミング学習を実施
しております。「津島・プログラミング・
プロジェクト」の頭文字をとった「ＴＰ
Ｐ」と称して、昨年8月には市内4中学
校対抗で、「ＴＰＰコンテスト　プレ大
会」を開催いたしました。各学校とも
仲間と協力しながら創意工夫を凝ら
したプログラムが構成されておりま
した。令和6年度には、市内全ての小
中学校参加による本大会を開催する
予定をしており、今から大変楽しみに
しております。

全ての小中学校に設置をしており
ますコミュニティ・スクールでは、学
校・家庭・地域が一体となって、地域ぐ
るみで子どもの成長を見守る体制を
推進しております。中学校で実施して
おります学習支援「未来塾」につきま
しては、順次、中学校において実施さ
れており、引き続き、未来に生きる子
どものために、地域総がかりで子ども
たちを育てる環境を築いてまいりま
す。

今後ますますグローバル化が進む
社会の中で、重要となる子どもたち
の国際理解教育につきましては、全
ての小学校において、県内にある8つ
全ての領事館と連携した「領事館交
流プロジェクト」を市独自の施策とし
て実施しております。令和5年度は、
日本との国交150周年を記念して、ペ
ルーの学校と約14時間の時差を超
えてオンラインでの交流を行うなど、
各学校趣向を凝らした様々な取組を
行っております。今後もより一層の国
際理解を図るとともに、国際人として
未来に飛躍する人材育成を目指して
取り組んでまいります。

近年、全国的に増加傾向である不
登校の児童・生徒に対する支援とい
たしましては、拠点となる津島市教育
支援センターを、生涯学習センター
内と児童科学館内の2か所に設置し、
多様な価値観の中で、子どもたちの
様々な学びの場や、安心して過ごす
ことができる居場所となるよう、個別
学習や相談などを行っております。ま
た、校内教育支援センター「ほっと
ルーム」は、令和4年度に神守中学
校、令和5年度に藤浪中学校、令和6
年度には天王中学校と暁中学校で開

津島神社周辺におきましては、「尾
張津島観光センター」と「旧わざ・語
り・伝承の館」の解体を進め、令和7年
度までに官民連携による新たな賑わ
い拠点の整備を進めます。

津島駅と津島神社を結ぶ天王通り
におきましては、無電柱化に向け、愛
知県との調整を継続するほか、観光
交流センターや旧いちい信用金庫
天王通支店などを活用し、シビックプ
ライド醸成拠点や、まちなか交流広
場の整備に向けた準備を進めている
ところです。市が投資主体として、マ
チナカの再生に関する各種事業を着
実に進めることで、民間による宅地
開発の増加や店舗や医療などの都
市機能の開発も促進されるものとな
ります。そのためには、市としても定
住を促進させる新規事業として人口
の増加策も含めて、暮らしの質や賑
わいあるマチナカを実現していきま
す。本年3月には、古民家や空きス
ペースなどを展示会場としたアート
展を開催いたします。様々なアー
ティスト作品の鑑賞のほか、体験型
のワークショップもあり、津島の魅力
を五感で体感することができます。

天王川公園におきましては、昨年4
月よりパークＰＦＩによる民間事業者
の管理・運営が始まりました。昨年7月
には、津島市に本社を置く株式会社
宇佐美鉱油様及びグループ企業様
から多額のご寄附をいただき、野外
ステージやジョギングコースの整備
が完了いたしました。同じく昨年7月
にオープンしたスターバックスコー
ヒーも含め、市民の皆様から「天王川
公園で、家族でのんびり過ごすことが
でき、公園の魅力がアップした」、「若
者が多く訪れるようになり、生まれ変
わった」など、多くの喜びの声をいた
だいております。

令和6年度は、多くの公園利用者に
喜んでいただいている芝生広場を拡
張する整備事業のほか、中央トイレ
や北エリアのトイレの大規模修繕を
行い、さらに快適な公園となるよう整
備を進めてまいります。また、地球温
暖化の影響を受け、夏場では夜間に
ウォーキングなど、健康づくりを行う
公園利用者が増えてきています。春
夏秋冬を含め、公園の魅力を高める
ための「ライトアップ大作戦」を展開
し、引き続き市民の皆様に愛される
公園として整備を進めてまいります。
このほか天王川公園や津島神社への
アクセス向上として、都市計画道路
である橋詰又吉線の整備も推進して
まいります。

東西南北それぞれの玄関におきま
しても、「価値」を高めるための取組
を進めております。北の玄関である
青塚駅周辺では、駅へのメインとな
る県道蜂須賀白浜線の歩道整備の
早期事業化に向けて、愛知県に力強
く要望を進めていくほか、地域住民
の方と対話をしながら、駅前広場の

約／日本」事務局は、気候変動の緩
和及び気候変動への適応に対する取
組が評価され、昨年12月に「気候変
動アクション環境大臣表彰」において
大賞を受賞いたしました。

私たちは地球人です。地球の未来
に責任を持たなければなりません。
今後もこうした取組を着実に実行し、
市民の皆様や事業者の皆様と力を合
わせ、脱炭素型社会の実現に向けて
積極的に取り組んでまいります。そし
て、2050年までに二酸化炭素の排出
量を実質ゼロとすることを目指して
まいります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和6年度当初予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

まず、予算規模でありますが、一般
会計258億円、特別会計133億4,868
万8,000円、企業会計156億6,072万
2,000円で、これら全会計を合せます
と548億941万円となり、前年度の当
初予算と比較しますと、一般会計は
6.7％の増、特別会計は0.4％の増、企
業会計は1.2％の増、全会計では
3.5％の増となっております。一般会
計の予算規模としましては、過去3番
目で、文化会館の建設を行った平成7

年度、8年度を除くと、最大の規模と
なります。

次に、一般会計の歳入であります
が、根幹を成す市税収入は、83億
3,371万2,000円で、物価高対策とし
て個人住民税の定額減税を行うこと
から、前年度比1.9％の減となってお
りますが、定額減税による減収額を
除いた本来の市税収入としては、前
年度比0.5％の増と、コロナ禍からの
回復基調が続いております。また、地
方交付税は、33億8,000万円で、前年
度比9.0％の増、一方、地方交付税の
振替措置である臨時財政対策債は、
9,000万円で、前年度比70％の減で
計上しています。

次に、歳出でありますが、義務的経
費のうち人件費は39億3,824万4,000
円で、退職手当の増などにより、前年
度比6.4％、約2億4,000万円の増、扶
助費は、68億905万9,000円で、子育
てや福祉関係の給付費の増などによ
り、前年度比4.2％、約2億8,000万円
の増、投資的経費は、30億9,666万
6,000円で、31億円にせまる投資額に
なります。具体的には、道路などの基
盤整備の充実に加え、津島駅東側駅
前広場の整備、天王川公園の大規模
改修、南小学校と神守小学校の耐震

性貯水槽の設置、神島田小学校体育
館の改修や南文化センターなど、公
共施設の長寿命化改修などで、前年
度比31.9％、約7億5,000万円の大幅
増となっています。
令和6年度は、「まちづくり再生第2

弾による成長投資」、「子育て支援
トータルプランのさらなる充実」な
ど、未来の津島へ向けて、多くの重要
事業を計上する積極予算を編成いた
しました。

このため、予算編成にあたりまして
は、市の貯金ともいえる財政調整基
金から20億5,000万円を繰り入れて
おりますが、財政調整基金の残高は、
令和5年度末で約47億円まで増加す
る見込みであり、令和6年度当初予算
への繰入後でも、27億円ほどの残高
を維持できます。

津島市の財務体質は大きく改善し
ており、着実に安定してまいりまし
た。今後につきましても、行財政改革
などに不断に取り組み、持続的な行
政運営に努めながら、必要な事業を
効果的に展開することで、つしま成長
戦略を確実に推進してまいります。

結びにあたり、今議会には令和6年
度当初予算をはじめ、条例などの諸
議案を提出しております。いずれも
市政運営に欠くことのできないもの
ばかりであります。十分ご審議の上、
適切なるご議決をいただきますよう
お願い申し上げます。

設置や住宅などが建設できる土地利
用構想を進め、駅に近い立地を活か
したまちづくりを進めていきます。今
後、まちづくりに必要な下水道や道
路等の整備に向けた具体的な検討を
行ってまいります。東の玄関では、
2027年に西尾張中央道まで開通予
定であります名古屋津島線バイパス
の整備に合わせ、生涯学習センター
と東公園一帯を、スポーツと健康を
キーワードに、広域的な玄関にふさ
わしい位置づけをし、魅力向上を目
指してまいります。西の玄関では、検
討されている木曽川・長良川新架橋
の整備促進に向け、国や県に対して
積極的に働きかけを行ってまいりま
す。

本市では、令和2年3月に「津島市
歴史的風致維持向上計画」を策定
し、本市固有の歴史的風致を守り、育
て、継承し、地域の活性化につなげる
ことを目指しております。さらに次の
ステップとして、歴史的風致である景
観を計画的かつ確実性をもって保全
するため、景観計画の策定に着手い
たしました。良好な景観形成により、

調和がとれた町並みを目指してまい
ります。

企業誘致の状況につきましては、
これまで、宇治・白浜・鹿伏兎の3区域
約21万㎡に工場等の立地を誘導す
る区域を指定し、企業誘致を積極的
に推進した結果、区域の約8割に企業
を誘致することに成功しました。引き
続き企業誘致を進めるため、昨年10
月に越津・下切区域約18万㎡、本年1
月に下新田・大縄区域約3万㎡を区域

に追加いたしました。今後、新たな区
域の追加も検討しながら、より一層
精力的に企業誘致を推進してまいり
ます。

令和6年度は、新たな企業誘致推
進区域となる周辺の歩行者の安全環
境を確保していくために、宇治百町
線と神尾金柳線の歩道整備を進めて
いく予算を計上いたしました。

神守中町・神守下町及び唐臼地区
におきましては、建ぺい率と容積率
など建物の規制を緩和し、約68万㎡
をこれまで建築できなかった建物が
建築できるようになることで、土地利
用の促進を図ってまいりました。今議
会には、さらに中地地区約4万㎡にお
いて規制緩和を行うための条例改正
に関する議案を提出しております。今
後は、愛宕地区約7万㎡においても
規制緩和に向けて進めてまいりま
す。

先ほど2大プロジェクトを牽引し、
定住を促進させる事業の内容を申し
上げました。具体的にはこれまで神
守・唐臼地区で実施しておりました居
住用の新築住宅取得に対する最大

室し、4中学校全てにおいて開室して
まいります。これにより、これまで教
育支援センターに通室していた生徒
も、学校に登校するきっかけとなり、
友達などとのコミュニケーションが
取りやすくなるほか、学校行事への
参加なども可能となるものと考えて
おります。

経済的な理由により、お子さんを
小・中学校へ就学させるのにお困り
のご家庭に対しましては、学用品費や
給食費などの費用の一部を援助する
就学援助費の受給要件を拡大し、支
援の充実を図ります。家庭の経済的
な状況によって学習の機会に差が出
ることのないような学習支援も実施
いたします。

学校教育環境につきましては、こ
れまで全ての小中学校の普通教室
などへのエアコン設置、トイレの洋式
化、県内初となる体育館へのスポット
エアコンの整備などを行っており、現
在、学校施設の長寿命化改修に取り
組んでおります。

令和5年度には、神守中学校と蛭
間小学校の体育館の長寿命化改修
を行い、令和6年度には、神島田小学
校体育館の改修と、高台寺小学校体
育館の改修に向けた実施設計を行う
ほか、天王中学校に自転車置き場を
設置します。子どもたちが安全・安心

な学校生活を送ることができるよう、
計画的に整備を行ってまいります。

また、働いているなどの理由によ
り、保護者が昼間不在となる家庭の
子どもたちが放課後や長期の休み中
に、安全で楽しく過ごすための遊びや
生活の場となる学童保育につきまし
て、8つ全ての小学校区にこどもの家
を設置しております。

平成29年度には西小学校、平成30
年度には北小学校の敷地内にこども
の家を新築し、令和4年度には、学校
から遠方の位置にあった神守こども
の家を神守小学校敷地内に新築い
たしました。令和6年度は、私が4か所
目に手がける南こどもの家の新築に
向けての実施設計業務を進めるな
ど、今後も学童保育のさらなる環境
の充実を積極的に推進してまいりま
す。

子どもたちの健康・体力を向上さ
せる取組といたしましては、これまで
実施しておりました「総合的な子ども
の基礎体力向上大作戦」、通称ＳＫＩＰ
（スキップ）を発展させ、令和4年度か
ら小中学校において、縄跳び名人を
講師として招いた縄跳び教室や、

サーキットトレーニング教室を実施し
ております。未来の担い手としてたく
ましく生き抜くために、必要な健康と
体力をつけることを目指します。

健康・体力のもととなる学校給食に
つきましては、平成27年度から、「津
島市給食献立コンクール」を実施し、
児童生徒の考えた献立を給食に取り
入れております。子どもたちに安全・
安心な食を提供するため、有機農産
物を使用したオーガニック給食につ
きましても、段階的に導入を進めて
おり、子どもたちに笑顔で給食を食
べてもらえるよう、栄養バランスに優
れた心のこもった美味しい学校給食
を提供してまいります。

少子化対策として、若者に出会い
の機会を提供するため、尾張津島天
王祭宵祭開催日に、県内在住または
在勤の独身者を対象に、「天王祭de
ご縁結び」を開催する予定をしており
ます。

多くの学生が奨学金を受給し、就
職後、返還している状況の中で、企業
が従業員への奨学金返還支援制度
を導入することは、学生が企業選び
をする際の大きなポイントとなりま
す。このため愛知県では、令和6年度
から中小企業の人材確保を図ること
を目的に、従業員の奨学金返還を支
援する中小企業を対象に補助制度を
創設いたします。対象とする中小企
業等は、県への企業登録が必要であ
りますので、市といたしましても市内
中小企業等に積極的に働きかけてま
いります。

進め、北小学校においては、文化会
館に設置されている100トンの貯水
槽を活用いたします。今後も引き続
き全ての小中学校への設置に向けて
計画的に進めてまいります。

また、災害が発生した際の避難所
での生活のため、避難所用の資機材
を市で備蓄しております。寒い時期
の避難に備え、毛布や新たに簡易寝
袋も備蓄して寒さ対策を強化いたし
ます。大切な家族の一員であるペッ
トも一緒に避難することができるよ
う、公共施設のうち1か所をペットと
の同室避難所とするほか、指定避難
所である8小学校でも、ペットと同行
避難をされることを想定し、ケージや
ワンタッチテントなどの資機材を整
備いたします。

自宅から指定避難所まで離れてい
ることや、普段行き慣れない避難所
へ行くことへの不安を解消するた
め、県内初の取組として、民間施設を
緊急避難場所として活用し、緊急時
に速やかに避難できる体制を強化し
てまいります。

市役所本庁舎につきましては、災
害時には災害対策本部として機能さ
せる必要があることから、耐震化を
実施したほか、非常用の電源設備の
整備を行ってまいりました。災害時の
重要な施設である消防庁舎や、避難
所としても重要な錬成館をはじめ、主
な公共施設についても耐震化を実施

してまいりました。

災害対策本部においては、市民の
皆様の命を守るため、国・県・市が保有
する情報を一元化する必要があるこ
とから、様々な情報を一元的に可視
化できる防災支援システムを令和4
年度に構築いたしました。このシステ
ムを地域の自主防災組織と連携しな
がら活用していくことで、地域の減災
に結び付けてまいりたいと考えてお
ります。また、災害情報を市民の皆様
にお知らせするため、災害時の緊急
情報、避難所の開設状況、道路の冠
水状況の情報などを見ることができ
る防災情報専用サイト「つしま防災
ポータル　まもるくん」を新設いたし
ました。スマートフォンからでも閲覧
できますので、是非ご活用ください。
令和6年度より、75歳以上の高齢
者等、災害弱者の方々のうち、希望さ
れる方に対しては、緊急時に防災情
報が流れる専用ラジオを無償で貸し
出す事業を開始いたします。防災情
報を受信すると自動的に電源が入る
ものであり、情報をいち早く市民の
皆様が受けとっていただくことが可
能となります。

市では、災害時の情報収集にド
ローンの活用も進めております。災
害現場に行くことができない場合で
も、ドローンを飛行させて映像を撮
影し、その映像を災害対策本部で確

認することができることから、ドロー
ン人材20名の育成を目指し、令和4年
度から市職員のドローン操縦資格取
得に取り組んでおります。

災害時に避難場所として利用でき
る場を確保するため、現在、神守地区
において、都市公園の整備を行って
おります。神守小学校北エリアに約
2,500㎡、神守こども園西エリアに約
1,800㎡の広さの2つの公園につきま
しては、マンホールトイレ、東屋を設
置し、まもなく完成いたします。さら
に神守支所東エリアにも、約2,200㎡
の広さの3つ目の公園を整備するた
め、令和6年度から着工いたします。
今後はさらに神守中学校南エリアに
約4,500㎡の広さの4つ目の公園整
備を進めてまいります。

消防本部では、市民の皆様の命を
守るため、防災力の強化を図ってお
ります。本市の消防本部は、市域のほ
ぼ中央に位置しております。日光川
東側の一部の地域においては、救急
車の現場到着までの時間が課題と
なっておりました。そのため、交通量
が多い平日昼間帯に、神守支所に救
急車を待機させる救急ステーション
の実証運用を、昨年8月から本年3月
22日まで行っております。実際に救

配信を行うことで、効果的な情報発
信を行っております。

また、愛知大学や津島東高校と連
携し、「津島の魅力PRデザイン開発
プロジェクト」として、PR用ステッ
カーのデザイン制作を行っているほ
か、副業人材を活用し、PRちらしの
デザイン力を高めるとともに、津島
の魅力を広く動画配信しております。
今後も本市の「価値」をさらに高める
ため、「魅力マシマシ津島市」を積極
的に発信してまいります。

ふるさと納税の返礼品において
も、地場産業の活性化と地元特産品
のＰＲのため、全国に向けて積極的に
発信しております。特に、あらかじめ
蓄電ができ、災害時等の備えとして
役立つポータブル電源は大変好評で
あり、昨年12月に新たな返礼品とし

て加えた結果、12月のみで約5,400万
円のご寄附をいただいております。
今後もより一層の返礼品の充実のた
め、様々な工夫を凝らしながら取り組
んでまいります。

市が実施する地方創生プロジェク
トに対して企業から寄附をいただく
企業版ふるさと納税につきましても、
複数の企業から多額のご寄附をいた
だき、子育てや文化の継承、公園の
整備など、様々な分野で活用してお
ります。さらなる寄附をいただけるよ
う、引き続き企業に対して積極的に
働きかけを行ってまいります。

地域におきましては、交通安全や
防犯、福祉など、様々な課題解決に向
けて取り組んでいただいております
コミュニティ推進協議会等に対する
補助金を増額し、活動を支援いたし
ます。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」についてご説明申し上げま
す。

令和3年12月に策定いたしました
都市計画マスタープランでは、将来
に向けたまちづくり戦略として、津島
駅周辺を正面玄関として位置づける
とともに、市内の東西南北を玄関とし
て位置づけました。

昨年3月には、本市と名古屋鉄道株
式会社、ＵＲ都市機構の三者で、県内
初となる地域の持続的発展を目的
に、鉄道と連携したまちづくりを進め
ていく包括連携協定を締結しまし
た。名古屋鉄道株式会社とは、これま
でも「つしまちあるきキャンペーン」
など、本市の観光面でも協力を頂い
ているほか、ＵＲ都市機構を含めた三
者では、津島駅周辺でのマチナカの
再生に向けた社会実験でも協働の立
場でご参画いただいています。この
三者で同じまちづくりへのベクトル
を共有し、さらに進んだ未来に繋がる
事業を展開してまいります。それに
向け、令和5年度は、まちづくり再生
元年と位置付け、津島玄関まちづく
り構想「ゲートウェイプロジェクト」の
推進のため、津島市の「価値」を高め
る成長投資を行いました。さらに令
和6年度では、次へのステップ「まち
づくり再生」第2弾として、プロジェク
ト推進のための取組を加速してまい
ります。

津島駅周辺の正面玄関におきまし
ては、駅の東側に駅前広場・市民の交
流広場を整備するため、用地買収を
行ってまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いてご説明申し上げます。

 
この地域は、高い確率でマグニ
チュード8～9クラスの巨大地震が発
生することが予測され、地震による甚
大な被害が発生することが予想され
ております。また、近年、全国各地で
大雨による被害も頻発している中、
市民の皆様を誰一人として取り残す
ことのないよう、防災・減災対策を行
う必要があります。

災害時には、自助・共助・公助の3つ
が必要となります。大規模災害時に
は、救援物資が届くまでに時間を要
することから、自分の命は自分で守る
ことができるよう、日頃から7日分程
度の食料や、資機材などの備蓄と
いった「自助」の取組をお願いいたし
ます。能登半島地震では倒壊した家
屋の下敷きになった方が犠牲者の大
半を占めることが判明しました。市で
は地震から身を守るために、住宅の
無料耐震診断や住宅の耐震改修へ
の補助を行っております。令和6年度
は耐震診断に関する予算を5割増し
にするとともに、耐震改修の補助金
を100万円から150万円に大幅に拡
充するなど、耐震改修や除却に関す
る予算を2.7倍にし、市民の皆様の安
全を守ってまいります。また、災害時

に備え、窓ガラスが割れた際の破片
の飛び散りを防ぐための飛散防止
フィルムの貼り付けや、家具の転倒
防止金具の取り付けを無償で行って
おります。ご自身の命を守るため、ま
だ対策がお済みでない場合は、是非
ご利用ください。

市では、毎月第3日曜日を「家庭防
災の日」と定め、防災教室を定期的に
開催し、家庭において防災について
話し合うことを進めています。避難経
路や備蓄品の確認、家庭でできる対
策などについて話し合い、防災意識
を高めるきっかけとしていただきま
すようお願いいたします。
災害が起こった際、ご自身の力だ

けでは避難所へ避難することが困難
な方々につきましては、一人ひとりに
対して個別避難計画を作成し、地域
で活用することで取り残すことなく、
人的被害を最小限にとどめられるよ
う、地域で支援する「共助」の体制の
確立に全力を尽くしてまいります。

災害時にうろたえることなく行動
するためには、平時から訓練をしてお
く必要があります。自主防災組織を
はじめ、様々な主体と協働して防災
訓練を実施いたします。訓練には、
ゲーム形式も取り入れながら、いざと
いう時にきちんと実践できるような
内容としてまいりますので、積極的な
ご参加をお願いいたします。

なお、自主防災組織は、地域の防
災において、大変重要な役割を担っ
ております。近年の物価高騰の状況
等をふまえ、各小学校区の自主防災
組織の体制強化のため、令和6年度
より補助金を増額いたします。さらに
自主防災組織や町内会に所属する防
災関連委員の皆様が、万が一活動中
に怪我をしてしまったときなどに備え
て、市の負担で傷害保険及び損害賠
償保険に加入することで、より安心し
て活動していただくことができます。

「自助」・「共助」に加え、市では「公
助」といたしまして、災害時における
飲料水の確保のため、平成26年度か
ら水道管の耐震化を実施しておりま
す。これまでに災害時に避難所とな
る、東小学校・西小学校・南小学校・北
小学校・神守中学校・神守小学校をは
じめ、災害時の重要施設である市役
所、市民病院などへの水道管の耐震
化に対し、20億円を超える投資を
行ってまいりました。配水場から離れ
た地域である神島田小学校、高台寺
小学校、蛭間小学校には約3億円を
投資して耐震性貯水槽を設置いたし
ました。令和6年度には、南小学校と
神守小学校への設置工事を実施す
ると同時に、令和7年度、東小学校、西
小学校への設置に向け実施設計を

急車の到着時間が短縮するなどの効
果が出ており、地元の方からも好評
いただいておりますので、引き続き
運用を進めてまいります。

他の消防本部との連携・協力も進
めており、海部地域の消防本部とは
合同訓練や勉強会を開催しておりま
す。令和7年度からは津島市ほか名古
屋市を含む7消防本部と指令業務の
共同運用を開始します。これにより、
消防力の強化による住民サービスの
向上が期待できます。また、愛西市と
は、はしご車の共同整備についても
進めており、実現すれば県内初の試
みとなります。

地域防災に欠かすことのできない
消防団につきましては、消防団員の
訓練のための出動報酬を増額し、新
たな団員の確保に向けて充実を図る
とともに、神島田分団車庫の新築移
転に向けての準備を進めてまいりま
す。
このように、市民の皆様一人ひとり
に寄り添った防災対策を行ってまい
ります。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」についてご説明申し上げます。

本市は、津島神社や数多くの寺院、
歴史的な町並み、ユネスコ無形文化

遺産に登録された「尾張津島天王祭
の車楽舟行事」をはじめとする四季
折々の祭りをはじめ、市内各所に伝
承されている祭り、そして市民の皆様
に愛されている天王川公園や津島神
社など、誇るべき数多くの地域資源
が市内全域にあります。これらは他の
自治体にはない本市の大きな強みで
あります。

このような歴史的・文化的な遺産
を、地域総がかりで継承していくた
め、文化財保存活用地域計画の策定
に着手いたします。尾張津島天王祭
などの大規模な祭りだけではなく、市
内各地域の山車や神楽、市民の皆様
の生活の中に息づく文化など、地域
ごとに調査を実施して掘り起こしを行
い、保存・活用に向けて検討してまい
ります。

市の指定文化財である氷室作太夫
家住居につきましても、貴重な文化
財を後世に引き継ぐため、保存と活
用に関する方針を定める保存活用計
画を策定してまいります。

本市において祭りは誇るべきもの
であります。祭りを今後も維持すると
ともに、体制を強化するため、尾張津
島天王祭及び尾張津島秋まつりの関
係団体に対する報償費を増額し、活
動を支援いたします。

本市にゆかりがある世界的な芸術
家である横井照子さんは、本年で生
誕100周年を迎えます。その節目とな
る年に、その偉業を顕彰するととも
に、本市の文化振興に向けた機運を
醸成するため、本年11月に横井照子
展を開催いたします。数多くの素晴ら
しい芸術作品に触れることができま
すので、是非楽しみにしてください。

本市は、東海三県寺密度ナンバー
ワンであることを活かして、平成30年
度より御朱印イベント「津島てら・まち
御縁結び」を開催し、令和6年秋に第
20回目を迎えます。これを記念して、
「第20回津島てら・まち御縁結び記念
事業」を実施し、本市の魅力向上を図
ります。

こういった本市の魅力を、より多く
の方に知っていただくため、プロモー
ションにも力を入れております。ふる
さと津島応援広報大使である津島市
出身の神野大地選手には、本市の魅
力をＳＮＳ等で広く発信していただい
ております。

令和5年度には、市の公式ＬＩＮＥの
機能を拡大し、情報を伝えたいター
ゲットに対して、それぞれのニーズに
マッチした情報を配信するセグメント

▲海津市コミュニティバス

▲令和5年7月に名古屋大学にて
行われた「世界気候エネルギー

首長誓約」誓約式

の小学1年生から3年生の児童に見
守り用の端末を無料で配布し、サー
ビスを開始したところであります。市
内全域における地域ＢＷＡの活用は
県内初となります。今後、高齢者の皆
様にも対象を拡大していくとともに、
見守りだけでなく、観光やまちづくり
の分野にも活用の範囲を広げてまい
ります。

ここ数年のコロナ禍においては、
感染防止のために不要不急の外出
自粛が求められ、その結果、地域活動
の縮小や、人との交流の減少といっ
た影響を及ぼしました。外出機会の
減少は、身体機能や認知機能の低下
が見られる「フレイル」の状態となる
方を増加させる恐れがあります。そ
のため、高齢者の皆様が、総合保健
福祉センター、生涯学習センター、神
島田公民館を使用する際の使用料を
半額にいたします。そして外出の機
会を増やしていただくとともに、総合
保健福祉センターにおいて交流する
ことができる拠点整備を行うなど、社
会参加の促進を図ってまいります。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どにマイカーを使うことができない、
あるいは今後使うことができなくな
る75歳以上の高齢者、移動が困難な
障がい者、妊産婦の皆様を対象とし
て、外出時のタクシー料金が半額と
なる、「津島おでかけタクシー事業」
を、昨年1月より開始いたしました。開
始より1年が経過し、これまでの利用
実績の累計は2万5,000件を超え、利
用登録者数も3,200人を超えており、

大変好評をいただいております。

障がいのある方への支援といたし
ましては、身体障がい、知的障がい、
精神障がいに加えて、難病、発達障が
い、強度行動障がい等、障がいのあ
るご本人やその家族の各種ニーズに
対応できる総合的な相談支援や専門
的な相談支援などを行う基幹相談支
援センターを、総合保健福祉セン
ターに設置いたします。
障がいのある児童への支援といた

しましては、障がいのある児童やその
家族への相談、障がい児を預かる施
設への援助・助言などを行う地域の中
核的な療育施設である児童発達支援
センターの設置に向け、未利用となっ
ております旧津島市立津島幼稚園の
民間活用を進めてまいります。

ここまでは、「つしま成長戦略」とし
て掲げた5つの項目に沿って説明し
てまいりました。このように、全ての
市民の皆様が心身ともに満たされた
状態である「ウェルビーイング」とな
ることを目指して取り組んでまいり
ます。

続きまして、この「つしま成長戦
略」の推進と並行して進めていくべ
き内容についてご説明いたします。

まずは、市民サービスの向上につ
ながるデジタル化です。社会が非常
に速いスピードで変化していく中、デ
ジタル技術を活用しながら従来の制
度等を変革し、様々な課題を解決す

るデジタル・トランスフォーメーション
「ＤＸ」を推進することが求められます。
本市では、デジタル技術を活用し

た窓口改革として、役所に「来ない」、
書類を「書かない」、手続きを「待た
せない」行政サービスの実現を目指
しております。令和4年度には、住民
票等のコンビニ交付、タブレット端末
による申請システム、「出生コー
ナー」や「おくやみコーナー」での窓
口ワンストップサービス、窓口の
キャッシュレス化などを導入いたしま
した。「出生コーナー」や「おくやみ
コーナー」は、専用カウンターを設置
して様々な部署で必要な各種手続き
をワンストップで行うことができるた
め、大変好評をいただいております。
令和6年度には、コンビニ交付の対象
サービスに所得課税証明書・納税証
明書を追加し、さらに市民サービス
の充実を図ることにより、「デジタル
化で、しあわせ実感都市、つしま」の
実現を目指してまいります。

このようなデジタル技術の活用
は、市民の皆様の利便性を向上させ
るだけでなく、職員の働き方改革に
もつながります。令和6年度は、ＡＩを
活用した議事録作成支援システムを
導入することで、効率化できる部分
はデジタルに任せ、市民の皆様との
対話や、新たに実施する事業の検討
など、職員は職員にしかできない業
務を担うことで、市民サービスのさら
なる向上を図ってまいります。

他自治体との連携についても進め
ております。藤まつりにおける江南市
や岐阜県羽島市との連携、ひつじサ
ミット尾州における一宮市や岐阜県
羽島市との連携、岐阜県海津市コ

ジョブ・クラフティング提案制度
創造力や研究心、市政運営への
参加意欲の向上を目指します

私たちは地球人です。
地球の未来に責任を
持たなければなりません。

Go　Beyond Yourself
～昨日の自分を超えろ～

地球温暖化対策への取り組み
全ての道路灯・公園灯の

照明ＬＥＤ化
小中学校の教室や体育館の

照明ＬＥＤ化
本庁舎、生涯学習センター

など27施設の照明ＬＥＤ化
総合保健福祉センターに

太陽光パネルと蓄電池の設置
2030年までには全ての

公用車を電動車に変更

第2弾

第3弾

第4弾

第5弾

第1弾
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令和6年度は、次へのステップ第2
弾として、「まちづくり再生」につきま
しては、津島神社周辺の新たな賑わ
い拠点、観光交流センター周辺の新
たな交流拠点の供用開始に向け、賑
わいの「核」となる拠点の整備がいよ
いよ動き出します。本市の「価値」を
高め、わくわくするまちづくりを進め
てまいります。
「子育て支援」につきましては、第2
子以降の保育料の完全無料化、3歳
から5歳児までの保育所・幼稚園・認定
こども園等の副食費の半額補助及び
市立小中学校の給食費の完全無償
化、0歳児を対象としてご希望の子育
て用品を無料で自宅にお届けする
「子育てサポート選べる無料定期便」
など、全国トップクラスの子育て支援
を引き続き展開し、安心して出産、子
育てができる環境づくりを進めてま
いります。

そして、この2大プロジェクトを牽
引し、定住を促進させる新規事業を
実施いたします。事業の内容としまし
ては、後ほど詳しくご説明いたします
が、津島駅周辺の旧津島エリア、地区
計画区域の神守、唐臼エリアにおい
て新築住宅を取得した方やリフォー
ムをした方に要件に応じて補助金を
交付するもので、本市への定住を促
進させ、人を呼び込むまちづくりを目
指してまいります。

昨年、ハラスメントや不適切発言

のない働きやすい職場を築いていく
ため、過去10年間にわたる実態調査
として、職場環境改善のためのアン
ケート調査を実施いたしました。第三
者委員会からいただいた最終報告書
の、研修の実施、弁護士による相談窓
口の創設などを含む7つの提言に、専
門家の支援を受けながら、しっかりと
着実に対応し、ハラスメントのない職
場の環境改善に取り組んでまいりま
す。
令和6年度に実施する主な施策に

ついて、「つしま成長戦略　第3弾」と
して掲げている5つの項目ごとにご説
明いたします。
まず、「つしま成長戦略」の1点目、

「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついてご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、本市の
「宝」です。子どもたちの健やかな育
成を図り、「子育てするなら、つしま」
の実現に向けて邁進してまいりま
す。そのため令和5年度より、子ども
が産まれる前から産み育てるまで、
丸ごと支援を行う「子育て支援トータ
ルプラン」として、5つの子育て支援
策を実施しております。
1つ目の支援は、18歳まで所得制

限なしの子ども医療費完全無料化の

継続。2つ目の支援は、第2子以降の
保育料も所得制限なしの完全無料
化。3つ目の支援は、3歳から5歳児ま
での保育所・幼稚園・認定こども園等
の副食費の半額補助及び市立小中
学校の給食費の無償化。4つ目の支
援は、0歳児を対象としてご希望の子
育て用品を無料で自宅にお届けする
「選べる無料定期便」。5つ目の支援
は、保育所・認定こども園等における
使用済み紙おむつの保護者持ち帰り
の廃止です。
3つ目の保育所・幼稚園・認定こども
園等の副食費及び市立小中学校の
給食費につきましては、昨年4月から
6月までは半額を無償化し、7月から
本年3月までは、物価高騰の影響を
受けている子育て家庭を支援するた
め、完全無償化に拡大いたしました。
市立小中学校の給食費につきまして
は、令和6年度につきましても、完全
無償化を継続いたします。
これらの5つの子育て支援のほか、
年齢期に応じた様々な支援を実施し
ております「こんにちは赤ちゃん訪
問」では、子育てを応援するため、「お
めでとう」の気持ちを込めて、生後2
か月を迎える赤ちゃんのいる全ての
ご家庭を訪問しており、大変好評を
いただいております。これらの支援
は、令和6年度も継続してまいりま
す。

また、令和6年度より、「こども家庭
センター」を総合保健福祉センター
の2階に開設し、母子保健と児童福祉
の機能を一体的に運営することで、
両部門が連携・協働を深め、切れ目の
ない支援を行うための相談体制を強
化いたします。さらに相談支援だけ
でなく、支援を必要とされる全ての
子どもたちや妊産婦の皆様等へのサ
ポートプランの作成、多様な家庭環
境への支援体制を充実・強化するた
めの地域資源の開拓なども担ってま

ミュニティバスの津島駅への乗り入
れなど、自治体の枠を超えた連携・協
力を推進してまいります。

市政運営を進める上で、最も重要
なことは、市民の皆様の声を聞くこと
だと考えております。そのため、市民
の皆様の声をお聞きする機会とし
て、令和4年度と令和5年度にタウン
ミーティングを開催いたしました。令
和4年度には、市内8つのコミュニティ
推進協議会それぞれと、令和5年度に
は、市内で定期的に活動する団体を
対象として15回開催いたしました。令
和6年度につきましても私が自ら市
政について市民の皆様にご説明する
機会を設けます。是非ご参加ください。

市民の皆様が安心して暮らすため
には、様々な人権課題が解消され、一
人ひとりの人権が尊重されることが
重要であります。人権啓発や地域住
民の福祉の向上、交流の拠点施設で
ある南文化センターは、建物及び設
備の老朽化に対応するため、大規模
改修工事を実施してまいります。今
後も新たに生まれ変わる南文化セン
ターにおいて、地域交流促進事業や
生活上の相談事業の充実を図ってま
いります。
また、産業廃棄物処理施設等を設
置する際に、事業者と関係住民とのト
ラブルを防ぐための条例を制定して
まいります。

職員の声を聞く場も設けておりま
す。令和4年度からは、若手・中堅職員
との意見交換会を開催し、担当業務
で日頃感じていること、将来の自分
や市政運営に対する考え方などにつ
いて意見交換を行っております。今

後も、職員の声に耳を傾け、風通しの
良い職場環境づくりに取り組んでま
いります。

職員が事務改善や施策等の提案
を行うことができる職員提案制度に
つきましても、自分らしさや新しい視
点を自ら取り入れて働き方を工夫す
る「ジョブ・クラフティング提案制度」
として、令和5年度からリニューアルいた
しました。「Go Beyond Yourself～
昨日の自分を超えろ～」をキャッチフ
レーズとし、電子システムからの提案
を導入したほか、職員投票や若手職
員による審査委員会を設置するな
ど、より一層活用しやすい制度とな
り、令和5年度には、9件の提案があり
ました。職員の「Not Yet（まだできる）」
の精神を育みながら、創造力や研究
心、市政運営への参加意欲の向上を
目指しております。

私たちは、私たちが暮らすこの地
球の環境を守り、急速に進む地球温
暖化に歯止めをかけることを考えな
ければなりません。本市では、これま
でも地球温暖化対策として様々な取
組を実施してまいりました。市役所本
庁舎における省エネ効果の高い空調
設備への改修。市民病院における空

調用熱源の更新やＬＥＤ照明等の導
入。市が管理する全ての道路灯・公園
灯の照明ＬＥＤ化。市内全ての小中学
校の教室や体育館の照明ＬＥＤ化な
どを行ってまいりました。令和5年度
には、本庁舎、生涯学習センターなど
27施設の照明をＬＥＤ化するととも
に、総合保健福祉センターへの太陽
光パネルと蓄電池の設置に向けた取
組を開始いたしました。公用車につ
きましても、これまで保有している電
動車5台に加え、令和5年度には2台
の電気自動車を導入いたしました。
令和6年度にはさらに6台の電気自動
車を導入するなど計画的に更新を進
め、2030年までには全ての公用車を
電動車とすることを目指してまいり
ます。町内会や自治会に対しまして
も、令和5年度より防犯灯の設置・更
新にかかる補助の基数制限を撤廃
し、ＬＥＤ化の促進を図っております。

そのような中、昨年7月に首長が気
候変動・エネルギー政策に取り組むこ
とを誓約し、具体的な取組を積極的
に進めていく国際的な仕組みである
「世界気候エネルギー首長誓約（世
界首長誓約／日本）」の誓約書に、名
古屋大学にて署名いたしました。今
後、具体的な目標達成方策などに関
する「気候エネルギー行動計画」を
策定し、取組を推進してまいります。
なお、本市を始めとする「世界首長誓
約／日本」誓約団体と、「世界首長誓

画の策定を進めております。さらに
今後の東公園一帯の再整備に向け
て、スポーツ施設整備方針の検討も
行います。本年4月には、社会教育課
内に東公園整備推進室を設置すると
ともに、東公園一帯の整備に関する
業務推進のためのアドバイザーを招
聘いたします。

スポーツを行うための環境整備と
して、葉苅スポーツの家及び生涯学
習センターには、夏の暑い時期でも
安心してスポーツを楽しんでいただ
くことができるよう、壁掛けタイプの
スポットエアコンを整備いたします。
さらに生涯学習センターにおいて
は、屋外運動場やオムニコートの全
面的な改修も実施いたします。生涯
を通じて気軽にスポーツに親しむこ
とができるよう、引き続き生涯スポー
ツの推進を図ってまいります。

医療や介護が必要になった場合で
も、できる限り住み慣れた地域や自
宅で暮らし続けたいという願いを実
現するため、市では住まい・予防・生活
支援・医療・介護の5つの要素を一体
的に提供する、地域包括ケアシステ
ムの推進を図っております。海部医
療圏の7市町村が共同し、本市の神
守支所の1階に設置している「海部医
療圏在宅医療・介護連携支援セン
ター」において、在宅医療や介護
サービスなど、関係機関の切れ目な
い連携を行っております。

昨年12月に、本市と名古屋大学医
学部附属病院において、「社会保障
費の抑制を目指す共同研究プロジェ
クト」の開始に伴う締結式を行いまし
た。この事業は、ＮＨＫ、公共メディ
ア、新聞など、マスコミにも全国ネッ
トで取り上げられ、注目の事業となっ
ております。本市の65歳以上の住民
データから重症・重度化要因を特定
し、その要因に対する介入プログラ
ムを実施することで、社会保障費の
抑制にもつなげようというプロジェク
トであります。高齢者人口の増加に
よる介護需要の増大と介護人材の不
足が叫ばれる中、医療・介護のデータ
を分析・解析し、対策を講じていくこ
とは、超高齢社会を迎える上でさら
に重要となってまいります。今後も市
民の皆様の健康が一番！「健康応援
都市」を目指してまいります。

認知症の高齢者への支援といたし
ましては、令和5年度より、万が一他
人に怪我を負わせてしまったり、他人
のものを壊してしまったりしたときに
備えて、認知症の方などを被保険者

とする個人賠償責任保険に市の負担
で加入いたしました。行方不明にな
る恐れのある高齢者に対しては、自
宅に帰れなくなった際に早期発見、
保護できるようＱＲコード付きのラベ
ル・シールを配布いたしました。2025
年には高齢者の5人に1人が認知症に
なるとの予測もあり、認知症となって
も安心して暮らすことができる環境
を引き続き整えてまいります。

高齢者をはじめ、市民の皆様の安
心を守るため、昨年の11月に、株式会
社ottaと西尾張シーエーティーヴィ
株式会社と「見守りサービスの推進
に関する協定」を締結いたしました。
見守りサービスは、無線システムで
ある地域ＢＷＡを活用し、小さな見守
り用端末を持っている児童が、市内
のお店や企業などの見守りスポット
の周辺を通過したり、見守りアプリを
登録したスマートフォンなどとすれ
違ったりすることで、見守り端末の位
置を記録するものです。まずは市内

100万円の補助制度を、大幅に拡充
いたします。令和6年度からは、対象
区域を居住誘導区域と、市内にある
16団地に拡大いたします。対象者に
つきましても、これまでの新築住宅を
取得された方だけでなく、中古住宅
取得後にリフォームする方、中古住宅
を賃貸後リフォームする方も対象と
いたします。市内にある団地では、高
齢化や建物の老朽化が進んでおり、
日光川東エリアの青塚団地、喜多神
団地、葉苅団地、宇治団地、神守団
地、みずほ団地、こがね団地、下切住
宅、江南団地、百島団地、みどり台団
地の11団地と、日光川西エリアの永
宝団地、さかえ団地、上春日台団地、
下春日台団地、東愛宕住宅の5団地
の合計16団地の再生を、新しい居住
誘導施策で積極的に推進してまいり
ます。

補助金の加算要件につきまして
も、若年の子育て世帯が親世帯の近
くに居住することを後押しするため
に、親世帯と同居・近居の場合の加算
を設けるほか、地元事業者の活性化
のために、市内の事業者が施工した
場合にも、さらに加算をいたします。
補助金額は、新築住宅を取得した場
合や中古住宅を取得後リフォームし
た場合、最大150万円。中古住宅を賃
貸後リフォームする場合、最大170万
円となります。空き家対策のための
空家解体促進費補助金に関しても、
20万円から2.5倍の50万円に大幅に
増額いたします。この補助金は新築
住宅を取得した場合、併用ができ、最
大200万円となります。本市に居住す
る大きな後押しとなり、さらなる定住
促進につなげてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」についてご説明申し上げます。

津島市民病院は、この地域になく
てはならない病院として、海部医療
圏の医療を守る要となる中核病院と
しての役割を果たしております。私は
設置者として、市民の皆様から信頼
され続けるために取り組んでまいり
ました。新型コロナウイルスの感染
が拡大した時期は、市民の皆様の健
康な暮らしを守るために、医療従事
者が最前線に立って対応しました。市
民病院が今後も役割を果たしていく
ためには、経営の安定化を図ること
が必要不可欠です。
冒頭にも申し上げました通り、市民
病院の経営改善に取り組んできた結
果、平成29年度から6期連続で経常
収支黒字化を達成することができま
した。平成28年度末には約19億円
あった一時借入金につきましても令
和2年度に解消しております。

令和4年7月には、アフターコロナ
を見据えながら病院全体の課題を組
織横断的にマネジメントするため、経
営戦略部戦略企画室を設置しており
ます。医師や看護師、事務職も一体と
なって、ポストコロナに対応しながら、
積極的に経営強化を図っておりま
す。引き続き質の高い医療を提供し
ていくため、市と病院が一体となっ
て、安定的な運営を行ってまいりま
す。

市民の皆様がいつまでも健康で暮

らしていただくには、まずは一人ひと
りの健康づくりが重要となります。そ
のため、市では「笑顔で健幸大作戦！」
と銘打ち、スマートフォンのアプリを
活用して、毎日の歩数の記録や、自分
で決めた健康目標へのチャレンジな
ど、一人ひとりの健康習慣を応援して
おります。
昨年8月には、誰もが気軽に楽しく
体を動かすアイデアを募集する「こ
れってステップ？！コンテスト」を開催
いたしました。ウォーキングの可能性
を広げてステップを取り入れたアイ
デアなど、入賞アイデアは市内の
様々なところで展開してまいります。
現在、各小学校区別のウォーキング
コース作成に向けて、市民の皆様と
一緒になって検討しております。令和
6年度には、各小学校区で完成した
コースを巡るウォーキングイベント
を実施してまいります。

健康増進には、スポーツも非常に
有効です。市民の皆様が気軽に健康
づくりや体力づくりが行えるよう、ま
た、競技スポーツの技術向上につな
げていくことなど、スポーツ環境の充
実を図るため、現在、スポーツ推進計

令和6年第1回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、当初予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

市民の皆様からの厚いご信任を賜
り、市長3期目の職務に就かせていた
だき、任期の半ばである2年が経過し
ようとしております。市民の皆様から
お寄せいただきました信頼とご期待
にお応えするため、私のマニフェスト
としてお示しさせていただきました
「つしま成長戦略　第3弾」に掲げた
取組を加速させていくことが、私に
課せられた使命であり、決意を持って
「魅力マシマシ津島市」をキーワード
に、津島市のさらなる発展に全力を
尽くして、取り組んでまいる所存であ
ります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

さて、1月1日午後4時10分頃に、石
川県能登地方でマグニチュード7.6、
最大震度7の地震が発生しました。こ
の度の地震で、お亡くなりになられた

皆様に心からお悔やみを申し上げま
すとともに、被害に遭われた皆様に
お見舞いを申し上げます。
本市におきましては、発生日の夜

に消防職員が第1次緊急消防援助隊
として被災地支援に向かい、その後
も随時出動したほか、津島市民病院
の医師・看護師・薬剤師・臨床工学技
士がチームを組み、津島市民病院災
害派遣医療チームＤＭＡＴ隊として、
能登総合病院に向かい、被災者の皆
様に寄り添った活動を行っておりま
す。被災地への支援につきましては、
主に愛知県が被災地のニーズを踏ま
え調整を行っており、本市において
は、被災地への職員の派遣や市営住
宅の提供、ライフラインが途絶えて
いる高齢者施設入所者の受け入れ
など、速やかに対応をしております。

新型コロナウイルス感染症が5類
感染症に移行となり、経済活動の正
常化が進み、以前の活力ある暮らし
が戻りつつあります。市民病院にお
いては、院長を始めとする医師、看護
師などの医療職、事務職も含めて職
員一同が一丸となって新型コロナウ
イルス感染症に対応してまいりまし

た。今後も市民の皆様の命と健康を
守る要としての役割を果たしてまい
ります。

一方、物価高が続いている中、厳し
い状況に置かれている市民の皆様や
事業者の皆様に支援をお届けするた
め、令和2年度から実施してまいりま
した新型コロナウイルス感染症対策
を含めた物価高騰支援のための事
業として、令和5年度に実施いたしま
した小中学校給食費及び保育所・幼
稚園・認定こども園等の副食費無償
化をはじめ、これまでに第1弾から第
16弾まで177事業、総額約129億円の
事業に取り組んでまいりました。これ
らの事業は、市民の皆様や事業者の
皆様に寄り添って、しっかりと支援を
行うものであり、大きな成果があった
と考えております。

本市の財政状況は、私が市政を引
き継いだ10年前、非常に厳しいもの
でした。そのため、財政を健全化させ
るべく、事務事業の徹底的な見直し
などによる歳出の削減、様々な形で
の歳入の確保など、徹底的な行財政

改革を行ってまいりました。その結
果、平成26年度から令和4年度まで
の9年間における行財政改革の効果
額は、約91億3,000万円となり、市の
財務体質は大きく改善いたしました。
市の貯金にあたる財政調整基金
の残高は、平成25年度末時点では15
億9,800万円でしたが、令和4年度末
では約45億円と29億200万円増加、
率にして約2.8倍にすることができま
した。令和4年度末の市民一人あたり
の残高は、約7万4,000円となり、これ
は名古屋市を除く県内37市中7位と、
トップクラスの順位です。
株式会社東洋経済新報社が公表し

ております都市データパック2023年
版によりますと、津島市の財政健全
度ランキングは全国792市区中195
位となり、全国で上位4分の1に入り
ました。

市の実質的な借金にあたる臨時財
政対策債を除いた市債残高につきま
しては、ピーク時の平成11年度末に
は約219億円でしたが、令和4年度末
では、約59億円と約160億円減少、率
にして約27％、約4分の1に減少させ
ることができました。これにより令和
4年度末の市債残高は、名古屋市を
除く県内37市中4番目に少ない額と

なりました。文字通り借金が減り貯金
が増え、財政の健全化が達成されま
した。

市民病院の経営安定化につきまし
ても、市民病院が海部医療圏の医療
を守る要となる中核病院としての役
割を果たすとともに、市民の皆様か
ら信頼され続けられるように、安定的
な地域医療の推進を目指し、経営改
善の取組を進めてまいりました。そ
の結果、平成29年度から6期連続で
経常収支黒字化を達成するととも
に、平成28年度末に19億円あった一
時借入金を解消することができまし
た。借金にあたる企業債残高に関し
ても、ピーク時の平成17年度末には

約161億円でしたが、令和4年度末で
は、約67億円と約94億円減少、率にし
て約42％に減少させることができま
した。

このように財政の健全化と市民病
院の経営安定化を図ってきたことに
より、市の財務体質は大きく改善し、
津島市が次なるステップへ進むため
の準備ができました。そして、令和5
年度は「まちづくり再生と子育て支
援　2大プロジェクト」を進めてまい
りました。
1つ目のまちづくり再生として、正

面玄関である津島駅周辺の暮らしの
質を高める「津島Next　Move！」事
業や、北の玄関口となる青塚駅周辺
の整備計画、天王川公園の野外ス
テージの整備などのまちづくりへの
成長投資を進めております。2つ目の
子育て支援として、子どもが産まれる
前から産み育てるまで、丸ごと応援
する全国トップクラスの「子育て支援
トータルプラン」などの子育て支援
策を実施いたしました。市民の皆様
から「天王川公園がリニューアルさ
れて芝生広場で子どもたちも伸び伸
びと遊べてうれしい」「学校給食費の
無償化はとてもありがたい」など、多
くの喜びの声をいただいております。

いります。
このような子育て家庭に寄り添っ
た手厚い支援は、まさに日本一の支
援であると自負しております。

子育てに関する情報を提供してお
ります子育て情報アプリにつきまし
ても、昨年7月にリニューアルし、子育
ての記録を保存したり、予防接種や
イベントなどの情報がプッシュ通知
で届いたりと、これまで以上に使いや
すくなりました。今後も子育て情報を
充実してまいります。

同じく昨年7月には、こども家庭庁
が推進する、子どもたちが健やかで
幸せに成長できるような社会を実現
する「こどもまんなか宣言」の趣旨に
共感・賛同し、「こどもまんなか応援サ
ポーター」として活動することを宣言
いたしました。そして、市の子育て施
策を積極的にＰＲするために、「子育
て応援キャラクター」を募集いたしま
した。このキャラクターを使用しなが
ら、子どもとともに幸せに暮らすこと
ができるまちの実現を目指してまい
ります。

教育に関しましては、「豊かな人間
性と、よりよく生きる力を身につけた
人（津島っ子）」を育成するため、確か

な学力、健康・体力、豊かな人間性の
バランスのとれた力を育む特色ある
教育を推進しております。

令和4年度には、日本初となる規模
で、プログラミング可能な人型ロボッ
トやブロックを市内全ての小中学校
に導入し、児童・生徒が楽しみながら
役に立つプログラミング学習を実施
しております。「津島・プログラミング・
プロジェクト」の頭文字をとった「ＴＰ
Ｐ」と称して、昨年8月には市内4中学
校対抗で、「ＴＰＰコンテスト　プレ大
会」を開催いたしました。各学校とも
仲間と協力しながら創意工夫を凝ら
したプログラムが構成されておりま
した。令和6年度には、市内全ての小
中学校参加による本大会を開催する
予定をしており、今から大変楽しみに
しております。

全ての小中学校に設置をしており
ますコミュニティ・スクールでは、学
校・家庭・地域が一体となって、地域ぐ
るみで子どもの成長を見守る体制を
推進しております。中学校で実施して
おります学習支援「未来塾」につきま
しては、順次、中学校において実施さ
れており、引き続き、未来に生きる子
どものために、地域総がかりで子ども
たちを育てる環境を築いてまいりま
す。

今後ますますグローバル化が進む
社会の中で、重要となる子どもたち
の国際理解教育につきましては、全
ての小学校において、県内にある8つ
全ての領事館と連携した「領事館交
流プロジェクト」を市独自の施策とし
て実施しております。令和5年度は、
日本との国交150周年を記念して、ペ
ルーの学校と約14時間の時差を超
えてオンラインでの交流を行うなど、
各学校趣向を凝らした様々な取組を
行っております。今後もより一層の国
際理解を図るとともに、国際人として
未来に飛躍する人材育成を目指して
取り組んでまいります。

近年、全国的に増加傾向である不
登校の児童・生徒に対する支援とい
たしましては、拠点となる津島市教育
支援センターを、生涯学習センター
内と児童科学館内の2か所に設置し、
多様な価値観の中で、子どもたちの
様々な学びの場や、安心して過ごす
ことができる居場所となるよう、個別
学習や相談などを行っております。ま
た、校内教育支援センター「ほっと
ルーム」は、令和4年度に神守中学
校、令和5年度に藤浪中学校、令和6
年度には天王中学校と暁中学校で開

津島神社周辺におきましては、「尾
張津島観光センター」と「旧わざ・語
り・伝承の館」の解体を進め、令和7年
度までに官民連携による新たな賑わ
い拠点の整備を進めます。

津島駅と津島神社を結ぶ天王通り
におきましては、無電柱化に向け、愛
知県との調整を継続するほか、観光
交流センターや旧いちい信用金庫
天王通支店などを活用し、シビックプ
ライド醸成拠点や、まちなか交流広
場の整備に向けた準備を進めている
ところです。市が投資主体として、マ
チナカの再生に関する各種事業を着
実に進めることで、民間による宅地
開発の増加や店舗や医療などの都
市機能の開発も促進されるものとな
ります。そのためには、市としても定
住を促進させる新規事業として人口
の増加策も含めて、暮らしの質や賑
わいあるマチナカを実現していきま
す。本年3月には、古民家や空きス
ペースなどを展示会場としたアート
展を開催いたします。様々なアー
ティスト作品の鑑賞のほか、体験型
のワークショップもあり、津島の魅力
を五感で体感することができます。

天王川公園におきましては、昨年4
月よりパークＰＦＩによる民間事業者
の管理・運営が始まりました。昨年7月
には、津島市に本社を置く株式会社
宇佐美鉱油様及びグループ企業様
から多額のご寄附をいただき、野外
ステージやジョギングコースの整備
が完了いたしました。同じく昨年7月
にオープンしたスターバックスコー
ヒーも含め、市民の皆様から「天王川
公園で、家族でのんびり過ごすことが
でき、公園の魅力がアップした」、「若
者が多く訪れるようになり、生まれ変
わった」など、多くの喜びの声をいた
だいております。

令和6年度は、多くの公園利用者に
喜んでいただいている芝生広場を拡
張する整備事業のほか、中央トイレ
や北エリアのトイレの大規模修繕を
行い、さらに快適な公園となるよう整
備を進めてまいります。また、地球温
暖化の影響を受け、夏場では夜間に
ウォーキングなど、健康づくりを行う
公園利用者が増えてきています。春
夏秋冬を含め、公園の魅力を高める
ための「ライトアップ大作戦」を展開
し、引き続き市民の皆様に愛される
公園として整備を進めてまいります。
このほか天王川公園や津島神社への
アクセス向上として、都市計画道路
である橋詰又吉線の整備も推進して
まいります。

東西南北それぞれの玄関におきま
しても、「価値」を高めるための取組
を進めております。北の玄関である
青塚駅周辺では、駅へのメインとな
る県道蜂須賀白浜線の歩道整備の
早期事業化に向けて、愛知県に力強
く要望を進めていくほか、地域住民
の方と対話をしながら、駅前広場の

約／日本」事務局は、気候変動の緩
和及び気候変動への適応に対する取
組が評価され、昨年12月に「気候変
動アクション環境大臣表彰」において
大賞を受賞いたしました。

私たちは地球人です。地球の未来
に責任を持たなければなりません。
今後もこうした取組を着実に実行し、
市民の皆様や事業者の皆様と力を合
わせ、脱炭素型社会の実現に向けて
積極的に取り組んでまいります。そし
て、2050年までに二酸化炭素の排出
量を実質ゼロとすることを目指して
まいります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和6年度当初予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

まず、予算規模でありますが、一般
会計258億円、特別会計133億4,868
万8,000円、企業会計156億6,072万
2,000円で、これら全会計を合せます
と548億941万円となり、前年度の当
初予算と比較しますと、一般会計は
6.7％の増、特別会計は0.4％の増、企
業会計は1.2％の増、全会計では
3.5％の増となっております。一般会
計の予算規模としましては、過去3番
目で、文化会館の建設を行った平成7

年度、8年度を除くと、最大の規模と
なります。

次に、一般会計の歳入であります
が、根幹を成す市税収入は、83億
3,371万2,000円で、物価高対策とし
て個人住民税の定額減税を行うこと
から、前年度比1.9％の減となってお
りますが、定額減税による減収額を
除いた本来の市税収入としては、前
年度比0.5％の増と、コロナ禍からの
回復基調が続いております。また、地
方交付税は、33億8,000万円で、前年
度比9.0％の増、一方、地方交付税の
振替措置である臨時財政対策債は、
9,000万円で、前年度比70％の減で
計上しています。

次に、歳出でありますが、義務的経
費のうち人件費は39億3,824万4,000
円で、退職手当の増などにより、前年
度比6.4％、約2億4,000万円の増、扶
助費は、68億905万9,000円で、子育
てや福祉関係の給付費の増などによ
り、前年度比4.2％、約2億8,000万円
の増、投資的経費は、30億9,666万
6,000円で、31億円にせまる投資額に
なります。具体的には、道路などの基
盤整備の充実に加え、津島駅東側駅
前広場の整備、天王川公園の大規模
改修、南小学校と神守小学校の耐震

性貯水槽の設置、神島田小学校体育
館の改修や南文化センターなど、公
共施設の長寿命化改修などで、前年
度比31.9％、約7億5,000万円の大幅
増となっています。
令和6年度は、「まちづくり再生第2

弾による成長投資」、「子育て支援
トータルプランのさらなる充実」な
ど、未来の津島へ向けて、多くの重要
事業を計上する積極予算を編成いた
しました。

このため、予算編成にあたりまして
は、市の貯金ともいえる財政調整基
金から20億5,000万円を繰り入れて
おりますが、財政調整基金の残高は、
令和5年度末で約47億円まで増加す
る見込みであり、令和6年度当初予算
への繰入後でも、27億円ほどの残高
を維持できます。

津島市の財務体質は大きく改善し
ており、着実に安定してまいりまし
た。今後につきましても、行財政改革
などに不断に取り組み、持続的な行
政運営に努めながら、必要な事業を
効果的に展開することで、つしま成長
戦略を確実に推進してまいります。

結びにあたり、今議会には令和6年
度当初予算をはじめ、条例などの諸
議案を提出しております。いずれも
市政運営に欠くことのできないもの
ばかりであります。十分ご審議の上、
適切なるご議決をいただきますよう
お願い申し上げます。

設置や住宅などが建設できる土地利
用構想を進め、駅に近い立地を活か
したまちづくりを進めていきます。今
後、まちづくりに必要な下水道や道
路等の整備に向けた具体的な検討を
行ってまいります。東の玄関では、
2027年に西尾張中央道まで開通予
定であります名古屋津島線バイパス
の整備に合わせ、生涯学習センター
と東公園一帯を、スポーツと健康を
キーワードに、広域的な玄関にふさ
わしい位置づけをし、魅力向上を目
指してまいります。西の玄関では、検
討されている木曽川・長良川新架橋
の整備促進に向け、国や県に対して
積極的に働きかけを行ってまいりま
す。

本市では、令和2年3月に「津島市
歴史的風致維持向上計画」を策定
し、本市固有の歴史的風致を守り、育
て、継承し、地域の活性化につなげる
ことを目指しております。さらに次の
ステップとして、歴史的風致である景
観を計画的かつ確実性をもって保全
するため、景観計画の策定に着手い
たしました。良好な景観形成により、

調和がとれた町並みを目指してまい
ります。

企業誘致の状況につきましては、
これまで、宇治・白浜・鹿伏兎の3区域
約21万㎡に工場等の立地を誘導す
る区域を指定し、企業誘致を積極的
に推進した結果、区域の約8割に企業
を誘致することに成功しました。引き
続き企業誘致を進めるため、昨年10
月に越津・下切区域約18万㎡、本年1
月に下新田・大縄区域約3万㎡を区域

に追加いたしました。今後、新たな区
域の追加も検討しながら、より一層
精力的に企業誘致を推進してまいり
ます。

令和6年度は、新たな企業誘致推
進区域となる周辺の歩行者の安全環
境を確保していくために、宇治百町
線と神尾金柳線の歩道整備を進めて
いく予算を計上いたしました。

神守中町・神守下町及び唐臼地区
におきましては、建ぺい率と容積率
など建物の規制を緩和し、約68万㎡
をこれまで建築できなかった建物が
建築できるようになることで、土地利
用の促進を図ってまいりました。今議
会には、さらに中地地区約4万㎡にお
いて規制緩和を行うための条例改正
に関する議案を提出しております。今
後は、愛宕地区約7万㎡においても
規制緩和に向けて進めてまいりま
す。

先ほど2大プロジェクトを牽引し、
定住を促進させる事業の内容を申し
上げました。具体的にはこれまで神
守・唐臼地区で実施しておりました居
住用の新築住宅取得に対する最大

室し、4中学校全てにおいて開室して
まいります。これにより、これまで教
育支援センターに通室していた生徒
も、学校に登校するきっかけとなり、
友達などとのコミュニケーションが
取りやすくなるほか、学校行事への
参加なども可能となるものと考えて
おります。

経済的な理由により、お子さんを
小・中学校へ就学させるのにお困り
のご家庭に対しましては、学用品費や
給食費などの費用の一部を援助する
就学援助費の受給要件を拡大し、支
援の充実を図ります。家庭の経済的
な状況によって学習の機会に差が出
ることのないような学習支援も実施
いたします。

学校教育環境につきましては、こ
れまで全ての小中学校の普通教室
などへのエアコン設置、トイレの洋式
化、県内初となる体育館へのスポット
エアコンの整備などを行っており、現
在、学校施設の長寿命化改修に取り
組んでおります。

令和5年度には、神守中学校と蛭
間小学校の体育館の長寿命化改修
を行い、令和6年度には、神島田小学
校体育館の改修と、高台寺小学校体
育館の改修に向けた実施設計を行う
ほか、天王中学校に自転車置き場を
設置します。子どもたちが安全・安心

な学校生活を送ることができるよう、
計画的に整備を行ってまいります。

また、働いているなどの理由によ
り、保護者が昼間不在となる家庭の
子どもたちが放課後や長期の休み中
に、安全で楽しく過ごすための遊びや
生活の場となる学童保育につきまし
て、8つ全ての小学校区にこどもの家
を設置しております。

平成29年度には西小学校、平成30
年度には北小学校の敷地内にこども
の家を新築し、令和4年度には、学校
から遠方の位置にあった神守こども
の家を神守小学校敷地内に新築い
たしました。令和6年度は、私が4か所
目に手がける南こどもの家の新築に
向けての実施設計業務を進めるな
ど、今後も学童保育のさらなる環境
の充実を積極的に推進してまいりま
す。

子どもたちの健康・体力を向上さ
せる取組といたしましては、これまで
実施しておりました「総合的な子ども
の基礎体力向上大作戦」、通称ＳＫＩＰ
（スキップ）を発展させ、令和4年度か
ら小中学校において、縄跳び名人を
講師として招いた縄跳び教室や、

サーキットトレーニング教室を実施し
ております。未来の担い手としてたく
ましく生き抜くために、必要な健康と
体力をつけることを目指します。

健康・体力のもととなる学校給食に
つきましては、平成27年度から、「津
島市給食献立コンクール」を実施し、
児童生徒の考えた献立を給食に取り
入れております。子どもたちに安全・
安心な食を提供するため、有機農産
物を使用したオーガニック給食につ
きましても、段階的に導入を進めて
おり、子どもたちに笑顔で給食を食
べてもらえるよう、栄養バランスに優
れた心のこもった美味しい学校給食
を提供してまいります。

少子化対策として、若者に出会い
の機会を提供するため、尾張津島天
王祭宵祭開催日に、県内在住または
在勤の独身者を対象に、「天王祭de
ご縁結び」を開催する予定をしており
ます。

多くの学生が奨学金を受給し、就
職後、返還している状況の中で、企業
が従業員への奨学金返還支援制度
を導入することは、学生が企業選び
をする際の大きなポイントとなりま
す。このため愛知県では、令和6年度
から中小企業の人材確保を図ること
を目的に、従業員の奨学金返還を支
援する中小企業を対象に補助制度を
創設いたします。対象とする中小企
業等は、県への企業登録が必要であ
りますので、市といたしましても市内
中小企業等に積極的に働きかけてま
いります。

進め、北小学校においては、文化会
館に設置されている100トンの貯水
槽を活用いたします。今後も引き続
き全ての小中学校への設置に向けて
計画的に進めてまいります。

また、災害が発生した際の避難所
での生活のため、避難所用の資機材
を市で備蓄しております。寒い時期
の避難に備え、毛布や新たに簡易寝
袋も備蓄して寒さ対策を強化いたし
ます。大切な家族の一員であるペッ
トも一緒に避難することができるよ
う、公共施設のうち1か所をペットと
の同室避難所とするほか、指定避難
所である8小学校でも、ペットと同行
避難をされることを想定し、ケージや
ワンタッチテントなどの資機材を整
備いたします。

自宅から指定避難所まで離れてい
ることや、普段行き慣れない避難所
へ行くことへの不安を解消するた
め、県内初の取組として、民間施設を
緊急避難場所として活用し、緊急時
に速やかに避難できる体制を強化し
てまいります。

市役所本庁舎につきましては、災
害時には災害対策本部として機能さ
せる必要があることから、耐震化を
実施したほか、非常用の電源設備の
整備を行ってまいりました。災害時の
重要な施設である消防庁舎や、避難
所としても重要な錬成館をはじめ、主
な公共施設についても耐震化を実施

してまいりました。

災害対策本部においては、市民の
皆様の命を守るため、国・県・市が保有
する情報を一元化する必要があるこ
とから、様々な情報を一元的に可視
化できる防災支援システムを令和4
年度に構築いたしました。このシステ
ムを地域の自主防災組織と連携しな
がら活用していくことで、地域の減災
に結び付けてまいりたいと考えてお
ります。また、災害情報を市民の皆様
にお知らせするため、災害時の緊急
情報、避難所の開設状況、道路の冠
水状況の情報などを見ることができ
る防災情報専用サイト「つしま防災
ポータル　まもるくん」を新設いたし
ました。スマートフォンからでも閲覧
できますので、是非ご活用ください。
令和6年度より、75歳以上の高齢
者等、災害弱者の方々のうち、希望さ
れる方に対しては、緊急時に防災情
報が流れる専用ラジオを無償で貸し
出す事業を開始いたします。防災情
報を受信すると自動的に電源が入る
ものであり、情報をいち早く市民の
皆様が受けとっていただくことが可
能となります。

市では、災害時の情報収集にド
ローンの活用も進めております。災
害現場に行くことができない場合で
も、ドローンを飛行させて映像を撮
影し、その映像を災害対策本部で確

認することができることから、ドロー
ン人材20名の育成を目指し、令和4年
度から市職員のドローン操縦資格取
得に取り組んでおります。

災害時に避難場所として利用でき
る場を確保するため、現在、神守地区
において、都市公園の整備を行って
おります。神守小学校北エリアに約
2,500㎡、神守こども園西エリアに約
1,800㎡の広さの2つの公園につきま
しては、マンホールトイレ、東屋を設
置し、まもなく完成いたします。さら
に神守支所東エリアにも、約2,200㎡
の広さの3つ目の公園を整備するた
め、令和6年度から着工いたします。
今後はさらに神守中学校南エリアに
約4,500㎡の広さの4つ目の公園整
備を進めてまいります。

消防本部では、市民の皆様の命を
守るため、防災力の強化を図ってお
ります。本市の消防本部は、市域のほ
ぼ中央に位置しております。日光川
東側の一部の地域においては、救急
車の現場到着までの時間が課題と
なっておりました。そのため、交通量
が多い平日昼間帯に、神守支所に救
急車を待機させる救急ステーション
の実証運用を、昨年8月から本年3月
22日まで行っております。実際に救

配信を行うことで、効果的な情報発
信を行っております。

また、愛知大学や津島東高校と連
携し、「津島の魅力PRデザイン開発
プロジェクト」として、PR用ステッ
カーのデザイン制作を行っているほ
か、副業人材を活用し、PRちらしの
デザイン力を高めるとともに、津島
の魅力を広く動画配信しております。
今後も本市の「価値」をさらに高める
ため、「魅力マシマシ津島市」を積極
的に発信してまいります。

ふるさと納税の返礼品において
も、地場産業の活性化と地元特産品
のＰＲのため、全国に向けて積極的に
発信しております。特に、あらかじめ
蓄電ができ、災害時等の備えとして
役立つポータブル電源は大変好評で
あり、昨年12月に新たな返礼品とし

て加えた結果、12月のみで約5,400万
円のご寄附をいただいております。
今後もより一層の返礼品の充実のた
め、様々な工夫を凝らしながら取り組
んでまいります。

市が実施する地方創生プロジェク
トに対して企業から寄附をいただく
企業版ふるさと納税につきましても、
複数の企業から多額のご寄附をいた
だき、子育てや文化の継承、公園の
整備など、様々な分野で活用してお
ります。さらなる寄附をいただけるよ
う、引き続き企業に対して積極的に
働きかけを行ってまいります。

地域におきましては、交通安全や
防犯、福祉など、様々な課題解決に向
けて取り組んでいただいております
コミュニティ推進協議会等に対する
補助金を増額し、活動を支援いたし
ます。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」についてご説明申し上げま
す。

令和3年12月に策定いたしました
都市計画マスタープランでは、将来
に向けたまちづくり戦略として、津島
駅周辺を正面玄関として位置づける
とともに、市内の東西南北を玄関とし
て位置づけました。

昨年3月には、本市と名古屋鉄道株
式会社、ＵＲ都市機構の三者で、県内
初となる地域の持続的発展を目的
に、鉄道と連携したまちづくりを進め
ていく包括連携協定を締結しまし
た。名古屋鉄道株式会社とは、これま
でも「つしまちあるきキャンペーン」
など、本市の観光面でも協力を頂い
ているほか、ＵＲ都市機構を含めた三
者では、津島駅周辺でのマチナカの
再生に向けた社会実験でも協働の立
場でご参画いただいています。この
三者で同じまちづくりへのベクトル
を共有し、さらに進んだ未来に繋がる
事業を展開してまいります。それに
向け、令和5年度は、まちづくり再生
元年と位置付け、津島玄関まちづく
り構想「ゲートウェイプロジェクト」の
推進のため、津島市の「価値」を高め
る成長投資を行いました。さらに令
和6年度では、次へのステップ「まち
づくり再生」第2弾として、プロジェク
ト推進のための取組を加速してまい
ります。

津島駅周辺の正面玄関におきまし
ては、駅の東側に駅前広場・市民の交
流広場を整備するため、用地買収を
行ってまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いてご説明申し上げます。

 
この地域は、高い確率でマグニ
チュード8～9クラスの巨大地震が発
生することが予測され、地震による甚
大な被害が発生することが予想され
ております。また、近年、全国各地で
大雨による被害も頻発している中、
市民の皆様を誰一人として取り残す
ことのないよう、防災・減災対策を行
う必要があります。

災害時には、自助・共助・公助の3つ
が必要となります。大規模災害時に
は、救援物資が届くまでに時間を要
することから、自分の命は自分で守る
ことができるよう、日頃から7日分程
度の食料や、資機材などの備蓄と
いった「自助」の取組をお願いいたし
ます。能登半島地震では倒壊した家
屋の下敷きになった方が犠牲者の大
半を占めることが判明しました。市で
は地震から身を守るために、住宅の
無料耐震診断や住宅の耐震改修へ
の補助を行っております。令和6年度
は耐震診断に関する予算を5割増し
にするとともに、耐震改修の補助金
を100万円から150万円に大幅に拡
充するなど、耐震改修や除却に関す
る予算を2.7倍にし、市民の皆様の安
全を守ってまいります。また、災害時

に備え、窓ガラスが割れた際の破片
の飛び散りを防ぐための飛散防止
フィルムの貼り付けや、家具の転倒
防止金具の取り付けを無償で行って
おります。ご自身の命を守るため、ま
だ対策がお済みでない場合は、是非
ご利用ください。

市では、毎月第3日曜日を「家庭防
災の日」と定め、防災教室を定期的に
開催し、家庭において防災について
話し合うことを進めています。避難経
路や備蓄品の確認、家庭でできる対
策などについて話し合い、防災意識
を高めるきっかけとしていただきま
すようお願いいたします。
災害が起こった際、ご自身の力だ

けでは避難所へ避難することが困難
な方々につきましては、一人ひとりに
対して個別避難計画を作成し、地域
で活用することで取り残すことなく、
人的被害を最小限にとどめられるよ
う、地域で支援する「共助」の体制の
確立に全力を尽くしてまいります。

災害時にうろたえることなく行動
するためには、平時から訓練をしてお
く必要があります。自主防災組織を
はじめ、様々な主体と協働して防災
訓練を実施いたします。訓練には、
ゲーム形式も取り入れながら、いざと
いう時にきちんと実践できるような
内容としてまいりますので、積極的な
ご参加をお願いいたします。

なお、自主防災組織は、地域の防
災において、大変重要な役割を担っ
ております。近年の物価高騰の状況
等をふまえ、各小学校区の自主防災
組織の体制強化のため、令和6年度
より補助金を増額いたします。さらに
自主防災組織や町内会に所属する防
災関連委員の皆様が、万が一活動中
に怪我をしてしまったときなどに備え
て、市の負担で傷害保険及び損害賠
償保険に加入することで、より安心し
て活動していただくことができます。

「自助」・「共助」に加え、市では「公
助」といたしまして、災害時における
飲料水の確保のため、平成26年度か
ら水道管の耐震化を実施しておりま
す。これまでに災害時に避難所とな
る、東小学校・西小学校・南小学校・北
小学校・神守中学校・神守小学校をは
じめ、災害時の重要施設である市役
所、市民病院などへの水道管の耐震
化に対し、20億円を超える投資を
行ってまいりました。配水場から離れ
た地域である神島田小学校、高台寺
小学校、蛭間小学校には約3億円を
投資して耐震性貯水槽を設置いたし
ました。令和6年度には、南小学校と
神守小学校への設置工事を実施す
ると同時に、令和7年度、東小学校、西
小学校への設置に向け実施設計を

急車の到着時間が短縮するなどの効
果が出ており、地元の方からも好評
いただいておりますので、引き続き
運用を進めてまいります。

他の消防本部との連携・協力も進
めており、海部地域の消防本部とは
合同訓練や勉強会を開催しておりま
す。令和7年度からは津島市ほか名古
屋市を含む7消防本部と指令業務の
共同運用を開始します。これにより、
消防力の強化による住民サービスの
向上が期待できます。また、愛西市と
は、はしご車の共同整備についても
進めており、実現すれば県内初の試
みとなります。

地域防災に欠かすことのできない
消防団につきましては、消防団員の
訓練のための出動報酬を増額し、新
たな団員の確保に向けて充実を図る
とともに、神島田分団車庫の新築移
転に向けての準備を進めてまいりま
す。
このように、市民の皆様一人ひとり
に寄り添った防災対策を行ってまい
ります。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」についてご説明申し上げます。

本市は、津島神社や数多くの寺院、
歴史的な町並み、ユネスコ無形文化

遺産に登録された「尾張津島天王祭
の車楽舟行事」をはじめとする四季
折々の祭りをはじめ、市内各所に伝
承されている祭り、そして市民の皆様
に愛されている天王川公園や津島神
社など、誇るべき数多くの地域資源
が市内全域にあります。これらは他の
自治体にはない本市の大きな強みで
あります。

このような歴史的・文化的な遺産
を、地域総がかりで継承していくた
め、文化財保存活用地域計画の策定
に着手いたします。尾張津島天王祭
などの大規模な祭りだけではなく、市
内各地域の山車や神楽、市民の皆様
の生活の中に息づく文化など、地域
ごとに調査を実施して掘り起こしを行
い、保存・活用に向けて検討してまい
ります。

市の指定文化財である氷室作太夫
家住居につきましても、貴重な文化
財を後世に引き継ぐため、保存と活
用に関する方針を定める保存活用計
画を策定してまいります。

本市において祭りは誇るべきもの
であります。祭りを今後も維持すると
ともに、体制を強化するため、尾張津
島天王祭及び尾張津島秋まつりの関
係団体に対する報償費を増額し、活
動を支援いたします。

本市にゆかりがある世界的な芸術
家である横井照子さんは、本年で生
誕100周年を迎えます。その節目とな
る年に、その偉業を顕彰するととも
に、本市の文化振興に向けた機運を
醸成するため、本年11月に横井照子
展を開催いたします。数多くの素晴ら
しい芸術作品に触れることができま
すので、是非楽しみにしてください。

本市は、東海三県寺密度ナンバー
ワンであることを活かして、平成30年
度より御朱印イベント「津島てら・まち
御縁結び」を開催し、令和6年秋に第
20回目を迎えます。これを記念して、
「第20回津島てら・まち御縁結び記念
事業」を実施し、本市の魅力向上を図
ります。

こういった本市の魅力を、より多く
の方に知っていただくため、プロモー
ションにも力を入れております。ふる
さと津島応援広報大使である津島市
出身の神野大地選手には、本市の魅
力をＳＮＳ等で広く発信していただい
ております。

令和5年度には、市の公式ＬＩＮＥの
機能を拡大し、情報を伝えたいター
ゲットに対して、それぞれのニーズに
マッチした情報を配信するセグメント

▲気候変動アクション環境大臣表彰
津島市が大賞受賞

の小学1年生から3年生の児童に見
守り用の端末を無料で配布し、サー
ビスを開始したところであります。市
内全域における地域ＢＷＡの活用は
県内初となります。今後、高齢者の皆
様にも対象を拡大していくとともに、
見守りだけでなく、観光やまちづくり
の分野にも活用の範囲を広げてまい
ります。

ここ数年のコロナ禍においては、
感染防止のために不要不急の外出
自粛が求められ、その結果、地域活動
の縮小や、人との交流の減少といっ
た影響を及ぼしました。外出機会の
減少は、身体機能や認知機能の低下
が見られる「フレイル」の状態となる
方を増加させる恐れがあります。そ
のため、高齢者の皆様が、総合保健
福祉センター、生涯学習センター、神
島田公民館を使用する際の使用料を
半額にいたします。そして外出の機
会を増やしていただくとともに、総合
保健福祉センターにおいて交流する
ことができる拠点整備を行うなど、社
会参加の促進を図ってまいります。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どにマイカーを使うことができない、
あるいは今後使うことができなくな
る75歳以上の高齢者、移動が困難な
障がい者、妊産婦の皆様を対象とし
て、外出時のタクシー料金が半額と
なる、「津島おでかけタクシー事業」
を、昨年1月より開始いたしました。開
始より1年が経過し、これまでの利用
実績の累計は2万5,000件を超え、利
用登録者数も3,200人を超えており、

大変好評をいただいております。

障がいのある方への支援といたし
ましては、身体障がい、知的障がい、
精神障がいに加えて、難病、発達障が
い、強度行動障がい等、障がいのあ
るご本人やその家族の各種ニーズに
対応できる総合的な相談支援や専門
的な相談支援などを行う基幹相談支
援センターを、総合保健福祉セン
ターに設置いたします。
障がいのある児童への支援といた

しましては、障がいのある児童やその
家族への相談、障がい児を預かる施
設への援助・助言などを行う地域の中
核的な療育施設である児童発達支援
センターの設置に向け、未利用となっ
ております旧津島市立津島幼稚園の
民間活用を進めてまいります。

ここまでは、「つしま成長戦略」とし
て掲げた5つの項目に沿って説明し
てまいりました。このように、全ての
市民の皆様が心身ともに満たされた
状態である「ウェルビーイング」とな
ることを目指して取り組んでまいり
ます。

続きまして、この「つしま成長戦
略」の推進と並行して進めていくべ
き内容についてご説明いたします。

まずは、市民サービスの向上につ
ながるデジタル化です。社会が非常
に速いスピードで変化していく中、デ
ジタル技術を活用しながら従来の制
度等を変革し、様々な課題を解決す

るデジタル・トランスフォーメーション
「ＤＸ」を推進することが求められます。
本市では、デジタル技術を活用し

た窓口改革として、役所に「来ない」、
書類を「書かない」、手続きを「待た
せない」行政サービスの実現を目指
しております。令和4年度には、住民
票等のコンビニ交付、タブレット端末
による申請システム、「出生コー
ナー」や「おくやみコーナー」での窓
口ワンストップサービス、窓口の
キャッシュレス化などを導入いたしま
した。「出生コーナー」や「おくやみ
コーナー」は、専用カウンターを設置
して様々な部署で必要な各種手続き
をワンストップで行うことができるた
め、大変好評をいただいております。
令和6年度には、コンビニ交付の対象
サービスに所得課税証明書・納税証
明書を追加し、さらに市民サービス
の充実を図ることにより、「デジタル
化で、しあわせ実感都市、つしま」の
実現を目指してまいります。

このようなデジタル技術の活用
は、市民の皆様の利便性を向上させ
るだけでなく、職員の働き方改革に
もつながります。令和6年度は、ＡＩを
活用した議事録作成支援システムを
導入することで、効率化できる部分
はデジタルに任せ、市民の皆様との
対話や、新たに実施する事業の検討
など、職員は職員にしかできない業
務を担うことで、市民サービスのさら
なる向上を図ってまいります。

他自治体との連携についても進め
ております。藤まつりにおける江南市
や岐阜県羽島市との連携、ひつじサ
ミット尾州における一宮市や岐阜県
羽島市との連携、岐阜県海津市コ

令和6年度当初予算案
全会計合計548億941万円
（前年度3.5％増）

一般会計の予算規模は、
過去3番目

文化会館を建設した平成
7・8年度を除くと、最大の規模

定額減税による減収額を除いた
本来の市税収入は、
前年度比0.5％の増

コロナ禍からの回復基調が継続

徹底的な行財政改革で
財政は安定

今後も持続可能な行政運営に努め
つしま成長戦略を確実に推進

投資的経費

公共施設の長寿命化改修に使用

令和4年度予算
約21億円 約2.5億円

増額

約7.5億円
大幅増額令和6年度予算

約31億円

令和5年度予算
約23.5億円

投資的経費大幅増で
未来の津島へ積極予算を編成

財政調整基金残高
令和3年度末
約39.6億円 約5.4億円

増額

約2億円
増額令和5年度末

約47億円（見込）

令和4年度末
約45億円
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